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【天上からいただいたお言葉】 
 

【注釈】 
 この文章は、信じにくいかも知れませんが、我々数人のグループ人間が天上の世界からお導き

をいただいた、その中核となる一年余りの録音記録の、テープ起こしをしたものです。 

 天上の方もこの文章が世に出るということは想定しておられなかったのではないかと思います

ので、お叱りを受けるかも知れませんが、お一人でもこれらのお言葉に感銘を受けられ、法に導

かれる方がいらっしゃればとの思いで、筆者の一存で公開することに致しました。 

 そういうこともありまして、登場する人物の名前は、略号に変えてありますが、お読み下さる

方の理解を深めるために、登場人物の概要のみ、下記に記載させていただきます。 

 

【指導をいただいている人々（アルファベット順）】 

OKM：30 代男性。仕事のことで悩み、サラリーマンになったり、自営の仕事をしたりしていま

したが、このご指導をいただいている期間に於いては結果として、法に帰依されることは

ありませんでした。 

GB ：50 歳前後の男性。この七人の会のリーダー的な存在。心の窓が開かれていたのか、異次

元からの言葉を受け取れていたようでしたが、天上からのご指導を素直に受け入れること

が無く、一番最初にこのグループから離れて行かれました。 

MT 子：GB 様の奥様。GB 様がリタイアされてからも時々会に参加をしておられましたが、法に

帰依することなく、会の散会と同時に離れていくことになられました。 

SNT：50 代女性。ご主人は仕事をしておられましたが、ご自分もパートの仕事に従事。 

YSD：40 前後の男性。この記事が書かれる少し前に同じグループにいた CHZ 様と結婚をされ

ましたが、いままで勤めていた会社を退職され、仕事のことで悩まれ、それが結果として

心の成長に繋がっていったようであります。 

CHZ：YSD 様の奥様。この方が天上の方と繋がって、天上からのお言葉を、ご自身の口を通じ

て伝えて下さいました。ご自身が自分で何を話しているかは分かっておられず、後に録音

テープを聴かれて、理解しておられたようです。 

SR ：YSD様、CHZ 様のお子様。この頃は生まれてすぐの頃。 

YMS：50 代男性。最年長。仕事を辞められ、職探しをするが上手く行かず、それが機縁となっ

て法に近づかれたようです。 

 

【指導をいただいている方々が過去に学んでおられた先生方・・・順不同、敬称略】 

OYM・・・基本的に偉大な主・高橋信次先生の正法をベースにしながらも、それ一本にしておら

れたわけではなかったようでありますが、反省、愛をベースの指導をされたそうです。 

揖宿 ・・・五井昌久氏主催の白光真宏会を体験され、異次元と通じておられたようであります。 
知花 ・・・異次元と通じておられたようでありますが、正法とは異なるものであったようです。 

都留 ・・・想念観察を説かれ、惹かれる人も多かったようであります。（想念観察≒止観）が、

それ以上の反省に進まれることはなかったようであります。 

長澤 ・・・アカシックレコードを読むことができたそうでありますが、心について説かれること

はなかったそうであります。 
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【2002-○/○】 
 自分に必要なエネルギ一、癒しのエネルギーでも、欲しければ求めればいい。宇宙に頼めばい

い。しかし宇宙からは 100% 流されても、心の曇りが取れていないとき、身体が汚れている場

合は、その分を割り引いてしか受けることは出来ません。 

 

 自分がどうありたいかを思い続けることが大事。 

L神我一体になるということを本当に望んでいるのか? 

Lこの人生で肉体人生を終わりにすると、本当に思っているのか? 等々。 

 

 魚介類は、想念の部分が少ないので、肉よりは影響は少ないが、想念がないわけではない。何

れにしても生命を頂くのであるから感謝していただくと、その生命も浮かばれるというものです。

そして、心の浄化によって、肉だけでなく、魚介類も段々と食べたくなくなってくるのが本当で

す。 

 

 「あれがやめられないんだよなあ。仕方ないよなあ。まあ、良いか」というような思いは、他

のことにも同じような使い方になるものである。例えば「あの人に悪いことをしてしまったなあ。

謝りたいけど、まあ良いか」という風になってしまいます。 

 あれはあれ、これはこれと心は切り分けることは出来なくなっています。悪いと分かっている

のに、「これぐらいは良いか」とか、「やめられない」とかの思いを出してしまいます。 

 「あの人に悪かった。謝りたい」というとき、自我と神我が一体となっていれば、素直に行動

に表します。「今更謝っても・・・」とか、「相手がどう思うか？」とかという自我を超越してし

まっている。自我は段々神我に呼応していきます。融合していきます。そうすると、沸き上がっ

てくる思いが、自我か神我か分からなくなってきます。 

 素直になりきったとき、そこに神我が両手を広げて待っていてくれます。そうなってくると、

自分があるべきヴィジョン、自分のありたい姿が明確になってきます。そういう姿が見えてきた

ら、とにかく進むことが大事です。 

 

【他力と自力】 

 OYM先生の講演会に行っていれば何か得るものがある、知花先生の講演会に行ってエネルギー

を貰って来よう、このような考え、思いに何があると思われますか？ このような考えをしてい

る人に、その守護霊たちが援助すると思われますか？ もし本当に知花先生の講演会に行くだけ

でエネルギーが貰えて霊格が少し進歩するのだったら、それだけを目的に行っている方の守護霊

は、そのエネルギーをストップするかも知れませんね。そんなことだけで霊格が上がってしまっ

たら大変だからです。 

 そこに自力がないからです。誰も階段の上には運んでくれません。一歩一歩上がるよりはこん

な便利なエレベーターがあるよと言って下さる方はいらっしゃいます。それが○○先生であり、

△△先生です。しかしそのエレベーターに乗り込むまで歩いたり、エレベーターのドアを開ける

のは、一人一人の自力でしかないのです。そのエレベーターが「われ神なり」という言霊を自分

に浴びせかけるという方法であったり、反省感謝という、今ここでやっている実習であったりす

るわけです。この研修を言われたからやる、その様な甘えの気持ちでやって効果が上がるはずも

ありません。 

 

 

【2002-6/10】 
 心は器用に、これはこういう風に、それはそういう風に、あれはあれなりにと使い分けていく

ようにはいかないものです。本気に真剣に自分の心を観つめていれば分かられることだと思いま

す。 
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 人は本当に素直になれば成る分だけ心が軽くなり、安らぎに満たされていきます。只、素直に

なることが難しいと皆さん仰いますが、赤ちゃんが不安も心配も一点の迷いもなく心身を委ねる

ように、あなた方も素直に心を開いていって下されば、誰よりも何よりもあなた自身が幸せにな

らないはずが、安らぎに満たされないはずが、神我一体にならないはずがないのです。 

 

 タバコやお酒の飲用は、各個人にしても身体を光体から離し、物質としてもかなりの汚れた乗

り船になっていき、正しいものの見方や、正しく思ったり考えたりすることも難しくなります。 

 

 

【2002-6/25】 
 反省をし、深く詫びても又、同じ想念、同じ心を出してしまう。気がついたら、その思いを発

している。そして何らかの後で反省する行動、言動を起こしてしまっている。こういうことが皆

さんにもあるでしょう。こういう場合は、根を引き抜く必要があります。 

 根を引き抜くということは、過去に遡って、あなたのその傾向を作り出してしまった原因を反

省し、浄化してしまうことです。両親、兄弟姉妹との関係、その家族の中で作り出してしまった

心を観つめて反省するようにすることです。 

 最初に衣食住を共にし、両親、兄弟、姉妹たちとの関係から培われたものが大きくなったり小

さくなったり、丸くなったりとがったり、元々持ってきた業に、もしくは魂の傾向性、個性に響

いていっているのです。 

 もし充分に反省したと思われる方は、「未だに心が悪くなったり、悲しくなったり、現象に惑わ

されたり」と、あなたの心が心から安らげないのはなぜなのかを考えてください。 

 

 

【2002-8/12】 
 いつも原点の心、自分のありたい自分、自分がどうなりたいのか、自分がどういう風な自分に

なりたいのか？ そのなりたい自分、ありたい自分も、何故そうなりたいのかを見つめていかな

いと、心ではなく力の方に目を向けることになりかねません。一日一回でもいいですから、その

思いを見つめるようにしていって下さればと思います。 

 

 

【2002-8/17】 
 待って上げる、見守って上げるというのは、ただ待つのではなく、待つ間にいつでも戻ってこ

れる場所、いつでもここに帰っておいでという場所をちゃんと作ってて上げる。そしてその間も

自分に出来る範囲で愛を送って上げる、これが待つ愛、見守る愛ですね。 

 

 

【2002-8/18】 
 心を綺麗にしない限りは守護霊の声を聞けません。あなたの心が彼らに歩み寄っていかなけれ

ば、受け取るものも違いが出てくることになります。逆に今のあなたの心がドンドン浄化し、綺

麗になり、心の次元がドンドン上がれば、守護霊が働きやすいだけでなく、何でもあなた自身の

ことであれば手に取るように分かりやすく教えてくれます。会話として成立していきますし、他

の人の守護霊とも、場合によっては通信可能となっていくでしょう。守護霊は生長を共に歩む一

番の仲間、兄弟姉妹といえます。 

 

 

【2002-9/19】 
 自分自身の求めが真剣な分だけ、気づきが、あなたに必要なことが贈られてくることでしょう。

どんなことも感謝で受け取って下さい。あなた自身の心が、神と真剣に向き合っていけばいくほ
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ど、不安、心配はなくなっていくことでしょう。 

 心で気づきとして贈られたことを深く受けとめても、それは単なる知識にしか過ぎません。

実践してこそ光です。光となります。神理、正法は知識としてはいくらでも口で語れはする

でしょう。しかし実践しないかぎり、響きが光になることはありません。 

 そして一回や二回、実践として現しても、それで出来ているとはいえません。当たり前のよ

うに出来る、頭で考えるより前に身体が、心が自然とそうなるということです。 

 多く神理を語れても、その人が行じない限り、神理は紙切れに過ぎないでしょう。その人の言動

に現れているのです。自分の言動に現れているのです。 

 

 想念観察を正しく行えていれば、自分のことはよく分かるでしょう。家族、友人、見知らぬた

った一度すれ違う人に対しても和が為されていますか？ 不平不満がありませんか？ 

 光が、覆っていた曇りがとれ、浄化が進んでいくと、今度は光が放たんと動きだし、守護霊・

指導霊の動きも活発化しやすくなりますので、益々の浄化作用、排泄作用が起こってきます。 

 光に正しく還っていけばいくほど、それに応じてあなたの思い、言動で光でないものに反応し

ていくからです。光にとっては一点の光でないものを遠ざけ、清め、排泄しようとします。 

 何が言いたいのかといえば、光に還っていけばいくほど、あなた自身があなたの光でない部分

に反応するということです。あなた自身が自分に厳しい目となるでしょう。逆に言うと、そうし

なくてはいられなくなってきます。あなたの光が、光でない部分を許せなくなるのです。 

 心がそうであるように、身体もそうです。身体の浄化が進み、光体に近づくにせよ、光体を傷

つけるものに反応し、美味しく感じなくなる、つまり、進んで摂取したくなくなるでしょう。 

 知っていても、分かっていても、悪いと分かっていることをする、やめられないということは、

自由意志ではありません。分かっているのに流されるというのは、甘えの心からです。あなた自

身はあなたの内に、光でない自分を積み上げているということになります。 

 自分の光を信じ、光でない思い、言葉、行動全てに勇気を持って向き合ってください。今のあ

なたをきちんと見つめる、ありのまま見つめる、それを正しく受け入れられない限り、あなたの

光が光に至るのは、至難のことです。 

 

 

【2002-9/20】 
瞑想をされる場合は、大勢でされる場合でもそうなんですが、一人でされるときは特に、自分

の守護・指導霊、神々に応援を頼み、光で包んで貰うということをされてからされるといいです

ね。 

 例えば今から心行を読む場合、｢今から心行を読ませていただこうと思っております。きちんと

読みたいと思っておりますので、守護・指導霊、どうぞ私に力をお貸し下さい」と言って読む。

瞑想をしたい場合は、「今から瞑想をしたいと思います。どうぞどうか瞑想がよいものになるよ

うに見ていて下さい」と、これだけでも全然違います。 

 自分一人で行うと、普段の自分自身の心、今日一日の自分を振り返って反省して、自分の心を

清浄にした後、瞑想をする、これはまだいい方ですけど、自分の普段の心そのままでの瞑想とい

うのは少し危ないんですね。 

 瞑想というのは光でない者たちにとっては一番狙いやすい時なんです。心が一生懸命、無にな

ろうとしているときですから、自分の身体から意識が不在になりがちです。そういうときに入り

やすいというか、狙いやすい時になりますので、特に神理を求めているもの、この人が救われた

ら後何人が目覚めていくとかいう場合は、光でないものからすると邪魔したくて仕方がないわけ

です。 

 だからいつも自分の守護・指導霊、そして神々に光を、先ず自分が光を浴びるんですね、それ

から瞑想をしたり心行を読む、お祈りをされると一層効果が上がると思います。 

 心行の後ろの方に、「わが心に光をお与え下さい。安らぎをお与え下さい」とありますが、そ

れを唱えていく、そうしますと自分が神と意識が合っている、そういう状態で瞑想をする、心行
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を読むととてもいいものになります。その前に深呼吸をするともっといいですね。深呼吸は自分

の心と体をリラックスさせ、調和させますから、一層いいものに繋がっていきます。 

 守護・指導霊はいつも皆さんと一緒におられますので、神ごと的なことをされるときは、彼ら

に自分の身を預けて一体となってされるといいですね。自分の心が落ちつかないときは、何度で

もその意識合わせからして下さい。「光をお与え下さい。安らぎをお与え下さい」と自分の心が

安まるまでそれをすることですね。 

 インターネットで文章を書かれたり、個人相談や、研修会に行かれるときも、それを行なって

から行ってみて下さい。そうされるともっといいですし、心行を読まれるともっといいですね。 

 心行は唱えるということではなく、自分の心の中に入れるということです。 

 

 

【2002-9/21】 
 皆さんそれぞれ迷いや不安もあるかも知れません。でも今、この一瞬一瞬が大事です。この一

瞬の思いこそ、未来を創っています。そしてあなたが真剣に神と向き合い、あなた自身を輝かせ

る努力を惜しまないでいるなら、神を信じきって下さい。何の不安も心配もいりません。 

 自らを見られて、神と共に向き合い、自分が自分として真実になろうと真剣に向き合っている

のなら、焦らず時を待つことも必要なときもあります。不安、心配は焦りやイライラを招き、そ

の波長は荒々しくなり、周りを引き寄せるのもその様なものを招きます。何よりあなたの心が苦

しくなります。 

 もし少しでも不安、焦り、イライラを自分に感じるときは、深呼吸をゆっくりとし、神に光と

安らぎを求めて下さい。心が静かに安らげるまで行って下さい。 

 

 

【2002-9/23】 
 朝の目覚めと共にあなたの想念の一日は始まり、眠りと共に今のあなたが意識する想念の一日

は終わりとなります。この始まりと終わりに神を思うことに意識していただくと、又あなたの中

で少し変化する自分に出会われるでしょう。 

 想念観察されていて、自分の心に不満、不平、おごり（自惚れ)、焦燥などマイナス想念がある

のなら、その分だけ光から、神の心から離れています。一日の始まりに、その日の生命、自分の

生かされている生命を神としっかりと合わせ（祈り、瞑想）、一日の終わりに神の心と、光と離

れていた分を見つめ、一日生かされ赦されていたことを感謝し、神の心としっかりと合わせてい

かれると良いでしょう。 

 瞑想されたいのであれば､心清めてから行われて下さい。瞑想とは何かが見える、聞こえるでは

なく、自分の本来の姿を観る、つまり光の自分を観る、本当の自分に還る時間を本当の意味での

瞑想といいます。 

 仮に瞑想を行い、何かが見える、聞こえるとなっても、その現象に目を向けるのではなく、流

してください。 

 

 

【2002-10/13】 
 正法、本当の宇宙の法を伝えたのが高橋信次先生です。これは第七宇宙以外でも通じる法で、

宇宙の全てが正法に沿って生きているということです。 

 

 自分を素直に見ることが一番大事です。自分を素直に見れない人は、心を浄化するのは難しい。

自分の汚れたところに焦点を当てないと光になれない。 

 してもらっていることは当たり前、して貰っていないことばかりに目を向ける、だから自分の

心に調和が生まれない、不満が消えない。職場でも、仲間にならせて貰っているだけでも有り難

いのに、不満にぱかり目を向けるから、心に安らぎがなく、愛の念が湧かないのです。 
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 自我は自分の子供。自我には、自分の子供に接するように接してあげるといいですね。自分の

子供を育てるように育ててあげるといいですね。 

 

 心行は、心を神に合わせて読まれたら、心行は真理そのままですから、自分の周りの家自体も、

それから周囲にも奉仕できるくらいの大きな光が降りてきます。 

 

 

【2002-10/14】 
 本当に、思い、念というエネルギーも全て生きています。心で想っているから、口に出さない

から・・・ではなく、想うことも口に出して語る言葉、言霊も全て生きています。そしてそのエ

ネルギーが、自らの世界を創造していっています。 

 もう分かっている、何度も聞いたと思っていらっしゃる方もいるでしょうが、本当に分かって

いるなら、今のあなたを取り巻く世界は、もっと変わっていっていることでしょう。 

 まだまだ無意識に発している自分の思いや「それ程、まさかあの思いが・・・」と思うような

言葉で、自分の悩みの種を蒔いていることもあります。 

 よく皆さん、自分にとって辛いことだと感じることがあるとき、修行、天からの修行だろうか

と思う方もいらっしゃいますが、修行として課すことももちろんあります。が、しかしそれは特

殊なケースで、本当に希なことです。あなたの、その人の心が引きつけているのです。本来、余

程のことがない限り、特殊なケースなどあり得ません。 

 つまり、自分の知らず知らずの内に発していた思い、念、言霊によって引きつけているのです。

ですから一切は自分、原因結果も自分、生かすも生かさないも自分だということです。そして想

念観察がとても大切だということがお分かりいただけると思います。 

 

 

【2002-10/16】 
 正法・神理は大宇宙、大自然の法です。大宇宙、大自然の不偏なる心、愛、慈悲です。哲学で

はありません。力も関係ありません。 

 神理に触れ、正法に触れ、折角の心の道に触れても、現象を求め、力の道に知らず知らず進む

人や、神理がある程度心に落ちると自分流の解釈となり、哲学の道に変わっていく人もいます。 

 神理を求め、正法を求め、自己の魂の旅、道程を完結したいと願うのであれば、力の道、哲学

の道、宗教の道に誘われないよう、心をきちんと見つめていっていただきたいと思います。 

 

 

【2002-10/25】 
 もし皆様が今世でこの肉体を卒業したいと思うのであれば、自分が甘えている部分は断ち切ら

なければ、とうてい光に還ることは出来ません。これはちょっとやめることは難しいとか、あれ

くらいはまあいいだろうと引っ張っている内は、なかなか断ち切ることは出来ません。 

 光は光に近づけば近づくほど、心でも、食べ物でも、自分に取り入れるもの、わき上がる想念

でも、光でないものには反応していきます。それを摂取している限りは、光と違うものを取り入

れているわけですから、なかなか難しいですね。 

 本当に今世で肉体を卒業したいと思うのなら、その甘えの部分を断ち切るべきですね。しかし

来世でも、その次の生でもいいと思っているのなら、それはそれで、皆さんが決める世界ですか

らね。 

 

 

【2002-11/30】 
 次元の壁は一つなので、死を理解していない霊やこの世に執着を持っている霊はどこにでもい
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ます。揖宿さんの場合は助けて欲しいと懇願する魂が近寄ってきます。 

他の人たちの場合でも先祖供養などと墓場へ行くと、正法神理をかじっているので、助けて欲

しいと近寄ってくる霊もいることはいます。特に執着や欲望とかのマイナスの思いを持っている

と、すぐにそういう霊が近寄ってくることになります。 

 

 睡眠という意味では、11時か11時半頃には寝た方が身体のリズムに一致しているということ

になりますが、丑三つ時というのは、悪い願いが叶いやすいということになります。あれは何が

動いているかといいますと、自分の悪い思いに従って悪霊が動いているということです。 

 毎日の犯罪なども、皆さんの心に常に不平不満があって、それに波長があって憑依されている

んです。自分では自分が憑かれているとは思っていないので、自分の人格が気づかない内に変わ

っていくということになります。 

 

 瞑想はある意味では心不在、そういう時に良くなりたいだとか執着の想念が出てくると、悪い

ものに呼応して、憑くということが起こるのです。1時、2時、3時、そこいらが一番活発という

ことになります。 

 それらが離れていけばいいんですが、例え浄霊したとしても心が一緒なら、また憑くというこ

とになるわけです。そして心を支配されると恐いことになりますね。そういう意味で心を綺麗に

しないで瞑想するということは、一番恐いことになるわけです。 

 反省をするとか、光を自分に入れるとか、正しい瞑想をしないと危険ですね。今後やるときは、

心を引き締め、夜中は止めるとか、方法を考えていただきたいですね。 

 揖宿さんの場合はいつも霊たちを助けているし、特に光に満たされたときは助けて欲しいと近

寄ってくることもあるが、他の人は同じように考えると間違えることになります。 

 

 自分が気づかない想念は想念観察では取り除けないという心配をされていますが、この宇宙に

は循環の法則があり、自分の中にとにかく眠っているエネルギーは心静かであれば、必ず現れて

くることになります。 

 異質なもの、心の中で消化し切れてなかったものは、摂理として、法則として見せられるとい

うことに繋がっていきます。一度は見逃してしまってもエネルギーとして残っていれば、また現

れてきます。心の中に残っているもの、持っているものは必ず現れてきます。 

 心を観ていくと、一挙手一投足の動きが見えてくることにもなりますし、更に深まると、この

心の時には身体のこの部分が連動しているということにも理解が及ぶようになってくることでし

ょう。逆に想念が何もないのに、緊張が走るようなことを感じられて、これは恐れの想念の湧く

前兆だなどというようなことも分かってくることでしょう。 

 強いエネルギーのものは想念観察をしてもなかなか時間がかかることになります。そこを掘り

下げて反省し切ってしまうことによって、想念観察の進度も早く進展していくということになっ

ていきます。 

 

 自分と他人ではなく、自分と神なんです。他に、外に心を奪われている以上、自分の実像、実

体が見えてきません。彼がこう言っているから、彼女がこうしているから、自分はこうせざるを

得ない。これでは、相手と自分になってしまっている。他ではなく、神であるべきなんです。 

 自分が正しいという色眼鏡で見てしまっている。これが自分と神ではなく、自分と相手という

関係になってしまう原因です。自分と神とのつながりで見れば、見えてくることが違ってきます

よ。 

 

 感謝にしても、自分の両親、パートナーの両親、パートナーに対し、感謝すべきだ、感謝して

いるという段階で、愛しいという段階、感謝し尽くすというところにはなかなかいかない。そう

いうところにいけば、報恩という形が自ずと伴って出てくることになる。 

 家庭が壊れているにもかかわらず、地域、町、市、国、世界に意識が向いてしまいますが、自

分の周り、家族の調和が保たれているか、家族こそが基本、雛形となっていくところです。そこ
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がうまく調和できなくて、他の人々との信頼関係、調和が為されるというのは難しいですね。 

 自分自身の身内を思いやれない人間が、もっと外の人に心からのものを出せるでしょうか？ 

家族の中でも自分の立場で話している人が、外部で調和が保てるでしょうか？ 心を開いていけ

るでしょうか？ 

 あの人はこうだ、この人はこうだと思っていること自体、自分をその人より上に置いていると

いうことに気づいていないのです。「あの人はこうなんだ」というところに自分は克服できてい

る、少なくとも相手の人より自分は優れているという気持ちに繋がっていきます。そこにも着眼

してください。 

 想念観察を深めていくと人の心が必ず見えてきます。この人はこうなんだと正しく見ることは

大切です。それによって、相手にしてあげられることも違ってくるからです。 

 しかしその後に皆さんは必ずといっていいほど、感情が出てきます。「だからこの人はダメな

んだ。出来ないんだよね」と。自分の中で人のランク付けが出来てしまっているのです。その人

のほんの一部しか見ていないのに、全容を見ているわけでもないのに、その様に決めつけてしま

います。 

 これは自分と相手という見方をしているから、自分はここまで来れたという自惚れを持ちたく

なるのです。 

 自分と神という見方をしていると、自分はまだまだなんだと謙虚な気持ちになってくるのです。

決して人を裁く気持ちにならないわけです。どんな人も使命を持って来ておられるのですから。

各々の立場立場でそれを実行されるのですから。 

 自分を振り返って、父母にどの様な行いをしてきたか、友人やパートナーにどう接してきたか、

それらを全てクリアーにしていかないと、自分自身を確立することは出来ません。そうすること

によって、いま関わっている人たちに報恩していこうという気持ちになっていきます。 

 皆さん、勉強してこられていますから、その人なりの感謝はしておられます。しかし、感謝を

し尽くしたら、報恩になってきます。この人には何もして貰っていないではなく、私は他の人に

して貰ったんだから、初めて会う人にもしてあげようという思いに変わっていきます。 

 

 奥さんが洗濯物を部屋に落としたりすると、「落ちてるぞ－」と叫んでいる。気づいた人がや

ればいいのに、そうはなかなか出来ません。これは奥さんの仕事、これは旦那さんの仕事と思っ

ています。させて下さることを創っていただいているとは思いません。 

 自分はテレビを見ているのに、ドアを開けたら「開けっ放しじゃないか、寒いだろ」と。「御

飯を食べて1時間も2時間も経っているのに、コーヒーくらい入れたらどうだ」と。いつもして貰

うことに着眼しています。気づけばすればいいというところには着眼しません。そんなことぐら

いと思うかもしれませんが、一分一分の、一秒一秒の思いの積み重ねなんです。 

 奥さんがドアを閉め忘れていたら「自分が閉めさせていただこう」とは思わず、奥さんが今度

入ってきたとき、「ドア、閉めるの忘れてたよ、寒いのに。ちゃんと締めていきや」という言葉

になる。相手を責める気持ちがあって、自分は寒いという、自分というものが一番に出てきます。

自分と相手になってしまいます。 

 風呂に入っても、「ぬるいやないか。どうしてもっと後の人のことを考えて、炊いといてくれ

へんのや」と、日々の、日常の中で、数え切れないくらい不平、不満の思いを出しています。 

 「ウワー、こんなにぬるいんだったら、あの子、ちゃんと暖まったのかしら」という気持ちに

はなかなかなれないものです。いつも自分が一番で、相手が二番です。 

 ゴミが落ちていれば｢何でこんなところに」と思ってしまいます。「私に捨ててということね」

とはなかなか思えません。ものにも心があるということを知れば、ものに対しても優しい気持ち

を持つ、感謝の思いを持つ。一つ気づけば、一つ実践していくことが大事です。 

 皆さん人には厳しいですね。人の欠点、修正すべきところはあらゆる角度から見て指摘する。

しかし自分の欠点はほとんど、「まあいいか｣です。人のことが気にならなければしめたものなん

ですがね。 

 店で商売をやるにしても、流行らないのは地理的なこととか、物理的なことに原因を求めたい

ですよね。特に神理を勉強している人たちは、自分の心に原因があるとは思いたくないんです。 
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 素直に心を開いていくことが必要です。何が大事かというと、自分の周囲です。周囲に支えら

れている自分がいるのに、いつも自分が一番なんですよね。 

 

 正法・神理は、大自然、大宇宙の流れそのものなんです。自分の心を表す、本来の流れのまま

に生きる、これが正法です。だから、何をしても囚われなければいいんだ・・・これは違います。

正しく生きる、八正道も正法に含まれていますから。 

 

 時間は何をしても元に戻せません。お金は今なくても、いつか回ってきて豊かになることがあ

ります。食べるものがなくなってきても、巡り巡って来ることになるでしょう。そういう風に先

に持ち越していけるものはたくさんあります。しかし過ぎ去った時間は、もう戻すことが出来ま

せん。 

 １年後に、５年後に一生懸命やろうと思っても、当然、それからでもやれることはたくさんあ

りますが、その前に、この時間を充分尽くしていれば、もっともっと大きな自分になれていたこ

とも確かなことです。だから、一瞬一瞬を心を込めて、生きていっていただきたいと思います。 

 

 心配は囚われを作る原因になります。心配をすること自体、それはそれでいいんですが、心配

をしすぎるのが良くないということになります。何事も、しすぎるのはよくありません。 

 中道から逸れること、心配しすぎること、そこにエネルギーを使いすぎるのは良くないといわ

ざるをえません。とらわれを造らないようにしてください。 

 

 高橋信次先生は、第七宇宙の真のメシアの一人です。 

 

 正しく聞くという事、ありのまま受け取るといっても、人それぞれの生長の段階で受け取り方

は違いますが、それはそれで、「この人はこう思っているんだ」と思えるということは、正しく

見るというレベルで受け取っています。 

 しかし次の段階で、｢そうは言っても、こうだろう、ああだろう」と言ったり思ったりするのは、

批判になってしまいます。 

 私たちは正しく見ると、次の想念が出てきます。正しく見ることによって、「これは違うんじ

ゃないか？」とか、「これはいけないことだろう」とか、良い悪いで判断する心が出てきます。

それを思った瞬間に、「ああ、まだこんな見方をしているのか？」「この人はこういう風に受け

取っているのか？｣、これは非難ではありません。こういう風に受け止めている段階なんだなと、

正しく見ている段階です。 

 次にそれを通り越して、「間違っている」「こういう考え方はいけない」「これはおかしい｣、

これは自分の心の動き、この想念を見ることによって起こる自分の感情です。 

 そこで祈って上げればいいんです。明らかにおかしいというものは、そう思ってもいいんです。

そこで、正しい、間違い、○×をつける前に祈って上げればいいんです。 

 ところが皆さんは祈りに発展しないで、いつまでもそのエネルギーの中で「だからこうなんだ、

ああなんだ」と思ってしまう。分析をしている段階ならまだいいんですけれど、間違いか正しい

かというところに入ってしまうんです。 

 「又あんなことを言っている」とか「もうそんなことはいい加減にして欲しいな」とか｢何でそ

んな考え方ばかりするんだろう」という批判や心配のエネルギーに入っていってしまうんです。 

 それをどの辺りで祈って上げられるようになるか？ 「彼が早く気がつくように、守護・指導

霊様、お願いします」という方向にエネルギーを持っていけばいいんですが、今まで皆さんが生

きてきた「正しいか間違いか」という世界に行ってしまうんです。 

 正しく見る、正しく聞くという観点から、「この人はこういう考え方をしているんだ、成る程」

と聞き、「しかしこの考え方はちょっと問題があるなあ」と、この部分は正しく見る範囲と考え

てかまいません。 

 そこから先の想念の判断は、批判になってしまいます。だから、この段階で意識を変えて、祈

りに変えていくということが大事です。批判だけでなく､心配も同じで、そこへ至る前に、祈りに
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変えていくといいですね。 

 

 正しく見る、正しく聞く。正しく聞かない限り、正しく話すことは不可能です。好きな人、世

話になった人が悩んでいたりすると、何とかして上げられないかと心を込めて聞きます。何度も

聞いたような話でも、一所懸命聞こうとします。 

 しかしそうでない人に対しては、｢又この話か｣と、話半分に聞いたりしてしまいます。これは

やはり正しく聞けていない、正しく見れていないということになり、ひいては正しく話せないと

いうことに繋がっていきます。 

 

感謝には報恩がつきものといいましても、感謝が出来たから次は報恩だということではありま

せん。感謝が本当に出来たら、自ずと報恩の行為となっていくということです。 

 

光の道というのは自分の心次第で、自分自身と出会うことが出来る。誰でもそうなんです。だ

から力は一切関係ありません。 

 

皆さんが神と約束してきた一番のことは、周りの皆さんと調和を持って生きていくこと、それ

を誓い合ってきたわけです。 

 

・思いを100%持つ。そして実践、行動する。 

 真剣であるなら、神を信じ切って下さい。 

 今を100％輝かせてこそ、次の光に繋がっていきます。 

 信じ切れないのなら、信じ切れるように自分を持っていくことです。 

 なぜ信じ切れないのかというと、実践を嫌がるからです。自分を出し切ってこそ、信じ切るこ

とが出来るのです。 

 

 

【2003-1/10】 
 実践こそ光であります。 

 夫婦、子供たち、親、兄弟姉妹（義理の親兄弟姉妹も)、ご近所、地域に於いて、職場に於いて

関係を持つ、出会いを持たれる方、ひとり一人に対して心を配り、調和をもたらす、愛と真心で

大切に育み、お互いに生かし合い、助け合い、補い合い、赦し合うということです。言葉ひとつ

一つに貴方の心を生かす、真心を持つということです。 

 奥様であるなら、ご飯の支度、料理を作るそのひとつ一つに真心を込めて、夫が子供たちが食

べていただけるように、血となり肉となり、元気に、栄養になるように、また食材に対しても有

り難うございます、このような料理、調理をさせていただきます。血となり、肉となり、私を、

また家族の皆さんを生かして下さいと心を込めて、そこには職場のこと、友人のこと、諸々の心

配などを入れず、愛を100％入れることです。 

 また食べる前には、「熱いから気をつけてね」とか、「今日、これがとっても美味しい、お母

さんの自信作よ」などと暖かい言葉、温もり、笑顔を添えるようにされる、また食べ終わったら、

「食べてくれて有り難う」と言葉を添える。 

 「味が濃かった。美味しくなかった」と、もし言われても、「あら、そう、ごめんなさい。ど

こが美味しく感じなかったの？ 次に作るときに参考にするわね」などと暖かくプラスに変える。 

 後片付けも、包丁、まな板、お茶碗、コップ一つ一つに有り難うの気持ちで洗わせていただく。

又それらを洗わせていただくスポンジ、食器洗剤、石鹸、水、お湯に対して有り難うで接して片

付けるというように、ひとつの食事を通してでも、心の実践、言動、光の実践は出来るのです。

朝起きて、夜眠るまで、ひとつとして自分一人で何かを行っていくことはありません。 

 ｢何々してくれて有り難う」と声に出して、そして真心を込めて笑顔で有り難うと応える、これ

らも実践のひとつですね。 

 常に私たちは知識を学ぶのではなく、実践し、より高い心、より輝く心、魂に成長するために
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存在するのだということ、とりわけ今の地球に存在する魂は、誰一人例外なく、そうであること

を認識していただけたらと思います。 

 全ては心であり、実践こそ全て。実践を厭い、知におぼれる者には光は届かない。真の光には

至れない。 

 魂は自分自身の心を常に高め、浄化し、益々の光の輝きに至ろうとしているのです。この道に

終わりはありません。 

 神理、正法がしっかり心に根づいたならば、少しの自惚れも生じません。それどころか、謙虚

に謙虚になっていきます。慢心、自惚れが心にある内は、気をつけて己の心を見つめていかなけ

ればなりません。 

 

 正法・神理は、大宇宙・大自然の普遍なる心であります。 

 自分の心を正しく見つめるということ、何でも正しく見るということ、自分を捨てた、自分で

正しく、客観的に先ず見つめていくこと、見つめられること、そして気がつけば勇気を持って、

修正、実践していくことです。これは基本です。 

 自分が歩いている道、歩きたいと願う道がどこにあるのかを正しく見つめ、そのために勇気を

持って、修正すべき所を改め、知ではなく、心からの喜びを得られる実践に、実践の年となって

いただけたらと思います。 

 実践こそ光です。他も自分も生かす愛の言動が、貴方の心を潤い、偽りのものでなく、真実の

一部でもなく、貴方だけの真実でもなく、真
まこと

、全てに導通の絶対なる真
まこと

、神理に導かれること

でしょう。 

 どうぞ先ず、ご自分の家族から調和し、その光をドンドン広げられていくことを願っています。

そして今世、この世に授けて下さったご自分の両親、夫や妻の両親、共に成長した兄弟姉妹、義

理の兄弟姉妹、又、夫や妻、自分を選び、自分の応援にきてくれた子供たち、いつも支え、励ま

してくれた友達、多くの縁ある人々に、感謝から報恩へ気持ちが動き、心の底からの喜び、悦び

として実践していって下さることを祈って止みません。 

 多くの方々に常に全く無垢なる心で、己がない心で、感謝するという心、反省する心が、どれ

ほど大切なことかということ、又その時の思いで、係わる方々に接していかれるようになってい

ただきたいということ、それが他も己自身も生かされていくことに繋がるのです。 

 感謝は、感謝の思いがまず出て、その心がほとばしると、報恩として現したいと思い至ります。

これが真実の感謝です。そして又、心から嬉しくて、有り難くて、続いていくものです。 

 心の底からの悦びとして実践されて行かれる年となりますよう、また皆さんの心に真の愛、真

の正法・神理が根づいていかれることを祈って止みません。思想でも哲学でもない、真の正法・

神理が少しでも心に根づいていかれますように祈って止みません。 

 

 

【2003-1/14】 
 形あるものが壊れた場合は、「今度は皆さんに喜ばれるものになってね」と光に返してあげる

のがいいですね。 

 

 ひどい人、嫌みを言う人、きつい対応をしてくれる人は、いない方がいいと思うでしょうが、

その人がいるから、自分の心が浄化していっても、まだまだ残っている妬みとかうらやみとか愚

痴とかが浮上してくるんです。その人たちがいなかったら、そういう心が残っていても、気がつ

かないことになってしまいます。 

 だから、「有り難いなあ」という気持ちに切り替えて、有り難うと言えば良いんです。その人

の心にはすぐには届かなくても、神を通して届いていくことになります。見える形に心を向ける

のではなく、見えないものに心を向ける、自分の心の中の神である部分に心を向けていくことが

大事です。 

 そのためには実践しかありません。頭で考えていても、そこには持っていけません。自分で例
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えば瞑想して集中すれば、イメージの中ではいくらでも出来ますけれども、実際に色々な方と関

わって、そこで磨かせていただくという実践を通して、どれだけ神と一体となっているかが見え

てくることになります。 

 試験勉強をいくらしていても、実際に試験を受けてみないと出来たとか、勉強不足とかは分か

りません。そして出来た人が、実践した人が、その喜びを手に入れられます。 

 頭で分かって知識が増えたのも喜びかもしれませんが、喜びの質というか、自我の喜びにはな

るでしょうが、心からの喜びにはならないのです。 

 今年は実践に重点を置いていただきたいと思います。実践していくことによって、知識が智恵

となっていきますし、実践していくことによって、今まで自分が気がつかなかった、まさかと思

うようなことが、見えてくる、分かるようになってきます。実践しない人には、その喜びを味わ

うことは出来ません。 

 

 家庭の中でも自分を通して神理が分かって貰えればいいんです。「お父さん、変わったなあ、

お母さん、変わったなあ、家にいると落ちつくなあ。家が調和されていていいよなあ」と。 

 神理や正法がどういうものだと分からなくても、子供が感じる安らぎとか、人が来て感じる安

らぎ、調和、それはもう、自分を通して与えていることになります。無言のまま、与えているこ

とになります。 

 そしてお子さんや、相手の方が、「どうしてなの？」と聞かれたら、色々話してあげることも

出来るようになっていきます。 

 

 

【2003-1/24】 
 お金には念が入りますから､落ちているお金を拾うときには、しばらく預かってみて、落とし主

が出ない場合は、感謝して使わせていただくという形を取られるといいですね。お金に限らず物

には念がつきものですから、自分の心を磨くということも大事ですね。 

 

 

【2003-2/16】 
 仏国土・ユートピアは、どの様に築かれていくと思いますか？ 大きな地球に目を向けていて

も、自分の周りからやっていかないと、自分の周りから光にしていかないと、どうして地球があ

る日突然、平和の世界になるんですか？ 

 それぞれの国家の代表者が仲良くやれば、それで地球が平和になるんですか？ それは他力で

しょう？ 誰かがそういう平和な世界にしてくれるというのは他力の世界でしょう？ 

 

 今まで言われていたような輪廻の卒業ということは､単に地球の上でのことです。元の星に帰る

のでも、その次元が高ければ、順々に次元を上げるために、他の天体に転生して帰ることもあり

ます。 

 覚醒したとしても、地球での転生を望む魂もありますが、悟ると、地球では、自由意志で転生

できるようになります。しかしそれは単に地球に関することであって、魂は常に進化を望んでお

り、次の転生を続けていくことになります。 

 過去に悟った人も、今、たくさん、生命を持っておられる方もおられます。輪廻を越えるとい

うことは、単に、地球での転生の卒業ということに過ぎません。 

 

 心行も、ご本も、信次先生に、読む前にお断りしたり、終わったら報告（お礼）をする。信次

先生の話をさせていただくときは、その旨、導きをお願いしておくことによって、神との距離が

縮まっていくことになります。 

 

 人から何を言われても、自分の心を揺るがせないことが大事です｡そして自分の心が、自分の思
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っていることが、神仏の心から外れているか、外れていないか、最初から八正道に照らしてとい

うと分からないでしょうから、何か出来事があった場合は、少し自分から離れて、自分を客観的

に見て、神仏の心から外れているか、外れていないかをチェックしてみることが大事です。 

 例えば毎日、自分なりの想念観察をしていても、見逃す部分があります。そこで日の終わりに

反省をしてみる。朝起きてから夜寝るまでの自分の思ってきたこと、行ってきたことを思い出せ

る範囲で思い出しそれらが神の心から外れているか、外れていないかをチェックし、点検してい

く。 

 八正道ということでなくても、自分を観る、反省をする、神の心と比べるということで、自分

の心を深めて行かれるといいでしょう。 

 

 実行できないような高いハードルではなくて、自分が実行できそうな、しかし少し高いハード

ルを設定して、実行をして行かれるといいでしょう。 

 

 

【2003-3/2】 
 悟っている、毎日精進している人でも、ともすれば思想に、正法に触れていても思想に変わる、

神理に触れていても思想に変わる人もいるわけです。ご自分なりに、これぐらいいいや、これぐ

らいいいやと思っている内に、ドンドン自分の思想にすり替えていくところがあるわけです。 

 ですからまだまだすっきり心に落ちていないときに、自分流に勉強することは、大事ではある

んですが、何もかも相手に頼ってはいけないところもあるんですが、自分でやりたいという気持

ちが強くて、それを行じていくと、ドンドンドンドン一つの言葉にしても、自分流の解釈の仕方、

自分のものの見方になってしまう、それはもう正法でも神理でもないわけです。ただ自分の思想

があり、哲学があるだけのことになるわけです。そこが難しいところなんですね。 

 

 正法の中に神理が含まれているのであって、神理は必ずしも正法ではないんですね。本来は、

神理は正法であったのですが、例えば知花さんが説いておられること、揖宿さんが言っておられ

ること、丸山さん、TTNさん、OYMさん、谷口さんであったり、都留さんであったり、色んな

ことを説いておられることをよく聞いてみられたら分かると思うんですけれど、正法というのは

心の救い、そしてこの大宇宙、大自然の揺るぎない法則のことです。 

 そして心の法則と言いますか、人間が生きていく心のあり方と言いますか、生きていく道と言

いますか、お互いに生かし合う、自分も生かし相手も生かす、そして大調和、それぞれの波長が

調和された、本当に調和されたと言いますか、万古不滅の法と言いますか、そういうふうになる

んですけれども、よく聞いてみられたら分かると思うんですけれども、正法の一部分は話しては

いますけれども、結局は自分が悟りに至るまでの道の話だとか、他を生かせる話が抜けていたり、

そして正法と言いますのは、他も自分も生かす法なんですね。 

 自分だけ生きて相手が生かされないのも違いますし、相手が生かされて自分が生かされないの

も違うわけですね。お互い相互に生かし合って、そしてそれらが調和されて美しい光といいます

か、光を放つということになるんですけれども、知花さんが説いておられるのは神理であっても、

正法とは、例えば言い難い。もしくは自分たちが歩いてこられた先生方を、皆さんが答を発見し

ていただいた方がいいと思うんです。 

 高橋信次さんの本を正法と見たときに、他の方々が言っておられることが果たして正法かどう

かということが見えてくると思うんですよね。どこかに必ず、正法の一部分を説いておられるわ

けですから、正法ではないにしても、神理なんですね。 

 しかし、それらが全て正法に当てはまるかといえば､必ずしもそうは言えないんですね。正法の

全体を説いていなくても、一部分を説いている、そうするとしたら全く間違いではないけれども、

正法全体を話しているわけではないんですね。 

 それらは高橋信次さんの本（テープも）を自分の心の中に入れて、では知花さんはどうかな、

OYMさんはどうかな、TTNさんは、丸山さんは、谷口さんは、都留さんは、また様々な他の、

今まで出会った方々の話を照らし合わせてみたときに、答えが出てくると思うんですけれども。 
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 それぞれ皆さんが出会った、自分の心に訴えて下さった人々が、高橋信次さんが下さったもの

を、そのまま下さっているかどうかというふうに見れば、どうでしょう？ 

 初めはどれもこれも同じことを言っているように思うかもしれませんけれども、全て果たして

高橋信次さんが説かれたものを正法としてみるときに、他の方々は同じようなものを受け取れる

ものを頂けたかどうかというと、違うと思うんですね。 

 しかしそれでも、決して間違いではないわけです。例えば都留さんの想念観察にしろ、知花さ

んが言っておられる世界にしろ、それは神理の中のものであって、正法ではないにしても、神理

の中のものを話しているから、間違いではないわけですね。 

 では、正法になるのではないですかというと、正法は、それら全てが生かされて、大調和とな

って正法なんです。先ず自分の心が大調和し、そして互いに悦びに包まれるのが正法の調和と言

いますか、正法ということになるのです。 

 今までの皆さんの心と、そして皆さんが支持されてこられた方のお話をよく聞いてみて下さい。

必ず違いが見えてくると思うんですね。確かに皆さん、素晴らしいことは言ってますよ。もちろ

ん正法の一部分、神理を話されているんですから。正法を円として考えた場合、皆さんこの円の、

ある部分をお話しされているわけですね。 

 正法は神理なんですよ。でも皆さんそれぞれが語っておられるのは正法ではないんですね。正

法の中の一部分の神理をお話しされているんであって、正法ではないんです。 

 正法を説いている側から見ると、正法イコール神理ということになります。しかし間違ったこ

とを話しているわけではないけれども、結局正法を話しているわけではないですよという部分で

見た場合、正法の中の一部の神理ということになります。 

 一遍二遍、自分が高橋信次さんの本を拝読されたら、ごくごく当たり前のことを書かれている

わけです。しかし当たり前のことではあっても、神の子としてこの地上に肉体を持って、これが

あなたたちの生きる道なんだよと、当たり前のことを書かれているわけですけれども、当たり前

だということを、皆さん出来ない訳なんですよね。そしてどうやってやっていけばいいか分から

ないわけですよね。 

 それらを、こうしたらいいですよといいますか、導かれている技術書というと変ですけれど、

神理をそのまま説いているわけです。そしてもちろん当たり前のことを書かれているだけではな

くて、高橋さんしか説かれていないこともたくさん載せられているわけですよね。あの人でなけ

れば説けなかったこともたくさん載せられているわけで、宇宙の、皆さんに伝えられる範囲の中

では、最高の書だと思います。 

 その中のものを果たして同じものを説かれているかどうかというと、雲泥の差があると言った

らちょっと今頑張っている方々にしたら申し訳ないところもあるんですけれども、一部分を説い

ておられるにせよ、間違いではないわけですよね。 

 全く違うことを説いておられるとしたら、それは間違いですよということになるんですけれど、

仰っておられることは決して間違いでない方もおられるわけです。ですからその様にお答えした

わけです。 

 ところがTTNさんなり丸山さんなり、高橋さんの正法を真剣に学ばれて、自分もそれに近いも

のを体得していくようになると、今私が言ったようなもので見てしまった場合に、正法ではない

わけですから、正法ではありませんと仰るわけです。 

 あなた方が何故ひかり誌を読んで、丸山さんに感銘したかということを見たら分かると思うん

ですけれど、丸山さんは決して自分を創り上げてしまっていないですよね。まだまだ皆さんと同

じ位置で心を磨こうとしておられますよね。 

 しかし今まであなた方が触れてこられた先達の方々はどうでしょうか？ それぞれの皆さんの

段階で、もちろん心は磨いておられますよね。今も絶え間ない精進をしているからこそ、皆さん

も心引かれると思うんです。 

 ところが自分がどの位置で心磨きをしていくかという位置は、やはり皆さん違います。丸山さ

んと同じように、皆さんと同じ土台で、自分もその位置に立って、まだまだ心の精進をしていく、

私はまだまだ未熟で神から見たときに私の心などまだまだですという位置で立って、歩みを続け

ていかれる方もいれば、正法を通して悟りは得たけれども、これとこれは大事だから重点的に皆
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さんに話をしていこう。 

 例えば何百年か前の親驚であったり、日蓮上人であったり、彼らも正法を説きに降りてこられ

たわけですけれども、時代の人々の心に合わせて説こうとする、説法しようとすると焦ってしま

って、これをやりなさい、あれをやりなさいと強い口調になる。そうすると受け取る側の心にも、

皆さん出来ていないわけですから、全く何も分からない状態のところから話をするということは、

かなり苦しいところもあります。 

 そして又、皆さん誰でもそうですけれども、自分が歩いてきた痕跡でしか、人間というのは分

からないわけですよね。自分が本当に神仏を求めていたらこうするというものが、根底にあって

皆さんに話をするわけです。 

 私も高橋信次先生にこういうことを聞いて、パッと決心したらこういう風に思ったんだから、

皆さんはその決心がつかないだけだと思っておられる方もおられるわけです。 

 ところが皆さん、その方と同じかというと、そうではないところもあります。そうするとそれ

ぞれ万人に会わせて神理を説いていく内に、とにかくこれだけをやろうとか、自分自身が磨きを

かけている位置、各自の思想も入りますからね。 

 こういう風に説いていったらいいんじゃないか、皆さんにはこれだけでも伝えないと大変なこ

とになるとか、それぞれの方の考え方、心のあり方、思想などが入るとどうしてもそのまま伝え

ていくというふうになる方と、自分の思想が入って説かれていく方、又全然違うものを創り出し

てしまって話される方、色々別れてしまうわけです。 

 あなた方が何故ひかり誌を見て心が引きつけられるというか、感動するかというと、そこに神

の子の姿、本来の神の子の姿を見ているから、熱く胸が揺さぶられるわけです。自分もこうして

はおられないとか、今までの自分の真剣さは何だったんだろうかとか、心が揺さぶられるわけで

す。 

 じゃあ、丸山さんだけが本物なのかというと、いや、他の方々も本物ですよ。だが、出してい

るものはそれぞれ違いますよということです。その人の学んでいる位置、皆さんと一緒の位置で

学ぼうとしているのか、それよりも少し高い位置で学ぼうとしているのかは違います。 

 丸山さんは、正法というものをがっちりといいますか、ほぼ固めて、充分分かっておられるに

しても、あの方は満足されていません。満足といいますか、もっともっとそれを深めよう、掘り

下げようとしておられます。その姿勢は皆さんそれぞれ素晴らしいといっても、皆さんそれぞれ

に違うわけです。 

 もうこれで自分はいいんだという妥協といいますか、満足といいますか、どの言葉も適切では

ないんでしょうが、その心の求めがいつもどこにあるかでやはり違って来るんです。間違いでは

ないんですが、深さによって違いがでてきてしまうんです。 

 

 皆さん、自分が第一、正法神理は第二、第三なんですね。正法神理を一番に持ってきて、自分

を二番三番に持っていけば、スムーズに流れて行くんですけれど、自分は変えたくないわけです。 

 自分はこの現状を変えずに、何とか周りだけを変えようとしたいんです。ですから苦しい、し

んどくなるわけです。自分を守るというか、自分の現状を守ろう守ろうとする、もしくは自分を

変えずに相手を変えよう、流れを変えようとしている内はしんどいですね。 

 日々の想念観察はしていても、ここ一週間だとかの間で、自分は正しい生き方、正しい仕事の

仕方をしているのかということ、全体としてどういう生き方をしているのかも観られるといいで

すね。 

 

【他の光の天使からの助言】 

 今エホバ様が仰られたように、あなた方はもっともっと自分自身の心を見つめ、自分の心に甘

いところは捨てて、己に厳しく、そして正法を心の糧として、自分自身を磨いていって下さい。 

 正法、正法と皆さまは口にされたり、また耳にされたりはしてきていますが、正法というもの

は本当に私たち、光の存在であっても、皆さん、一瞬たりとも、自分に甘いところを持つことは

許されず、許されずと言う言葉は違うかもしれませんが、自分に許しはしません。 

 己に厳しく、厳しく、そしてそれを元に、自らを磨いていっています。私たちもその様なつも
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り、私たちの命は永遠ではありますが、あなた方の言葉で言えば、命がけでやっています。 

 しかしあなたたちは目にしたり、口にしたりする正法という言葉は、それだけの自覚を持った

り責任を持って、耳にされたり、言葉にされたりしているのでしょうか？ 

 私たちが真剣にやっている正法そのもの、エホバ様、エルランティ様、それらを含め、一生懸

命皆さまが精進されているこの心の法を、あなた方は本当に、私たちと同じだけの心でやってお

られるのでしょうか？ 

 この地球上にたくさんの正法と言ってやっておられる方々も沢山いますが、ままごとにも及び

ません。ただただそれを知っている、やっていると本人たちが思っているだけのことで、赤子の

ようにごろごろ転げ回っておもちゃにしているだけのようにしか見えません。 

 しかしそれも魂の一つのステップではありますから、仕方ないと思って私たちも応援し、見守

っているところもあります。しかしあなた方は本当の正法というものに今、目を向け、やろうと

しているのですから、中途半端な心でそれらを掴もうとするのであるならば、もう少し自分自身

の心をしっかり見据えていかなければ、自分自身が正法に飲み込まれ、返って苦しいことにもな

ります。 

 甘い心は今すぐ、脇に置いて下さい。そして少しでも力に憧れているのであれば、その思いも

全て消し去っていく努力をして下さい。でなければ、心の生長が進み、もしあなた方に神我の悟

り、心の窓が開いたときに、いつか必ず間違いを起こすようなことが出てきます。 

 自分自身が一通り、今まで分からなかったことも、自分の心の生長の段階で見えたり、分かっ

たりしてくると、必ず自分の思想にすり変わったり、自分が皆さんを教えたり指導していくとい

う形になったときに、必ず自分が力に憧れていた部分が自分の心を占領していきます。そうする

とそれはもう、正法ではありません。正法とはその様なものではないのです。 

 私たちも力のことなど何も思っていません。ただ生活の一部のように、あなた方が歯を磨くよ

うに、顔を洗うように、お風呂に入るように、食事をするように、テレビを見るように、新聞を

見るように、私たちは当たり前のように出来るだけのことであって、それは誰に自慢することで

も何でもないのです。 

 あなた方は歯を磨けることを自慢されますか？ あなた方は顔を洗うことを自慢されますか？ 

食事を取ることを自慢されますか？ そんなことはないでしょう。服を着ていても当たり前です

し、歯を磨けることも当たり前ですし、それらが何ら人と比べて怠っている、得意にもなってい

る、その様なことではないでしょう。 

 それと同じなのです。そんなものに関心を持たなくなった頃、本当に心というものが分かって

きます。もう少し、その様な心があるなら、今すぐその心も反省して下さい。 

 これまであなた方はそのようなものを追い求めてきたこともありまして、そして今、正法に出

会い、それらのものは違うと思い、分かってはいますが、それらのことを本当に反省してきたこ

とはまだありません。 

 ですからその様な心を持ったこと、それはそれで良いのだ、それはそれで得るものも沢山あっ

たのだ、ではなく、そういうことを思ったこと、憧れてきたことを、きっちり反省しなければい

けません。それらを魂にきっちり癒して上げなければいけません。 

 力を追い求めている人たちは、やがては無常なこと、とても悲しいことに結ばれていきます。

それは人それぞれ違うでしょうが、私たちはこの大宇宙、普遍的な法則に従って、皆さん生きて

います。もしエホバ様が､私たちの宇宙の唯一なる神が、その様なものを振りかざすような世界に

なったとしたら、私たちに平和も何もないではないでしょうか。 

 私たちの唯一の神であるエホバ様は心をとても大事にされておられます。力を大事にされてお

られる方を大事にされたことは、これまで一人もありません。どのような方であっても、素直で、

私たち神と手を取り合い、そして心を神様に一生懸命向けて、神様と共にある方を好んでいます。

好んでいますと言うより、愛されます。受け入れられます。 

 私たちもそうです。私たちの光の次元に合わせて、心の許容量であなたたちを包み込みます。

私たちは力など好みません。そんなものが出来たからといって、人間に出来ることは所詮、しれ

ています。一つのことが見えたからといって、私たちはもっと、何倍ものものが見えます。全然、

羨ましいとも何とも思いません。そんなものが出来たからといって、何になるのでしょうか？ 
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 それらはもし見えたとしても、聞こえたとしても、それらは人々のために、活かせるために、

神様から預かったものであり、人々に自慢したり、人々を苦しませたり、虐げたりするためのも

のではありません。もう一度それらのことをよく分かって下さい。でなければあなたたちの周り

にいる多くの者たちにも惑わされますし、これからもっともっとそういう者たちが現れてきたと

きに、あなた方が心引かれたり、心苦しませたりすることも見えてきます。 

 力は関係ないのです。力、その様なものに少しでも憧れていれば、心の精進は一歩も進まない

でしょう。 

 仮に今も言ったように、見えたり聞こえたり話が出来る、その様なことを皆さんに、皆さんの

ために、皆さんが活かされるために活用するような方でなければ、それらのものは本当の光は降

りてはいません。全て光ではない世界、魔の世界と繋がっているといっても、間違いでも過言で

もありません。 

 あなた方の周りにも残念ながら、そういう魔と繋がっている方々は沢山います。可愛そう、哀

れですけれども、自分の心が変わらない限り、それらのものと導通していますので、守護霊たち

も私たちもどうすることもできません。いくら守護霊たちが私たちに助けを求めてきても、私た

ちもどうすることもできないのです。それぐらい皆さん、力、力といって、ただ笑ったり求めた

りしていますけれど、恐ろしいのです。 

 正法は、何度も言いますが、そうではなく、心の広がり、心の光で埋める、それらの道です。

ただ、ただ心を磨き、私たちの宇宙の神、唯一の神、父なるエホバ様の心に少しでも近づくこと、

それらが私たち魂の本当の望みではないですか。 

 あなた方は肉体を通し、そして光を現す、心を現すことが悦びとして旅立っていった魂です。

私たちは光として、今この肉体を持たないところで、あなた方を応援したり、私たちに出来る地

球、もしくは他の天体の人々に愛を示していく、皆さんに心で訴えていく、その様な形として現

れています。 

 肉体を持っていると大変なこともあります。この世界には沢山の、多くの人たちが混在してい

ます。いま言ったように力に憧れ、魔に占領されている人たち、その様な人たちも沢山いますし、

自分の心が一歩間違えれば、その者たちと導通してしまうような、もはや一触即発の、ギリギリ

のところにいる人たちも沢山います。 

 心を一生懸命見たいといっても、時々は強引に誘われたり、強引にその様な会に連れていった

り、人に会わされたりして、心が惑わされそうになったり、まさにハラハラするような世界の連

続です。 

 しかしだからこそ逆に魂の磨きがあり、面白いのです。面白いという言葉を使ってはいけない

かもしれません。しかしそのことによって、また魂の思い、願い、生長が向上することも間違い

はないのです。 

 苦しいこと、辛いこと、悲しいことは全て、自分の魂が越えなければいけないハードルとして

設定したものであることを忘れないで下さい。もしあなた方が正法に触れて、自分が苦しいと思

えないこと、楽しいことばかりで終わってしまったら、それはそれで楽しいだけで終わりで、心

の学びもそれはそれで良かったねで、終わりです。 

 しかし苦しいこと、悲しいこと、それらを一つ乗り越えれば、魂はより大きく、深く磨かれて

いきます。ですからどんなときも私たちとしっかり針を合わせていって下さい。私たちもあなた

たちを助けたい、応援したいと思っても、私たちに針が向いていなければ、とてもお手伝いは出

来ません。私たちを、あなた方が信じるか信じないか、信じ切れるかどうかだけです。 

 あなた方の近くにいるOYMさんやTTNさん、あと多くの先生たちもこの心に至るまでは、い

つも人間心で考え、迷ったときもあったでしょう。しかしそれらを多く飛び越えて、彼らは今の

心、境地に至ったのです。ですから神仏と心が調和されているが故、頂けるものもすぐ頂け、問

題もすぐ解決していくのです。この信じ切る心は、常に、ずっと、どの心に至っても、つきまと

っていきます。 

 例えば我らが天上の主、エルランティ、高橋信次さんが肉体を持ったときも、高橋信次先生と

して肉体を持ったときも、エルランティ様は肉体を持った存在であるときは、人間の心を忘れず

にいませんでした。ですから、人間として今は存在しているのであるからということで、常に謙
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虚に、私たちに応援を頼んだり、私たちの身になっても考えて下さいました。 

 常に今は人間であるということも忘れなかったが故、神仏を敬い、畏れる気持ちも忘れなかっ

たのです。ですから常に神仏と心に針を合わせていました。ご自分がエルランティ様であること

を悟られたときですら、私たちに対する心はいよいよ深いものとなりました。 

 よくぞ私を目覚めさせてくれた、よくぞ私を見守ってくれ、支えて下さったと、返って感謝さ

れました。それくらい心とは大きなものなのです。あなた方もご自分の器、それぞれの使命、そ

れぞれ持っておられますが、どうぞ、どうぞ、この肉体を持っているときしか現せないこと、磨

けないこともどうぞあります。 

 そして今この地球上には、エルランティ様が肉体を持って、悟られて残して下さった不滅の正

法というものを、テープを通し、本を通し、ご覧になることが出来ます。私もできれば肉体を持

ってこの地球上に今あなた方と存在し、学べたら良かったのにと思っているぐらいです。 

 ですから私たちが光であって正法を学ぶのと、肉体を持って正法を学ぶのとでは、大きな違い

があるということを忘れないで下さい。そしてその多くのものを吸収できる場、肉体を持たせて

下さったことを、もっと神仏に感謝の心を持って下さい。そしてこの肉体を貸していただける元

になったお父さん、お母さん、ご両親様にもっと、感謝して下さい。 

 あなた方は感謝が足りません。神仏に対しても当たり前だと思っていますし、まだまだ当たり

前だと思っています。 

 エホバ様は、父なる神、エホバ様は、優しい。何故ならあなた方、私たちの最後の砦、いつも

私たち一人一人を愛し、見守り、励まして下さる愛豊かな方ですから、あまり厳しくお怒りにな

られることはありません。 

 しかしあなた方ももっともっとエホバ様に、真剣に行じていく、食らいついていくようになれ

ば、あなた方に必要と思ったら怒って下さることも、厳しく叱って下さることもあるかもしれま

せん。 

 しかしまだまだあなた方は、心でエホバ様があり、神仏があるといいながら、神の心に歩み寄

ってはいません。ですからいつもいつも、遠回しな言い方や遠慮がちな言い方、あなた方が完全

に何を言っても正法から離れないという心が出来るまでは、厳しいことはあまり仰られはしない

でしょう。 

 しかし私たちから見ていると、あなた方はその、エホバ様のお話しだけでなく、多くのOYMさ

ん、TTNさん、丸山さん、色んな方、先生に会い、又、高橋信次先生として出られたエルランテ

ィ様の直接の御著書やテープを見る機会もありながら、それらに甘んじていて、感謝も、私たち

にはあまり感じることが出来ません 

 あなたたちが肉体を持って出られたこと、いま苦しい、悲しいということに囚われて、あまり

感謝がありません。もっともっと感謝をして下さい。自分がいま存在していることに感謝をして

ください。肉体を持っていることに感謝をして下さい。 

 あなたのお父さんが厳しい、あなたのお母さんがこういうことをした、そんなことが何だとい

うのです。あなた方を出して下さった、そのご両親に対して感謝の心を持って下さい。そして愛

して下さい。 

 あなた方は正法に目覚めたのでしょう？ 先に行った者たちが誘導して上げなくて、先に行っ

ている者たちに、どうして分からない者たちをその位置まで引き上げなければいけないのです

か？ その位置に立って物事を考えさせようとするのですか？ 分からない子は分かるまで指導

して上げなければいけません。 

 そしてご自分の両親、その親たちに、もっと感謝をする心がなければ、他の人たちに施してい

くこともできません。自分を本当に愛することもできません。 

 自分だけは天上界にいたときに、自分の両親、自分の家族になる人をきっちり選んできたので

すから、自分を愛していない、自分を許していない、自分を受け入れていないことになります。 

 それが自分の根源でしょう？ 自分がこの世に出ようとする根源でしょう？ どうしてその根

源を否定するの？ その根源を否定している限りは、自分自身を愛する、本当に大切にすること

は出来ません。 

 どうぞ皆さん、自分自身をもっともっと深く、大事に育てていって下さい。正法は素晴らしい。
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何故あのエルランティ様が残していって下さったものを、もっともっと大事に自分の中に入れよ

うとしないのですか？ 

 もちろん生きていて今あなた方を指導して下さっている先生たちも素晴らしいかもしれないけ

れども、もっともっとエルランテイ様が残して下さったものを自分のものにしようとしないので

すか？ そうすれば色んなことも、どんなことも、自分の心に広がっていくのではないですか？ 

 エルランティ様は確かに肉体を卒業され、いま光の存在として皆様をご指導くださっています。

しかしご著書と呼ばれる本、テープなどを通して、あなた方が心を開いてお話を聞いたり、本を

読む時は、そこにエルランティ様が、１：１でご指導下さっているということを忘れないでくだ

さい。 

 今、エホバ様があなた方に対して１：１で発信している以上に、もっともっとエルランテイ様

の思いが伝わってくるはずです。エホバ様は、父なる神は、3人いたら3人に合わせ、4人いたら

4人に合わせ、5人いたら5人に合わせたお話しかできません。 

 しかしエルランティ様のご著書やエルランティ様のテープを聴くときは、一人一人に向かって

発信しています。ですからあなた方が心を開いた分だけ、直接エルランティ様から受け取れると

いうことも、決してお忘れにならないで下さい。 

 エルランティ様は宇宙の父なる神・エホバ様から任命された、この太陽系でいえば、唯一のお

方です。他に変わりはいらっしゃいません。どんなに素晴らしいといって出たとこで、エルラン

ティ様の光には敵いません。 

 そのような方がわざわざ地球人類のことを考えて、自らこの苦しい世の中に肉体を持って出ら

れたのであります。皆さんを救いたいがために、そのようなことをなさったのであります。 

 厳しい状況の中、あなた方が生まれ育った中も、決してた易い中ではなかったかもしれません。

しかしエルランティ様は自らの悟りを開くために、もっともっと厳しい環境を選ばれてお生まれ

になりました。光の違いだと言われたらそれまでですが、あなた方の苦しみ以上のものを背負っ

て、あの方は自らの悟りを開いていったのです。 

 ですからその方の法を、あなた方もどうぞ命がけでやっていけば、必ず自分のものになります。

どうせやるなら中途半端ではなく、徹底してやろうではないですか。でなければ、せっかく残し

て下さったエルランティ様にも失礼ではありませんか。 

 エルランティ様はいつも光の存在で、そしてエホバ様と同様に、あなた方と心で一つに繋がっ

ている存在であります。何故なら天上の主、天上の父だからであります。どうぞお忘れなきよう

にお願い致します。 

 出すぎた真似をしましたが今日はどうしても、あなた方をいつもいつも応援して見守ってはき

ましたが、余りにもエホバ様の言葉に感謝もなく、もちろん感謝も今の心でされてはいますが、

心の中で本当に、本当に感謝してもったいないというような言葉、心、それぐらいの心に至るこ

ともなく、当たり前のようにエホバ様の指導を受け、エホバ様のことばを聞き、それだけではな

く、実行していくこともままならない状態で・・・（テープ反転） 

・・・YSDさんも、CHZさんも、SNTさんも、ずっとずっと過去世から見てきています。あな

たたちは本当に、この正法神理に出会ったことは、偶然ではなく、もちろん自分自身が望んでい

たこともありますが、全て天上から色々な応援を頂き、そちらの方に目を向くように持って行っ

ていただいたのです。 

 高橋信次先生、今はエルランティ様も、もっともっと心に本当に落として、自分の法を、自分

のものに自己確立していただきたいと思っているはずです。私は過去からあなた方を見守り、そ

して過去からあなた方を応援してきて、いま尚、肉体を持ってこのような状況、ものすごくもの

すごく大変なこと、正法に出会える、正法が分かる、これが本物だと分かることが、どれだけ心

に強い財産として磨き始めたか、もっともっと心に落としていただきたいと思って、こうしてし

ゃしゃり出てきたのであります。 

 エルランティ様、有り難うございます。私にこのような機会を頂けましたことを感謝いたしま

す。そしてこのことをお許し下さいました我らが宇宙の神、父なるエホバ様に感謝いたしたいと

思います。ありてある神よ、有り難うございました。 

 私はかつて、あなた方がこの地球上で言う7,000年前に肉体を持ったことがあるものです。で
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すから外国に生まれたので、少し日本語が下手で、うまく言い表すことが出来ないことを、併せ

てお詫び申し上げたいと思いますが、私の心が伝わったと思います。伝わっていただけることを

又、お祈りいたします。 

 何故なら私は本当に、本当に、見ていて歯がゆいからです。折角、折角、目の前に美味しい美

味しい食べ物が出てきても、それを食べられなかったら、あなたたちが悲しい思いをするのと同

じように、美味しい食べ物だと分からなかったときは、悲しい思いをしないかもしれません。綺

麗なものが置いてあると思うだけで、終わるかもしれません。 

 今、あなた方はその様な状態にあるのです。折角、美味しいものが目の前にあっても、それが

本当に美味しいものだと分からずに、ただ見ていて、やろうかどうしようか、もしくはスプーン

を手に取る、ナイフを手に取る、食べようとしているが、なかなか食べられない、その様なとこ

ろにいるのが目に見えて、私の心に響いてきます。 

 折角丸山さんの「ひかり」を読んでも、丸山さんのように心を厳しく持っていってくださるこ

とを望みます。丸山さんは丸山さんの精進の仕方であのように極められたのでありますが、何故

エルランティ様が丸山さんと共に活動をされているか、お分かりになりますか？ 丸山さんの心

が常にエルランティ様と共にあり、エルランティ様の心から離れることがなく、肉体を持った時

からの知り合いではありますが、今でもお慕いする心に益々深みが増し、エルランティ様も丸山

さんをとても愛しておられます。 

 そういえば丸山さんだけを特別扱いのように感じられる方もいらっしゃるかもしれませんが、

丸山さんがそのような心を出し、自らの精進を怠らなかったからこそ、エルランティ様も丸山さ

んを支持し、丸山さんを導くものたちと共に、助けてあげようという心になるのです。 

 あなた方は折角その様な正法という有り難いものに出会えたのでございますから、どうぞ無駄

になさらずに、自分の心の確立、自分の心の宝、魂の宝をドンドンドンドン携えて、今度、私と

天上界で会ったときに、いっぱい一杯おみやげ話をして下さい。私は待っています。あなた方か

ら人間界で学んだ沢山の心の宝、心の蓄えを私に話して下さることを待っています。 

 ですからどうぞ、力に目を向けることなく、ご自分の心、そんな光以外のものを見て、何にな

るのですか？ 力を見て、何になるのですか？ 見える、聞こえる、何々が分かる、そんな饅頭(？)

みたいなものを貰って、本当に嬉しいのでしょうか？ 

 本物を掴まなければ、目にしているものがいくら見えても、聞こえても、魔の使いのものから

見せられたものを悦んでいる心が素敵だと思いますか？ 私なら、とても恥ずかしく、悲しいで

す。しかし肉体を持っているのですから、あまり厳しいことも言えないかもしれませんが、そん

なことは百も承知で皆さん、肉体を持ったのです。 

 私と同じように光の存在であったときに、百も承知で、そんなことには負けない気持ちを持っ

て私たちは心を磨いていきます、私たちは何人の人たちを救っていきますと約束をして出られた

のですよ。もっともっと自分に厳しくしなければ、当たり前の人生は終わり、皆さんの元に還り

たくても還れないという状態にはどうぞならないで下さい。 

 エホバ様、これで私のお話しは終わらせていただきたいと思います。皆さん、今日は聞いて下

さって有り難うございました。 

 そして一人一人の皆さんが、本当に正法に沿った正しい生活、正しい行い、正しい仕事、正し

い思い、その様な思いで、その様な一日に早くなって下さることを祈ります。 

 いま私は、あなたはこういう生活をして下さい、あなたはこういう生活をして下さいというこ

とはた易いことですが、それは言えません。あなた方が自分で今、自分が行っていることが、や

っていること、生活、ふだんの生活、思い、それらが本当に正法に適っているものであるかどう

か、再点検なさって下さい。 

 今日ここにOKMさんがいたら、もっともっとOKMさんに対しても言いたいこともあったので

すが、自分がうまく行かないことも、全て全て神仏は暖かく見守っているということを忘れない

で下さい。あなた方皆さん、そうなのです。    

 しかし私たちの姿が見えないから、独りぼっちで辛い目にあっていると考えがちですが、決し

てそうではないことを、もう一度、もう一度申し伝えておきます。このような場を、厚かましく

もしゃしゃり出まして、そしてお話を聞いていただけましたことを深く感謝申し上げます。皆さ
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ま、有り難うございました。 

 

 ・・・皆さん、予定外のお友達の方が見えられて、びっくりされたことと思いますが、あなた

方ととても縁の深い方が今日、お越し下さったのです。どうぞ深く感謝申し上げて下さい。 

 彼でも彼女でもない方なんですけどもね。あなた方にどうしても、どうしても申し伝えたいと

エルランテイ様に、高橋信次さんに願い出て、そしてこの場を借りてお話しさせていただいたよ

うです。 

 YMSさんとも、YSDさんとも、CHZさんとも、SNTさんとも、もちろんOKMさんのことも、

よくご存じの方で、いつもいつもあなた方を応援し、見守って下さっている方です。 

 あの方でないと言えないことも、もちろんありますからね。ですからあなた方に近いものとし

て、友情の言葉をたくさん、たくさん、心に携えて帰っていって頂けたらと思います。 

 あの方のお話を聞けたということは、皆さんに頂けるものも沢山あったと思うんですよね。ご

自分が心をしっかりと持たないといけないということ、又、求めに応じたものしかお渡しするこ

とも、これまた出来ないわけですからね。 

 ですからもっともっと自分の心を、どの方向に持っていくかでも随分変わってきますし、やは

りさっきも仰って下さっていましたけれども、力というものに少しでも憧れがあるんだったら、

それはきっちり、今の内によく見て摘み取っておかれた方がいいですからね。 

 もし少しでも残っていて、ご自分が見落としていると、やがて自分の生長が進んできたときに、

やはりそういうことを、力というと変ですけれど、力に何故憧れるかということを皆さん、考え

てみられたらいいと思うんですけれども、何故憧れるかというと、人より違ったことが出来ると

いうことに憧れるわけでしょう？ 

 違ったことが出来ることに憧れるということは、人より上に上がりたいとか、人を自分の下に

置きたいとか、そんな色んな心が隠れていることもありますよね。それと自分が一つでもそれら

のものを手にしたときに、それらの今まで隠れていたものがムクムクと出てきて、そして光とで

はない、せっかく悟ったとしても、自分の思想のものを説いてしまったり、これ位、いいのと違

うのみたいな、自分が一度神仏と一つになったという思いから、何をしても神仏と懸け離れない、

平たく言えば魔と通じている人も自分が魔とは思っていないわけでしょう？ 

 自分が信じているものが、光から送られてきているものだとは思わないで、皆さんの期待して

いるのと同じように、折角そういうふうになったとしても、自分の思想にすり替えたものを説い

たり、色々している内に、光と懸け離れたものを受け取ってしまっても、自分は気づかないです

よね。 

 そういうふうにも繋がっていきますし、それは多くの人々をも神理から遠ざけることにもなり

ますし、自分自身が遠ざかるだけでなく、多くの人々、自分のその話を聞く人々も、迷わすこと

になるわけですよね。 

 ですから皆さんの今までのお仲間の中でも、また皆さんにもあるかもしれませんけれども、早

く人を指導できるようになりたいなぁとか、そういうことを思っていらっしゃった方もいると思

うんですけどね。 

 何れ私も何々先生と呼ばれてとか、そういうことを考えていらっしゃった方もおられると思う

んですけれども、何度も言いますけれども、人を指導するということは、それだけの責任を自分

が持っているということなんですよね。 

 ですからその分、自分を反省したり、自分が説いたもの、言ったこと、行ったことをキッチリ

と一つ一つ見つめて行く位の心がなければ、説いたら説きっぱなし、言ったら言いっ放し、その

様なことでは、間違ったことを説いているかどうかも、自分で分からなくなるわけでしょう？ 自

分がやっていることなんだから何でもＯKなんだ、皆んなが自分に合わせればいいというふうに

なってしまいますしね。 

 まあ、それは心の面が分かっていないから、勿論そうなっても仕方がないんですけれども、あ

る意味で正法ではないもの、神理の一部を勉強されている、正法と神理は本来は一緒のものなん

ですよ。本来は同じなんですね。ですけれど今は皆さん巷で、神理だ、神理だと言っておられる

方々は、正法ではないんですよ。正法のある部分、例えばこのテーブルの丸の全てが正法だとし
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たら、この上に乗っているコーヒーカップだとかお菓子のこの駕篭のことだけをやっているわけ

でしょう？ 

 それで一生懸命瞑想しなさい、お祈りをしなさいと言ったところで、例えば心の窓にひびが入

って開けたとしても、実際にそのあとの心の使い方だとか、自分の心の使い方、どういうふうに

したら心の調和の世界が築かれていくのか、そのことが全く分かっていなかったら、一人天狗み

たいな、その様な世界になっていきますよね。 

 調和される世界ではなく、誰かが又トップに立って皆さんを指導していくというか、互いに活

かされるという方ではなく、又それなりにその人も心を磨いていれば、安心境地の世界といいま

すか、進んでいきますけれども、心が分かっていなければ、やがてこの方も、同じ神仏とずっと

繋がっていればいいですけれど、途中から神仏でないものと繋がって、魔に跳梁されて、魔に神

仏と同じようなこと、似たようなことを言われて、それに繋がってくる人たちも皆んなそうだと

思って聞くようになってきますよね。心が分かっていないと、どれほど恐いかということですよ

ね。 

 常に心、心と言ってきたのは、そういうこともあるんですよね。正法だとか、そういうことを

やるかやらないかは別にしても、皆さんは勿論、選ぶ世界ですから、正法をやって下さいとは、

私の方からは言えないですからね。皆さんがやりたいというものを、自分で選択して自分で築い

ていく世界に今、生きておられるんですから、これをやりなさい、あれをやりなさいとは、私か

らは言えないところがあるんですけれども、でも、心だけは、例え正法というものをそのままさ

れないにしても、心だけはずっと見ていって頂きたい、そうすればいつかは正法にたどり着きま

すからね。 

 しかし心でないもの、力に憧れていて、正法は先ほどYMSさんも高橋信次さんの本を読んだ時、

「何だ、当たり前のことを書いているじゃないか」と仰っておられたように、本当に神の子とし

て当たり前の世界なんですね。だから力を求めた時は物足りないんですね。 

 何かしんどいことはしたくないと言うか、それは皆さんが調和されて活かされている世界では

あるかもしれないけれども、皆さんよくいらっしゃいますよね、反省みたいなしんどいことはし

たくない、自分は悟りたいけれど、しんどいことはしたくなくて、楽に悟りを得たいと思ってい

るわけでしょう？ まあ言えば、虫のいいことを考えているわけでしょう？ 

 全て自分の心に罪を作ってきたもの、汚れてきたものをきっちり払いのけないで、どうしてそ

のままの神の光が得られるというと変ですけれど、汚れてても光は皆さんそれぞれ与えられてい

ますよ。しかし引っかかって、淀みに突っかかって、自分のものに落ちていくときは、スプーン

－杯の人もあれば、そのままでドーンと来られている人もいるし、コーヒー茶碗一杯の人、スプ

ーン－杯の人、光を頂いていても、自分の心に来るまでにはもう、光が全然無くなってしまって、

全部フィルターにかかって吸収されて、払いのけられて、自分の心には何も伝わってこない。そ

れぞれ貰えるものが皆んな違うわけでしょう？ 

 お家の中の状況によって、お掃除の仕方によって、皆さんがくつろげる空間が違ってくるよう

に、たくさん荷物が置いてあって、その辺に服が置いてあったりしたら、自分がくつろげる空間

が少ないのと同じことですよね。 

 自分の心の汚れた分、それを払いのけるから、ドンドンドンドン光が出てくる、降ろされて自

分のものになるのであって、自分に一杯シミがついているときは、それに遮られて入っていかな

いんですよね。だから頂けるものも人によって違うようになっていくわけですよね。自分がつく

ったものを、神様これを払いのけて下さいという訳にはなかなかいかないわけですよね。 

 

  

【2003-3/21】 
 実践ということには、勇気も努力もなかったら出来ません。 

 ただ実践、実践といっても、こんなことはやりたくないだとか、変えたくないと思っていると、

ズルズルなってしまって、今までの生活パターン、心のパターンに、分かっているけど出来ない

というところに閉じこもってしまいますから、それを変えようと思ったら、勇気も努力も必要で、

エネルギーを使います。 
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 今まで思っていたものを変えようと思ったらやはり、「よし、やるぞ！」という勇気、やり通

すという思い、これも勇気です。そして努力。流されそうになったときに自分の心を見て、「い

や、いけない。こっちに持っていかないと」という努力も必要です。 

 疲れているから、こうこうこうだから・・・、そういう自我的な、もう一つの声が自分に働き

かけても、「いや、自分はこうするんだ！」という努力、勇気、これらが伴わなければ、やはり

実践というのはなかなか難しいわけです。 

 なかなか実践できませんと仰る方は、その努力、勇気、それらが伴っておられない。実践すれ

ば変わる、実践しようとは思っているけれど、心の奥には変えるのは面倒だとか、そこに持って

行くのはしんどいとかいう思いが潜んでいるわけです。 

 それを、「今までの自分は捨てるぞ。よし、変わるんだ、実践しよう｣、そう思うには強い心、

勇気、努力がなければ、なかなか今までの自分の思考パターン、思いを変えるというのは難しい

わけです。 

 どうして変わらなかったのかを思った時、反省が必要です。その原因となっている「変えたく

ない、変えるのはいやだ」と、そこにしがみつきたい、そこに囚われを持っている原因は必ずあ

ります。どうしてそれを嫌がるのか？ その原因を探るのもポイントですね。 

 

 町内会のお役なりお仕事というのは、それを引き受ける場合は、喜んでさせて貰いますという

気持ちで、皆を調和の方向に持っていくようにされるといいですね。 

 皆さん、そういうお役を嫌悪する節がありますが、これは又とない、皆さんへの報恩の機会で

す。普段、お世話になっている方々だけが報恩の場ではありません。何も分からない人たちにも、

「あの人は何故、皆の嫌がることを、楽しくやって下さるのかしら？」と思うことで、皆さんに

お返ししていけるものもあります。 

 自分のご近所の方も、一人として縁のない方はおられません。その方々に、過去にしていただ

いた分を、今生、自分が返させていただける番だということで、当番なり、班長なりを一生懸命

させていただく、皆さんと調和しながら、与えていただいて有り難いと感謝させていただくのが

いいですね。 

 今生、又とない、お返しをさせていただく場を与えていただいている、そしてそれによって、

又、自分も磨かせていただく、心豊かに、魂豊にさせていただく場を与えていただいていると思

ってさせていただくといいですね。 

 

 YMSさんの今までの仕事に対する思い、これまで勤めておられた会社、又ご自分が会社を起こ

してきた中での反省を先ず、深められていくことと、今まで縁あった会社に、行かせていただい

たことに対する感謝、それから、皆さんは色んな会社に縁あって行かせていただくわけですけれ

ども、それも神仏から頂いているものです。 

 例えばYMSさんが今まで、まあ、近いもので言いますと、この前勤めておられた会社も神仏に

与えていただいた場所ですよね。そこでちょっと問題があって、ご自分で辞退されるような形に

なったわけですよね。 

 ところが、これを言っていいかどうか分からないのですけれども、神仏としては、あなたを応

援している方、もしくはあなたの魂としては、そこであなたがやめないような形で、そこに留ま

って仕事をして欲しかった訳なんですよね。 

 そこで与えられてた場所、まあ言えば、YSDさんでもOKMさんでもSNTさんでも、SNTさん

のご主人でも一緒なんですけれども、正法というものと仕事や、まあ家庭もそうですけど、全て

バランスが取れていくように与えられているものなんですよね。そこで自分の魂磨きをしていく

とか、自分が生長していく場で、与えられた場所でもあるんです。 

 そして例えば会社の方から辞めて下さいと言われる場合は、自分がそれ以上、勤めたいと思っ

ても、止むを得ないこともありますよね。ところが自分から辞表を出すということは、自分に何

らかの原因というか、もうここはいいなとか、辞めたいだとか、まああなたの場合はそのような

気持ちでなかったにせよ、自分が下がった方がいいなということで、身を引かれたということに

なるにしても、自分の思いで退いたところがあるわけです。 
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 そうすると、ひとまず神仏が用意してくれたところを自分が切ったということにもなるわけで

すよね。ですから用意してくれたものでもあるのに、自ら切ったということで、先ずそこに対し

てというか、それに対しての反省というんでしょうか、それも一つあると思うんですよね。 

 それともう一つはYMSさんの場合ですと、他の人もそうだと思うんですが、YSDさんだったら

なかなか経済的に好転しないだとか、そういうようなところ、何かちょっと自分の取っ掛かり点、

引っかかり点というものを持たすというと変ですけれど、じゃあ、全く今、神の御心に皆さん適

っているのかというと、やはりずれている部分がありますよね。 

 そこで全く全てがいい状態に納めてしまうと、そこのところに安心をしてしまうところが出て

くる、ですから何か取っ掛かり点、本当に神仏を信じ切れるのかという、取っ掛かり点を持たせ

られているというと変ですけれど、それを用意されていることもあると思うんです。 

 そして又、YMSさんの場合ですと、皆さんもそうなんですけれど、人様にこうなんですよ、あ

あなんですよという道を教えていくとか、そういう立場になられるにしても、やはり皆さんと同

じようなものを自分が体験していないと話が出来ないこともあるんです。 

 例えばYSDさんが、仕事がなかなか決まらなくて、苦しい、苦しいという時期がありましたよ

ね。まぁ私が、「貧乏の雛形ですよ」と言ったあの頃のことなんですけれども、あの頃、YSDさ

んもCHZさんも精神的にとても辛かったと思うんですよね。 

 でもその頃は他の方も仕事をされていましたから、マイナスイメージばかりいつも出している

だとか、言葉がいつもマイナスなことばかり言っているなとか、そういうふうに捉えていた部分

があって、本当のYSDさんやCHZさんが、どれだけ経済的に困っていて苦しいとか、同じ立場で

は見れなかったわけでしょう。 

 でも今、皆さんは少なからずとも、同じように経済的に苦しいところがあるわけですから、「あゝ、

そういう風に辛いよね。お互い辛いよね」というところが、分かるところがありますよね。とこ

ろがそこを体験していなかったら、上からものを見たような言い方をすることもありますよね。

「思いを変えたらいいのに、変えへんからやで」「反省したらいいゆってるのに、反省せえへん

からやで」そういう思いが湧き上がってくることもありますよね。 

 ところが自分が体験してみると､｢あれもこれもやっているのに何でうまく行かないんだろう？ 

自分はこういうふうにやっているのにうまく行かないのはなぜだろう？ 何で私はこれまで神様

を一生懸命やってきている、もちろん間違いはあったかもしれないけれども、一生懸命やってき

たのに、今もやっているのに、なぜだろう？」という思いに達していくことで、自分も苦しむ、

皆さん、苦しいところを歩いている人の気持ちを味あわされていることによって、今度は自分が

抜けたときに、私もそうだったんですよ、というところでお互いに話が出来るところもあります。 

 いくら人に教えて上げられるようになったとしても、教えて貰う側にしたら、「あなたは今ま

で仕事にも恵まれて、家庭にも恵まれて、あなたは全て手にしているからそのようなことが言え

るんだよ。私の気持ちなんかどうせ、分からないよ。一生懸命努力したって、最初から神様と一

本に繋がってて、そのように旨くいっている人には分からないんだよ」って、そういうふうに言

ってしまう人もたくさんいるわけです。 

 ところが例えばOYMさんのように、「うちも貧乏でね、こうこうこうだったんですよ。苦しい

よね。でも私はこういうふうに思いを変えたらね、仕事が来たんですよ｣、例えばそういうふうに

聞くとすると、「あゝ、そういうふうに・・・」と実感度が、皆さんによって変わってくるとこ

ろもあります。ですからYMSさんも、OKMさんもYSDさんも、自分の思いがもちろん中心には

なっていますけれども、そういうところを歩かされているところもあることはあると思うんです。 

 ですからそういうところもあると思いますし、いくつかの問題というと変ですけれど、いくつ

かの状況が重なって今が出来ているといいますか、そしてあなたの中にも多少なりとも迷い、そ

ういうものを持っておられると思うんですよね。 

 もう少し仕事に対しての、何て言うんでしょうね、思いをしっかり、しっかりあなたは持たれ

ているところもあるんですけれども、「いや、もうこれで、こうやってやっていくんだ」という、

強い思いをもう少し持つ、そして、もう少し神仏にしがみつくと言いますか、YSDさんでもOKM

さんでも、もちろんYMSさんも同じようにされているとは思うんですけれども、これは他力とか

縋ることではなくて、自分自身がこういう思いでやっていく、もしくはこういうふうに自分を磨



26 

 

いていきたいと思いますから、どうぞ私にそういう場をお与え下さいということで、縋り付いて

ゆくことも必要なこともあります。 

 縋り付くという言葉は皆さん、あまりいい言葉に聞こえないかもしれないですけれども、自分

は一生懸命やっているし、思いもつくっているんだから、それで向こうから与えてくれるという

のではなくて、自分からもこうしたいので、こうしてこうしてこうしていくつもりでいますので、

どうぞお与え下さいという気持ちで近寄っていく。 

 そしてもう一つは、あなたの気持ちの中で分かっていることだと思いますのであれなんですけ

れども、やはり奥様と一緒に生活をされていくことで光を出していくということですね。今でも

調和はキッチリされて、光を家の中から放っているところもあるんですけれども、ともに生活を

されて、二人で調和されて、光を出していくということで、益々光といいますか、正道に適って

いくということ。そういうふうに色々状況がありますから、そのように変えていく。 

 ポイントがそれぞれありますから、守護霊、指導霊、あなたを取りまく神仏というか、愛の生

命体の思いもそれぞれお有りだと思うんですよね。ちょっと意見が分かれているところもお有り

みたいですから、あなたを守護している人たちの思いとあなたと気持ちを一つに早く持っていく

というか、あなたに対してどうしたらいいかというので、ちょっと意見が分かれているところも

お有りのように思うんですけれども、それはYSDさんところも同じみたいなんですけれどね。 

 片一方はこうしよう、片一方はこうしよう、少し割れているところがある。それには自分自身

がこうこうこうしていくから、そういうふうなところをこうして下さいという、神に歩み寄って、

授けて下さい、お与え下さいということで、こちらの意見も一つになっていくところもあると思

うんですけれども、ご自分に与えられたことを今一生懸命こなしていこうという気持ちが強いと、

この人に対してじゃあ、どうして上げたらいいんだろうという思いが割れることが希にあるんで

すよね。 

 いや、いま本人は一生懸命やっているよ、あれもこれも一遍にしたら大変だぞ、ここから一つ

ずつやればいいじゃないかと思っている魂もあれば､一遍にした方がきっと旨くいくよ、一つずつ

じゃなく、一遍に全部同時進行でやった方が旨くいくよと思う、まあそういうふうに分かれると

ころがあるんですね。 

 ですから自分が、こうこうこういうふうにしていきたいんで、こういう場所を提供して下さい、

もしくはお与え下さい等、そのような思いをもう少し強く上げるという事で、後ろの人の意見が

固まっていくこともあると思うんですね。そしてもう一つはもう少し光を内から放つということ

で、旨く運びやすくなる、法に適っていくことになるというふうに繋がっていくと思うんですね。 

 YMSさんの場合は、状況が重なっているところもあると思うんですね。そしてその状況の重な

り方によって、YMSさんを守護しておられる方々の意見が少し割れているところで、いま話し合

っておられるところがあると思うんです。 

 片一方のタイプの方は、もう少しYMSさんに適材適所のところを提供するまで、もう少し生活

は苦しいかもしれないけれども、もう少しだからこの現状で、今のところで、やれるだけの心磨

きも今の内に精一杯させて、こういうふうにしようっていう思いがありますし、とにかくそうだ

な、そうは言っても、生活も大事だし、先ず生活が潤わなければ、正法、正法っていっても、な

かなか安心して心磨きもできないから、こっちの方も繋げてみようよと、ちょっと意見が割れて

いるところもあると思うんですよね。 

 そしてYMSさんも今は、あまりこちらからどうこうどうこうと望んで他力になるようなことは

どうかなとか、ともかく自分の思いを観たり、自分の一つ一つのことをこなしていって、神に針

を合わせていけば旨く廻っていくはずだから、というふうな思いでやっておられると思うんです

けれども、これは他力ではなくて、神にお願いするというわけでもなくて、信じて縋り付くとい

う言い方は悪い表現かもしれないんですけれど、頼るという言い方でもないですし、どちらかと

言えば崇めるというか、縋るというか、もっと強く掴む、自分から掴んでいく、叩くということ

も少し必要なんじゃないかと思うんです。 

 充分、叩いてはおられるとは思うんですけれども、どちらかというと少し受け身的なところが

あるんですよね。ですからもう少し表に出るというか、掴んでいく。下さい、下さいという、そ

ういう心のあれではなくて、お願いしますというか、こういう気持ちでやっていくので、こうい
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う場をお与えいただけませんか、お与え下さいと歩み寄っていく形が、もう少しあればいいので

はないかなと思うんですね。 

 そして今までやはり与えていただいた職場での、感謝と反省をされてみるということもされて

みたらどうかなと思います。後は、やはりもう、時期、あなたがいいなと思う会社、時期もある

んですよね。用意されている会社の時期というのもありますから、そこまであなたが体験してい

る気持ちというのは皆さんも体験していく気持ちであり、いま体験されておられる方もたくさん

おられるわけでしょう。 

 そして明日どうなるか分からない、今どうなるか分からない、来月どうなるか分からないとい

う思いの中で、どういうふうに自分が気持ちを持ち続け、転換していくことで、これを掴むとい

うか、次を掴むというか、安心になるというか、そういうふうに変えていったんですよと話とい

うか、体験が又あなたを大きくする、そこがいま揺らいでいる、なぜだろうとか、一生懸命自分

を見ているのに、何故こういうふうになるんだろう、もう一つ旨くいかないのはこれもあれもそ

れも、私に言われたことも、想念観察も、見落としている気持ちも見ている、そして少し難しい

ところはあるにせよ、私なりに一生懸命やっているのに、何故だろうというところで本当に信じ

切るか、切れないかというところを今、見られているところでもあるんですよね。 

 例えばいまYMSさんの後ろで意見が割れているという話をしましたけれど、その上にも、その

上にも、あなたに繋がっている生命体がいるわけです。そうするとあなたに一番近い人たちは、

あなたの親のようにあなたのことだけを中心に考えているわけです。意見が割れているにせよ、

あなたのことだけを中心に考えている。 

 そして守護霊と、もう一つ上という言い方がいいのか分からないのですが、その中心となって

いる神といいますか、又一つおられる訳なんですけれども、YSDさんもOKMさんもSNTさんも

皆さん同じなんですけれども、例えば正法をやっていきます、これやっていきますといっても、

まあ今あなた方が見ておられる先生方といわれる人でも、ある一定のいい状態では皆さん、信じ

られるわけでしょう？ そしたら全部与えられても、全部与えられなくても、信じ切れるかどう

かというところで、神様も、神と呼ばれる存在、上の光の存在も本当にそれが出来切れるかどう

かということで、見るところもあるんですよね。 

 例えば私は心も充分、今まで反省もした、感謝もした、想念観察もしている、これもあれもし

ている筈なのに旨くいかない。今までぶれていたものを自分がこれまで生きてきたところでぶれ

ていたところは修正できている状態にあるとする。ところがそれは元の状態、ゼロの状態に戻っ

ているところですよね。そしてこれから一つ上の心の生長、例えば報恩というか、人に今度出し

ていく、もう一つ上に繋がるところまで来ているところに、守護・指導霊だけじゃなくて、もう

一つ高い次元の神と例えば繋がっていくとした場合、その神の波動といいますか、愛の生命体の

波動として、この人を本当に信じて一緒にやっていくかどうかというのを見る時期もあるのです。 

 何があってもついてくるか？ 何があっても縋り付いてくるか？ この人はここまでのところ

にまで本当に来ているのかと、振られる状態があるんです。本当にこの人、大丈夫かな、先程YMS

さんが採用するときに、1年は勤められますかと言うのと同じように、本当にこの人、一緒にや

っていってくれる人かな、やっていける魂かなというので振られるときはあるんです。 

 そこで本当に、あゝこの人だったら大丈夫だな、こういう状況でも乗り越えられたなというふ

うになると、つかえていたものが一気に流れることもあるんですけれども、この人、その気には

なっているけれども、本当にやり通すことがあるかどうかと振られることはあるんですよね。 

 どこまで話していいのか、私も考えているんですけれども、ですから、人を導いていく、人を

たくさん導いていく、その量、人数によっても違ってくると思うんですけれども、助けていく人

の度合いだとか、自分が皆さんを助けたいだとか、皆さんとこうしていきたいという思いがある

とするならば、ある一点のもの、苦しみといいますか、同じような体験も必要ですし、それから

例えば、守護・指導霊の次になりますと、菩薩界の人、また如来界の人、また宇宙界だとか、繋

がっているわけですから、その人たちと繋がっていくときに、その光の度合いが、次元がやはり

違うわけですから、その神様、光の存在からすると、大丈夫かな？揺らがないかな？自惚れない

かな？とか、色んな思いが、何かあったときに簡単に、「ああ、じゃあ、もういいよ」って捨て

られるようなことでは困るわけです。たくさんの人が連なっているわけですから。 
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 ですから篩われることは、大丈夫かな？本当にやるかな？というようなことは、見られる時期

は、あるんですよね。それがYMSさんにとったら、今その時期でもあるんですよね。 

 本当は皆さん、会社に採用されたときに、試用期間がありますよね。ひと月一緒にやってみて、

「ああ、この人、うちの会社に合わないみたいだな」「ああ、この人、思ったよりも、やれそう

だな、じゃ、お願いします」とか、試用期間とかを定めている会社もあるわけです。まあ、試用

期間といいますか、少し試されているところもあるわけです。 

 もちろん皆さん、いつも試されているじゃないかというふうになることもあると思うんですけ

れども、常に試しというものはありますよ。自分の心の度合いによっての試しに繋がっていくわ

けですけれども。 

 愛の生命体ですかね、本当に一緒に、皆さん今、正法をやっていこうとか、光の存在と一緒に

なって生きていこう、自分はこうなるんだという思いを強く持ってきておられる時期でもありま

す。言葉で表現したり、色んなことを思って、上に宣言したり、上げたりしておられると思うん

ですけれども、「そう、やってくれるの？ やる気あるの？ なら、これはどう」って試される

ことはあります。 

 神様というか、神としても、何があっても自分たちと一緒に連なってやっていけるだけの覚悟

があるのかどうかというのを、すごく厳しい方々は見られる方ももちろんいらっしゃいます。 

 例えばもっと上の存在、例えばエルランテイ、高橋信次さんのような方が、 

「この人はいいよ、この人はもういいよ」というような場合になっても、その一つ二つ下の愛

の生命体の人が、 

｢いや、エルランテイ様、あの人はちょっとここに、こういう甘い部分を持っておられますよ。

それでもいいんですか？」 

「そうだな、そういう部分もあるな。でもまあまあ、やっていけそうだからいいじゃないか」 

「いや、あの人はこういうところがちょっと足りないところがあります。私が今からご覧に入

れます。そういうところが出来るかどうか、私はあなたが、エルランテイ様がそういうふうに仰

っても、こことここがどうも引っかかるので、そこの部分を補わさせて下さい」 

というようなケースもあるわけです。すると振られるんですよね。心がこう、中道の針に歩み

寄ってきているから、いいように進むんじゃないかというときに、元に戻されるときがあるんで

すね。 

 正法というのは八正道ですよね。愛の心、神仏の心で生きられるかどうか、正しく生きられる

かどうかというのを見られるわけです。そして私たちと心の針が「ああ、こんなんだったらもう

いいわ。しんどい、しんどい、もう神も仏も信用しない方がよっぽどいい世界に住めるわ」って

いうことで、バツと投げ捨ててしまわれる方もおられるんですよね。 

 これを私に与えられた感謝の期間として受け取り、自分の糧としていかれる方と、まあ皆さん

も糧とされておられると思うんですけれども、限界はそれぞれ違います。 

 ｢何でこんなに一生懸命やっているのに、神め！仏め！」って思われる方も実際におられるわけ

ですから。あなた方にないにせよ、おられるわけですから。そうすると、｢ああ、やっぱり、この

人は落ちたな」とされるケースもあります。 

 人それぞれなんですけれども、今、色んな状況が重なっているんですけれども、見られている

のもありますし、あなたの心がもうチヨットしがみついて下さったらな、というところも神の方

から見ているところもあるでしょうし、そして今まで私たちが与えた職場に対してはどうなのと

いうところもあるでしょうし、そしてあなたが本当に正法、本当の神理をやろうというなら、生

活を少し改めてみたらどうなのという部分もあるでしょうし、それから色んな人たちの気持ちを

一緒に抱いて、皆さんを引っ張っていく、これだけの人を引っ張っていくんだよというのがある

場合、あなたも同じところを、それだけの人たちが思うものを同じように味わって下さいねとい

うこともあります。 

 色々言ってしまいましたけれども、一つではないんですよね。五つ、六つ、重なって、今の状

況になっておられると思うんです。 

 

 あなたの奥さんについての私自身の率直な意見といいますか、私が観察した時点で言うことで
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すから、あなたが別に決められたらいいわけですけれども、私自身から見たら、いつでも戻りた

いときに戻ったらいいと思いますね。 

 奥様はとても喜ばれると思いますね。そしてあなたのお母さまもとても安心され、まあ、あな

たもその気持ちがお有りのようなので、私の口から言うよりは、あなたが自発的に、随分今まで

の思いを見られ、反省し、感謝し、これからは奥様を大事にされて、こうしていこうという気持

ちが痛いほど私にも分かっておりましたから、私が言うのではなく、あなたが、あなたの思いと

してそれを達成された方がいいと思っておりましたから、これはもう、余程のことがない限り、

私の方から言わないでまこうと思っていたんです。ただ、今、あなたから質問が来たので、ああ、

と思ったんですけどね。 

 何故ならやはり、奥様にしろ、お母さまにしろ、寂しいという気持ちがある以上、あなたに念

として出てくるわけでしょう？ この前のCHZさんの質問の中で、結局自分が出した思いによっ

て自分が苦しむんですよというような話をチョットしたと思うんですけれども、あなたもあなた

が出した思いによって、結局は、あなたが他の方々にたくさん、たくさん光を出しておられて、

こう光が出てきますよね。例えば100の光を、数字ではないんですけれども、あなたが他の皆さ

んのために、また七人の会に対しても皆さんに対して愛を持っておられ、お祈りをされたり、他

の方々に対してもたくさんたくさん愛を放っておられても、結局身近な家族の方々の寂しい思い

を出しておられると、その念といいますか、その返ってくるエネルギーで、光が減らされるとい

うと変ですけれども、減っていく部分があるんです。 

 壁になるといいますか、遮るというところまではいかないですけれど、例えば100を出してい

ても、奥様が5O寂しいと思っておられたら、あなたが出しているものは50になってしまう。70、

例えばあなたが出しておられて、50、奥様が寂しいと思われたら20になってしまう。もし奥様

だけでなく、お子さまの中にも「どうしてお父さん、帰ってこないのかしら」という思いになる

と、3人分、4人分、あなたの方に来てしまう。 

 そうするとあなたが折角光を出して、一生懸命してても、そこにあなたに対してのマイナスと

いう程までいかないにしても、あなたの出したプラスの愛のエネルギーの思いに、「お父さん、

どうして？ 寂しいよ」という思いが、「何故？」っていうふうにあなたに返ってきた場合、そ

こに念が来るわけです。 

 そうすると、愛のところの、こう押されるような形になりますから、光をいくら出していても、

減るといいますか、出しきれない部分になってくるわけです。ですから家族の調和という部分も

皆さんにこれまでも言ってきたと思うんですけれども、お互いの家の中で、状況が状況ですから、

あなたは離れていても、奥様やお子さまのことを充分これまで思ってきて、されてきていること

は、私もよく分かっていますよ。 

 でも、法則から乗っかって見た場合、まあ止むを得ず別れてしまった、離婚してしまったって

いう場合は別ですけれども、まあ、離婚されてても、分かった時点で戻られるという、戻ってや

るというのが本当はいいんでしょうけれど、家庭というものは、家族というものは一番身近なと

ころですよね、親が終わったら、次は今の家族での反省になっていきますよね。 

 そこでお父さん、お母さんなり、離婚されて別々にお子さんが引き取られるとなった場合に、

そのお子さんは、お父さんお母さんに、自分と離れてしまった親に対して、寂しいとか、もっと

お子さんが小さかったら、「どうして私をおいていったの？ 捨てていったの？」という念がや

はり残ります。それはどこに行くかといいますと、自分に帰るわけなんです。 

 お父さんお母さん、事情があって一緒に住めない。自分の子供と暮らしたかったけれども、や

むを得ない。奥さんに育てられるしか、お父さんに育てられるしか、私が育てたいと言ったけど、

奥さんが離してくれなかった、ご主人が離して下さらなかった。そういうのはたくさんあるケー

スだと思うんですけれども、子供さんにしたら、そんなこと、分からないですよね。 

 無理に妻が引き取ったんだ、ご主人が連れていったんだといっても、お子さん側からしたら分

からない状況ですから、念がやはり飛んで行くんです。あまり親御さんに対してそういう念がな

い場合はあれなんですけれども、例えば悲しいとか、寂しいとか、辛いだとか、その気持ちがお

子さまから飛んでくる以上、自分が幸せな気持ちになることは余りないですよね。 

 念は返ってきます。自分が愛の念を出せば自分に愛が返ってくる。マイナスの思いを出せば、
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自分にマイナスが返る。それと同じように、人様にも愛を出せば、人様から愛が返ってくる、マ

イナスを出せば人様からマイナスが返ってくる。 

 それと同じように、皆さんと携わっている方々にも、自分が正しいことをしていての場合は勿

論、逆恨みとかの場合もありますから一概に言えない場合もありますよ。でも自分が本当の愛で、

相手に放って、逆恨みで返ってくる場合は跳ね返されるんですね。逆恨みの場合は跳ね返される。 

 でも正当的に通ってくる場合は、自分にやっぱり返って来るんですね。自分の出したものは自

分に返ってくる。自分が受け取るようになる。そういうふうに縁として回っているものですから、

離婚していても旨くいっている人もいるよと思われるかもしれないんですけれども、現状ですぐ

出るか、10年先に出るか、20年先に出るか、その念の開眼で一気に来るのか、それはその人に

よって違うわけですから。 

 勿論、新しいお母さんが来て、新しいお父さんが来て、全然寂しい思いをしないで、念が飛ば

なかったという方もいらっしゃいますし、そのお子さんや一人一人に対しても、思いも勿論違い

ますから、一概に全てそうなるわけでもないんですけれども、それほどに思いというものは、自

分に返ってくるものなんです。ですから、時期だとか、色んなことがあると思いますからね。 

 じゃあ、今すぐ戻って下さいと言って、そう出来るのかといったら、色んなことも又あると思

いますから、色んな自分がチョット引っかかっている点などは、それぞれ解決、どの時期になっ

ていくかは別にして、自分が今だと思ったときは、迷うことなく、家が狭いだとか、こうだとか、

そういうことは脇に置いて、素直に皆さんに入っていく、皆さんに、もうあなたもされていると

思うんですけれど、もう一度、皆さんにお詫びと感謝をして、もう一度家族の中に入れて下さい

といいますか、一緒に暮らしていって下さいということで、入って行かれるようになさっていく、

それによって又、あなたの光も変わってくる、もっともっと大きい光にあなたは変わられていか

れると思うんですよね。 

 やはりYMSさんの場合は、よく諮っておられますからね、色々私が言うこともないと思うんで

すけれども、又、自分でもっともっと分かられていった方が、あなたの場合はいいでしょうから

ね。あまり私の方から、こうですああですとは申し上げにくいというか、そういうところがある

んですけれども、でももしあなたが今だって思うときがあれば、迷うことなく、状況とか、色ん

な現象的な面を見て迷われないで、素直に飛び込まれていって下さい。何も心配することはない

と思います。 

 しかし皆さん、あなたのことを心配されていたのも事実ですよね。YSDさんも、CHZさんも、

SNTさんも、またOKMさんも、いつもお祈りの中で、そのようなことを発しておられるのを私

も感じていたんですけれど、やはりYMSさんは、分かっておられるからということがあって、皆

さん、口に出して仰られなかったと思うんですけれど、いつも心の中で、祈っておられたのは、

私は分かっておりますよ。ですから皆さんに安心していただけることもあるかなと思って、少し

口を挟ませていただいたこともあるんですけれどね。 

 

【03-3-21：他の光の天使からの助言】 

 皆さま、今晩わ。私は、皆さまと天上界にいたとき、それから一度皆さまと一緒に地球に生を

持ち、私は他の天体にも生まれたことがあるものです。 

 皆さまはこないだ、私の友の話を聞き、また今日、エホバ様の言葉を通して、心に思うことも

深められたと思うので、今日、私が話すことを迷うこともあったのですが、やはり私も皆様の心

に火をつけたいという思いもありましたので、改めてお願いさせていただいたのでございます。 

 皆様、本当に明るく、正しく、神様を心に入れて下さい。苦しいから神様を頼むのでもなく、

幸せだからもっと幸せにしてくれだとか、そういう思いで神仏に縋るのでもなく、皆様がどんな

時でも、私たちと、又、天の父、エルランテイ様、私たちの唯一の神、エホバ様と心を共に、生

活して下さい。 

 私たちはかつて天上界にいたとき、そして私が地球上に転生をしようとして、過去、皆さまと

一緒に日本ではなく、他の地に生まれようと、皆さまと、そして他の皆さまも勿論いましたが、

皆さまと約束してグループで下生しようとしたとき、あなた方は言いました。 

 「この地球上は、とっても厳しいところだ。だけれども、とても生き甲斐が、やりがいがある。
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もつともっと魂を磨いて、今以上の光の世界へ私たちは帰るのだ」と。 

 「この世、この地球上の多くの人々、病める人々に私たちは流されることなく、私たちは病め

る人々に、光を与えるために下生するのだ。私たちは病める人々と同化してはならない。私たち

はその者たちに光を与えるために、生まれ落ちるのだ。 

 そのために、皆んなでこの地球にユートピアの国を築く土台づくりに出かけよう。皆んな心を

一つに合わせ、誰も欠けることなく、天上界に還ろう。いま一歩、上の世界に還っていこう」 

 と、共に約束をし、下生致しました。 

 私は、次の転生は、地球ではなく、他の天体に行くことになりましたが、皆さまは地球上で多

くの人々と共に、魂を磨くことを選ばれました。選ばれましたと言うよりも、そういうようにな

りました。 

 皆さま、これまで神理、本当の神理正法に出会うまで、多くの道を通り抜けてこられたことと

思います。しかし、その多くの道を通り抜けてきたときの方が、気持ちが熱かったのではないで

すか？ 今の生活に満足するようなところでなく、今の心で満足するようなところでなく、もっ

と確かなもの、もっと上のものがあると思って手探りで求めておられた熱い心を、今一度、思い

起こして下さい。 

 今あなたたちは、ぬるま湯に浸かっておられるような状態ではないでしょうか？ 正法に触れ

た、神理に触れた、神という存在を信じていくことが出来るようになった、宇宙のあらかたの法

則も分かるようになった。しかし心の中に落としきる前に、自分の知で固めてしまい、自分のし

たいこと、自分の都合のいいことだけを一生懸命専念し、自分の都合の悪いことは、神様の方を

向かない、自分の都合の悪いことは、まだまだ心の奥に一杯しまいたい、見たくないなど、思っ

ておられるのではないでしょうか？ 

 私たちは、今あなた方を見ており、心配と不安と、また喜びと入り交じった気持ちでございま

す。私たちの元に果たして本当に帰れることが出来るのかどうか。又、必ず帰ってくるだろうと

いう気持ちと、不安な気持ちが入り交じっております。 

 皆さんは今、この後の歩く道を、分かれ道を、一本の綱をどういうふうに持って行くところの

瀬戸際の状態でもあります。もし仮に、いま以上の苦しい生活に虐げられた場合でも、信じられ

るのでしょうか？ 

 私たちは、心は、誰の心も図ることは出来ません。いや、あなた方が図ることが出来ないので

す。しかし私たちから見れば、あなた方の心、神仏を目指す思い、それらは見えてきます。 

 私たち、皆さん、天上界の皆さん、あなた方ひとり一人旅立つとき、握手して別れました。皆

さまに、無事に帰ってこいよと言いました。あなた方は無事に帰るどころか、もう一段上の世界

に行って、あなたたちは私たちを拝むようになるかもしれないと、笑いながら冗談で出かけてい

きましたが、今度はあなた方が仮に光の世界に帰れるかどうかというような、私たちを拝むよう

なことにならないように気をつけて下さい。 

 あなた方は、自分のことのみでなく、自分が自分の本当の存在に目覚め、そして多くの病める

衆生たちに、光を与えられる、そのようなことを買って願い出たのです。ただ普通に神仏と共に

おり、神仏のことを理解し、神理に触れたらそれでお仕舞いというわけではありません。 

 皆さんは身近な方々に光をお与えする、そのような使命を自ら買って出られたのです。YMSさ

んがホームページで皆さまに説かれているように、YSDさんも整体を通して多くの人々に、また

OKMさんは自分の仕事を通し周囲の人々に、SﾝTさんもご家族、もしくは知人、友人、会社から

多くの光を放つように今、皆さん、そのようになりたいと、守護霊たち、皆さん、あなた方の魂

のグループは天上界で思っています。 

 あなた方ひとり、苦しい思いをしているわけではありません。あなた方が苦しい思いをする度

に、私たちも天上界で同じように悩み、苦しみます。あなた方が悩み、苦しんだとき、一体あな

た方がどうやったら光の方向に向いて下さるのか、私たちも共に、あなた方の兄弟と共に考え、

策を練ります。策を練るというよりは、案じます。 

 そして何とかあなたたちに振り向かせよう、気づきを送ろうと、あなたたちに一杯一杯心で働

きかけたりしますが、思いを受け取って貰えても、今はその時期ではないとか、いやこっちが先

だとか、そのように思われてしまいます。 
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 そうなったとき、私たちは又、次の案を練らなくてはいけません。私たちも、いつもいつもあ

なた方を案じ、不安に思ったり、喜びに思ったりします。 

 私たちは、あなた方に本当に、本物に、今ようやく目覚めることが出来ました。これまでは神

理をやっているつもり、愛の実践をしているつもり、ただのつもり人間、ただのお遊びごとを通

して、自分たちがやっている自己満足の世界にいたことだと思います。 

 でもあなた方は正法に触れました。又エホバ様の素晴らしい愛により、皆さんはようやく、高

橋信次先生、エルランティ様のご存在のご価値を心に少しずつ落とすことが出来、そして正法に

目覚めていくことが出来ました。 

 また多くの先達、OYM純一さんを初め、諸先生方に出会い、この道にと達することが出来まし

た。あなた方はそれに対するご恩、感謝は、如何ですか？ ただ感謝してる、ただよかった、の

思いがまだまだ強いのではありませんか？ 本当の報恩というのは、皆様が心の確立をしっかり

図り、あなた方が愛して止まない先生方をお助けすることこそ、報恩ではないでしょうか？ 

 先生方のみがこのユートピアの世界を創る責任を担っているのではなく、正法に触れられた人、

皆さまが担っているのです。勿論あなた方がそのような立場になったとしても、あなた方の常に

よい相談役、よい恩師として彼らも共に、あなた方と行動をすることでしょう。 

 どうして同じ世界にいて、向こう、OYMさんたちは逆境にも苦境にもめげず、一心不乱に神仏

を敬い、神仏と共に心を育て上げてきたのに、あなた方が出来ないはずはないでしょう？ あな

た方もできるでしょう？ あなた方も、共に誓ってきた仲間なのだから。 

 勿論彼らは先達として、多くの苦境を、多くの困難を、あなた方より多く味あわなければいけ

ないこともあったと思いますが、それらも通り抜けて、今の彼らとなりました。 

 皆さん、本当にこの正法を心の底から、病めるとき苦しいときも、自分が最高なる幸せを感じ

たときも、やり通す意志がありますか？ 自分が仮に仲間を失っても、自分が尊敬する先生方に

背を向けられても、この正法をやり通す思い、強さが、心の中に備わってますか？ 

 この今いる仲間とチリヂリバラバラになったとしても、自分は絶対に正法をやるという位の覚

悟がありますか？ もし明日、あなた方が今まで信じてきた人たちが正法以外のものに覆って、

あなた一人しか正法を叫ばなくなったとしても、それを叫び続けられるような強い意志がありま

すか？ 

 その思いが強くなければ、色んな方々の中傷やねたみや恨みに、そのような思いに負けてしま

う時期にもなりますよ。自分の置かれている現状は、自分の現象の現れ、自分の思いの持ち方一

つで、まだ自分を幸せな安らぎの世界にも置くことが出来ますが、自分が信じてきた人々に中傷

されたり、恨まれたり、攻撃されて、自分自身の心を本当に強く持つことが出来ますか？ そう

いう時期が来ないとは限らないでしょう。 

 多くの人々が皆さん、邪魔をしてくることもあるでしょう。それでも打ち勝つぐらいの気持ち

は、今のところ皆さん、まだないでしょう。ですからいま置かれている状況の中で、自分の心を

強くして貰っている、そのようなところで心の強さを養われている、そのようなこともあると思

っておいて下さい。 

 勿論それならそれで、今の状況はそうなのかといえば、勿論それだけではないです。自分の心

の思い方が変われば、その中でも全て光にドンドン(変化？進化？)していきます。 

 あなた方は知っておりますか？ あなた方の守護霊、指導霊様だけでなく、あなた方が神理に

触れたとき、私たちがどれだけ感激したか。やっとここにたどり着いたと、皆んなでお祝いした

こと、あなた方、ご存じないでしょう。あなた方が正法を初めてやろうと決心したとき、私たち

がどれだけ感激したか。あなた方は知らないでしょう。又エルランテイ様の驚喜されたような喜

びを、あなた方は知らないでしよう？ 

 しかしあなた方はこの地球上で、病める人々に法を伝えていくということは、とても苦しいこ

とも必ず出てきます。いま言ったように、全ての人が背を向けないにしても、仲間割れしたり、

今まで友と思ってきた人に中傷され、ねたまれたりするようなことも出てきます。 

 それはとても苦しい、まさかあの人に裏切られるなんて、なんていう思いは、仕事がない、お

金がない以上の心の苦しみを抱えることにもなります。けれども、そんな心にも負けているよう

では、あなた方の使命は全うされない。と言うよりも、あなた方が成就したい思い、自分の魂の
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悲願は成し遂げられない。そのような心の弱さでは出来ない。いま悩んでいる心に翻弄されてい

るようでは、本物を伝え通すことは出来ない。 

 かつてのイエス様をご覧なさい。自分のお弟子さん、全てに背を向けられても、自分の誠を尽

くし遂げられたあのお方の心を、皆さん、そこまで行かないにしても、それぐらいの強い思いを

持たなくてはいけません。 

 心をもっと、高めていきましょう。心をもっと、広げていきましょう。些細なことにこだわる

のはやめましょう。許せない人、自分のことだけで精一杯になるのはやめましょう。広い心で、

多くの人々の心を包みましょう。 

 私たち天上界、皆さん、いつもあなた方の仲間として存在してます。この地球上の人々、皆さ

んに背を向けられても、私たちはあなたたちの友として、いることに変わりはない。見えないだ

けです。でもあなた方の心が高まってくれば、私たちを常に感じることが出来るようになると思

いますから、孤独に感じないようになるかもしれません。 

 でも肉体を持っていると、肉体を持っている人同士で理解されたいという思い、強く、そこに

執着を持ってしまいますから、必ず悲しい、苦しいと思うことも生まれると思います。 

 皆さんは、本当に、本物に出会った歓喜を、まだ知らないですね。やっと正法に本物に巡り会

って貰えた、そのあなたの内なる魂は本当に喜ばれておられます。しかしお宝に、折角お宝がど

こにあるかというようなことが分かっても、そこに行かなければお宝を手にすることができない

ように、自分でそれを掘り下げていかなければ、自分の内在の宝は積み上げることはできません。 

 私たちはいつも祈っています。皆さん一人ひとりが自分の諸問題にくじけず負けず、そして自

分自身の道を確立して行かれること。又、雛形の皆さんは、心を一つにしていっていただきたい

と思います。 

 色々な人々が、色々な、お互いの仲間や、お互いの共に学びあう同志の人々と、諍いを生まれ

させています。違うもの同士、意見が合わないもの同士を敵対するような風習がドンドンドンド

ン生まれてきます。あなた方、皆さん、心を一つにして下さることによって、それらは随分妨げ

られます。 

 今、GBさんは、ここの場所にいません。MTKさんもいません。でも私たちはいつか又、GB

さん、MTKさんも、この場に戻ってきて下さることを祈っています。勿論、GBさん、MTKさん

が、それを拒否するようなことがこれからも続くようなことになるならば、私たち一同、又、エ

ルランテイ様に相談をして、エホバ様がどのようなご判断をなされるかはまた別として、雛形七

人いたとしても、それが結局災いになるようなことであるならば、災いを取り除くことも考えな

ければならないときが来るかもしれません。私たちはそうならないように祈っています。 

 心寂しいもの、心病めるもの、心貧しいもの、皆さん、暖かい愛で包んであげてください。 

 心の道を知らないものはみんな不安です。寂しくて、みんなの心の中をのぞいてみたら、ヒュ

ーヒュー北風が吹いてます。 

 あなた方は寒い寒いといいながら、家があって、ストーブを焚いたり、暖房をかけて、その家

の中にいながら、外は寒いねといっている状況が正法者たちです。 

 しかし神理に触れていない人たちは外の世界にいて、本当に風をまともに受け、寒い寒いと抵

抗しながら歩いているような人たちです。どうぞあなたたちの家に、その者たちを受け入れてあ

げられるようにして上げて下さい。 

 だからといって、家に入りたくない、あなたたちのご恩を受け入れたくないと言う人たちも勿

論いることはいます。ですが、同様に求めておられる方も、たくさん沢山います。私たちは多く

の人々が少しでも正法に触れて、次の生であったとしても、それを花開かせ、後世に伝えていっ

て、この地球がやがて仏国土、ユートピアになることを深く深く願っています。 

 あなたたちもそれを願って、その一役を買おうと、この地球上に出てきたんですよ。自分の諸

問題だけに頭を悩ませている場合ではありませんよ。あなた方の諸問題を早く光に変えて、多く

の人たちの諸問題を光に変えていかなければいけないですよ。いけないですよは強制になるかも

しれないですが、そういうふうにしていっていただきたいですね。 

 心に強く持つものは、必ず現れます。心に強く思うことが、先ず第一です。人様に何かを言わ

れたり、何か諸問題が起きて、簡単に心が揺らぐようでは、そこに最初からその思いがなかった
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のと同じことです。 

 あなた方は人を、例えば社長として雇うとき、この人やる気があるかないかと思ったときは、

雇わない、もしくは雇っても心配でしょう。この会社に貢献してくれるのか、やる気があるのか、

辞めさせた方がいいのか、続かせた方がいいのか、そのまま雇って使いものになるのかどうか、

いつもそのような思いでその人を見るでしょう。今の皆さんはちょうどそのような状態ですね。 

 私たちは応援もしていますが、でもあなた方がやらないとか、まだまだしたくないとか、その

ような思いでいたら、当然こちらの思いも届かないわけですからね。 

 正法は、私たちの永遠なる宇宙が始まってからの永久なる法則、永久なる聖典です。私たちは

今も、過去も、未来も、この法に沿って、生きて行くしか道はありません。 

 あなた方は生きながらに、肉体を持ちながらに、そのことに目覚められた。多くの神理や偽り

のものがある中で、これが本物だと分かった。それだけでも素晴らしいかもしれない。だけど素

晴らしいだけで終わったら、この地球上に出てきた意味は何もない。あなた方は正法に出会うた

めだけに出てきたのではないからです。 

 他の人々の心に火をつける、正法を分かっていただくためにあなたは自ら買って出たのですよ。

勿論、自分の魂の向上を図るために今生、自分の本質を肉体を通して体験するためにです。自分

の家族を愛して下さい。自分のお父さん、お母さんを愛してください。 

 

（OKMさん） 

 OKMさん、お父さんを愛して下さいよ。お母さんを愛して下さい。あなたがお母さんを愛する

のと同じように、お父さん、寂しがってます、愛して上げてください。 

 お父さんに愛されなかったとしても、あなたが愛して上げるんです。お父さんがご家族に満た

されなかった分、あなたがお父さんを愛して上げてください。 

 奥様をもっと、心の底から労って上げてください。私に良くついてきてくれたと、労って上げ

てください。ねぎらって上げてください。奥様たちをもっとしっかり、抱きしめて上げてくださ

い。奥様たちは、夫婦仲良く心の底から労り合ってなければ、いつも不安になりますよ。 

 又、奥様のお父さん、お母さんに心配をかけて済まなかったと、本当に心の底から感謝して下

さい。反省して下さい。 

 あなたはまだまだ、その思いが足りません。もっともっと、そして自分がやらなければいけな

いことを、勇気と努力を持ってやり始めて下さい。 

 神様にお願いするだけでは与えられませんよ。あなたが本物を出していくからこそ、あなたに

与えられていくのですよ。あなたが奥様を労り、本当の真の調和を図り、そしてお父さま、お母

さまを労り、その心に神は必要な分だけ、あなたに応じて与えられていくのですよ。 

 ご自分が身体を病んでいる状態でどうされますか！ もっともっと心の調和を図り、神仏の心

の針を合わせ、あなたが正法に目覚めたのだから、あなたの周りはあなたが光に変えて上げなけ

ればいけないでしょう？ あなたが病気になって、奥様に心配をかけたり、奥様があなたを労っ

ているようでどうしますか？ あなた、しっかりして下さい。 

 そしてもっともっと自分自身を出して下さい。お父さんの引っかかりが、あなたの全ての鍵で

すよ。そうです、あなたは分かっておられます。だから、エホバ様、私たちも、今まで現象とし

て見て、あなたに促してくることで、あなたに分かって貰おうとしたのです。 

 だけれども今日、私は言わせて貰いますよ。あなたに本当によくなって貰いたいから。 

 あなた、神様に対して、ときどき怒りを覚えていたこともあるでしょうけれども、それは私た

ちは、それはそれは悲しい思いをしましたよ。あなたに今まで、いっぱいいっぱい気づきを送り、

あなたにいっぱいいっぱい、愛を送ってきました。それは、私たちはあなたにそれを脅迫するよ

うな思いで言っているのではないのですが、あなたに分かって貰いたいからです。 

 私たちはあなたをいじめたいとも、あなたを苦しめようとも、ひとときたりとも思ったことは

ありません。ただあなたに、あなたの本当の目的、あなたの魂の本質を気づいて貰いたいがため

に、今まで送ってきたことがあったのです。 

 あなたの守護霊は、いつもいつも心配しておられますよ。私たちにいつもいつも相談に来ると

きも、いつもいつも常にあなた以上の苦しみ、悩み、そして泣きながら私たちに相談に来ますよ。
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あなた、その守護霊の気持ちにもっと感謝しないでどうしますか！ 

 ただ、して欲しい、して欲しいだけでは駄目です。感謝、感謝、感謝、もっとして下さいよ。

そし本当に自分の奥様を愛し、お父様お母様を愛した時、あなたは本当の自分の心に目覚めるこ

とが出来ますよ。 

 申し訳ない。言いすぎたかもしれません。でもあなたにはきついことを言うぐらいでちょうど

いいかもしれないと、今、私は思っています。でなければ、あなたは又、元の道に戻ろうとする

でしょうからね。 

 私たちは本当に、あなたが今日、ここに来たことで、言いたいことはいっぱいありました。し

かし、あなたが一生懸命やっていることも分かっております。あなたの中での一生懸命は、まだ

まだ眠っているはずですよ。まだまだお尻に火がついておりませんよ。 

 もっともっと自分自身を、奥様、お父さん、お母さん、先程エホバ様が仰られた言葉によって、

お尻に火をつけていって下さいね。そしてあなたを本当に輝かせていって下さいね。 

 あなたはそのことを望んできたのですよ。あなたはそのことをしたいがために来たのですよ。

そのためにＯＫＭさん、あなたはお父さんお母さまを選び、この人しかないといって生まれたん

ですよ。 

 そしてあなたの奥様も、この人でないと自分の奥様は考えられないと、あの方を選んだのです

よ。あの方を選んだときに既に、あの方のお父さん、選んでいるのと同じなのですよ。 

 どうぞどうぞ、あなたは周りの人々をもっと世話していかなければいけません。して貰うこと

を考えているようでは駄目です。皆さまにして差し上げられることを、いっぱいいっぱい、あな

たのお商売を通してでも、仕事を通してでもかまいませんから、これまで皆さまにしていただい

たことを、ご恩返しとして現して下さい。 

 商売を先に考えたら、必ず終わりです。商売ではなく、皆さまのために、この仕事を通して自

分を現すのだ、皆さまのためにという気持ちを第一にやってご覧なさい。必ず皆さまのためにと

いう気持ちで、そして家族の方々に対する愛、光らせることで旨く伝わっていくようになります

よ。 

 あなたは外で仕事をするにしても、お家の中で仕事をするにしても、今の気持ちのままでは、

また怪我をしたり、病気をしたりして、長く続かないことになりますよ。 

 どうぞどうぞ、私のお話しを、ただのうるさいことと聞かずに、どうぞあなたの心に糧として

納めていただけますことをお祈りいたします。 

 ですぎたことを言い過ぎて、申し訳ありません。しかし私は、あなたの守護霊の気持ちを、痛

いほどいつも見ています。私たちはその守護霊に対するあなたの気持ちもよく見ていますから、

どうしても言わざるを得ませんでした。お許し下さい。 

 しかし私が言ったことは、あなたに対する愛だということも分かっていただけると、とても嬉

しく思います。ごめんなさい。そして、聞いてくれて有り難うございました。 

 

（YMSさん） 

 YMSさん、あなたも一所懸命頑張っておられる。そしてエホバ様が仰ってた以上に、私たちも

もっともっとあなたのことを心配していました。 

 私は、あなたが今生、地上に出る時に、一番私はあなたの行く末のことを案じました。私は、

あなたが自分で大体のことを決められたときに、それで本当にいいのかと少し心配しましたが、

「私にはこれ位のことをしないと、多くの人々を救っていく自信がない」というようなことを言

われました。 

 ですからあなたは自分でも分かっておられるように、今の苦しい状況も、自ら選んでいったこ

ともあります。ですからあなたの成就を全うするためにも、今の状況にも負けないでくださいね。 

 そして大きな大きな光でもって、ご家族と調和をしていっていただきたいと思います。あなた

が今まで苦しかったこと、悩んだ寂しかつたこと、他の皆さまには理解できないこと、夫婦間の

問題、子供たちとのこと、お父さん、お母さんとのこと、それはそれはたくさん悩まれてきたこ

とでしょう。 

 しかしあなたはこのような状況に負けることなく、想念観察や神理正法に対する熱意で、ここ
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までやり遂げてきたのです。それを無にしないで下さい。今までやってきたことをどうぞ無にし

ないで、そして、これが今のあなたの心の中に覆っている不安を全て光に変えていく努力をして

下さい。 

 最初は厳しく感じ、どうしていいか分からないこともあると思います。しかしそのようなとき

も、どうぞ、どうぞ私たちを思い出して下さい。あなたが祈るとき、私たちは共にいるでしょう。

あなたが心を神仏に合わせたとき、私も共に近くにいるでしょう。どうぞ忘れないで下さい。 

 愛は、どなたの心も溶かしていきます。例えわだかまりがあり、分かってくれない人でも、必

ず大きく包み込むことが出来ます。時間はかかるかもしれないけれど全て光に満たされ、愛に勝

るものはありません。例えどのような心であったとしても、包むことが出来ます。負けないでく

ださい。 

 そしてあなたは今インターネットでおこなっている、人々に対して、呼びかけに対して、あな

たの心を、真を、もっともっと尽くしていくことも出来るはずです。益々自分の実体験を通して

多くの人々に語り、多くの人々、病める人々に光を灯すことも出来ることでしょう。あなたが何

も考えなくても、あなたが出すことによって、皆さんが引きつけられてくるのです。 

 そしてインターネットでの呼びかけにも、多くの人々に対し、また皆さまに対する心遣いもも

う少し掘り下げて行かれると、もっともっと響くことが出来てくると思います。 

 あなたの守護霊も、あなたの指導霊も、YMSさんをいつも応援し、それは勿論、誰の守護霊で

もそうですが、あなたの守護霊は熱心すぎるが余り、時々、守護霊間の間で意見が分かれること

もあるようです。しかし、いつもいつもあなたを考えている気持ちに変わりはありません。 

 守護霊にも、そして指導霊にも、あなたを取り巻く多くの人々に今一歩、感謝を上げてくださ

い。感謝し、もっともっと針を合わせていくことによってあなたの心配、不安は、安らぎに変っ

ていくことと思います。 

 心配、不安になった時はすぐさま祈りましょう。祈っても祈っても休まらない時も、祈って祈

って祈り続けることによって、不安は消えていくことと思います。 

 あなたの多くの友は、正法ではないものを信じ、もしかするとあなたがこれから困難を感じる

こともあるかもしれませんが、それらのことにも負けないで下さい。私たちはいつも、あなたを

見ていますよ。 

 あなたが本当に心安らぎ、家族を調和、お父さん、お母さん、皆さん、周りの人と調和を図る、

あなたの本当の光が○○(県)全体を、△△(地方)全体を、光に灯し、やがて地球に響かせていくこ

とを祈っておりますよ。私たちはいつも天上界から応援していますよ。どうぞお忘れなきように。 

 そして今日、エホバ様はきついことを言われたかもしれませんが、エホバ様もとても考え抜い

ておられました。私たちはエホバ様ではなく、いつか機会があったら私たちの方からYMSさんに、

今日のOKMさんのように、私たちの仲間の一人からお話しをしようかという声も挙がっておりま

したので、そのこともあって悩まれたのかもしれませんが、しかしエホバ様は、あなたの心をよ

くご存じですので、どういうふうにあなたにお話しするべきかで、随分悩まれたように感じられ

ました。 

 しかし正法は、正しい生活が基本になります。正しい八つの道が基本になります。正法から外

れた分だけ、また苦しまなければならなくなります。あなたは正法にもう、足を踏み入れたんで

すから、分かっていることをしなければ、益々歪みが出てくる道に繋がっていきます。あなたの

苦しみとして、また何か問題が起こることも出てきます。ですから敢えてお話しされたんだと思

います。あなたが分かっていながらお話しされたんだと思います。 

 色々私たち、あなた方以外の存在は、あなた方が思っている以上に、心配しています。あなた

が色んな思い、色んな心を持って、多くの人々に呼びかけておられる気持ちを、今度はご自分の

家族にいっぱい一杯お渡しして下さい。 

 あなたなら出来ますよ。お子さまも、奥様も、あなたをお待ちですよ。皆さまと、安らぎの家

庭、光ある家庭を築けますよ。これからも応援し、見守っていきます。有り難うございました。 

 

（SNTさん） 

 SNTさん、私も、あなたにも、きついことを言わねばならないかもしれません。お許し下さい。 
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 あなたのご主人様、そしてお子さま、あなたは感謝がまだ、足らないですよ。お子さまたちは、

素晴らしいお子さまじゃないですか！ あなたが、勿論、力をいっぱいいっぱい込めて育てられ

たお子さまたち、そのお子さまたちに感謝をもっと出来なければ。あなたは逆にお子さまたちに

磨いてきていただいたのでしょう？ 

 お子さまにもっともっと感謝して、そしてお子さまにこれまで自分が母として法から外れてい

たことを反省し、謝るというか、感謝する、反省するという気持ちを持たなければいけませんね。 

 ご主人様に対してもですよ。ご主人様は、ああいうお方ですから、少し、あまりお話しを望ま

ないところがあるかもしれませんが、心の中は、いつもいつもあなたのことをよく見ておられま

すよ。 

 そういうことを、……の面で見てしまうがあまり、話していても、この人は分からないとか、

そういうふうに思ってしまうところがでてきますが、ご主人様との調和を図ることによって、お

子さまたちの今後の結婚生活にも豊かなものが生まれてくることだと思います。 

 あなたのお父さん、お母さんも、とても素晴らしい夫婦ではありませんか！ 夫婦、ときどき

喧嘩をしたり、意見が違うことがあったりしても、仲がよいお二人ではありませんか！ 

 両親が互いに反発しあったり、お互いに意見が全く違ったりして、いやな思いをしたというこ

とは、あなたは余りないでしょう？ そして大事に大事に、育てて貰ってきたでしょう？ 少々

口うるさいところがあっても、心配性なところがあっても、あなたをいつもいつも愛しておられ

るからですよ。 

 ここにいらっしゃる他の人と比べたらいいですよ。そしてあなたが正法に目覚めたのですから、

あなたがご主人様、お子さまたちの心に、正法という印篭を渡すのではなく、心温まるように、

心安らぐように、ひとつ一つに……をされていったらいいのではないかと思います。 

 ご主人のお母さまに対しても気を配っておられることと思いますが、もっと多くの愛をかけて

上げられることによって、寂しい気持ちや不安な気持ちがなくなっていかれるのではないでしょ

うか？ 

 あなたにとても感謝しておられますよ。ご主人のこと、自分の息子のことをよく分かっておら

れますから、KN子さんに心配かけたり迷惑かけたりしていると、いつも手を合わされておられま

すよ。 

 そのお母さまに対して、あなたのご主人様を成人するまでずっと育てて下さった、大事なお父

さま、お母さまなのですから、あなたはお母さまに対してもう少し出来ることがお有りなのでは

ないかと思います。 

 そして電話をして差し上げるとか、今日はご主人はこういう状態でしたとか、今、こういう状

態ですとか、そういうことを話して上げたり、お母さん、お元気ですかとか声をかけて上げられ

るとかで、大きな安心や、あなたに対する信頼も深まっていかれる、それが調和にも繋がってい

くのではないでしょうか？ 

 ご自分のお父さま、お母さまに対しても、ただただいつも、「ああ、ああ」とか、「又こうい

うこと、言ってきた」とか思うのではなく、「言ってくれて有り難う。いつまでも心配かけてご

めんね」と言えるあなたに早くなって下さいね。そして大きい気持ちでお父さん、お母さんに対

しての接し方が、あなたの息子さんや娘さんがあなたに対しての今後の接し方に変わっていかれ

るのですよ。 

 私たちは、あなたが家庭の中で大きな一輪の花となり、そして又、多くの人々に暖かいものを

差し上げられるものをあなたはお持ちですから、そのようなよいものを、よりよく伸ばしていっ

ていただきたいと思いますね。 

 有り難うございます。 

 

（YSDさん） 

 YSD・TK雄さん。 

 あなたは先程エホバ様が仰っておられたように、一番お父さまに対して、ひどい心をお持ちで

すね。多くのあなたに親切にされた方より何より、お父さまに対して一番あなたは強い批判の心

をお持ちです。 
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 その心を取り除いて、しっかりしなければいけませんよ。甘えた心をいつまでも持っていては、

何事も成就していきませんよ。 

 奥様に対しても、当たり前という気持ちが見えるようですが、もっともっと感謝していくよう

にして下さい。折角二人で正法をされているのですから、あなたは家庭の中からもっともっと光

を出していける筈なんですからね。 

 もっともっと心に大きな自分自身を、いつも置いておられる心を愛へと変えていって下さい。

お子さまに対しても、本物を差し上げられるようなお父さまに生長していっていただきたいと思

います。 

 整体の仕事を始められるにしても、他の仕事を始められるにしても、自分自身をもっともっと

強い心で反省する気持ちがなければ、あなたの今の心の歪みの原因は、全てお父さまとの関係に

原因がありますよ。 

 お父さまとの関係を締麗にしない限り、あなたは自分の思いを変えるという事は困難ですよ。

どうぞお父さまとの反省を、一日も早くなされて下さい。一日も早く反省なさらないと、反省が

遅れれば遅れた分だけ、あなたがやりたいことも遅れていきますよ。そして自分自身の心の生長

も、いくらやっても同じところをぐるぐる回るだけになりますよ。 

 あなたの守護霊、指導霊は厳しいお方かもしれないが、あなたにはもったいないぐらいの守護

霊、指導霊でございます。どうぞもっともっと自分自身を、声を、素直に持って、守護霊指導霊

から申し伝えられたことを、一生懸命精進してご覧なさい。必ず道が開けていきますよ。 

 お分かりですか？ もっともっと心に素直に、自分が自分が、ではなく、素直になることです

よ。自分一人で出来ることは何もない。それはあなたも最近、分かっているはずです。どうぞど

うぞ、大きい心でしっかりした心を養って下さい。 

 有り難うございました。 

 

（CHDさん） 

 YSD・CHZさん、あなたはもうちょっと、心を大きく持たなければいけませんよ。広い広い心

が死んでいますよ。あなたは素晴らしい心を持ってはおられますが、ひとつの小さな出来事に心

が支配されると、大きな悩みに変わっていくところがまだまだありますよ。 

 どうぞその心を修正する、そういう心になったときは、いつも、常に、心を神仏に合わせてお

祈りすることで、浄化しなければいけませんね。心配が心配を、益々エネルギーを呼んでいると

ころがありますよ。もっともっと自分自身に心配が起こってきたとき、絶対大丈夫だという強い

思いを持たなければ、あなたのご主人の足手まといにもなっていきますよ。 

 皆さんはそういうような、ひとり正法をされて頑張っておられるところでも、こ主人、奥様に

対して光を出そうとしておられるのですから、ご夫婦で正法をされているので、もっともっと旦

那様の思いを理解し、そして旦那様の光になって上げて下さい。 

 あなたはご主人様の気持ちも良く分かっておられますし、ご主人様の性格、行動もよく分かっ

ておられますから、上手にご主人様を引っ張って上げることで、ご主人様と同じところに立って

意見するのではなく、あなたが一歩引いて、ご主人様に意見すれば旨くいくようになると思いま

すよ。 

 ご主人様はのんびりしたお方ではありますが、心の中は落ちついておられます。素晴らしいも

のを持っておられますよ。あなたはただただご主人様のそのようなマイナス的なところを見て、

今、不安になっておられますが、ご主人様のよりよい長所の方にもっと目を向けて、大きくそれ

を伸ばして上げられるようになって下さい。 

 ここにいらっしゃる皆さまも同じですが、先に目覚めた人、先に正法を歩かれた方、もしくは

進んでおられる方が、後をついてこられる人をどのように、どれだけ引っ張って上げられるかが

ポイントになるのです。 

 CHZさんの場合は、TK雄さんよりも少し正法といいますか、心の生長の方が進んでおられま

すから、何事も自分と同じように考えると思っていては、大きな間違いに繋がりますよ。あなた

はご主人様を引っ張って上げられるようにならなければいけませんよ。 

 あなたがご主人様の長所もよく理解し、短所もよく理解しておられるのですから、ご主人様が
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よりよくこの道を目指せられるように、輝かせられるように、あなたが日陰になって、日向にな

って、上手にご主人様を引っ張って上げられることで、まだまだあなたが心を大きくすることに

も繋がりますよ。 

 それがお子さま、SRさんの生長にも、とても心の生長にも大きな励みに、大きな宝となって携

えられていくことになりますよ。 

 今は、皆さんそれぞれ不安を持っておられますけれども、それらも全て、自分自身が心にしっ

かりと針を持って磨いていけば、どんなことも適わないことはないんです。成就できないことも

ないのです。 

 CHZさん、あなたは色々な人の心が分かり、色々な人の特徴、性質も分かるが故に、自分自身

がそれを苦しんでおられる。相手の心が分かったら、このことは言いたくないとか、相手の心が

見えたら、自分は遠慮するようなところがありますが、智慧を持ってもっと相手のためにお話し

しなさい。 

 あなたが分かっている分、その分を智慧を使ってお話ししてご覧なさい。そうすることによっ

て、あなたの心もすっきりし、又、相手の心も伸びやかに、又一歩上の心に誘導することも出来

るんです。勇気が必要です。努力が必要です。相手の心が見えて、ただシュンとなっている場合

ではありませんよ。 

 相手の心が見えて、こんなことを言ったらどう思うだろうとか、もう言えないとか、そんなこ

とを思っているようでは駄目ですよ。あなたはそのようなお役もあるお方なのですよ。もう少し

自分に自信を持つことも必要ですよ。 

 あなたは自分は駄目だ駄目だと思っていますが、自分の駄目なところばかり見るのではなく、

自分の長所も見なければ、正法からして自分の長所と短所をきっちり見分けられるようにならな

ければいけませんよ｡短所にばかり目を向けていては､自分の心を縮めるようにもなり、勇気も努

力も出てこないですよ。 

 どうぞ、自分自身を本当に生かせるよう、あなたは自分を受け入れる、もっともっとより良い

自分を受け入れるようにならなくてはいけませんね。そうしなければ､本当の愛は出てこないです

よ。 

 

 皆さん、今日、皆さまに、今、私が見ている、観察といいましょうか、それらの面で、お話し

できる範囲で、お話しさせて頂けたことを嬉しく思います。これらはあなた方のひとつの心の糧

にして頂ければと思いますが、私の話を聞いて、もしあなた方が苦しいとか、悲しいとか、辛く

思われたことがあったとしたら、この場をお借りして、お詫び申し上げたいと思います。 

 出すぎた言い方をして申し訳ありません。しかし私は、あなた方が、私が言ったどのような言

葉も、愛の言葉として受け止めて下さり、自らの向上を図られることを祈って止みません。 

 私は今日、多くの方々の代表としてお話しさせていただきました。この前、私の仲間が皆さま

にお話しをさせていただきました。私はそのことに重ねてお話しさせていただきました。 

 有り難うございました。 

 皆さまの生長をお祈りいたします。有り難うございました。 

 

 

【2003-3/31】 
 長澤さん、都留さん、二人に関しても、色んなことは能力としてはある。想念観察を説いたり、

宇宙の存在を皆さんに知らしめた方もかもしれしません。でもアカシックレコードが読めたから

といって、心の道を説いたわけでもない。 

 だけれども、その道を信じて開いた方には当然、心の道は関係なく、同じものを受け継がれて

いくんです。自分が開いたら同じもの、その中でしか人にも指導は出来ません。 

 当然、それ以上のものを求めていないわけですから、守護霊もそれ以上のことを通信、伝達で

きないわけです。求めているからこそ、守護霊、指導霊たちも指導できるわけです。 

 それと過去世で正法に出会っていないと、天上界で正法を一通り勉強しているとはいっても、
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守護霊たちもどのように伝達していいか分からないことになるんです。むしろ過去に経験した宇

宙の道とか、宗教の道へと行ってしまうこともあります。 

 現在は、過去からの全てが集約された形です。過去からの自分がズッと繋がっています。ブッ

ダに出会い、モーゼに出会い、イエス・キリストに出会い、天台智顗に出会い、その時代時代に

法に出会い、それら全部を集約して、今生、高橋信次さんの残されたものを見て、心の琴線に触

れることが出来た。 

 しかし過去世で肉体行をしたり、荒行をしたり、念仏を唱えたり、少し霊能があって、開いて

しまった体験などがある場合は、あまり心の方を重視しないかもしれません。 

 しかしブッダの八正道を聞き、イエスの愛を聞き、それでもその人の心の蓄えはあっても、そ

の人の求めに従って、その人の心がどこにあるか、何を見ているかによっても、正法に近づくか

どうかも影響されてくるわけです。 

 ブッダの法を聞いても、イエスの法を聞いていても、愛の話を聞いていても、今生、力の方に

目を向けていれば、やはり響くことはないでしょうし、仮に、俗に言う悟りに達したとしても、

それは終わらずにズーッと続くものです。 

 でも皆さんはある程度のことが分かり、理解でき、能力も手にすると、それが悟りだと思って

しまう。自分が完成されたように勘違いしてしまう。そこにそれぞれの差がでてくるわけです。 

 正法にズッと巡り会って、ブッダに出会い、イエスに出会い、モーゼに出会い、その前のクラ

リオに出会い、いつもいつもその方々を通して自分の心を磨いてこられた方は、もう正法しか要

らないというか、正法だけやりたいという風になってきますし、過去世で神道をやったり、仏教

にも触れておられたりすると、それがあってもいいじゃないかという気持ちも出てきます。それ

ぞれ歩いてきた痕跡が、今の心の状態にも反映してくるし、自分の歩いてきた道しか分からない

んです。 

 正法というと難しいかもしれませんが、当たり前のことをする、本来の当たり前の気持ちを出

すということですね。 

 愛も、相手を労る思いやりの心です。思いやりの心がなくて、いきなり愛が出てくるというこ

とはないです。相手を労る気持ち、相手を思いやる気持ちが、愛に発展していくわけです。その

気持ちが愛のスタートです。 

 過去を否定していて、自分の今の思いだけを変えようというのは無理です。過去を否定してい

て、今から自分の父や母に親孝行をする、これも無理ですね。全てそこに集約されています。 

 今の自分は、過去からの集約なんです。今の思い、考え方、思想のあり方、それらは全て両親

から受け継がれてきているものです。その両親を否定していて、自分を変えることは不可能です。 

 感謝をして光で埋める。自分自身の今までの人生も肯定し、素直に受け入れる。例えどんなに

ひどい人生であったとしても、どんなに悲しい、惨めな人生であったとしても、それを愛し、受

け入れる。そして光で埋めて、これから変革するということにしないといけないですね。 

 夫婦は二人、心を調和して、初めて家庭から光が出るのでございます。 

 

 

【03-3-31：他の光の天使からの助言】 

 YMSさん、いつも有り難うございます。ドンドン心を素直に、裸にされていっていますね。多

くの人々は、かつてあなたを見たときに、かなり時間がかかるかもしれないと思っておられた方

も多かったようですが、あなたは見事に毎日神理の精進の中で、自分を裸にして行かれる努力を

し、素直に変えられるようになってきました。 

 しかし、まだまだ問題は残っておるようです。先ず、奥様との調和をしっかり図っていかなけ

ればいけません。OKMさんのご夫婦と同様に、YMSさんも、これまでの結婚生活は結婚生活と

して、今生、これからもう一度新婚生活、一から奥様と結婚生活、結婚をする、もう一度結婚し

たいという思いで、一から築いていく努力をすることが肝要です。 

 お子さまたちとの関係も、少しずつ修復されていくことが肝要です。お子さまたちは理解をさ

れているところもあります。しかし何故、こういうことになったんだろうか、という思いを持っ

ていることも事実でございます。それらを埋めていく努力もなさなければいけません。 
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 今までこうだった、今までこういうことがあった、そういう築いてきたものを振り返るのでは

なく、今後、ゼロからのスタートとして、お子さまとも、奥様とも、最初から、全く新しいあな

たと、全く新しい奥様と、生活を始めるという気持ちで、事を起こしていって下さい。 

 多くの皆さまは、何故こういうふうにYMSさんが元の生活に戻るように選ばれたんだろうと不

思議に思われ、そこに気づきのポイントをたくさん持って、あなたは皆さまにその正法の気づき

として与えられる、そのようなことも出来るようにというか、気づきとして送ることもできるで

しょう。 

 それにはあなた自身もかなり勇気がいることも、勿論私たちも見ていて分かります。しかしあ

なたはそれを為されることによって、あなた自身も大きく輝いていくようになるのも事実です。

又それを図ることによって、一朝一夕ではなかなかいかない部分、実際に生活を始められると、

またまた苦しみとしてよみがえってくる気持ちも生じてくるのも、これもまた事実でございます。 

 しかし今OKMさんに言ったように、全くゼロから始める、1年、2年、10年先、こうなってい

ったらいいなではなく、一生かけて奥様と調和を為されていこうというぐらいに臨まれていって

下さい。 

 奥様は、あなた様に対して、信頼が厚い、又あなた様の精進の仕方、それらのものは認めてお

られます。ですから、何かきっかけがあれば、あなたと同じ道を進むということも可能です。し

かし今までやっておられた宗教もかなり心に根づいておられますから、そのきっかけというもの

が、どのように彼女に訪れていくかは、まだまだこれも手探りのところもあると思います。 

 しかし、あなたを信頼している、あなたを認めているという点では、こちらはかなり有効に見

えるように思いますので、あなたはあわてることなく、焦ることなく、自分自身を通して、奥様

やお子さまたちに、自分の日々の八正道、愛の時点を彼女たちに見て貰えることによって、気づ

いて貰えるように、ひとつ一つの言葉に、正法が生きるように、そうやって努力精進なされてい

くことで、奥様はいつか正法に目覚めていくことが可能と思われまず。 

 そして多くのあなたの仲間の皆さんは、正法ではない道をあなたに、執拗に迫ってくることも

あると思いますが、そのようなときに、ただ意図的に調和のために同調するのではなく、言葉、

智慧を使って、うまく、自分はこちらの道ではないものを目指しているという事を伝えていくこ

とも必要になると思います。 

 色々状況が難しいところもありますが、かつてあなたは友人の仲間の一人にこの道に導いて貰

った、この感謝、報恩、それに対しての律儀な思いというものは、あなたの中にたくさん、感謝

の気持ちとして眠っていることでしょう。 

 しかしだからといって、全く違うものを辛抱するというのも、これは正法の道からは、ずれて

おります。やはり違うものに同調するということが、必ずしも調和ということではありません。 

 彼女たちを否定しなくても、別に宜しいのです。ただ自分は、こういう道を進みたいというこ

とを彼女たちに言う、はっきり言えないとしても、そのようなことをニュアンス的に伝え、私は

このようなふうに自分を輝かせていきたいと思っているということを、ニュアンス的にも明確に

伝えて、そして今後の自分の彼女たちへの接し方や、家族に対しての接し方、会社での接し方、

地域の皆さんとの接し方などを、それぞれ話していくことにより、あなたが変わった、あなたが

輝いたということがあの方たちに分かれば、あの方たちも「ああ、こんなことをしている場合で

はない」と思うようになるでしょう。 

 ですから、頭から否定する必要も、違うと言う必要もないのですが、ただ自分がそちらと同調

する、支持するのではなく、私はこういう道をやっていくつもりでいるということを、ニュアン

ス的に伝えていく努力もしていくべきではないのかと今、思います。 

 私たちは、知花さんは、悪いとは思いません。しかしはっきり言えるは、正法ではないと言う

ことです。いま彼がどのような思いで講演をなされているにしても、彼がやっていることは必ず

多くの波紋を呼ぶことも見えています。ですから私たち正法者としては、そちらの方に足を踏み

入れることはあまり芳しくなく、あなたがそのようなところに出入りするのもあまり芳しくは思

いません。 

 あなたが正法をと強く思っていても、必ずそちらから足を引っ張られる、こっちにもっとおい

で、こっちのテープを聴きなさい、これを読みなさい、そこには知花さんのエネルギー、思想が
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たくさん詰まっていますから、聞くことによって、少なからずともあなたの中に、アカシックに、

あなたの心に記憶されていくことはありますからね。 

 高橋信次先生、エルランテイ様の言葉をたくさん心に刻み込んでいても、そこに又、新しいも

のを植え付けていくことになるからです。ですけれどもやはり、こうしなさいとは強制は出来ま

せんから、その辺、あなたはもう一度、私が今言ったことを、心に入れて、見つめて、答を出し

ていくようにして下さい。 

 ただ、私、断言して言えるのは、知花さんは確かに素晴らしいことを言っていることもある、

全て間違いではありません。しかし、心を基本にした話は少しもしておられない。我らが天上の

主の元に約束して出て行ったのですが、今やっておられる事は、彼の独断的な言葉で話されてお

られます。 

 また焦ると、全く破天荒なことを言い出す始末のところもあります。本当は、人々はそのよう

なとき、あなたのように、何故なのだろうと気づかなければいけないのですが、彼に盲信、狂信

しているがあまり、それらのところを見落としています。 

 実はそれが一番危ないのです。あなたのような冷静な方が側にいて意見を言うことも本当は必

要かもしれませんが、盲信、狂信している内、特にあなたを友達、仲間と思っていると、なかな

かそれらのことを正しく受け入れは出来ません。あなたが言っているように、いやそうじゃなく

こうなんだと、あなたが信じるまで何本でもテープを持ってくることでしょうし、何冊でも本を

持ってくることになるでしょう。ただそれも行き違いになるばかりですので、あまり意見を言う

ことも、あなたが言うように望ましいことではありません。 

 しかし私たちとしては、仲間の調和は大事にしても、そちらの方に響かれるようなことといい

ますか、言動といいますか、それらのことは又、あまり嬉しい思いで見ることは出来ません。感

謝は感謝、この道に誘って下さった方に対しての感謝、それは、必ずしもいつも同調するという

ことが感謝の現れではないと思います。 

 あなたが正法を通して光輝き、その姿を通し、見ていただき、彼女が本当に正法に目覚めると

いうことが、あなたの報恩という形ではないでしょうか？ 

 ただそうは言っても、色々な問題はありますから、お付き合い、その他諸々の課題もあると思

います。ですから、あなたの中で、私が今日お話ししたことを踏まえ、また答を出していったら

いいのではないかと思います。 

 又、仕事の方など、色々気にされていること、山積みにあるでしょうけど、先ず、自分自身の

今の思い、職場をいただいていったことに対しての感謝と反省も少しずつ深められているようで

すね。そしてそれらをもう少し深め、自分自身が今後、家族とも調和していくこと、地域の皆さ

まに、これから出会う仕事を通しての皆さまと、こういう思いでやっていくということも、しっ

かり打ち上げていって下さい｡そして時期が来ると、必ず仕事に結びついていくと思います。 

 疑うことなく、自らの日々を見つめていく、そして念を強く持つということ、又、神仏に歩み

寄るということ、それらが重なり合っていく、そして周りの人々との調和で、成就されていきま

しょう。 

 有り難うございました。 

 

 

【2003-4/20】 
・(YMSさんの仕事に関し) 

 自分が決めた瞬間に、全てYMSさんに引き寄せられたということです。 

川が本来流れているところを、自分がそれをせき止めている状態なんです。そのせき止めてい

る心を自分が外せば、本来の状態が流れていくということになるんです。 

 仕事で身体がきついところもあるでしょうけど、心をしっかり神仏に合わせて、自分の精進、

自分の心を怠らなければ、必ず実を結びますから、自分を磨く、自分の本来のために磨く場を与

えられている、そういう風に思って頑張っていっていただきたいと思います。 

 人間同士ですから難しいことも起こるかもしれませんが、心を揺るがさず、自分が皆さんに歩

み寄る、あなたが一番分かっているんですから、あなたがいつも皆さんのことを思いやって皆さ



43 

 

んに……ていけば、必ずうまく行きます。 

 そういう思い、思いやりを持ち、自分の心をしっかり見つめ、自我に負けないように打ち勝っ

て、調和する気持ちを大事にされていくと、職場でもご家庭でも必ず光となって現れていきます。 

  

・(YMSさんのお父さんへの引導について) 

 あなたはもう少し奥様、お子さま、お仕事のことがもう少し落ちつかれてから、お父さまのこ

とをされた方がいいのではないかと思います。自分で｢そろそろだな」ということ、分かられると

思います。 

 そのとき、あなたのお父様はあなたを通して、「そうか、KN弘の言っていることはそうなんだ。

この子はこういう風にしてこんなに幸せじゃないか！ この子が信じている道で、この子はこう

いう風に切り開いたじゃないか」という、あなたを通しての導かれ方が早くなると思うんです。 

 ですから今は、ご家庭、奥様、お子さまとのこと、又、友人とのこと、お仕事のこと、それら

にもう少し余裕を持って自分が接して行かれる時間を持つ、そして「自分は満ち足りてきた、親

父に今の自分を見て貰って、そして祈願文、引導文を上げて、親父にも正しく光の世界に帰って

貰おう。仮に霊界、幽界にいたとしても、そこでもう一度自分のことを見て、今後のことに役立

てて貰おう」という気持ちでお父様に接しられたとき、お父様はあなたを見て、分かられるのが

早くなられると思うんですね。 

 そしてお父様のことを為されたら、奥様のお父さまに対しても、仮にお父さまが光の世界に還

っていても還っていないにしても、そこでまた次のステップにつながることになる、悦びに繋が

っていくことにとになりますから、それをされることは非常に良いんですが、今すぐに行うので

はなく、引導文でも心行祈願文でも、一人の魂と向き合うということは非常にエネルギーが要る

んです。 

 今は仕事のことも、そして奥様、お子さまと、たくさん時間を持った方がいいですから、今は

そちらに重点を置かれ、「ああ、もういいな」というときは必ず守護霊から送られてきますから、

そこで行動を起こされていく方が、お父さまの供養になると思います。 

 

・(YMSさんのお母さまへの接し方) 

 あなたがお母さまにお話しを挟めるときがあるなと思ったとき、「こんな事を言うと気を悪く

するかもしれないけれど、亡くなった後の世界ってどうなっていると思うの？」という風に聞い

て、「こういう道すがらがあるらしいよ」ということを、お母さまに言って差し上げて下さい。

そうすると仮にお母さまが亡くなられたとき、「あ、私、肉体から抜けたみたいだけれど、これ

があの子の言っていたことなのか！ 私、亡くなったのね」ということが、先ず分かられると思

います。 

 皆さん、亡くなられて一番大変なのが、自分が亡くなったと思っていないことなんです。だか

ら反省もできないし、自分の肉体に執着もします。死んでないと思っていますから、生前、死ん

だら終わりと思っていた方は、一番肉体に執着するんですね。 

 自分は肉体から抜け出た、自分は意識はあるのに肉体はそこにある。帰ろうと思っても帰れな

い。どうしたらいいんだろう？ 「俺は生きているんだ！」「私は生きているんだ！」という風

になるんですね。何らかのショックで、病気か何かで出ただけだと思うんです。 

 何故なら死んだら全て終わりだと思っているわけでしょう？ それなのに、肉体はあるのに、

自分の意識はここにある。これは一体どういうことなんだろうと、肉体に何とかしがみついて帰

ろうとする。その結果、棺を燃やしても、そこに一緒について行って燃やされてしまう。魂は別

に燃やされても生きていますけど、ひどい目にあったと、あちこちに現象を引き起こすことにも

なっていくんですね。 

 だから死後の世界はこういう風になっているんだよ、そして49日間は反省というか、生きてい

る間の執着を断ち切る場として与えられているから、神様に「私は亡くなったんですね。反省し

て、光の世界に帰っていったらいいんですね」ということを思えば、守護霊様が来て、そういう

道場に連れていってくれるみたいだよと、そういうことをちらほらとでもお話しされていくと、

亡くなってから、又、YMSさんがお父さまにして差し上げるように、引導文や心行を読まれるに
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しても、「ああ、あの子が言っていたことはこういうことだったのか！」と回転が速くなってい

きます。 

 ところが何も知らないで、亡くなってから心行・祈願文を上げてもなかなか、「あんた、死ん

でるって言ってるけど、私、生きてるんだよ」という風になってきますから、そこが分からなけ

れば、反省も何もないことになってしまいます。 

 だから「お母さん、そういう風に大変だったね。小さい頃から苦労して、それなのに結婚して

からも子供も十人もいて、大変苦労したね。お父さんも難しい人だったしね」と、色々と話を聞

いて上げて、「そんな中でよくお母さん、今も自分たちのことを心配かけたりしてごめんね。有

り難う」と言う中で、「ところでお母さんにも一度ちゃんと話をしておかないといけないと思っ

たんだけど、こういうことがあるみたいだよ。僕はちゃんとお母さんにそういう事も分かって欲

しいから」ということで、少しずつ、焦らないで、今日は言うべきじゃないなと思えば、お母さ

まの話だけを聞く。そして身の周りのみ、「お世話をさせていただいて有り難う。僕が子供の頃、

色んなことをして貰ったんだから、これをさせて貰うのがとっても嬉しいんですよ」ということ

をお伝えして、また来させて貰うから、また今度も話を聞かせてねということで、お母さまの心

も和んでくる。 

 そうしている内に、今日は話せるかなというときに、少しずつ少しずつ話していくことによっ

て、「成る程、そういう風になっているのか」という風にも変わっていきますからね。 

 皆さんそれぞれ年を取っていくと、死んだらどうなるんだろうという観念はお持ちなんですけ

れども、人それぞれで、神様はいると思うけど死んだらお仕舞いだろうとか、輪廻転生はあると

分かっていても、死んだら、「はて、私はどうしたらいいんだろう？」と思われている方も沢山

いらっしゃいますし、光の世界へ帰るというのは簡単なようで、なかなか難しいんです。 

 例え今、生きている間に神理の勉強をされたり、正法をやっておられても、いざ亡くなったと

き、「子供が心配」とか、「本当にそんな世界あるのだろうか？」と、疑いに変わったり、色ん

な方がいらっしゃいますから、亡くなられた後、自分が供養して差し上げるにしても、生きてい

る間にある程度きっちり分かっていなければ、話をしてもなかなか通じるものではないのです。 

 ですから、それを教えて差し上げるのも親孝行に繋がっていくんですが、今のYMSさんがお母

さまの仰ることを「そうだね。大変だったね。それなのによくお母さん、こんなに長い間、耐え

てきたね。素晴らしい、激動の人生だったね」とお話を聞いて上げる。聞いて上げるだけじゃな

くて、「大変だったね。そういう話を聞かせてくれて有り難う」とそれを添えて上げることです。 

 「お母さん、苦労したんだね。大変だったんだね。いつもこの話を聞かせて貰うのが楽しみに

なってきたんだよ」と言って上げることで、気持ちも和らぎ、ほぐれていく。自分でもある程度、

「ああ、私、子供に愚痴めいたことを言ってるな。折角、奥さんも連れてきてくれているのに、

何でこんな話をしてしまうんだろう？」と思っている部分もやはりあります。でも心の中に詰ま

っている思いは誰かに聞いて貰いたいという思いがありますから、どうしても話してしまう。 

 そしてその後、「あゝ、あんなことを話して、あの子、嫌な思いになっていないかしら？」と

いう気持ちも合わせ持っているわけですから、｢その話を聞かせて貰って、お母さんの人生が分か

って良かったなと思っているんですよ。それによって、お母さんに対する感謝の思いが深まった

んだよ」とか、「色々、有り難う。そんな中でよく僕たち皆んなを育ててくれたね」とか、色ん

な言葉をかけて上げることで、お母さんの心がほぐれていかれます。 

 ですからそのように話を聞いて上げるという事でも、お母さまにとっては随分、気持ちが楽に

なっていると思いますし、あなたが言葉を添えて上げることで、又、安らぎに満たされていくよ

うになっていかれると思いますよ。 

 反省がある程度深まったとしても、それで反省がもう終わったということはないんです。この

人生全て、生きている間、反省と感謝です。反省も終わりがなく、感謝も終わりはありません。 

 自分が反省が終わったと思われている方は、全てこれは自惚れ、慢心から来ており、謙虚さが

ない現れです。反省は深さがありますし、感謝も深さがあります。 

 心が美しくなること。身体が健康になること。そして（経済的に）安定すること。これが皆さ

ん、一番、目に触れることです。正法を正しくやっていれば、これらの三つが必ずうまく調和さ

れます。どれか一つでも欠けているものがあれば、これは正しく為されていないということです。 
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 自分を振り返る、反省を促されているということに心をチェンジし、感謝で受け止め、反省を

するということにしていって下さい。 

 

【他の光の天使からの助言：03-4-20】 

 皆さんこんばんわ。私、この前少し、皆さまとお話しさせていただいたものです。私は本当の

今回のことをお喜びと言っていいのか、本当に本当に嬉しく思います。 

 先ずYMSさん、おめでとうございます。私たちに本当に大きな喜びを有り難うございます。あ

なたの決心に深く感謝いたします。そしてこれから少しずつ、ご家族の皆さまとゼロから、本当

に暖かいものをもう一度築き上げ、本当に皆さまと暖かい家庭、暖かい愛を育てていって下さい。 

 そしてあなたのペットのラン丸ちゃんにも本当にお礼を申し上げて下さい。彼もとても大喜び

です。一番安心しておられます。いつもいつも、あなた方家族のことを心配されておられました。 

 ペットといっても心はあります。いつもいつも留守番をしながら、今頃皆んなはどうしている

んだろうか、今度はいつみんなに会えるんだろうかなどと、ラン丸ちゃんはいつも心配されてお

られましたよ。 

 そしていつもいつも、お父さんお母さん、皆んなが一緒に暮らせますようにとお祈りされてお

られましたよ。ラン丸ちゃんにお礼を言って下さい。そして暖かく迎えて下さったご家族の皆さ

まに、本当に心から感謝をして下さい。 

 あなたの本当に今後の活躍をお祈り申し上げます。 

 そして先程仰っておられたように、今の気持ちを決して忘れないで、今後の心の道を輝かせて

いって下さい。あなたの体験は、必ず多くの人を救う道に向けていくことに繋がると思います。 

 本当に、本当に、本当におめでとうございます。有り難うございます。私にこのことを言わせ

て下さった皆さまに、お礼申し上げます。有り難うございます。 

 

 OKMさん、有り難うございます。少しずつご自分で反省を深められ、お父さんを許された姿、

私たちもとても嬉しいです。でもあなたはまだまだ、もう少し、自分自身を見つめていかれるこ

とを、そして先ず奥様の不安を完全に取り除いてあげることも先決です。 

 奥様はあまり自分の思っておられることを正直に、あなたにまだまだ話は出来ません。しかし

あなたが歩み寄っていくことによって、少しずつ変わられていくとも思います。そうすることが

子供たちの安心、両方のご両親の安心にも繋がっていきます。 

 やはり子供が不安そうに見えるから、親も不安になり、協力も出来にくいところもありますが、

あなたが奥様のお父さまに、お詫びを申し上げたことでお父さまは、あなたの気心が分かられた

みたいですけれども、それでもまだまだ全てが解消されてきたわけではありません。 

 子供を見て、子供がまた泣いたり、一寸おかしい様子になったら、矛先は又あなたに向けられ

ますからね。ですから夫婦の調和が先ず第一、お子さまが笑顔で過ごされるように、あなたと奥

様との調和が第一です。 

 そしてお父さま、お母さまと手を取り合って、光を出していって下さい。就職先、もしくはあ

なたが事業をこういう風にしていこうと思われるにしても、開かれていくことになるでしょう。

そしてその姿がおばあちゃんの一番の供養になります。 

 今おばあちゃんが、エホバ様が仰られたように、それを為されたとしても、まだまだあんたの

そういう風になってないではないか、私はどうしていいか分からないよと言われる以上のことが

多いので、努力してみて下さい。 

 僕も一生懸命、おばあちゃん、頑張っているよ、だから僕を通して正法を掴んで下さい、神の

存在を掴んで下さいと、あなたの姿を通しておばあちゃんに言ってあげて下さい。おばあちゃん、

少し不安。おばあちゃん、少し帰りたくない。この世にもっと肉体持っていたかった。それらの

思いを強く思っています。でももう亡くなったのです。それをちゃんと諭してあげて下さい。そ

して光の世界に帰られるように、神様、守護・指導霊様に、申し出て下さい。そうすればおばあ

ちゃん、必ず光の世界に、余程のことがあなたの心の中で起こらない限り、おばあちゃんは導か

れていくと思います。頑張って、応援してます。有り難うございます。 
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 GB・MT子さん、初めまして。私、皆さまを応援している天上界の一人です。私はあなた方、

ご主人様もあなたも天上界にいたときに、よく知っているものでございます。 

 あなた方にはまだ、お話ししたいこともたくさんありますけれども、まだまだ心の準備が出来

ていないようですから、いま言ったところで私の言葉を理解していただけるかどうか、受け入れ

ていただけなければ私の言葉も、ただ辛いことだけに聞こえるかもしれないので、今日はあなた

に言うことはご辞退させていただきます。 

 しかし先程皆さまと、宇宙の父との会話を聞く中で、あなたがそれらを元にやっていかれたら

いいのではないかなと思います。あなた方も折角神理の道に携わったわけですから、本物の神理

を掴んで欲しい、本物の神を掴んで欲しいと思いますね。 

 それが私たち一同の願いでもあります。そして皆さまと、本当の光の調和を、心の調和を上げ

ていかれるようになることを、私たちは切に願います。 

 ご主人様のこと、お子さまのことも、あなたがうまく盾になることで、少しずつでも皆さまと

の交流が生まれていくのではないかなと思います。 

 いつも私はあなた方のことも見ていますよ。大きく、大きく見ていますよ。でも今日は、色々

言いたいことは差し控えさせていただきます。今日、エホバ様が仰られたところで充分なことも

ありますからね。これ以上私がお話ししたとしても、今度は重くなるだけでは、これもいけない

ですから。又もし、あなたとお会いする機会があったら、その時に少しずつお話ししていけたら

と思います。有り難うございました。 

 

 SNT・KN子さん、有り難うございます。 

 風邪、大丈夫ですか？ 

 益々あなたも分かってきたと思われるようですけれども、この風邪が早く良くなるためにも、

あなたの心の転換をお願いします。いつもいつも見ていますよ。 

 反省、反省、反省とあまり縛られないようにして下さいね。反省は自分が悦ぶ道であって、苦

しむ道ではありませんよ。 

 ご主人様に対して先ず、心を開いて上げてください。ご主人様のことをもっともっと心行や健

康祈願文の中で入れて上げてください。守護・指導霊様にもっともっと加護を求めて上げて下さ

い。 

 そしてあなた自身も先程も仰ってたように、色々と手法をこらして、ご主人の心を癒して差し

上げて下さい。あなたはお子さまとの交流は、大変喜ばしいところもありますが、ご主人様との

交流が今一つ、欠けておられるように感じます。 

 そしてお父さま、お母さまに対しても、心からの思いというものが出てくるようになれば、あ

なた、もっと悦びに満たされますよ。大きい大きい愛が出てきますよ。それには先日から私たち

が言っていること、又、YMSさんのアドバイスを少しもう一度考えられてみて、そして悦びなが

ら反省をされてみたら如何でしょう。 

 もし反省が深まれば、自然に感謝の思いも強くなることですよ。私たちはそれを見守っていま

すよ。 

 あなたはそれを伝えられなければ、それならもっとやるぞと、意気揚々となるたちですが、そ

うなんだなということを受け止め、ゆっくりゆっくり進めていって下さいね。そうするとドンド

ン今の自分の身体の不調和は解消されてきますよ。心の病気が身体の不調和となって表れますよ。

どんなこともそうです。頭痛も、いつもどこかおかしいなと思われることは、心の少しの病気か

ら全て生じる神様からの警告の愛ですよ。 

 咳が早く治まるように、鼻水が早く治まるように、風邪が完全に良くなるように応援していき

ますよ。一緒に頑張っていきましょう。有り難うございました。 

 

 YSD・TK雄さん、良かったですね。これからまだまだきついこと、登り坂、一杯あると思い

ますけれども、奥様と心を調和していけば、何にも苦しいことに思うことはないですよ。まだま

だ経済的に不安はあるかもしれないけれども、それらは解消されていきますよ。 

 先ず自分たちがいま与えられたことに対して悦び、悦び、悦びを持って、その中で自分を表現、
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生かされている、させていただいている、その悦びが大きくなったとき、YSDさん、あなたはも

っともっと大きなものが出てきます。 

 あなたは正法を勉強するに当たっても、これからの整体関係のお仕事があなたの大きな鍵とな

っていきます。あなたがそれらの人々と携わることによって、この先生はどうしていつも明るい

のだろう、優しいのだろう、柔らかいのだろう、あなたの言うことならやってみようか、そうい

う風に心が動かされていくようになっていくはずです。それにはあなたが変わることです。その

一歩一歩が今なのですよ。今を軽く見ていては、先々のことが又、お留守になります。 

 奥様は少しマイナスに考えられるカルマがあると自分でも仰っておられましたが、それらもあ

なたの一言一言によって、ドンドン変わってきていますよ。奥様、SRちゃん、ドンドンドンドン

感受性が豊かになってきていますから、お父さん、お母さんが常に調和し、家族が光に満たされ

ていれば、良くならないわけがない。 

 そうするとあなたの義理のお父さん、お母さんも、しょうがない、応援してやるかとなるし、

田舎のお父さま、お母さまも、兄弟達も、これまで以上に二人を応援しなければという気持ちに

なっていくはずです。 

 二人が光にしないから、周りも不安になっていくところが出てくるのですね。 

 それ故、あなたの頑張りは、今はきついかもしれないけれども、調和、調和、心を常に丸く、

光に正すようにしていかれるといいと思います。ドンドンドンドンあなたの本来のものが輝かれ

てきました。楽しみになってきましたよ。大きく大きく歩み、一歩、私たち感謝しています。 

 YSD･TK雄さん、これまで以上に、あなた、自惚れ少し出るところ今までありました。しかし

今は、謙虚な謙虚な心に変わってきました。全てから生かされている気持ちが分かってきました

ね。感謝の心、大きくなってきました。それを、あなたの悦びを、皆さまに又、お話しして差し

上げて下さいね。 

 いつもいつも、このこと、お話しして良いのかな、僕なんかの話をしてもつまらないのではと、

少し思っている部分もあるみたいですけれども、その悦びをここにいる皆さまに、お話しして差

し上げることで又、皆様の心にも揺り動かすものが出てきますよ。 

 どうぞどうぞ、これからも頑張って。応援してますよ。有り難うございました。 

 

 YSD･CHZさん､段々、神への不信感も取れてこられたようで、嬉しく思います。私たちは先ず、

信用して貰わなければ、あなたを通していくら話をさせていただいたとしても、全て否定される

と、私たちも悲しいものがありますし、どういう風にあなたと関わっていけば良いのか、分から

ないところもありますからね。 

 しかしあなたは自分の神仏に対する気持ちは熱いのに、私たちの言葉を聞くと、本物だろうか、

偽物だろうか、そして皆さんを惑わしていないか、皆さんを変な方向に連れて行ったらどうしよ

うと、常にそれを思うことは大変素晴らしいことではありますが、いつもそのことばかりを思っ

ていては、あなたが伸びやかにならないのです。 

 あなたが自分を卑下したり、自信を持てないことにつながることを認めて下さい。受け入れて

下さい。少しずつ少しずつ心を開いて下さって、嬉しく思います。 

 自分の中での信仰を、神、神仏に対する思いはそのまま私たちに届いていますよ。だからこそ

私たちはお話しさせていただけるのだということです。いつもいつもお口を貸していただけるこ

とに感謝いたします。 

 今まで以上にTK雄さんと夫婦仲よく調和し、皆さんと共に、光の輪を上げていって下さること

を望みます。有り難うございました。 

 

 YMSさん、本当におめでとう。(拍手） 

 奥様にもおめでとう、ご家族にもおめでとうです。有り難うございました。 

 

 

【2003-5/18】 
・（YMSさんの会社の仕事に関して） 
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 毎朝、ご自宅にいらっしゃるときに、今日も一日、仕事をさせていただける悦びと、今日出会

う、全く初めて出会う方もいらっしゃるわけですよね、料金所で初めて出会われる方、何回も出

会われる方、その目に見えない方々にも、何かお渡ししていただけると思うんですよね。 

 ですから「今日、私が出会う一回限りの方でも、私と出会う、私と関わる全ての人に光をお渡

しできるような思い、愛をお渡しできるような思いで仕事をさせていただきたいと思いますので、

どうぞ皆さま、宜しくお願いします」という心でもって行かれると、もう少し心が落ちついて、

スムーズに対処できるようにも繋がっていくと思います。 

 そして仕事が大変、大変と思うのはやはり、責任感の強さと、早くマスターしたいという焦り

の気持ちが窺えますので、そういうときは仕事中にそんなこと出来ないと思われるかもしれませ

んが、出来るだけ例えば、お祈りできる範囲で、神仏に御心を合わせる、それでも無理なときは、

「守護霊様、守護神様・・・」と心の中で思うだけでも、又それが無理だったら、心の中で丸い

太陽を描く、もしくは晴れているときだったら、太陽を仰ぐようにする、それだけでも心に収ま

りがでてきますから、やはり忙しい中でも、皆さんとのやりとりというのは、早くして上げない

ととか、早くお渡ししないと後ろの人もこの人もと、色んな思いが、又、間違ったらどうしよう

とか、色んな思いが、やはり焦っているときというのは凝縮してきますから、そういうときこそ

冷静に持っていくように、冷静に持っていくように気持ちを落ちつけていかれるようにされると

いいのではないでしょうか。 

 それから何事も焦らないことですね。一つ一つ、やはりお仕事でも、どのようなことでもそう

ですけど、最初は新人で当たり前なのですから、失敗したことに恐れを抱くのではなく、「ああ、

少し合わなかった。少し間違った」ということを通して、今の私の焦りが現象として見せて頂け

たのだな、まだ私の中には焦りというものが残っているんだなということで、それを見せて頂け

た現象だったんだなということで、感謝して流していくことですよね。そうすると気持ちも落ち

ついてきますし、悦びも生まれてくると思いますので、そういう気持ちでされていくといいので

はないでしょうか。 

 

・何かあったときに「正法をやっているのに」とか、「こんなに神理をやっているのに何故？」、

これはもう他力なんです。例えば皆さんが心行を読まれている方、拝読されている方などでは、

どうしてこんなに心行を読まなければならないんだろうと思われる方もいらっしゃるでしょうけ

ど、心行は念仏でもお題目でもありません。 

 あれは自分が正法をするに当たって、自分の心の針をそれに合わせるために、自分で自分に言

い聞かせて実践していくために読むもの、又、神仏と対話するもの、感謝の気持ちを心行に乗せ

て奏上するといいますか、上げられるといいますか、その気持ちを上げるのであって、これを読

むと他力に感じるなとか、何で何回も読まないといけないんだろうという風な気持ちで読まれる

というのは、少し趣旨が違いますね。 

 何故心行を読むのか、高橋信次先生はお守りは要らないと言っていた、何故エホバ様は心行を

持てと仰るんだろうとか思われるでしょうが、皆さん正法はやりたいと思っていて、その道筋に

今あるわけですけれど、心はまだまだ自分中心的なものがありますよね。 

 ですから針を合わせるといったら変ですけれど、お守り的なことでそれを所持する、携帯する

のではなくて、いつも心が離れないようにという意味合いで携帯するということですね。 

 また今は様々な事件が起こったり、魔の跳梁といったことも出てきていますから、自分が自分

中心的な思いに囚われているときは、光は消えて、薄いグレーみたいな色が出ているんです。そ

ういうときはそういうエネルギーを持っている人と引き合うことになってきます。 

 ところが心行を持っていると、あれは光を強く放っているものでもありますから、自分がそれ

を持っているだけで、その光に覆われて、跳ね返すということもありますし、自分がいつも神仏

と心を一つに合わせる、合わせられるという気持ちになる、なっていく、そのために持っておら

れたりする、いつも一緒におられるという気持ちに変えていくというか、変わっていくといいま

すか、なっていくといいますか、そのような意味合いがあって、持っていくといいですよと言っ

たんですけれど、又そのような思いで心行を拝読される方は拝読されたらいいと思います。 

 また言霊は光ですから、自分の心がこもっている分、波動調整にもなっていくわけです。中和
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されるようにもなっていきます。だからこの中でも健康祈願を上げられていられる方は、読む度

毎に自分の身体が軽くなられていることを感じておられる方はいらっしゃると思うんです。  

 ですからそれは何故かというと、その分だけ光と協調するといいますか、自分の心を合わせて

いっているわけですから、例え雑念が少々入ってきたとしても、ああこれは雑念を見せられてい

るというか、自分の雑念として現れてくるときと、また囁かれているときと二通りあるんですけ

れど、どちらも、雑念が出てきてもそれは脇に置いて、読んでいる言葉に集中していくようにす

る、そうしていくと又、自分の波動に合わせた段階での、調整はしていただけるようになるんで

す。 

 そういう意味合いもあって、何故健康祈願を3回も読まなければいけないのかと思われる方も

いらっしゃるみたいなんですけれど、最低3回で初めて離れるといいますか、そしてまた自分自

身も心に入りますし、読む毎に雑念も減ってくると思うんですけど、そういうところで調整を取

るという意味合いもあって、最低3回は読まれるといいですよということになったんです。 

 皆さんは勝手に拝読しているように感じているかもしれませんけれども、拝聴者はきっちりお

られるわけです。お祈りをするにしろ、拝聴者はきっちりおられるわけです。それを色んなこと

を考えて、上の空で拝読しているときは、見えない相手だから自分はついつい色んなことに心を

思って読んだりしても分からないだろうという思いが、知らず知らずにあると思いますが、自分

で気づくか気づかないだけで、拝聴者はおられるんです。 

 もし自分にきっちり分かったらそんなことはしないよと仰るかもしれないですけれど、それで

は聞いて貰っているという風に変わってしまいます。これはあくまで、自分がさせて貰いたいと

いう気持ちで、又そのような気持ちだからこそ受け取らせて貰いますという気持ちで拝聴させて

いただくことになる。そこを理解されて拝聴するようにされると良いのではないでしょうか。 

 

・正法を行じていると、必ず何か変化が出てきます。もし変化が現れてこないとしたら、まだ心

の中に不平不満が眠っていたり、一寸違うよという部分があるということですね。 

 例え自分にとって悪い現象だとしても、感謝してプラスに変えて、これで自分にとって何かを

返させていただける場を与えて頂けたんだなと、感謝に変えて祈っていく。私の中で今日一つで

も自分の心の変化、自分の心の気づきが生まれるようにお導き下さい、また皆さんに対して自分

を通して何かを気づかせていただけるような自分の言葉を出させて下さい、というような気持ち

でさせていただくようにすると、自分の心も明るくなるし、周りも変化していくことになってい

くと思うんです。 

 

・いま置かれている状況に感謝できなくて、どうして次のことに感謝が生まれると思いますか？  

 全てのことに対してそうですけれど、ご主人、奥様、お子様たちに対して感謝がなかなか持て

ず、不平や不満で思われている方が、本当に家族以外の人と接しられて、それはずっと一緒にお

られるわけではないですから、何とか体裁を、その場をしのげることはあるでしょうが、家族は

そうはいきません。 

 やはり自分のそのままが、甘えが出てきますから、自分の家族は自分の延長線上にあるわけで

すから、悪いところを自分で修正していきたいなと思った時に、それを見つめていくことも勿論

大事なんですが、いつ頃そのような思い、例えば人から良く思われたいという思いがあるとしま

すと、何故そのような思いを作るようになったのか。 

 それにしても甘えが出てきますから、他の人なら許せることでも、家族には目につくことも生

まれてくる、何故出来ないんだと思う思いも出てくる、その甘えが一番きく家族の中で本当の思

い、本当の自分の愛が出てきたとき、初めて他の人にも心からして上げられる気持ちになるわけ

です。 

 他人にいい顔をして、家の中ではあまりよくない方が沢山いらっしゃいますけれど、そういう

方は、本当に心優しいというわけではないんですよね。やはりどこかで我慢しておられたり、い

い人と思われたい、いい子と思われたい、そういう思いが相手に合わしたり、相手に調和したり

する。けれども家では自分が通りますから、自分のそのままのところが出るわけです。 

 だから家族とはなかなか調和できない、人とは出来るんだけれど、という人が出てくるわけで
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す。けれど、家族の中で、本当の安らぎの場をつくっていける、本当の調和をつくっていける、

だから他の人、家族以外の人にも優しく、本当のものを出されるようになっていかれるんです。 

 

・家を変わる場合、おざなりな気持ちで、反省もいいわというような気持ちで家を探されたりす

ると、そこはあまりいい場所ではないと思うべきですね。今の自分の心の波動と合うところに行

かれるんですから、あまりいいところではないと思うべきですね。 

 

【2003-5/18：他の光の天使からの助言】 

 皆さま少しずつ心を裸にされて、正直にお話しされていかれるようになってきましたね。皆さ

まの中でも、心を頑なにされ、自分の心の内にいっぱいいっぱい閉じこもって頑なにされておら

れた方も今までおられましたが、段々と皆さま、自分の心のまま、こんなことを思われたらイヤ、

こんなことを思われたら馬鹿にされるのでは、そういう思いが解け、自分の今ある心情を素直に

述べられるようになってきましたことを嬉しく思います。 

 やはり心の交流は、自分の心の声を皆さまとお話しすること、勿論全て全てお話しすればいい

というわけではないでしょうが、皆さまお互いに学び合うということによって繋がりますし、お

互いの思いやりの場としても繋げていけるようになるのではないでしょうか？ 

 それにはやはり自分の心の囚われを取って、自ら自分が今までの悩み、今まで感じてきたこと

などを過去の自分をいとおしむように、皆さまにお話しされることによって、自分の過去も輝か

れていったり、自分の思いも又よく見れるのではないでしようか。 

 私たち、皆さまのこと、とても心配でした。七人の会の集い、毎月毎月やってられましたが、

定期的な会みたいな感じで、上辺はまあまあ仲良くやってはおられるものの、あまり心も開いて

おられないようなところもありましたので、このままで七人の会は本当に大丈夫かな、エホバ様、

あんなことを皆さまに言っておられるけれど、大丈夫なんだろうかと私たち何度も心配しており

ました。 

 ところが皆さま、心の道をと決められたところから、ドンドンと心を素直に現して、お互いを

思いやり、信頼が深まってこられたように感じます。それはとても嬉しかったです。 

 皆さんはまだ、心の30％、50％、色んな思い、曇ったり閉じこもったりしているところ、ま

だまだお見受けします。しかしそれらを自分で解放していくことによって、先ず自らが一番安心、

安らぎとまた悦びが生まれるのではないでしょうか。 

 又そういう友人をお互いに持って、そして共に法を学び合い、共に神の御心を生きる仲間、そ

れはそうそう見つかるものではございません。そしてこれは以前尋ねられ、皆さま考えられたこ

ともあると思いますが、どんなに仲のいい友人、ご夫婦、それは一緒に歩めたらそれはそれで素

晴らしいことだと思います。しかし七人、いつまでも仲良しグループの法の勉強会ではやはりう

まくいかないのです。言うべきところは言い、思いやるべきところは思いやり、お互いに縦にな

り、横になり、傘になり、日向になり、陰になり、支え合うことも大事なことです。 

 そして例え一人になっても、これをやるという強い思いがなければ、簡単に他の人に引っ張ら

れる。今までこの人にお世話になったとか、この人、私のことを凄く考えてくれているのに裏切

れないなど、色んな情に引っ張られて、自分の足元をすくわれます。 

 それはとても危険。結局、さっきOKMさんのお婆ちゃんの話にあったように、相手を救うこと

が自分も倒れることになり、両方倒れたら、誰がその人救って上げられますか？ 先ず自分の心

をしっかり持ち、自分が揺るぎない心を持ってこそ、相手の心に少しずつでも残せるのではない

でしょうか。ですから一番は、自分の思いを大切にしていくことが肝要だと思います。 

 今回、その前も、正法を何故されるのか、自分は何故正法をするのかということがとても肝心

ですねと言われたのが、そういうところにあります。皆んながやっているから私もこの道を行く、

これ助かるからよくなる、もしこのような気持ちが自分の中に見えたとしたら、そこを正しく反

省し、もう一度本当にやりたいのかと突き詰めていかなければいけません。 

 もし生半可な気持ちでこの道を進もうと思ったら、とても大変です。色んなこと、こんなの神

じゃないよと思われるようなことも、ある時もあるかもしれません。何故ならさっきOKMさんに

神が話されていたように、この人、本当にこの真、出せるか？ 反省した、感謝した、分かった、



51 

 

本当にやる気だな、じゃあその気持ちをもう一度見せていただこうと思ってこちらが用意した場

所にその方を連れていかれると、何でこんなひどいことをするんだ、神も仏もないな、私はこん

なに反省した、いつも常に心に神がある、なのに何でこんなひどい仕打ちをと、離れていかれる

方も大変多いです。 

 私たちはそんな方、たくさん見てきました。また他力になったり、力の方に憧れて、そちらこ

そ神の道だとこの道を捨ててしまわれた方、たくさんいますね。例え本当の光に巡り会えたとし

ても、皆さん､心の中ではまだまだ他のものに対する憧れ、強いものに対する執着、それを完全に

断ち切らない限り、心の道は地味なところがあり、そして又、寂しい道に見えるところがありま

す。 

 何故なら大勢の人はこの道、とても険しい、すぐポイと投げ出してしまう人もいます。たくさ

んの友が出来ても、その中で本当の友が何人残るかということになったとき、引っ張られ、私も

そちらに行きます、あなたが行く道を私も行きます、どの道もあまり変わらないわ、こちらの道

を行って悪かったらまた戻ればいいわ、そんな人もたくさんいます。 

 しかし本当の道に出会い、本物が分かったのに、そんなことをされるなんて、私たちには悲し

く、理解できません。でも皆さん、そんな方、現実にたくさんおられるのです。ですからそのよ

うな二の舞は、私たちは見たくありません、なるべく。そして又、こうして交流を深く持ててい

る皆さまには、そのようになっていただきたくないのです。 

 もしこんな言い方、もし傷ついたらご免なさい。だけどこの中で自分一人、例えば他の皆さん

が違う道を行かれたとき、「エッ、じゃ、私も間違ってるの？ じゃあ、私、こっちの道行かな

い方がいいの？」、そういう風に思われるのではなく、この心の道は未来永劫、本当の神理、宇

宙にただ一つしかない神理です。 

 私たち皆んな、他を生かし、自らを生かし、それが悦びです。自分だけ損する、自分だけ得す

る、そのような世界、望みません。誰もが笑顔で協調し合い、誰もが本当に嬉しく幸せに肩を寄

せ合う世界、それが正法・神理の道でございます。 

 この地球にも様々な生き物がいます。川、海、草花、色んな者たち、それら全ては自分を主張

し続けてはいません。誰かと誰か、共存し合い、それが花の生き方、草の生き方、山の生き方、

海の生き方、川の生き方、人間のみが主張しています。我こそ正しい、私が、私が、その気持ち

が自分自身を苦しめ、自分自身を神の道から引き離すことを考えもする。自分の欲望の虜となっ

ておられるのでございます。 

 私たち、それを見て、どれほど悲しい気持ちになるか、あなたたち、ご存じないですね。あな

たたちは川の流れ、海を見て、いっぱいゴミがある、汚いなと思うように、私たちもあなた方一

人一人の心を見たとき、何故こんなに汚れているんだ、可哀想にと思ったりします。それと同じ

です。 

 目に見える現象であるなら皆さん、ウワー、汚いと思うでしょう。お家の中でもどこか汚れて

いたら、オー汚いね、何でこんなことと思われるように、また海や川にゴミがたくさん放ってあ

ったとき、それを見たとき、ウワーなんだこれはと皆さん思われるのと同じです。 

 心はそれが見えません。だから皆さん、気づかない。だけど皆さん一人一人の心を見たら、輝

いておられる方、綺麗にされておられる方、ほとんどいません。丸い心の形は光もなくなり、そ

の上三角、四角、台形、また丸がたくさん削られた状態の方、たくさんおられます。もしくは形

が変わって、黒い塊になっておられる方もいる。それでもまだお金、欲望の虜、女の人好き、男

の人好き、お金欲しい、洋服欲しい、もっと大きいお家住みたい、色んな色んな思いに引っ張ら

れ、毎日過ごしています。 

 皆さま、そのような日々から、この心の道を選ばれて、いま歩んでいるわけですが、その気持

ち、もう一度見直して下さい。本当に正法、やりたいですか？ 本当にこの道しかないと思われ

ますか？ それは何のために？ 利害は絡んでませんか？ 自分の幸せの道だからこれする、こ

れだけの気持ちではありませんか？ 

 そうしたとき、もし試しのような困難が来たときは耐えられない、ギブアップします。神、仏、

恨みますね。自分自身のやってきた道、間違っていた、悩みます。そのようなことにならないよ

う、その時が来ても感謝、悦びで渡っていけるように、皆さん、もう一度心を見つめて下さい。 
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 そして又、我が神理・正法の道、正法の道を本当に心から選ばれたとき、本当に本当に皆さま

の心の中に安らぎ、一つの安らぎが見つかると思うのです。どうぞその原点を振り絞ること、振

り絞ってみることです。そうしなければ、例えエルランテイ様が残されたご著書を読むにしても、

やはり甘えた気持ちで、フンフンこんなもんかとか、なるほどねとかで終わってしまい、この一

つ一つに隠された言葉の裏、言葉の意味合いの大きさが見えてきません。 

 皆様、高橋先生の残されたご本を読まれて、大きな声で泣かれたことはございますか？ 本当

にされて、それだけで涙が溢れられたことがありますか？ あの本にはそのような塊、愛の想念、

たくさん詰まっています。なぜなら彼は肉体を持っただけではなく、肉体そのものがもう神と直

結しており、その意識で書かれたのです。 

 そしてエルランティ様とは、この宇宙を統括されている、あなた方がエホバ様と呼ばれている

方から唯一、託された方なのです。ということは、同じ思いで書かれているということなのです。 

 それをもっと理解されて読まないと、拝聴しないと、ああ、こんなことを言っている、良いこ

と言ってるな、成る程などと、そのような安易な思いで見たり聞いたりすることになります。で

すからこの間、心行のことを一寸、触れられたんだと思いますね。 

 私たちは、皆さまエッと思うかもしれませんが、私たちの世界にも心行みたいなものあります。

ただ少し内容が違うところありますが、私たちもその経験、持っております。ですから皆さま、

同じものを持っているということになります。 

 しかしこれは自分の心が入らないときに読んだりすると、自分の心にあまりいいものを持てな

いことにもなりますから、これも注意が必要です。ですけど皆さまがその前に、ご著書を読まれ

たり、テープやビデオを拝聴する、その前にご自分が本当にこの方を信じて進むのかということ

も必要ですし、自分が本当にやりたいのかということを、もう一度更に点検することが肝要では

ないでしょうか。でなければまだまだ、言っておられることを簡単なことと見過ごしてしまいが

ちではないでしょうか。 

 私たちは皆さまが本当にこの道、これしかないと思われているのなら、そのような動きに変わ

って行かれることを望みます。ただこれやりたい、あれやりたい、これ最高だからやる、それで

は一寸、心の道、難しいね。 

 もっと自分がこれしかないんだ、これをやるんだと思われた以上、そう思われるからこそ、そ

の本物の心が出てこられるわけでしょう？ 例えばさっき丸山さんの話が出て、皆さんもフンな

るほどと心に落ちられたと思います。 

 しかし丸山さんは特別でも何でもないです。あれが皆さん、そこまでしなくてもと思われるの

であるならば、まだ皆さん、本当に分かっておられません。あれが基本の姿勢のように私たちに

は感じられます。 

 何もそこまで、何もそんなに、それは自分に対する甘え、正法に対する、神理に対する甘えで

はないでしょうか？ 私の言うことが厳しく感じるでしょうか？ でもその思いがなければ皆さ

んは今後、あなた方の仲間とお話しするとき、神理・正法をいま歩いておられない方々、この中

でも友人をたくさん持っており、自分を通して分かっていただけたらと思っておられる方もいら

っしゃると思います。 

 しかしそれを求めておられない方の心も強いということも覚えておいて下さい。他を見てる人、

それ以外のもの、力の道とか、神理ではあるけれども正法ではない道を求めている人、それらの

人がそれをしたいというエネルギー、それが正しいと思っているエネルギもとても強いものなの

です。 

 ですから自分自身が、自分もこれしかない、自分もこれをこうやるんだという思いがなければ、

あなた方、負けます。その人たちのエネールギーに巻かれます。それ、私たち、とても心配です。 

 そして仮にこのメンバーでやって行かれるにしても、お互い、そのような気持ちを強く持って

いかなければ、やはり何かの弾みが恐いですね。こんなことは心配事のように聞こえるかもしれ

ませんが、これも本当に自分の中でどう思う、こう思っている、それをしっかり見つめていかな

いと、折角ご著書を読んだりテープを聴いたりCD聞いたりしても意味がないですからね。敢えて

お話しさせていただきましたことをお許し下さい。 

 もし皆さまの心を傷つけたことがあったら、謝ります。でも私、どうしても言わずにおられま
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せんでした。正法しかない、正法をやりたい､その割に愚痴、不平、毎日の中での何と多いことか。 

 本当にやりたいと言いながら皆さん、ＣＤ余り聞かない、テープ余り聞かない、ご本余り読ま

ない。見てれば尽くせる時間たくさんありそうなのに、テレビ見たり、他の本読んだり、何か他

のことに使っておられ、それは勿論あなた方の生活の中で必要なこともありますから、私たちも

理解することはあります。 

 しかし、大半をそれに費やしているのを見ると、何故5分これをしないか、何故5分これをする

ように持って行くようにしないかと思わざるを得ません。何故本当にやりたいですというのに、

何故このような甘えに妥協するんだろうと思ってしまうのです。 

 そんなことを言っても仕方ないじゃないと思われるんだったら、私の言い方とても失礼、謝り

ます。しかし皆さま、そう思うということは、まだあなた方がそのように時間を使われるという

ことは、あなた方の中の正法への心は、それだけのものであるということも自分でお認め下さい。 

 それを素直に認め、そして自分の心をもう一度点検なさって下さい。私たち本当の意味であな

た方に正しく理解していただきたい。一回二回読んで、ああなるほど、理解したと思う。次に人

に話するときは、自分の思想で話をしたり、自分の哲学として話される人、たくさんいます。 

 そうするとその人には本当に言葉が響かないから、なんだそういうことかと思うときもありま

す。ですから色んな意味において、そのことをもう一度言いたいと思い、言わせていただきまし

た。 

 私、皆さまにお会いするのはこの地球上に於いて、一度一緒に転生した人もいるんですが、後

の方、天上界で少し見ただけの方もたくさんいます。しかし皆さまに対する思い、正法に携わる、

心を磨こうとする皆さまに対しての思い、少しでもこの道を進みたいと思う方に対する思いは、

今まで皆さまにお話しされておられる方々の心の熱さには、負けないつもりでお話しさせていた

だいております。その気持ち、嘘偽りありません。 

 何故こんなこと、お話しするんだろうと思われたら申し訳ないです。しかし皆さまもう一度一

人一人、チェック、お願いします。宜しくお願いします。 

 私たちは本当に、この地球上、他の天体、それぞれいつも見ていますが、その中でも地球上は

とても厳しい環境にあると思います。また地球と同じくらい厳しい環境の星もあることはありま

すが、折角この地球上に正しいものが伝わっておるので、正しいものがないところで心を汚す、

これはある程度仕方がない。仕方がないといったらいけないけれど、仕方がないと理解できると

ころはあります。 

 しかし何故、本物がこの地球上にある、それに目を向けないか？ また本物に出会っても何故

捨てるか？ 本物に出会っても何故粗末にするか? 何故自分が自分が、になるのか？ それは私

たちには歯がゆい気持ちになります。 

 何故これを必死にやらないか？ 何故自分が誓ったことを、今は肉体を持って忘れているから

といって、そのことに逃げるのか？ そのことを糧に、どうして頑張ろうとしないのか？  

 忘れているから？ いま思い出せないから？ だけど本物に出会った時、心が揺さぶられ、こ

れしかないと思われたんでしょう？ だのに何故、その悦び忘れるんでしょうか？ 何故救われ

た感動、忘れるんでしょうか？ 

 いままで皆様、たくさん救われてきているはずなのに、何故忘れるんでしょうか？ 何故もっ

ともっと大きいものを求めるんでしょうか？ それがとても残念に思います。 

 折角、本物に出会いました。その本物が、本物と分かったんです。どうぞそれを無駄にするこ

となきように、自分自身をしっかりしっかり見つめ、正しく自分を生長させ、この地球に生まれ

て良かった、今生肉体を持ってよかった、この本に出会えてよかったと、どうぞ思われるような

時間の使い方をお過ごし下さいと、お祈り申し上げたいと思います。 

 有り難うございます。本当に聞いていただいて有り難うございます。私の言うこと、厳しいと

思われた方、本当に申し訳ありません。私の言葉にありがとうの感謝の気持ち、いっぱい送って

下さる方、本当に有り難うございます。 

 私いつも皆さま、一つでもヒント欲しい、助けて欲しい、応援欲しいと思うとき、いつも皆さ

まに呼びかけておるものの一人です。どうぞ皆さま、あなた方一人ではないということを忘れな

いようにして下さい。 
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 そして正しく、正しく自分を見つめて下さい。これは困難です。確かに困難です。苦しいとこ

ろもあります。自分が楽に生きる方法、たくさんあります。しかしあなた方はこの道を知り、こ

の道本物、この道やりたい、その強い思い、どうぞ間違った方に使わないで下さい。 

 私からのお願い、私だけでなく、私と一緒にいる人全ての者の願いです。皆様一人ずつ、自分

の心を改めて点検下さい。改めて自分の心をよくよくお見つめ下さい。 

 そんなことをしなくても、もうこれしかないと思っているよ、ではなく、もう一度、もう一度

お願いですから、その原点の気持ち、もう一度見つめ返し、真剣に自分自身に、本当にそうなの

か、問いかけ、進んでいって下さることを願います。 

 

 YMSさん、あなたのホームページ、たくさんの人、ごらんになっておられます。特に、「我が

正法への道」を読んで、驚かれ、感銘された方、何人もいらっしゃいます。また、心を裸に自分

の体験をお話しされることで、「オー、黎明子（昔のホームページで使用していた名前）さんは

こんな人生を歩んできたの。また想念観察だけでなく、こういう道もあるの」と、何人もの人が

共鳴され、私たち、とても嬉しかったです。 

どうぞこれからも皆さまに熱い思い、熱い愛をお注ぎ下さいますよう、宜しくお願い申し上げ

ます。そしてあなた自身のご家庭にも、益々光が放たんことをお祈り申し上げます。有り難うご

ざいました。 

 

SNT・KN子さん、有り難うございます。たくさん色んなことに興味を持たれておられたのに、

よくぞ正法だけにしようと思われたですね。私たちはそれが先ず、嬉しかったです。しかしまだ

あなたの心の中に、たくさん見なければいけない問題、今あなたが気づいていないけれども、蓋

をしてしまっている心、たくさんあります。 

それを一つずつ、取っ掛かりを消していく作業を、しんどいかもしれないけれども、見つめて

いって下さい。そして大きな自分、囚われのない自分、逃げたり逃げ込んだりしている自分では

なく、本当のあなたの持っているものを、大きく放たれんことを祈っております。 

お父さん、お母さん、それからご家族の皆さんに益々の光がございますように。有り難うござ

いました。 

 

GB・MT子さん、有り難うございます。 

皆んなそれぞれ、色んな道を通してこの集いに参加され、多くの皆さんは正法・神理の道を行

こうと決められておられるようです。 

あなたの中ではどういう風に自分の道を光らせていくのか、定かにされてはおられないと思い

ますが、例えどの道を選ばれるにせよ、最後は心しかありません。愛しか、人の心を動かすもの

はありません。真しかありません。 

私たちは皆、神の子です。私たちは皆、宇宙神からいただいた魂、心を持っているものです。

ですから他のものに憧れても、救われることはありません。例え色んなことが出来たとしても、

例え色んな知識を心に刻むことが出来ても、この実践しか、心を現すことでしか、自分も人も救

われることはありません。 

私、それをあなたに分かつて欲しいです。本当にあなた、この道を選んで欲しい。だけど、こ

れはあなたが自分で決める、自分が方向を自分で決めなければいけません。 

他の人が正法をやる、誰々がこれをやる、誰々がこっちを向いてる、だから私もそうなのかな

ではなく、あなたが本当に心の道しかない、心しかない、愛を現すしかない、それをあなたが本

当に自分自身でその答を自分自身に探し求められる、それを答として自分の中に決心されること

を望みます。 

しかしあなた自身が自分でこれをやりたい、そう思わなければ、この道、とても難しいです。

でもこれは分かつて下さい。この宇宙全て、愛でしか成り立っておりません。愛なくして私たち、

ひとときたりとも生きられません。 

愛とは何ですか? 愛とは温かき、安らぎ、調和、光そのもの。それが光りそのものです。人を

動かすのは超能力でも力でも霊現象でも何でもないはずです。その人の心の温かさ、その人の心



55 

 

の優しさ、その人の心の透明さ、思いやりでしょう? 

それをあなたに分かつて欲しいです。本当の意味で分かって欲しいです。自分の心を輝かす、

それは自分だけの悦びでなく、人様にお渡しできるものでもあります。知識では人は救われない。

力でも人は救われない。それはその人がその人のものとしての悦びで終わることです。どれも本

当の救いにはなりません。 

だけど心は違います。皆んなこの一つの心によって、動かされ、生きているのです。太陽の恵

みは本当に皆さまに平等に与えられているように、心も皆さまに平等に繋がっているのです。一

つの心、一つの愛に皆さん繋がっているのです。ひとときたりともそこから離れること、逃げる

こと出来ません。 

それを私たち、分かつていただきたい。正法・神理、皆さん選ばなくてもいい、神の愛、神の

真実、心に目を向けて欲しい。それは私たちの叫びでもあります。ですが本当に、本当に心しか

ないのです。心輝かすことこそ、あなた方の魂が願っていること。色んな知識、身につけること

ではない。色んな力、身につけることではない。ただ心を磨く、少しでもこの宇宙の愛に触れる、

それを自分自身が現すことです。 

ただ知識としてではなく、自分が自分を放つ、それが私たちの悦びなのです。あなたの本当の

悦びなのです。それをどうぞ少しでも、あなたの心に響くものがあれば、今日お話しさせていた

だけたことを嬉しく思います。 

 あなたが本当に納得される道を進まれることを、そしてご主人にもその道をあなたが引っ張っ

ていって上げられるようになることを、私たち、強く願います。あなたたちが本当に、本当に、

本当の心の道を自分たちで選ぶことが、本当に心の底からこれをと思う気持ちになられることを

祈って止みません。 

有り難うございました。もし不愉快に思われたら申し訳ありません。ただこれをあなたにお伝

えしたく、今お話しさせていただきました。聞いて下さって有り難うございます。どうぞあなた

様が、あなた様の本当の道を見つけだされますように、そしてあなた様のご家族皆さまの方々が、

光り輝かれんことを祈って止みません。有り難うございました。 

 

 OKM・DSKさん、いつも有り難うございます。少しずつ反省感謝を深められ、多くの気づき、

多くの感謝が出来るようになってこられたことを嬉しく恩います。しかしまだあなた見ていて危

なつかしいです。まだ少し迷い、時々正法からずれた思い、これでいいじゃないか、何故いけな

いかという自分の思いが大きく占めているところ、度々、目につきます。 

どうぞその思い、少しずつ修正お願いします。私たち、あなたにも、いつも応援を送っていま

す。光の応援、送っています。あなたが一番忘れがちになっているところ、私たち愛、光の存在、

あなたと一体となっていること忘れないで下さい。 

あなたが私たちを忘れているだけで、私たちはいつもあなたの側にいます。ただ、あなたが自

分の方を向いておられるだけのことなのです。どうぞそれをいつも心に刻み、お仕事をされたり、

色んなことに向かっていってやって下さい。 

そしてたくさんの皆さんへの神理のコピー、有り難うございます。皆さま大変喜んで、心行の

解説、聞いておられるようです。有り難うございます。そしてあなたも神理、本、一つ一つ、あゝ

これはこういうことじゃないかとか、色んな思いを入れて聞いたり読まれたりするのではなく、

最初はそのまま、ただそのまま心に修めていくようにされて行かれるといいと思います。 

その内、疑問もそういうことなんだな、あゝいうことなんだなと、自ずと回答が心に浮かんで

きます。心行心行って違うじゃないか、こんなことしたって実践じゃないじゃないか、そう思う

かもしれない。だけどそれも段々自分の中で、ああこういうことだったなと、色々分かつてくる

ようになります。今自分の思いを持ったり、こんなことをしたってと思われること、全て心から、

内から答が出るようになります。 

そうするためにも今は先ず、そのまま、そのまま、とにかく心に収めることが大事だと思いま

す。疑問を持って聞いたり、それはもう少し先です。今はそのままとにかく入れること、そして

どうしても収めきれないことはノートに書いといて下さい。 

それも何れ自分の中で、この光の言葉が入っていくにつれ、分かつてくるようになると思いま
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す。どうぞ素直な気持ちで、時々、素直から離れるところが時々あります。どうぞ素直な気持ち

で、いつも疑うことも勿論大事、疑うこと、疑問から次の納得入る、理解できる。だけれどもそ

こに囚われたり、怒りを持っていったり、そこに囚われたりすると、大きく正法から外れていく

こと、気持ちがそちらに向いていかないようになります。いつも神仏と針をすぐ合わせられるよ

うに、その心を大事にしていって下さい。 

そして奥様、お子さまと調和の時間、とても大事、だけどあなたを高める時間もとても大事で

す。あなたが奥様、お子さまと調和、もっともっと愛の家庭をと思われるのであれば、あなたも

その分、心を高め、皆さんと調和するために、自分自身を調和することも大事です。ですからそ

の奥様、お子さまとの時間も大事になさり、ご自分の時間も作っていかれるようになさって下さ

い。 

今とても仕事をして、身体もきつい、しんどいところもあると思います。毎日5分、10分ずつ

からでもいいですから、少しずつ神理の時間、自分と神の時間を作るよう、心掛けて下さい。宜

しくお願いします。 

有り難うございます。 

 

YSD・TKOさん、いつも有り難うございます。 

カイロの仕事、マッサージの仕事、出来なくなっておめでとうございます。マッサージの仕事、

断ち切れたこと、よかったです。そしてそれを自分で、これは違うと思われたこと、あなた心に

正法、分かってきた証拠です。 

しかし、まだまだ奥さんの言葉一つで揺らぐようでは、その部分がまだまだ甘いというところ

もあります。例え奥さんに言われても、いやこうこうこうで、法に合わせたとき違います、これ

はこうだからこういう風にやります、と言えるくらいにならなければいけません。 

ですが、これはそのようになってよかったのです。そしてそこで学んだことを無駄にしないこ

とです。すべて何でも縁あって導かれ、何か意味があってどこかの場所にも行ったり、住まわせ

て貰ったりも勿論するのですけれども、何でもそこに行く理由があって行かされます。そして行

く理由がなくなったら離れるようになります。 

あなたは一週間の間に色んなことを見聞きして、ああこれはこうだなと思った時点で、もうそ

れはそれでよかったのです。ですからそこにお金の執着、そこをやめてお金が入ってこないとか、

そういう風に囚われの心をつくるのではなく、別の場、自分が生かされる場、今度はこのステッ

プアップした自分、今の学びを今度は違う形で学べる場をどうぞ私に、こういう気持ちでやって

いきます、こういう気持ちで私はやりたいのです、ですから私に合ったところを、縁を、どうぞ

私にいただけないでしょうか、そういうような思いをもっと強く持って下さい。 

駄目なら駄目でどうしょうか、お金、うーん、奥さんどう思う、お父さんお母さんどう思う、

そのような思い、囚われの心強いです。そういう思いを持っていると、奥さんも不安、そんなこ

とを言ってるけど、お金どうするのかしら、あなたのその波動が伝わって心配になります。お父

さんお母さんも同じね。 

だからあなた自身、次はこういう風にやっていく、次もこういう感謝の気持ちでやっていく、

そのように次々、感謝と悦びの波動に変えていって下さい。 

あなたの本当の道が開けるまで、後、いくつかの橋があるかもしれない。しかし、その度ごと

に落ち込んでいるようなことがあったら少し問題ね。しかしあなた自身がいつも何でも感謝に変

え、郵便局の仕事を毎日悦びにし、神に、私たちに有り難うと言い、一日の仕事を始め、終わっ

ている今の心を次の仕事にも向けて下さい。必ずうまく行きますよ。 

例えいくつか橋を渡らなければいけないことがあっても、必ず無事に通れることに繋がります。

その心を色んなところに広げていって下さい。 

奥様とのこと、SRさんとのこと、お父さんお母さんとのこと、どうぞ大事に。あなたを見てい

て、私たちとても嬉しいことは、奥さんのご両親、大事にすることです。奥さんのご両親、あな

たに対してとても感謝しています。 

勿論お金のこと、経済的なことではあなたに対して不安、持っています。娘、孫はどうなるか

と。しかしあなたに対してはいつも家に遊びに行ったときも、心配りやあなたの優しさが身に染
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みて、お父さんお母さんに伝わってます。それが私たち、嬉しいです。 

奥さんのご両親を、ご自分のご両親のように大切にされている思い、それらが出来るあなただ

から、今後の自分の心磨きに合わせていくと、お客さんたちもきっといい心で接していけるよう

になると思います。どうぞ今の気持ち、忘れないで、そして感謝の気持ちを広げて、あなた自身

を高めていって下さい。そしていつも心に神をお忘れなく。 

有り難うございました。 

 

YSD・CHZさん、いつも有り難うございます。先ず太陽に対して、私たちのいる世界に対して、

いつも共に歩み、その心に感謝いたします。心がドンドンドンドン私たちと共にいて下さること

に感謝いたします。 

今とても心配事、ご主人に対してお持ちのようです。しかしご主人様、頑張っておられます。

あなた、分かつておられるようで、分かっておられません。どうしてもご主人様のこと、心配し

すぎてしまうところあります。それが自分の心の不安にもなっております。 

心配するのではなく、心配だったら、ご主人ともっとお話しし合うこと、そして不安に思った

りしたらご主人に申し訳ない、こんなことを思っていたら、ご主人の足引っ張るし、こんなこと

をお話ししたらいけないと思うのではなく、ご主人とお話ししてご覧なさい。そうすると、不安、

心配、解消します。 

そしてもっと自分自身を神仏に対して、正しい真を出しておられるという気持ちがあるのなら、

もっと信じること、悦びに満たすことです。色んなことを考えたら心配かもしれないけれども、

一つ一つ悦びの道に輝かせていって下さい。 

きっと二人、手を合わせていけば、どんなことも乗り越えていけますよ。皆さん、応援してま

すよ。ですから今の気持ち、忘れないで、そしてご主人に対しての心配を解き、思いやりの心100%

で行きましょう。 

お子さん、SRちゃんの心配も何も要らないよ。SRちゃん、真っ直ぐ育っているよ。自我がで

てくるのは人間、当たり前です。自我の心なくして悟ること出来ないよ。ですからSRちゃんに心

配要らないよ。わがまま、心配要らないよ。 

ただそのわがままに対してのお父さんお母さんの接し方、これは気をつけないといけない。で

もSRちゃん自身に問題はないよ。だから安心してSRちゃんと付き合っていって下さいね。 

皆さま、今日は有り難うございました。 

あなた方一人一人、どうぞ皆さまの今眠っているところにある根源の種、ドンドン大きく膨ら

ませていくこと、願っています。私、今日、出しゃばりすぎたかもしれません。しかしどうぞ皆

さまに私のこの心の10%でも分かっていただけたらとても幸せです。 

有り難うございました。 

 

 

【2003-5/25】 
 皆さんの一日の時間の中で、自分と神の時間、神に針を合わせる時間、これも全ての自分の生

活の基盤となる大切な貴重な時間です。例え少しの時間しかなくても、出来る範囲で、もっと有

意義にお使い下さい。どうぞ何のための正法かということと、ご自分の日々の時間の過ごされ方

をご確認下さい。 

 良いもの、光の言葉に触れても、まだまだ分かったつもり、正しく話せたつもり、正しく聞け

たつもり・・・など、自分流のつもりが積もってしまいがちです。正しく正法・神理を落とさな

い限り、つもり、つもりの道になり、自分流の道になってしまいます。 

 自分をよく見る、謙虚に、これにもつながりますが、正しく落とさない限り、正しく自分を生

長させてはいかないのです。法による正しさ、正しく落とし、そして正しく自分を見る、見てい

く、これにより、各人の差は大きく生じます。法に対する求めの深さ、これが正しく理解し、心

に落としていくことにもつながるわけです。 

 求めも最初はどなたでもそれなりに熱く強くあります。しかし一、二度、テープ、本を拝読、

拝聴していくと、頭で理解したつもりになります。更に進んで拝読、拝聴したとしても、自己流



58 

 

になって、心に修めても気づかず、正しく心に落としたつもりになります。 

 又、更に進んで正しく修めたとしても、正しく自分を見ていかないと、きちんと出来ているつ

もりとなります。更に進んで正しく見つめていても、心に終わりはなく、いつまでも心を光らせ、

磨いていくことに尽きることはありません。 

 正しく正法に出会い、正しく実践し、落としていったにせよ、自分と神との道が正しく分から

ないと、自分はまだまだの存在でありながら、自分の周りと自分をはかり、自分は出来ていると

思ってしまい、又、その自分をおいて相手を判断してしまいがちにもなります。他に寛容に、己

に厳しく、いつも謙虚で、素直であれとは、こういうことにもつながります。 

 アドバイス、またはどんな言葉であろうと、チヨット立ち止まり、自分を見つめてみることで

す。いわれのないことであるなら、祈りに変えていけばいいことです。 

 正法は思想、哲学ではありません。宇宙の存在、生命の生きる法、生かし合う法、互いに生か

し合い、心輝かす道（魂の道）です。人が考えたものではなく、初めから在るものなのです。 

お互いに、相互に悦び合い、生かし合い、助け合い、補い合い、支え合い、それが私自身の存

在する幸せでしょう。 

 ご著書、心行、その他のテープや参考文献､様々あると思いますが、どうぞあなたの一番の宝と

なるよう、大切に扱われ、向き合って下さいますよう、もう一度お願い致します。 

 今、入門の門に入り、ここで入り方、精進のされ方、歩み方を違えると、後々に大きく響き、

結局、形は正法に見えても、思想、哲学、知と意のものと変わりなく、本人が正法だと思う道に

入りかねません。 

 私を含めこの道に進む存在は、これぐらいの、いいえ、それ以上の思いを持って毎瞬を生かさ

せていただいております。この地球上には、沢山の愛溢れる方がいらっしゃるかもしれません。

しかし、この道を正しく歩み、正しく実践し、正しく残していかれる方は、何人もいらっしゃる

わけではありません。 

 

 

【2003-5/30】 
高橋さんの本を読むにしても、テープ、CDを聞くにしても、どうしても今までの思いがここに

ありますから、知識がありますから、「それはこういうことかな?」「あれは誰々先生も近いこと

を言ってたな」「これはこういう風に取ったらいいんかな?」と、そこに自分が出てくるようにな

ります。 

自分が出てくるということで、もう、少しずつ曲げられていくといいますか、そのまま入るこ

とがなかなか難しくなるんです。そして自己流にドンドンドンドン変わっていくようになってし

まう。 

それでも悟れたらいいじゃないかと思う人は、それでもいいわけですよ、別に。それは皆さん

の意志で、そのまま進まれて、正法でなくても、覚醒するという生き方でいえば、正法でなくて

も、覚醒することは可能です。しかしそれで魂といいますか、心が救われる、喜ばれるのかとい

いますと、これはまた別のことです。それで救われるのかと、神の目で見たときはまた、別の問

題ですよということです。 

それも自分が欲しなければ自分のものにはならないですし、その段階段階に於いて必要なこと

でもありますから、間違いということではないんですけれども、いざじゃあ、これをするんだと

決めた場合は、また違ってきますよね。正しい正法の道に気づかれて、これをやると言った場合

には又、違ってきますよね。 

これまでの神理と言いますか、神理の一部であったり、神理でないものであったりしますと、

分からないからしょうがないよねという部分で、神々、愛の生命体達も見ておられるわけですけ

れども、今度は正法をやります、正法はこんなものと分かりました、正法をやりますとなったら、

それらの存在の目というものも、皆さまに寄せられる目もまた変わってくるということです。分

からないからしょうがないねと見て下さる面と、これをやるといっている割にはこうだな、ああ

だなという風になってくるわけです。 

勿論人間と違って、存在達の方は、愛の心も許しも大きいですけれども、それでもその中の、
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「違うだろう？ いつまでもそんなことしてていいのか?」ということは、やはり分かるように促

され、気づきを打たされる場合があります。 

 常に自分が意識して・・・、これはもう、自分なりの精進のもって行き方ですよね。例えば本

を読む、CDやテープを拝聴するにしても、なるべく自分を入れないように努力して聞く、そのよ

うに持っていく、本を読む場合も自分を入れないで読む、自分が出てきたら一寸休憩してお祈り

してから読むなど、自分にも出来る範囲で努力するしかないわけです。 

皆さまも折角触れられて、正しくやりたいと思って下さっているようですから、その思いがあ

る以上は、少しでも甘えが自分で見えたときは、摘み取る努力をなさる、そしてやるのは自分し

かないわけです。誰も代わりをしてくれないわけです。ですから自分の中の神我と自我、そして

神との結びつき、それを大切にしていかなければいけないということはそういうことです。 

又、他の方から言っていただく言葉は、全て、どんな言葉でも感謝して受け取るようになさっ

ていくことです。例え謂われのないことでも、有り難うございますと言って、要らない言葉は置

く、もしかして私にもそういうところがあるかもしれない、点検しなさいということかと、いい

風に捉えて、自分の中をみてみる。もし自分の中になかったら、「ああ、よかった、これで点検

できた。有り難う」と言って、流せばいいわけです。 

それを、「何よ、自分もできてないくせに」とか「お前はまだまだこの程度じゃないか。よく

も言ったな」など、そういう風に思うところからドンドン離れて行くわけです。 

自分の中にも、この人に見えるということはあるという事かも知れないなあと点検して、もし

なければ、「点検できてよかった。有り難うございます」と流すようにする。何でも感謝で受け

取って、流してしまえば、毒を飲むこともないわけです。 

 

 

【03-5-30：他の光の天使からの助言】 

皆さん、もうお分かりだと思いますけれども、飽くまでも正法は心の道です。そして他力でな

く、自力の道です。 

正法をすることにより救われる、正法をすることによって救って貰える、そういう思いは間違

いの元です。これにより響きを出し、響きを出したその悦びに、後は他力が勝手についてくるの

でございます。自力なくしての他力はありません。他力があって自力があるのではなく、自力が

あって他力があるということを忘れないで下さい。 

先程言っておられました。神が仰いました。YMSさんが実践された悦びを又、神が悦びとする。

YMSさんが自力を出したから、また他力としての悦び、色んなものが廻ってくるようになる。け

れども他力だけに縋り、質問する、色んなこと見聞きしても、自分がしなければ、それは他力の

状態です。自力を出して、また他力に生かされる喜び、それを又いただけるようになるわけです。 

 皆さま、少しずつそのことをお分かり下さい。また分かつてきていただけることを嬉しく思い

ますが、その点、いつも肝に銘じて下さいますようお願い致します。そうでなければ正法を進み

ながら、正法を誤ってしまいます。自分だけ進んでいるつもりであったり、何が正しい正法なの

か見えてこなくなってきますから、ご注意下さい。 

 そしてややもすると自分流に曲げようとしてしまいます。この前、OKMさんが言いました。こ

れから自分なりにやってみますと。自分なりにもう一度努力しますと。ところが一週間たたない

内に、こんな方法でなくてもいいんではないか、拒否して自分の道をもう一回選び直してもいい

んではないか?（と思い直した。） 

 勿論、そうしたければそうしていいよという風になります。しかし自分であの場に於いて、自

分でこうすると言ったのに、実践しないまま違う道選ぼうとしてしまいました。これ、我々、悲

しいことです。 

彼が直接来たら、彼にもお話ししようと思いましたが、やはりそうはいかなかったようです。

それも仕方ありませんが、自分で実践しよう、そうします。しかし苦しい、悲しい、自分に言う

のが恥ずかしい、色んな思いに囚われ、自分を守るにはそこを離れるしかない、違う道を選ぼう、

これでは何のためのサゼッション、何のために自分が決心したか、またーから同じようなところ

を味わって、もう一度これの繰り返しを何度やりますかということになります。 
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勿論苦しい、やめたい、ああ結構ですよ。あなた選ぶ道、私関係ないね。私たちやる事ないか

ら、あなたたちが自分でやって、足りない分助けて下さい、分からないこと教えて下さい、それ

に従って教えます。こうしたらいいですと言います。しかし「やります」と言いました。誓いま

したね。しかし誓ったのに、これやりたくない、もうこれしんどい、違うの行きたい、これでは

一寸悲しいですね。 

しかしもう、これはこれで仕方ありません。しかしこの時点で、こういう風に違う道もあるん

じゃないか、拒否権あるんじゃないか、これはもう自分流の正法に変えてしまっているところが

あります。こういう風に皆さん、少しずつ少しずつ、自分なりに曲げていくことになりかねない

のです。 

ですから皆さまもどうぞ点検しつつ、毎日の積み重ねが大事ですから、どうぞ自分で気をつけ

て、正法と向き合い下さい。この道、ドンドンドンドン分かってきて、実践すれば、悦び悦びの

雪だるまつなぎです。ドンドンドンドン嬉しくなります。 

ただ登り尽くす、8合目に行くまで、そこ苦しい。分かりにくい。逃げたい。自力出すの苦し

い。皆んなの中で、自分たち正しいことする、それも難しいところある。 

だから魂の精進でしょう？ 簡単なところで七人やっていたら、すぐ人間休みたくなる。もう

これでいい、一服したい、すぐそうなるでしょう？ 

そうなら、どこ、魂磨くとこ、出来ますか? 心輝かすところ、皆んな綺麗な人ばかり、皆んな

いいところばかりだから、自分に疑問生まれない、自分の行き詰まりを感じてこれない。行き詰

まり、いいことね。疑問持つこと、いいことね。YSDさん、いいことね。その時、自分を変える

べきチャンスね。 

だから努力できるところ、チャンス到来ね。そういう風に考えていかないといけない。いつも

いつも幸せだったらどうなりますか? 感謝、感謝で渡っていける人もあります。でもなかなかそ

の中で磨いていくこと、難しいです。 

仮にどれもこれも感謝感謝で、何もかも満ち溢れているとなったときに、皆さん、どれだけ努

力精進できていけますか? 足りないところが見えてる、これが幸せなことね。足りないところが

あるから、そこを頑張って光で埋めようとしていくわけです。足りないところが見えなかったら、

自惚れが出てきます。謙虚さ、なくなります。これでいいと安心してしまい、一服、一服、一服、

これの繰り返し。そうしてる内に正法、遠ざかり、元の木阿弥になります。 

ですから苦しいこと、一寸うまくいかないな、友人とうまくいかないな、正法向こう、向いて

ないな、これも一つの悦びです。そうして何故だろうと思ったり、あゝむこう向いてる、寂しい

なと思ったり、そのこともまた自分の努力、魂磨きになっていくわけです。全て全て整っていっ

てしまうと、なかなかその中で、気持ち余程強く持っていかないとなかなか難しいです。 

皆さま色んなこと、例えばYSDさん、経済的に苦しいですけど、でもあなたの周りは皆んな健

康で、家族、親戚、皆んな健康です。あなたたち、経済的にも恵まれたら、どこにも不安、心配

するとこなくなる。そうすると安心して、一服、一服、一服なります。ですから、お金足りない、

嬉しいことね。感謝することね。そしてその中で自分の魂を磨いていく、心を磨いていく、囚わ

れない心をつくる、囚われなくなったら、どんなことでもうまくいく、いい状態になる。 

 あなたに足りないところ、心磨き足りないところがあるから、何か一つ欠けてくるね。それを

幸せに思わないで、辛いと思っていたら、感謝足りない。うまくいけば自然に周りも固まってく

るようになります。そしてその中で今度は又、皆さまに何が出来るか、自分の悦び、自分と他の

悦び、自分をどこまで献身的に尽くすことが出来るか、これ又一つのステップになってきます。

いつも一服する余裕ありません。次々出てきます。 

 ところが皆さん、何かしたらすぐ休憩したい、この心出てきます。これ、心配。よく気をつけ

て下さい。そしてくどい、くどい、くどいと思われるかもしれないけれど、自己流正法に進まな

いこと、何でも言い訳すぐ作れる。自我、そういうところ巧み。 

 だから自分に一服できるように、自分に都合のいいように、その自分の気づかない内に曲げて

しまう、自分流の正法作ってしまう。大変。そして皆さんそれに気がついたら、勇気を持って、

智恵もって、相手を正しいところに引っ張って上げなければいけない。これ、預かり合っている

道ですよ。 
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 ああ、勝手に踏み外したな、どうしょうではありません。こういうところになりそうになった

ら、最終的にはその人決める問題、その人決めること、代わりにしてあげられない。だけどもう

一度こういうことを含んで、どうぞもう一回考えてみたらどう？ これ言って上げないといけな

い。その部分を外して、ただ相手に、あの時あんなに言って貰ったのに、まだ分からないか、あ

んなに本も渡したのに、本読んでると言ってるのに分からないか、これ全然相手に伝わらない。 

 相手生かして上げられない。分からないから苦しんでる。どれだけ読んでも、どれだけ聞いて

も、分からない人、分からないね。それを分かるようにして上げる、これ、生かし、補い、助け

合う道ね。 

 自分だけ努力しても駄目よ。相手も上手に、お互い生長させていけるようにする場でなければ

正法の勉強会、正法の集いの場となっていかない。気をつけていって下さい。 

 皆さん、少しずつ正法、正しく落としていけるようになってきてること、嬉しく思います。し

かし油断大敵。油断、一番恐いです。自分を踏み外すことにも繋がるし、一服の気持ち、これも

また恐いですね。 

 ですからいつも、自分から目を逸らさない。YSDさん、守護霊様、厳しい仰るかもしれないけ

れど、自分を見る目もそれくらい厳しい目を持たなければ、それを厳しいと思っている内は、あ

なた自分に甘い気持ちある。 

 皆さんも同じね。厳しいことを言われて厳しいと思われている内は、自分に甘い心あります。

ですから厳しいこと、勿論私たち、言ったら可哀想にと思うことも言わせて貰います。だけれど

も言わなければあなたたち、結局生かされないことになる。間違ったところに行って、自分だけ

やっているつもり、嬉しい、この道に行くだけになって、正しいところに行けない。そうすると

私たち、もっと悲しいことになります。だから言わせて貰います。 

 それと同じように皆さまも、仲間、友人、家族、色んなところで言わなければいけないときは、

例え相手が可哀想とその時は思っても、結局相手が生かされるのであれば、智恵もって、勇気持

って、言わなければいけないこと、たくさんあります。 

 その人とこの人で勝手に言ったことだから、そっちとこっちとに問題だからでは、なかなかそ

れでは済まされないところ出てきます。皆さま、会、集い、そういうものももう一度ご確認、お

願いします。皆さま正法正しくやりたい、選ばれました。そしてそれを選ばれた人たちが集って

います。共に学ぼうという気持ち、お互い補い、助け合い、生かし合おうとしているその会です。 

 ですから誰か蹟いたと思ったとき、誰か道踏み外しそうになったとき、皆さま一人一人が正法

を心にしっかり落としておれば、お互いに救って上げることが出来ます。しかし一人一人がおざ

なりになって、誰かだけ抜きんでたり、誰かだけがこうだ、ああだという風になると、助け合う

こと難しい、補い合うこと難しい。それがお互いに責任を持って正法をやるという意味、お互い

誰かが迷ったり、苦しんだり踏み外しそうになったら、勇気を持って言って上げないと、その人

どうなりますか？ 

 それ確実に自分にも戻ってきますね。自分にも戻ってくることになりますよ。自分も又、あの

時に言えばよかったと苦しむことになります。ですから何でもその時自分が言わなければいけな

いことは、自分に浮かび上がってくることです。ですから、それをお互いに補い合い、助け合い、

生かし合う。 

 黙り合ってたってお互い生かし合えませんよ。何でも素直に、そして勇気を持って話をする、

自分を変えてゆく。しかし仲間、甘えられる家族、その中で自分が変わっていかなければ、本当

に他の人たちの間で変わっていくこと、出来ません。 

 親しい友人、甘えられる家族、その中でのびのび自分を飾ってて、他の人に本物渡せられるこ

とありません。ですからその意味に於いて、正しく正法を自分に落とす。そして正しくお互い学

び合い、生かし合う場として正しく精進、お願いします。 

 これまで私たち、言いたいこと、一人一人、山積みに持ってきました。しかしこれ全て言って

も、皆さんの心がついてこなければ、いまYSDさん、守護霊にヤレヤレ言われて苦しい、これと

同じになります。 

 ただ守護霊はその人専属で、その人を本当にその人専属で見ておられますから、それと守護霊

の役割というところもあります。ですから守護霊は守護霊として、言わざるを得ないところもあ
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る。だけど私たちはまた少し違う存在でもありますから、寄ってたかってヤレヤレヤレヤレ、あ

れ足らん、これ足らんと言うと皆さんへこんでいきます。 

 ですから言いたいこといっぱいあっても、言えないこともいっぱいあります。けれどもただ一

つ皆さま分かって欲しいのは、大きな大きな愛のことです。前回も私たちの仲間、言いました。

一つの愛によって生かされ、一つの心により結ばれ生かされている、心の道しかありません。そ

の心の道、正しくやって行くには、やはり正法しかありません。 

 そしてその正法を正しく自分に落とさない限り、いま正法をやっている人、少ないながらも何

十人何百人います。だけれどもその中で本当の正法、我々と同じ正法やっている人、どれだけい

る? 数えるほどしかいません、私たち、すぐ数えられるほどしかいません。とても悲しいことで

す。 

 折角、主が降りられ、天上の主ですよ皆様、その方が降りられ、残されても、人間、簡単に、

た易い道にドンドン行きます。 

 YMSさんのお友達もそうね。最初、正法、これ、本物と思いました。過去世でもいっぱい正法、

勉強してます。ですからすぐ、これ本物、分かりました。だけれども、自分の家族の問題や自分

の今までの人生に於いて、正法に適ってないところ、たくさんあります。それを直視するのが、

自分で恐いのです。逃げたいのです。だから他の道を求めるようになる。 

 これを正しくやれば自分が苦しい。悲しい。辛い。そうすると他に救いを求める。 

 安楽の道、こういうことを言うとあなた、傷つくかもしれません。ご免なさい。でもあなたに

話しします。あなたにその人、救って欲しいから、あなたにお話しします。 

 皆さん、そういう人、たくさんいます。正法を知り、正しいと分かる。だけれども自分を見つ

めていく作業、これ、苦しいです。特に正法に適っていないこと、大きい間違いしてきてしまっ

たこと、皆さんたくさんたくさん真実に気づくと自分を責めます。苦しい、変えたいけど、過去

はぬぐい去れない。そこを反省して、反省して、神に詫びて詫びて、自分もうしません、その分、

こうします。そういう風に明るい気持ちに行けばいいです。 

 だけれども出来なかった。いまYSDさんに言ったように、出来ていない、苦しい、苦しい、こ

っちに走ってしまい、正しくそれ、正法を分かっていないからです。心に正法、落ちてないから

です。 

 知識として頭で分かっているだけなために、本当の救いの道、行けません。自分を責める道に

なって、苦しい、だからもっと自分が救われる道がないか探します。そういうとき出会ったのが

知花さんです。 

 知花さん、言いました。「この人生に於いて、結婚するのが目的でない、従って離婚も結婚も

関係ない」、言いました。彼女、救われた、思いました。私やってきたこと、間違いでなかった

と思いました。 

 けれどもそうでないよ。本当の自分を認める。過去の自分消して、何故救われますか？  

 過去の自分も自分の足跡として認め、そしてその自分を労る、それを修正する。本当に心底、

相手様、今まで暮らしてきたご主人様、離婚されたご主人様、お子様たちに対して詫び、迷惑か

けた皆様に詫び、何より神に詫び、そして反省し反省し、詫びて詫びて、反省して感謝に変えた

時、初めて周りの人に感謝報恩として悦びもたらし、自分も悦びとなる。 

 そんな知花さんの法を求めて、力求めて、そんなもの求めて、何救われますか。そしてその周

りの人も、同じ様に引っ張られて、何も正しいもの分かってない。確かにOYMさんは甘かったか

もしれない。愛を説きすぎて、正法の道、少しぬるかった、甘かった。 

 だけれども充分、愛いただいた。愛とは何なのかは、充分、教えていただいた。だけれども皆

んな、正法、分かっていなかった。頭でばっかり。反省、頭で書いてただけ。昔を思い出してい

ただけ。そこに反省ありません。詫びること、一つもない。 

 お父さま、お母さまに対して詫びない。神に対して詫びない。それ、反省じゃない。ただ思い

を巡らしてただけ。想像して楽しんでただけよ。そこに反省、生まれなかった。だから本物、分

からなかった。だから簡単に一人、この人凄い、この人何でも分かる、この人素晴らしいねと思

った人が他の道へ行ったら、簡単に他の道に引っ張られてしまう。 

 これ何も、その人だけの責任じゃない。一緒に学んでた人、一緒に責任です。一人の責任じゃ



63 

 

ない。そこで学んでた人、皆んなの責任です。 

 私たちからすればそう。だけどなかなか皆さん、それ分からない。かつて皆さん一緒に学んで

た女の人、他界された人もそう。一時たりとも関わっただけ、そうかもしれない。だけど凄い凄

い言い過ぎ。皆さん心の道、分からなかったために、彼女を奉るようなことを言い過ぎ、従って

彼女は謙虚さを失い、高慢になり、自分が素晴らしいと勘違いをし、心を疎かにし、あんなに正

法、心の道を真面目に歩いていても、簡単に力の道に行ってしまった。 

 その結果、相手を批判し、裁き、自分こそ一番、一番、一番と思い上がった気持ち、肉体に負

けた、最後は負けたんです。癌になってしまった。誰も、でも救ってくれない。誰ともあんまり

連絡を取っていなかったから、誰にも救われず、一人で寂しく死んでいきました。 

 かつてこの中でYMSさん質問したとき、皆さん、その方に対しての反省、どれだけ皆さんされ

ましたか？ 同じ様に学んだ人がそうなった、これは皆さんにも責任、いっぱいあります。 

 彼女は確かに凄いものを持っていたかもしれない。でもそれは皆さん、正しく見えなかったで

しょう？ 過去のものが出てきてただけよ。過去にあの人がやってたものが出てきてただけよ。

それを宇宙、他から来たものを取ってるとか、宇宙の素晴らしい存在から来たものを皆さん取っ

てると言い過ぎたために、増長慢になってしまったの。 

 そのように皆さん、一つ一つ担ってます。同じように歩むというのは、お互いに支え合い、た

だそこで同じように学んでいる、これ違います。同じようにやっていて、誰か一人道踏み外す、

これ皆さん、自分にも責任あります。 

 誰か間違ったとき、自分分からなかった、分かっても言えなかった。一緒に学び、道踏み外し

ながら、一人迷っても分からなかった。同じ様に引っ張られ、これ、責任あります。分かった人、

責任あります。これは諸先生方も同じね。同じように自分もカルマを作ってしまう。いくら愛の

存在、間違ったこと説いたら同じよ。 

 ですから皆さん、この四人、五人、折角少人数で確かなものをやろうとしている。間違った方、

行かないで欲しい。50人いたらまだ、親しい人、親しくない人、仲いい人、仲あまりよくない人、

生まれてくることがある。従ってあまり仲良くない人、そういうことある。けれども少人数でや

ってて言いにくいだの何だの、これ間違ってますね。 

 本当に正しい、相手のため思ったら、言って上げないといけないこと、皆さん気づいていても

言えないこと、いっぱいありますね。これ、間違いです。どうぞ勇気ふるって、智恵絞って、お

互い言い合えるようにならなければいけません。でなければ、YMSさんが今、違う方、知花さん

のところに行った人に対しても、またここでもしてしまいます。 

 YSDさんも同じ。SNTさんも同じ。OKMさんも同じです。何れそんなとき、今のまま行った

ら来ること、可能性でてきています。OKMさん、少し自分流に考えているところでてきています。

そうすると危ないです。また一人、友失うことでてきます。そういう可能性、出てくるのです。 

 YSDさん、分かりますか？ あなた、言って上げられなかったこと、YMSさんに言って貰った

らいいや、だけどもしYMSさん、忙しいこと出てきたらどうしますか？ OKMさん、YMSさん

と連絡取れなかったらどうしますか？ その時、YSDさん、あなた後で後悔しても遅いんです。

あの時言って上げたら、これはもう取り返しがつかないんです。その時言えることは、その時言

うしかない。その時気づいたことは、その時言って差し上げるしかない。 

 勿論いま言わなければいけないことでも、守護霊から止められることもありますよ。だけど今

しかないと思うことをドンドンやっていかなければ、後悔するよ。後悔だけで済まない。 

 相手、大変なことになる。自分、責める。それだけで済まない。ここにいたGBさんも同じです。

GBさん、確かにあの人増上慢で、皆さんの言葉をすぐ取って、自分の言葉で語りだし、皆さん萎

縮して話せない。なかなか違うと思っても言えなかった。 

 だけどそれが彼をそういう風に育ててしまいました。皆んなの言葉、益々聞けなくなりました。

また、ウワー凄いね、そんなこと分かる、凄い凄い言い過ぎました。その結果、自分、凄い思い

ました。 

 そうすると今度は、皆さんの話聞けなくなります。皆さん、お互い預かり合ってるとは、そう

いうことなのです。相手を知らず知らずに違うものを創り上げてしまうことにもなりかねないの

です。言うべきこと、言わざるべきこと、それをちゃんと把握して、言うべき事を言わないと大
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変なことになります。 

 GBさん、今、どうなっていますか？ 勿論彼自身の持っていたものも大きいかったですね。皆

さん、アドバイスしたところでもっと早く別れてた、それだけになったかもしれません。だけど

皆さん、その後に残るものはなかったです。 

 だけど皆さん、あの時こうすればよかったかな、もっとこうして上げればよかったかな、いま

皆さんの中にもGBさんに対しても、お持ちではないのですか？ それぞれ皆さん、持っておられ

るはずです。ああいう風になってしまった責任、皆さんが担っているところもあります。彼だけ

が悪いわけではないですよ。 

 ですから又、彼が来たとき、来ることがあったとき、そういう風にして下さいと、エホバ様、

神様、頼みましたね。けれどもそのように一人一人、預かり合うというのは、非常に皆さん思っ

ているよりも重たいことなのです。それを頭に入れておいて下さい。 

 後から悲しい、それだけで済まないことですよ。勿論、離れていく人、仕方ない。他のところ

選ぶ、引っ張ってもそちら選ぶ、しょうがない。だけれどもその時、自分が最善を尽くしてきた

かどうかで、色んな思いの見方変わってきます。 

 それでも仕方ないねと祈って上げる気持ちになるか、もっとこうして上げたらよかった、もし

くは反省していく中で、その時気づかなくても、私はこうすること出来た、ああすること出来た、

いっぱいいっぱい出てくるはずですね。 

 そうするとあなた、その時一生懸命生きていなかったことになります。ですからお互い預かり

合う、何でも正法一生懸命、正法だけでなく神理でも学び合うということはそういうことです。 

 OYMさんも、今まで皆さん、引っ張ってきて、このメンバーなら大丈夫、お互いそうし合うだ

ろうと思った。だけども皆さん、なかなかそうはいかない。頭で分かっているだけで、心に全然

落ちてないから分からない。 

 何等分にも会が別れてしまった。私たち、残念、思いました。けれど仕方ないね。正法、分か

ってない。神、分かってない。愛、分かってない。本当に分かってたら、ああいうことにならな

い。もっと皆んな、真剣にやってたはず。 

 そして別れた後からお互いに批判し合ったりすることない。なんて悲しいことなのですか。か

つてお互いに学び会った仲間、お互いあれは違う、ああだこうだなんて、それ、悲しい心過ぎま

すよ。これ、いけないね。それ自身が神、分かってない。愛、分かってない。光、分かってない。

神理、分かってない。正法どころか神理の一部も分かってない。人間の心、分かってない。常識

もない。 

 寂しかったです。私たち。上から見ててとても寂しかった。そういうことも手伝って、犠牲者、

犠牲者というといけないけど、道を踏み外す結果になってしまった人いました。 

 それでも皆さん、癌になる手前、皆さん、救って上げること出来た筈ね。だけど出来ないまま、

一人、一人自分の思いに負けて、肉体細胞、ついて行かなくなりました。私たち、悲しかった。

寂しかった。 

 だけどもう、この二の舞、して欲しくないと思いました。だから別れたグループは別れたグル

ープでかまいませんから、その中でまた大事にやって欲しいと思います。そのようにお互いが預

かり合うということ、責任を持ち合うということはそういう意味なのです。 

 皆さま、一つ一つそのようなことに於いても、もう一度神理・正法ではないものをやってきた

ことにプラスして、そのようなこともどうぞ反省し、今後自分と出会う、正法を通じて出会う人

たち、いま出会ってる人たちに、そういう思い二度とないように、その人たちが離れていくこと

は自由に、だけど自分がその時に於いて、あの時こうしておいたら、もしかしたらあの人は変わ

ったかもしれない、あの時こうしておけば、あの人変わったかもしれない、こういう思いを持つ

ことないよう、皆さん、しっかりしていっていただきたいと思います。 

 そして以前にも言いましたが、一人になったとしても、この道を突き進む、その思いがなかっ

たら、皆さんと正法をやっていても、うまく行かないです。でなければ、同じように預かり合う

こと、難しいです。 

 お願いします。どうぞ厳しく自分を育て、自分をチェック下さい。他人は大きい心で包んで上

げて下さい。先ずはご家庭。そして自分の職場から、それの実行をお願いします。 
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 YSDさん、今日、神、あなたに色々言いました。だけどあなたはそれをマイナスに取ってはい

けません。どうぞプラスに、よしやるぞと思って、今日から、今から決意新たに励んで下さい。 

 あなた、本当に悪いところもあります。だけどいいところもいっぱいありますよ。他の皆さん

にも聞いてご覧なさい。きっとあなたのいいところ、教えてくれます。あなたは自分の悪いとこ

ろばっかり見つけすぎます。 

 だから悪いところを頑張りなさいと言われると、すぐにしんどくなります。自分のいいところ

を見てないと、悪いところを見るのはとてもしんどいです。これ皆さんも同じね。 

 自分の悪いところ、目につきます。そこばっかり目につくとしんどいです。自分のいいところ

も見て、その上でこれをやろうとしなければ、簡単に苦しくなって投げ出したくなります。しん

どいしんどいということになります。 

 その結果、肉体もエネルギーをあまり貰えなくなるから、ドンドンまた苦しくなる、しんどく

なる、悪い循環が始まります。気をつけなければいけません。 

 あなた、優しいね、生き物に対しても物に対してもとても優しいね。YSDさん、優しいよ。だ

からあなた、そのような今までの人を癒すエネルギーを、あなたはいっぱい持っている。あなた

の手より出るエネルギー、他の人より大きい。そのためあなたは人を思いやる気持ちもある、花

を慈しむ気持ち、色んな物を慈しむ気持ち、他の人より大きくあります。だから整体の道も向い

ています。 

 しかし心が色んなことにこだわり、小さくなっているようではたくさんの人、マイナスエネル

ギーを持ってあなたのところに訪れる、それあなた負けます。あなたはそんな気持ちじゃ相手の

エネルギーに負けて、あなた、倒れます。寿命が短くなるだけでなく、あなた倒れて死にます。

そういうことでは困ります。もっと心を作ってから整体の仕事を始めなければ、整体の仕事を始

めたらすぐ、あなた自身が倒れます。 

 だから心を作る。一生懸命、守護霊さん、なる。それ守護霊さんの気持ち分かって上げて下さ

い。そして自分は守護霊さんの気持ちにも感謝して、それに囚われない心を作らなければなりま

せん。しっかり自分自身、手を繋いで道をしっかり歩んで下さい。 

 奥さん、分かってくれます。ちゃんと話しをして下さい。自分たち、二人で手を取り合ってこ

れからの道を築いていかなければ、奥さんのご両親、あなたのご両親、SRちゃん、本当に可哀想

なことになります。 

 いいですか？ お願いします。 

 

 YMSさん、有り難うございます。これまでのあなたの経過、とても嬉しく見させていただいて

おります。自分がよく見えてこられるように、益々なってこられました。そしてその自分自身を

また楽しみながら、それに負けることなく、おごれることなく、いま上手に付き合っておられる

ようです。それ、大事に育てて下さい。 

 そして決して周りの人、あなたに色々ほめる言葉を使います。あなた素晴らしい、よく分かり

ました、素晴らしい、ホームページ素晴らしいね、毎日精進素晴らしい。でもその言葉、耳に入

れても、決してその言葉におぼれることのない様、自分自身と神の道を繋いで、益々精進下さい。 

 謙虚、大事。それからいつも自分厳しく、大事。人の言葉にもし耳貸したら、一服、休憩始ま

ります。これ、危険です。あなた折角素晴らしい道、自分で築き始めています。その時、人の言

葉に流される、誉め言葉を色んな人が言います、それに流されるのが一番恐いです。 

 人の言葉は有り難う、あなたも頑張って下さい、あなたにもそのように行けますように、そし

て私もお手伝いできることをさせていただきます、その謙虚な気持ちが大事。だけど人を上から

見るような気持ちはいけません。常に自分と人、皆同じ。 

 この人はこの進み方、私はこの進み方、それをしっかり心に入れて、今までの気持ちを大事に

大事にこれまで以上に暖めて、益々の道を輝かせて下さい。 

 そしてこれから皆さん、子供たち、巣立っていくようになります。その時、あなた方の夫婦を

見て、お父さんお母さんみたいな夫婦になりたい、そう思っていただけるようなご夫婦作り、調

和作り、益々磨きをお願いします。 
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 そして今度、お孫さんが今度、生まれてくるようになったら、ここで又、あなたの一つの使命、

役割が始まります。子供たち、神理・正法、分からない。自分流の育て方をします。 

 あなたは心を教えてあげなければいけません。それ又、これからのあなたの道筋になります。

ですから、YSDさんやOKMさんのお子さんたちに対して、皆さんが言っておられること、やっ

ておられること、遠く離して見るのではなく、その中で学ぶこと、どんどん吸収して下さい。 

 そしてあなたを頼って生まれてくるお孫さんに、心を教えて上げてください。お願いします。 

 

 SNTさん、有り難うございます。 

 SNTさん、一寸きついことを言わせて貰います。 

 あなたも今、正法を一生懸命やっておられます。その心、大事に育てて下さい。あなたは人を

見るところがまだ残っています。ですから人について行くところがまだ残っています。これ難し

い、危険です。 

 仮に今、YMSさん、こんなことを言ったらご免なさいね、CHZさん、YSDさんもご免なさい

ね、だけどあなた正法を一生懸命して、あなただけ正法が分かった、ここでYMSさん道踏み外す、

CHZさんYSDさん、道外す、そうなったとき、他のものをCHZさんやYMSさんが持ってきたと

き、「ああ、YMSさんの言うことなら大丈夫、CHZさんの言うことなら大丈夫」、道踏み外す可

能性あります。これ、危険です。 

 あなたはあなたで充分、正法を落として、自分で正しく見る目を持つようにしなければいけま

せん。そして人ではなく、正法を中心に見るように、心に落として下さい。 

 あなたもこれからお孫さんが生まれます。その時あなたは、子供たちには出来なかったことを、

今度はお孫さんに心を伝えていかなければいけません。勿論、親がいますから、YMSさんもSNT

さんも差し出がましいことは出来ません。 

 しかし自分と触れ合っているときには、子供は分かります。こういう風に心は大事ね、心こう

すること、生きていくこと大事ね。子供は天使、まだまだ心は清らか、だから分かります。 

 あなたたちを頼って、今度お孫さんたちが生まれます。その時のためにも、SNTさん、もっと

ご著書を読んで下さい。そして心を入れてお孫さんに教えて上げて下さい。 

 息子さん、娘さん、神に興味ない。正法に興味ない。だけど道踏み外したり、心迷ったり、人

間関係が複雑、仕事がうまく行かなくなったり、そういうとき、心を教えて上げることが出来ま

す。 

 正法と言わなくても、神と言わなくても、心を教えて上げることは出来ます。だけどその時、

子供たちから、ご主人から、「でもお母さん、そう言うけどこうね」と言われたとき、その後に

続いていけるような言葉、出来るようにならなければいけません。 

 そう言われたら「そうね、あんまり言ってもね」、こうではなかなかうまく伝わらない。「違

うよ、そうは言ってても、こうなんだよ。だから苦しみを作るよ。迷いを作るよ。こういう風に

していったら、あなたも嬉しくなるし、周りも嬉しくなるよ」 

 そういう風にあなたは周りの人を明るくしたい、周りに人が喜ぶようにしたい、あなたさっき

言いました。それをするためにもまず、人ではなく、自分が正法をしっかり落とすんだという心

をもっと強く持つべきです。持たないと大変なことにもなります。お願いします。 

 しかし素直に何でもやろうとする精神、有り難うございます。嬉しいです。それを深めていく

作業をして下さると、もっと嬉しいです。共に頑張りましょう。有り難うございます。 

 

 CHZさん、有り難うございます。 

 先程言いました、心、神仏に合わせたい、高橋先生に合わせたい、そのつもりでやっていって

下さることを望みます。その心で必死にしっかりやれば、正法もきっとちゃんと出来ます。 

 ご主人様、助けて上げて下さい。ご主人様と手と手を取り合って、そして皆さんと手と手を取

り合って、ご主人と先ず調和して、家庭を光らせ、そして皆さんとの場も、YMSさん、SNTさん、

そしてご主人、OKMさん、皆んな欠けることのない様、しっかり皆さんで支え合っていけるよう、

CHZさんも言うべきことをもっと言わなければいけないね。あなたもついつい口ごもります。分

かって、見えても、私なんかが言っても、そう思う気持ちがあります。 
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 それからあなた、自分が気づいたり、自分がああしようこうしようと思っても、すぐ自分を落

として話します。これは間違いです。そうすること、あまりよくないです。自分を正しくその位

置に置いてお話しして下さい。 

 自分落としすぎ、これ、危険。相手にも危険。自分にも危険です。それは相手を救うことには

ならないです。自分を殺し、相手を殺すことにもなります。あなたの友達にもそれをやりすぎま

した。だからCHZちゃん、本当は何も分かってはいないんだ、そう思いました。だからCHZちゃ

んに相談してもあまりよくないではないか、という気持ちが芽生えました。 

 あなたは自分を落としすぎました。私も分からない、私もこういう風に悩んでいる、あなた言

い過ぎました。あなたは相手に対して分かっていること、教えて上げること、いっぱいありまし

た。だけれども、率直に言うと、遠慮しすぎました。 

 相手、年上。相手も一生懸命やっているのに、出しゃばること出来ない。あなた、思いすぎま

した。その結果、自分を落として話しすぎました。だから相手の人思いました。CHZちゃんはあ

んまり分かってないね。CHZちゃんも、私くらいしか思ってない。私と同じところにいる人に相

談しても、あまり分からない。そういう風に思ってしまいました。 

 これは他の人にも出てきます。ですから結局、あなたは分かってても、言えないこと積み重ね

たり、相手を立てすぎたり、自分を落としたりすること、そうすることによって他の方も、あな

たは分かってても、口出しできないことに繋がります。相手相談しない。口出しできません。 

 あなたから分かってること、出しゃばってあなた言えない。だから自分も見てても言えない、

分かってても言えないことに繋がり、相手も苦しみの中をぐるぐる回ることになります。 

 これからでもそういうことをしない。自分をそのままの位置に置いて、自分は分かった、自分

は悦び貰った、自分は分からせて貰った、その位置に於いてお話しして差し上げたらいいです。 

 その努力、あなた、して下さい。それは自分を自惚れさせる、相手に自惚れさせてみせる、そ

ういうことに繋がらないよ。あなた勘違いしてます。そこ、もっと自分で反省して下さい。でな

ければいま言ったような心配に繋がります。 

 あなたが見えてること、他の人に見えてないこと、いっぱいあります。また他の人が見えて、

あなたが見えてないこともあります。その時、あなたしか見えてないこと、他の人に言えなかっ

たら、他の人、気づいてなかったらどうなりますか？ その方、救われません。 

 私たちを待ってるだけではいけません。私たちが言葉にして言うのを待つだけではいけません。

あなた、勇気持ってお話し下さい。宜しくお願いします。 

 皆さま、ご天候悪いのに、YMSさん、SNTさん、ご免なさい。今日、私たち、台風来る、迷い

ました。だけど来て下さって有り難うございました。お気をつけてお帰り下さい。またお会いで

きるのを楽しみにしています。 

 私、イスラエルのとき、皆さまと共にいたものです。有り難うございました。 

 

 

【2003-6/15】 
 ・・・原因があるはずなんです。 

 その思いが強いとするならば、その思いに至る、例えば誉められて育ってきた人なんかは、誉

められないことが恐いということに繋がるんですね。そうすると兄弟の間でも、両親の間でも、

学校の先生からでも、いつも何でも出来て偉いねとか凄いねと言われた方は、いつもそうあらな

ければいけないという風に気持ちも変わってきますし、逆に失敗することに対しても恐れも凄く

出てくるようになるんですよね。 

 ですからそういう思いの裏にある作られた原因といいますか、そちらも見つめていかれて、反

省の方と重ねてされていくと、取れていくのが益々早くなるのではないでしょうかね。 

 何でもそうなんですけれど、原因があって結果があるわけで、皆さんそれぞれ、いい業も悪い

業も持っておられるわけなんですけれど、やはり何かの影響を受けてそれが出てくるわけです。

元々持っているものが強くなったり弱くなったり、大きくなったり小さくなったりする。だけれ

ども、例え影響を受けても、育たない方は育たないわけです。 
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 そうすると、自分はどういったことでこの部分が強くなったのかなと、何故なんだろうと自分

の子供の頃からズッと振り返ってみると、必ずいつも我慢をしていたとか、父親の姿がそうであ

ったのをいつも我慢して見ていた、もしくは兄弟からいつも一人で寂しかったから甘えられる人

にはそういった強い面が出てしまうとか、何かそこに原因があるわけなんです。 

 そこを見つめて、また反省していくことを深くしていかれると、自分のブロックといいますか、

強いものを外していくことも、早くなるといいますか、その二つを兼ね合わせていかれると早く

なるのではないかと思いますね。そちらも又されてみたいなと思われるのであれば、実践なさっ

てみて下さい。 

 

 高橋さんの本の中で、八正道について書かれているところを何度も何度も読まれてみて、正し

くということがどういうことなのか、反省するに当たって何が必要かというと、自分の思いで反

省するのか、自分を離れて神の目で見れているかで、反省が大きく変わってくるのです。 

 ですからどういう風に正しく見ればいいのかということを、自分の中に何度も何度も落とすよ

うにされて反省されていくようになると、ある時、もっともっと自分が見えてきて楽になってい

かれると思うんです。それから、これは反省材料じゃないと思っていたが、あれも、これも反省

材料だったんだなということが見えてくるようになります。 

 今は自分の中で悪かったなと思っていることを中心に反省していますが、それが分かってくる

と、自分が正しいと思って行動している部分にも、もっと見えてくるようになりますから、正し

く反省する、見る、思う、それらがどういうことなのか、語る、生きる、それらの八つに合わせ

てみて、何がぶれているのかということを見てくると、自分の本当の性格というものもよく見え

てくるようになります。 

 

 女性はやはり、ニコニコしていると、側にいる男性は癒されるものなんです。どんなことを言

われても、「ああ、大変なんだなあ」と、自分が思いやれるぐらいの深さを自分に身につけてい

くと、腹は立たなくなってきます。 

 奥さんがどう思っているか、ご主人がどう思っているか、そんなことはどうでもいいんです。

あなたが変わっていけばいいんです。それを自分ではなくて、自分も変わるからあなたも変わっ

てねという思いになるから苦しくなるわけです。 

 私ばっかり、どうして私だけがという思いになるわけですけれど、ご主人は関係ない、奥様は

関係ない、ただ私が感謝になればいいんですよ。ただ私が変わればいい。ただ私が悦べばいい。 

 

 宇宙のこと、神理のこと、心のことを書かれておられる方はたくさんおられます。しかし、そ

こにはその人の波動、思想が出ています。「神との対話」であっても、そこには著者のエネルギ

ーが半分以上になっているわけです。そこには神理もあるけれど、神理でないものもありますし、

高橋さんの残されたものと違うニュアンスのところもあります。 

 エネルギーを送って本人が受け取る場合は、その人のフィルターが入ります。そうすると送っ

たものと違うメッセージで上がってくる場合があるわけです。そういうことで、正しいけれども

正しくない部分も出てくる。そういう意味でその人の思想が出てくるわけです。 

 ところが、神の波動がそのまま残されているのは高橋さんしかいないんですよ。高橋さんはそ

のままのエネルギーで、自分がそうですから自分がそのまま書かれて、あの方がそのまま神理と

して残されているものなんです。 

 だからその分が他とは違うということなんですけれど、それはやっぱり読んで貰って、やっぱ

り各自、自分の波長に合わせてエネルギーをいただいているんです。 

 丸山さんやTTNさんのように、高橋さんが本当にこういう人だって分かっておられる方は、皆

さんに何も言わないで、とにかく本を読んで下さいというのは、そういうことなんです。 

 しかし皆さんは、高橋信次先生はどんなことを残していったんだろうかという思いで読むため

に入らないんです。自分の思想を前提に置いて読むために、入っていくものが入っていかなくな

る。例えば心が曇っていたら、光を入れても曇っている部分だけ、マイナスになって入るのと同

じですよね。 
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 皆さんこの地上に生まれてきたのは、魂を磨くため、心を磨くためであって、よい仕事をする

ためでも、お金をたくさん儲けることでも、いい家に住むことでもないわけです。 

 それはいい仕事に就き、いい家に住み、そういう風に状況が揃った方がいいかもしれないです

けれど、皆さんそれぞれ心を磨きに来ているわけです。魂を磨きに来ているわけです。そして自

分が犯してしまった業を修正するために来ているわけです。 

 ところがYSDさんの場合は、生活がよくなかったら正法に目が行かないという風になっている

部分があります。そうではなくて心を磨くことが第一ですから、それをしてるとそちらのことは

二の次、三の次ですよ、ということなんですね。 

 勿論生活が苦しいことがあったら、そちらに心が奪われて当然なんですよ。だけれども、だか

らそこでどういう発想の転換をするかということが、自分の大きいステップアツプになるわけで

す。 

 ですからその思いに負けないで、自分をもう少し見つめてみる。あなたは正法に触れたときは

そうではなかったはずですよ。 

 そして毎日自分で「私はこういう風な思いで正法をやっていきます」と、お祈りの後で自分で

自分に宣言してみてご覧なさい。そうしたら自分が常にどういう風な思いを持って、今ここに存

在しているかということが認識されていいのではないですか？ 自分を見失わないようになるの

ではないですか？ 

 

 色んなことを考えたら、早く現実的解決をと思うのは、これは皆さんどなたでも一緒だと思う

のですが、そう思っている内は自分の心で一杯になって、たくさん毒も放ってますから、そうい

うときにいくら神から、「あなたここに行ってごらん」、｢あなたこっちにチョット行ってごらん」、

「この本、読んでごらん」と言われても、何にも入ってこないんですよね。自分がこう(視野が狭

く)なってますから。ですから救いを与えられてても気がつかないんです。 

 自分をクリアーにしない限り、それは受け取れませんよね。ですから心を締麗に、感謝するこ

とですよ。今ある状況にも感謝です。だってこれを自分で乗り越えたら、あなたはもっと大きな

自分になれるんですよ。今みたいな状況が起きてきたときにも不動の心が出来てきます。 

 ところがこれを簡単に助けられてご覧なさい。あなたは今の心をそのまま持っていることにな

りますから、別の人生で襲いかかってくることになりますよ。心の使い方を間違っている、違う

方向に向けたら、そのぶれた分だけまた別の問題、今度はお金がうまいこと廻ってくるようにな

ると、そしたらご家族の誰かが病気になって、なかなか退院できないとか、手術しないといけな

いとか、何かしら同じような心配事、同じぐらい苦しいと思うようなことが起こってくるように

なるんです。 

 だから今は自分はそれを修復するチャンスを与えて貰っているんだなと感謝して通ることです。

周りの人にも感謝して下さい。 

 あなたは今、自分で一生懸命流れをせき止めていて、自分で何とかしようと思っているから苦

しいんです。それを自分ではなくて、自分の思いを一つずつ外したときに自然に流れて行くわけ

です。 

 そこを、心を作っていかないと、心をクリアーにする、クリーンにする、いつでも神仏に針を

合わせるようにする。針を合わせるとは、お祈りすればいいんです。いつも有り難うございます

とか、今日もこうして生かさせていただいてますとか、その思いで過ごすということです。 

 ですからその思いが強くなれば、奥さんやお子さんに対しても感謝が出来るようになってきま

す。周りに先ず感謝していかないで、いつもあれをどうしよう、これをどうしようと思っていて

は、何も入ってはきません。 

 だから心作りとは、心を明るくする、神仏に合わせていく、感謝の思いにしていくようにする

ということです。 

 正法はそんなに簡単なものではないんです。言っていることは全部易しいですけれど、実際、

しようとするとみんな難しいんですよ。 

 だってみんな、自分がかわいいでしょう？ やっぱり自分がかわいいでしょう？ だからどう

しても自分を守ろうという姿勢に入ってしまいますから、正しく語るのも甘くなり、正しく見る
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のも全部、自分がついて回ってくるんです。自分が損をしないように、この心がいつもついて回

るわけです。 

 だから八正道といっても、正法、愛を出すといっても、ほとんどの人が全部引き算になってい

ってしまうわけです。ですからこれをやるんだという強い思いを持っていないと、なかなか現実

的な問題が何か起こってきたときに、悩んでいくようになるわけです。 

 人のことも有り難く、自分のこととして受け取る。そして自分の心をチェックしていくように

する。自分にはそういうところはないかな、自分はどうかな、こうやって振り返ることによって、

先々で自分が体験しなければいけないものを、全部摘みとらせて貰うんです。 

 分からなかったら、自分の心に種を持っていたら、必ず同じような状況が生まれるということ

です。それをそのときに自分を振り返って、摘み取らせて貰えれば、そのような状況は出てこな

くなるわけです。 

 ですから何でも人の話は自分の話として振り返れるように、一言一言もったいないなと思って

聞けるようになっていただけると、有り難いなと思いますね。 

 

【03-6-15：他の光の天使からの助言】 

 この度私たち、皆さまの心の状況を見て、まだまだ正法の入口、難しいこと、痛感いたしまし

た。私たちは応援はしておりますが、直接皆さんとお話し、普段出来ません。そして遠くで見つ

め、お前何やってるんだという思いは送りますが、本人たち、皆さん、気づいておられません。 

 YSDさん、あなた今まで何を聞いておられたんですか？ 勿論苦しいのは分かりますよ。大き

な苦しみ、今いっぱいあります。お父さん、お母さんにも心配掛けたくない。早くCHZちゃん、

SRちゃん、安心させたい。そしてお父さん、お母さん、周り支えて下さった人にご恩返ししたい。

そのためには整体しかない、整体頑張らなければどうする、それ、とてもいいことでもあります。 

 だけどそれに縛られる、心奪われてはいけません。それは飽くまでも目標、自分の過程であり、

根本は自分の心なのです。違いますか？ 

 あなた、本当はそんな人じゃありません。あなた本当に正法、目覚めたい、そう思ったときの

心、私たちとても嬉しかったですよ。あなた、高橋信次先生の、私たちの主、エルランテイ様の

そのビデオを見られたとき、あなた涙されました。心の底から、この方本物ね、この方の言うこ

と本当、正しいことだとあなた、分かられたから涙を流し、これしかないと思われたんです。 

 そして自分もこれを実践し、自分の心を磨き、周りの人や多くの人たちにこれをお伝えしたい、

私を通して皆さまにお伝えしたい、あなた、そう思われました。そしてやがて自分がカイロの仕

事をし、この仕事から皆さんに伝えていく、その様な熱い思いがあなたの心にあったはずですよ。 

 そしてあなた、この正法こそ、この宇宙にただ一つしかない法、他のこと今までやってきても

全部中途半端、何でもかんでも聞きたいところだけ聞き、他は聞きたくない、あなた、そういう

人です。だけど正法、この高橋さんの、高橋信次先生の、エルランテイ様のビデオをご覧になら

れて、あなたは分かったんですよ。 

 今までのもの、すべて偽物で、これこそ本物だということが分かったから、あなた、涙された

のです。あなた、これまで色んな所に首を突っ込みましたが、一度も感動され、涙されたことは

なかったはずです。あなたはそれが分かられたんです。そして自分もやるぞと決意された。だけ

れども今度は、その仕事を通してでしかないということにあまりにも心を奪われ、そちらに意識

を傾けすぎました。 

 あなた今、正法の心から大きく離れています。私たち、悲しいです。奥さんのCHZさん、悲し

がったより、もっと悲しかったです。あなたの守護・指導霊、いつもCHZさんと共に、あなたに

時間の許す限り法の話、神の話、生きることの素晴らしさ、あなたに説いてきました。 

 あなたはその時点ではやる気満々でしたが、仕事がうまく行かないのは、今まで信じてきたも

のが間違ってたのでは、そういう風に危ぶみ、色々吟味され、そして自分の自我の思いに負けて

しまったのです。 

 そのため、自我の思いがあなたを独占し、正法、高橋さん、高橋信次先生の残されたご著書、

もしくは心行を読まれるとき、自分という心がいつもあるから、神仏のエネルギーとうまく調和

されなくなり、そのため、眠りが襲ってくるという現象が現れて来るんです。 
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 あなた、もう少し自分を見つめ直して下さい。仕事は必要です。生きていくために必要です。

だけれども、何を焦っても仕方ありません。あなた先ず自分作らないで、何与えられますか？ 例

え念が強く、引き寄せたとしても、必ずうまく行かなくなること、なります。これ、宇宙の法則

です。 

 私たち、偉そうなこと言えませんが、あなたにその様に分かっていただけたとき、最初とても

嬉しかったです。そしてあなたが唯一この正しい正法をやる、他の人が皆んな違うところ行って

も、私これやりたい、奥さんにそう言いました。私たち、とっても嬉しかったです。 

 そしてその思い、他の人にも話され、またあなた一人のことではありませんが、あなたのその

言葉を聞き、他の皆さんもある種の触発は受けたはずです。ですから皆さん、正法を、丸山さん

をと強く思って下さる気持ちも、皆さんの中に芽生えた、あなた一つの原因、作りました。 

 なのに、そのあなたがこのようなことで、私たちどうしていいか、あなた何を思ってこれまで

一生懸命頑張って来、こんなことで負けて悔しくありませんか！ あなた、今この思い、正しく

見つめ、自分をやり直さないと、あなたの周りの人、皆んな不幸にしてしまいます。私、そんな

の見たくありません。 

 もっと強い気持ち、持って下さい。信じてきたものをあなた、全部捨てますか？ あなた今、

自分でやりたい、言いました。それはそれでやってみること、必要かもしれません。だけれども

そんなことしていたら、何度も何度も遠回り、あなたの周りの人、皆んな泣かせても済まないこ

とになります。 

 あなた、その罪、大きいです。自分だけでなく、周りの人、追いつめる、これ、ものすごくあ

なたのカルマ、大きくします。こういうこと、とてもいけないことです。どうぞあなたもう一度、

心の中、よく見て下さい。 

 あなた本当はそういうもの持っています。持っているものを今、見ようとしていないだけです。

「だけれども仕事が」、それを見ようとしたとき、心の隅に、「だけれども仕事が」、「だけれ

ども今は」、この心かならずあなたに忍び寄っていますよ。 

 あなた、魔に負けそうになっています。その心、捨てなさい。一生懸命今まで正法を信じ、今

まで築いてきたものすべて台無しにします。いいですか、自分、自分なんです。あなた、自分に

負けます。今、その様な心だったら、負けてしまいます。あなた、本当に自分を作っていき、そ

ういう風に決意されたでしょう？ 皆さんのために、私を使って欲しい、あなた、そう上げまし

た。その心、どうします？ 

 もうそれはそれで仕方ありません、はいサヨナラしますか？ 

 あなた、罪大きいです。私たちのことは別に構いません。しかし周りの人にも同じように約束

しました。ここで嘗て皆さんでワークしたとき、それぞれ正法をやる、何でやりたいか、その時、

一人一人述べられたのではないのですか？ その仲間も裏切ることになりますよ。 

 よく見て下さい。必ず落ちついて見られたら、必ず本物の心、つかめます。この肉体を持って

の現象は、一時のものです。勿論仕事、お金、家、必要です。だけれども全て自分の心一つであ

なたに引き寄せられてきます。 

 あなた、感謝、足りません。確かに感謝足りません。誰でも感謝はします。勿論あなたも、し

ているのは分かっています。だけれども本当の感謝をしてたら、こんなこと、なりません。 

 いつも感謝してても、では感謝した人に、何故CHZさんのようにすぐ連絡しませんか？ すぐ

会いに行きませんか？ あなたの奥様、感謝したら必ずその報恩なさいます。 

 あなたいつもその奥さんの姿見て、何故そこまでするんだろうか、別に次に会ったときでも、

色々思っています。だけれども奥さんは感謝の思いが大きいからそうせずにおられないのです。

今すぐそれをしなければ、そう思うのです。そこが感謝の大きい人と、感謝の小さい人の違い、

出てきます。 

 次に会ったときでもいい、次に会ったときにこのこと伝えたらいい、これ、違います。本当に

感謝有ったら、その人にすぐ伝えたくなる。すぐ持って行きたくなる。これ、感謝です。 

 YSDさん、これ分かりますね？ 

 

 「今はよく分かりますね」  
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 あなた感謝ちっちゃい。自分が先にある。だから人のこと、後回しになる。奥さん、感謝大き

い、だから自分後回し、寝るの遅くなる、御飯遅くなる、掃除遅くなる、でも先にします。そこ、

あなたとの差です。 

 あなた、して貰っても感謝します。「はい、有り難う」言います。だけれども、「はい、有り

難う」、その後すぐ、自分のこと、何か考えています。奥さん、違います。「有り難うございま

す」、感謝します。そして神に祈り、感謝します。そしてその人、幸せになるよう、また祈りま

す。そしてその後必ず、お礼の気持ちを相手の方に差し上げます。そうせずにおれないからです。

それ、感謝の思い大きいから、行為となって現れます。 

あなた、感謝の心はあっても、そういかないということは、自分にある感謝が大きく育ってい

ないということなのです。ですから奥様にも甘えが出、家族の他のSRちゃんにも甘えが出ること

になるのです。 

感謝、大きく育てること、先ず自分の身内、家族、同居している夫、妻に感謝できなくて、ど

うして周りの人に報恩出来ますか？ 

他の皆さんも同じようにして下さい。今、自分のご主人や奥様に対して少しでも不安、不満、

お持ちの方、すぐ反省、お願いします。 

皆、私たち、夫婦の近い方で今生、生まれます。そしてその相手、時としてとてもむかつくこ

とがあります。怒りの気持ち、覚えます。しかしあなた方、どれほど立派だというのですか？ あ

なた方、どれだけ出来ているというのですか？ 

違いはありこそすれ、奥様もご主人様も、同じ位置で心を磨いておられる方です。その方を恨

む、怒るという事は、自分を怒っているのと同じことです。 

私たち皆んな、一つの命、一つの心、生きています。自分の愛する妻、愛する主人に対して感

謝し尽くせないで、どうして他の人に感謝できますか！ いつもしてもらっていることが当たり

前で、どうして人様にいただいたことに、当たり前ではない感謝が出来るようになりますか？ 

して貰って有り難う、その時嬉しい、ウワ－嬉しい、それでお仕舞いでしょう？ それでは感

謝、膨らんではいきません。 

感謝、感謝、感謝が出たら、報恩です。それは言葉、形ばかりではありません。だけど皆、人

間は言葉を使います。心で思っていても、相手に伝わらないこと、いっぱいあります。 

例えば照れくさくて奥様に言えない、ご主人様に言えない。だけど自分の心の中でごめんなさ

い、有り難う言ってても、相手の人、分かりません。有り難うね、心で言っても、子供に伝わら

ない、ご主人、奥様に伝わりません。「あなた、有り難う」こう言って初めて、相手の心に届く

のです。 

私たちも今、一緒です。私たち、皆さんに波動、言葉で送ってても、皆さんに波動としてしか

送れません。今話しているときは別ですけれど、普段はそうです。今、口を通させていただいて

初めて皆さんの心に直接伝わるのと同じです。 

あなた方、家族と暮らしていて心の中で、有り難いわ、ごめんなさいね、そんなことを思って

いても、本当の家族の方たちに伝わることはありませんね。 

こんなこと言ってごめんね、いつもおいしいご飯有り難う、一月こんなに働いてくれて有り難

う、その言葉を通して初めて相手の人に、「ああ、この人、感謝してくれているんだ。ウワー、

嬉しいわ」の思い伝わるわけでしょう？ 

心の中でいつもお祈りして、妻よ主人よ有り難う、これ、伝わりません。言葉に出して初めて

相手の人に届きます。 

先ほどのOKMさんの質問をYMSさんがされたときもそうです。YMSさん、メール打ちました。

だけれども、SNTさん、CHZさん、YSDさん、大ちゃん(OKMさんのこと)今こう思っているの

に、わざわざ書きません。そうするとOKMさん、分かりません。気づきません。これと同じです。

自分、これでよかった思います。それと同じです。 

もしYMSさん、メール送らない、他の人も同じように送らない、OKMさん、ズッとこれ正し

いと思います。それと同じです。 

他の人と色んなことで接します。有り難うございます、それ言ったら相手に伝わります。だけ
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れど心の中で、「ああ、今日こういうことお世話になった、有り難う」、その時一日の反省の中

で言っても、その人には分かりません。神は分かっても、その人、分かりません。 

ですから言葉、大事です。そして皆さん、感謝、感謝の心、これが基本ですよ。正法、八正道、

色々難しいこと言います。だけども、感謝の心があるから、行為として現れてきます。いくら知

識詰め込んでも、実践するとき、相手の人に対して感謝がなければ難しいでしょう？ 

こんな人と思っている人に、心から尽くせますか？ この人、こんな人やと思っている人に、

心から尽くせるわけありません。 

この人素晴らしい人、感謝できます。だから皆さん、心から尽くせます。だけれどもこの人、

こんな人、あんな人、感謝できない人に尽くせるはずありません。 

感謝。先程エホバ様、色んな話して下さいました。その中で、感謝、大事なこと、大きく伝え

て下さいました。その心が基本です。感謝なくして、正法、八正道、行ずること出来ません。自

分に感謝、自分の親に感謝するから、反省、大きく広がっていきます。 

 皆さん、ご主人様、奥様、お子さま、皆さん感謝は一通り為されていますが、もつともっと心

の底からの感謝、男性の方、本当に心の底から奥様を愛しておられますか？ 大事に思っておら

れますか？ 労っておられますか？ 

 また奥様方、本当にご主人様を、心から愛しておられますか？ ご主人様を心から包み、癒し

て差し上げておられますか？ 自分がないですか？ そんな顔して帰ってこないでよ、こんな遅

くまで何してたの？ 御飯遅れるやないの、また暖め直す、こんな気持ちありませんか？ 

日曜日、どこか行ってくれたら私、自由に時間作れるのに、もっと遅く帰ってきてくれたら、

私自由に時間作れるのに。もしくはもっと早く帰ってきてくれたら、食事、早く済むのに。自分

の都合、ありませんか？ 

ご主人、外で一生懸命仕事して帰ってくる。そのときに温かい料理、おいしい料理、栄養を考

えて、たくさん食べて元気になってね、健康になってね。これ、報恩の形です。感謝して、報恩

ですよ。 

でも今日は私、しんどいわ。有り合わせのもので済ませて貰おう。もしくはどこどこの出来合

いのでいいか、こんな気持ちありませんか？ それ、感謝、あまりありません。 

 ご主人一日、外でもまれて仕事してきます。まあ、もまれてというよりも、人様に尽くそうと

思っていても同じです。人様に尽くそう、皆さんのために仕事をしよう、そういう思いで一日仕

事をして帰ってきて、こんな料理で我慢してね、もっと遅く帰ってきてもいいのよ、ものすごく

傷つきますよ。 

また男性も同じです。奥さん、御飯作ってくれて当たり前ではない。いつも一生懸命作ってく

れる。しかも疲れているかもしれない。色んな頭痛いこと、あったかもしれない。それでも自分

のために御飯を作ってくれた。当たり前ではありません。 

美味しい御飯、作ってくれて有り難う。この気持ち、ちゃんと奥さんに伝える。毎日伝えるこ

と、必要です。洗濯、いつも有り難う。綺麗なのをいつも着せて下さって有り難う。これも感謝、

報恩です。喜んで着せて貰う。喜んで服、着させて貰う。靴、履かせて貰う。締麗な掃除された

部屋に、いつも居心地よく生活させて貰う。それも全部すべて、当たり前ではありません。 

奥さまもそうですよ。主人は仕事して帰ってくる、当たり前、違いますよ。もしご主人、他の

女の人に心を奪われたら、あなたたち、平常心ではいられないでしょう？ 無事に自分の所に帰

ってくる、仕事を終えて帰ってくる、そのご主人様にねぎらいの気持ちなくして、どうして他の

皆さんにして貰えることに感謝できますか？ 

そうでしょう？ ご主人に感謝できなくて、どうして他の人にして貰うこと、奥様に感謝でき

なくて、どうして他の人にして貰うことに、本当の感謝できますか？ 

嬉しい、皆さんそう思います。有り難うございます。だけど心の底から思っているものはほと

んどありません。ものの10分、20分したらすぐに忘れて、他のことに心奪われています。それ

は感謝という意味では少し、まあ感謝はしていますが、言葉だけのような所、たくさんあります。 

奥さんは、皆さん、仕事されている方も、されていない方も、例えばお風呂掃除するときも、

ご主人が帰ってきたら、これで気持ちよく休んで貰おう。気持ちよく入って貰おう。そういう思

いで、お風呂よ、いつも私たちを癒して下さって有り難う。今日も一日、主人の疲れをこれでと
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って下さい。その様な思いでさせていただいてますか？ 

 料理のときもそう。奥さん、料理作るとき、ご主人、子供たちのために、こうして料理を作ら

せて貰って、なんて有り難いのか。私がこうして差し上げられる、これによってご主人も子供た

ちも今日の一日の疲れが取れますように。私、そのお手伝いさせて貰って嬉しいです。その様な

気持ち、ありますか？ 

 そういう日もあれば、ああ面倒くさい、今日のご飯は何しましょう？ 帰りにここで買ってい

ったら丁度いいわ、そのような思いになることもあるのではないですか？ 

勿論、お総菜買うこと、悪いことではありません。だけれどそこに、心があるかどうかです。

ああ、これ、主人がとても大好物、これを買って、私が作るよりもここで買った方がおいしいか

ら、主人の疲れがとれるように、これ買って主人に食べさせてあげましょう。 

そのような気持ちではなく、ああ今日はしんどいな、何もしたくない、そういえばご飯も余っ

ているけど、ご飯も炊かないといけないし、何かないかな？ スーパーのお総菜、安い、もうこ

れでいいか。こういうような気持ち、ありませんか？ 

例え安いものでも、どうぞご主人様がどうぞ労り合う場が出来ますように、その様な思いでお

かずを選んでいるようには思えませんね。 

ご主人も、奥様もそれぞれ自分の役割、一生懸命こなしています。そしてそれぞれ足りない部

分があっても、奥様、ご主人、それぞれ自分を迎え入れてくれています。 

当たり前ではありません。気づいた方が何故、先にして差し上げられないのですか? 

 あなたたち、自分が分かったら、それを平気で相手にもそれを求めます。自分が気づいた時点

で相手もそうあるべきだという風に、すぐ心を変換します。これ、一番、間違いです。 

分かつていない人には、分かつている人が、して差し上げる、これが基本です。そんな何も分

かっていない人に、不平不満ぶつけてどうしますか！ 自分の心、汚すだけ、自分の家族、汚す

だけです。自分の周り、汚すだけです。そんなことしてても誰も幸せになれません。光、現れま

せん。 

子供が疲れてきて、しょげた顔してても、ご主人様が会社でイヤなことがあって、むくれた顔

をして帰ってきても、「ああ、よく帰ってきてくれたわね、イヤなことがあったのに一日お疲れ

さま」、それぐらいのことが言えなくてどうしますか? 

「イヤな顔をしてるわ。嫌ねえ」ではいけません。「また私も暗くなる。何か私にも当たられ

るかもしれない」こんな思いしているようでは、ご主人様に愛慕われません。愛慕われない、結

局、癒されませんから、イライラすることになります。 

奥様に対して、ご主人様も同じです。一日ご家庭を守って下さって、お母さんこそ有り難う。

奥さんこそ有り難う。お互い様で、今日も一日無事に過ごせてよかったね、そういう風に言える

ようにならなければいけません。お父さん、お疲れさま。お帰りなさい。それではいけません。 

「あなたこそ私のいない間、家のこときちんとして下さって有り難う。ああ、料理もお風呂も

して下さって、今日も一日お母さんこそお疲れさま。お陰で私たち無事、仕事できます」、それ

が本当の調和につながっていくことでしょう? 

皆さん、感謝の心を養ってあげてください。子供にもそうですよ。「今日も一日、無事に仕事

をして帰ってこられてよかったね。お疲れ様」と言ってあげないといけません。 

 仕事、アルバイト、何でもそうですけど、学校行ってたとしても、無事に事故もなく帰ってき

て、それ感謝。当たり前ではありません。感謝ですよ。「無事に帰ってきてくれて有り難う。仕

事お疲れさま」「お父さんもお母さんも、お仕事お疲れさま」「あなたもお疲れさま。今日も一

日、皆さん無事に仕事できて、こうして帰って来れた。有り難う。皆んなで御飯食べれて、食べ

れなくても、有り難うね」、この気持ち大切です。そうしていく内に、家族が調和に満たされて

いくのです。 

 ただ相手に求めてばかりで、自分もしているんだから相手もして下さい、求める心がそこに残

っていますね。相手を変えたい思い、ありますね。自分を変える、ではなく、相手を変えたい。 

相手に求めています。「私、愛を上げます」ではなく、「私もこの程度やってます、あなたか

らもそれぐらい欲しい、出して下さって当たり前でしょう?」、この気持ちが不平不満になります。 

自分がすることを一生懸命させて貰って、奥さん、旦那さんが足りなくても、一生懸命して下
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さって有り難う、そういうような思いにならなくてはいけません。いや、なるのが、この心の道

を歩くものであるならば、そういう風になって行くはずです。 

皆さま、感謝、どうぞ心からお願いします。その時初めて、自分の心にも喜び、安らぎ、本当

のものが出てきます。そうしている内に、相手にして差し上げたくてたまらなくなりますよ。 

奥様、一日あなたこそ有り難う。私、いつもあなたに感謝していますよ。今日は肩でも採ませ

て貰いましょうか、その様な気持ちにもなってきます。 

ご主人様に対しても、あなた一日、有り難うございました。どこか身体だるいところありませ

んか?  私、させていただきます。こういう風になってきます。 

自分のことは自分でやってよ。そういうような思い、出てきません。ですから皆さん、一つひ

とつ、奥様、ご主人様、お子さんたちに、もう少し感謝の目を持たれては如何でしょうか? 

お子さん、色んなお子さん、いらっしゃいます。だけれども自分にとって、皆さん、可愛いお

子さんばかりでしょう?  お子さま、自分と口、聞いてくれるのも当たり前ではありませんよ。 

会社でイヤなことがあったら、色んなこと、話したくないときもあります。ガールフレンド、

ボーイフレンドとうまくいかないとき、とてもお父さん、お母さんとお話しする気になれないと

きもあります。だけれども皆さん、家庭ではそれぞれお子さまと色んなお話しをされているでは

ありませんか。そういうことにも感謝、お持ち下さい。 

そして周りの人にもその感謝の気持ちを広げていくようになさって下さい。それが正法の入門

です。 

先ず自分の奥様、ご主人様に報恩、実践して下さい。本当に感謝があるなら、実践として現れ

てくるはずです。もし実践できない、これ、未だ感謝足りません。反省、足りません。それ、目

安にされてみては知何でしょうか?  勿論知識ではありませんが、ひとつの目安として、皆さん、

受け止めていただいたらどうでしょうか? 

 もし自分が出てきて、「ああ、しんどいな」、「ああ、それぐらい自分でやってくれたら」、

「こんなこと、何でまだアイロン掛けてないんだろう?」「未だ御飯は出来てないんだろうか?」、

若しくは「何でそれぐらい自分でやってくれないんだろうか?」、こういう風な思い、皆んな自分

がある証拠です。 

 相手に対して感謝して、させて貰おう、この気持ちありません。自分が疲れてる、自分がこう

なんだから、あなたもそれぐらいやってよ、そういうような思いがぶつかりあうから、お互いの

不平不満になります。 

 でも、気づいた人から現していくことによって、いつもして貰うばかりだから、悪いなあ、僕

もこれ一つぐらいさせて貰うようにしなければ、私もお父さんに一つぐらい返していくようにし

なければ、皆さん、そういうように思うように、自然になっていきます。 

 その回数と言いますか、時間は人様によってそれぞれ違います。でもそれを当てにするようで

はいけません。いつまでしてもあの人、変わらないじゃないの。これ、他力でしょう? 自分を変

えるための場なのですから、人様ではなく、自分なのです。 

 自分ばかり損してる、これ既に、愛ありません。心、ありません。皆さん、役割、それぞれあ

ります。勿論奥様、仕事持っておられる方であるならば、大変かもしれません。だけれども、大

変でも、自分がそうしますと言って出ました以上、家のことも普通にする、これ、普通のことで

す。 

 ご主人様も外で働いているんだから、家のことは全部奥様がやったらいい、これも少し間違い

の元です。自分が奥様に対して御飯を作ってくれて有り難う、そう思ったら、台所まで私、運び

ます。そういうような思いになる。洗濯物はここでいいですか? 聞くようになる。そういう風に、

皆さん、変わってくるのではないでしょうか? 宜しくお願い致します。 

 まあ今日は、色々と私、お話ししたいこと、用意してきましたが、今一番言いたかったこと、

時間の関係上、感謝という言葉を言わせていただきました。 

 また皆さん、今日、YSDさんを通して色々学ばれて、皆さま、よかったのではないでしょうか。

これ、人ごとではありません。 

 ああ、YSDさん、大変、色んなこと悩んで大変ね、色んなこと、差し迫って大変ね、このよう

な思いで聞いていては、何れ自分も同じようになったとき、もっとひどい状況になります。 
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 皆さん、人を通して勉強させて貰い、自分の心をチェックします。遅いか早いかだけで自分の

心にも正法を疑る気持ち、懸念の気持ち、物事うまくいかない、今は皆さん物事まあまあ上手く

行っているときは、その様な気持ちは起こらないでしょう。 

だけれども、もし自分自身が苦しいとき、仕方がない、壁にぶつかったとき、同じように悩み

ます。何故一生懸命やっているのに、こんな目に遭う?  今まで神に教えて貰ったとおり、曲が

りなりにもやってきた筈なのに、何故? こういう風に思いますでしょう? 

その時に、その思いに囚われて一緒になるか、放してみるか、それによって変わって来るんで

すね。ですから、YSDさんのこと、人ごとではありませんよ。 

一生懸命、YSDさん、色んなこと、皆さんに話して、YSDさん、CHZさんの話でいじめてし

まったところ、あると思います。だけど、今日の話、とても大事です。 

SNTさん、会社の人に素晴らしいね、言いました、それと同じです。皆んなの代表として、誰

か一人一人がやっておられます。 

勿論、YSDさんだけでなく、OKMさんのことも、MT子さんのことも、それからYMSさんや

SNTさんのことも皆んなそうです。皆さん、自分ができない体験を、相手に学ばせて貰っていま

す。 

それを軽視して見てると、やがて自分も同じような状況で学ばされることになります。人を通

して学んで摘み取れば、もう自分はその渦に巻かれることはないのです。 

ですが、そんなことをして馬鹿だなぁと例えば思ったとしたら、自分も必ず同じようになりま

す。若しくは大変ねえ、可哀想に、こんなことを思って自分を振り返る余裕がなければ、同じよ

うな問題にぶち当たって、同じように学ばされるようになります。ですから、人のことは自分の

こと、人のことは自分の鏡、そういうことでもあります。 

皆さま、一人一人、今日、神はYSDさんに言いました。あなた、正法やる事、もう一度考えて

下さい。これは私たちもいつも言いたいことですね。TSDさんだけではありません。 

皆さん、心やりたい、正法やりたい、だけど心のどこかに他力あります。これやってたら良く

なる、そういう思い、心のどこかにあるから、正法を選んでいるところ、ないですか? 

もしその様なこと、100%自力でやる正法だとしたら、それでもやりますか? 神の救助、助

け、一切ありませんという時代になりました、それでもまだまだ私、正法やります、言いますか?  

何でもかんでも自力、この法に従ってやっていけば、あなたたち、道開けます、私たち知りませ

ん、この法だけ差し上げます、そう言ってもやること出来ますか? 神の助けが20%、30%にな

っても、そういうこと出来ますか? 

しかしながら何でも、先程CHZさん言いました、私一所懸命正しく仕事したからお金いただけ

るようになりました、その通りなのです。自分が代償、その報償を求めないで、とにかくやれる

ことを一生懸命やる、そう思う者を神が放っとくはずがありません。 

でもこれ欲しい、あれ欲しい、むやみやたらに言っている者に手を貸しますか？ そうでしょ

う？ そんなことしてその人、なんのためになりますか？ 自我が喜んで、神理から離れるだけ

のことでしょう？ 

勿論、念の大きさ、皆さん一人ずつありますから、念はものを創る、思いはものを創る、それ

を引き寄せます。だけれども神は、それだけ法則に生きていますが、それはためにならないと思

う時は、パッと取ることをします。 

 でなければ、そのまま私出来てます、思います。これ、間違いです。私、皆さま、本当に正法、

思って下さり、嬉しいです。だけど私たちのこの真剣さ、皆さまに利用してほしくありません。

生活のために利用してほしくありません。 

 私たちも分かります。私もかつてイスラエル時代、肉体持ちました。その時、貧しくて、本当

に悪魔に心、奪われそうになりました。このお金、これだけやるから、こういうような悪いこと

しなさい、言われた時、心動きました。 

 けれども私、イエス様の法、聞きました。愛を聞きました。真実の姿、聞きました。その時私、

偽りの自分、捨てようと思いました。例えこの身が飢えて亡くなろうとも、真実の世界、心の世

界、愛の世界に住みたい、そう思いました。 

 イエス様の愛はとても深かったです。私たちその愛に触れ、皆さん、心入れ替えた。それでも
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生きている時は、私たち、分かりませんでした。まだまだ、分かっても怖かった。 

 イエス様が磔される丘を一緒に登っても、とても助けることできません。それどころか、イエ

ス様が亡くなられた後、私たちの前に再び姿を現し、イエス様は私たちが裏切ったにも関わらず、

愛をたくさん、皆さんに与えよ、私が与えたものを皆んにお配りしなさい、そうやって説いて下

さいました。 

 だから私も肉体を持つ苦しさ、分かります。だけど同時に私もそれ、解脱しましたから、皆さ

んも思えばできる、これ私も分かります。私、体験しました。そして私が天上界に帰ったとき、

イエス様は私を包み込み、良くやったと誉めて下さいました。 

 それは私は別に欲しいと思って、やったわけではありません。私、自分が救われたかつたので

す。大きな、貧しい家に生まれ、そしていつも食べるもの、事欠き、また何故私、こんな家に生

まれてきたのだろう？ 賛沢している人、たくさんいるのに、私も父、母、恨みました。こんな

家、生まれたくなかった、思いました。 

 弟、妹の世話、そして色んな仕事、色々毎日疲れ果て、本当に食べられないこの悔しさ、思い

ました。だからYSDさんの気持ちも分かり、かつてYMSさんの気ちも分かり、いまOKMさんや

GBさん、MT子さんの気持ちも良く分かります。 

 だけれども私たち、肉体を纏っているから、それに囚われるだけで、真実私たちが本当にある

ものは、心だけなのです。 

 皆さま、デパートに行って買い物したら楽しい。だけど買い物してるときは楽しいけれど、や

がて自分の家に帰るでしょう？ 遊び疲れたら帰ります。それと同じで、私たち、魂帰るとこ、

別なのです。ここは有限の世界であり、本当の世界ではありません。その本当でないものにしが

みついていても、安らぎ得ること、できません。 

 ですから皆さん、私、イエス様の愛を受けたとき、私、このような方が本当にいらっしやるの

だろうか、思いました。このような愛深い人、本当にいらっしゃるのだろうか、思いました。 

 私は奇跡をいくつか見せていただきました。そしてこんなこと思うのは、こんなことできるの

は、神しかない、だからイエス様は神なのだと思いました。 

 でも神が肉体を持ってこのように現れてきて下さった以上、私はイエス様の心、愛に、私も帰

りたい、思いました。だから一生懸命、努力しました。 

 私も多くの人に伝道したとき、石、投げられました。また、ムチ打ちも受けました。でも私、

身体、痛かったけど、心、全然痛くなかったですよ。その時は身体はとても痛かったです。肉の

痛みは本当に本当に苦しかったです。だけど心は嬉しかったです、私、イエス様の愛、そのまま

皆さんに伝えることできたこと。そして命が縮まってしまったこと、何にも思いませんでした。 

 その時、イエス様の声がしました。「あなたは本物、得ることできました。私たちの思い、一

緒になることできました。あなた、人々に、私たちの思い、そのまま説くことできました」 

そして私、この世界離れて、向こうへ帰りました。私その時、本当に本当に、この道をやって

きて良かった。 

 私、多くの友人に裏切られました。お前の言っていることは悪魔、イエスの言っていることだ、

私たちはそんなもの、信じない。それよりもこのまま、私たちのやっているように商売をしよう、

何しよう、弱いものを蹴落として、強いものについたら得なんだ、みんな言いました。 

 お前の言ってることやっても、損するだけだ、言われました。私、多くの友、失いました。で

も、悲しくなかったよ。みんな分かってない、可愛そう、思いました。 

 だから友人の家もいつも渡り歩いて、法を説きました。けれどみんな怒りました。すぐ帰れ、

言いました。けど私、分からないから、分かるまで教えて上げたい、思いましたよ。 

 別に私、自分を売り込む気持ち、ありません。でも皆さん、私が肉体を通して体験できたとい

うことは、皆さんも肉体を通して、私と同じように体験ができるということを、私は言いたかっ

たのです。 

 だから、この時代、私たちの時代よりもっと物質文明が栄えて、色んなものに気を奪われるこ

と、多いです。そして色んなもの、たくさんあります。間違った宗教ばかりですけど、たくさん

あります。 

 だから楽な方へ行きたい、これも分かります。けど、心は何にも得難いものです。これだけが
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次の世界に持って帰れるものです。洋服も仕事も、何も持って帰れません。 

 その私たち、この地上に降りてしてきたこと、体験したこと、悦び、それらは一切ズッと自分

の思いとして持って帰れる、誇らしいものでありたいです。汚れた心、持ち帰りたくありません。 

 ですから私、かつて自分も肉体を持ったから、皆さんの苦しみ、分かりますが、同時に、それ

も解脱できるということを、皆さんに宣言したいです。させて貰います。でもそれは自分自身と

の戦いです。私も何度も何度も思いました。だって、食べていけない、服、買えない、いつも破

れた服着てます。皆さんの時代で破れた服、珍しい。私の時代ではまだまだ多くの人、破れた服、

一枚限りのぼろの服、皆んな着てました。多かった。 

 だけれども、ぼろの服着てたら、お金持ってる人、皆んなさげすみました。私たち、近寄るな、

言われました。でもやっぱり私たち、イエス様の愛、そのまま信じて、だからこそ救われた。本

物だったから、救われたんです。ですから私、皆さんにも本当に自分に勝って貰いたい。 

自我は色んなことを言ってきます。本当に色々言ってきます。しんどいです。肉体を持って辛

いこと、食べられない、服着るものない、家住むとこない、とても迷います、苦しみます。でも

それは、永遠のものではないです。 

 人にどう思われる、そんなこと、こだわっているときは、自分を守っています。真実は分かり

ません。私、皆さん、この時代に、それがあるから凄く可哀想と思います。皆さん、裕福。皆さ

ん一般的に裕福。人にどう思われるか、そんなことでこだわっているときは、自分を守っていま

す。 

 でも私、羨ましいよ。皆さん、私のように、毎日食べるものない、そんな生活、一人もしてい

ません。皆んな貧乏、言いながらもちゃんと御飯、食べてます。別に私がこうだったから、皆さ

んもそうなれと言うわけではありません。 

 でもパン、食べられない日が何日も続きました。お魚の味、2度、3度、味わっただけです。で

も、心、いつも豊かでした。着るもの、見るもの、ボロボロ。でも、心、豊かで幸せでした。い

つもイエス様の愛、生きてました。 

 その私と同じ時代、出られた人、いるんです。あなたたち、その中でも頑張ってこられたんで

す。こんな時代の、こんな荒波に負けて、恥ずかしくないですか！ 忘れているから仕方ないよ

と言うかもしれませんが、かつてやってきたこと、出来ないはず、ありません。 

 皆さん、自分次第です。ものにおぼれるか、それとも真実、見るか。心、偽り、見るか。それ

だけのこと。そして私たちの時代、八正道、イエス様、それは説かれませんでした。 

 でも愛を出し、人を許すことを教えてくれました。それは直接、八正道でしょう？ 正しく相

手を見れないと、愛も出せません。語れません。皆さんに伝道しようと思っても出来ません。 

 ですから愛も、八正道もすべて一つ、それらを今生、主が、肉体を持ってお説きになられまし

た。畏れ畏れ畏れ多い、もったいないことです。 

(テープ反転） 

 ・・・ご主人様、奥様、お父さん、お母さん、先ずそこから感謝、報恩お願いします。 

 皆さんと共に約束してきた家族、どうぞ皆さん、光に満たして上げて下さい。宜しくお願い致

します。 

 

 YMSさん、いつも有り難うございます。私、あなたの正法の道、本当に皆さんに心響いて嬉し

かったです。あなた本当に、心裸にして下さいました。私、あなたの精進、とても嬉しかったで

す。 

 あなたはかつて、いろんなもの縛られ、こうあるべき、あゝあるべき、たくさんあった方です。

それをここまで精進されて、裸にされる、これはとてもあなたにとって大きいだけでなく、多く

の人に察して差し上げられることでしょう。私たち、それ、応援します。 

 そして今あなた自身の課題、自分で見つけておられると思います。それと平行に、奥さま、お

子さま、もっともっと愛し、共に光を見出せるように、見出せるようにはおかしいですね。共に

光らせていけるように、あなたが中心となって、あなたの周りを癒して上げてください。 

 あなたの奥様、とても心、いい人です。あなた、私たち、CHZさんに言いました。CHZさん、

あなたの奥様、見ました。あなたと一緒にお礼、言いにきました。「お父さん、とても良くなり、
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私、とても嬉しいです。今まで以上にお父さんがこんなに良くなったの、本当に嬉しく、私は益々、

お父さんが大好きになりました。お父さんに一生、ついて行きたいと思っています。皆さま、有

り難うございました」 

 それ、CHZさん、見ました。私、CHZさんに言いました。YSDさんに電話して、このこと伝

えて下さい、言いました。それは別に、奥様が来たことを伝えるのではなく、奥様の気持ちをあ

なたに知ってほしかったから、もっと奥様を大事にしてほしかったから、伝えてほしい、言いま

した。 

 ですから奥様は、そのような気持ちで今、おられます。あなたに感謝しても、し尽くせないと

思っています。ですからあなたの奥様、まだそのまま言えない、心のまま言えないこと、まだま

だお持ちです。あなた、それを解きほぐし、二人でいい夫婦、作っていって上げて下さい。 

 お子さまも、あなたのお子さま、皆、素晴らしいです。あなたを慕っております。ですけど、

慕ってるからそうではなく、あなたもその様に、あなたの心の立場でなく、お子さま達からすれ

ば、一時お父さんいなくて寂しかったです。 

 お母さんとお父さん、何故こんなことになったんだろう、思いました。お父さんは何故こんな

ことするんだろう、思いました。ですから、そのお子さまたちの気持ち、それはあなたも分かっ

ているかもしれない、当たり前ではない、分かっているもしれない。 

 だけど心の調和、お子さま達にして上げられることは、包み、あなた、率先して家の中、益々

光らせて上げて下さい。皆さん、とても良い家族です。宜しくお願い致します。 

 

 そして私、YSDさんCHZさん通して、YSDさん、頼みました。私かつて知ってる女性、YU子

（TSRさん）さん、その人、とても心、締麗です。でも、心締麗ですけれども、一つの思いに縛

られると、他、見えなくなります。 

 折角いいものやってても、一つのことにこう（狭い視野）なってしまったら、こっちが外れま

す。YSDさん、大ちゃん（OKMさん）、似てますね。その様なところ、あります。そして彼女

は、悩んだとき、YSDさんと同じ、電話できないタイプ。悩みが終わってから、こんなことあり

ました、いうタイプの方です。 

 ですから私、皆さん、歩み寄って、心の声、辛いとき、苦しいときあったら、連絡できるよう

な状態になって欲しい、思います。勿論一人で自分に問いかけて、答見つけ出すこと、必要です。

でもそれは自分を離して見れているときのことであり、一緒に、一体になってしまった以上、そ

れは不可能です。 

 ですから私たち、YSDさんに言いました。YMSさん、電話しなさい、言いました。同じです。

でも、YSDさん、まだ出来ます。彼女、出来ません。YSDさん夫婦、YMSさん、家の事情色々

あって、電話自由に使えない、でもそんなときでもメールで相談できます。またお手紙、書くこ

と出来ます。そういう風にお話したくさんすることによって、そういう関係、生まれてきます。 

 私、彼女にも、今世、本当の本物、掴んで欲しいです。ですから私、皆さんと同じくらい、他

の人もいっぱい心配している人いますが、先ずあなた方、受け入れて下さる人から、あなた方に

引っ付けていかないで、背を向けている人と引っ付けても、反発して、離れるだけです。 

 ですからYMSさん、YSDさん、CHZさん、あの人たちいいねと思っている人たちには引き合

わせて、あなたたちの関係をよく知って、共に学んでいって欲しいと思います。これ、私のわが

ままでしょうか？ 申し訳ありません。 

 チヨット、辛いね、知らん振りするの。時々会ってるのに、知らない振りするの、辛い。だか

ら私、あなた方、出来ても、CHZちゃん、正直だから、どうか、思います。 

 だから私、CHZさんに言いました。かつてのメンバーで、一二度、YUちゃんには言わなかっ

たけど、会ったことありますよ、素直に言いなさい。別に毎月会ってると言わなくてもいいから、

素直に一二度家に来て貰って、あなたが知らないメンバーだったから言わないようにしようねと

いうことにしました、そういうように話をしなさいと私、言いました。すると彼女、分かってく

れますよね。ですからもし良かったら、そういうようにしてみて下さい。 

 申し訳ありません。 

 それからもう一人、先月私お話ししました、私あなたにお願いした人、いました。その人も本
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当はYSDさん達にも会って欲しいです。YSDさん、CHZさん、実際に正法で、光、色々現象と

なるもの、感じています。でも、否定しているから、会わせられないのです。 

 ですから今のところ、あなたに頼むしかありません。でもここでそれを真っ向から言うと衝突、

あなた、分かってますけど、敢えてもう一度言わせていただきます。真っ向から言っても、これ、

駄目です。 

 ですから高橋先生の名前、言う必要ありません。イエス様、お釈迦様、他の名前、言う必要あ

りません。ただ心のことだけ、私こう感じます、ああ感じます、言って上げて下さい。 

 あなたのこと、信用しています。別の道行って残念、思ってますけれど、あなたのこと、信用

しています。彼女、信頼しています。だから、あの人変われば、周りの人皆んな、がらっと変わ

ります。その力、持っています。ですからどうぞあの人、宜しく、あの方のことも宜しくお願い

致します。 

 でももう一つつけ加えます。仮にあなたが色々話しして、彼女、他の道、取った、あなた、自

分、責めたらいけません。力不足、責めたらいけません。することした、やる事した、でもその

人の心、その人のもの、別の道歩いても、自分を痛めることありません。 

 それは残念極まりないかもしれない。あなたにとって悲しいかもしれない。でも何れ、何世か

輪廻転生又して、その時、分かるしか仕様がありません。無理に引っ張っても駄目です。気が合

っても、同じもの求めても、これは別問題です。ですから、友情関係だけは保って、自分の思う

ことをお話しして上げて下さい。 

 そしてこんなことを言ったらあなた、嫌がるかもしれないけれども、仮に正法の道外れた道、

この一生、進んでいくとしても、あなた、自分を痛めてはいけませんよ。あなた、自分、責める

ことあります。ただ自分が出来ること、相手に後悔しないようにだけ、して差し上げて下さい。

もし自分、責めたら、あなた、自分、毒、食べることになります。いくらして差し上げたい、思

っても、これは別問題。だから自分を責めないように。出来ることだけやって欲しい。これ、私

からのお願いです。宜しくお願い致します。 

 

 SNTさん、有り難うございます。 

 いっぱい、色んな気づき、生まれてくるようになって良かったですね。色々進んでされてみら

れて、本当、嬉しいです。 

 あまり今のところ、あなたにお話ししたいことと言えば、ご主人様、労って上げて下さい。あ

なた、とても気がいい人です。優しい、温かいところを持っておられます。しかしご主人様には

凄く甘えておられます。 

 ご主人様には不平不満、一番大きくお有りではないですか？ ご主人様、チョットこうなるタ

イプ？だから人間関係、なかなか上手く行かないところ、ある。でも、本人一生懸命。でもなか

なか上手く行かないから、イライラすること、いっぱいあります。 

 会社であなたが思っている以上に精神、いっぱい使っています。心、いっぱい使って、疲れて

帰ってきます。パチンコ、本当は私たち、して欲しくない。麻雀、して欲しくない。あれ、危険

な場所ね。あまり良い波動の人、おりません。だから行って欲しくない。 

 だけどパチンコ、夢中になれる。だから行きたいんです。でもあなたがお家で労ること、他の

ことで彼の気持ち、癒して上げること出来ましたら、パチンコ、行かなくなります。麻雀、しな

くなる。だから、うーん、一遍に難しいね。一度に全部やるの、難しいけれども、少しずつ癒し

て上げる。 

 そして会の日、パチンコ行ったら皆んなで会、出来る、これ、間違いね。皆んなのこと、考え

て上げる、これはいいです。でもそんなこと、ご主人様にぽろっと言うだけでも、ご主人様、私

より大切なもの、彼女にいっぱいあるのショックです。 

 ですから、もしお父さん、日曜日、どんな予定？ もしお父さんの予定がなかったら、こんな

ことしようかな、思ってた。これ言うのと、最初から、パチンコ行って、言うの、全然違います。 

 その辺、あなた気は優しい。でも、正直すぎます。もう少し智恵使って言って下さい。正直に

言うこと、相手に傷つけること多いです。正しいこと、特にグサッ、来ます。 

 ですからその辺もう少し変化球投げて、カーブ投げて、そしてご主人様、本当に労ること出来
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たら、他の人も本当に労ること、出来ます。 

 あなた、ご主人様、チョット苦手だと思っています。でもご主人様、愛深いけど、いつも苦し

いこといっぱい会社であるから、家でなかなかエネルギー、出ない。いつもあなたに悪いなー、

思ってることもある。こんな病気して、迷惑掛けて悪いなー、思ってる。 

 でも、心、分からない。神理、知らない。だから自分が苦しいばっかりになってます。その上

会社に行けば、色んな問題は山積みになってくる。私、頑張ってるのに、次々何で上手く行かな

いんやろ？ そう思います。 

 家に帰ってくるときはクタクタ。だから日曜日くらいは家でゆっくりしたい、思います。それ、

あなた、色んなこと言って傷つけたら、ご主人、どこに憩いの心、見出せますか？ 

 「そうだよね。いつもお父さん、一生懸命仕事してるんやもの、日曜日はお父さんが休む番だ

よね。私もたまにはお父さんと一緒にお出かけしたりもしてみたいわ」などと、言って上げられ

る位に、「お父さん、家で好きなように休んでいいよ、何かお父さんの好きなものを昼御飯、晩

御飯、作って差し上げるよ、何、食べたい？」、それぐらい言って上げて下さい。 

 ご主人様、喜びますよ。家に帰ってくるの、楽しくなります。自分の憩いの場、出来ます。で

も家に帰っても時々、奥さんに必要ないようなことを言われたら、パチンコに逃げます。家で安

まらなかったら、パチンコに逃げます。他に憩い、求めるようになります。パチンコしたい、麻

雀したい、なりますね。 

 家、基本ですよ。ごめんなさい、傷つけたような、ごめんなさい。けど私、あのご主人様、心

深いところに温かいものあるの、私分かります。あなた、ご主人様、過去世でとても、こんなこ

と言ったら妨げになるかもしれませんが、とてもお世話になったお方なのです。それで今生あな

たはご主人様にお願いして、今度は私があなたにものすごく尽くしたい、ですから私の旦那様に

是非ともなって下さい。ご主人様、私なんかでいいですか？言いました。私、別に構わない、あ

なた一緒に夫婦出ていいよ。でもあなた、本当に私でいいですか？言いました。 

 でもあなた、頼んだんです。私、あなたに尽くしたいんです。色々お世話になったお礼、今回

あなたに尽くさせて貰いたい、あなた、それでご主人様とご縁出来たんです。 

 あなたその言ってること、自分が誓ってきたこと、果たせないようになってしまいます。勿論、

思いやり、ありますよ。ご主人様に対して、ないとは私、言いません。でも、もつともっと労っ

て上げて下さい。 

 ご主人様が、本当にこの人と結婚して良かったなあ、来世もこの人ともう一度一緒になりたい

な、こういう風に皆さんお互いに言い合えるようになったら、本当の調和、出来てきた証拠です。 

 ですからあなた、他の人にはとても優しい。お子さんにも優しいし、お子さん時々、お母さん、

あれだなって思っているときありますが、まだお子さんとはコミニニケーシヨン、割合上手く行

ってます。 

 でもご主人様は、寂しい思いしていること、いっぱいあります。あなたが感じてる以上に、ご

主人様、繊細です。宜しくお願いします。 

 

 MT子さん、宜しいですか？ 

 私たち、MT子さん、今日、神様から聞いた話、もしかしたら難しいかな、思いました。ですか

ら先ず、主人の好きなところ、いっぱい思い返して下さい。お子さまの好きなところ、いっぱい

思い返して下さい。 

 自分はどうしてこの人好きになって一緒になったのかとか、この子、どうして可愛いと思った

のか、好きなところいっぱい見て、悪いとこ、見ない。この人、こんな好きなところ、いいとこ

ろいっぱいあった、だから私、この人と一緒になった。 

 それをいつも心の中で思い返せると、あゝあの人、私にこんなこと言ってくれた、私にこんな

ことしてくれた、そういういい思いをいつも思い返していくと、ああ今は本当のあの人の姿では

ないなと思えるようになってきます。もし自分がイヤなことをされたときのことですよ、あの人

チヨット他に心奪われているね、そう思えるようになります。 

 そしていいところばかり思い起こし、して貰ったこと、自分が嬉しかったことを思い返してみ

たら、心が落ちつき、幸せになります。そして、あゝ私は彼のどれだけして差し上げたかなと思
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ったときに、彼に対して感謝の気持ち、生まれてきます。 

 そうすると割合スムーズにやっていけるようになるのではないかなあ、これ、私、思ったこと

です。でもあなたはあなたの方法でやってみようと思うのであれば、それをなさって下さって構

わないです。私はそれされたらどうかな、思いました。 

 そして自分を欠点、原因、結果、それを探るとき、それも今の自分から出発されてみることか

ら、一つずつから始めてみられたら如何でしょうか。一遍にするの、とても大変ですから、一つ

ずつ、一つずつ、それを納得するまでされてみるといいと思います。 

 多くのことを自分に与えないで、一つ出来たら次のことをする、そういう風にして、あっ、私、

出来たんだ、私、生長できたんだ、そういう風に少しずつすると、自分に自信が出来ます。 

 一遍に何でも手にしすぎると、出来なかったとき、落ち込みます。でも一つずつこなしていく

と、自信につながる、プラスに行きやすくなります。 

 ご主人様、お子さん、なかなか会話、弾むときと弾まないときありますから、どういう風に接

していいのかなあ、話しかけていいのかなあ、思うときあったり、どうしょう、どうしようと思

うときあると思いますが、あなたの方から、いま忙しくなかったら、私ね、今日一日、こんなこ

とありましたよ、言って話しする。 

 今、そんな話し、聞くどころ違うんや言われたら、ああごめんなさい、じゃまた後でね、言え

ばいいです。でも、それを少しずつ話しかけることによって、変わってきます。 

 そしてあなたも聞けばいいんですよ。どうしたの？ 何か心配事ありますの？ 「そんなん、

心配事、いっぱいある」、言われたら、じゃ、どんなこと？ どんなことで悩んでるの？ もし

お話しできるんなら、話してみたりする。自分から相手の心、聞き出す。 

 ただ心配しているような風、悩んでる風、そっとしとこうではなく、先程CHZさん、言いまし

た、YSDさん、まさかそういう風に思っているとは今まで思っていなかった、これ、夫婦、会話

少ないとこ、必ずあります。 

 片一方、こう思っている。思い込む。特にあなた方も同じような道、歩いてきてますから、ご

主人はご主人で、きっとあなたはこう思っているだろうと思い込んでいる部分、あなたはあなた

で彼はこういう風に考えるだろう、思っている部分、すれ違っている部分が見えます。 

 それ、埋めていかないと、本当に自分たち、手を繋いでいくこと、難しいです。ですから、勝

手に自分のフィルターを通して見ているとこ、まだどこの部分か、あなた、分かってないと思い

ます。会話して、少しずつ心癒して差し上げて下さい。 

 彼の好きなもの、作って上げるとか、休みの日には作って上げる、暑い日にはそういうように

して上げる、そういうようにして上げることです。そしてあなたもこれは駄目だな、これはこう

いうことしてはいけない、こういう使い方したらいけないな、それからこういう生活習慣はあん

まりしたらいけないなと、彼に対して思っている部分を、少しずつ彼に対して上手にお話しして

差し上げること、必要です。 

 これ、彼の責任ではありません。いまSNTさんに言いました。パチンコに行きます。これ、奥

さんと調和取れて、家で憩い取れたら、あまりパチンコ減っていきます。そういうとこ、行かな

くなります。これと同じです。 

 自分が心満たされるとこ出てきたら、他に頼らなくても満たされてくるから、要らないところ

削られてきます。ですからあなたは、例えば家が広くなって掃除、大変とか、買い物行くの大変、

色々あるかもしれません。 

 でも例えば今日は暑いな、思ったら、彼はさっぱりしたもの、好きだから冷や奴をこういう風

にして出して差し上げようとか、今日は一寸じめじめした天気だから、唐揚げみたいなものより

も煮物の方が身体にいいなとか、それからそういう風にお話ししたらいいんです。 

 まあ最初は、そんなん恩着せがましく聞こえるな、と言われることがあったにしても、「アラ、

そういう風に聞こえたらごめんね」という風に言って、自分の思いを伝えていくようにしていく

ようにする。「イヤな思いさせたとしたらごめんね、言い方悪かった、言い方変えるね」、言え

ば済むことです。でも自分の思い、伝えなかったら、分からないです。 

 あなたも思いきったときは色々喋れますけれど、相手の反応次第でお話しできない日、ありま

す。そうではなくて、自分を変えて、少しずつ話しして差し上げることです。そうしてる内に、
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どんどん変わってきますよ。 

 あなた、もっともっと夫婦調和できるようになってくると、自分も楽しいです。相手も楽しく

なります。だから子供も楽しくなってきますよ。 

 いいところ、好きなところ、ありますね。そこの部分を自分の中でいっぱい膨らませて、そし

て自分の立場は捨てて、私と一緒にいつも暮らして下さって有り難うございます、大好きな人と

一緒に過ごさせて貰っていることに感謝、こうしてると、どんどんどんどん自分がして上げたい

という気持ちになってきますね。 

 そして自分もニコニコ、なるべく自分でニコニコ、明るい顔、進んで作ることです。SNTさん、

CHZさんもこれ、同じね。奥様、イヤなことあってもなるべく家の中でニコニコする。ご主人様、

会社で疲れて帰ってきて、家で奥さん、ムスッとしてたり落ち込んだ顔するの、一番疲れます。

ですからなるべくニコニコするようにして差し上げて下さい。 

 MT子さん、あなたもっと色々出来る人。さっき神が仰られたように、ちゃんと約束して降りて

こられてる。それも敢えて二度目のご主人になるようにあなたが選んだのですから、前のご主人

にして差し上げられなかったことも含めて、いまのご主人とお子さまに、もっともっと愛、出し

て上げて下さい。宜しくお願いします。 

 

 では皆さん、今日は長い間有り難うございました。 

 そしてCHZさん、私の思いはさっき、神が仰られたことと同じですので、あなたに対する言葉

は申し訳ありませんが、省略させていただきます。 

 皆さん、相手を思いやる気持ち、深くなってきました。今までは、ああそんなことで悩んでん

の？と思っても、なかなかこうして差し上げたら、言えません。でもそれ、段々出来るようにな

ってきたこと、私、とても嬉しく思います。 

 ですから自分も何かこうなったとき、SOS出すの、恥ずかしくありません。MT子さん、恥ず

かしくありませんよ。YMSさん、SNTさん、頼もしい味方、いますよ。二人も頼もしい味方あり

ますよ。 

 あなた、恥ずかしい、思うこともないし、ご主人に気を使うこともありません。あなたの友達

でもありますから、恥ずかしいと思うことも、悪いと思うことも、遠慮することも、何もありま

せんよ。ご主人に遠慮することありません。だからどうか思ったとき、皆さん、SOS出す、それ、

していいと思います。 

 有り難うございました。 

 

 

【2003-7/21】 
 私たちは自分が不利にならないか、自分が損にならないか、いつもそのことを第一において考

えているんです。自分がどうなるのか、自分がそれによって、何か損になるようなことはないの

か、そこの部分に目が行っているから、悦びの方になかなか目が行かないんです。 

 心が常に神仏と通じ合っている、常にそういう風になっていけば、誰とお話ししてても、どな

たかに何かを分け与えられるような自分になるんです。 

 一日、自分自身を見つめてみて、どれだけ自分が心からの笑顔を出しているか、どれだけ心か

らの思いで皆さんにさせていただいているのか、そういうのも少し皆さん、見つめていかれても

いいかもしれないですね。 

 

  (OKMさんの質問に対して) 

 心の底から正法をやっていこうという決意があるなら、高橋信次先生の書かれたご著書に触れ

られる時間を、もっと持つように努力して下さい。それから心行、祈願文、健康祈願文、後、心

行3回、それを毎日欠かさないでやって下さい。 

 どうしてこんなことをやらなければいけないんだろうということでは、本当の感謝には繋がら

ないんですよね。 

 とにかく素直に心を開いて、何かを貰うからするのではなくて、自分が神仏の針に心を合わせ
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る時間なんだと思って、することが大事です。 

 CDやテープを聴くと、心に入るものはあります。でも、どうしても自分は聞いているというか、

分かったつもりになるんです。そして自分の今の心の判断でそれを入れてしまうがために、自分

の思想に変えてしまうという傾向があります。 

 ですからテープを聴いたり、CDを聞くというのもとても大切なんですが、それはそうされるこ

とによって部屋の中も随分波動も良くなってきますし、家庭の中にも少しずつ光が入っていきま

すから、それはそれでいいんですけれど、自分の心の中に落ちる正法としてみた場合、何度も何

度も深く深く自分の中に正しく入れているかと見ていくと、正しく入っている部分と、これはこ

う思っていいんじゃないかなと、自分の判断で入れてしまうところが出てきます。 

 ですからその心でCDやテープを聴いても変わらないんです。一度入ったもの、自分がそう思っ

ているもので、同じように聞いてしまいがちになりますから、（ご著書を）3頁でも1頁でもいい

んです。それを正しく自分の心に落とせるように、1頁だったら、それを3回でも5回でも毎日そ

れをきっちり読むということにしていけば、自然と正しく正しく入ってきます。 

 疑問が少し出てくるところがあっても、そのまま素直に入れていくことによって、いつかその

疑問が、「ああ、そういうことだったのか」と、素直に入っていくようになります。それが光の

素晴らしさというと変なんですけれど、そういうことなんです。 

 どうしてもここはどうなんだろう、ああなんだろうというところは自分で疑問、追求していく

ようになっていくと思うんですけれど、これはこう考えたっていいじゃないか、これはこういう

風に考えるべきなんじゃないのか、これをすることによって自分の思想に変わっていきますから、

その部分は置いて、そのまま読むということ、そういう風にしていくと、CDやテープの入り方も

全然違うということに自分で気づくはずですよ。 

 耳でただ入っているだけでも、「ああ、こういうことを高橋先生は言ってたのか！ 私は今ま

でこういう風に聞いてたけど、全然違うんだ。先生はこういうことを、こういう風なつもりでお

話しして下さってたのか！」、「自分は今までこういう風にしか聞いてなかったけど、全然違っ

てた」という、その有り難さが又、分かってきます。 

 そして皆さんもCDやテープを聴いていて分かると思うんですけれど、スーツと聞いているだけ

では、「なるほど、当たり前のことを言ってるじゃないか」と思いがちなように、ご著書を読ん

でもCDを聞いても思っていらっしゃる方もいらっしゃると思うんですが、当たり前のことを言っ

てることは一つもないんですよね。 

 すべて当たり前のように思ってても、当たり前ではないことばかりを書かれてるはずなんです。

ですからそこの部分を、自分が本当に正法を実践しようと思うのであれば、自分の思想の正法で

反省したり感謝しようとしても、それは上手く廻って行きにくい部分が出てきます。ある程度は

上手く回転しても、やっぱり行き詰まって来るんです。 

 ですから本当にその気持ちが熱いのであれば、正しく理解されて、正しく実践してほしいと思

いますから、ご著書を軸に読まれること、そして自分の考えを入れないで読まれるようにする、

そしてそれは1頁でもいいですから、必ず毎日、自分で決められたらいいんです。3回なり5回、

そしたら3頁読むことになりますし、5頁読むことになります。 

 それを繰り返し繰り返しされることです。10頁20頁読み進んで、次はどんなことが書いてあ

るんだろうか、などということに思いを使っている内は、やっぱり入らないんです。先のことが

気になって、今に集中してないんです。それでは入らないんです。 

 ですから10頁20頁を3回4回読もうと思ったら、100頁近く読まなければならないようになっ

てきます。それでは到底読める日もあれば読めない日も出てきて、まばらになってきますから、

もうページ数はそんなに取らなくていいんです。2頁でも3頁でも、自分に無理のないページでそ

れを3回5回、必ず自分の中で拝復して読めるように努力なさるようにお奨めしたいと思います。 

 YMSさんのお宅でもそうです。今まで奥様は、「あゝ自分のしたことによって、大変なことを

してしまった。主人ともう、こういう風には、二度と前のようには、戻れないんだろうか」とい

つもご自分を責めていたわけです。 

 自分から謝ることも可能なんですけども、自分から謝っても、今こんなに主人はこんな風に思

ってるんだから、この上、受け入れてくれるんだろうか？ 「もしあなたがそういう風に言って
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も、私はもう決めたことだから、もうあなたと一緒には暮らせないよ」と言われたときのことを

思ったら、とても言い出せないですよね。 

 ところがYMSさんの方から、自分も悪かったですよ、お家に帰らせて貰いますよと言われたと

きに、その安心感、信頼感というのは、もうかけがえのないものですよね。 

 ですから相手のことは、皆さん、想像でしかないわけですけど、自分が一つ譲ることによって、

相手の、パートナーのもっと深いものを掘り下げていけるということにも繋がっていけるという

ことなんです。 

 どうせ相手はこういう風に考えているだろう、どうせ相手はこうだろう、そういう風に自分で

思っているだけで、本当のご主人の心、本当の奥さんの心というのは、案外皆さん、見えてない

ものなんです。 

 そして如何に自分がしてもらってきて当たり前で、相手にばっかり望んできたか、自分はそれ

に対して何を返していたのか？ まあ、形のものでは返せますよね、いくらでも。御飯は毎日ち

ゃんと作ってます。毎日ちゃんと仕事、行ってました。これは形だけのもので、心の中に、もし

相手に対しての不平不満、愚痴、これがあったら、本物のものをお渡ししていたわけではありま

せん。毎日、愛をプレゼントしていたわけではありません。 

自分は心からのものをして差し上げていないのに、相手からして貰うことばっかり、それを当

たり前のように望んでいるのです。それだけでもご主人に対して、奥様に対して申し訳なかった

という思いが出てくるわけです。 

 ですからそれを一つ奥様の方に歩み寄られた、そして奥様は本当に、「ああ、自分のパートナ

ーの人がこの人で良かったなあ。自分のご主人がこの人で良かったなあ」｢自分の奥さんがこの人

で良かったなあ」こう思えたときに又、本当の調和に繋がって行くんです。 

 「まあまあ悪いところもあるけど、いいところもあるし｣、こういうのでは、なかなか調和には

行かないんですよね。ですからお互いに思いやる心を持って行く、そして決してそこに望んでは

いけません。 

夫婦であるからといって、「自分がこんなにしてるんだから、あなたも一つ位してくれたらど

うなのよ、あなたもこれ位してくれて当然でしょう？｣、こういう思いが出てくるようであれば、

少し自分を省みていくようにしなければいけません。 

 どんなときでも悦びでさせて貰う。例え奥さんが、ご主人が仏頂面をして、自分の話を聞いて

くれない、当たり前のように向こうだって思っている、こういう風に思っていたとしても、相手

は関係ありませんから、ご主人が機嫌が悪い、奥様が膨れっ面をしている、だったら、「そうだ

よね、疲れるよね。私がお茶ぐらい入れさせて貰いますよ、コーヒーぐらい入れさせて貰います

よ｣、これぐらいの大きい心の余裕になって上げなければ、思いやりを本当に出せているという風

にはならないんです。 

 

（MT子さんの質問に対して） 

女性であればご主人のお母さんになり、妻になり、妹になり、友達になり、恋人になる。ご主

人でもそうです。お父さんになったり、お兄さんになったり、夫になったり、その状況に応じて

していって上げないと、夫婦同じ立場で物事を見ていれば、一つしたら一つしてくれ、二つした

らせめて一つ返してくれ、いや、五つしたらせめて一つはと、こういう風に思っていたら、いつ

まで経っても上手く行くことはないんです。 

小さい子が悪いことをしても、少々わがまま言っても、皆さん、ちっちゃい子だからねと思え

るでしょう？ ちっちゃいから仕方ないよねと思えることを、自分のご主人が同じ様にしたり、

奥さんがされたら、何をしてるんやと思いますよね。それは形を見てるからです。 

そうではなくて心を主体に見る。身体はどんどん成長して年を取っていきますけど、子供のま

まで止まっている人もたくさんいるわけです。「満たされない。満たされない。お母さん寂しい

よ、お父さん寂しいよ」と思っていた子供の頃の心が、ずっとそのまま大きくなって、見かけの

姿が変わっていくだけであって、膝を抱えて泣いていた子供の頃からは何も変わっていない。 

それを誰かに埋めてほしい、埋めてほしいと思っているんだけれど、誰も埋めてくれる人がい

ない。だから自分で自分を守って行かないとしょうがないじゃないか、夫婦になっても弱みも見
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せられないし、自分はこうやって生きるという方は、沢山いらっしゃるわけですけれど、それが

又、パートナーの方によって癒されていくと、どんどん変わっていく部分もあるのです。 

相手の方がどんな行動に出ようと、それは置いといて、自分の心が毒されないようにすること

が肝心ですから、そして自分が変わっていけば、「あれっ？！」って相手の方が思われるときが

必ず来ますからね。 

「お前、最近、変わったよな。いつも明るいよな。笑顔だよな」「アラ、お父さん、最近、い

つも楽しそうよね｣、そういう風に思うようになったら、「どうして？ な～ぜ？」っていうふう

にやっぱり思うではないですか。 

その時、初めて、私聞きますよという体制に入っていきますけど、今パートナーの方と上手く

いってない、「お前はこういうところがある」「あなたはこういうところがあるでしょう？」と、

いくらそこで頑張っても、一旦閉じてしまったものは、なかなか開くのは難しい部分があるんで

す。 

だから自分を変えるように、自分がいつもどうしたら心からの喜びがあるか、明るい心でいら

れるか、どうしたらいいんだろうかと、そちらの方に意識を向けるようにする。自分の中に意識

を向けるようにする。外に意識を向けるのではなく、自分に意識を向けるようにする。 

そして本当に自分を変えたい、心を磨いていきたい、心に光をいっぱい満たしていきたい、そ

ういう気持ちがあなたの中にもある。あなたが決心されたときに、高橋さんの本を1ページでも

いいですから、そういう風に読まれることから始めて下さい。 

思想ではありませんからね。他の方のは思想を中心に書いてあります。あなたも高橋さんの本

を心に落としながら読んでいけば、思想かそうでないか、他の方の本が思想かそうでないか、そ

れが頭ではなく、心で分かってくるようになります。 

 

（SNTさんに対して） 

私は何故この人と夫婦になったんだろう、何故この人はこんなことをするんだろうと、そこま

で思えるような引っかかりが今までなかったとしましたら、原因を探ろうとする引っかかりがな

かったとしましたら、それはそれで感謝ですね。 

何故なんだろう？ 自分は何故こんなんなんだろう？ これが出発です。でないと、本当の自

分を知らなければ、自分の心を締麗にすることも、悟ることもないですよね。 

自分の心、本当の自分の心を知らないで、神の心に近づいていくことは不可能です。でなけれ

ば、自分は出来てると思っているわけでしょう？ されていないところも全部出来ていると思っ

ている、それも蓋をしているわけでしょう？ そこの部分を締麗にしていかないで、どうしてそ

の部分を変えることが出来ますか！ ですから自分が本当に見える人は、本当に幸せなんですよ。 

誰でも自分の心が見えてきたら、とても人様に対してどうのこうのと言える自分ではないなあ

というのが見えてきます。「ああ、私もそうだった」「私もこういう部分がある。あゝいう部分

がある」と分かりますから、「あの人はあゝなんだ。こうなんだ」と、自分を上に見るようなこ

とはできなくなってきます。自分も持っているんですから。 

 

（YMSさんの質問に対して） 

あなたが料金所で触れ合う方々は、その時一回限りの方もいらっしゃるわけです。そう思うと、

もっと心を尽くして接していかなければという思いも又、出てこられるようになると思うんです。 

 「この方が無事に帰路につかれますように」という思いを持って、又、「この方の心が少しで

も安らぎに満たされますように」と、常にそれをグルグル回していけるようになっていけば、こ

の人一人ずつにではなく、流れていく人皆んなにその思いで接していけるようになっていきます

から、そういう風にも又、工夫していっていただけたら、自分が又、そこで一つ抜けていくよう

になると思います。 

 また自分が今日、仕事をさせていただいた中で、自分はどれだけ真心を持って接しられたかな

あ？という風に思うようになる。そうやって自分をいつも人様の下に置くというか、人様の足を

洗わせて貰うという思いに、一つ下に置かせていただかないと必ず、そういう思いは出てこない

んですよ。 
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 自分を上に置いているうちは、させて貰っているという思いが出てくることは難しいですから

ね。ですから皆さんの平安を祈らせて貰っている、自分がそれをさせて貰っている、そして自分

も心磨きをさせて貰っているんだなあと思うと、感謝と悦びになってきますよね。 

そうすると、その思いに持って行こうとすると、自分を下に置かなければ、到底、その思いが

深くなっていくことはなりにくいと思いますから、そういう工夫もされていく、そして反省の中

で、今日はどれだけ奥様初め、ご家族の方、友人の方、それから仕事の方もそうですけれども、

どれだけ真心を込めて、心を込めてさせていただけたかなあということを、反省の中に取り入れ

て、されて行かれたらいいのではないかと思います。 

お子さんのことですけれど、お友達の所に行ったり、家に帰らないということで逆に、お父さ

ん、お母さん、家の有難みが良く分かられたと思うんですね。「やっぱり家が一番良かった」っ

て言える家づくりをされてこられたというのも、奥様のお子さんたちに対する愛情、それから

YMSさんの愛情もあったと思うんですけれど、やっぱりいくら部屋が空いてても、あんな家帰り

たくないよって思うお子さんもいらっしゃるわけですからね。 

それはやっぱり二人が、ご夫婦が、お子さまに対して今まで与えられてきた愛情もあると思う

んですけれども、やはり自分がそうやって、そういうことは脇に置いて、お子さんが帰ってこら

れるということを手放しに喜べるということも又、素晴らしいところに帰っていっていると思い

ますし、それを又お子さまにも、奥様だけでなく、お子さまにも、もう一人のお子さまにも、そ

うやってあなたの思いを届けて、「こうやって家族が共に一緒に暮らせるということがどれだけ

幸せで素晴らしいことか、身に染みて分かるよね」っていうか、「分からせて貰えるよね」と言

って差し上げるということによって、お子さん達が「ああ、お父さんはそんなに僕たちのことを

思ってくれてるのか！」とか、そういう風に繋がっていきますよね。信頼、愛されてるという実

感もありますよね。 

子供だから、大人だからではなく、やっぱり子供はいつまでたっても親は親でしょう？ 3０

になっても50になっても、親は親ですよね。ですから親に愛される、愛されてるという実感は、

途轍もない悦びですよね。 

自分は親に嫌われてるんだって思っている子供は、どこか矢張り伸び伸びとしていません。心

から安らげるものがありません。人様に心を開けません。 

 ですからいくつになっても、「まあ、そんなこと言わんでも分かるやろ」と仰る親もいらっし

ゃると思うんですけれど、それを「あなたが元気な顔を見せてくれるだけでもお父さん、お母さ

んは幸せなんだよ」とか、一言一言素直に心にかけて上げることによって、又、ご家族の調和も

深くなっていかれますし、奥様も「ああ、お父さんはこんなに私たち家族のことを思って下さっ

ているんだな」って思えば、又、自分も「よしっ！」と言う気持ちにもなってきますし、何より

YMSさんがそうやって言って差し上げることで、自分も又、心が平安になっていかれると思うん

ですよね。 

 そしてお嬢さんが今度、結婚されていかれると思うんですけれど、相手の方がどういう方であ

れ、自分がこの人と決めて結婚されるのであれば、夫婦はこういう気持ちでやっていって欲しい

なとか、こういう気持ちでお父さんお母さんは途中で一度あなたも知っているように、離れて暮

らしてみたことで分かったことがいっぱいあるから、あなたにはそういう風にはならないために、

なって欲しくないから、こうこうこういう風にして、ご主人と手を携えてやっていって欲しいね

ということをお話しして差し上げる。 

 そして女性は特に子供を生んで、又、育てるという大事な役割もありますから、あなたも今の

ご主人になられる人を、どんなときがあっても、経済的に本当に困るようなときでも、あなたは

その人についていけると思えるぐらいの心でその方と一緒になっていくの？ そういう風な強い

思いを持ってやっていかないといけないよ。 

 お父さんはお母さんがいつも、どんなときでも明るい笑顔でいてくれたから随分救われたよと

か、そういうことも又、お話しして差し上げるようなこともして上げられるといいなと思います

ね。 

 YMSさんの腰の痛いのは､守護霊からの警告ですね｡警告というより、まあ注意ですね。腰とい

うのは肝心要ですから、腰がきっちりなっているから立つというか、歩行が出来るわけであって、
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身体が上と下と、中道のところに腰があるわけです。 

 ですからYMSさんが自分でお気づきのように、少し自分で注意すべきところがあるんじゃない

かというところを注意されているといいますか、促されているという部分だと思いますね。 

 そして勿論、少し疲れも出てきてるんですね。ですからその疲れの部分と、守護霊の方から警

告の方と、二つの方で一寸痛いなと、普通以上にズキズキするというようになっていると思われ

ますね。 

 その部分も自分の心を反省して、そして自分の腰にも「いつも頑張って下さって有り難う。こ

れまであなたたち、腰の細胞たちに感謝もなく、当たり前のように扱ってきて申し訳なかった」

ということを伝えて、「どうぞこれからも、私の肉体修行にご協力下さい」ということを申し伝

えていく、そして自分が自分で認識している部分を、自分と丸山先生とだったらまだまだじゃな

いかと、思いを切り替えていかれるといいですね。 

 丸山先生も、高橋先生と比べると、自分はまだまだまだまだではないか、その自分をどうして

人の上に置く、そういう思いがあってどうして主のご下命を果たしていくことが出来るのだ、も

っと努力精進しなければいけない、そういう風に常に常に自分を厳しく厳しく厳しく見つめてお

られるわけです。そこが他の方々と少しずつ少しずつ差が出てくる所なんですよね。 

 ですからそれが分かっておられるだけ、YMSさんはまだ、素晴らしい部分だと思いますよ。皆

さん、そこにはなかなか気づかないんですよね。知らず知らずの内に、どんどん自惚れていって

しまう。出来てる、いいんやこれぐらいと思ってしまう。そして自分の限られた枠の中で出来上

がってしまって、外を見ようとしなくなってしまう。そうしてどんどんどんどん自分の中に閉じ

こもってしまう。こうしていると、もう神理も何もあったものじゃないですよね。聞けなくなっ

てしまうし。 

 ですから自分が素直に、「ああ、認識できてる」ということに悦びを持たれて、悲観せずに悦

びを持って、幅を広げていく工夫をされていくことが大事ですし、自分は本当に正法をやりたい

の？ 本当に心の底からピカピカになりたいの？ 

 「ピカピカになりたいです」。それでは、皆んなが言ってくれることに、簡単に乗ってしまっ

てはいけないよ。まだまだまだまだ自分の先を歩いている人もいるんだよ。自分はその人と同じ

ように進みたいんだよね。 

 進みたいんだったら、皆んなが言ってくれることで喜んでもいいんだけれど、こんなことで喜

びすぎたら、後がまだまだ続かないようになってしまうぞと、自分で工夫して、工夫して、言わ

れたから、「ああ、いけない」ではなくて、言って下さった方に感謝をしてもいいですが、それ

を糧にして、自分を上に置かないように、自分で工夫する努力をされていかれると、もっと幅が

出てくることになるでしょう。 

 「自分にきっちり分からせて下さって、有り難うございます」と、守護・指導霊さまに感謝し

て下さい。「以後、この心は出さないように、今後、努めていきたいと思いますので」というこ

とをきっちりしていただいて、工夫していくようにして下さい。 

 

  (YSDさんの質問に対して） 

 郵便配達をしている途中で、信号が赤になって止まったら、太陽に目をやってお祈りをすると

か、少しずつ少しずつ工夫して、心が離れないように努力されることですね。 

 常に神仏と一体に、心の中に神仏を思えるように、そうしていくようにされていくことが今後

のYSDさんの大きく飛躍するステップになると思います。 

 そして流されないことですね。もう大体出来たらこれでいいんやという部分があなたの中には

少し残っていますから、常にこれだけ出来たということはないんだからと自分に言い聞かせ、そ

こで進んでいく努力も又、されていって下さい。 

 

 (CHZさんに対して） 

 正法というのは、宇宙、どこに行っても変わらないものなんです。この周合帯を出ても、他の

周合帯でも、唯一、どこでも同じく生かされているものなんです。 

 それがどうして、正法を学んだ人たちがそれぞれ言うことが違ってくるのか、少しずつでも一



89 

 

貫性がないということは、もうそこに、軸にはしてあっても、通用しないものになっては、何に

もならないわけです。 

 しかしそれも、本当にこれ（正法を）やりたいのとか、自分で自分を常に見ていなければ、自

分で生長を止めていることに、誰も気づきません。誰だって、「先生、先生！」って呼ばれたら、

嬉しいですよ。 

 そしてあなた方が出会った先生方は、心を磨いて磨いて、まだまだまだまだまだまだだって思

いながら見ていても、丸山さんという形を見ていたら、「ウワー、全然違うな」ってことが、皆

さん、分かられるでしょう？ 

 それが何故かって言うと、丸山さんの深い追求というか、自分に対する甘えがないというとこ

ろで、それが出てくるわけです。そして常に自分は、高橋さんによって救われた、高橋さんの法

こそ本物だ、だからそれを心に落とさなければ、私などが一寸悟ったくらいで、とうてい理解で

きるものではない。 

 だからもっともっと常に自分を見ていかなければ、簡単に元に戻ってしまう、いや、それ以下

になる。だから自分も必死になってやっていかなければならない。皆さんに教えて差し上げてい

る、そのような思いを持つ、この私がなんてことを、そういう風な常に自分に対する強い思いが、

決して法を曲げるようにはなっていかないんです。 

 それを天上から見ていたら、分かるではないですか。丸山さんと同じようにやっていかれる方

がたくさん出てこられてもいい筈なんです。でもやっぱりどこかで別のものを入れてしまう、確

かに素晴らしいかもしれないけれど、これは正法ではないと、切って入れればいいんですけど、

繋げて団子にしてしまう、そうするともう、自分の思想が入っていくわけです。 

 そうすると、○○さんの正法、△△さんの正法、□□さんの正法。正法ではあっても、少しず

つ違うものになってしまうわけです。だからそういう方が話し合っても話が合わなくなってきま

す。何故なら、思想と思想で話し合っているから、心の物差しがそれだから、それは合わなくな

ってくるのが普通なんです。ところが法を中心にしていれば、どなたと話しをしていても、「そ

うだよね」という風になっていかれるわけです。 

 

 正しく、本当のものでない宗教がそのまま残されているのも、皆さんがその心の次元によって

神仏を求めていく段階によって、必要な者がいるから残されているだけのことであって、認めら

れているから残されているわけではないんです。 

 そしてそれらの宗教家であったり、正法だといって各地で勉強されている方々も、警告は必ず

受けているはずです。そのままでいいというわけではないんですから、警告はそれぞれ出されて

いるんです。そこで気づくか気づかないかもすべて自分自身に繋がっているわけで、皆さんに平

等にされているわけです。気づける人は幸せですけれど、そうでない方は難しい。 

 そして又、折角たどりついても、それを手にされない方、眺めているだけの方もたくさんおら

れます。折角、折角、本当に法に触れられて、それをやりたいという気持ちがあるならば、本当

に正しいものを掴まないで、どうやって自分の今生を終わらせるのか！と思いますけれども、ま

あそれもそれぞれの次元の求めによってなんですよね。 

 ですから最終的に、正法が正しく世界に繋がればいいなって私も思っていますけれども、急に

この正法をやりなさいといっても、やっぱり難しい人は難しいわけですからね。ですから色んな

ものを通り越して、正法に出会っていただかないと、分かっていただけない方もいますし、逆に

最初からこれだけと言って、素直にそれをされていかれる方もいらっしゃいます。それは千差万

別なんです。 

 ですからそれぞれの方の心の求めに応じたものも必要であるから、それらのものが残されてい

るのであって、決してそれらを推奨しているからそれらを残しているわけではないんです。 

 ですから皆さん、その違いも心に落としていかなければ、「あれはあれでいいことを言ってい

る」と、又、引っ張られることにもなりますから。 

 皆さんそれぞれ、正法とはというものを、自分に問いかける、本当の正法って何なんだってい

う風に問いかけていく、思想ってどういうことなんだ、正しい法って、法があるってどういうこ

となんだというようなことを、自分で心でハッキリ掴むようになれば、又、大きい悦びが、皆さ
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んにも待っていると思います。 

 

 

【2003-7-21：他の光の天使からの助言】 

 心をしっかり持って、日々の精進をされていくようにして下さい。 

 今まで一つ一つ見ていると思っても矢張り、自分に甘いということに、皆さん気づかれている

と思います。 

 では、甘いと気づいている自分を、どうやったら真剣に奮い起こしていけるのかということを

自分に課していかなければ、ただ甘いな、甘いなだけでは、どんどん時間も日にちも過ぎていき

ます。その時間、もう取り戻せません。 

 ですから甘いなと思うのなら、どうしたらその甘さを断ち切れるのかという努力も、皆さんそ

れぞれ、する勇気を持って下さい。 

 

 YSDさん、あなたが「自分、出来ない」という思いだけれども、「これをやらなければ良くな

らないんだから」と自分に言い聞かせて、ゴミ拾いされました。それと同じ様に、これ出来ない

からではなく、自分で自分に色んなこと、逃げてること、真正面からぶつかっていく努力をなさ

れて下さい。 

 多くの方々は、出来ません、イヤです、そんなことをしない方法を皆さん、選びます。けれど

も矢張り皆さんイヤなこと、人様イヤなこと、そういうことでも喜んでさせていただける風にな

っていかなければ、自分を確立していくこと、難しいと思います。どなた様でも明るい心でさせ

ていただける心、必要でございます。 

 最近、高橋先生、来られまして書かれたご著書、皆さん、しっかり読もうと思われたり、又読

まれておられる方もおられます。しっかり読まれている方は、それだけ自分の心に落ちていくこ

とになります。思想を入れずに読むこと、いつも必要です。 

 私たち今までも皆さまにお話ししてきました。今ここでもお話しにのぼりました。 

 かつて主がこの地上界に出られたときの、沢山たくさんのお弟子さん、凄い数でした。しかし

主は仰られました。「この内の片手も残らない｣、仰られました。皆さん、本物、残るの、片手も

残らない、仰られました。 

 私たちは、「まさか、天上の主が出られたのだから、そんなことはない」と、期待をして見て

おりましたが、主の仰られるとおりでした。皆さん、ある程度のところまで行ったら、そこで妥

協し、甘えて、それ以上の精進、求められません。 

 そして求めてこられる方、神理に出会いたい、本当の正法、本当の神理を求めてこられる方に

も、本物を差し上げないで、皆さんそれぞれ自分の思想を教えています。 

 それは自分で気づいておられる方、気づいておられない方、両方いらっしゃいます。気づいて

いるけれども、出来ないと仰られる方もいらっしゃいます。初めて法に触れる、これ、難しいか

ら、徐々に入門から差し上げようとされる方もいらっしやるのです。でも主は、どなたにでも分

かりやすいように残して下さっています。 

 かつて主が出られておられましたときは、中学生だってご著書を読まれて門を叩いてこられま

した。GLAの門を叩かれました。それなのに何で大人の皆さんが読んで、分かられないと言いま

すか？ 

 小さい中学生ぐらいから誰でも読めるように、誰でも理解できるように、このようなお心を配

られ、お小遣いでも買えるようにと、安い金額でご本も出版されました。 

 それなのにどうして分からないからと言って自分の本を書かれますか？ これ、私、分かりま

せん。勿論そのことによって多くの神理に出会う門が開かれたと仰る方もいるかもしれませんが、

又、違う宗教を作っていってるように見られても仕方がないのではないかと思うところもありま

す。 

 それぐらい法の道は厳しいです。そして一度先生と呼ばれたり、皆さんを慕ってくる方が来ら

れるようになりますと、一層厳しくなります。今、皆さん、チャンスですよ。誰も先生、先生と

崇めて貰わない、だれも周りに乗ってくる人が少ない、その時にどんどんどんどん自分を掘り下
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げる、それを習慣づけることですね。 

 いくら習慣づけてても、そうやってチヤホヤされたら、一瞬で元に戻られる方も沢山おられる

のですから、その習慣だけでも身につけておかなければ、一層厳しくなると思います。勿論、そ

ういう立場にもし、なられたらということですけれども。 

 あなた方は本当に幸せ。魂にとって幸せな道に出会われました。ですけれども、それを実感と

して得ることがないため、毎日、日々、自分の目に囚われることに時間を費やしてしまいがちで

す。 

 その時、一日一回でもいいですから、今日の私の生活は、今日、私が求めたことを為し得たの

か？ 私が本当に心から欲するものをなし得ているのか、なし得たのか、自分に真剣に問いかけ

て下さい。 

 本当にこのままでいいのですか？ このまま人生を終わってしまっていいのですか？ もうこ

んなチャンス、巡ってきません。天上の主、降りられること、これから先、あるかないか、分か

らない。その様な時代です。 

 今、CDもビデオもテープも、主は残されました。しかし次の人生に生まれてくるときに、今度、

果たしてそのテープ、CD、本、そのまま時代が残して下さっているかどうか分からないでしょう？ 

 あなたたち今、天上に主が還られても、本で学べます。テープを聴けます。CD聞けます。けれ

ども今生、遊んでおいて、来世、生まれ変わって、もう一回修行させて貰うよと言っても、仮に

それが為されたとしても、その時､本当に学べるもの、あると思いますか？ チャンスは、そんな

にそんなに、いつもいつも、あるものではないのです。 

 そして今生、自分が今度、正法に出会い、これをやりますと宣言しておきながら、しなかった

場合は、どうなることになるでしょう？ 私たちが皆さんを許したとしても、あなたたち一人一

人、「ああ、そうですか、なら、私帰らせて貰います｣、その様な心で帰ってこられると思います

か？ 

 矢張り皆さん、自分の神性に基づいて反省なさったとき、とても帰れる気持ちにはなれないと

思います。折角正法に出会いながら、道を踏み外してしまったり、自分こそ正法をやっているな

んて言う愚かな人が、大間違いです。例え今、正法をやっていると思っていても、常に自己反省

していく心が必要でございます。 

 先程CHZさんが悦びの発表をして下さいました。私たちも、「おお、よくぞここまで分かって

下さった」と、大喜びしました。このように、法に出会って下さった方が、本当にこの思いに一

人ずつなっていかなければ、自らこれを広げなければと思って下さらなければ、｢まあ、あなたは

あなたで好きなことをやればいいんじゃない？」という様な気持ちを持っているようなことで、

「この伝道、わざわざしなくても」、こういう風に思っていたら、いつ、主が残されたものが広

がっていくのでしょうか？ 

 それをするには、自分たち一人一人、この法に巡り会った方々の責任になっていると思います。 

 あなた方も今、神が直接指導されていることもありますが、もし神が帰られたら、後、どうな

さるのですか？ いつまでも神はこのまま皆さんと学習会？ 集い？ それをなさると決めては

おられません。 

 自分も、ある程度この法に皆さんが繋がって下されば、自分は元の位置に戻ると仰っておられ

ます。何故なら、元々神は出るものではなく、皆さまご存じの主に託されているからであります。 

 主を無視して、無視というのはオーバーかもしれませんが、主に託しておきながら、主を後ろ

において毎回神が出られることを、神も主に対して申し訳ないと思っておられるようでございま

す。 

 又、主も、神に対して、自分の至らなさのために、今生こんなことになって申し訳ないと、主

もいつも神に詫びておられます。 

 あなた方、どう思われますか？ 神が帰られた後、どういう風になさっていきますか？ 今は

まだ、一日一日、もし出来なくても、「まあいいや、次があるさ｣、その様なつもりでいて、「来

月また、神の会のときに聞けばいいさ、神がまた何か話ししてくれるのを聞いて、分からないこ

とは聞こう」、こういうような思い、まだ甘えた気持ち、あるのではないですか？ 

 もし神が来月で終わりにします、今月で終わりにしますと言ったとき、あなた方はその時、ど
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のような指針、心に持ってなかったら、何にもならないのではないですか？ 

 本音を言いますと、私たちは、あなた方に、もっともっと自分に厳しくして、自分の主と呼べ

る方を仰いで欲しいと思います。でもこれは、強制は出来ないのです。 

 例えば、誰々さんのところに行って学んだらいいですよ、誰々さんのところに行って下さい、

こういうことを言うのは簡単です。 

 でも自分の心が、その人の心が、「よし、そうしよう」と、思わない限り、これは上手く行き

ません。例え相手がどんな偉大な先生であろうとも、どんな偉大な魂の持ち主であろうとも、自

分の心がそうならない限りは、受け取れるものが受け取れないからです。 

 ですけれども、それも自分自身のそれぞれの方のものです。正法は、自分一人でやっていくの

は難しいのです。どうしても思想に入ってしまいます。どれもこれも、あっちを見ても、こっち

を見ても、誘惑がいっぱいです。 

 主のご著書を読んでるから大丈夫、皆さん、そう思っている。今までの先生と呼ばれる方も皆

んなそうです。主のご著書を読み、主の言うように反省をし、主の言うようにテープを聴き、精

進し、その結果、私たち、こうなりました、皆さん、大きな顔して言います。 

 けど、どうでしょうか？ 現実はあなた方が冷静になってみたら、違いが分かられるわけでし

ょう？ それぐらい難しいのです。 

 あなた方からしたら、そうやって冷静に見ておられる方々も、私たちから見たら、あなた方と

その方達を見たら、まだまだ開きの差は大きいです。それでもそういう風になられるのですから。

それぐらい、正法は、生半可では出来ません。 

 いつもご自分の心を厳しく厳しく見ていかなければ、「もういいか」はありません。「これ以

上追求する必要はありません」は、ありません。それを為しきる方だけがいつまでも心に、永遠

の宝を積むことが出来ます。 

 この、あなた方の今の魂の転生、色んな時代を経て、その時代時代の説かれる神理の方々に意

見を乞い、学習、正法を学んでこられたと思います。それはそれで素晴らしいものだったかもし

れません。 

 しかしこんなことは自分の魂にとって、魂のこの輪廻の仕組みによって、今後あるかないかど

うかというものを、皆さん、その千載一遇のチャンスをいただいているのです。 

 もしあなたが天上に帰られても、主の姿を仰ぐことは出来ません。光が大きすぎて、私たちの

目には何も映りません。それぐらい主の光は素晴らしい、偉大な偉大な偉大なものです。 

 丸山さんがいつも言います。「偉大な」と100回申し上げても足りません。その通りでござい

ます。皆さん、軽く見すぎておられます。私たち天上に住むものでも、主の姿は光でしか見えま

せん。形は見えません。皆さんが太陽を見て眩しいな、それ以上のものです。 

 それ位の方が地上に降りられて、法を説かれたのですよ。それを皆さん、心に落として下さっ

たら、どんなに有り難い、千載一遇のチャンスをいただいているか、よく分かられるのではない

でしょうか。 

 私たちは皆さん、本物の正法に出会ったのですから、その本物の正法を伝道していただきたい

と思います。伝道していただけるような、心の確立を図っていただきたいと思います。 

 だけれども、本物を今のところ、一生懸命広げておられるのは、唯一、丸山さんしかおりませ

ん。今のところ、丸山さんしかいません。しかし丸山さん、後20年、30年、頑張りたいと思っ

ていますが、なかなか肉体の方もありますから、その様には行かないでしょう。 

 もし皆さんが、もっともっと少しでも正法を心に落としたい、もっともっとご自分のものにさ

れたい、そして少しでも丸山さんの心に近づきたいという心がお持ちでしたら、どうぞ皆さんも、

もっともっと自分を磨いて、自分がどういう風に生きていったらいいのかを強く見つめて下さい。 

 そしてもし少しでもお会いしてみたいとか、主のお話しをもっともっと心に留めたいと思うの

であれば、勇気を振り絞って、又、行かれてみるのもいいのではないかなと思います。 

 しかし飽くまでも自分の心が動くか動かないか、それが主軸になります。どうしてもそれ一辺

倒でやっておられるお方ですから、他のもの、一切入れません。ですから他のものに未練があっ

たら、とても辛い辛い会になります。他のもの、少しでも興味ある、少しでもこっちやりたいと

思ってると、とても辛いです。 



93 

 

 ですから自分の心になりますが、今、彼の継承者も育ってません、残念ながら。まあ、見込み

ある方、何人かいらっしゃいます。しかし、それ故丸山さんは、後10年、20年、30年頑張って、

頑張って、この老いた肉体に光をお与え下さい、どうぞこの地球上に法を広められるように、私

の肉体を生かせられるように、神よ、主よ、お願い致します、そう祈っておられます。 

 そんな丸山さんを、あなた方、どう思われますか？ 一人でもその様に立っていかれる方、本

当に私たち、望みたいです。大きな希望に燃えて、そうやってされておられる方もいれば、先生

先生と崇められ、そこにあぐらをかいておられる方もいます。 

 別に責めて言っているわけではありませんが、皆さんも、どちらの方にもなれるのです。あぐ

らをかかれる方のようにもなれますし、どこまでもどこまでも神に、主についていきますと言わ

れる丸山さんのようにもなれます。まあ又、その様なお心だからこそ、主は丸山さんを労り、丸

山さんを任命されるのだと思います。 

 私たちは丸山さんを贔屓して言っているのではありません。今まで皆さんに丸山さんのことを

言っても、きっと、何をそんなことを言ってるんだ、あの人は一寸自分に厳しすぎる、こっちの

道でもいいじゃないかと思われて、返って皆さんに法を後ろに退けさせるようなことになる、そ

う思って、私たち、遠慮しました。 

 しかし皆さん、もう、少し（ご著書を）読まれたら分かられる、その様に変わってきたから、

遠慮なく今度は言わせて貰えるようになったのです。その様に自分を作ることも可能、又あぐら

をかくことも可能。どちらの道も可能です。又、別の道を行くことも可能です。 

 皆さん本当に、自分が進みたい道はどこなのか、もう一度、もう一度、ご確認しながら日々を

生かして下さい。自分の本当の時間を生かして下さい。24時間、皆さん、平等に与えられていま

す。しかし使い方はそれぞれ、自分の自由です。その与えられた24時間、どのように生きますか？ 

 明日、命が生存している保証、この中の皆さんでも、皆さん本当に保証されている方、どなた

もいません。明日のことは分からないんです。ですから一日一日、今日が最終の日になっても自

分は構わないというような思いで過ごせるような時間作り、自分の心作りを励んで貰いたいと思

います。 

 この前、私たちの友、イスラエルの者、降りて、皆さんに話ししました。彼はイエス様の時代

のとき、とても迫害されました。直接皆さんご存じの12使徒の方々とつながりがあった方ではな

いのですが、イエス様の法を聞き、とても感動され、これを本当に自分でやりたいと必死の思い

で、無学で貧乏な者がああいう思いになられ、本当に本当に身を削ってされたのであります。自

分の命をも厭わないくらいの覚悟でございました。 

 しかしそれぐらいの思いでなければ、なかなか正法をやろうという気持ちは難しいです。「我

が命、投げ出しても、これをやらせていただきます」、ただ皆さん正法をやって自己確立したら、

それでまさか、お仕舞いとは思っていないでしょう？ 

 自己を確立して正法に救われたのだとしたら、今度はそれを広めるのが、主に対して、神に対

してのご恩返しになるわけでしょう？ ご恩返ししない、いただきっ放しで、それでは皆さん、

人間界で見たとしても、一寸おかしいことになるでしょう？ 

 でも今の皆さんではまだまだ、それ、出来ません。もっと心、強く強く、心に心に、本当にこ

れやりたいん？ 本当にこれ、したいの？ 私進む道これしかないよね、いつもそういう思いで

いないと、甘い誘惑に負けます。誘惑に負けます。自分の心に負けます。囁きに負けます。 

 少し綺麗にしてからやろうよ。少し子供と遊んでからやろうよ。少しテレビ見てからやろうよ。

もしくはあなたいいね、あなた凄いね、ワーワーワーってなっちゃいますよ。 

 心です。心一つでどうにでもなります。皆さん、お願いします。もしこの道、進みたいと思う

のなら、もう少し自分に厳しく、己に厳しく、人に優しく。人様を変えよう、人様にして貰おう、

そういう風に思う心は、後ろにポイしましょう。 

 人に色々して貰わなくても、充分、神に、主に、愛されているでしょう？ YMSさんも愛され

ています。OKMさんも愛されています。SNTさんも、MT子さん、YSDさん、CHZさんも、神

に、主に、いつも愛されておられます。 

 しかしあなた方はいつも、もっと欲しい、愛されていません、足りません、もっと下さい、も

っと下さい、もっとこの肉体の目にとって幸せなものを下さい、言います。 
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 魂にとって、充分すぎるぐらい勿体ないものをいただいてても、そんなもの要りません、辛い

です、苦しいです、しんどいです。肉体が喜ぶもの下さい、言います。 

 愛されてるのに、神を、主を、踏みつけにするようなことを言われてるのです。分からない、

では済まされないことです。心をもう少し厳しく、そして自分を作る、自分に負けない心、誰に

勝たなくてもいい、自分の悪魔、自分の心の中にいる自我の心に勝つ、その心を作っていくよう

に、努力、精進下さい。 

 私は2000年くらい前に、又、ギリシヤの時代も、それから日本に生まれたことも一度ありま

す。私はその中で、色んな転生を通して、色んな師を仰いできました。 

 しかし今、肉体がないのが残念に思います。今生、私は天上界において自分の分身を応援する

側に廻りました。残念です。でも分身、頑張ってますけども、残念です。 

 それぐらい、千載一遇のチャンスを得られています。天上に帰られても、主のお言葉、なかな

か聞けません。主の使いの人が来られて、色んなことを教えてくれます。でも主は直接、来られ

ません。神も来られません。 

 あなた方、今のことにもっともっと心から感謝の思いを出すようにして、もっともっとそれら

のことを生かした毎日の時間作りをしなければいけません。もし今生の世を終えて次の機会、地

上界に出られたとき、もうこのようなチャンスは無いということを皆さん、自覚して下さい。 

 主はもう出られません。神も来て下さるかどうか分からないのです。あなた方、自分で師を求

めるか、自分で覚醒を紐解きながら学ぶしかできないのです。今なら、自分が間違ったことを思

ったら、今なら迷った苦しい思っとき、アドバイスして下さる方います。ご著書読み、本当の正

法知ることも出来ます。 

 でも来世、出来るかどうか分かりません。それをもっと心に深く自覚して、今の一秒一秒をし

っかり確実にお努め下さい。 

 もし私の言葉が心に響き、私の心に賛同して下さる方がいらっしゃるならば、どうぞそれを実

践されていかれることをお願いします。もし、私の心、響かない、私の言ってること、まだまだ

私、分かりませんと言われる方、その方は、私も申し訳ないこと言いました。謝ります。 

 しかしもっともっと、主のご著書、拝読、お願い致します。しっかりですよ。しっかりです。

私たちのところから見てても、皆さん、主の言霊が入っているＣＤ、テープ、本、あられる方は

皆さん、柱、金の柱、皆さんそれぞれ出ています。一冊でも本あられる家、柱出ています。 

 しかし同様に柱は出ていますが、自分の心が黒いもので覆われていたら、スモッグが出ていま

すが、そのスモッグの中でも、糸のように、糸よりもう少し太いもの、出ているくらい凄いので

す。 

 皆さん、肉の目で見ますから、光溢れてるの見えません。ただ、文字書いてあるもの、見えま

す。しかしこちらから見ていれば、光、開いて開いてしている時も、光出ていますよ。他の本、

他のＣＤ、そんなのありません。 

 私、それ、言いたかったです。今日、それ、言いたかったです。皆さん、主の御心に触れて、

正法、やりたい、思って下さった。私たちもとても嬉しかった。けど現実、毎日毎日、拝見させ

ていただいてますと、本当にやりたいんだろうか？ まだまだ自分の生活優先だね。本当にやり

たいって言いながら、負けてるね、思って、いつもどなたか、助言される方がいらっしゃっても、

「ふ－ん」その時は、「いいこと言うね。そうだそうだ、まったくだ。明日から、今日からやる

ぞ」、思っても、家に帰ってしまえば、さっそくその中での色んなエネルギーにすぐ毒されてい

きます。少し残念に思う日々でございます。 

 でも、自分にいつも問いかけること、そして本当に自分がこれをやるんだと、やるぞという思

いが出てきたときこそ、もっともっと、深く深く、自分に問いつめる、引き締める、厳しく精進

なさることをお願いします。 

 

 OKMさん、いつも有り難うございます。 

 毎日忙しそうにしてますね。その中に自分なりに色々反省されて、和解されていかれた方々が

いらっしゃって、本当によかったですね。 

あなたにはもう少し素直になって欲しいです。 
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 あなたは自分で、素直な方だと思っているかもしれません。実際、色んな方を見られたら、素

直な方だと思います。でも、心を開ききる素直では、まだまだありません。その素直さを、もっ

ともっと出していっていただきたいと思います。 

 どうしても疑いの気持ち、疑念の気持ち、色々出てくるところ、生じてくるところ、あります。

その部分をもう少し素直にしていかれたらいいのではないでしょうかね。 

 そしてお子様、奥様、とても大事です。お父さん、お母さんも大事です。でもいつも、中道が

肝要です。大事な心に溺れすぎてもいけませんし、離れすぎてもいけません。中道が大事です。 

 溺れすぎるという言い方、少し悪いかもしれませんが、心がそっちに行き過ぎです。そういう

ことです。そちらの方に行きすぎてもいけませんし、離れすぎてもいけません。 

 心がそっちに行きすぎるといつも、家族との時間がもっともっと欲しい、欲しい、欲しい、欲

しいになって、神と繋がる時間がなかなか作れなくなります。自分の中で色々考えて、神理の時

間を色々持とうとされていることは、それはそれでいいんですが、正しいものに従ってそれをし

て欲しいのです。あなたの今までの神への思い、今まで学んできたことを主軸にするのではなく、

正法に照らし合わせて、時間を持って欲しいのです。 

 そして自分の心の奥の素直さをもっと取り戻して、いま自分の目の前にある、強くこだわって

いるもの、頑固に持ち続けているものを、もっともっとクリアーにして取り除くことをお奨めし

ます。 

 有り難うございました。 

 それからもう一つ、奥様と本当の心の調和、ピッタンコ、ぴったし重なっていくようになれば、

お子さまの色んなもの、消えますよ。それから、時々起こるような病気、怪我、それもなくなっ

ていきますよ。 

 今まで以上に奥様と心を重ね合わせていって下さい。有り難うございました。 

 

 YMSさん、いつも有り難うございます。 

 心をクリアーにされていくことによって、自分の様々な執着の思いが、見えてなかった部分が、

次々と自覚されるようになられ、大変おめでとうございます。 

 心をもっと内に向けることによって、いま見えていないものが、もっともっと溢れて見えてく

るようになります。しかし同時に、誘惑も多くなります。いま色んな方が来られて、色んなこと

を仰る以上に、誘惑も多くなります。 

 心をしっかり持って、自分を常に神、GODと、主に合わせていかれるように、常に常に、神と

主に。例えば「神と主と一緒にいて下さい」と言っても、皆さん、なかなか難しいと思います。

常に感謝の祈りを捧げて下さい。形からでも構いません。 

 本当は、構いませんというのは、よくありませんが、形からでも、「いつも有り難うございま

す。いつも有り難うございます」、この思いを神と主に持っていることによって段々、いつも神

を主を思うようになってきます。 

 神、そして主を思えば、そして主が人間としてこの地上界に出られても、主は色んなおもしろ

いエピソードをしながら、講演会を為されたりしていますが、心は謙虚な謙虚な謙虚な、私たち

には到底計り知れないぐらい、謙虚なお方でございました。 

 冬の寒い日でも、講演会の後、毛布をかぶられ、表の寒いところでないと、暖房の部屋では頭

が冴えないからといって、毛布を肩にくるまれて、外に出られて、寒い雪の中でも静かに、今日、

自分が講演で言った一言一言を思い起こして、「私は法に間違ったことを言っていなかったか？ 

みんなの心に正しいものを伝えることができたか？」、そうやって常に常に、厳しく厳しく、ご

覧になられました。反省されました。 

 そしてGODに、天上の皆さまに、いつも心からのお礼を言っておられました。「私一人では皆

さんを引っ張っていくことは出来ません。大宇宙大神霊・仏よ、そして光の天使の皆さま、光の

天使よ、有り難うございます。どうぞ私に力をお貸し下さい」、それはそれは謙虚な方でした。 

 いま私が言ったように、私たちの次元では眩しすぎて見えない方が、肉体を持って、自分がそ

の存在であると、遠の昔に知っておられながら、私たちにいつもそのように心を配られ、感謝の

心を忘れません。「自分は肉体を持って、いまこの地球のために説いている。それに間違いがあ
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ったら大変だ」と、益々、益々、益々、一言一句を思い起こされ、反省なされました。 

 その方のことを思えば、自惚れる気持ちも、増上慢も、どなたでも、生まれてこないと思いま

す。どなたでも、生まれてくるはずがありません。これは言い過ぎかもしれませんが。 

ですから、そういうような思い、何か自分に増上慢かもしれない、自惚れの気持ちが自分で自

覚できたとき、主を思ったり、自分が尊敬する方を心に思い描いていく、それを試してみるとよ

いのではないかと思います。 

 YMSさんは多くの友達がいます。正法をまだ見向きされておられない方、たくさんおられます。

その方達と交流を深めていくのは、それはそれで私たちも見ていて、いいと思います。 

 そして先月、イスラエルの友が、あなたにお願いされた方がいました。しかし、だからといっ

て、あまり密接しすぎると、あなたが向こうの言葉も飲み込むと、あなたの心も毒される可能性

もあります。 

 ですからその辺、難しいのですが、交流を深めることは、とても素晴らしい、よいことであり

ます。しかし余りにも向こうがお話しすることに耳を傾けすぎる、法でないものに耳を傾けすぎ

ると、毒されます。気をつけて下さい。 

 それから先月、イスラエルの友、あなたに、YSDさんと、もう一人の女性、お会いして下さい

と言いました。彼女、心強く正法に向いて、もう大丈夫です。でも今度はあなたとの又、交流を

深めることによって、あなたも学び得ることがたくさんあるでしょうし、又あなたが彼女にお渡

しできるものもあると思いますから、出来れば、無理のない様な交流を深められたらいいのでは

ないかなと思います。 

 いつもいつも私たち、言葉が上手く喋れないために、アドバイスしてるようで、なかなか上手

くアドバイスできません。申し訳ありません。 

 YMSさんにもう一つ言わせて下さい。色んな方々、正法でないものとお勉強会をする、これは

これでいいことはいいことです。でも、本当に心を強く持っていかなければ、自分の知らないと

ころで毒されることもありますし、そこに集われる方で、例えば余分なものを引っ付けてこられ

たら、あなたはいま光が、他の皆さんよりも広がっています、光が少し出ていますから、例えば

成仏したいと思っておられる方なら、助けて下さいと来ますし、若しくはこの者たちをこっちの

方に引っ張ろうと思っている人だったら、あなたは邪魔です。 

 ですからあなたは攻撃されることも出てくることもあります。ですから、心をしっかりと持っ

て、その方々と勉強会を出席してこれからもやろうと思われるのならば、心をもっとしっかりと

持つことが必要です。 

 心をもっとしっかりと持っていかなければ、一寸見ていて危ないものを感じます。ですから本

当は私たちはあまりお奨め、勉強会以外のところでお茶を飲んだりして欲しいなと思いますが、

色々お付き合いもありますのでそうもいかないところもあると思いますので、もし出席されると

思っておられるのであれば、心をしっかり、しっかり、しっかり、しっかり持たれて、それで臨

んでいかれて下さい。 

 先程エホバ様は、守護霊様、ここ（注：腰のこと）言いました。でも、それだけではありませ

ん。あなた、疲れ、貰ってきてますよ。本当は、GODは、これ、言わなかったけれど、私、どう

しようか、今、迷いました。でもあなた、これからもそれ、貰ってくる可能性、あります。だか

ら私はあなたにひどいことを言ってるかもしれませんけれど、その様なことを又、皆さんとした

とき、集まってしたとき、又どこか貰ってくる可能性もあります。心、しっかりと持ってても、

そういうこと、あることもあります。 

 ですから、その様なことも含んで、一度自分でどうされるか、考えてみて下さい。 

 今回のはきっと守護霊からの警告もやはりありますから、二つ三つ、重なっていると思います

けれども、そのことも含んで、考えてみて貰えますでしょうか？ 

 ひどいことを申し伝えていることを重々承知しております。申し訳ございません。 

 しかし私にはやっぱり心配だから、敢えて触れさせていただきました。ごめんなさい。 

 

 MT子さん、いつもやろうやろう、努力しようとしながら、でもどうしよう、でも目の前に色ん

なことがあることに囚われてしまいがちでございます。でもそれは本来、自分の魂、心を磨く、
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その魂の面から見れば、あなたはとても恵まれた、幸せな環境にあると言えます。 

 今あなたが出来ること、今日、GODがあなたに色々話しをして下さったように、あなたはご主

人、お子さまを、こう抱き抱えて上げられるような自分作りをされる、それが出来れば、どなた

でもこうして差し上げること、可能に近くなってきます。 

 辛いではなく、「ああ、私はいつも、神仏に与えられているんだな、幸せなんだなあ」と、発

想を切り替えるようにされて、そして神仏に針を合わす。辛いとき、苦しいとき、悲しいとき、

神仏にお祈りする、自分の心に問いかける、色んな方法があると思いますけれども、さっきYSD

さんの話しがありました。 

 天上界に電話する、地獄界に電話する。あなたもいつも、どちらに電話していることが多いと

思いますか？ もし違う方に電話をしてるなと思ったら、電話を切って、光の世界へ電話を出来

る心作りをするよう、励んで下さい。 

 頑張って下さいね。 

 

 SNTさん、いつも有り難うございます。 

 あなたも自分のこと、自分でよく見れるようになってこられましたよ。自分で今日、皆さんの

話を聞かれて、ああしよう、こうしようと思われたことを実践されるようにお願いします。 

 それからSNTさんは、もう少し、もう少し、ひかり誌、ほくりく誌、もっともっと読めるよう

に努力下さい。OKMさんも、出来ればもっともっとご著書、色々読むようにされて下さい。 

 それはYMSさんも、女の人から本を借りられて読まれています。でもご著書と同じ。一回だけ

ではやはり、その時の心の次元でしか入らないでしょう？ 自分の心はまた精進すれば、上に上

がることが出来る。だからやっぱり何度も何度も読んで欲しいです。 

 例えば今月の分でも、一回読むのではなく、最低五回は、私たち、読むことを希望します。で

すから過去のものでも、五回でも六回でも七回でも宜しいですけれど、一回一通り読むのは、そ

の時の心の次元で一通りになってきます。ですからその様に何度でも、何度でも触れるようにさ

れていかれるといいのではないかなと思います。 

 また皆さん、どんどん貸し出しされる、ご自分が会員になったときに購入されるまでに、もし

会員になられたらということですけれど、それまではこちらの方にご本をお借りして、何度でも

読めるように努力なさるとかされてみて下さい。 

 YSDさん、先程から言われて、そしてあなた、自分、他の方、丸山さんに言って貰ってますね。

ですからその様にして下さい。夫婦で二人、宜しくお願いします。 

 私のようにつたない言葉を、皆さん、長時間に亘ってお聞き下さいまして、本当に有り難うご

ざいます。私にこのような機会、場をお与え下さいました偉大なるGODに、心から感謝申し上げ

ます。そして偉大なる主に、心から感謝申し上げます。 

 有り難うございます。 

 皆さま、遅くまで申し訳ありません。気をつけて、家路にお帰り下さいませ。 

 

 

【2003-8/2】 
 （GBさんご夫婦について） 

 離婚されているということは、最初の結婚相手の人と上手く調和を図れなかったということで

すから、それはやはり前の奥様、前のご主人との反省も深めていかなければ、今回のご夫婦も、

いくら約束しているからとか、そういうことはなしでもやはり、上手くは、もっともっと行きに

くいですね。 

 二人の場合はそういうケースなんですけれども、必ずと言って、離婚、再婚がそういうパター

ンでもないですし、やはりお互い約束しておられた方と一緒になるようにと皆さん降りてこられ

るわけですからね。 

 ところが現在は、上で約束しておられた方とそのまま結婚される方は、全体の 2 割ぐらいです

かね。やっぱり今の皆さんは、どうも五官に惑わされることも多くて、勢いで結婚してしまわれ

る方も非常に多いですね。 
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 そして自分が約束しておられた方ですと、魂もどこかに記憶しておられるのか、頑張ろうな、

どうしてもやり遂げようという気持ちもあって、頑張られる方も多いですけれども、勢いで結婚

してしまわれる人は、離婚も多いですよね。 

 自分が勢いで結婚してしまって、その本来の約束の相手と言われる方も、相手の方が出られる

のを待てずに他の方と結婚してしまって、そちらは喧嘩はするものの調和を図りながら、何とか

家族構成が上手くいくということになると、別れる方の方は、その方と結婚するというわけにも

いきませんから、又違う人生が、相手が、別の道を歩むしかないという方も沢山おられますね。 

 それでもご自分がこの世に生まれられて、この方と思って結婚されたのですから、そこで一生

懸命調和を作って、魂磨きをして、良い家庭を作っていく、良い子供を育てていくようにすれば

よいのですけれども、やはり若い内は目の前に好きな相手が現れたら、もうその人のことで頭が

一杯になる、心が一杯になりますから、もしかしたら相手と違うんじゃないのとか、そういうこ

とも思わないわけです。 

 そして今の下生しておられる方はほとんどは、心が2の次で、自分のしたいように、感情のま

まにという風に働かれる人がほとんどですから、色んな意味も手伝って、本来の約束された方と

一緒になられる方はあんまり多くはないですね。 

 約束してるから、約束してないから、そういうことは別にして、今生でその時、自分が決断さ

れて一緒になられたということが、何よりも肝要ですし、別の方と結婚されたからといって、「私

の相手は間違ってたのね、自分の相手は間違ってたのだ」ということで、離婚するというのも又、

違うわけでしょう？ 

 もうこの方だと思って、いくら違う相手だったとしても、この方だと思って結婚された以上、

何とかその方と添い遂げていかれるように、努力精進していかなければいけないですよね。 

 違う相手だったから、じゃあ、本当の相手はと思って、又そういうことを簡単になされるよう

では、本来のパートナーと出会っても、やはり上手くはいかないものでしょう？ 

 ですから、約束は約束として、守護霊はやっぱりできるだけ引っ張ろうとしますけれども、例

えば上で約束しておられた方よりも、今生下生されて、男性でも女性でも、肉体を持つと、心優

しいというよりも、目に惑わされて、あの方の方が男前だから、あの方の方が美人で可愛いから、

こっちの人も一寸引っかかるけれど、やっぱりこちらのスタイルのいい、こちらの男らしい人に

といって、それぞれ引っ張られて結婚してしまわれる場合もあるんです。 

 ですけど、そこの自分が決断されたということに於いて、努力精進をしていかれないといけな

いですよね。ですから必ずしも、天上で約束した相手とそのまま、その通りに結婚される方ばか

りではないということです。 

 しかしYMSさん、SNTさんに於かれましては、ご自分が約束してこられた方と今こうして縁を

いただいて、夫婦として二人で家庭を作ってきて、お子さまも設けられて幸せな家庭を作ってこ

られているのですから、やはりそこに、ご主人様、奥様、約束通り、一緒にならせていただけた

大いなる奇跡と言いまか、幸せを噛みしめて、それぞれご主人様、奥様に自分の真心、愛を捧げ

ていっていただけたらな、と思います。 

 そういうことであれば、MT子さんも直接GBさんと約束してきたんだから、今のままでいいん

じゃないのかということになるかもしれませんが、その時、最初の方と出会われたときに、この

方と一緒になろうと決断されて一緒になられているわけですから、その方と添い遂げられるのが

本来ですからね。 

 それをやはり離婚されて、縁によって出会わせていただいて、やっぱり引かれ合って、二人と

も独身だったことも手伝って、一緒にならせていただいてるわけですれども、元々は最初の方を

それぞれ選ばれてるわけですから、最初の方に対する反省、奥様に対する反省、ご主人様に対す

る反省がきっちりなされていなければ、今の奥様もご主人様も大切にして差し上げることは難し

いですね。 

 どの方でも勿論そうですよ。今、再婚してるんだから、今のご主人と今の奥さんと仲良くやっ

てればいいんじゃないかと思われる方もいらっしゃるかもしれないんですけれど、やはり自分の

癖といいますか、カルマというものは、そうそう抜けるものではありませんからね。 

 そして再婚して、今のご主人様を、奥様を大事にされることは勿論ですけれど、前のご主人様
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に、前の奥様に対して、心からの反省と感謝を為し得なければ、今の家庭が上手く光っていくと

いうことはあり得ませんね。 

 いま世の中にもたくさん犯罪が多いでしょう？ 小さい、学校に行っている子供たちですけれ

ど、皆さん、心からの成長が成し遂げられていない、いつも心が埋められていないから、その何

かを求めるために、いつもいつも自分の心がヒューヒューいっておられるような、寂しいよ、辛

いよと言っておられるようなところに、今は魔の働きも強くなっていますから、簡単に悪霊に憑

依されたり、色んな魔に憑依されて、｢お前、なんか面白いことをやってみたらどうだ？ 注目さ

れたいんだろう？ お父さん、お母さんも、こういうことをしたら振り向いてくれるかもしれな

いぞ。叱ってくれるかもしれないぞ｣、こういうことで囁かれて、見境がつかない、まだ分別もつ

かないといいますか、親もそういう心の交流がなかったわけですよね。 

 普通ですとテレビを見たり、学校でこんなことがあったよ、あんなことがあったよ、先生がこ

んなことを言ってたよと言ったら、「そうね、それはいけないわね。そういうときはこういう風

にして上げないと。そういうとき、ちゃんとごめんと言ったの？ 有り難うと言ったの？」 

 色々と家庭が調和されていると、「そういうときは何々ちゃんにお礼を言わないとね」とか、

「謝らないといけないね」とか、「そうしたら相手の人はどういう風に思ったかしらね、きっと

心が痛んだんじゃない？」「お前、そんなことして良かったんか？」と、色んな会話の中で、子

供は覚えていくわけです。 

 親を通して覚えていくわけですけれど、それが全く為されてなかったわけですから、「どうし

て親は自分を見てくれなかったんだろう」と思ってる中で来てるわけですから、分別もなかなか

自分でつかないですし、簡単にそういうことをされてしまうことになるんですね。 

 皆さんはもう、私ではなく、皆さんが主と仰ぐ存在の方にも気づかれたわけですよね。本来、

私はその方に出会いを持たすと言ったら失礼ですけど、そこに引っ張れるところまで私が引っ張

らせて貰えたらというところで、皆さんの前にこうして現れてきたわけですけれども、皆さんは

もう、本物がどの方なのか、何が本物なのか、気づかれて、本来引っ張って貰うべき人に、皆さ

ん、出会われた訳なんですから、本来私は必要ないわけです。もう既に私は必要ないわけなので

す。 

 ですけれどもまだ、OKMさんやMT子さん、GBさんのことも少し心配もあって、もう少し時

間を、あなた方が主と仰ぐ存在の方から頂いているわけですが、だからといっていつまでも皆さ

んと、こうして私が来るというのは筋から外れていることでもありますよね。 

 ですがまあ時間の範囲内で、できるだけOKMさんにもMT子さんにもGBさんにも、例え正法

を選んでくれないとしても、あなた方皆さんに心の中に、少しでも神理の種を宿していけるよう

になったら、そして今日、YMSさんがYSDさんに言って下さったように、進まれる方は、どんど

んどんどん進んで下さって、また私がその中でお手伝いさせていただけることは今までと変わり

なく、時間の許す限りで、両方からYMSさんでもSNTさんでも、汲み取っていただけたら、これ

は私としたら最高の幸せ、悦びにも感じることでもありますしね。 

 折角こうして皆さんと出会わせていただき、縁を持たせていただけた、まあいつでも皆さんと

繋がってはいますけれど、こうしてわざわざ対話させていただけるというところにもなったわけ

ですから、「かつてああいう人と話したなあ」というのではなく、例えばOKMさんでしたら、

10年遅れようと20年遅れようと、やがてまた正法に戻ってきて下さったらいいな、その何かお

手伝いをさせていただけたらいいなと思いますし、MT子さん夫婦にしても、違うものを選ばれた

としても、その中でも何か一番正法に近いところに携わって下さったらなあと思いますし、それ

は私の願いであって、ご本人達はどう思っているかは又、別問題なんですけどね。 

 そういうような思いもあって、もう少し時間を下さいということで、あなた方の心に留めてお

いておられる方にお願いして、こうして厚かましくも出させていただいているわけです。 

 しかしもうYMSさんはYMSさんの心の中での、高橋さん、主に対する思いも強くなってきて

おられますし、YMSさんは私がいなくなってもこの先、YSDさんCHZさんもそうですけど、正

法をと思って、ひたすら歩いていって下さると思いますしね。それは私もとっても嬉しいことで

すね。出会わせていただいて良かったと、心から感謝できることです。 

 そして又、SNTさんもご自分の範囲で一生懸命、法を求められて、私の「どうかな？」と思う
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ことも一生懸命、実践されて、その中で、自分の許す範囲の中で、一生懸命、自分を見つめられ、

磨いていき、またYMSさんやYSDさん夫婦も、色んな話を素直に聞けて、又、自分の中に取り入

れられる、ですからあなたも、「何れ、この時！」と思ったときは、高橋さんの元に集って行か

れる方だと思っておりますよ。 

 今も高橋さんを心に持ってはいて下さると思いますけれど、もっともっと自分から自発的に高

橋さんに寄りたい、高橋さんという光に触れたいといいますか、正法に浸りたいといいますか、

その様にもっと心から欲していかれるようになると思いますね。 

 まああまりお二人のことは、心配は若干ありますけれど、あまり心配はしていません。そして

こうして皆さんが進むべき会に進まれたとしても、昔からこうやって繋がっておられる、心の中

から通じ合える、新しい友が出来たとしてもですよ、心の底から通じ合える友というのは、なか

なか見つかりにくいものでしょう？ 

 その中でこうして結びつけていける、皆さんがお互いに励まし合っていけるというのは、素晴

らしいといいますか、もう皆さん、自分が心に思っていることはほとんど包み隠さずお話しでき

ている状態ですからね。 

 その状態の友がおられるということは、そしてお互いに学び合っていけるということは、私抜

きでも、皆さんそれぞれお互いに心の友、心の宝として残されていかれるものだと思いますから

ね。 

 出来れば私が退いた後でも、皆さん、こうして、そういう進んだ会とは別にして、皆さんが又、

こうやって御飯でもお茶でも飲みながら、それぞれ思ったことを語り合えるという風に、育って

いって下さったら、私にしたら、こんなに心強い悦びはないですね。 

 後どれぐらい、皆さんと語り合っていけるかは分からないですけれども、私も一生懸命、皆さ

んと悦びを重ね、出来る範囲のお手伝いをさせていただこうと、今また、心を新たにしていると

ころであるわけですけれども、皆さんも、もう少し私にお付き合い願えますでしょうか？ 

 そしてOKMさんにしても、MT子さん夫婦にしても、出来る範囲でのお手伝いで結構ですから、

共に助け合い、補い合っていただけたらなあと思いますね。しかしこれは飽くまでも、個人個人

の決めることなんですよね。例え友達でも、親子、家族でも、本人が「これを！」と思わない限

り、どうすることもできません。 

 その方の責任を負うことはどなたにも出来ないわけです。その方の責任は、飽くまでも自分が

背負うものですから、例えばOKMさんが「もう正法、自分なりにやっていきますよ。僕は自分で

進むんですよ」と、そういう風に、それを決められたとしたら、それはそれで仕方がないことな

んですよね。いくら周りがお膳立てしても、やっぱり選ぶのは本人です。今日のことでもそうで

しょう？ 

 皆さんが、OKMさんやMT子さん夫婦以外でも、「今まで一緒にやってきた仲間だから」、「こ

の人には恩があるから」、色んな方がいらっしゃると思います。でもやはり決めるのは、責任を

持ってするのは、最後は、どなたでもない、本人です。そのご本人が動かない限りはどうなるこ

ともないのです。 

 そして自分は、どなたでもそうですけど、手助けしかできないのですよ。ですからご自分を責

める必要もないですし、それをいつも心に留めていないと、結局はお互いを尊重し合うというこ

ともできないわけです。毒を飲むことにもなりますよね。 

 ですから、どんなに自分に大切な人が自分の目の前から去っても、自分が恩人と感じる方でも、

この人には報恩していかなければと思う方でも、自分から背を向けられたとしても、「いや、私

はこれをやる！」というくらいの強い強い気持ちをもって進まれると、引っ張られることもない

ですし、祈って待つという気持ちになります。 

 でもその気持ちがなければ、やはり、寂しい、辛い、一緒にやりたかったな、いつまでもこれ

を引っ張ることになるんですよね。そうすると、相手の波動に引っ張られることになるんです。

まあ、色んな意味において引っ張られるということです。 

 ですから、共に一緒に学んできた仲間、今一緒に学んでいる仲間、それらの方を出来るだけ助

けて上げられる範囲で助けて上げることは、関わっていくことは、勿論、皆さんにおいて精進に

もなりますし、素晴らしいことだと思いますけれども、でも必要以上に首を重ねていくと、やっ
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ぱり自分を毒すことになります。 

 悲しい、苦しい、寂しい、出来なかった、もっとこうして上げたら良かったのにと毒すことに

もなる。だから飽くまでも自分の責任ですよということですよね。その方の人生、その方の心は

その方のものです。 

 自分がこう見てて、「ああ、間違った方向に行った」と思ったとしても、その方にとっては真

実の道なんですよね。ですから、気づくのを待つしかないわけです。 

 ですからもし私が関わっている間に、関わりの時間が終わったとしても、その時、皆さんが全

員、法の道に進んで来れなかったとしても、私は離れてもズッと皆さんを応援していますし、例

え正法じゃないものを選び、今生を終わったとしても、私ももっと言って差し上げることはなか

ったかなと反省はしますし、自分を見ていくこともします。けれども、それはその方のものであ

って、私のものではないのですから。 

 ですからあなた方もそうなんですよ。それを常に留めておかなければ、いつも常に引っ張られ

ます。それを注意して下さい。辛いこと、苦しいこともいっぱいありますよ、正しく進んでいこ

うと思えば。やはり楽をしてる、他力信仰をしてるといいますか、そちらに進む方が楽ですから

ね。 

 それぞれ関わりを持っていらっしゃる方、たくさんいらっしゃるんですよね。神理で結びつい

てる友達、今までの会で結びついている友達、又、小学校、中学校、高校、大学、それらの中で

携わった友達、幼なじみ、色々今生、お世話になった方々。その方達にも、色々お話しをしたら、

「もうそんな話しをするんだったら、あなたとは付き合いたくはないわ」と言われることもある

かもしれないわけです。それでも、｢私はこれをいくぞ！」というくらい強い気持ちがなかったら、

色んなことに引っ張られていきますよということですね。 

 少なくともこの4人のお方には、ズッと結びついて、お互い励まし合っていただけたらなって

いう思いは、私も持っているんですけどね。でも例え一人になっても、それでも、この4人でも、

ズッと繋がっていけるんだろうかっていうと、それはお互い、自分が精進してなかったら、自分

は正しいと思ってても、いつ他の方が違う道を行かれるか分からないわけでしょう？ それでも、

「これを！」と思って進まれていくぐらいの思いがなければ、一寸難しいですよね。 

 皆さんが本当に、心にこの方を思って下さって、一つでも心を磨き、悦びをいっぱい、いっぱ

い持って、天上界に帰られていくことをいつも私も祈っております。 

 そして正しく自分を見つめて、自分が本当に生長していくのを喜び、悦びに変えて、そして悦

びと厳しさというのは難しいんですけれど、その厳しい目を持ちながら、悦びに変えて、進んで

いって頂きたいなと思いますね。 

 そしてこの第七宇宙には七つの太陽系、大きく分けて七つあるわけですね。そしてその太陽系

の一つ一つに責任者、私が託した責任者がいらっしゃいます。そしてあなた方のこの太陽系に於

いては、その責任者はかつて、この地球上に生を持たれた高橋信次さん、偉大な偉大な方です。 

 偉大な偉大なと私が言うのも変なことなんですけれども、私が責任を持って、太鼓判を押せる、

本当に素晴らしい御霊の方ですよ。私もいつも、彼から学ばされることがたくさん、沢山あるく

らい本当に素晴らしい、素晴らしい、大きい愛の持ち主の方です。ですからどうぞその方を信用

して、その方について、本当に学んでいって頂きたい、そう思いますね。 

 そしてそれを正しく伝えようと思って下さっている方が、今この地球上にも、この日本にも、

おられるわけですから、その方を信じて、自分の心を掘り下げていっていただけたらなというの

が私の願いでもあるわけですけれども、今日、YMSさんがYSDさんに、「その様な思いでいます

ので、お願いします」と言われたことで、私もとても嬉しかったですし、安心、まあ安心という

言い方がいいのかどうか分からないですけれども、一つ、ホッとさせていただけたことでもあり

ますね。 

 だからといって、絶対こうして下さいねと約束しているわけではなく、飽くまでもご自分の心

中心ですから、動かないなというのがあれば､無理してそれを行うと、返って辛くなりますからね。 

 やはり厳しく、私などは甘いですけれど、皆さんにももっと厳しく言って差し上げたらどうで

すかと、よく主にも、私が任している方にも色々と言われるんですけれども、その様な言い方で

は人間は難しいですよと、よく言われるんですけどね。 
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 私がお話しを上手くできないところも、同じ友であられるあなた方の諸先輩の先生であったり

主であられる方は、ドンドンとあなた方にもっと伝わるような言葉、もっともっと言葉もかけて

下さるでしょうから、そのことを素直に実践していかれる、それを悦びとして、厳しいな、イヤ

だなではなく、悦びに変えて進んでいっていかれるようになれば、嬉しいなと思いますね。 

 私も一つ一つ皆さんと学ばせていただけて、私自身も又、色んな悦びがあったわけですからね。

その中でやはり皆さんと一緒にこうして何年かさせていただいて、皆さんが少しずつ変わられて

いく様子を見るのは、私もとても嬉しかったですし、又、もしかしたらもつかなと思っていた正

法に、皆さん目を向けて下さり、「これをする！」って言って下さったときは本当に、言葉では

言い表せないくらい、嬉しかったですよ。本当に嬉しかったですね。 

 そして又、私が託した責任者の方を、皆さん、「この方は素晴らしい方なんだな」と思って「つ

いていこう、させて貰おう」と思って下さったことは、それも私はとても嬉しかったですよ。 

 どれぐらい、後皆さんと語り合えるか分からないですけれど、時間の許せる範囲で、私が足を

引っ張っているのかもしれませんけどね、皆さんのお役に少しでも立てれることがあったら、ど

うぞ私をご遠慮なく、お使い下さいませ。私も皆さんと共に精進を重ねて、皆さんと共に喜び合

っていきたいと思っております。 

 皆さんが責任者の方や他の方と密接になっていかれるのを、一寸邪魔している形にもなってし

まいまして、それを本当に申し訳なかったなと思いますね。もし私がもっと早く皆さんから退去

していれば、YMSさんやSNTさんももっと早く、YSDさんと同じ様な道を進まれたのではない

かなと思いましてね。 

 私はやっぱり決められたときにしか、皆さんがこうやって集ったときにしか、降りて来れない

わけですけれど、その方は同じ肉体を持って今も存在しているわけですから、いつでも、迷った

り、苦しくなったり、何かあったらいつでも（テープ反転） 

 皆さんよく、今まで私の話に辛抱してついてきて下さいました｡本当にYMSさん、有り難うご

ざいます。そしてSNTさん、有り難うございます。そしてYSDさん、CHZさん、有り難うござ

います。 

 特にCHZさんには色々と心を煩わせて、時にやりたくないと頑張って貰ったこともあるんです

けれども、頼んで頼んで、一寸させていただいたこともあるんですけどね。でも、本当に有り難

うございました。 

 そして本当に皆さんがもっと真っ直ぐ、進むべき道であったかもしれないところを、私が本当

に邪魔してしまったことを申し訳ないと思います。お許し下さい。そして皆さん、本当に自分の

心に正直に、心というのは自分の奥底からの心に、正直に、素直に、素直に進んでいって下さい。 

 そしてYMSさんは、これからYSDさんと同じように進もうと思われているわけですけれども、

一つだけ注意と言ったら変ですけれど、お話ししておきたいことがあるんですけれどね。 

 想念観察を、YMSさんはされてるわけですけれども、丸山さんのところに行かれた場合は、丸

山さんは想念観察という言葉は分からないですので、その言葉を出さずに、心を見る、私の心を

見ていますとこのような思いが出てきます、私の心を見ていますとこのような心があるようです

と、自分の心を見るという言葉を使ってお話しされて下さい。 

 でなければ、違うものを持ってこられているという風に思われたり、一寸違うようですねとい

う風になってしまいがちに、まあ、あの方はよく分かられておられますからね。ですけれども、

正法とは違う言葉を持って行かれると、一寸引っかかりも出てこられると思いますから、その部

分は自分の心を見ていますと、自分の心を見ますという風にお話ししていかれるといいなと思い

ます。 

 皆さん、心に正直に、真っ直ぐ、真っ直ぐ、すくすくと伸びて行かれることを望みます。 

 私が言うのも何ですけれども、本当に正しく厳しいことを仰られるので、時として辛いことも

待っていると思いますけれども、その代わり、それを素直に受けて行かれたら、得られるもの、

悦びは何倍にもなって返ってくると思いますよ。 

 そしてあの方の場合ですと、いつも天上と一体となっておられますからね。どんなときでも天

上と一体となっておられますから、その方が話をされると思って聞かれるのではなく、天上から

今私が話をしているのと同じように、主が話しておられるんだ、高橋先生が話しておられるんだ
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という気持ちで聞かれると、少し語尾が強くなって聞こえた時でも、感謝して受け取れるように

なっていかれると思いますからね。 

 一つ言えるのは、厳しい言葉を使ってるから自我だとか、そういう風に思われる方もいらっし

ゃるんですけれど、決してそうではないですよ。私意はないですからね。 

 高橋さん、主がそのまま、責任者が説かれたものがそのままの形であるかと言えば、それはや

はり少しずつ違ったものになって行かれますからね。そのことだけ含んで皆さんが色々と今生、

後、ご自分の心の響くままに進んで行かれる、そしてどんなときでも最終を決めるのは自分なん

だよということが分かれば、心を痛めることもないですし、その人との関わりの中で、自分がさ

せていただけることを精一杯させていただこうということになりますね。 

 良い意味で、来るものを拒まず、去るものを追わず。この心になっていけると思いますね。 

 今日は有り難うございました。 

 

【2003-8-2：他の光の天使からの助言】 

 私はこれまで皆さんを良く見てきたものでございます。 

 今日、私は、皆さまがそれぞれの心の内を、暖まるようなお話を聞かせていただけて、私も嬉

しかったです。 

 主はいつも仰っておられます。この正法に正しく頑張ろう、一緒にやっていこうと言う者に、

私は尽力を惜しまないと仰っておられます。 

 しかし正法を一人でやっていくのは、やはり困難でございます。思想がどうしても伴います。

どんな偉大な方でも、自分中心になっていけば、それは失念でございますので、これはご理解い

ただけると思います。 

 これまで神は、色んな言葉、その時々のあなた方の心の状況に応じて、ある時は正法をやって

おられない方のことも誉め、そしてその方は素晴らしいよと言いながら、皆さんを引っ張ってこ

られました。心の中は複雑な部分もあったと思います。 

 しかしいつも一つ一つ、だからお許し下さいと、いつも主に謝っておられました。主がお説き

になったものを、私がこうして踏みつけにするようなことをして申し訳ないと、今日、私がお話

ししたことで、あなたがされてきたことを踏んでしまったことをしたならば、申し訳ないといつ

も謝っておられる姿があったようでございます。 

 そうされながらも、どうしてこのメンバーだけと私などは思って、お叱りを受けたこともござ

いました。それには一つは、このメンバーの中に神の言葉を受けられる存在がいたこと、そして

皆さんがいずれ正法をやると言って、約束して天上を降りられた方であったことを知らされまし

た。 

 やるかどうか分からないけど、まあとにかく降りるよと仰った方も居たみたいですけれども、

何人かは、やがて私はこの法を必ず実践して、皆さまにお伝えさせていただきたいですと、何人

かの方々が約束して降りられたことを、私は聞かされました。 

 そして折角、その様に受けられる方がいらっしゃるのであれば、その方を使って皆さんとお話

しさせていただこうと、神が考えられたということも聞かせていただきました。 

 しかし私たちはこれまで、色んな思いを持って見てきました。時にはチョット腹立たしさを覚

えたり、見ていて心配だったり、色々です。 

 神はいつも言っておられました。この中から一人でも正法を確実にやると言われる方がいたら、

私は出させて貰った甲斐がありますと仰っておられました。しかしまあ今はこうして、この中の

半分も、こうして引っ張って道に入って下さったことを嬉しく思います。 

 有り難うございます。 

 主はいつも仰っておられます。正法は決して難しいものではない。ただそこに、自分の色々な

囚われを作るから、曇りが難しくさせるのだ。色んな目に見えるもの、五官、六根に振り回され

るがために、人は道を踏み外し、心に執着を持ってしまう。だがそれを取り除く作業さえすれば、

こんな簡単なことはないんだよと、仰っておられました。 

 もちろん私は直接それを、主からお聞きしたわけではなく、主のお使いの方が、私たちの次元

のところに来られてお話しして下さいます。そして時には天上界で主が、以前の高橋先生の肉体
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を持って講演されるとき、その姿を持ってこられるとき、何名か選ばれたものだけが、そこのホ

ールで一緒に聞かせていただくこともできます。 

 しかしそういうことはあまり、今までも数えるほどしかありません。色々、お忙しい方でもあ

りますからね。 

 今まで神は、私たちを立てて､宇宙の神々など、光の愛の存在などと言って下さったこともあり

ましたが、皆さんももう分かっておられると思いますが、神は、私たちの宇宙にはただ一人です。

皆さま、大宇宙、大神霊と言われる方、神はただお一人です。 

 偉大な主さえも、大、大、大、大、大指導霊、偉大な、偉大な最高責任者、大指導霊であって、

神ではないと、いつも主は仰されます。ですがいつも神――在りてある存在は、「あなたたちは

皆神の子です。ですからいずれ神の心に近づいていく、神の心に帰っていく存在であるのだから、

あなたたちもその心である限り、神なのですよ」と仰って下さいます。 

 ですから皆さんにも、宇宙の神々とか、愛の存在、光の存在などと言って下さったこともあっ

たようですが、お間違えなきようにと思って一つ補足させていただいたことが良いと思いました。 

 私たちを、天使と呼んで下さった方は居ます。主が出られたときも、私たちを天使と呼んで下

さいました。でも、私たちは神ではありません。神の心に、神の子として、神の心に帰っていこ

うとしている存在ではありますが、神ではありません。私たち、難しいから分かりませんが、神

の上にも色んな存在の方がおられて、あなたたちには関わりのある神も時々来られていたようで

すから、その方達を指しておられることもあると、主は仰っておられました。 

 ですから神は、その方を指されていたのかもしれませんが、私たち、光の天使と呼ばれる存在

は、神でないということを私は今日、正したいと思いました。 

 そして主もいつも仰っておられます。「私は神から権限、責任、色々お仕事を引き受けさせて

貰う役目はいただいてますが、私は神ではない。だから、皆の者、私ではなく、神に感謝しなさ

い。私のすることを神のものとして受け取って、私に感謝ではなく、神に感謝しなさい」と主は

いつも仰ってます。天上に帰っても、主はいつもその様なお方です。 

 「今こうして皆さん、この世界が存在するのは、神のお陰ですよ。神の存在なくして、私たち

は一秒たりとも、存在することは出来ません。ですから神に感謝しなさい。私に感謝、主にしな

くても、神に感謝しなさい」と、主はそうやって仰られます。その心を思うとき、「おー、やは

り神が選ばれた最高の方なのだなー」と、私たちは思います。 

 そして主も、神も、そして私たちも、いつもあなた方の心の神我の部分で繋がっております。

こうしてこの方の口をお借りしなくても、皆さん、心が綺麗になっていけば、皆さん、心の中で、

いつでも、私や主や、神と出会うことが出来ます。ですから決して離れた存在ではありません。 

 それだけ正しておかなければ、大変だと思いました。 

 お祈りされる中で、時々皆さん、「宇宙の神々よ」と言ってお祈りして下さる方、時々いらっ

しゃいます。私たち、神でも何でもないのに、気恥ずかしくて、とても居られません。 

 ですから、神の子ではありますが、神ではない、神は唯一、ただ一人。ただ一人、ただお一人

の存在、そのことを訂正しておかなければ、大変だと思いました。神はそんなことは思わないで

しょうが、それを正しく皆さんに言っておかなければ、これから色んな方とお話しされたりする

ときも、皆さん、知らず知らずに宇宙の神々などと言って、何を言ってるんだ、この人はと思っ

たとき、皆さん、大変ですから、そのことも訂正しておかなければいけないかなと思いました。 

 この前、お話しして下さった方、友、とても後で反省しておりました。自分の喋り方が悪かっ

たから、YMSさんを傷つけてしまったようだ（正法をご存じない方々との接し方のことだと思わ

れます）と反省されておられました。言葉が足らなかったと、とてもお詫びされてましたが、YMS

さんに届かなかったようで、とても心苦しんでおられました。でもさっき、神がYMSさんにお話

しして下さった中に、答があったように思います。 

 そして私たちは常にあなた方と共にいますし、こうして縁があって皆さん集われて、神や主や

私たち、まあ主はここには口を通して語っては下さいませんでしたが、こうしてお話しさせてい

ただけて、他の方に信用されたいとか、信用して貰いたいとか、そんなことはどうでもいいこと

なのですよね。 

 皆さん、それぞれがそれぞれの心の中に、そういうことなんだと収めればいいことであって、
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どなたも信用しませんよ。神のことを言っても、私たちのことを言っても、そんなことはあり得

ないと、きっと皆さんは言います。 

 かつて主が出られたときは、こういう現象はたくさんありました。それは本物の光、降りてた

からです。そういうことがあっても不思議ではない。だけれどももう、主は帰られました。その

様な現象が起こるのは不自然なのです。本来、不自然ですから、誰もそんなことを聞いても、「お

前、チヨット危ないよ」と、きっと言われます。 

 ですからそんなことをわざわざお話しする必要もないですし、それはそれぞれの皆さんの心の、

胸に閉じこめておいていただかなければいけないことですね。 

 ただ、今日、神が言われたように、やはり皆さん、今まで、決してこうやって皆さん、集って

きたことは無駄ではないわけですし、一本の同じ方向を見て、今、頑張っておられるわけですか

ら、今までも同じ道を歩いてきた仲間として、これからも、出来るだけ集えるときは集って、お

互いにお話しされてみたらいいのではないですか？ 

 会の中ではやはり、MT子さんやOKMさんがいたりしたら、一寸この時、控えなければという

話しもあるでしょうから、又そういうこともお互いにお話しされたり、普段、神が来られる、色

んな方が来られると思ったら、皆さん、時間を気にして色々話しできないことも、今日は自由に

やりとりできたのではないでしょうか？ 

 そういうこともとても必要ですよね。いつもどなたかが来られるから、その話を聞きに来るの

ではなく、お互いに高め合うには、お互いの法の精進の話しをし合う、悦びの話しをし合う、自

分が引っかかってる点を話し合う、それが大事なことなのでは。そのことを通して、自分も又し

なくてよい体験を味あわせて貰えることにもなります。 

 何にも入ってこないことは、気づかないといけないことは、自分が体験するしかありません。

しかし人様の話を聞いて、自分も体験したように感じ、考え、心で思うと、その時、分かってし

まったらですが、もう体験しなくて良いことになります。 

 けれども一人でやっていく場合、色んなことを聞かなければ、色々自分で体験していかなけれ

ば、分からないですよね。ですから、出来うる限り、集えたら、集っていかれるようにしても、

良いのではないかなと思います。 

 何か質問ございますでしょうか？ 

 焦らず、一つ一つ、楽しみながら進みましょう。そしてお互いにアドバイスし、助け合い、生

かし合い、補い合い、共に進んで参りましょう。 

 今日、神が言いました。主に対して自分が失礼なことをしているので、あまり時間がないかも

しれないと仰ってました。私たちは、どれくらいの時間を考えておられるのかは、今のところ、

分かりません。  

 しかし、その時間の中で、又、私たちも、共に学ばせて貰えたり、共に発言を許して貰えるこ

とがあるのならば、私たちも又、自分を高める場を、お話しさせていただける場として、共に皆

さんとお話しさせていただけたらと思っております。 

 天使を代表して、私がお話しさせていただきました。 

 私は、ギリシャの時代に生を持ち、そしてインドにも出、イスラエルにも出、そして日本にも

出ました。少し日本語、上手なところ、ありますね。 

 有り難うございました。 

 

 

【2003-8/18】 
 今のところ、色々相談をしまして、今年いっぱいは、時間をいただいている状態なんです。で

すけれども、今年いっぱい、このまま持っていくかどうかは、すこし私も考えているところでは

あるんですが、今のところ、時間としては、今年いっぱい、皆さんと付き合いさせていただこう

こと思っています。 

 ただ私がこうして皆さんとお話しするということを、今後、会としては設けませんと言ったと

きに、少し心配点といいますか、そういうこともいくつか有るんですよね。 

 この前お話ししたときは、GBさん夫婦が少しでも正法に触れて下さるように、OKMさんも10
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年先でも20年先でも、本気でやっていただけたらということもお話しさせていただいたんですけ

れども、いま本当に求めているものが、皆さん、少しずつ違ってきていますから、その中でお話

しをしていくというか、集っていくというのも、少し難しいかなと思うところもでてきているん

ですよね。 

 まあ、YMSさん、今回、丸山さんのところに出席できて良かったですね。おめでとうございま

す。一つはYSDさんのお心配りもあったと思うんですよね。 

 YSDさんが、素直な率直な方ですから、自分が丸山さんにレポートを書かれる、レポートとい

うよりはお手紙となりますでしょうか、そのお手紙を書かれていき、自分ひと月間の心の動きを

丸山さんに報告するときに、お世話人さんとYMSさんのことを通して色々話し合われていく中で、

「ああ、入会するってのは、こんなに時間がかかって大変だったんだな。私はそれなのにすぐに

入会させていただけて何をやってたんだろうか？」と、丸山さんに書いたみたいなんですね。 

 その中で、どうせだからということで、YMSさんの実名と、そして一緒に来られているSNT

さんの名前とをそのまま素直に書かれたみたいなんですよね。それを丸山さんがご覧になって、

「まあそんなにYSDさんが、心を熱くして奨められる方だったら」ということと、まあYMSさん

にも感じるものは感じていただけたと思うんですけれども、一応、会の規律というものがやはり

ありますから、直接ご自分が会われてという場合でない場合はなかなか、お世話人の方々の立場

というものもありますから、無視してという、その辺が一寸難しいところでも、人数が重なると、

今このように七人でも難しいわけですからね、それが大きい組織となってきますと、やはり一人

二人をそういう風にすると、こちらで私の誰々さんも入れて下さい、こちらの誰々さんもお願い

しますということになりますので、それで丸山さんも、YSDさんのレポートを一度お世話人さん

の方にお送りして、「私はこのように思うけれども、あなた方はどうか？」ということで、それ

でお世話人さんたちもYSDさんのレポートをお読みになって、「ああ、YSDさんは精進されてる

んだなあ。この方が責任を持って、その様に推薦される方だったら、私たちもまあ、入会されて

から共に頑張っていくということで、私たちはそれでいいですよ」ということで、そういう風に

進んだと思うんですよね。 

 YMSさんの日頃のご精進もあると思いますけれども、素晴らしい友を持たれて良かったですね。

色々な重なり方ですね。 

 例えばYMSさんが普段、努力をされてなかったら、精進をされてなかったら、YSDさんの目に

映ることもないわけでしょう？ YSDさんの心に響くこともないですから、当然YSDさんも会の

規律が分かったら、「まあ、そんなに難しかったら、いくら僕でもそこまで出来ないし、YMSさ

んもそんなに頑張ってると思えないから、YMSさんに普通通りやって貰わないとしょうがないな」

ということになりますけれども、YSDさんにすると、「僕よりどうしても頑張っているYMSさん

が、そういう風にすぐに入会できないというか、色々な垣根を通っていかないといけないという

のは、自分も神様に対して申し訳ない」っていう思いが凄く出てこられたようなんです。 

 その部分でYSDさんは素直に、大分今ここでも話しをされておられたようですけれども、YSD

さんが心を開かれていっておられますから、素直にそのまま書かれて、それを丸山さんが、素直

にその様に書かれた心にも感動といいますか、感激されたみたいなんですよね。 

 まあ、いろんな要素が絡み合って、一つの要素だけでなく、物事一つ進めるにしても、一つの

ことで進むわけではないのですよね。周り全体、その人を含めて廻り全体のことも図って進めて

いかないと、一つの目の前の出来事だけに囚われて、事を全部決めてしまうのは、後で取り返し

のつかないことになってしまいます。 

 皆さん、この地上界で、今まで生を持たれて、時間を重ねてきても、その場の感情の勢いで決

めてしまった、その場で冷静にならず、感情的になって決められたことは、後で矢張り、こう言

えば良かった、こうすれば良かったと思われるでしょう？ 

 自分の感情の領域で決めたことは、ほとんどと言っていいほど上手くいかないですよね。です

からいつも冷静になってと言うのは、そこの部分があるわけです。冷静に判断をする、冷静に相

手をみて、冷静に相手の心と向かい合い、お話しをしていかないと、自分ではいいことを言って

いるつもりでも、相手を傷つけたり、また相手にとって良くならない結果にもなるわけですよね。 

 これからYMSさんも、丸山さんの「高橋先生の法を学ぶ会」ですか、そちらに行かれていけば、
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ご自分の発表だけでなく、多くの方々、こういう言い方をすると失礼ですけど、普通の方と言い

ますか、普通の求めの方から、丸山さんに近い求めをされる方まで、各様々な方がいらっしゃい

ます。 

 今まで丸山さんを見てて素晴らしい、例えばOYMさんやTTNさんや先生と呼ばれる方を見て

て素晴らしいと思われたその様な方たちだけでなく、「ああ、こんな方も自分たちと同じように

正法を、と思って頑張っておられる中で、こんな素晴らしい方もいるのか！」という方に出会わ

れていくこともあるかと思うんですよね。 

 それは今までの自分たちの周りの仲間や友人達だけではなく、本当に素晴らしい心の持ち主の

方もたくさんいらっしゃいますからね。それだけでも勉強になったり、張り合いになったりして

いくことと思いますから、それらも励みにされて、また同時に、他の会を通り越してそのまま丸

山さんと結びついていかれる方もいらっしゃいますから、どうしても求めではなく、ご両親がさ

れてたとか、お姉さんや弟さんに誘われたとか、そういう方は以前の皆さんのような思い、まだ

正法をやりたいけれども、これもあれも引かれるよと仰られる方も来られていますからね。 

 ですからそういう方を見ると、「ん？」と思われるかもしれませんけれども、「法を学ぶ会」

では各様々な成長段階の方がいらっしゃいますから、色んな方を通して学ばせていただけること

もたくさんありますし、それらに対して丸山さんがどう答えるのかなと見ていくことも充分ご自

分の勉強、勉強という言い方は一寸違いますけど、心の成長に繋げていけるんですよね。 

 そして自分を裸にして話しをすればするほど、自分にとっての大きいものもたくさんいただけ

ていけると思うんです。丸山さんのところでは、心を開かない方にはお話しできないですよね。 

 やっぱりお手並み拝見だとか、どのようなことを今日は聞かせてくれるんだろうかとか、まあ

一回、二回は、「ふ－ん、このような思いで来てるか」という思いでご覧になられても、そして

本来のその人の器も丸山さんには見えるとしますよね。 

 例えばこのような言い方は大変失礼なんですけれど、小学校一年生の子が一年生の勉強を凄く

頑張ってたら、良くやったねということになりますけれど、三年生の子が、一年生並の勉強しか

しなかったら、「お前、何やってるんだ」ということにもなるでしょう？ 

 「あなたはここまで出来るはずでしょう？」ということにもなっていきますし、その人の器と

その人の心の開き方、その人の、例えば丸山さんから見て、YSDさんのことが全て分かるとして

も、YSD 

さんが心を開いて自分のことを話さない限りは、｢ああ、嘘をついてるな」とか、「いい格好をし

てるな」とか「本当のことを言ってないな」と思ったら、それ以上介入できないこともあるんで

すよね。 

 ですから素直に心をドンドン開いていくことが又、大きいプラスになっていくと思いますし、

開けば開くほど、色んな自分の宝と言いますか、自分が気づいていけば、ドンドンドンドン宝と

なるものを残していって下さると思うんですよね。 

 何事も自分次第ですから、厳しく言われるということを恐れてばかりいたら、矢張り相手の方

も言い辛いこともありますし、自分が厳しく言われるとやっぱりシュンとなったり、そのことに

囚われて物事が進まなくなったりしますからね。 

 要は、それを求めていくか、求めていかないかでやっばり、差は開いていきます。厳しいこと

を言われたら、その分、自分のものに出来るんだという、思いを変えて臨まれる方はドンドン早

いですし、｢言われたくない、ちょっぴりでもいいから優しく」と思う方は、その様にしか進んで

いくことはないですからね。 

 厳しいというのはやっぱり、自分が想像もしていなかったことを言われると皆さん、きついこ

とを言われたと思いますよね。ある程度自分で予測していたことを言われると、やっぱりそうか

とうなずけて、厳しいかもしれないけれど、やっぱりそうかと思えるんですけれど、もし自分が

全然想像もしていないことをズバリ言われたとしたら、やっぱり厳しい、シヨック、そういう部

分も出てくるんです。 

 そういうことも色々あると思うんですけれども、心を開いていけば、本当に多くのものが待っ

てると思いますし、あそこの学修会の場は、天上界の波動と同じですからね。それだけでも心が

癒されていかれると思いますよ。 
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 たくさん、天上から、光の天使が降りてきてこられてますし、ご自分の守護霊、指導霊たちも

皆あの場所に来て、同じように報告したり、又お話を聞きに来られておられますからね。 

 ですから本当の場と言ったら、その言葉がいいかどうか分からないですけれど、本当の光の学

修会と言ったらいいのか、集いと言ったらいいのか分かりませんが、そこには必ず天上からもた

くさんの光が降りてきてこられてますし、ご自分の守護・指導霊も同じようにお話を聞きに来ら

れて、嬉しいですから自分も嬉しくなる、心の奥も嬉しいでしょう？ 自分の感情としても嬉し

いでしょう？ 導通していて、益々嬉しくなるわけです。 

 そういうこともありますし、そこに行かせていただける悦びを自分で大きく広げていく、その

努力もされていかれるといいと思います。 

 そういうこともあるんですけれども、一方こちらの七人の会でも、私としましては、YMSさん

も学修会の方に進んでいって下さいましたし、SNTさんもいずれと考えて下さっているでしょう

し、CHZさんも勿論、SRさんの手が離れたら、参加しようと思われていますから、あまり心配

はしていないんですよね、皆さん。 

 後は自分のやる気といいますか、本気を益々磨いて、後ろに後退させないように努力精進され

ていかれて、毎日のご自分をより豊かに大きく悦びをたくさん携えてということになるんですけ

れども、しかし一方で三人が気になると言いましても、三人とも、心を開いていない状況にある

のも、これも決して嘘ではないんですね。 

 例えばさっきTTNさんの話しがありましたけれども、私たちももし、時間がまだまだ皆さんと

1年でも2年でも延ばそうという考え方であれば、毎回、光の天使に来ていただいて、あのような

ことを話して下さる、応援と言いますか、たくさんの気づきを皆さんに話していただくことは、

本来はしません。 

 求めていらっしゃる方には、そのようにということもあるでしょうけれども、例えばMT子さん

にしてもOKMさんにしても、「まあ、聞いてやるか」というような感じですよね。そして又、聞

いたことの中で、自分が感動したことは一寸させて貰うよという感じですけれども、それ以外の

ことは、「うるさいことを言われて厭だなあ」とか、皆さん、それは大なり小なりあることはあ

るんですけれどね。 

 ですから本当はその様なことをするのは、私は好ましくないと言いますか、したくはないと言

いますか、その様なところではあるんですけれども、もうあまり時間もないですから、何か心に

残って下さればという思いもあって、色んな方を、まあ高橋さんも、上から来られる方々にして

も、自分を磨く場といいますか、お互いの学習の場になればいいと思いますのでということで、

何人か、これまで来ていただいたわけです。 

 何れも、全くあなた方と関係がない方ではなく、時として、この中に一人と縁が深いとか、全

員に縁が深いとか、その中の何人かとだけ縁が深いとか、その様な方なんですけれど、全く無縁

の方は来られてないんです。やっぱり無縁の方ですと、言いたいことも言いにくいでしょうしね。 

 それからやっぱり、その方の性格によって、来られる方の性格によって、ものすごく悩みなが

ら話される方と、ストレートにぽんぽん話される方と、やっぱりその方の性格もありますよね。 

 強く厳しく言った方が相手のためになるんじゃないかと思われる方もいらっしゃれば、あまり

厳しくというか、強いことを言うと、一寸後がどうかな、傷つきすぎると前に進みにくいと、色々

皆さん、個性といいますか、優しい方とか、優しいけれども厳しい方とか、優しいばかりの方と

か、その魂の個性によりまして話し方が多少、違ってくるものなんですよね。 

 そういうこともあって、OKMさんやMT子さん、二人を見ていましても、今のところは、参考

にして下さればいい方ですね。後は、本当か嘘か、何でそんなことを言われなければいけないん

だ、本当やろか、嘘やろか、これが一番多いんですよね。 

 今までは皆さんも、その様な部分も多少はお持ちの部分もあったんじゃないかなと思うんです

けれども、それがここ一年前、もう少し前になりますか、皆さん、真剣になってこられたんです

よね。 

GBさんの場合は意図的にした部分があるんですよね。このまま私が皆さんとお別れするまでに、

GBさんが長く関わってくると、やっぱり皆さんの成長にもかげりが見えてくるといいますか、ど

うしてもGBさんを中心とした会として進んでいきますよね。 
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又、OKMさんやCHZさんには、GBさんに対する強い思いも、まだ抜け切れていない思いもあ

りますから、どうしてもOKMさんは今以上に足が遠くなりますし、CHZさんも又GBさんに批判

されるのは、エホバの言っている事は、あれは違うとか、俺の言っていることが本当で、CHZち

ゃんの取っているものは偽物だとか、色んなことを言われれば言われるほど、CHZさんも重くな

ってしまう。 

 それもありますし、GBさん自身がもう、違う方向を全く向いておられましたしね。そしてちょ

うどYSDさんが学修会、丸山さんの方に導かれていかれて、ここの場でも丸山さんや高橋さんの

話を中心にする話題が多くなった。そうすると、GBさんとしては矢張り面白くないわけですし、

ご自分こそが矢張り皆さんを引っ張っていく責任者だと思っておられますからね。 

そうなるとどうしても、会が二分裂にも三分裂にもなってしまいますし、それぞれが皆んなバ

ラバラにもなってしまいますよね。 

そしてあの方はあんなに自己主張といいますか、思いを強く持っておられますし、同時にあの

方と導通しておられる様々なものが、皆さんと集いの度に色んなものを一緒につれて来られるわ

けですよ。 

そうすると皆さんもまだ心が強くないですからね。そうなると、色んなものを貰って帰ること

にもなりますし、そしてこれから先、正法を希望されていく方と、正法を希望されないと明らか

に分かっておられる方という風になると、これは少し考えた方がいいなという部分が出てきます

よね。 

私としては、自分から来なくなる方法といいますか、一寸卑怯な方法だったかもしれませんが、

「あなた、来ないで下さい」というものではなく、自分で進んで来なくなる方法を少し取りたか

ったんですよね。 

一人のことを重んじて、全員の方を引っ張り上げることが出来ないのか、これをと思われる方

だけでも道に乗せるのか、どちらの方がいいかという事になった場合は矢張り、そっちの方を、

今の方を選択をせざるを得ないところにいきます。 

長い魂の、この生に於いて見てみますと、やっぱり法に触れるべき人は法に触れるべきであり

ます。やりたくないという人は別ですが、きっかけさえあればこちらに、道に入ってくる者を、

きっかけも作らずして、このまま流されていくのを、黙って見ているわけには矢張りいきません

からね。 

年内一杯は皆さんと関わらせていただいて、そして年内いっぱいが終わったら、会は解散とい

うことに表面上はさせていただきまして、後は、正法を真剣にやりたいと思われる方は、その方

だけで集われて、月に二度でも三度でも一度でもお話しされて行かれる方が、個々の魂の成長に

はなっていかれますよね。 

そうしたらGBさんやDちゃん（OKMさん）はどうなるんや、ということになっていきますけ

れど、それは皆さんで相談して、まあ不定期に会うとか、月一回会うのを決めるとか、それは皆

さんのご自由にされていかれてもいいと思いますよ。 

けれども、私が来てやるといいますか、皆さんに提案というか、お奨めというか、今の私の考

えの一つとしましては、私が離れるに当たって一応、解散ということにしていただき、表向きは

そういう風にしていただいて、真剣に行じる方は行じる方で集っていただく、その方が研磨が早

くなって伸びていきますし、後にOKMさんやGBさん夫妻と会われるにしても、明らかに違いが

見えてきたほうが、あちらの方々にも「あれっ」ということにもなってきます。 

私が離れても、このまま七人だけで会は残しておいて下さいという形にすると、色んな不安が

でてくるわけです。そうすると、皆さんは今は真剣にと思って下さっていますけれど、やっぱり

まだまだあちらのエネルギーの方が強いわけなんです。ご自分がされているものに対するエネル

ギーの方が。それを信頼しているエネルギーの方が強いわけですから。 

 皆さん、何が違うかといえば、この世的なものに囚われているか、それともそうでないものに

目を向けるかです。だけれどもそれはなかなか、ご本人たちも気がつかないことです。 

 どの方でもこの精神世界に携わっておられる方は、大なり小なり、真剣にやっていると思って

いるわけです。そして自分がしていることは真実だよと思っています。それは間違いではないで

すよね。その人なりの努力でありますし真でありますし、又、その人が見ているものは、その人
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にとって真実だから頑張れるわけですよ。 

 そこで間違いであろうと、偽物であろうとも、偽りのもの、違うもの、神から離れているもの

であったとしても、その方が本物だと思えば、本物になってしまうわけです。神の目から見てど

うこうではなく、その方から見たら本物というわけです。 

 この正法という形にしても、正法とは神仏の御心だと説かれていますけれども、その通りなん

ですけれど、この宇宙の大法則といいますか、私が存在する前からこの法則はあったわけです。

これに基づいて全宇宙が運行されているわけです。 

ですから、滅多にないことですけれども、この宇宙から他宇宙に出られたり、他宇宙からこの

宇宙に入ってこられても、皆さん同じように修行が出来るのは、同じ法則で動いているから、同

じように修行が出来るわけなんです。 

これが全く違ったら、その様なことは出来ません。例えばこの宇宙だけを見ても、銀河系が、

この宇宙にもたくさん銀河系がありますけれど、あなた方のこの銀河系を出て、他の銀河系に行

かれても、魂が通用して、磨きが出来るというのは、同じ法則で、同じ心が動いているからこそ

出来るわけです。 

それが離れてしまったら、よそのところに行きますと、喧嘩が絶えないようになってしまいま

すし、成長どころではなくなってしまいます。指針がその都度違うことになってしまいます。そ

れでは心の学びも成長も、何もないわけです。 

ただ環境が違うということはあります。国の環境、星の環境、その銀河の環境、それらは様々、

取り巻くものが違いますけれど、心の面において、この生命体の根本においては同じわけなんで

す。 

だからどこに行っても通用する、それが全宇宙の法則です。そしてそれが正法だとするならば、

その正法を、今のところ説いているのは、正しく説いているのは、今生出られた高橋信次さんだ

けです。 

 とすると、今のこの地球上で、あなた方が正法と呼ぶべきものは、丸山さんがいつも「高橋信

次先生のみ教え、一言一句なんですよ」と仰っていますけれども、今のところ、正しくそれらを

説けているのは高橋さんしかいないわけです。そうすると高橋さんのみ教えということにも、や

はり置き換えられます。それが正法だよということになってきます。 

そうすると、高橋信次さんが説かれた教えをするかしないか、これで別れてしまうわけです。

そうやって見ていくと、正法なのか、正法でないのかというのが、皆さん、見えてくることにも

なるでしょう？ 

正法というのは、GBさんの目からすると、自分は正法をやっていると思っているわけです。自

分は宇宙の法に基づいて生きてると思っています。けれどもこれが、正法は高橋さんのみ教えな

んですよ、それでもやりますかと言われたら、「何で俺が高橋さんのことなんかやらなあかんね

ん。俺は俺で正法をやってるんやから、そんなもん、やらんでもええわ」と、そういう風になっ

てしまわれるでしょう。そうするとやっぱり、内容が違ってきますよね。 

皆さん、正法・神理を生きてると思っておられるわけです。先人と言いますか、神仏と一体と

なりましたら、ご自分の中の神と繋がった方々は、そうでないと、そんなはずはないと思われて

ますし、一度開かれたら、そのままズッとそうだと思われてます。 

その部分でも、ご自分の中ではそうかもしれないですけれども、こちら側から見たら、同じか

というとやっぱり、正しいことは言ってますよ、その方の真実ではありますよ、間違いではない

ですよ、全く間違いではないですから、一つか二つは正しいことも言ってるわけですから。 

一つ二つ正しいことを言ってるんならいいじゃないか、これも又違うんです。神仏の目より見

たとき、間違いではないと言えても、それ全体を見たとき、正しいですよとは、とても言えない

ですよね。 

間違いではないですよとは言えますけれど、その次元での素晴らしさですよね。その方の心の

次元での精一杯の素晴らしさかもしれませんけれども、道のりは長いですし、まだまだその方た

ちだって、汚れの染み抜きも、ほつれも直せるわけです。元の締麗な状態にも直せるわけですか

ら、今の状態はそうかもしれないですけれども、その方の心での精一杯であれば、その方は素晴

らしいですねということになるわけです。 
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でもそれが正法なのか、神理なのかという、正法・神理という面で見たときには、やっぱり違

うよという、本質を極めていくと引っかかるということになります。 

そういう世界はやっぱり行き詰まっていきますよね。神理だ、神理だと思って、その時に出会

っているときは嬉しいと思いますけれど、段々やっていく内につれて、本物をやっていると、自

分の内なる神、守護霊、指導霊、共に喜んできますから、益々悦びが大きくなって、自分の悦び

が消えない、その様な状態になってきます。 

ところが、どこかで神を信じきれないとか、どこかで何か疑いが出る、悦びはあっても不安、

心配が又襲ってくる、それは何故かを考えてみて下さい。 

自分の表面的なところで一生懸命やっておられる皆さんの守護霊、指導霊は、「違うよ、もっ

と違うものがあるんだよ」っていう風になると、なかなか共に一緒にもいかないわけですからね。 

ですから求めている、求めていないに関わらず、年内までに残せるものがあれば、反発はあろ

うと、どういう行動に出ようと、言うだけのことは、お話しだけはさせていただこうということ

にしたんですね。 

しかし普通の神仏の世界、正法の世界では、これは違いますね。やはり、求めに応じてその分

が下されるといいますか、自分のものとして返ってくるということです。それでなければ他力で

しょう？ 自分が求めもしないのに、相手から色々言われて、そんなだったら、自分で自分を深

く追求することもないではないですか。 

他の人から言われたとおりに、例えば素直な方であったら、自分が心を見ることを怠っていて

も、「誰々先生に言われたとおりにやればいいんだわ」っていう風になっていけば、自分が自分

を見る、自分で自分を掘り起こす、この作業は全く途絶えてしまって、それは皆んな、色んな宗

教と同じ他力と一緒ですよね。 

丸山先生に言って貰うのを待つ、高橋先生が丸山先生を通して言って貰うのを待つ、そういう

風に変わってくるわけです。これは、はっきり言って、貰える人は有り難いと思ったり迷惑だと

思うこと如何に関わらず、自分が求めている心の出し方によって、神仏から与えられる、これで

自力と他力になるわけです。自分が求めたものによって、神仏からも他力として与えられる。 

でも今までの皆さんは、自分が何もしなくても、与えて貰うことばかりを考えているわけです。

自分の行動はさておいて、「欲しい、欲しい、欲しい、欲しい」ですよね。それが場所を変えて、

宗教ではなく、他の神仏、正法に触れても、それが続いていくという事に変わりはないわけです。 

丸山先生のところに行っていたら、「大丈夫、良くなるんや。丸山先生が何でも言ってくれる

から｣、こういう風に思ってたら、何も他力と変わらない。言われたことだけを私はやりますよと

いうのと、何も変わりがないことになりますよね。 

そして自分でも自分は見ているんだから、もっともっと言ってくれたらいいのにと思っても、

その求めによってお話しして、又、言い過ぎても出来ないわけです。今、この課題があって出来

ないのに、次の課題を貰っても出来ないでしょう？ 

ドンドン課題がたまるばっかりで、その内に厭になってきます。一つのことが出来ないのに、

次の一つが出来るわけがないんです。ですから丸山さんがその様に会でされたという事は、そう

いうこともありますね。 

それからご自分が何か言おうかなと思っても、全部引っ張られて言えない、｢お前、それを言っ

てはいけない」という風にされていると思います。 

 ですからある程度丸山さんにお任せを、高橋さんもされて、天上界もされて、丸山さんもお話

しをされたり、マンツーマンでの指導でも、相手に対して仰られたりしてる部分もあるようです

けれど、「それは行きすぎだ」とか「それは言ってはいけない」とか、やっぱりそういうことも

間は入ってますね。 

皆さんでも初対面の人に会っても、「ああ、この人何でも心の底から話してくれているわ」と

いう人には自分も、自分の心の中のことを話しやすいですよね。 

ところが、「ああ、この人、自分のいいことだけを言っている」とか、「自分の部分部分しか

言ってない」と思ったら、「この人がそのつもりやったら、私もそんなに馬鹿みたいに何でもか

んでも話ししなくても、一寸一線引いとこか」とか、そういう部分がありますよね。 

それは損得勘定の部分になるわけですけれど、それでも心を開いてくれる人には初対面であっ
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ても、十年来の友達のように溶け込んでいき易いものでありますし、｢心を閉ざしてるな。自分に

本心、言ってないな。何か避けられてるな」と思う人には、自分がチョット入って行きづらいこ

とってありますよね。話しづらいこともありますし。 

そしてそれは同時に、信頼関係でもあるわけです。何でも話してくれてるなと思うと、「ああ、

この人、心を開いてくれてる」というその裏側には、自分に対する信頼が見えるわけです。 

ところが何にも話しをしない、言葉を選んでる、「ああ、成る程」という裏には、不信感があ

るわけです。そうするとやっぱり言葉の話し方も、「ああ、彼女はこういうことは好まないみた

いだから、この話題にはあまり触れない方がいいな」と思うわけでしょう？ 

丸山さんや他の方が正法としてされている関係と何にも変わりはないわけです。やっぱりみ教

えと言いますか、神仏の御心、皆さん一つの心を生きているわけですから、同じように現れてい

くわけです。 

ご自分だったらどうなのかと考えていくと分かるでしょう？ 貰えない、貰えないではなく、

自分もその貰えない要因が何かないかなという風に見ていかなければいけないですし、そしてい

ただけるときは喜んで素直に有り難うって喜べばいいことです。 

本来であれば、求めていない、聞きたくないといっている人に色々言うのは間違いなんですよ。

でも、一方で、だからといって、じゃあ、YMSさん、SNTさん、YSDさん夫妻にだけその様な

ことをしたら又、焼き餅も出るわけです。 

 それにしても皆さんは、本当に良くついてきて下さったと、本当に思いますよ。色んなところ

で私がGBさんの話をしたり、MT子さん、GBさんの話をして、心に重たいものを持たせてしま

ったなと、反省している部分もあるんですけれども、あの時点でお話しして差し上げなければ、

疑問ばかりが心に残って、次に進めなくなったかなという部分もありますしね。 

又、OKMさんのこともお願いします。お願いしますと言うのも、皆さんに又、責任の重いもの

を持たせたかなとも思うんですけれども、一緒に会をされていく一人の仲間としては・・・、そ

してOKMさんの場合はやっぱり、声を掛けて貰えると嬉しいけれども、声を掛けられなかったら

いいやっていう部分がありますよね。 

特に自分が欲していれば声を掛けられる、掛けられない、これは関係ないんです。自分から行

かせて下さいとか、自分で積極的になります。ところがどっちでもいい、あまり関心がないとい

うときは、自分から進みませんから、相手に声を掛けて貰うのを待つんです。 

自分はいいなと思うけれども、外れるのもちょっと気分が悪いといいますか、皆さんの一員だ

という気持ちもありますから、｢何で自分に声がかからないの？」とか、「自分は大切にされてな

い」とか、「仲間として意識されてない」とか、自我は色々思うわけですよ。囁かれるわけです。 

自我を通して己心の魔といいますか、魔はそうですよ、正法なんかさせたくないですよね。で

すからその方のあらゆる点、マイナス点を突いて、それを大きくするわけです。心配事が一つあ

ったら、そこを付け狙って大きく大きくして、そっちに心を向かすようにするわけです。 

OKMさんも、「じゃ、あなたはあなたで」という風になっても、「あんなに皆んなに、僕なり

に誠意を尽くしてきたのに、何でこんな風にされないといけないんや」という風にもなって、そ

の念も出てきますからね。 

皆さんももっともっと心が強くなって下されば・・・、念は帰るんですよ、本人に。けれども

まだまだその念の大きさを持っておられる方と一緒にいられると、どうしてもその方の念をいた

だいてしまいますし、それが引っ付いてくる、自分の弱い箇所に来るわけです。 

例えば年中肩をよく使ってる方、SNTさんなんかは、肩の周辺が重いなとか、何かそれに従っ

てか、頭も重いなという風にもなりますし、YSDさんやYMSさんですと、腰や足腰を大事にされ

ておられてよく使っておられますから、その弱い部分に憑いてくるようになるわけです。 

もっともっと気持ちが大きくなると、相手のエネルギーに負けないぐらい、いやそれの3倍く

らいのエネルギーが出て、初めてお返しできるんですけれども、まだまだエネルギーを貰ってし

まうようになってしまうんですよね。 

まあ、正法は興味はあるけれども、この世的なことを楽しみたいんですよね。そう思っている

間は少し難しいですよね。 

(テープ反転） 
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例えば過去世が見えておられて、過去世で何らかの功績があったり、そこそこ心を磨いておら

れて、今生も正法をやれば、そこそこ素晴らしい魂で、また魂が転生が多い方はもう、色んな経

験はしなくていいよ、今回は正法・神理だけをやりたいよって降りてこられている方、そういう

方は熟しておられますし、魂も熟し、大きいということにもなりますので、例えばそういう言い

方をされましたとしたら、その言葉だけを取って、「あゝ、自分は過去世でもさぞかし立派だっ

たんだろう。自分だったらそんなに努力しなくても、今生もあっという間に追いつけるわ」、こ

れが今までの高橋さんのお弟子さんだった方々は、みんなこんなことで自惚れたり、自分を見失

ってしまわれたわけです。 

過去世はあくまで過去世であります。過去、どんだけ努力して良いものを築いても、今生全部、

自分がしたことで台無しにしてしまいます。又、ゼロからです。 

魂が作ってきたことをずっとやっていれば、今生もそれを磨いていけば、又それが積み重なっ

て、次回にいくわけですけれども、又その部分もゼロからやらなければいけない、これはもう、

大変ですよね。 

特に自分が素晴らしいと思っている先生方と縁があったなんて言われると、皆さん、自分も先

生と同じ様な気分になってしまわれて、見失ってしまう。それを励みにされたらいいんですけれ

どね。 

「よーし、自分も先生のようになるぞ！」っていう励みにされたらいいんですけれども、「私、

先生の過去世で妹だったんだって」｢私、先生のお弟子さんだった」｢奥さんだった｣、もうそんな

ことに囚われて、自分も同じ様な気持ちになって、見失ってしまう。そういう風な方もたくさん

いらっしゃいます。 

過去世は関係ないんです。過去世での功績を励みにしたら良いんですよ。だって今生は皆さん、

過去世の自分より大きくなろう、魂の修行のために、より魂を大きくするために来ているもので

しょう？ 

過去世がどんだけ素晴らしくっても、過去世の素晴らしさより、もっと磨きをかけるために来

ているわけですから、本当はもっと大きな魂になって帰らなければならないのに、その器以上に

自分を小さくして帰ることが出来ますか？ 自分が天上界に胸を張って帰ることが出来ますか？ 

自分が大きく、魂を豊かに大きくしてきますって出てこられているのに、過去世の偉大な自分

の七光、それも自分が出ていたのか、守護霊が出ていたのか分からないわけでしょう？ 

それを自分の今生の功績と同じように錯覚して、自分はこんだけ出来るんだから、一日ぐらい

手を抜いたって、すぐ三日で追いつくよ、このような気持ちが皆んな知らず知らずに、心の中に、

過去世のことを少しでも言われた人はやっぱり残ってしまいます。 

精神世界に足を入れられておられる方でも、ほとんどは興味がある、神、神仏に興味がある。

皆さん、これを使って暮らしを豊かにするとか、色々思われている。そういう風にしか過ぎない

んです。 

ただ本人の意志では必死ですよ。何とかこの苦しみから逃れたい。だから神仏に縋るんだとか、

色んなその方々個人個人の思いの中では、その方なりには必死のところにはいらっしゃるんです

けれども、やはり本質を間違えているから大変ですよね。 

皆さんも、そういう中で、正法に決められるといいますか、これをやっていきたいという思い

で心を熱くして下さっていますから、その熱い心をズッと火を消さないようにする努力、これも

努力がなかったら出来ない、ただズッと熱くしていけるよということは、これはないですよね。 

自分が神仏に近寄る努力や、自分が心を見ていく、磨いていかなければ、そんないつまでも、

今日も明日も明後日も、一年先も同じ気持ちということはないです。 

やっぱり、「いいよな、ここらで手を抜いても」とか、どこかにどこかに出てきます。ですか

ら努力をしていくといいますか、「努力、努力って、一体どうしたらいいんだ！？」って思うか

もしれないんですけれど、いつも神仏を思っていればそれでいいんですよね。 

そして自分が正法をやりたいのか、この道を行くのかということを、ずっとずっと自分に問い

かける。本当にやりたいんだっていう気持ちがあったら、こうしてはおれないという気持ちには

なりますけれども、甘い気持ちがあったら、一日さぼろう、一回ぐらいさぼったって、こういう

風になって行きがちですよね、どうしても。 



114 

 

まあ､年内いっぱいは皆さんと語らせていただきたいなって思っておりますので、もうしばらく

私にお付き合い下さいますよう、宜しくお願い致します。 

又、皆さんの方から、私に何か手伝って欲しいと思うようなことがあれば、遠慮なく申し出て

下さい。宜しくお願い致します。 

 

【2003-8-18：他の光の天使からの助言】 

同じスタート時点で入ったように思われても、皆さまの心、それぞれの求め、又、努力、精進、

その人の心の思いによって道は千差万別になっていくことも出てきます。 

その時は一緒にやっていこうと思っていても、やがてある方はこの道を、ある方は、私はもう

これ以上進まない、色んな方、出てこられます。この先、皆さまが出会われる方に於いても、そ

の様な人、きっと出てくることでしょう。 

この世的な心、物に心を奪われていると、やはり人にも心を奪われます。ある程度深いつなが

りを持っていても、人に関与しすぎる、接触しすぎるのは危険です。 

子供でもそうでしょう？ 親子関係、お父さん、お母さん、その関係、夫婦関係でも、その人

に突っ込みすぎるとやっぱり触れられたくないこと、若しくは触れてしまったらその方は自力を

出さなくなったり、若しくはその反対で心を開かなくなったりします。 

いつも冷静に自分の心を客観視し、自分と神のつながりを深くしていくことを心にお留めいた

だいて、これから又、新たに一歩を進まれて行かれるようお願い致します。 

今日のお話しの中で、他のメンバーの方のお話しもされておられました。私たちとしてもこれ

までスタート時点で皆さん七人、その時一緒にやって行かれるといいなと思っていましたが、そ

の時点で、やはり七名残ることは大変難しかったです。 

今四人、残っておられるのでも、私たちは驚いているぐらいです。何故ならその頃のあなた方

は、正法を求めるような要因はあったとしても、心を他のものに奪われ、力こそに目を奪われて

いる方もいらっしゃいましたし、法ではなく、人について行かれる方もいらっしゃいましたし、

心を見ておられても、なかなか強さがなかったり、もうそれは様々で、一体どうなるんだろうか

という思いで見ておりました。 

しかしようやく色々なお話を聞き、このみ教えをされようと決心されたわけですよ。正直言っ

て、私の場合は、四人残ったこと、驚きです。申し訳ありませんが、率直な意見で驚きです。 

私は一人、二人ぐらいかと思っておりました。後の方は参考にして、やがて自分の道をそれぞ

れ進まれるんじゃないかと思ってたぐらいです。しかしいつの日からか、皆さまはこのみ教えに

真剣に取り組まれるように心を向けられ、それを嬉しく思います。 

この世的なものは、やがて朽ち果てます。そんなことは皆さん、もう何回も耳で聞き、そして

目で追い、分かっている様なつもりになっておりますが、やはりまだまだ深く落としてはおられ

ません。 

だからやっぱりどこかで自分を中心に考えたり、自分の損得、やっぱり出ます。この人に無心

に尽くすのを勿体ないと思うこともあります。この人だからしてもいいけど、この人だったらし

て上げないという気持ちも出てきますよ。それはやっぱり損得勘定が、知らず知らずに働いてる

ことに繋がっていると思います。 

私たちはいつも永遠なる生命を生きております。今、この一瞬一瞬に、心は生きています。だ

ってこの今も、すぐ瞬間的に過去になります。この「ただ今」にしか生きる、皆さん認識するこ

とは出来ません。後のことは確実に、こと細かく、「心はこうでした、ああでした」と、その部

分を思い出せるでしょうか？ 

こういう行動を取ったということは言えても、心の動きまで、こうして、ああして、ああ思っ

た、そのひとつずつは、その時その時の思いであって、いま思い起こしても、全て全て一言一句、

絶やさず思い出せるものではないと思います。 

この一秒一秒に生きる思いこそ、今の皆さまの生きている現状、一秒一秒に心の針を合わす、

神仏の心に針を合わすことこそ、このような素晴らしい精進となるのではないでしょうか。 

肉体的なもの、親も子供も、それからどんなに愛する夫、妻でも、一緒の世界に帰ることも、

一緒に帰ることもできません。自分一人で、生まれてくるときも一人でした。戻るときも一人で
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す。 

 どんなに頑張ってこの人連れていこうと、例えば一緒に亡くなったとしても、行く世界は別々

です。その心の次元によって違います。その時、一人一人なのです。 

その時に、ああ奥さんが、ああ夫が、ああ子供が、ああお父さんお母さんが、もしこの執着を

強く持ちすぎますと、元の世界や自分が帰るべき世界には帰れず、執着を残し、この世に肉体、

光の光子体も留めてしまうことになります。 

友達もそうですよ。如何なるものでも、冷静さを失う、自分とその方とのパイプ、仲良くする、

友好関係を深める、愛を深める、でも行き過ぎると執着、囚われを作ります。そうすると、光明

の世界、帰ること、出来ません。 

自分の心だけ持って帰れます。自分が今生、色々と体験し、悦び、悲しみ、苦しみ、それらも

全て体験し、けれども研磨ありました、これだけ磨かれました、これだけ丸く大きく豊かにしま

した、この心のみ、持って帰れるもの、永遠なるものです。 

YMSさんが次に転生しても、光の世界に帰った時点でも、全てこれこそが皆さんにプレゼント

してお見せできるものです。他のものは一切ありません。持ち帰ることも不可能です。 

ズッとこの心のみが自分の永遠なるものです。もし来世、生まれ変わるとしても、その時、奥

さん、ご主人、また違う方かもしれません。子供さんも、お父さんお母さんも、全て丸々同じシ

チュエーションで同じ方をということにはいきません。 

 同じ魂の修行ではないでしょう？ その時はまた違う、自分の一歩進んだ魂づくりをしていか

なければいけませんから、もし今生、失敗したらまた同じメンバーも考えられますが、魂が成長

したら、また違うメンバーと夫婦、親子関係、出来ていきます。 

ですから今度は夫が友人となったり、妻が母親となったり、妹になったり、そういうことは可

能ですけれども、位置関係は全て同じではありませんからね。 

ですからどんなに自分が心を入れている人でも、余りに囚われを作ると、帰るときに、「ああ、

この人どうなるの？」とか、「この人も一緒に、私、心配ね」、色々思うと、なかなか上からお

誘い来てても見ること出来ません。 

私たちのこの世界（あの世のこと）では様々な心の磨きをしようと思っても、なかなか皆さん

同じ世界、居心地いい世界で、なかなか学ぶということ、難しいです。 

皆さんはこの地上界にいますと、同じ様な波動、例えば同じ神理を学ぶ仲間、かつての仲間だ

とやはり話も弾むし、他の会社の人や友人と話しをするよりも、楽しい楽しい。仕方ありません。

でも、仕方ないけれども、やっぱりその人たちと会ってる内、多少の心の乱れや動きがあって学

びになっても、大きく揺さぶられることは少ないでしょう？ 

カチン、カチンときたり、自分の心が激しく動揺するとかは、やっぱり色んな方と会ってる中

で、自分の眠っていた思い、心を、「あなたこういう部分、まだあるでしょう？」「あなた、こ

ういう部分、持ってるでしょう？」と、見せて下さいます。 

居心地のいい人同士では、なかなか自分の厭な思い、見えてきません。難しいです。ですから

それらの仲間は、憩いの場といいますか、自分の励みとされて、そこに執着をするのではなく、

本来の自分が修練、研磨される、鍛錬される場所で、それぞれが自分の心磨きをし、お互いに、

「私も頑張ってるよ」「僕も頑張ってるよ」と言い合うことでも励みになります。 

ただ皆さんで、ワーワーしてても、楽しいかもしれないけれども、お互いに磨き合うこと、難

しいです。 

私たちの世界では、いつもお互い、話したいこともすぐ分かります。どういうことを思ってる

か、何を考えてるかもすぐ分かります。ですからいつでも気持ちもいいです。居心地もいいです。 

同様に、過去世、私が地上界に出て、この部分を大きく丸く豊かに、カルマを修正しようと思

っても、地上界でカルマを別に作ってしまったり、カルマが無くならなくて、天上界に帰ってか

ら反省します。 

反省はしますけれども、実践するという場は、同じ次元の仲間では、なかなか難しいです。今、

皆さんが分かり合えてる仲間と集ってるのと同じで、反省はしますけれども実践していくのが難

しいのです。 

皆さん、同じ心の波動で、自分の言いたいことも、自分の心も思いやってくれるし、すぐに分
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かり合えるから、いつも心を汚したり、心を使いすぎることがないからです。 

それ故、それが本当に反省できているかどうか、実践できるかどうか、もう一度地上界に降り

て、魂を磨く、より豊かにしていくというような経験を、皆さんしています。 

あなた方もそうです。この、いま出ている世界で、一つでもカルマを修正し、新たなカルマを

作らず、愛の心を豊かに丸く、悦びをたくさんして帰ることが目標です。そしてそれらの中で、

自分の周りの人たちとユートピアの世界を作っていくことが、皆さんの今生、生まれ出た本来の

目的、使命でございます。 

それに心の底からいつ気づくか、そしてそのためには何が必要か、それはやはり、正しい正法

にも、心の柱をしっかり持っていなければ、自分の思い、思想、やっぱり出てきます。 

他力の宗教では、心の中までは、色々はかられません。ここを修正しなさい、あそこを修正し

なさいではなく、見える形のものばかり、皆さん、追求されます。しかし正法は心の教えであり

ますから、自分が普段思っていることから正せという、神の心に合わせなさいということから始

まります。 

それ故、厳しい道ではありますが、皆さん、それをしようとして下生されておられます。なか

なか難しい環境を選ばれたり、若しくは、難しすぎたら私は悟れないと言って、まあまあ豊かな、

親も兄弟も自分と仲良くして下さる人を選ぼうという人もいますし、いや、慣れ合いでは甘んじ

てしまうから厳しい環境をと選ばれる方、若しくは、魂の成長度合いに応じて厳しい環境状態を

選ばれる方もいらっしゃいますし、それは種々様々ではありますが、結局尽きるところは、自分

の魂、過去世からの魂をより大きく、豊かにすることで下生されておられます。 

高橋先生が残された著書をよくよくご覧下さい。本当に溢れるほどの神理が眠っております。

これらの神理を見落とすことなく、一つずつ自分が実践して行かれることを応援いたします。 

心を奮い立たせる努力を惜しみなく行って下さい。一日怠れば十年遠ざかります。それぐらい

厳しいものです。だからといって、追い詰めるのはよくありませんけどね。いじめる、追い詰め

る、これはまた違いますよ。 

ですから、「やらなければ、やらなければ、やらなければ」と縛られ、楽しくない思いがあっ

たら、自分を自己点検してみる必要があります。「よーし、やるぞ。やりたいぞ。今日もこれを

するんだ」と意気揚々となれているときは、心が丸い暖かい状態にあります。 

ところが、「やらなければ。やるぞ！やるぞ！」と力んでいるときは、丸みはありません。で

すからご自分の心がどうかな？と思われ、そんな状態なのに、「やれ！やれ！やれ！」と自分に

課せても、辛い、苦しいだけです。 

ですからまず心を落ち着けて、神仏に助けられたときのことや自分が高橋信次先生のことを心

に思い浮かべるとか、自分の尊敬する方を思い浮かべ、あの人のようになりたいのではないのか？

とか、あの方の心みたいになりたいのではないの？と、自分に問いかけて、悦びが生まれてきて、

もう一度実践されてみてはどうでしょうか？ 

 でなければ、「やらなければ、やらなければ。できない。やらなければ。できない。やらなけ

れば」、これではどんだけやろうと思っても、心が塞がってますから、なかなか進んでいきにく

いものです。 

 悦びでさせてもらえるか？ 例えば、夜遅くなってきて、心行祈願文、健康祈願文、もうそろ

そろ読む時間になりました。「あゝ、やっとこの時間になった。読みたいな」と思える時と、「読

まんとあかんな。これをしないと一日が終わらない。後、反省も、それからご著書も読んで。あゝ、

まだまだいっぱいあるな」、こういう時は、心身、一寸疲れていますから、身体を５分間だけ休

めるとか、そしてそれから、「私は今日も一日、心の垢を取り除いて、また明日、新しい自分に

生まれ変わるのだ。嬉しいね」と思うような心に持って行ってからされるとスムーズに行きます

が、「辛い、しんどい。でも、やらなければ。もう心行読まないと、また寝るのが遅くなる」、

いろんな思いが出てきたりすると、なかなか心行を読んでても、色んなことが心に思い浮かんだ

り、反省も進まなかったり、ご著書も集中できにくいです。 

 ですから自分の心の囚われを一旦、脇に置く作業をされてから、もう一度、挑まれることを望

みます。 

 今日、神も話されておられましたが、本来、私たちの仲間も、YMSさん、YSDさん、CHZさ



117 

 

ん、SNTさん、それからOKMさん、MT子さん、これまで集ってこられた方々に、最初は求めも

あまり出てないのに、言っていいのだろうかとか色々思いましたが、しかし言わなければ言わな

いで、「どうして言ってくれないんやろか？｣、言ったら言ったで、「どうしてそんなきついこと

を言うんやろか？」、これの繰り返しです。 

 誉めるところを作る作業をされないで、貶された、怒られた、酷いことを言う、こっちにばか

り皆さん、神経を使われる方、多かったです。 

 私たちは努力精進はその方なりに必死にされておられる方にはやっぱりあまり、きついことも

言いにくいこともあります。そしてその方が自分で気づかれていくだろうなと見越すことには、

口うるさく言いません。 

 しかし、さっき神が仰られたように、もう時間も残りわずかです。そして神は主を通して私た

ちに語りかけてきました。「もし地上の人間に、こういう話をする機会があるが、そなた達が見

ていて言いたいこと、教えて上げたいこと、若しくは何か話をして差し上げたいことがあれば、

順番に申し出てくるように」と、係の方を付けて下さいました。私たちはそれ故、何人かで話し

合いをしながら、順番を決めて話をさせていただきました。 

 最初の日は皆さん、とても喜んで下さいました。こんなにはっきり言って下さって嬉しい、そ

う思われましたが、段々、言われることに辛くなったり、うるさいと思うようになったり、そっ

ちは肉体がないのに偉そうに言うなと思われた方もいらっしゃいます。 

 しかし一方で喜んで下さる方もいます。喜んで下さる方にはもっともっとお話ししたいですし、

こちらの側にはと考えておられる方に言っては失礼だと思うし、私たちは私たちで色々と思いま

した。 

 しかし同様に扱わないと、同様に話をしないと、又、あの人にだけ特別、この人はこう、あの

人はこう、そういう思い、心が喜びに満たされない方が、必ず不満が出てきます。 

 そうすると、特別扱い、あの人はされていると、亀裂がやっぱり出るでしょう？ そしてさっ

き神が言ったように、少々きついことを言っても、あの方たちの心にも灯火が灯れば、というよ

うな思いもありました。 

 私たちも今まで、試行錯誤しながら、一生懸命、皆さまにお話ししてきたつもりです。しかし

やはり、学びに、法に対する求めがない方は、全然、心、進んでません。後退とまでは言いませ

んけれど、進まないです。厳しいこと、言ってるかもしれないですね。 

 でも、私たち、いつも見てて思います。例えば丸い円、あります。これを魂とします。こちら

側から見たら、変わってるように、ここだけ言われたところを直したら、変わってるように思い

ます。 

 しかし、こっちを一生懸命で、こっちが空いたらどうですか？ 結局、同じ穴が空いてる状態

で、丸く豊かにはならないでしょう？ いつも穴の空いてるところを一生懸命に塞いでるゲーム

のような状態で、ここもここもここもここも修復して、綺麗になっていく形には、なかなかなら

ないのです。 

 言われているから次までにしなくてはとか、若しくは聞く必要はないとか思われて、参考にし

ていいところだけするか、そういうようなのでは、いつまでたっても丸く豊かにはならないでし

ょう？ 

 一方で、お話しさせていただいたことを、真剣に受け止め、学ばれていかれる方は、やはり少

しずつでも変化が訪れています。しかし、やらなければやっぱり、違ってくるでしょう？ 

 この今生だけでなく、皆さまの過去世からで、それぞれ縁生があって、過去世でも顔見知りか

もしれませんよ。けれどもその過去世も、皆さんそれぞれ、今の四人や七人の状態が違うように、

過去世も皆さんそれぞれ育ちも生い立ちも、お父さん、お母さん、家の環境も、全て全て全て、

どの時代も、どの時代も、皆んな違うのです。 

 ですからそれによっての個人の魂の個性、カルマ、それから精進の仕方、それによっても、言

われ方も導き方も、違います。しかし皆さんは形に囚われるでしょう？ 自分だけ厳しく言われ

たとか、自分だけこういうことを言われたとか。 

 私たちも、私たちの思いもあります。しかし皆さまの後ろにいらっしゃる、後ろにいらっしゃ

ったり、上にいらっしゃったり、皆さまの魂の兄弟とも相談してから話をします。 
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 「いや、私の兄弟は、あまりきついことを言われると、やる気が起きませんよ。だからあまり

きつく言われず、私の心をやる気にさせるような話し方をお願いします｣、又ある兄弟は、「いい

え、私はここが秀でてきても決して誉めないで下さい。私はすぐ、増上慢になりやすいです。そ

して手を抜きたがりますから、例え誉める原因が現れても、決して誉めないように」と、念を押

される方もいます。 

 もうそれぞれ千差万別なんですが、やっぱり皆さん、その言われている、私たちが話す内容に

だけ、「ふん、ふん、ふん、私は厳しいことを言われているのに」と、そういう風に思うでしょ

う？ だから如何に、言われている内容や、それらのことに囚われているかということもありま

す。 

 だから何でも感謝して、いただく。素直にいただかないと、「言われた、厳しい。私、出来て

ないから厳しく言われるのね｣、こういう風に思ってると又、「やらなければ、やらなければ、し

なければ、言われたくないからやる」、そういう風になっていきます。 

 それぞれ皆さんの魂の兄弟は、皆さんのことを熟知しておられますから、皆さんが一番いいよ

うに進ませようとしています。ですから私たちも、いいことはいいですねとは言いますが、誉め

すぎない方も確かにいらっしゃるのはいらっしゃいます。 

 しかし、魂の兄弟も、ごつんと言って下さいということもあり、私たちが見ていても、もうこ

こは絶対修復していかなければ、この先、この人に光を射すことは難しいと思った場合は、厳し

いことも言うときもあります。 

 でも、守護霊に頼まれる、魂の兄弟に頼まれるときは、「厳しいことを言って下さい、あなた

は誉めないで下さい」と言われるときは、どこかに口調が柔らかくなるときもありますよね。 

 その様に、人のことに囚われていると、自分と他人を比較して、「私はきついことを言われた

な。あかんな」、こういう風に自己を小さくしてしまう原因になりますから、自分と他人ではな

く、自分と神ということを、いつも考えていかなければいけません。 

 例えばYMSさんは今月から、「高橋信次先生の法を学ぶ会」に入会される運びとなられました。

おめでとうございます。そして何れ、SNTさんとCHZさんも、進まれていかれると思いますが、

丸山さんのところでは、本当に大勢の方が、他地区からもやってきますし、今までのところでも

多い多いといっても、やっぱりたくさん色んな方が来られ、そして魂の成長段階も、種々様々な

方が来られます。 

 又、金沢の本部で、誓いの会や研修会などがされるとき、各地でされるときなど、全国から集

ってくる場合、100人、200人くらいになるときもあります。その時も、自分と他人を意識して

たら、言葉はスムーズに喋れません。自分と神を、いつも持っていなければ、心に浮かんでくる

言葉を素直に話せないでしょう。 

 人にどう思われる、こんなことを話したら人は、こんなことを話すべきじゃなかったんじゃな

いか、こんなにたくさんの人がいる、あの人あんな素晴らしい発表を、私はこういう発表をしよ

うと思ってたけれど、あの人はあんな素晴らしい発表を、こんな発表ではいけないのでは、そん

な風に思うようになってしまいがちになります。 

 周りは関係ありません。 

 そして丸山さんが一人一人に、例えば心を開いた人に指導される内容を聞いて、「ああ、あの

人はああいう風にして貰ったのに、あの方はああいう風に、私はこういう風に」、そういう風な

聞き方をしていると、本当のその人の成長段階も分からないで、自分で「あの人は分かってない。

この人は分かってる」と、識別を作ってしまいます。 

 そんなことは関係ないのです。 

 自分と神で繋がることをいつも思っていなければ、誰かと自分を比べてしまうことになります。

それは法の道に於いて、とても危険ですよ。そういうことをしていると、やがて自惚れの気持ち

や、例え自分より先輩、心が秀でてると思う人が現れても、その人のことは認めても、自分より

下を必ず置くようになってしまいます。 

 自分と同じ位置に置いて、もしくは自分を下に置いてみるという気持ちを持たなければ、「あ

の人は素晴らしいけれど、この人はまだやな。自分は後から入会しても、自分の心の方が出来て

るようだな」、このように人と自分に差をつけたり、人の発表で心を揺るがしてしまうようでは、
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本物を掴んで行くことは難しいですし、心を返って毒すことにもなります。 

 分かり合える何十名、二十名の仲間、十何名の仲間で、いつもいつもやるような勉強会とは違

います。そしてさっき神が言いましたが、学修会には皆さんの魂の兄弟が天上界に帰っておられ

ても、皆さん仕事がたとえあっても置いて、皆さんと共に聞きに行きます。 

 何故か分かりますか？ 魂の兄弟も同じように学ぼうと思っているからです。光の学習、皆さ

ん、共に学ぼうと思います。光の学習でないところは、心配してついて行ったり色々しても、光、

余りありません。光の学習には、光の学習には、守護霊、指導霊、魂の兄弟も来ますから、光が

たくさん集まります。 

 そして光の天使の上々段階の方、私たちも一応、光の天使と、主が仰って下さったり、神が仰

って下さってますけれども、光の天使といっても、そんなに素晴らしい存在の段階の方ではあり

ません。 

 主はこの世界に来られて、九段階、残されました。しかし、その一段階に、実は凄く繊細に、

何段階にも別れているのです。例えば神界といいましても、神界の六次元の中には、10から15

ぐらいに亘って細密、緻密にあります。 

 そして又、菩薩界の七次元に於いても、更にあります。その如来界はもっとあります。そして

その一番如来界の最高のところに、主の分け御霊でおられる、分身であられるイエス様、お釈迦

様、モーゼ様がいらっしゃるのです。 

 ですからその細部に亘る光の天使と、皆さん一口に言って下さいましても、凄く差があって､

私などはそんなことを言われたら恥ずかしくて、表に出にくい位です。 

 皆さん、神、主が、そうやって私たちのことを言って下さるので有り難いのでありますが、光

の天使には到底おぼつかない、如来界の方々と同じように言って下さるのは、恥ずかしくて恥ず

かしくて、今も胸が震えるような思いでここに出させていただいております。 

 そのような状態ですから、私たちの次元の仲間や、もう一寸次元の上の方々、如来界の方々で

あっても、沢山の方々が学修会に降りてこられ、見守ったり一緒に学んだりしています。ですか

ら段々と心が居心地が良くなり、天上界にいるような気持ちになっていかれることと思います。 

 それだけでも皆さん、心に大きいものをいただけていくようになるのですよ。そこで自分が自

力を出して心を開いていけば、例えば丸山さんがYMSさん、YSDさんを見て、「あゝ、この人は

こうだな」と思って教えて下さいます。 

 丸山さんが言おうとしている部分、かなりもう神理一体、神仏一体ですから、見落とし、ほと

んどありませんが、それでもたまに見落としあった時、すぐ丸山さんの守護霊なり、丸山さんの

守護霊を通じて上々段階の光の指導霊が、代わりに仰ってくれます。 

 また丸山さんが、これはそこまで言わなくてもいいのではと思うことでも、ポンと言われたり、

優しく言われたり、それはその時々でございますが、そのようにしてされておられます。なかな

か、そういうところはないですね。 

 ただ、天上から応援として来られているところはありますよ、OYMさんのように。イエス様と

縁が深いです 

 でも、主がOYMさんの光に合わせての神様、例えばOYMさんですと、イエス様と縁が深いで

すから、イエス様は行かれていることが多いみたいですね。でも、主が直接行かれるということ

はやっぱり、ありません。 

 その様に、自分の心の波動に合わせた方が来られるといいますか、その方を通して話されると

いうことになってきます。ですからイエス様と直結はされてますけれど、主の御心と合われてい

るかどうかは、私は分かりません。 

 でもこちらの方では主がいつもいつも、イエス様やお釈迦様を飛び越して直接来られていると

いうことを、私たちは聞いております。ですから皆さまそれぞれ自分の心の、どなたもそうです

が、次元にあった方々が来られるということです。お分かりいただけますでしょうか？ 

 ですから、まだまだ心をもっと強く、しっかり持たなければ、自分より強いエネルギーの方が

来られたら、色々要らないもの、いただきものをしますよと仰ってました。本当は私たちも、色々

思いますよ。例えば一番心配なのは、YMSさんです。 

 YMSさんは例えば七人の間で言えば、もし会が解散となったとき、MT子さんやGBさんが家も
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近いから、色々お誘いを受けたり、何々しないか、何々に行こうかとか、一寸おいでとか、気軽

に誘われたりしないかどうかとか、後、色んな方からお誘いを受けることも多いでしょうから、

どうしようかと思われないか、あんまり誘ってくれるから、一回くらい行った方がいいかなと出

かけていって、重たいものを貰ってこないだろうか等、様々な思いを持ちます。 

 まあこれは、YMSさんが悪いと言っているのではなく、色んな勧誘が来ないかなという心配が

あるという話ですよ。 

 後、他の方でいえば、色んなそちらの方ではなくても、自分の友達の方から引っ張られるとい

うことですね、各地に赴いても、自分が進まないところに行ったらやっぱり、しんどくなるとか、

そういうこともあるでしょう？ 同様ですよ。 

 ですから皆さん、明らかに良いエネルギーの生命体が一緒にいらっしゃる方にはお話ししても

大丈夫でしょうけれども、明らかに違うなと思われているところにわざわざこちらから進んで行

かれると、一寸色んなものをいただいて、自分が納得しないまま、いただくこともありますから、

又、邪魔されたりすることもあります。 

 従ってそのようにして、自分の心を人ではなく、自分と神、それを正しくですよ、神仏の御心、

正法を心の軸に持ちながら、自分と神です。 

 自分の思想で自分と神、これは危険ですよ。どんなときでも神のみ教え、柱を中心に持って、

自分と神を繋げていかないと、皆さん、自分の都合の良いように神理をどんどん吸収していきま

すから、自分と神の関係やったら何をしてもええやんかという風に繋がって行かれる方、見てて

多いように思いますが、正しい指針を持たない自分と神など、あり得るはずがありません。 

 ですから、一つ一つ、自分と神の段階に於いても、ご著書の中で、自分が本当に感動したこと

を実践する勇気を持っていて下さい。そしてそのまま心に入れていって下さい。宜しくお願いし

ます。 

 私たち、後、5ケ月ぐらいあります。その中で、私たちもどのように皆さまとお話しさせてい

ただこうか、今、もう一度考えているところです。個人個人にメッセージをお送りしていいもの

か、それとも皆さんに纏めて集中してお話しした方がいいのか、しかしその様にしたら、ご自分

のこととして気づいてくれるかどうかなど、様々な思いを持っております。 

 しかしどんなときでも、人様の話もご自分の話として聞ける、広い大きい器をお育て下さい。

ご自分の心にも必ずあります。皆さん、同じ心を生きています。ということは、良いものも同じ

ように持っている、その大なり小なりが違うだけで、良い部分も皆さん、同じようにある、悪い

部分も同じようにある、そこがどれだけ秀でてるか、少ないか、大きいか、小さいかだけです。 

 だから人が怒ってることも、自分は分かるでしょう？ 「あっ、あの人、怒ってる」というの

が分かるでしょう？ 自分に怒りという感情といいますか、心にその様なものがない場合、怒り

というものを持って無ければ、体験していなければ、怒りは分からないのです。 

 悦びも、「あの人、喜んでる」「あれぐらい喜んでる」というのも、自分の中になかったら、

悦びも分からないのです。悲しみもです。苦しみも同様ですよ。それから、人をねたむ気持ち、

羨みの気持ち、皆んな自我を持たされてこの世にいるのですから、皆さん、同じように持ってい

ます。 

 寂しい気持ち、例えばさっき、OKM・Dちゃんの話しをしてて、声を掛けられなかったら寂し

いねという話をしてました。でもこの四人でも例えば、SNTさんが、「今日は日にちが空いたか

ら、誰か遊びに来ないかな？ YMSさんは仕事かもしれないから、YSDさんとCHZちゃんにだ

け声を掛けてみようかな」と、二人は来ました。後でYMSさん、その日は休みで、家にいて、ど

こか行けたら行きたいなと思ってたのにということをSNTさんも知ったら、「ああ、誘えば良か

ったのに」と思うし、YMSさんも、「そんなんだったら声、掛けてよ。掛けてくれたら良かった

のに｣、その時の気持ちでそれは強くなったり弱くなったり、「まあいいか」って思えたり、「何

で」って思ったりということもあるでしょうし、皆さん、同様にそれはあるでしょう？ だから、

呼ばれなくて寂しいんだねという気持ちも、皆さん、分かるわけですよ。 

 ですから、皆んな、同じものを持ってる、けれどもそれが大きいか小さいか、それは人によっ

て違います。それによって、嫌悪する部分も、認められる部分も、皆さん、違ってくるというわ

けです。 
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 その大きさが、どこに執着となって大きく降り積もってるかによって、カルマとなって現れて

くるのです。ですから人のマイナス想念も、自分のマイナス想念も、同様に繋がってるものです

から、自分の心の中にあるものは、「今、どうかな？ どういう風に育ってるかな？」といいま

すか、どういう状況かなというものを、人の話を聞いて、見ることが出来るのです。 

 自分がその時に現れていないだけで、未来に現れる、若しくは過去にしているけれども、まだ

反省しないで、根は残っている、そういうものを一緒に摘み取らせていただける場なのですから、

人の話を、「ああ、あの人の話、あの人のもの、あの人、先生にああ言われてる、神にああ、言

われてる。かわいそうね。ワー馬鹿ね」、そういう風に思ってると、成長をとどめることになり

ます。どんなときも、日々、日々、自分の耳に触れる、目に触れる、自分に触れるものは全て、

自分にいただける魂の修行の場です。  

 自分の奥様、旦那様、自分のお子さま、自分のお父さん、お母さんも、自分は選びました。け

れども神に申請して、「私はこの方の子供として生まれたいですけどいいですか？」「この方を

妻と、夫としたいけどいいですか？」、その時に「はい、いいですよ」という許しが出なかった

ら、皆さん、親子にも夫婦にも兄弟にもなれていません。 

 ですから結局、夫も妻も、親も子供たちも、みんな頂きものなのです。預かりものなのです。

自分が選んだというだけでなく、神から許しをいただいて、あなたの夫となり、妻となり、子供

となり、お父さんお母さんになって下さった方なのです。お分かりいただけますか？ 

 自分の肉体もそうです。この世にあるものは全て一切、神から与えられているものということ

になります。ですから、それが分かっただけでも、今の旦那様、奥様に対してのその深い縁、神

と、神仏と約束して出させていただいたことを感謝し、無駄にすること無きように、日一日、奥

様ご主人様との愛情を深め合って、調和されていって下さい。 

 お子様との繋がりを大事にされて下さい。お父さん、お母さんに孝行して差し上げて下さい。

皆さん、お父さんお母さんが元気な内に孝行しなければいけません。病気になって、寝たきりに

なってから孝行しても遅いですよ。元気な内に、お父さんお母さんに孝行して上げてください。 

 ご自分を生み育てて下さったお父さん、お母さんです。皆さん、随分、お父さんお母さんに感

謝されました。自分のお父さん、お母さん、素晴らしい方だということを認識されていかれるよ

うになりました。 

 どうぞもっともっと愛を傾けて、惜しみなく。もう、お父さんお母さん、皆さんのご年令では、

後40年も50年も30年も一緒にこの地上界にとどまるか分かりません。 

 ご元気な内に、いつ、どうなるか分からないのですから、お元気な内に自分が悔いを残さない

ように、孝行を、たくさんたくさん、言葉もそうですし、お父さんお母さんのお好きなものもそ

うですし、とにかく真心を持つことが一番、思いやりを持つことが一番大事です。 

 (テープ反転） 

 我々が先月、話をした直後に、YMSさんも、これまで丸山さんの会のことを考えていて下さっ

たようですけれども、その言葉とあなたの気持ち、これまでの気持ちと、プラスに合わされて、

すぐ行動に移して下さるとは、私も思っていませんでした。 

 神は仰っていたそうです。「これできっとYMSさんは､すぐに行動をされるよ」と、神は仰っ

ていたようですけれども、私たちはまだまだ、心の次元がやはり低いようです。 

 そんなに早く行って下さるとは、私たちは思っていませんでした。なるべく早く行って下さる

といいなという思いで、私たちは話させていただきましたのに、素直に行動に、元々の気持ちを

頼りにそれらを合わせて行動して下さって、有り難うございます。 

 そしてまたYSDさんは、心の素直なままに、あなたの思いとして、打ち明けられたことを有り

難うございます。 

 そしてSNTさんも、皆さんと共に精進され、自分もその様な決意を持って、努力していこうと

して下さって有り難うございます。 

 またCHZさんも、いつもいつもご主人のサポートをしながら、皆さんに丸山さんの素晴らしさ

や学修会のこと、色んなことをお話しして下さって、有り難うございます。 

 勿論、YSDさん夫妻だけではなくて、後、もう一人、TSRさんや、そして皆さんがほくりく誌

やひかり誌という月刊誌、高橋信次先生のご著書を読まれて心を動かされたということもあるの
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でしょうが、やはり皆さま、お互いに素晴らしい友を持たれて良かったですね。 

 お互いに思いやる気持ちがあったからこそ、皆さん、こういう風に、道に繋がっていったのだ

と思います。やっぱりお互いに信頼できるような気持ちがなければ、繋がっていかない人は繋が

っていかないことになりますでしょう？ 

 ですから皆さん、お互いに思いやれる気持ちを持てたこと、とても良かったと思いますし、そ

れはこれからも暖め合って、今度は共に同じ会で学ぶ仲間として、共に高め合っていけるように、

同じく手を取り合って、共に助け合い、補い合って、本当にお互いに帰るべきところに帰れる応

援を、お互いに出来るように築き合って下さることを望みます。 

 有り難うございました。 

 

 

【2003－8／24】 
 気づいたことを、ドンドン実践されて行かれる、それには矢っ張り、勇気、努力、智恵が必要

になってきます。この三つの一つが欠けても、なかなか掘り下げるということは出来ませんし、

気づいたところ、例えばここを直そうと思うところでも、矢っ張り勇気も要りますよね。 

 それを如何に自分の良き友として、甘く過ごしてしまうのか、厳しくそれらを自分の味方にし

て、友として、自分を修正していくことを選んで行かれるのか、それはもう、ご自分でされてい

くしかないわけです。 

 

（YSD・TKO） 

 （雨がたくさん降って、自分の目の前の神戸電鉄が不通になって､TSRさんのことを笑って見て
いたのを反省したんですが・・・） 
 

 どのように反省したのですか？ 

 

 （人のことばっかり言っていて、自分のことを見ていない。日々、正法といいますか、自分の
心を見つめながらやっているつもりだったんですが、もつともっと自分に厳しく、見つめるとい
うか、そういうことが必要と思いました） 
 

 人のことばかり思っていたって、今、仰ってましたけど、あなたはTSRさんに対して、どう思

われてたんですか？ 

 

 （早く仙台に帰って、学修会のお世話役をなされたらいいのになと思ってたんですけれど、状
況とかをあんまり考えずに思っていたので、批判の精神が入っていたのかなって、今、気づかさ
れました。早く帰って、やったらいいのにと、何故やらないんだろう？と。 
 手代木さんには手代木さんのこ郡合もあるでしょうに、急にというのもなかなか難しいものが
あるのだろうなということですね。そういうことに今、気づかせていただきました。有り難うご
ざいます、でもそれは、今、話しながら気づいたんですけど、見えてない部分がまだまだという
より、ほとんど見えてないということですね。今、どういう風に相手に対して思っているかとい
うのが・・・） 
 

 でもね、それがYSDさんだけではなく、どなたでも今の自分の心の次元で自分を見ることしか

できないわけです。そして今の自分の心の次元での自分をしっかりと見て、その自分を修正しよ

うと心にされて、その根が比較的浅ければ、それはそれでもう断ってしまうということもあるん

ですけれども、ご自分がそこでまた深くなられると又、次の心の深い次元での自分の心の目で見

るということになるんです。 

 だから今の自分は分かっていないというのではなく、今の自分の心の次元では、これを分から

せて貰ったとかいう風にとっていかなければ、自分を悲観してみることになります。全然見れて

いないというわけではなくて、今の自分の心の次元ではこれだけ分からせて貰えるんだという風



123 

 

に思うことですね。 

 なかなかご自分を見ようと決意されて、一遍に分かられるようだったら、今までの先人の方た

ちは皆んな努力しなくても、その様に達していますよね。それを一つ一つ如何に面と向き合って

自分を掘り下げていくというんですかね、それをズッと悦びに変えて見続けていくことによって、

益々ご自分の色んなところが見えるようになってくるわけです。 

 最初から、どれもこれも見えて、一気には出来ませんよね。例えば五つ、ご自分の心の垢が分

かったと、修正しようと思っても、一つずつしかできないでしょう？ 五つ一遍に出来れば、そ

れに越したことはないですけれども、矢っ張りエネルギーの入れ方が変わってきますよね。 

 五つ一遍に直そうと思えば､五つにエネルギーが行きますから、矢っ張りどこか、分散されて力

が入らない。でも、今日はこの一日だけを一つのことだけを、他の四つも気にはかけるんですよ、

四つは全く目をつぶろうということではなく、五つの中でも特にこの一つに注意を払う、この一

つに特に集中してやってみようという風に向けていきます。 

 そして、これはなかなか根っ子が深いようだな、一体これはどういうところから形成されてい

くんやろかと、その一つずつからしていかなければ、例えば五つ見えたら、「こんなところも、

こんなところも、こういうところもある。大変や」、大方の人はこういうところに囚われが行く

から、その一つを外すのも難しくなるわけです。 

 だけれども自分には怒りっぽいところがある、人を批判する精神がある、又すぐクヨクヨしや

すい、人のことをなかなか心の底から悦べない、若しくは気にかかる心配が自分から離れない、

色んな要素が見えてきたら、「ああ、大変や。これを何とかしなければ」と。 

 でも、こんな、五つも今まで、築いてきたものを、一度も一週間、二週間、若しくは一ケ月、

二ケ月、それで一気に外そうと、五つを全部外そうと、それはなかなか難しいですよね。 

 ですから、これは良くないところはあるけれども、自分が一番直したいところ、そこに焦点を

合わせよう、一つのことに集中してやってみようと、それぐらいの思いで一つずつ外していかれ

るようにすることです。 

 YSDさんの場合は、ご夫婦でされているわけですけれど、夫婦でされる利点もあれば、そうで

ない部分も見えて来るんですね。どうしても奥さんの方は、何でも開けっ広げに、心を素直に、

自分の心に何もなくといいますか、「これは話さない、これは言おう」ではなく、自分の今日一

日の心の経過ですとか、何でもオープンにご主人に話されますよね。 

 そして今までのご主人ですと、「うるさいな」とか、「ああ、そうか」とか聞いてた部分が、

心を開いてきてるから、奥さんの心の状態が良く見えるようになってきます。それをYSDさんの

心の次元で「うちの家内はこんなに神仏に対して心を開いてるんだな。こんなに悦べるんだな。

こんなに自分のことを見てるんだな」と思うと、今ここで話をしていても、「YMSさんはこうい

う風に思ってるんだな」「SNTさんはこんな風に思ってるんだな」、とすると自分はまだまだま

だまだこういうところか、あかんなっていう風に、そういう風に自分を置いてしまいがちになる

んですね。 

 あなたはそういうところを修正していかないといけないところがありますね。奥さんと一緒に

悦び合うとか成長を悦ぶという点はYSDさんの素晴らしいところではありますが、「じゃあ、自

分は全然出来てないんか」という風になるところは逆に、マイナスになるんですね。 

 それはCHZさんの問題として、CHZさんの心の道、光の道でCHZさんは輝かせて行ってるん

だな、偉いな、素晴らしいなと思って、自分も同じように悦び合う、そしてYMSさんはYMSさ

んで、そういう風に心を磨いておられるんだなと悦び合う、SNTさんはSNTさんで、そうしてる

んだなと悦び合う。 

 「ああ、自分はそういう風にノートにつけてもいないし、あかんな」ではなく、自分も自分の

出来る範囲でフォローさせて貰ってるといいますか、自分の中での歩みを、あなたはしっかりや

っておられるんだからもっと自信を持って発表して行かれるようになさらないと、「俺はまだま

だこんなところで、それも出来てない」というのは、周りと比較した自分を見てるから、自分を

なかなか認められないし、愛せない、受け入れられないわけです。 

 でもあなたの心の次元に於いては、あなたは自分で見るべきところも見てるし、自分でやろう

としていることをしっかりやっているんですから、自分と相手を比較して見るのではなく、自分
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と神に於いての道を、距離を縮めるといいますか、パイプを太くする、それを意識するように努

めていく。 

 飽くまでも自分と神の道でしょう？ そしてYMSさんはYMSさんのこの生に於いての転生輪

廻の過程に於いての神理の道、SNTさんはSNTさん、CHZさんはCHZさん、またMT子さんは

MT子さん、それぞれ皆さん、持っておられるわけです。 

 ですから皆さん、同じ様なことを体験したとしても、皆んな同じように感じることは先ず、な

いんです。それをこの人はこのように見たけれど、自分は思えなかったということで、「自分は

こうなんだろうか、もっとこうすべきだったのか？｣、これは反省する部分ではプラスなんですが、

そこで自分は出来ていない、自分は駄目だという×点印という焔印を押すようなことであったら、

これは一緒に周りの人と学ばせて貰っている利点がなくなっていきます。 

 ですからYSDさんに於いても、夫婦で一緒に歩んでいる利点の部分も大きいんですけれども、

自分は出来ていないというところで奥さんと比べたときに、「ああ、奥さんは心を毎日磨いてい

るけれど、自分はこんな風にしか考えられなかったし、こういうような思いでしかなかったから、

CHZちゃんに色々話をするのは一寸、CHZちゃんの話だけ聞いてたら良いかな。CHZちゃんか

ら聞かれたときに話をすればいいか」、こういうようなのでは全然、自分をオープンに、素直に、

出していくことがないですから、どうしても自分の中の域にこもっていくことになるわけですね。 

 ですから悦び合うというのは良いんですよ。同じように、「ああ、良かったね。そういうこと

が自分に感じられるようになったんだね。今日もそういう思いで過ごせたんだね。良かったね。

光の道を輝かせてるんだね。YMSさんはYMSさんで、ひと月、そういう風にやってきたんだね。

SNTさんもそうなんだね。そして自分もそうなんですよ」と、自分を卑下しないで自分を勇気を

持って、「自分はこうだったんですよ」と、あなたは言えるようにならなければいけないですよ。 

 それはご自分の中で、普段の日常の中で、「ここが欠けてるんですよ。あそこが欠けてるんで

すよ」と、欠けているからこそ皆さん、一生懸命、光の道を歩んでいるのであって、そこが出来

ているのであれば、もう皆さん、何もこんな道をしなくても良いわけでしょう？ 

 ですから、欠けている部分があるから駄目なんですというのではなくて、欠けている部分をち

ゃんと見れているあなたは、私は素晴らしいと思いますよ。あなたは、「僕はまだまだ出来てい

ないから駄目ですよ」というあなたのその心も素晴らしいと思いますし、そういう部分をマイナ

スに置くのではなくて、プラスに、発想の転換を出来るようにしなければ、心の広がりが出てき

にくいですよね。 

 あなたは、人を認めて上げられる素直さを持ってますからね。もしあなたにそれがなかったら、

例えば悦びの話を聞いても「ふん、偉そうに」とか、「自分で分かったような気になってるだけ

と違うんか？」とか、自分ではなく相手をなじるような思いが出てきたりするわけです。 

 それを素直に認められるからこそ、この方を、今回のYMSさんのことでも学修会に行って貰い

たい、自分が何とかお世話人さんなり丸山先生にYMSさんの良さを分かって貰いたいと、あなた

の真の気持ちがなく、あなたの素直な心でYMSさんを認めておられた心がその様に出来たわけで

しょう？ 

 あなたに少しでも計算があったり､相手に対する批判とか競争意識があったら、そういうことは

矢っ張り難しいといいますか、出来にくいことですね。ですからYSDさんはもっとご自分を、自

信を持たれて、自分の心を広げていく、自分も悦んで自分の悪い部分をもっともっと良くしてい

こうという風に、自分で悦びを持ってやれるように、そして悦びの部分はもっともっと悦びに変

えられるように、自分がもっと自分を上手に育てていくようにしなければいけませんね。 

 弱い自分の心と一体になってしまう、まだまだ負い目を課してしまうといいますか、人と自分

を比較するのではなく、人の悦びは悦びとして一緒に分かち合えることは素晴らしい、それはド

ンドン伸ばして行かれたらいいと思いますが、飽くまでも「自分と神の道」なんですから、それ

をもっと自信を持たれて発表されて行かれるといいと思いますね。 

 あなたのそういう部分はものすごく皆さんにもお話しをして差し上げるべきところだと思いま

すし、あなたがマイナスに思っている部分は、私の目から見れば、あなたのプラスの、素晴らし

いところだと思います。 

 ですからそれを自分で悦びに変えて、楽しんで進んでいけるように、努力、工夫なさっていっ
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て下さい。お願い致します。 

 それから「崖崩れ」の話をしていましたけれど、その心の部分をYSDさんに見せられているわ

けです。心がしっかりしていれば、崩れてくることはないわけです。土台がしっかりしていれば、

崩れてくることはないわけです。 

 あなたは正法を求めてたり、心の熱いところは人一倍持っておられるのはおられるんですが、

周りの方を見たときに、すぐ自分は駄目だ駄目だという風にされてしまう、その駄目だというこ

とは自分を自ら外していることになります。自分は線路を走っているように見えても、自分を脱

線させていることと同じなんです。 

 あなたが、皆さん、正法を求めるといいますか、神仏を求めてはおられたといいますけれど、

一番先にあなたが高橋さんに心を引かれて、皆さんに大きく心を揺さぶったのはYSDさんでしょ

う？ 

 もっとあなたはご自分を自信を持たれていいと思いますよ。自分のもっと心の中にある善我と

いいますか、その善我をもっと信じて、行動できるようになるといいですね。 

 それが自分に分かったというだけでも、あなたは充分に素晴らしいものを持っていると、自分

に自信を持って、自信を持ちすぎないように自信を持たれて、そして自分の弱い、克服すべき点

は、自分できっちり見て克服する、人の悦びは自分の悦びとして悦び、その様なところはその様

に益々伸ばされていって、そして自分を悲観的に見ないことですね。 

 その様に努力、精進されていって下さい。 

 

 

（YMS・KNH） 

 （いつも有り難うございます。一週間ほど前から風邪といいますか、熱を出しまして、自分な
りに思うところは色々あったんですが、そういう状態で仕事を続けていくということで、休憩時
間は体力を温存し、勤務中も、今までは出来るだけ早くといいますか、お客さんのためといいま
すか、お客さんに合わせるということで、自分のペースでなかなか出来なかったんですが、そう
いう忙しい作業が体調的にも出来なかったんで、動作をゆっくりと自分のペースというようなこ
とをやりましたら、非常に自分自身、スムーズな仕事が出来るような感じになりまして、一応、
体調が回復した現状も、出来るだけそのリズムを維持するようなことを、心掛けていますと、非
常に仕事自体がスムーズな進展を見るようになりまして、非常に有り難かったなと思っておりま
す｡） 
 

 良かつたですね。YMSさん、正法は、お互いに生かし合うものでしょう？ 今までのあなたで

すと、お客様に合わせ過ぎて、自分を殺されていたのではないですか？ 

 正法というのは、お互いに生かし合うというのは、双方、歩み寄るから、調和という形になる

わけですよね。自分を主張しすぎても、相手が主張しすぎても、反発し合うから、調和には決し

てならないわけです。 

 私も譲れるところまで譲りますよ。お客様のところまで私も譲ります。お客様も、私のところ

まで、譲れるところまで譲って下さい。これが合意するから、調和という形になるわけです。 

 ところが、正法をやってるし、お客様のために自分がやらなければいけないんだという、この

強い、思いが強すぎるために、お客様のためにという思いが強すぎて、自分を一寸殺しすぎてい

たといいますか、生かし切れなかった部分があったと思うんですね。 

 それが矢っ張り、自分の焦りに繋がったりとか、色んなお客様だけのものではなく、周りの人

に迷惑を掛けないでおこうとか、お金の面ではきっちりしないといけないとか、自分も譲ってい

るというよりは、相手に合わせ過ぎていたために、自分のペースが掴みにくいといいますか、自

分の心の置き所が一寸大分狭まれて、苦しかったと思います。 

 その部分で矢張り身体が不調和を起こして、今回一寸、体調が悪いということになられたんで

すが、気づかれて良かったですね。 

 ですから、正法は生かし合うということですからね。どんな方と出会われても、自分を殺して

も駄目ですし、相手を殺しても駄目なわけなんです。 
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 ですから、私もあなたにここまでお譲りしますよ。ですからあなたも、私のすることに同意し

て下さいというか、あなたも私とそのようにここまで歩み寄って下さいますかという、その様に

自分も先ず相手のことを考えて、そして自分はその方に自分の出来る範囲のどれだけ譲れるかな

というところでしていかなければ、上手く行かないですよね。 

 双方がお互い譲り合えるのが調和であって、相手を立たせるために自分が我慢する、そういう

ことではないですね。反対でも又、ないわけです。お互いに譲り合える形に持っていく、調和と

いう形に持っていける、自分が悦びを持って出来る範囲でさせて貰える。でも相手はそれを望ん

ではいない、もっと自分にやってくれという形が見えた場合は、矢張り智恵を使って話し合って

いかないといけないですよね。 

 私もここまでさせて貰いますけれども、ここまでやって貰えませんか？ 私はこういう風に努

力、工夫はしているんですけれど、一寸無理ですから、手を貸して貰えませんか？ 

 その様に声を掛けていけばいいんですけれど、何とかやろうとか、自分で何とか我慢すればい

いわと、自分で一人で背負ってしまうから、「何で出来ないんやったら、その時言ってくれなか

ったんや？」と、後で色々な問題が出てくることになります。 

 ですから自分が譲り合えるというところを、ここまでやりますよというところを持っていて、

相手がもっとやれとか言われた場合、自分はもうチヨットできるかなと考えてみる。でも矢っ張

り出来ないな、これ以上やったら自分が苦しい、こう思った場合、矢っ張り相手との話し合いが

必要です。 

 これは我慢ではなくて、調和の上で、話し合いというのが大事です。それを皆さんは、「そん

なことをいちいち言わなくても、私さえ我慢すれば、私さえこういう風に考え方を変えればそれ

で上手くいくんやないか、あの人に言っても分かってもらえんわ」、色んなそういう気持ちがあ

って、自分で勝手に押し込めて、表面は上手くやっているように見えても、自分の心に我慢、我

慢を課せて、しんどくなって行くわけです。 

 ご夫婦の問題、お嫁さん姑さんの問題も、全てそうです。どちらかを100%活かせよう、どち

らかを100%活かせないようにする、これらが不調和になってくる、問題の、歪みとして起こっ

てくることです。 

 まあ－つの気づきで、ドンドンご自分で答を出されて行かれて、とても良かったと思いますね。 

 

（それに関連して､身体が辛いときでも頑張ってくれる、体調が回復したときにはこんなにも生
き生きとして仕事が出来る身体にも、感謝が出来ました。自分自身、非常に有り難かったですね。） 
 

 そうですね｡良かったですね。まだまだYMSさんが天上に帰られるまでずっと、付き合ってい

ただかないといけないものですからね。調和して、一緒に頑張っていって下さい。 

 

 

（SNT・KN子） 

 SNTさんもご自分で発見を、ドンドンされていって行かれてると思うんですけれども、先ず、

ご自分がよく見えてくると、決して自分は素晴らしい人間だとは思えないものなんです、どなた

でも。もしそう思えるとしたら、それは正しく見れていないと言えますね。 

 例えばもっと若い、20年しか生きておられない方でも、矢張りご自分を正しく見ていけば、ど

んな方でも、表面は皆さんと調和して楽しく過ごしてこられた、他人に迷惑を掛けていないと言

えるようなことを、人並みに皆さんと生活してきましたよと言われる方でも、みなさん、心は今

まで自由にやってきたわけでしょう？ 

 心で思うことは、迷惑を誰にも掛けていないよという風な感じじゃないですか。これまで、正

法に出会うまではそうでしょう？ 行為の上だけで、人様に迷惑を掛けた、誰かを傷つけた、そ

ういうことでの反省は皆さんそれぞれなされてきているわけですけれども、相手と仲良くやって

いても、「ああ、この子、こんなところがあるんか」とか、それを批判してしまったり、「ああ、

この子、頭悪いな。私よりこの子は頭が悪い」とか、「この子はこういう様なところがある。だ

からあれだな」とか、「あの子のお母さんは、こんなお母さんだな」とか、一つ一つのことで、
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自分の心の中に皆さん、基準を持って、相手を裁いたり、相手のことを悪く思ったり、どんな方

でも、なされて来られてない方はいないわけでしょう？ 

 そうすると、そんな自分を法の物差しで自分を見えるようになったときに、自分を素晴らしい

と思えますか？ これはもう、どんな方でも、必ず、「自分はなんて愚かな時間の使い方をして

きたんだろう」、ここが皆さん、出発点になるわけです。 

 それを最初から、「自分はある程度他の人と比べたら、こういうところもあるし、こういうと

ころもまあまあいいよな。自分はまあまあ出来てる方だな」、こういう風に思っている間は、正

しく見れていませんよ。 

 それは人間の比較のうちで、何を自分の基準として、自分の思想の、善悪の判断ですね、それ

で見ている場合に限って、色々と思うことはあるかもしれませんけれど、正しく、正法に触れて

自分を見られていったとき、基準が神仏の御心になるわけでしょう？ そうすると、どんな方で

も、心の中は今まで、行為の上での反省は出来ても、そのものは皆さん、見過ごしてきてますよ

ね。 

 怒りっぽい自分、心の中では怒りっぽく、何かあったらすぐイライラしてても、表面は笑って

友達と仲良く出来てたり、お父さんお母さんに反抗もしていなかったら、表面は、いい子、いい

人ですよ。 

 そうすると、そんなものは皆さん、反省する材料には、普通はならないわけでしょう？ とこ

ろが思うことにも基準があった、正しくものを見れてなかった、正しく思えてなかった、これを

反省していくのですから、どんな方でも、お子さんでも、5年、10年生きてたら、如何に自分の

思い通りにならなかったときに、色んな悪い想念を出してたかということを思ったら、とても自

分がいい子だとは思えないのと同じです。 

 ですから先ず自分が、「ああ、こういうところをやってしまった。こういうところもできてな

かった」と思ったときは、先ずは、「ああ、色々課題はあるけれども、分かってよかったね」と

思えることですね。 

 これを見れない限りは、修正は出来ないわけです。見えれば見えるほど、修正できるわけです。

見えない方は、永遠に修正は出来ません。そして本当に見えている、本当に見えて克服できてい

るのであれば、心はいつも安らぎに満たされ、怒ることもないわけです。心が乱されることもな

いわけです。 

 そうなったときに初めて、本物に近づいていけるわけで、それでもそういうような心になった

ときは、一寸心がぶれたときはすぐに見えてくるようになりますから、矢っ張り自分はまだまだ

だなと、こういうブレが出てくること自体まだまだだなと思えるようになります。 

 ですから人間として、こうやって時間を重ねていますと、いろいろと心のブレがたくさん出て

くると思うんです。それを如何に自分で厳しく見ていけるか、何にも思わない方ってのはいない

んですよ。 

 そこにいつまで囚われるか囚われないかでしょう？ 「あっ、汚い。ゴミが落ちてる」、「あ、

こんなことを思ってたらいけないわ。有り難いと思って拾わせて貰わないと」と思ってすぐに切

り替えられる方と、「ああ、嫌やな、あんなゴミが落ちてて、気分台無しになったわ。今日はも

う、色んなゴミを拾ってても、さっきのが頭から離れへんわ。何であんなゴミをあそこに、誰か

知らんけど捨てたんやろか？」と、そういう風に思ったり、手を洗ってても、「さっきのゴミを

拾ったけど、ズッと手が汚れてるような気がするな。全然洗っても落ちないような、汚いものを

見たな。今日一日、台無しになったな」、こんな風に囚われていく、これは悪い例題かもしれな

いですけれど、一つ何か、自分の心のブレが生じるようなものがあっても、どこまで皆さん、引

きずっていくかです。 

 「ああ、こんなことではいけないな」と反省して、すぐにパッと切り替えられるか、それを5

分、10分、引きずるのか、一日中引きずるのか、それは人によってこだわりが違ってくるわけで

す。 

 それを自分で、「ああ、こういうところはいけないんだな」と思えることを、自分で分かるよ

うにして下さってるんだな、分からせて貰えてるんだなと感謝に変えて、｢よし、これを一つずつ

でも克服していくぞ。ドンドンこれによって自分は締麗になって行ってるんだな」と思えるくら
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いに、「いつまで経っても色々見えて来るんですよ」と思えてるうちは、いいですよ。 

 「ああ、もう自分は最近、反省する材料が一通り、見えなくなったんです」、これは一寸、危

険です。だからと言っていつまでも見えてるんですと言って、努力精進しないのも、これも又、

違いますけれども。 

 矢っ張り一つ一つしていけば、ドンドン心が明るく、悦びに変わっていきますからね。実践す

ればした分だけ、心は段々神仏に合わされて行くわけでしょう？ そしたらこっちの方から悦び

がこう、出てきますから、表面意識だけでなく、心の奥から悦びが出てきますから、自分が何も

意識しなくても何か嬉しいわという風な気持ちにドンドン変わって行くんです。 

 ですから気持ちを明るく、行かれることですね。 

 それから伝道というのは難しいんですけれども、わざわざ伝道、伝道というのではなく、一つ

一つの、「そんなことを言ってたら心に悪いよ」というか、「色んな悪い思い、マイナス的な思

いを持つと、血液の中に毒が生まれるというから、あんまり思わない方がいいよ。私なんか見て

ごらん、そんなに拘らないからいつも元気でいられるでしょう？」「あんたが羨ましいわ」って

言われたら、「そうよ、そうよ、私を見習えばいいのよ」と言えるぐらい大きくいられるように

する。それから又、もう一寸お父さん、お母さんに分かって欲しいなと思った場合は、丸山さん

なんかは北陸大学の講師でもあられるわけでしょう？ そういうのを出されてもいいですよね。 

 北陸大学の薬学部で先生をなさっておられる方が、色々話して下さるんよ、と。精神的な、宗

教じみた話は聞きたくないという方は矢っ張り、まだまだ立派な肩書きのある方には弱い、特に

男の方はそういう方が多いですから、そうすると少し聞いてみようかなという気持ちになられた

りする。 

 例えば高橋さんなんかでも、あの方は正法を説いておられる一方で、事業もされておられた方

で、成功されてた方で、たくさんの発明品を作っておられたでしょう。 

 そういう人がこういう話をしてくれてるんよとか、明らかに「聞いて、聞いて、聞いて！」で

はなく、一寸分かればいいなというくらいの気持ちでいないと、なかなかキャッチボールにはな

らないですね。 

 相手が受けられる球を投げればいいのに、自分は投げたい分だけ投げる、これは一方的なもの

ですよね。これは法にも、中道にも適っていないわけです。相手とキャッチボールを出来るよう

に・・・。 

 「どうしたら相手の人に、一つのものでも受け取って貰えるかな？」と思っていれば、段々智

恵として出てくるんです。「この人には、肩書きを持って話してみるか」とか、「あの人にはこ

ういう風に話してみるか」とかですね。 

 とにかく投げたボールを受け取って貰えるようなことを考えて行かれるといいですね。焦らず、

一つ一つですね。 

 

 (京阪電車の脱線事故に関して・・・の質問） 
 人間は基本的には、一つの心を生きていて、分かり合いたい、又、分かって貰いたい、お互い

に分かり合おうという部分がありますから、何かあったときに共感して貰いたい、だからそれは

悪い風に出ますけれども、例えば「こんな酷い目にあったん。聞いて。慰めて」という部分もあ

りますけれども、悦びもそうです。 

 「自分だけの幸せなんかとても悦べない。皆さんにもお分けしなければ」と、本当の悦びにな

ったときにはそうなってくるでしょう？ 無理に伝道しようではなく、自分が嬉しくてしょうが

ないから、一寸聞いてという風な気持ちになってくるではないですか。 

 ・・・自分のせいでこうなったんや、ではなく、それを見た人全員に気づきがあるわけです。

「京阪電車が脱線してる」、その脱線してるという状況が、心の中にないですか？という、それ

を全て見させられているわけです。ですからあまり深刻になりすぎても、それはあまりよくない

ことですからね。 

 

（GB・MT子） 

 （今日は有り難うございます。意識が外に向かってしまう。不平不満等、自分が出来ていない
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ところがある。素直になれない。気を遣ってる部分もある。自分を見るのではなく、相手を見て
しまっている。実践といっても難しいところがある） 
 

 一つずつ、見えてるものは、一遍に変えようとするのではなくて、一つのことをされてみられ

るようにされたらどうでしょうかね。そして、「ただ、変えよう」と思うのではなく、原因をよ

く探ることですね。 

 例えば愚痴、不平不満ということでも、何か自分が触発される部分があるから、そういう風に

なるわけです。何もないところで愚痴、不平不満が起こるわけではないのですから、何か言われ

た一言、何か起こった出来事に対して、そのような思いが出るわけですから、それを直したいと

思ったら、その原因を一つじっくり探られて、根を絶ってしまうように努力するといいますか、

根本的に反省して、反省したから無くなるのではありませんで、反省したことを勇気を持って、

自分はこれに流されないということで、カルマに流されないということで、勇気を持って自分を

変える、そういう風にしていかなければ、なかなか心は変わっていかないんです。 

 ですからただ、自分のこういう部分を変えよう、変えようと思っても、なかなかそれだけでは

変わっていかないわけです。自分のこういう部分、人に寛容になれるようにしようと思ってても、

今、「家族に遠慮がある」と仰ってましたけど、「では、どういう部分に遠慮してるんだろうか？」

と、自分で追求していくといいますか、どういうところに自分は心を開けないんだろうかという

ことを、原因を探ってみる。 

 今度はその原因を探ったら、「ああ、こういうところに私は気兼ねしているわけか。遠慮して

いるわけか」と、その部分をしっかり反省する。そして、「遠慮しないといっても、気遣いは必

要だから、いつも笑顔を絶やさないようにやってみよう」と、先ずはやってみようと、一つ一つ

でされていかれるように努力されていく、それをされないと、ただ変えよう、変えようと思って

いても、変わっていくのは難しいんです。 

 根本原因を自分で見つけていく、根本の要因を作ったものに、自分の根本を、「ああ、この部

分で私は子供の頃、この部分が厭だった。それが大きなショックとなって、同じ様なことが起こ

ったときに、反発してしまったり、愚痴が生まれてしまうんだな」と、それを自分で認識される

ようにする、そして「あの時は、自分では勝手にこう思ってたけど、そうではなかったんだな。

こういうことで周りがこういう風に思って言ってくれたのを、自分が勝手にそういう風に思って

しまってたんだな」ということを反省されて、「ああ、これはこういう、神仏の愛だったんだな」

ということを反省されて、「よし、ここを変えるぞ。ここの部分はこういう風に持っていくよう

にしよう」、そういう一つ一つの対応といいますか、過程を辿っていかなければ、ただ自分の悪

いところを直そう、直そうとしても、それは表のところ、雑草を刈っても、上だけはねてるのと

同じです。根はズッと残ってるから、上だけ形が変わっていく、伸び方が変わる、生え方が変わ

るだけで、ずっと同じ草は生え続けるんです。 

 折角、変えようと思われているんなら、根本からそれをなくすという強い一大決心が必要なと

ころもありますね。自分が、こういうところが厭だな、変えたいと思わなければ、なかなかその

根本原因を見つめるということも難しいですし、変えていく勇気も生まれてこないんです。 

 本当に自分が、これを変えたいというところを、自分で認識する、そしてその原因を辿る、根

本原因を見つめる。そして根本原因をきっちり反省されて、そしてそれを今の生活の中で変えて

いくにはどういう風にしたらいいか、自分をどう変えていけばこれを変えていけるのか、そうい

う過程を一つ一つ見ていくことが必要になってくるのではないかと思います。 

 それには矢っ張り勇気と努力と智恵が必要になってきます。自分の認識すべきところが分かっ

ても、努力、勇気、これらがなかったら、根本原因は分かっているけれども、変革できないとい

うことになってきますし、智恵がなければ、周りの人とのキャッチボールになっていかないわけ

です。 

 

（YSD・CHZ） 

 大自然などに対しても、いつでも感謝できる心をもっともっと広げていかれると、大切にして

いかれるといいなと思いますね。なかなかそういう自然的なものでも、｢ああ、締麗だな」と思う
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方はいても、それを広げて感動できる方は、なかなかいらっしゃらないですからね。 

 それをもっともっと深く広げていかれると、もっとご自分の心も安らぎに満たされるでしょう

し、自分の一つ一つの悦びも、広がるんじゃないかなと思いますね。 

 そして一人一人の魂というのは、霊子線というのがあって、皆んな天上界に繋がっているんで

すよね。その霊子線の繋がっている先が、天上界の長であられる方、最高責任者、主のところに

繋がっているわけです。 

 ですから、そういう意味においては、抱かれているのと同じですよね。皆さんが赤ちゃんを抱

っこする以上に、もっともっとですよ、抱かれているというのを感じられたのはよかったですね。 

 それをもっともっと強くしていかれると、かつてのイエスやモーゼのようになっていかれるわ

けですよね。仏陀でもそうですけど。 

 イエスでもそうでしょう？ 十字架を背負って、最後は磔になって死ぬわけですけれども、神

仏と自分は表裏一体で、いつも御霊は抱かれている。それが本当に分かっていたから恐れもなか

ったわけですよね。 

 モーゼもそうでしょう。難民といいますか、奴隷の民を救うために、カナンの地を目指して、

引き連れて、砂漠の中を何年も旅していたわけですけれど、皆さんも本当に信じないわけですよ、

色々と神の奇跡を見せられても。 

 その時は「オー」と思うんですけれども、しばらくすると又、魔の囁きに、色々と疑いの心が

出てくる。けれどもモーゼも神仏の御心に自分が抱かれているというか、その信があったからこ

そ、何でもすり抜けてこられたわけです。 

 その思いをどこまで深くできるか、どこまで信じ切れるかで矢っ張り、自分が出来ないと思っ

ていることも勇気を持って出来ることにもなってきますし、それらは表裏一体ですよね。 

 勇気、努力というのも矢張り、強い神仏との繋がり、自分の心の確信といいますか、信がなけ

れば矢っ張り不安が出てきますし、信じてなければ、そんなことは出来ないですよね。 

 ですからその信と自分の努力、勇気、精進、等が必要なわけです。ですからCHZさんも、ドン

ドンドンドン深められて、何があっても自分は信じ切れるというぐらいの強い心を築かれていか

れたらいいなと思いますね。 

 過去にお世話になった方に対しても、そういう方々に対しても、自分が批判するのではなくて、

ありのまま見る、法から照らし合わせて、法に間違っているところをありのまま見る、自分を点

検する、教えてもらったことを自分を点検するということは、その方の心も救っていくことに繋

がっていくんです。 

 ですから、自分がお世話になった方々、色んな本にも出会われています、そして今の皆さんが

あるわけです。その方一人一人、あの本を読んでよかった、あの先生に出会えてよかった、その

通り思っていらっしゃるのならば、その方達も生かして差し上げることになるんです。 

 ご自分が本当にそれを反省されて、自分の心から外す作業をしようと思われていかれるのであ

れば、結局、ご自分が救われる、今の自分が救われる、その方達のお世話になった自分が救われ

るということは、かつてその方達が自分にして下さったことが全部、生かされてくることになる

んです。 

 ところが、自分がそれを分かっているのにしないということは、自分が今、生かされていない

ということになります。折角正しいみ教えに会われても、自分が努力精進しなければ、結局、自

分のものとならずに、ただそれを知った、分かったというだけになります。 

 そうすると、知った、分かった、という状態では、完全に救われている、心が救われていると

いう状態ではないわけです。すると、その人が救われていなかったら、かつて自分が歩いてきた

道も全部、救われていない、即ち、自分がお世話になった方々も生かされていないということに

なります。 

 ですから自分が変わっていくということは、自分を生み育てて下さった両親も生かされる、自

分を育んで下さった、自分がお世話になったと思っている方々も結局、その方々の気持ちとした

ら、「裏切られた」とか、そういう気持ちが人によってはあるかもしれませんが、魂や心の次元

からみた場合は、結局その方達がして下さったことも全て、生かされることになるんです。 

 今の自分が生かされているとするならば、過去、自分に携わって下さった方々、いま自分に携
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わって下さっている方々も全て、生かされるということになるんです。救っているということに

もなるんです。でも今、自分が生かされていなければ、どんなに偉大な方に出会っても、その方

達は生かされてこないです。 

 ですから、人がどれだけの期間でそれらを心から抜いたとしても、自分は一生かかっても少し

ずつ抜いていこうというくらいの、丸々消えるということではなく、反省のこつを掴んだぐらい

に思って、短期間で自分にあまり課しすぎないようにして、大きいものから少しずつ手がけてい

かれるようにされて下さい。 

 それが、自分と自分に携わって下さった方々へのご恩返しにもなっていくと思いますので、そ

の思いでされていかれることをお奨めします。でなければ、反省は、段々行き詰まって、苦しく

なっていきます。 

 「こんな先生に、何で行ってたんやろか？」とか、その先生をなじったり批判してしまったり、

自分が折角その時お世話になって、その方と携わっていた時間も全部、死に時間にしてしまいま

す。 

 その方と携わっていたからこそ今、この法が、偉大なものだと分かるわけでしょう？ 例えそ

の方が間違っている教えをしていたにせよ、間違ったことをたくさん貰ったにせよ、その方と携

わったからこそ、今、どれだけ偉大かということが分かる。と言うことは、その方と出会ったこ

とも決して自分の中では無駄ではない、だからそれを生かすように持っていかなければならない。 

 それなのに、あんな人と出会ってとか愚痴るようなことでは、反省でも何でもないわけですし、

自分が又、毒を飲むことになる。これ以上、皆さん、毎日の日々の中で毒を飲み込まない、反省

の山を築いていかないように、今までの反省の山はそれはそれで仕方がないですけれど、これか

らの反省の山はなるべく作らないようにして、少しずつでも日々の反省を持ち越さないようにさ

れていかれますように。そのためには矢っ張り、批判するとか、反省するのを正しくしないと、

自分を毒してしまうことになりますからね。 

 そして最後には、「ああ、こういう風な間違いをしてたんだな。自分はこういうように思って

たんだな。気づかせて貰えてよかったな」と、感謝に変えないと、「ああ、気づかせて貰った、

今日もこれで少し、どれだけか分からないけれどクリアーになった、透明になった、神仏様、有

り難うございます。守護霊様、指導霊様、有り難うございます」、この心で終わるのと、どれだ

けの相違が出てくることでしょうか？ 

 ですから、反省の後に、どういう感情になっているか、自分の心は安らいでいるか、幸せに満

たされているか、悦びに満たされているかを見ていくことが大事です。そして、それで終われた

ときは、その日の反省は合格ということになるんです。上手く出来たということですね。 

 ところが反省の後、暗い気持ちになったり、自分を追い込むような、悲しい、辛い、「あんな

ことをしなければよかった」、これは反省ではなく、後悔です。反省をすることが必要であって、

後悔をして自分をいじめること、回顧することが必要なわけではないわけです。 

 ですから日々のその反省の後で、そういう気持ちではない、悦びでもない、安らぎでもない、

自分を責めたり暗い気持ちになったりする、これは反省が上手く出来ていない証拠ですからね。 

 そういうときはもう一度反省をして、そして最後に温かい気持ちになってから、おやすみにつ

かれるといいと思いますね。 

 反省と一口にいっても深いですからね。一気に一気にやろうとすれば、ドンドン難しいことに

もなっていきますからね。 

 矢っ張り、悦び、悦び、悦びに変えて、反省した後はいつも心がすっきりしている、心が洗わ

れたような気になる、こういうような楽しい反省を、皆さん、されていかれるよう、努力、精進

されていかれることを望みます。 

 皆さん、ご自分のテーマはそれぞれお持ちだと思うんですが、あわてないで、出来ることから

少しずつ、そして少し休みそうになったり自分を甘くしているなというときは、自分に少し厳し

いハードルを置きながら、自分と上手く付き合って、されていかれるようにすることですね。 

 この辺が難しいんですよ。厳しくしすぎても、自分を落ち込ませてしまう。又、甘んじてしま

うと、優しくしすぎたら今度は休み勝ちになってしまう。さぼり勝ちになる。これでは又、一寸

違いますから。これも中道ですよね。 



132 

 

 自分がもし、反省したくないな、心行を読みたくないな、色んなことで悦びいっぱいでいけな

いというときは、何か心が神仏から外れているということですからね。 

 そういうときは、｢どこが安らぎにならないんだろう？ 悦びを持って出来ないんだろう？」と

点検されて、それを修復されてから反省に向かわれたり、心行を読まれたりするといいですね。 

 

【2003-8-24：他の光の天使からの助言】 

 ・・・一つずつでも、主の偉大さをご自分の心に置かれていかれることは、ご自分の心に信を

築いていく上でも大切なことではなかろうかと思います。 

 ・・・（主は）ことごとく反省を強いられ、改心を改められました。およそ2週間で、一つの

大きな悟りを得られました。これは普通の光では矢張り、なかなかそうはいかないことでしょう。 

 それから後のこともあまり触れられてはいませんが、それから後も主は、随分反省もされてい

かれました。神仏とのこと、又、過去世の自分の存在に気づいてから、今生の心を小さくしてし

まったと、随分随分精進されてきたのです。 

 そして大きな大悟を得られるようにドンドンいかれるわけですが、いま皆さまは、主がご昇天

された年齢を少し上回った歳でございましょうか？ その頃、主は、大宇宙大神霊と一体と成ら

れておられたわけでございます。 

 それはなかなか、口で言えば簡単でございますが、矢張り、とてもとても困難なものです。本

当にご自分が出られた世界のことしか悟れません。神界から来たものは、神界以上の悟りは得る

ことは出来ません。菩薩界から出たものは菩薩界、如来界から出られた方は如来界です。 

 イエス様、お釈迦様、モーゼ様の説かれなかったことも、主は一つにしていかれました。長い

間、朽ち果てることのない聖典を残されていかれました。それに気づけたあなた方はとても幸い

でございます。 

 主のこれまでの生い立ち、人間としての生の48年間を思うとき、いつも涙が溢れてきます。例

え主が悟りを開いておられないときでも、主は本当に人のために心を尽くされ、数々と電気商品

等、色々なものを開発されました。 

 人類の生活が豊かになるようにと、一つ一つの困難を乗り越えられて、そして悟りを得られた

ときに、主は、自らに誓われました。｢私の人生はもう、この先は、自分のものに使ってはならな

い。一秒、一秒、人類のために使わなければならない」と。でなければ、全国各地にご自分のご

自費で行けるはずがありません。 

 主の、八起電気で持っていたお金も、ご自分のために使うことなく、ご自分は皆さまと変わり

ない給料をお家に入れて、後のものは伝道や困っている人々のために直接、施されました。 

 テープやCDをいま聞かれて、主が言っておられることは全て実践済みなのでございます。何百

万、何千万儲けても、ご自分が着られているものは、皆さまとお変わりございませんでした。 

 食べられるものもそうでございます。ただ主は、もったいないと言って、たくさん食べ過ぎた

り、人の行為を無にしてはならないと飲み過ぎたり、その様なことはあったようでございますが、

それもいずれ、回避されていかれることになりました。 

 その様な一つ一つの主のお心を思う度に、私たちは今でも思い返すと、矢張り我らの主であっ

たと、涙が溢れるような思いになるのでございます。 

 それは皆さま一人一人の、今生、生まれられる家も、緻密に考えられて、自分の悟りを得られ

る最高の場を皆さん、築かれてこられたことでございましょう。しかし主の歩まれた人生とは、

比較にはなりません。 

 そんな中でも主は、大きな愛を持って常に生きてこられました。父や母を尊敬し、兄弟にも愛

を施してきました。大きな大きなお方であったと思います。これを理解されて通るのと、理解さ

れないで通るのとでは、矢張り見方が違ってくることでしょう。 

 ですからこれをご理解された方は、ご自分も、主が今生、命を懸けてお悟りになられたものを、

自分が手を抜いたり、軽々しく扱ってはいけないという思いで、ご自分は更に精進をされて進ま

なければと思われていかれるようでございます。 

 でもさっき、YSDさんが言われました。どれだけ偉大な方でも、矢張り肉体を持たれてきてい

るから、近く感じてしまう。そこに盲点があるのでございます。矢張りご自分と同じような隣の
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おじさん、若しくは会社の社長さんを見るような思いで見てしまうのでございます。如何に自分

の心に如何に主をおいていかれるかで、変わっていかれるでしょう。 

 私たちはいつも思います。この地球上は今、主の光によって沢山沢山、道を気づかれ、そして

浄化されてきました。この地球上に今、皆さんが生存されておられることは、あなた方の魂の上

では、千載一遇のことでございます。この巡り合わせを感謝し、主のみ心に少しでも叶うような

歩みをして下さい。 

 法の求めを強く、そしてご自分を厳しく、人に寛容に、自分に流されない心造りをお願いしま

す。そして自分のものだけになさらず、多くの病める方々に、どうぞその悦びをお伝え下さい。 

 

 色んな意味において、間違ったものを説いてしまう、自分の思想を入れて説いてしまわれる方

もいらっしゃるようでございます。しかし、だからといって、ここにいる皆さまも、その様な方々

に出会わせていただけたお陰で、今の皆様方があります。 

 そして最初にYSDさんが、主のもとの会に進まれ、そして皆さまに熱く心を語って下さいまし

た。そして、聞かれ、進まれていく中で、皆さん段々、正法にも心が熱くなってこられました。

とても嬉しかったです。 

 けれども、法を知るだけでは何にもなりません。自分の心に一つずつでも落としていかれるよ

う、深い努力、精進をお願い致します。 

 心は一瞬、一瞬の積み重ねです。今日一日を怠る者、明日を築きいく者、一週間かかるような

それぐらい大変なことでございます。 

 どうぞ皆さまに、一瞬一瞬の積み重ねを大事にお過ごし下さいますようお願い致します。 

 私たちは常に天上から見守っています。 

 丸山さんは、常に心に神仏を思い、いつもご自分の心を、一瞬一瞬、大事にされ、更に反省、

反省して、突き詰めて行かれます。ですから、心眼、開いているどころではありません。 

 しかし、それでも偉大な主を心に思っているがために、自惚れることはありません。そして常

に皆さまと同じ所において、ご自分も主を愛する一人、皆さまも主を愛し慕う一人、その中の一

人として、ご自分も精進努力されておられる方でございます。 

 先程、YSDさんのお手紙をYMSさんも、SNTさんも読まれて気づかれたでしょう？ YSDさ

んも、いつも心を神仏に向けられていくように努力されています。そしてそこに触れられている

ように、丸山さんの所にYMSさんにもSNTさんにも行って欲しいなと、いつも思っておられまし

た。 

 そしてYMSさんがYSDさんに、紹介して下さいと言いましたとき、TSDさんは、表面的には

取り乱しておりませんでしたが、心の中ではとても嬉しく、本当にご自分のことのように悦ばれ

ました。 

 そしてなかなかYMSさんの心の方が自分より熱く、あの方がやればもっと皆んなのためにもよ

くなる、自分のためにも、YMSさんのためにもよくなるように、上手く行かないことに、YSDさ

んは随分悩まれました。そしてそのことでいっぱい、気づきを得られました。 

 それを丸山さんはご覧になりました。勿論、YMSさんの名前をご覧になって、YMSさんの心

も、丸山さん、分かります。SNTさんの心も分かります。成る程と思いました。 

 そしてそれだけではないです。YSDさんのお手紙を見られて、YSDさんの心の熱さと、友に対

する愛を見ました。そしてYSDさんがご自分の所に来られてから随分変わられました、その努力

をされたのを、丸山さん、悦びました。そしてその方の支持される方であることを丸山さんは嬉

しく、とても感動されました。 

 色んなことが重なり合いました。そしてその他にも、お世話人さんたちの心にも、YSDさんに

も、YMSさんにも、他の会員の方にも、色々な思いを走らせておられました。全て全て皆さまの

心尽くしのお陰で、こうして今の皆さまがあられます。 

 これを皆さま、奇跡と呼ばずして、何と呼ぶでしょう。勿論、それぞれの精進もあられます。

しかし私は、そのひとつ一つを見たり、正法に帰依していくものの心の熱さ、清さを見る度、目

がじんとしてきます。 

 勿論レポートの中には色んなことは書けないから、要約してYSDさんが纏めて書かれてしまっ
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たものもあり、真実と少し違うなと思われる所もあることでしょう。しかしその様なことよりも、

心の友を思う気持ち、又、是非やって貰いたいという思い、色んな思いを、丸山さんはご覧にな

られました。 

 又、YMSさんが法を求めておられる、今のYMSさんの心の次元で法を求めておられる心も、

丸山さんはご覧になられました。ですからとても、YMSさんに会われるのも、YSDさんに会われ

るのも楽しみにして、この前の会に臨まれていたようでございます。 

 その様な色々なことを見せていただく度、私たちも又、学び、胸を熱くならせていただきまし

た。有り難うございます。 

 正法は素晴らしいです。皆さまの心を悦びに満たし、お互いに悦びを、幸福をもたらすもので

ございます。人の思想、宗教ではこうはいきません。双方に喜び合えるもの、それを見ているも

のまで感動は矢張り、及びますよね。 

 心を大切に、常に心を大切に、大切に、一瞬、一秒を無駄にすることなく、この環境に甘んじ

ることなく、いつも感謝し、そして日々のご精進を、鍛錬をお願い致します。 

 法は求めている者にしか、求めた者しか、矢張り分かりません。ただ待っていても、知ってい

るだけ、待っているだけでは何にもなりません。求めていく者は、実践もされていくでしょう。 

 辛いこともクリアーし、厳しいこともクリアーしていくでしょう。真に法を求めるならば、そ

うなるでしょう。 

 求めて下さい。叩いて下さい。自分の心を、殻を打ち破って下さい。いつか皆さまの心が開か

れんことをお祈り申し上げます。 

 そして今、正法を求めておられないと思っても、どうぞ心を大事にして下さい。この肉体に囚

われてはいけません。心を大事に、大事に、励ましていって下さい。 

 本日は有り難うございました。 

 

 

【2003-9/15] 
（YMS・KNH） 

（いつも有り難うございます｡昨日、2度目の学修会、参加させていただきまして、何度も話題に
上っております我が家のワンちゃんのことを相談させていただきまして、サゼッションいただき
まして、その通り、昨夜の内に行動させていただきまして、今朝は非常に元気な顔を見て、ここ
へ出てくることが出来まして、非常に悦んでおります。 
 以前にもエホバ様からも言っていただいたかもしれませんが、打てば響くようにというか、い
つでもというか、そういう風なサゼッションをいただけるような環境になりまして、この環境を
自分の糧としてというか、この道をまっしぐらに進んでいきたいなと、改めて思わせていただい
ています。有り難うございます） 
 

 ただYMSさん、今まだもう少し丸山さんを遠くから見ているような傾向があるんですよね。丸

山さんはどうかな、こうかなと吟味しておられるような所が、お気づきかお気づきでないかは別

にして、そういう部分があるようにお見受けできるんですね。ですからもう、全面的に信じて、

裸にして飛び込んで行かれることですね。 

 私たちでもそうですけども、あちらは人間の方でしょう？ 矢張り他の方の面々のこともあり

ますし、心を開かれたことを通じてでしかお話しできないことがありますから、矢っ張り、言う

のは簡単なんですよね。 

 だけれども、ご自分が心を開かないとお話しできない部分はたくさんありますし、先生から聞

いて下さらないし、先生はそういうことは聞いておられないのだからという部分ではなくて、ド

ンドン自分から「私はこうなんですが、こうこう、こうなんですが・・・」ということを、もう

少しオープンにしていけたらいいなと思いますね。 

 そして、天上界の存在も、主である高橋さんも、まあ言えば今はもう光の存在ですから、なか

なか難しいですよね、心を近づけていこうという目標はあっても、なかなか難しいところがあり

ます。 
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 けれどもあの方はまだ実在で、ご存命されて、そのところでいらっしゃる。一線で皆さんと一

緒に頑張っておられる方ですから、もっともっと学べると言いますか、自分が裸にすればその分

だけ学べると言いますか、落ちる部分がたくさんあると思うんですよね。 

 もちろん時には、「エッ」と思う部分も、自分が反応する部分もあると思うんですよ。でも、

疑問を持たれてもいいですから、信じて、そのまま、何て言うんでしょう、「この方はどんな人

なんだろう？」という見方をするよりも、全面的に受け入れられるといいますか、高橋先生だっ

ていう思いでそのまま受け取られると、もっともっと・・・。高橋先生の言葉を受けてはおられ

るけれども、でも丸山先生だ、という意識があるところがあると思うんですね。 

 でも直結しているというか、もうそのまま主が教えて下さっているんだという風に思えば、も

っともっと丸山さんへの畏敬の念とか尊敬の念も膨らんできますと思いますしね。もっと色々と

全体的に見えてくる部分があるのではないかなと思いますよね。 

 ただそうやって、先月と比べますと、YMSさんも随分、場になじまれて、心を実践？といいま

すか、何でも開いて話は出来ていると思うんですけれども、あったことをそのままお話しするか

ら心を裸にということではないんですよね。 

 心の門を開けるということです。先生に私のすべてを見て下さって、先生が私にどんなことを

介入されても私はお受けしますし、私のすべてを包み隠さず見て下さいというくらいの思いにな

った時に、こう、破れるといいますかね。やっぱり相手は人間の方でしょう？ だからやっぱり、

人間として意識するところはありますよね。 

 学修会の場ではたくさんの方がいますし、実際はこうだけど、もう少しよく思われたいなとか、

もう少し自分はこういう風にやっているというところをアピールしたいとか、そういう部分がど

なたでも出てくるところがあると思うんですけれども、そういうところを全て外して、今の私の

すべてを見て下さいという思いで出られていく、ぶつかって、ぶつかってという言い方は変です

けれど、お会いさせていただいたり、お手紙やレポートを差し上げたりすると、又どんどん開か

れてくるものがあると思うんですよね。 

 ですからご自分の心をもっと開いていくことと、先ずその方を全面的に信用できないと心は開

いていくことは出来ませんし、後、他の方を意識されないことですね。 

 ここでもまあ、他の皆さんも一緒にいるわけですけれど、ここではもう皆さん、大体、お互い

の気心が知れられて、何を話してもという部分がまだありますけれども、どうしてもたくさんの

人が集まられて、意識の成長も著しい方と、まあ普通の、皆さんが今まで出会われた方と変わら

ない方、色んな方がいらっしゃいますから、そこで矢っ張り、自分を意識してしまう、本来の自

分なりの意識してしまう自分というのが皆さん、どうしても、そうしないでおこうと思っても出

てくる部分があるんですね。 

 丸山先生だけでなく、他の人も聞いてるんだからという意識が矢っ張りありますからね。でも、

それを外して、自分と神の時間といいますか、自分と神という、何を聞かれても、誰がどういう

風に思うとか、そういうことは一切考えずに、自分と神という部分で先生と向き合われて心を開

かれると、他の方の学びにも勿論なりますし、丸山さんもドンドン、あなたにお話しして、させ

たいと思うことが溢れてくると思うんですよね。 

 その様に気をいかれてみたら如何でしょうか。 

 

（はい。もう一件、関連したことなんですが、以前、丸山先生が、「私は高橋信次先生を煩わす
ことはありません」という風なことを仰っておられまして、まあ、「お会いしたときは別にしま
して、わざわざお手を煩わすようなことは、するべきじゃないという風に思ってました」と、そ
ういうことはしていませんという風に仰っておられたことが、私には非常に重く受け止めている
というか、重く感じられているんですけれど、そういう思いは外した方がもう、宜しいんでしょ
うか？） 
 

 そうですね、それは彼の尊敬の仕方とか、礼儀の接し方もそれぞれあると思うんですけれど、

それが丸山さんの一番の尊敬、畏敬の念だったんですね。 

 例えば天皇陛下がどれだけご多忙かと分かっていらっしゃる方は、天皇陛下から声を掛けられ
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ても、そんなに長話をしようとは思いませんよね。向こうから下がって下さっても、「いえ、い

え、もう結構です」と言って、もうこれ以上お手を煩わすことはということになりますけれども、

どれだけ忙しいかと、そういうことをご存じない、自分の判断で、「まあまあこれぐらいは時間

はあるだろうと、それに忙しいと言っても、向こうから話しかけてくれているんだから」とか、

「それもやってくれるというんなら、やって貰ったらいいんじゃないか」と、認識の仕方によっ

て甘え方というか、接し方も違ってきます。 

 その部分ですよね。丸山さんにすると、高橋さんはこういう風な方だと自分なりに心に収めて、

自分のこれぐらいの悩み、それは人それぞれですよ、自分のこれぐらいの問題で、主を引き寄せ

たり、主にお時間をいただくということは、とんでもないことだと、これが彼の、自分に厳しい

面でもあるところです。 

 だからといって、それを皆さんにも強制しているわけでもないですし、無闇に名前を呼ぱれな

いようにとか、そういうことは勿論仰ってはいますけれども、それは皆さん、礼儀としてそうあ

るべきなんじゃないですか、ということだけのことであって、そういう風にしなければいけない

とか、こうなんだということではなく、まあ、あの方がそれをよく理解されて、これぐらいの問

題であるならば自力を出して、そしてもし必要であるならば、主が必ず補って下さる、自分を助

けて下さるはずだという、そういう思いでいるから、わざわざ固有名詞を出したり、呼び寄せた

りすることはないという風に受け止める方がいいでしょうね。 

 けれども一般的に皆さんは何かあったり、どうだろうかということになったときに、「高橋信

次先生！」と、すぐ求めてしまうでしょう？ どうしてですか？ とか、こうですか、ああです

かと、そういうことは、丸山さんは、高橋信次先生、偉大なる主は毎日、ものすごくご多忙で、

地球だけではなく、他のことも見てまわられる、必要であるならば行かれるかもしれないけれど

も、私如きがその様なことをしてはいけないという、そういうような思いといいますか、よくご

理解されているのと、自分はそういう風にはしてはいけないといいますか、分かれば出来ない部

分ではありますよね。 

 皆さん、分からないからそういうことが平気で出来るのであり、分かったものは下がっていく

べきなんじゃないですかということを言いたかったんだと思うんです。 

 

（それはよく理解しているんですが、丸山先生が高橋信次先生にされた行動を、私が丸山先生に
対してやるべきなんじゃないかという風な思いを持ちました、ということなんです） 
 

 分かりますよ。でも、煩わすといっても、あなたが認識している「煩わす」というのと、また

私が言ってる部分とでは一寸違うんですよね。近寄っていくというか、門を開けてこういう風に

されたらいいです、勿論、何もないのにお手紙を差し上げるとか、そういうのじゃなく、自分の

心から悦びとして思ったこととか、例えば主に報告したい、神に報告したい、天上界の皆さまに

報告したいという思いが何か分かった時、悦びになった時に、こう、溢れてくるものがあるじゃ

ないですか。 

 そういう時は心を開いて、忙しいからとかではなく、まあそれは会員の方はどなたでも持って

いると思うんですよね、丸山先生がどれだけ忙しいか、熟知しておられます。 

 けれども矢っ張り、普段丸山さんが自分にして下さることで、教えて下さることで、一つでも

私はこの悦びをいただいたということを矢っ張り先生にご報告して、先生のこの悦びを分かって

ほしい、こういう風になったという、これも報恩の一つの行為ですよね。 

 ですから余りこうすべき、ああすべき、手を煩わせてはというのも、心の引っかかりというか、

角（かど）になっていると思うんですよ、YMSさんの。何も自分が話をしたいこととか、特別問

題もないのに、お手紙を書く、ファックスを差し上げるというのは、一寸それはどうかというこ

とですよね。 

 けれども自分の指導していただいた中で特別感動したことを、どうしてもこの部分を分かって

貰って、感謝の気持ちで一杯ですとか、そういう風になった時は矢っ張り、書かずにおれないと

いう部分になってくると思うんですよね。 

 高橋さんの場合ですと、丸山さんは多分、「私がその様にしなくても、高橋先生は全部私のこ



137 

 

とをお見通しなんだから」という部分もありましたし、本当のもっとたくさんの色んな方と触れ

合っておられて、なかなか自分でもそこの部分を譲れなかった部分もあったと思うんですけれど、

一つの心では通じているからという部分はあったと思うんですね。 

 でも丸山さんがそうされて、自分もそうしようと思っていると、矢っ張り、枠を最初から決め

てしまうと、自分も飛び込めないといいますか、素直に先生に行けない部分もでてくるわけです。

その部分を少し外された方がいいんじゃないですかということですよね。 

 でも、心の底から沸き上がってくる思いですとか、伝えたい、分かって欲しいとか、そういう

ことは神でも、他の天上界の皆さんでもそうなんですけれど、お話しし、心を開いていく。 

 なんでもかんでも、「助けて下さい。こうなんです、ああなんです」というのは一寸困る部分

ではありますけれども、心から来るものは、矢っ張り守護霊、指導霊、自分を導いて下さる方と

同様に悦んで、その方々も矢っ張り丸山さんにお礼を言いたいとか、そういう思いで来てたりす

る部分もあるんですよね。 

 ですからそういうときは自然に表す、こうしなければいけない、ああしなければいけないとい

うと、最初から四角四面の中で、自分がこうしたいという思いが出てきそうになっても、最初に

これを決めつけていると、押し殺してしまうようになってしまうんです。 

 そして相手の方からは、あまり心を開いていないなという風にも見られてしまったりして、自

分は心を開いているけれども、自分で自力で出来るところは自分でさせて貰いますからという気

持ちでいけばいいわけです。 

 でも、どうしても分からないとき、それから先生に報告させて貰いたいときは、悦んでさせて

貰うという風に臨機応変といいますか、融通性を持たせて飛び込んでいけばいいと思います。 

 

（SNT・KN子） 

 （いつもCHZさんの仰っておられた悦びを体験しました。仕事で、私が持っている、「いいか、
これぐらい」という深く考えないでというのがずっと気にはなっていたんですけど、反省するこ
とにより、悦びというのはこの部分だなというのが分からせていただいて、反省するのが、いつ
も「楽しくね」と仰るのが、少し分かるようになってきたということで、有り難いな、嬉しいな、
という思いで過ごさせていただいております） 
 

 よかったですね。失敗は自分を変えるチャンスでもありますし、失敗をしない人間はいないわ

けですから、失敗を恐れていたら、自分を小さくすることになります。そして失敗をした時に、

失敗をしたことを反省も必要です。もう二度としないようにすればいいわけですから。 

 「失敗しないように、失敗しないように」と思えば、その不安が引きつけて又、失敗しますか

ら、また例えミスをしても、そのことで気づけたんだから、「あゝ、有り難う」って、ミスにも

感謝すればいいわけです。 

 色んなことを余り気にしないで、ただ日々、感謝に変えていく。イヤなことも感謝、悦びもま

た感謝です。感謝を大きくサイクルしていくようにすればいいわけです。 

 あゝすべき、こうすべきというものを持った時に失敗すると、恐れが出るわけです。ですから

自分が出来ることを精一杯しよう、自分が出来ることを精一杯させて貰おう、そっちの方に意識

転換する。 

 自分が心を込めて仕事もさせていただく。ところが「あゝすべき、こうすべき、失敗したらい

けない」とか、そういう風に思っている時は、自分の光が出ているわけではなくて、自分を守る

姿勢が出ているわけです。それでは、仕事は自分の魂を磨く場ですよね、お仕事も家庭も勿論そ

うですけれども、そこで自分が磨かれていくということはないですよね。 

 ですから仮に失敗したとしても、「これは私に何を気づかせようとしてくれているのかしら？」

という風に切り替えて、分かったら「あゝ、そうだったんですね。ご迷惑をお掛けして申し訳あ

りませんでした。今後、気をつけていきます」という風にチェンジする。常に明るく前向きに気

持ちが弾んでいるような、それでも大分、SNTさんも変わってこられましたからね。 

 失敗しても、その時は振り返らなければいけないわけですから、一時、沈んだ気持ちになるの

も必要かもしれないですけれども、「失敗した、失敗した。皆んなに迷惑を掛けた」、これをす
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るともう、それだけ引っ張られるわけですから、悦びも何もないわけですから、「ああ、良かっ

た」という思いに変える。これで「私また一つ、成長したんだ。一つ上に行ったんだわ」って思

えると嬉しいでしょう？ 

 周りで、「何よ、SNTさん、あんな失敗して、社長にも色々言われたりしたのに、ニコニコし

てさ」と思われても、「ああ、そう思うんなら、あの方たちは気の毒よね。あの方たちもそう思

えますように」という風に変えたらいいわけです。 

 自分が幸せだったら、それでいいわけですから、「ああ、あの人、あんな風に思われてる。あ

んまり悦ばないようにしないと失礼かしら」、こういう風に思ったら、もう相手に引っ張られて

るわけでしょう？ ですから動かされないで、仮にマイナス想念を持っている人が自分に感じら

れたとしても、「ああ、気の毒に。あの人達はそう思えないんよね。神様、あの方たちもそう思

えるように、なれるように、どうぞ御協力ください。光をお与え下さい。あの人たちに光をお与

え下さい。宜しくお願い致します」って、それで終わったら、もういいわけです。 

 そして自分を許して下さった社長さんと自分が勤めている会社に、感謝をお返しして、「また

今から新たな気持ちで会社に報恩させていただきます。社長さんに報恩させていただきます」と

いう気持ちに切り替えて行かれたらいいわけです。 

 随分変わってこられてますよ、どうぞ、自信も持たれて進まれて下さい。 

 

（OKM・DSK） 

 （やっと仕事の方なんですが、落ちつけるところが見つかりました｡銀行の方の融資のことなど
も全て、色んなことに計らいを感じております。小さいことも、そういう風に感じれるようにな
ってきたと、自分なりに思っています。有り難うございます。 
 後は、最近、良くないことがあったんですけれども、家内とのことで、以前、反省して、謝っ
て、やっていこうとことであったんですけれど、また、じわじわと元に戻りつつあって、結局元
に戻ってしまって、やはり自分を見つめてないだけに、自分の、「ああなって欲しい、こうなっ
て欲しい」という思いでしか言葉が発せなくなって、衝突してしまいました。 
 自分の方はカッとはなっていないんですけれど、それで分からせて貰うということだったんで
しょうか？ 妻の方は凄い感情をかけて、なった訳なんですけれど、その時に自分の方から話し
合いをしたいのでということで守護霊・指導霊様にお願いしまして、そう言いながら、自分の勝
手な思いで話をしてしまいました。 
 それで、どうしょうも出来ないような事態に陥ってしまいまして、やっと頭を打って、反省さ
せていただける機会を与えていただいて、作っていただいたといいますか、これで変な安心感と
いいますか、これでやっていけると、今、思っています。 
 本当に、やりたいといいますか、申し訳ないといいますか、その思いで今、いっぱいです。自
分でこれからやって行くに当たって、前からもCHZちゃんを通して神様から言っていただいてま
した、高橋信次先生のご著書等を拝読して、勉強していくといいますか、やっぱり自分の判断基
準が作られていないと、このまではダメだということで、勉強して、判断基準をドンドン作って
いきたいなという思いが凄く出てきまして、やっと自分の方から本が読みたいなと、読んでいき
たいなという思いが出てきました。有り難うございました） 
 
 良かつたですね。いつ始めるのが早いとか遅いとか、その様なことはないんですよね。その人

次第ですからね。例え60歳、70歳になられていようと、中学生であろうと、その人が始めよう

と思ったときが全て一瞬に集まってくるわけですからね。 

 だから今までどうだこうだとか、それはあなたの反省として、すべきところはすべきでしょう

けれど、遅いとか早いとか、そういうことはないわけです。 

 そしてやっぱり正法というのは自力といいますのは、勇気、努力、智恵、決断、色々あります

けれども、自力がなければないわけです。でもその自力というのも、闇雲に自分で何でもやって

いいというものではないですよね。 

 自分一人のことだけ考えて動いていけば、必ずどこかで無理が生じて、ぶち当たってしまいま

すよね。ご家族の中でもやっぱり、男の方はどうしても自分が養っているとか、自分がこの家の
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長だとか、そういう部分が知らず知らずに皆さん、ありますからね。 

 その部分で、私が養って上げてるんだとか、私がこの家ではやっぱり一番長になるんだと、知

らず知らずに皆さん、どこかにありますから、どうしても奥さんを労る、子供を労る、上からの

労りになってしまうわけです。 

 自分が下に立ってお話しを聞くとか、自分が一緒ではダメですよね。自分が下に一段降りて、

聞いて上げる、聞かせて貰うという気持ちがないと、やっぱり上から、幾らあなたが冷静に奥さ

んとお話しされていても、奥様はやっぱり上からものを言われているという風に受け取られます

よね。 

 そうするとやっぱり、気持ちが、「あなたは私のことを分かってくれてるとか、ああしようこ

うしようとか家のことを考えてくれていると言いながら、私のことを考えてくれていると言いな

がら、考えてくれてないじゃないの」という風になりますよね。 

 やっぱり自分の考え方で通そうとしているというのが来ると、女の人はやっぱり気持ちも高ぶ

るのが、男性と違って早いですから、やっぱり感情的になったりもするわけですよね。 

 ですから常に奥さんの話を聞くときは、奥さんの一つ下ぐらいになって聞いて上げられる気持

ち、お子さまと話をするときは、お子さんの目線に落とされて話をして上げているでしょう？ 

「どうしたん？」とか。 

 でも奥さんと話をされるときは、その部分を使われておられないんですよね。奥さんは、自分

の奥さん、大人、自分と同じ、でも自分がこの家を治めているんだというか、長なんだという部

分がありますから。 

にもかかわらず奥さんは大人だという意識で、同等というか、その部分を持ち合わせてお話し

をするから、どうしてもどこか自分中心の思いで話を聞いてしまうし、話もしてしまうようにな

る。 

 奥さんの立場に立って、基本的に男性ですから、女性の気持ちというか、女性の立場を理解す

るというのは難しいんですけれども、それでも自分に出来る範囲で分からせて貰う、あなたの話

を聞かせて貰うよ、あなたはどういう風に考えているかを聞かせて貰う、その上でどうしたらい

いかなって、あなたも私も子供たちもいい風にっていうのと、自分が最初から決めたことが心の

中にある、これはこう、あれはこうと考えている部分が最初にちゃんとあって、その上で奥さん

の話を聞かれるとやっぱり、「ああ、まだそんなこと言ってるんだ」とか、「そんなこと言って

もこうやろ」という気持ちがやっぱり出てきますよね。 

 そういう思いが、奥様の話を聞いている途中に少しでも出てきたら、もうこれは下で話を聞い

て上げている部分ではないわけですよね。 

 ところがお子さまとの会話となりますと、「今日、こういうことがあったんだよ」とか、「公

園で、誰々さんとこういう遊びをして」とか、子供は今、どういう状況かなと関心がありますか

ら、最後まで話を聞いて上げて、その上、「それからどうしたん？」と、次の会話に持っていき

ますよね。 

 その部分がやっぱり、奥様は大人だし、自分が歩み寄らなくても、向こうからも歩み寄ってく

るものだとか、そういう部分が知らず知らずに皆さんありますから、どうしても下がって聞いて

上げるというか、一歩引いて聞くというところが皆んな欠如してしまうんですね。 

 これは別にOKMさんだけではなくて、他の方でもそうですよ。ご夫婦での間で話をするのは、

「これくらい分かって貰って当然だ」、「これぐらいは分かるやろ」、これが皆さんの中に基準

として少しでも持ち合わせているからこそ、相手の言動に腹が立つたりとか、何故っていう疑問

を抱くわけですけれども、その部分を最初から子供さんと話をするように、「奥さんはどういう

ことを思っているんかな？」、「ご主人はどういうことを思っているんかな？」、意見が合う、

合わないはともかく別にして、妻が考えていること、夫が考えていることをちゃんと聞かなけれ

ばという風になれば、一段下がって聞けるようになります。 

 相手を理解したいという思いやりの心が深くなれば、そういう風になって変わってきますよね。

それを聞いた上で、「でもこうでしょう？ ああでしょう？ そして、こうするのが皆んなにと

って一番いい形なんじゃないかな？ 誰も我慢しなくていい形なんじゃないかな？」というか、

「皆んなそれぞれ少しは我慢しなければいけないかもしれないけれども、誰か一人だけが我慢を
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たくさん抱えたりとか辛抱するとか辛い思いではなくて、皆んなで分け与えることになるんじゃ

ないかな」という風に持っていくのとではやっぱり、少しずつ変わってくると思うんですよね。 

 やはり女性は家の中のことを守ってますし、男性は外で働いている。男性も一日クタクタにな

ったりして帰ってくるとどうしても、奥さんが色々話したり話さなかったりすると、勝手なもの

で、聞きたいときは、「何で話してくれないの？」と思うし、話してくれたら、「そんな、どう

でもいい話、いいのにな」とか、「またそんなくだらない話か？」とか、「もうそんな話、聞き

たくないわ」とか、そういう風に思ってしまうときも、状況によってはあるわけでしょう？ 

 いつも同じ心で接して上げられているかというと、やっぱり違ってきますけれども、基本的に

女性は家で色んなことをされていることが多いですから、やっぱり自分を分かって貰いたいとい

う気持ちがありますよね。 

 男性も男性で、外で働いて、自分が疲れてるんだから、自分のことを労って欲しいなとか、自

分のことをもう一寸考えて欲しいなと思いますけれども、それはお互い、尊重し合わないと難し

いですよね。 

 どこの家庭でもそうですけれど、奥さんはご主人を理解する、尊重する、ご主人も奥様に感謝

する、尊重する、これがお互いなされてこないと、なかなか調和、完全な調和は難しいですよね。

でも先ず、相手に求めるのではなく、自分が変わっていくことです。 

 そして反省をしても、自分のカルマが消えるわけではないですよね。今までのことを一度白紙

に戻すということで、自分が反省をしたから締麗な心というか、カルマが締麗になってしまうの

ではなくて、カルマは残ってるわけです。自分の心の癖は残っているわけです。 

 ですからそれに振り回さ.れないということが必要であって、振り回されないようにするために

は、どうしたらいいかというと、勇気と努力が必要ですよね。 

 仕事場でもそうですよね。やっぱりオープンにしていくというか、身構えていると難しい部分

がある。あなたはもう、神の存在を信じられてるわけでしょう？ そうすれば、不安はないじゃ

ないですか！ 

 自分が一緒にやっているという思いがあれば、不安はなくなってくる。そして、SNTさんやYMS

さんにお話ししたように、心を裸にしていく努力を自分からしていかなければいけないですし、

相手にどう思われてるかというよりも、自分が笑顔で常に、例え無視されたようなことが続いた

としても、それに煩わされないで、いつも明るい心を発していくと、分かってくれる人は分かっ

てくれますからね。 

 従業員全員、自分と一緒に働いている人全員に認めて貰う、これはやっぱり難しいわけでしょ

う？ 色んな考え方をされる方がいらっしゃるのですから。100人いて、100人皆んなが明るく、

自分が発しているのと同じように、いう風にはいかないですからね。その部分を理解していかな

ければ。 

 その上で調和する、相手のことも、自分のこともお互いに歩み寄れるように考えていく。失敗

することも恐れないで、失敗しても、これは自分を活かせるものがあるし、「次に気をつけさせ

ていただきます。こういう点を反省してやっていきます」ということを言えばいいわけで、やっ

ぱり心のどこかに自分を守る気持ちがあるから恐い。 

 あなたは自分を捨てられたから仕事も見つかったわけですから、また自分を出していくのでは

なく、自分を捨てていくように、指針といいますか、一度は捨てたんですから、また掻き戻すの

ではなく、それをドンドン自分を捨てていくようにされていった方がいいですよね。 

 そしてもし失敗して、「こういうことになったら、ああいうことになったら」という悪いこと

を思い描かないことですよ。もし神仏と一緒に、もしあなたが信じられてたら、そんなことにな

るはずがないでしょう？ 

 あなたが一生懸命心を尽くして仕事をしてなかったら、それは別ですよ。けれどもこの仕事を

通して皆さんに、自分が今持っている愛といいますか、させていただけることを一生懸命しよう

と思って、その様な気持ちでお仕事をされているのに、変になるはずがないですからね。 

 ですからそれを信じ切って、悪い思いを出していると、それは自然に周りの人にも、心配して

いるエネルギーというのは、自分では上手くやっているつもりでも、言葉の端々とか顔の表情に

出てくるものなんですよね。 
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 不安を思わず、感謝にして、今日も一日、仕事をさせて貰える悦びと、仕事を終えたら、仕事

をさせて貰えた悦びと、それに変えて、感謝に変えていくことですよね。 

 OKMさんは、不安や心配を抱えているといいますか、まだ根っ子が心の中に残っていますけれ

ども、心配、不安は悪いことではないですよ。でも、そこに囚われを作ると、それが現実化して

いくことにもなりますからね。ですからあまりそこに思い入れをしないで、感謝して。 

 今日一日が明日を作っていくわけですよ。今の一瞬、一瞬が明日を作っているわけでしょう？ 

今、不安に思っていたら、不安の未来に続いていくわけですよね。今が感謝、悦び、感謝、悦び

で行けば、未来も感謝、悦び、感謝、悦びで繋がっていくわけですからね。 

 ですからその辺は、奥様を良く尊敬されて、奥様を見習われていくようにされたら、いいので

はないですか？ 毎日をプラスに。「奥さんはどんなことでもプラスに変えていけるな」と、そ

れを奥さんから学ばせて貰おうということで返していけば、もっと奥様にも尊敬の念が生まれる

と思います。 

 「いつも家庭を明るくして下さっている」、これだけでも、それを思うだけでも充分に、感謝

が生まれるはずなんですよ。ですから奥様を理解されて、良いところはどんどんどんどん、「あ

なたのこういうところは素晴らしいね」と言って上げることも又、いいと思いますし、「自分の

気づかないところは教えてくれたらいいよ」という風に、何でも会話できるというか、自分が一

家の中心だという思いはそれはそれで、大事なことではあるのですが、上であるならばどの位置

にも降りていける心の広さを持たなければ、上でいつも皆さんと対応しているようでは、職場で

も、地域、家庭、どこにしたって上手くいくはずはないですよね。 

 ですから心を開いて、感謝して、自分を解き放す。自分を守るんじゃなくて、解き放して行け

るようにされていかれると、もっと良くなられるのではないですかね。 

 

（YSD・TKO） 

 （一月、色々ありましたけれども、一番私にとって大きかったのは父に対する反省です。実家
で働いているときの、家を飛び出したときの反省が出来てないということで、又、胃潰瘍にして
いただきまして、それが一番大きい事件と申しますか、それを今、反省しているわけなんですが、
もう一つスッキリしないというのは、心から出来てないということなんでしょうね） 
 

 あなたは、もし反省が進まれないのであるならば、もっと良くお父さんを知ることから始めら

れたら如何ですかね。 

 お父さまがどのように生きてこられたか、どのように人生を送ってこられたかというのを、よ

ーく、自分を入れないで見ることです。例えば、YMSさんの人生を聞くように、SNTさんの人生

を聞くように、自分を入れないで、お父さんを良く理解されることを始められるといいですね。 

 それから自分の反省をするときに、自分を見ているのではなくて、YMSさんがおこなった、SNT

さんがおこなったという風に、全然自分とは関係していない人がおこなっている、自分の過去を

見ている、見られているようにしないと、なかなか反省が進みにくいですよね。感情が出てきま

すよね。 

 ですから先ず、お父さまを良く熟知されることですね。お父さまがどのような環境の中で生ま

れられて、それからどのような人生を歩いてこられてあなた方の父となり、そして今まであるの

かということを良く理解される。一人の人間を理解される。そして自分と父との接し方というか、

今まであったことを自分ではなくて、他の誰かが演じてくれているという部分で見ることですね。 

 例えばあなたがテレビを見て、一寸したドラマを見たら、「ああ、あんなことをして」とか、

「それは違うのにな」とか思うでしょう？ 主人公の男の人が例えば、勝手に家を飛び出して、

｢あゝ、追いつめたんやけど、そんなことしないで。何で姉ちゃんに相談しなかったんや」とか、

色んな思いを通してテレビを見るようになりますよね。 

 それと同じように、自分の過去に自分がしてきたことだと思うのではなく、自分ではなく、他

の人が演じてるように、テレビを見るようにして、順番に見ていって反省されることですね。 

 そして正しい物差しで、いま私はテレビを見たときのあなたの感情でお話ししましたけれども、

そうではなくて、法に照らし合わせてみて、これはどうなのかということを反省されるというこ
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とですよね。正しく反省される。 

 姉ちゃんに相談すれば良かったのにというのは、テレビを見て自分の判断でやっていることで

あって、これは正しい反省ではないわけですから、それを見た上で正しく反省する、そこに自分

が入れば、「いや、でも、あの時は父が」「いや、僕のやり方もあれで良かったと思える」とか、

そういう風に変わってきますけれども、YSDさんではなく、他の誰かが演じてくれているのを見

たら、「ああ、あそこで、ああいう風に自分は一寸間違えたよな」と思いますよね。 

 お父さんという人を理解して上げないと、本当のお父さんは見えてこないわけでしょう？ 「あ

の父の姿だったらそうせざるを得ないね。ああいう言い方しかできないね」とか、そういう部分

は見えてこないわけです。自分だったらこうするという思いで見てしまったら、それは反省とい

うか、正しいものは見えてこないですよね。 

 お父さんを理解する。それが分からなかったら、お母さんに聞いてみるとか、兄妹に聞いてみ

るとか、本人に聞いてみるとかされて、「うん、成る程ね」と自分が思えるぐらいまで聞いてみ

たら如何ですか？ その上で、反省をされてみる、その様にされてみては如何ですか？ 

 まあ、とてもいい状態になってきていますよね。努力も大きくなってきていますし、自力の力

も起きてきていますから、その調子で頑張っていって下さい。楽しみにしています。 

 後、YSDさんは今、心の底から丸山さんを尊敬されてますよね。その部分があなたの大きい作

用としてこれからもプラスに行かれると思いますよ。自分がこの人と決めたら、とことん尊敬し

て、信じ切っていかないと、なかなか難しいものがありますからね。 

 その部分ではあなたは大きいと思いますし、疑わないでドンドン実践されて行かれることです

ね。頑張って下さい。 

 それから、手を休めないことですよ。 

 

（YSD・CHZ） 

 （毎日夢の中で､過去の体験、人物を通して、自分自身の心を振り返る機会をいただけ、感謝し
ています。一つ一つ修正するところはたくさんありますが、今大きくあるのは二つです。 
一つ目、人に流されないこと。人に拘らないこと。人に囚われないこと。 
二つ目、これも囚われですが、善に囚われないこと。 
大分、歪みを作っている。心の不満や愚痴を思うのは、私の場合、この二つから来ていること

が分かりました。これはやはり、幼いときの両親の影響が大きく、もっと両親への反省と理解を
深め、自分を心から愛せるようになることが大切と思わせていただきました。 
 又、ご著書の中に、善に囚われると四角四面になると触れられており、自分だと思いました。
分からないことはともかくとして、分かったと、知識であったとしても、実践されない場合まで、
人に厳しくなってしまい勝ちです。特に主人には知らず知らずの内に力が入ってそう思い勝ちな
ところがあり、主人の立場で考え、言わせていただくというのが難しくなる私がいます。 
 主人は以前とは随分変わりました。自分を正当化することも少なくなり、悪いと思えばどんな
方にも電話を差し上げて、すぐお詫びをしたり、感謝の心も膨らんでいっているのがよく分かり
ます。 
 私はそんな主人を尊敬する気持ちと、「もっと何々したらよくなるのに」という思いもありま
す。知らず知らずに口を挟み、傷つけていたと思います。 
 人に囚われない、流されない、人それぞれの今生の成長のあり方、転生輪廻のあり方で、皆、
過程は違うと思ったら、人の仰って下さることは有り難うと受け取り、聞いて治められないこと
も、目に入って色々思うことも、流せるように、囚われないようになりました。 
 結局、神への道のりは、正法は、自分次第、一切は自分と、少しは今の心の次元で分からせて
いただきました。 
 又、自分の肉体から叱られました。お風呂で一日の感謝を神仏様にお祈りさせていただき、順
番に肉体細胞､組織さんにも言っていると、「もっと我々のことを考えて欲しい。働かせ過ぎだ。
ストライキをやりたいぐらいだ」と言われ、驚いてしまいました。 
そして「我々の仕事は、健康な肉体の維持のために働くことですが、その糧となるのはあなた

の愛念、つまり神仏の御心に適う心です」と言われ、「マイナス的エネルギーはそれに応じて腐
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ったパンや米をあなたがいただいているようなのと同じです。これは一番ひどく、美味しくない
食事をいただいていたり、安い賃金で馬車馬の如くこき使われているのと同じで、我々も不満が
たまり、仕事が滞るようなことになるのだ。もっと考えて欲しい」と言われました。 
 規則正しい食生活と食事のバランス、食するものの時間を考え直すようにします） 
 

 色々と課題を自分で見つけられ、良かったですね。 

 心と肉体の調和というのは皆さんどなたでも出来ているかと言えば､そうではないですよね。ご

自分の肉体、諸器官のことももっと感謝して、そして自分が今生、この生を終わるまで、活躍し

て貰わないといけないですからね。 

 皆さん、社長さんなんですから、もっと肉体が十分働いて下さるように、采配を振るえるよう

になっていただけたらと思うんですけどね。 

 やっぱり、肉体は自分のものだと思ってますからね。知らず知らずに思ってますから、食べる

ものにも、飲み物にも、食べる時間も何でも自由と思ってしまうでしょう？ 

 でもやっぱり、それぞれの諸器官といいますか、肉体細胞も、皆さん、一つ一つ生きているん

ですね。そして常に皆さんのエネルギーといいますか、それをいただいて元気に活躍したり、そ

うでなくなったりするわけです。そのエネルギーの充電といいますか、いただくのは自分の愛念

の思いじゃないですか。 

肉体も、神仏から与えられた、いただいたものでしょう？ ということは、神仏の思いとずれ

たらやっぱり、壊れるということですよね。 

 そうすると常に自分が充電するといいますか、愛念を送る、いい思いを出していると、ドンド

ンドンドン働きも多くなりますけれど、そうでなかったら難しい部分がありますよね。 

 かと言って、愛念だけ出していれば、じゃあ自由に際限なくといっても、肉体は物質ですから、

限界があります。夜も寝ないで反省しても大丈夫になったんだと言っても、それぞれ皆、充電時

間というのは違うんですよね。 

 いただく上からのエネルギー、自分が出しているエネルギー、元々の毎日の食事のバランスに

よって違ってくるわけです。例えば、6時間寝ないと持たないという人が2時間、3時間だけだっ

たら無理がたたってきて、なんで反省もちゃんとやって神仏のお祈りもちゃんとしてるよといっ

ても、自分の肉体細胞は、これまでの生活習慣の癖もありますから、急にそうやり始めても、し

んどい部分があるわけです。 

 ですから身体のことを労る、身体の立場に立って考えることを、やはり酷使するとしんどいで

すよね。肉体も、神仏からエネルギーをいただき、皆さんから愛念をいただいていても、限界は

限界としてあるわけですから、物質ですからね、やっぱり大切にしなければいけないですね。か

といって大切にしすぎる、過保護にしすぎても、困るんですけどね。 

 3食、時間を決めて食べる。なるべく間食はしないように気をつける。毎日間食ばかりしてい

ると、諸器官も崩れますよね。 

 皆さんがお仕事をなさっているのと同じように、各細胞、諸器官もお仕事をなさっているわけ

ですから、休憩時間も必要ですし、どうしたら待遇良<働いてくれるかですよね。 

 「こんな環境で働かせていただけるのなら、いくらでも働いて上げるわ」と思ってくれるよう

な環境といいますか、身体の体調を整えるといいますか、愛念だけもってても、運動も適度にし

ないと身体も硬直してきますし、諸器官だけでなく、筋肉ですとか筋ですとかも神経が通ってい

るわけですから、座りっぱなしだったら神経の通りも悪くなってきますし、歩くことも必要だっ

たり、それぞれ適度に必要なわけです。睡眠も必要であれば、バランスのいい食事も必要ですし、

体を動かすということも必要ですよね。 

 ですから身体の方に、順調に働いていただくとなったらどういう風に采配を振るえばいいかと

いうことをご自身も検討されていく、そしてやっぱり感謝の心を持つ。 

 歯を磨かれるときは歯に感謝をする。風呂に入って身体を洗われるときは、その部分に感謝を

しながら洗わせていただくとか、夜寝る前には神仏や守護・指導霊と同じように肉体にも、「今

日も一日、働いて下さって有り難う。ご苦労様。まだ、私は寝ててもお仕事を続けられると思い

ますが宜しくお願いします」、このような気持ちで休ませていただくといいますか、常に労りを
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持つといいますか、そうしますと、自分の欲といいますか、それが出てくることも少なくなって

きます。 

 例えばお腹いっぱい食べた後に、よそ様から美味しいお菓子をいただいたら、「お腹はいっぱ

いだけど、一つ食べたい」と思って、無理に食べてしまうことも減ってくるといいますか、出来

なくなってきますよね。 

 分かってくると出来ないことってあるんですけれど、皆さん、分からないから過ちをしてしま

うわけです。ですから自分で理解されて、分かられたら、自然にしなくなって来るんですね。そ

うしますと肉体細胞たちも、皆さんの心磨きにも益々協力して下さるようになってくるわけです。

常に健康なんですから、「ああ、肩が重いわ」「頭が一寸痛い」「手がだるい」とか、そういう

部分が減ってくるわけですからね。 

 皆さん、報恩報恩といってもなかなか難しいでしょう？ 例えば人様にりんごを貰ったとか蜜

柑を貰ったとかした場合は、何かお返しをさせていただこうと、自分の持っている物をお返しす

ることは出来ますが、なかなか主にはそういうことは難しいですよね。 

 していただくばっかりで、報恩という形は自分の行為ですることになってくるわけですけれど、

一つの形として、「心行を拝読して、感謝でお渡しする」ということは、報恩といいますか、皆

さまが品物でお返しするということと同じですよね。 

 当然、こちらは心がこもっていないことには意味がないことなんですけれども、そういう意味

においても、皆さんで唱和できたらと、又、機会があったらそういう風にしていきたいと思うん

ですけれどね。 

 皆さんそれぞれ、人と比べるのではなく、自分が如何に自分の心を取り戻すか、本来の自分を

取り戻すか、自分の確立をしていくかということですよね。 

 

 それから今日CHZさんが､「自分のご両親を讃える話をされたらいいですよ」という話を丸山

さんからされたという話をされていましたが、皆さんも、ご自分のご両親、双方のご自分のご両

親、伴侶、子供たちを褒め称えられるようなぐらいに気持ちを持っていける、心の底からですよ。 

 自分の妻は何て素晴らしいんだ。自分の夫は何て素晴らしいんだろう。自分の両親は何て素晴

らしいんだろうと、心の底から思えるように。 

 感謝しなさい、感謝しなさい、そういう風に思いなさいといっても、それは難しいでしょう？ 

ですから声に出して言ってみるのもいいですよね。「あなたのこういうところが素晴らしいよね」、

「こういうところで救われたよね」とか、それを奥様に話をする、ご主人に話をする、お子さま

に話をする。 

 私の父と母は「こうこうこうでね、それは苦労して私たちを育ててくれたんよ。私はそれにと

ても感謝しているし、お爺ちゃん、お婆ちゃんはやっぱり素晴らしかったと思うんよね」「あな

たのお父さん、お母さんはやっぱり素晴らしいと思うんよね」と、そういう風に言えるように、

心の底から言えるように、他の人にも、自分の家族にも、皆さんに、自分の両親、伴侶の方を誉

めて讃えられるように、お話しできるように、そこまでいかれるようになったとき、本当にお子

さま、ご両親に対して囚われなく、感謝の気持ちだけがあるということですよね。 

 その様に一つ一つお話しをされてみるといいますか、そういうことも実践されてみてはどうか

なと思いますね。 

 

 

【2003-10/19】 
 ご主人様、奥様と話をするときは必ず笑顔でとか、何か一つ心掛けて、奥様、ご主人様、お子

さまと会話してみるのも一つの自分のバロメーターといいますか、なって行かれるのではないか

なと思います。 

 

（YMS・KNH） 

 （いつも有り難うございます｡一つは天上の方が言っていただきました、こ著書だけじゃなくて、
ひかり誌も何度も読み返しなさい、最低月に5回読み返しなさいというようなことを言われまし
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て、実は5回までは及ばないんですが、先月から4回読み返すようなことをさせていただきました
ら、3回目、4回目で、「ウワー、こんなことが書いてあったんか、というようなことが分かるよ
うになりまして、ご著書同様、ひかり誌もそういう風な深いものがあるんだというのを実感させ
ていただきまして、大変有り難く思っております。 
 もう一件は今、もうエホバ様、色々言っていただいたんですけれど、自分の家内とのこと、会
社の同僚たちとの間で、自分の心の中に溜め込んだものが色々湧き出てきまして、「ああ、こう
いう思いを持ってたんか」というようなことが最近、大分見えてきまして、全部その根源にたど
り着くことは出来てないんですけれども、その内の一つ二つが、何度も同じようなことが出てき
まして、どうしてなんだろうということで見つめていきますと、「ああ、これか」という思いに
たどり着くことも出てきまして、こういう風な形で自分の心の中の掃除というか、明るくしてい
くということをしていけばいいんかな、という風に思わせていただきました） 
 

 YMSさんも何年も生活をされまして、奥さんの性格は分かっていると思う部分もあると思うん

ですけれど、夫婦というのは何年経っても、こういう所があったのかという部分もあると思うん

ですよね。 

 まあ、お互い気持ちが慣れてくるところまであなたたちが時を積み重ねてこられたのは良かっ

たですね。夫婦でもある程度の緊張は必要なんですが、いままでは奥様は遠慮といいますか、緊

張されていたのはやっぱり、ご自分の非と言いますか、自分を追い込んでた部分や、色んなYMS

さんやお子さんたちに対する自分の過失といいますか、負い目といいますか、それをずっと持っ

て小さくなっておられたわけです。 

 それが矢っ張り、「主人にも許されてるんだな。許して貰ってるんだな」ってことが分かって

きたから、本来の自分を出せるようになってこられたわけですからね。 

 ですからYMSさんが奥様に引っかかりを持たれるようになられたということは、「あゝ、奥様

は気を許してくれたということだな」という悦びの一つでもありますよね。 

 ですからそれに感謝の気持ちを持たれて、いつも奥様に、言葉に出してですよ、先ずは3点？

でもかまいませんから必ず声に出して、「あなたのこういうところがいいですね」とか、「あな

たのこういうところが素晴らしいね」とか、そういう風にして「有り難う」という感謝の言葉を

添えて贈られてみることからされてみては如何でしょうか？ 

 そうすれば益々奥様も、「こういう風に思って下さってたのね」という部分も出てきますし、

夫婦というのはどうしても「自分もこれだけしているんだから、相手もこれだけしてくれて当然」

とか、どこかで見返りとか対等とか、そういう気持ちが出てくるわけですけれども、どちらかが

変わっていかない限りは、相手の方は難しいですよね。 

 奥様は奥様の心の世界といいますか、それがありますから、それを自分は正法を勉強されたり

心を勉強されてるから、色んなことが分かってきたり出来るのであって、全くそれをしたら自分

の立場が不利になるんじゃないかとか、そういう風に考える方も見受けられますけれど、そうい

う部分は関係ないわけです。 

 又それによって相手の方が、「夫(妻）はそういう風に思ってくれてたのか」とか、「それなの

に私は感謝がないな」と、そういう風に変わっていく部分も出て来るんですよね。 

 矢っ張り人間である以上は、テレパシーが通じる世界であったら別ですよ、でも「こういうと

ころが私は引っかかるわ」、「こういうところが嬉しかったわ」と、それを声に出さないと自分

の中にしまって感謝したり、ご免ねと思っている、これではなかなか通じないですよね。 

 自分がさり気なくしたことでも「有り難う」と言われたら、「まあ、そんなに悦んでくれて、

こちらこそ」という風に、人間として心ある人ならば、必ず受け答えてくるわけでしょう？ 

 しかし人間は、不満が出てきたり、言うのが照れくさいとかで、相手になかなか伝わらないわ

けですよね。何でも言葉の掛け合いから生まれてくるわけです。 

 何でも感謝に変えていく、例えば胸のマークが洗濯のしすぎでボロボロになったとしても、「う

ちの奥さんは、このマークが消えるほど、僕のこのシャツを愛情かけて洗ってくれているんだな。

僕に対する愛情の印なんだな」と思うと、自分も悦びになるし、奥さんにも良い循環が行くわけ

です。 
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 奥様も一人の人間ですから、良いところも悪いところも持っているわけです。ですから奥様の

良いところ、子供たちの良いところが見つかったら、「こういうところが素晴らしいな」と思っ

たら、遠慮なくそれを声にかけることですね。 

 そして又、どうしてもここは直して欲しいなとか、一寸耐えられないなとか思うところは、「一

生懸命やってくれていて悪いんだけど」とか、智恵を使って言うようにするといいですね。 

 それからひかり誌を一生懸命読んで下さることによって、ドンドンドンドン自分に貰われるも

のが大きくなっていかれると思うんですよね。 

 先ずは4回ぐらいから、そしてもっともっと幅を縮められていくことが出来たら、それが普通

になってきたら、回数を増やされても良いかもしれないですね。 

 

（SAT・KN子） 

 （いつも有り難うございます。こないだオブザーバーとして丸山先生の所に行かせていただい
て、皆さまの熱意と、先生の素晴らしさを、目の前で見せていただいて有り難いなと思わせてい
ただきました。 
 それから、身体の調子が悪かつたりしましたので、太陽さんとお話しさせていただくという機
会があったんですね。その時、色んな方のご助力も得て、自然の素晴らしさも実感できました。 
 それから、主人が無事に手術が終わりましたし、皆さんに祈っていただいていることに対する
感謝の気持ちも分からせていただいたし、もうすぐ退院もでき順調にきていると、私は見守られ
ている、幸せだなーと思わせていただいています） 
 

 SNTさんは悦びをしっかりと根づかせていかれているのではないですか？ 皆さん、この人生

で色んな悦びを持たれたと思うんですけれども、法を通した悦びでないものは崩されていくんで

すよね。同じ悦びを持てないんです。 

 家族で食事をした悦び、子供の頃の悦び、躍動感は、思い出すことはあっても、その悦びをも

う一度持つことは出来ないですよね。ところが正法を通しての悦びは、増えるんですよ。 

 ドンドンドンドンこれが大きくなってくるというか、逆に一つ種を蒔いてその悦びが心からの

もの、神縁に触れたものであるならば、ドンドンそれが大きくなってくる、悦びが絶えないとい

うか、そうすると、どんなことにも生かされているということが一つ分かると、何もかも有り難

うという気持ちになってきます。 

 良いことも有り難う、悪いことも、これが自分を変えてくれるきっかけになって有り難うと思

うと、全てが悦びになって、湧き水のように増えて悦びになってくる。ですから丸山さんのひか

り誌では、「よろこび」という字も違う字を書かれていますね。あの悦びという字は、心が泉か

ら湧き出るような、尽き果てることがないという意味の文字を使われているわけです。 

 一般の喜びは、その一瞬一瞬は大きい喜びですけど、一ヶ月経ったら、「あの時は楽しかった

な」となりますけれど、その時を思い起こしてぐーつと来る喜びは、その最中の喜びとは全く違

いますよね。もうその喜びはドンドン風化していってるということです。 

 それがSNTさんにすると、この前の初めての学修会に参加した日、これが今後、正法を学んで

いってドンドンドンドン悦びになってくると、その日は決して忘れられない一日として刻印され

ていく、いつもその時のことを思い出したら、これから正法をやっていくに当たって、揺れてい

くときも出てきますからね、その時にその原点を、10月の学修会のことを思い出したらまた、「こ

う、グーッと熱くなってくる」というか、そういう風になってこられたら本物になってきてるわ

けですからね。 

 ですからご自分でも悦びに変えられている、ドンドンドンドン悦びの種を大きくされていかれ

てることはとても素晴らしいことだと思いますよ。今の熱い心を大切にされて、太陽に向かって

おられるということですから、太陽に向かって自分の心の中のことをお話しされるだけでも随分、

神仏と通っている時間になってきますからね。 

 

（GB・MT子） 

 （最近は体調を崩し、考えすぎて動けない部分とか、精神的な部分が体調に出てくるのかなと
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いうのがありまして、自分で自分をがんじがらめにしている、動けないでいるというのを少しず
つ変えていけるようにならないといけないなと。 
 それから家族が自分のペースで動いており、会話が少ないというのがあり、少しでも多くして
いかないと家庭の調和が出来にくい部分があるなと感じています。そこらをどうにかしていこう
かなと思っています） 
 

 そうですよ。考え過ぎと仰ってますが、どういう部分を考えすぎておられるか、分かられます

か？ 

 

(周りの状況に囚われすぎて、本当は動きたいんだけれど動けない部分があって、自分の中のジ
レンマで、そういう風に考えすぎてしまうんだろうな、と。それはまた、以前からの癖というも
のがあると思うんですけれども） 
 

 今もMT子さんのお話しには、具体的にどの部分がこうという話が余りないですよね。ただこう

考えすぎ、考えすぎ。どういうところを考えすぎているのか、そういう部分をご自分でお話しさ

れていかないと、自分の中では分かっているかもしれないですけれども、自分で声に出して聞く

ことによっても違ってきます。 

 ですから少しずつでも心の声を言葉に出してお話しされていかないと、自分で不安がっている

のか、愚痴になっているのか、相手を謀っている気持ちになっているのか、それとも自分自身を

卑下している気持ちなのか。 

 一番は先ずご主人と対話をされていく、人に話をするということは、自分の中の整理をするた

めに凄く良いことなんですよね。 

 先ず、対話ですね、MT子さんの場合は。ご自分との対話、ご主人との対話、それから皆さんと

の対話、これを心からすることを先ず、心掛けていくことですね。お話しはされてますけれど、

その本質をお話しされていくことが、MT子さんの解決の鍵になるのではないでしょうか。 

 この一瞬一瞬の積み重ねが未来を創っているわけですから、この今の一点に集約されているわ

けです。この今の一点を光に変えていくからこそ、次も循環して光に変えていく。今、迷い、不

安、心配、それがあれば必ず、それを引き寄せて、同じことになります。同じことがズッとズッ

と巡っていくだけです。それではご自分の心が救われないばかりか、自分の周りの人も同じよう

になってしまうでしょう？ 

 ですからこの今の一瞬を変えるという事は、自分の心の思いを変えていく、変えていくのはな

かなか難しい、そしたらどういう風に変えていくことが可能か、そこで自分はいつも、どういう

風にいつも思っているのか、どういう風な心を持っているのか？ 

 例えばご主人のことをどう思っているか、ご主人はどういう人ですかと人から聞かれたとき、

「ああ、主人はこういう人ですね。ああいう部分もありますね」、それがあなたの思いでもある

わけでしょう？ 

 また、ご自分のセールスポイントはどうですかと聞かれたら、「ああ、私はこういうところが

良いところです。こういう欠点もあります」、それを言うのが自分の思いを見た自分であるわけ

です。 

 そのひとつ一つを見ていくようにして、「それならここを変えていこう。それならここの良い

ところを伸ばしていこう」、そういう風に自分で気づいていかなければいけませんね。 

 気持ちをしっかりと持たれることですよ。自分が何をしたいかということを、正しくしっかり

持って下さい。いつも明るい心、明るい笑顔を意識して、一秒一秒、大切に過ごされていくよう

になったらいいのではないですか？ 

 

（YSD・CHZ） 

 （いつも限りない大きな愛を有り難うございます。人は鏡という意味が以前より深く分からせ
ていただくことが出来ました。どんな人でもいて下さる、存在して下さる、お陰様で私の心の中
のあらゆる面を点検し、修正できる有り難いことだと心から思えるようになってきました。 
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 そうするとイヤだと思っていた方のことが少しずつ感謝に変わり、心から祈れるように変わっ
ていくことが出来てくるようになりました。前より心に幅が広がって嬉しいです。 
 主人の胃潰瘍からも様々な気づきをいただけ、感謝しています。本当に主人が病気になってく
れる役をしてくれるまで、私は心から分からないのかと情けなくなります。 
 正法を学んでいるのに何故胃潰傷にという情けない愚かな気持ち、これこそ神仏様を冒涜し、
驕った気持ち、心でありました。自力でなく、他力でありました。 
 そしてまだ心には、法ではなく、今までの見聞からの思いこみが抜けていないことに気づかさ
れました。神仏様に心からお詫び申し上げます。申し訳ありません。また、神仏様、丸山先生、
主人、両親、周りの人に心から感謝いたします。 
 主人は胃が痛いとき、なかなか言い出せず、気を使っており、それが主人の優しさなのでしょ
うが、気づいてあげられず、逆にはっきり言ってくれないと分からないのに、などと愚痴ってい
た自分がありました。 
 それでも一日も仕事を休まず、家のこと会社のことを考えて仕事をしてくれた主人に、私は感
謝100％、いえ、それ以上の感謝を持てなかったこと、あらゆる面で心の狭さ、身勝手さを分か
らせていただいています。 
 いつの間にか主人や創咲は私の一部になっており、離して見ること、もっと尊重していかなけ
ればいけないなと思います。家族にも甘えがまだまだあります。家族にも、他の人と何じょうに、
一人一人として接していかなければと思います） 
 

 どの家庭でも、ご主人の素晴らしいところ、奥様の素晴らしいところを気づいた方から歩み寄

って、毎日どれだけ自分が相手の方に、子供たちに対して、ご主人様、奥様に対して、どれだけ

の気持ちを心から言葉に出して言えるかということを先ず、自分で点検されてみられたらどうで

しょうか？ 

 矢っ張りなかなか言えない。それも毎日毎日になるとなかなか続いていかないような所もあり

ますが、意識して心から毎日、有り難うと言えるといいですね。心から思っていても、相手には

届かないんですよね。思っているだけでは届かないんです。言葉にして初めて、「エッ、そんな

こと思っててくれたの？」という風に思うわけです。 

 「勝手なこと、してるかもしれないな」と相手は、もしかすると思っているかもしれないわけ

です。「こんなこと、いちいち言わなくても」と思うかもしれないですけれども、それを声に出

して言う。自分もこう、悦びになる。相手も満たされる。夫婦の中でも正しく言葉をかける。正

しくとは、相手も自分も悦びになる言葉ということですよね。 

 先ず、感謝の気持ちから少しずつ始めていく。声をかけていかれるところから始めていかれる

といいですね。そうすると、「そんなことに感動してくれてたんやね。そんなことの悦び、感謝

をしてくれてたんね」と。 

 最初は、「何や、急に、気持ち悪い、改まって」とか、そういうことを言われたとしても、そ

れを言われた方は、悪い気はしないわけですよ。「あゝ、そういう風に思ってくれてるんやな」

と、段々気持ちも変わってくるし、自分が何よりも嬉しい、自分を再発見することにもなるわけ

です。 

 例えば、「自分の奥さんは何て毎日、美味しいものを食べさせてくれるんだろう。毎日、美味

しいものを食べさせてくれて有り難う。今まで当たり前と思っていたけど、いつもいつも、考え

たらどこで食べるご飯より、家で食べるご飯が一番美味しいよね」と。それを言われると奥さん

も、「エッ、そういう風に思っていてくれたの？」と思うし、自分もそれを再確認するわけです。 

 感謝は言葉にして初めて、相手の心の花を咲かせるもので、種だけいくら持っていても、相手

の心に花を咲かせることは出来ません。一つの花でもいいですから、それを確実に咲かせるよう

にして下さい。 

 そして矢っ張り、夫婦というのは会話ですからね。会話をしっかりされて、悦びの種を植える

といいますか、蒔くといいますか、中心になってされるということをされていただきたいと思い

ます。ご自分の置かれている状況で、出来る範囲で、出来ることを精一杯させていただける悦び

を、大きくすることをしていただきたいですね。 
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 それからYSDさんの胃潰傷ですけれど、精神的ストレスというのも確かにあるかもしれないで

すけれども、生活の不調和、ご自身でも気づかれていると思いますが、遅い時間に飲食をすると

いうのは、本当に胃腸に負担がかかります。胃の方も負担がかかっている上に、思いが影響して

きますと、現象として現れやすくなるところもありますからね。 

 肉体細胞、諸器官に、今も進んで反省されていると思うんですけれど、もっともっと許して下

さるまで、痛みが来るときに謝ってお願いする、また、痛みを感じないときでも、自分が胃のこ

とを感じたり腸のことを感じたりすると、お話しをすると良いですね。 

 そして皆さん、腰が痛いとか肩が重いとか言ってますけれど、どこか身体の不調和が出てきた

ら、そこの部分が悪いだけでなく、その部分をかばうために、他の部分が無理をしているところ

も出てくるわけです。 

 ですから肩だけではなく、他の部分にもやっぱり気を使ってあげる、言葉を、ねぎらいをかけ

てあげるとかして差し上げないと、なかなか難しいですよね。肉体にも、もっともっと感謝をさ

れていかれると良いのではないかなと思います。 

 心の調和は意識してされておられる方でも、肉体の調和となると、一寸手を抜いてしまい勝ち

な部分もあります。食事に気をつけるだけではなくて、規則正しい生活をしているかどうかだと

か、姿勢なんかもそうですよね。なるべく猫背にならないようにとか、自分で意識してされてい

かれるように持っていかないと難しいですね。 

 ご自分の身体も借り物ですから、その身体あってこその、この肉体修行といいますか、研磨と

いいますか、この世の学びになるわけですから、肉体をもっと大事にされていかないと、運動も

程々にしないといけないですし、心に応じては睡眠も充分に取らないと、持たないという部分も

あるでしょうし、肉体細胞も今までの生活パターンを覚えているわけです。 

 こういう思いを持つと胃が痛くなるということを一回インプットされると、そういう思いばっ

かり発していると、確実にその様に動いてくれるんです。また同じような使い方、重たいものを

持つと肩が張り、膝が痛い､そういう風なのを身体が覚えるとまた同じようになる。身体は忠実な

部下なわけです。 

 しかし無理をしすぎるとクレームが来ますから、もうこれ以上出来ないとなった時に故障が起

こるわけです。ですからどこか悪いところが出たら、肉体からのクレームが出てるわけです。も

っと気を遣ってくれよ、俺たちは文句があるぞというようなことです。 

 思いも良い思いで循環する。肉体も気を遣って上げる。そうすると肉体も気持ちよく働いてく

れるわけですけれども、負担をかけるようなこと、思い方が悪くてもいけないことになるわけで

す。 

 皆さんの肉体を見ていますと、悲鳴を上げている方が多いように思いますので、もっともっと

言葉を優しくかけて、感謝の気持ちを持たれていかれるようにされてみては如何でしょうか？ 

 親が用事をしている場合、一緒に遊んでと子供が言ってくる場合、手を休めて行って上げると

良いんですけれども、「これが終わるまで待ってくれる？」とか、「一寸待ってね」と、ついつ

いしてしまい勝ちになります。 

 そうすると今度は子供も同じように、お父さんお母さんが「話があるから一寸来てくれない」

と声をかけても、「これ、してから」とか、「後で行く」という言葉も、親をまねて出るように

もなってきたりします。 

 心の本質、実態が見えないものですから、その後で風呂にでも一緒に入れば、子供は癒されて

いると思うかもしれないですけれども、子供は少しずつ、少しずつなんですよね、愛情にしても

このような態度にしても、少しずつ少しずつ蓄積されていくんですよね。 

 親だけでなく、周りの人に一杯一杯愛されて育った子供は、本当に順調に育っていきますけれ

ども、愛情が不足してくるとどうしても、子供の頃から寂しいとか辛いとか、いつも一人ぼっち

で寂しいなと、そういう風にずっと育っていきますので、そうしますと親さえ心を開いてくれな

いのに、他人が開いてくれるのかという風にもなってきますしね。 

 そういう部分が影響してくる、親に話せないというか、ツーカーで話せない子供は矢っ張り、

他人ともツーカーでは話せないですよね。どうしても、これは人には言えるけれど、これは言え

ないとか、そういう風にもなってくるわけです。 
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 ですから三つまでが一番の基礎になるわけですけれど、次は五歳だとか八歳だとか、また段階

があるわけです。 

 だからといって、「じゃあ、自分は今まで充分な愛情を与えていたんだろうか？ 夫婦の調和

もちゃんと出来ていなかったような気がする」と思っても、今からでも充分修正は出来ますから、

「今、こうしよう」と思った時が、いつでも変えていける時ですからね。 

 そしてこれから、これから自分が出会われる小さなお子さん、自分が関わるお子さんに触れ合

う機会があれば、その時にまた、ご自分が出来ることをさせていただくと良いですね。 

 また、奥様が勤めに出ますと、こなしていることはこなしていますが、心の方ではお子さんに

向く機会が少なくなります。仕事をしているから、その分、家に帰ってきたら家事もして、もう

余裕がそんなにありませんから、そうするとお子さんは、お母さんの背中をいつも見ている感じ

になるわけです。 

 いつも一人で遊んで、まあ、お母さんが手が空いたから、「じゃあ、あなた、一緒に遊びまし

ょうか？」という風になりますけれど、お母さんもテレビも見たいし、雑誌も読みたい、お父さ

んとも会話したいという風になると、矢っ張りお子さんに使われる時間は少なくなってきます。 

 それぞれの経済情勢とか色々ありますから、そうは言ってもということになり勝ちなんですけ

れど、基本はそうされた方が、お子さんの心を上手く、丸く、大きく、豊かにするには、それが

一番良いんですよね。 

 また、悪いことは悪いとキッチリ教えないとダメですよ。何でもかんでも良いでは、これは済

まされないわけですけれども、いけないことはいけないとハッキリ教えて、甘えるところは思い

っきり甘えさせて上げる心の拠り所をいつも与えてあげないと、子供は「これは自分で解決しな

いと」「これは親に話せるけど、これは話せないな」とか、小さい頃からそういう風に心を萎縮

させてしまっていると、気持ちも大らかにというというわけには、「人がどう思っているか？」

気になる子になるとかいうことになってしまいます。 

 それぐらい、親の愛情というのは大事だということです、子供の生きる源になっているわけで

すから。親は子供にとって、神と同じなんです。 

 子供はこの世の中に何も分からないわけですから、頼る術は親だけです。愛を貰うのも、すべ

てが親になるわけです。 

 そういう意味で自分も、「お母さんに対して寂しいという思いを持ってたな」「お父さんにも

っと、こうしてほしいと思ってたな」「お父さんのこういうところが嫌だった」「お母さんのこ

ういうところが嫌だった」、その引っ掛かりが自分の歪みを作っている部分もあるわけです。 

 

 

【2003-11/15】 
 いくら仲が良くても、いくら思いを相手に持っていても、相手の思い、相手の求めというもの

はその方のものですから、お互い違う道を行きながら、その方のことを祈ってあげるという、そ

の道で繋がっていくしかないですね。 

 皆さんもGBさんからいただいたもの、たくさんあると思うんですけれども、お返ししていかな

ければいけませんね。GBさん自身に、要らないものは要らないものと整理して、お返ししていか

ないといけないものもありますよね。 

  

 丸山さんの所では、皆さん気持ちが本当に正法っていう気持ちで来られてますから、軽い気持

ちで行く人はみんな、周りのエネルギーで弾かれてしまう所があります。 

 自分の今の心の状態はどうかというそういうことではなく、自分が真剣に法を求めてやりたい

と言われる方であるならば、溶け込んで行かれると思うんですけれども、法の求めが少ない、若

しくは一寸覗いてみようかなという気持ちで出席する人は、必ずといって合わないようになって

いきます。 

 ですから必要なのは心であって、レベルだとか成長だとか、そういうものではないわけです。

どれだけ頭のいい人でも、学ぶという意識が、勉強しようという気持ちがなかったら、そこでス

トップしてしまう。でも自分はこれしかできないけれども、これを本当にやりたいんだという人
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は、コツコツ努力していきますから、かないませんよね。 

 いくら素質で、その人の個性で、過去からのもので、頭の集中がいい、知識の吸収がいい、頭

の回転が早いという方であっても、いろいろと学びをしたり、勉強しない限り、それ以上のもの

は自分についてこないわけです。 

 ところが実力がないといっても、コツコツ努力している人、一生勉強しても構わないから、と

にかくやりたいんだという熱い思いを持ってる人には、本当にやりたいという人は努力も惜しま

ないですから、その方にはやっぱりかなわないことになってきますよね。 

 ですからその思いですよね。熱すぎても良くないわけですけれども、これをやりたいっていう

気持ちがあれば、その中で自分がどういう風にやっていけばいいのかなっていうことも考えます

し、自分をどういう風に磨いていったらいいのかなということも考えていきますし、自分の努力

もしていきますよね。 

 参考にするのではなく、やっぱり実践していくことを為されるようになりますよね。参考にし

ている内は、それほど熱い気持ちではないということにもなってきますよね。 

 それはまあ、その人の意識の段階にあっても色々あるわけですから、それがいけないというこ

とでもないんですけれども、その人の心の状況によっても色々変わってくるわけです。 

 貰う側も変わってくるし、丸山さんにしても、私にしても、目の前の方に何をお話しすれば一

番良いのかということを考えて、お話しさせてはいただいているんですけれど、必ずしも私が100

をお渡ししたからといって、相手が100を受け取って下さるということはないわけですよね。で

すから、それはいただいた相手のものということになってしまいますね。 

 ただ皆さん、違う道を選んだ方に対しても、感謝というお礼の気持ちと、その方を思い出した

時にはお祈りをさせていただくという気持ちと、両方を持ち合わせていかれたらいいと思います。 

 例えばGBさんにしても、頂いたものは頂いたもので、有り難いなと思うものもあるでしょうし、

この部分は要らないと思う部分もあるかも知れませんけれども、関わっていただいたことは、感

謝としてお返しして差し上げるといいですね。 

 それ以上、あの人は何やってるんだろうかと思うこと自体がもう、引っ張られていくというこ

とですから、そこを切り替えていかれた方が、自分の心を毒さないことになりますし、思い煩う

こともないわけですし、相手の方を生かすことにもなります。 

 OKMさんに対しても、MT子さんに対しても、そうしていかれたらいいのではないかと思いま

す。 

 

（YMS・KNH） 

 （いつも有り難うございます。今月は、丸山先生に書いたレポートの件で、学修会に参加でき
なくなってしまいまして、私は私なりに、一時はパニックにまで陥った感覚はあるんですけれど、
自分の今のレベルなんだろうということで、高橋信次先生のご著書を真剣に読ませていただくこ
とによって、法を自分の中にきちんと根づかせるということが先決なんだろうということで心に
決めまして、そういう方向で歩みを進めていこうと思っています。 
 雨後の竹の子のように色んな思いが湧いてきまして、自分が抱えている色んなカルマ的な性格
もまた見えてきましたので、そういう風なこともきちんと見つめて反省して、取り除いていきた
いなとも思っております。 
 大きなことはこの一件だけなんですけれとも、先日ばったり、GBさんと出会うことがありまし
て、私の意識の中にはGBさんにお会いしたいという思いはなかったと思ったんですけれど、何か
サゼッションをいただけたらと思います） 
 

 先ずGBさんの方からですけれども、別に、YMSさんが引き寄せたというわけでもないんです

けどね。元々、MT子さんもこの会に出たり出なかったりしていますし、GBさんの方で皆さんに

お話ししたいことがあるみたいですからね。 

 やっぱりお話ししたいなと思っているけれども、ああいう性格の方ですから、自分からはなか

なか連絡も取れないわけですし、色々GBさんの心の中にはあるみたいですけれども、そういう

GBさんの強いエネルギーが引き寄せたと思うんですね。 
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 自分のエネルギーよりも相手の思いが強かったら、やっぱりそこに引き寄せられることもある

わけです。YMSさんがそんなに思ってなかったとしても、相手が強く思ったりすると、会わされ

るということもあります。 

 まあ、一つはやはり、お試しということもありますよね。YMSさんがGBさんに会って、どう

いう風に心が動いていくのか、引っ張られないのかということですよね。 

 GBさんが、一度またお家においでよと言ったときに、「ああ、行っても良いかな」と思われた

のか、「いや、この言葉は心には入れません」と思うのか、あなたの思いがどう動くのかという

お試しもあります。 

 正法をやろうということになったら、そっちに行かせたくない方もたくさんおられますから、

引っ張ろうとするわけですからね。それは心の状況によって、お会いしてもいい方と、心の状況

に関わらず、お会いしない方がいい方がいらっしゃいますからね。それはご自分で見極めていか

ないといけない部分もあると思います。 

 ですから、今回の出会いを頂いたというのは、特別あなたがGBさんを引き寄せたということで

はなく、GBさんがそういう風に思われたり、いつもMT子さんからYMSさんや他の方がこうだっ

たということも聞いてて、心寂しい部分もありますから、みんなどうしているかなという思いと、

自分が色々考えたり思ったり、GBさんの世界で分かったことをみんなに話してやった方がいいと

いう風に思っている部分がありますからね。 

 しかし、天上界は何でも出来ますから、「いや、会わせませんよ」という場合はすれ違いにな

るでしょうし、「今のあなたの思いはどうですか」ということで試されるということもあります。 

 

 それから丸山さんのことですけれども、結果としては、結果だけ見ると、一寸、もの悲しいと

いうか、あなたも相当ショックを受けられたのも分かります。ですけれども、今だから逆に良か

ったという点もあると思うんですね。 

 もう少し丸山さんの会で何回か出席されてから、分かられる部分が出てくるのと、今回のよう

になってしまっても、もっとショックが大きかったと思いますから、今回、まだ、早い内にと言

っていいのでしょうかね、あなたの今の状況に置かれることになったその原因というのを、YMS

さんが良く見られてみるというのも又、それはそれで天上界からの愛だとも思えますよね。 

 ご自分で少し気づかれた部分とかはお有りですか？ 

 

 （何がずれているかということについては、今のところ、まだ良く分かっておりません。ただ
自分の思いを見つめますと、前々から言っておりますように、非常に慢心、増上慢の思いが非常
に強いということと、今回更に、羨みというか、人と比較するというか、そして今の自分の状況
を焦るというか、そういうような思いも、非常に強いものを持っているというのが自分で認識で
きたと思っています。取りあえずそこらまででございます） 
 

 まあ、それだけでも気づけただけでも良かったですね。 

 YSDさんからアドヴァイスと言っていいのか、お話を聞かれた部分に対しては、どう思われま

したか？ 

 

 （特に3点目の守護霊に聞くということは、一寸という気がしていますが、まだ良く心に落ち
ていません） 
 

 まあ私もここで何度もYMSさんに対して、皆さんに対して、守護霊のこともお話ししましたか

ら、あなたがそのまま私の思いというか、私がお話ししたことに何ら疑問もなく、持って行かれ

たことは良く分かるところなんですね。 

 私にも大変責任があるところなんですけれど、丸山さんがご指導しておられる内容、高橋信次

さんがご指導されている内容、先程YMSさんが、「私と高橋信次さんと丸山さんとは、それぞれ

違う内容がある」と仰ってましたよね。 

 私の指導を、丸山さんのところに持って行かれるのは、どう思われますか？ 
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 （そういう問いかけをしていただけましたら、そういうことかという風に思うところもありま
すんですが、今までは、全く同じものだと思い込んでいた節があると思います） 
 

 そうですね。私にもYMSさんに責任があるところですね。 

 でも、高橋信次さん、丸山さん、そして私も色々皆さんにお話ししてきた部分もあると思うん

ですけれども、丸山さんは丸山さんの会としてやっておられるわけです、皆さんにね。自分が高

橋信次さんの法を会得して、その中でもまだまだと思って心を磨いておられる部分があるわけで

す。 

 丸山さんはご自分もまだまだの世界でやっておられるという部分がある。YMSさんはご自分で

答を仰っていた部分もあるんですけれども、そこに、YMSさんの世界での正法の分かった部分を、

あなたはあなたでそういう風に思ったということを、素直に書かれた部分だと思うんですけれど

も、そのままご自分の世界を持って行かれたというか・・・。 

 まあ、分かって欲しいという気持ちで、今の自分の心はこうなんですというところがあった部

分で、素直に書いた文章だと思うんですけれども、だから逆に、丸山さんが説かれているものと、

YMSさんの世界の部分では又、少し違うよという部分が出てきてしまったということと、それを

丸山さんに対しまして、同じところでお話しをされているように思われた部分があったようなん

ですね。 

 丸山さん自身が、自分が到達しているという気持ちであるならば、成る程という理解を持たれ

たと思うんですけれども、自分の段階でもまだまだまだまだという気持ちがお有りですから、そ

れでそういう風に、あなたの心の世界で思っていることを書くということは、これはどういうこ

とですかという部分が一つ、問いかけであったと思うんですよね。 

 そして、丸山さんのご指導の世界、学修会では学修会のスタンスがあるわけですから、順番と

いいますか、丸山さんは特に、常識、礼儀、感謝をとても大切にされている部分、それは法の基

本だから大切にされている部分があると思うんですけれども、YMSさんが正法にどのようにして

出会うきっかけを得たのか、又、どうして正法をやりたいと思ったのか、どこが強く正法に感銘

したのか、どうして丸山先生の指導を受けようと思ったのか、それらのことも踏まえて書かれて

いくというか、その部分をもう少し、YMSさんがどう言うんでしょうね、あなたはあなたで感謝

はなされていると思うんですよ、丸山さんの学修会に出席したことも感謝されていると思うんで

すけれども、でも、感謝をしている部分は、例えばYSDさん云々は別にして、丸山さんの判断で、

許可を得て、あなたは入会させていただく運び、こんなにもたくさんの人が待っている中で、あ

なたは進んで行けるようになったのですから、その大きな感謝の心をもっと動かすような内容と

言いますか、それが最初にやっぱりなかったということですね。 

 あなたなりに書いてあるよという部分があると思うんですけれども、もっとその部分が響くと

いいますか、その部分で対等に話をされているんではないかという風な部分がでてきている部分

があったのではないでしょうかね。 

 それは何故かと言いますと、YMSさんが今仰ったように、「自分がこういうところがあるから

だと思います、それが見えてきました」という、そこに鍵があるわけです。 

 ですから、表面的な、例えばYSDさんがYMSさんにお話しされたことは、表面的なことが多い

かもしれませんけれども、その表面的なことが鍵になっていると言いますか、鍵になっていて、

その奥の深いところには、あなたが考えているところもあるかもしれないんですけれども、その

鍵になっているものが又、引っかかりとして出てくるということです。 

 ですから例えば丸山さんの学修会にしますと、一番は高橋信次さんになるわけですから、高橋

信次さんのみ教えが一番になってくるわけですから、高橋信次さんが仰っていること、ご著書に

書かれていること、それが全てですよね。 

 高橋信次さんがお話しされていること、書かれていることが全てですから、それから外れた、

私が皆さんに指導してきたものの中で、高橋信次さんが触れていないことは、これは違うという

ことになってしまうんですよ。 

 ですからその辺が私の気配りの足りなかったところではあるんですけれども、丸山さんの中で
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は、学修会では忠実に高橋信次さんの教えを一本に振り込まれていってますから、あなたが余所

で見聞きしてきたものを、そこに入れるということは、丸山さんの中では、「これは違う」とい

うことになってしまうんですよね。 

 ですから例えば思っている言葉を変えて書くとか、高橋信次さんのご著書を読んでこのように

分からせて貰ったとか、このように感じるようになったとか、そしてそのことに対して、高橋信

次さんに、神仏様に感謝の心を表す、又、丸山さんに表すという風にされていくのが良いですね。 

 丸山さんについて行かせていただきますというような、それは形ではなく、心からのものでな

くてはならないものなんですけれども、そういうような思いで、まあYMSさんは書かれたと思う

んですよ。 

 でも、受け取る側は、その様にあまり思えなかった。あなたの今まで学んできたことの中で、

自分と話をされている、丸山さんと話されているのではないですかという風な部分で、受け取ら

れてしまったということになるんでしょうかね。 

 ですから私の責任である部分もありますので、その辺はYMSさんやSNTさんにもお詫びしなけ

ればいけない部分ではありますね。本当に申し訳ありませんでした。 

 ですけど、どの諸先生方に指示を仰ぐとしても、他の先生から教えていただいたこと、他から

見聞きしたことを持ち込むというのはやっぱり、ルール違反ですから、その方が説いておられる

ものの中でお話しをしていかないといけないですよね。 

 そうですかと聞いて下さる方もいるかもしれないですけれども、そこを丸山さんは徹底的にさ

れていますから、これは一寸み教えの部分とは違うなということになると、一寸違うんではない

かなという部分が出てくることになります。 

 それから、どれぐらいYMSさん自身が丸山さんの会に、学修会に参加させていただくことがど

れほどの悦びだったのかということですよね。そして丸山さんのところに行かせていただくとい

うことは、又そこから新しい会に入れていただくということは、そこからゼロからの出発になる

わけですから、そういう思いで又、書かれていくという風にされていったらいいのではないかな

と思います。 

 ですから、何カ月か経ってあなたの問題といいますか、今回の問題が起こるよりは、本当に初

期の初期で現れて、良かったと思うんですよね。 

 「何が良かったのか？」という思いになられる部分もあると思うんですけれども、その中で教

えを頂くというか、自分がついて行かせて下さいという気持ちになるのならば、その方の中で交

わっていくといいますか、自分をその方のそのままの教えを頂くというか、その人が使っている

言葉を使うとか、その人が教えて下さっている内容で従って書かれていくという風になされてい

くようにされるといいと思いますね。 

 それらを元にして、またYMSさんは今後、もう少しご自分で心を見つめていかれて、お世話人

さんに対してお手紙を書かれたらどうかなという思いでいるんですけれどもね。 

 それから、一番大事なことは感謝の気持ちですから、丸山さんの会に進ませて貰ったことの感

謝がどれだけ大きいかということですね。 

 先程、ひかり誌が欲しいとSNTさんがお話しをなされていましたけれども、良い悪いは別にし

て、言葉として表すのが、熱い思いが伝わるのではないですかとYMSさんが仰ったように、丸山

さんも、あなたのレポートとして読まれるときに、会話として例えば聞いたりとか、あなたが折

に触れて「有り難うございました」というのを書かれて送っていたとしても、どういう風にして

自分が嬉しかったとか、正法に触れたのはこういうことで、高橋信次さんに感銘したのはこうい

うことで、丸山さんに心感動して行かせていただきたいと思うのはこういうことで、そしてお願

いしますという、順序をわきまえてお話しされていくのと、突然お話しされていかれるのとでは

全然違うんですよね。 

 まあ、あなたの中では突然ではなかったかもしれないですけれども、そういう風に受け取られ

る書き方をしてしまったということですね。それが一寸、引っかかられたと思うんですけれども。 

 私にも言葉が足りなかった部分がたくさんありますから、私の責任でもあると思います。申し

訳ありません。 

 それから、SNTさんもこれから会に進んでいかれて、レポートという形ではありますけれども、
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一つのお手紙という形になりますからね。お世話係の方でいいますと、レポートの書き方はまた、

違ってくる訳なんですよ。 

 今月、丸山さんが話されたこと、それに対して皆さんが先生にお話しされたこと、先生が仰っ

たこと、それがどう思ったとか、書き方がまた違うわけですけれども、皆さんのでありますと、

お手紙ということになりますから、丸山さんに出すお手紙としてレポートを書く気持ちになって

いただくと良いと思うんですね。 

 その時に、じゃあ、どういう順番で丸山さんにお話しされていったらいいのか、自分の気持ち

は自分の気持ちであると思うんですけれども、どのような順番で書かれていくかというのは、他

の方にお手紙を書かれるのでも、その順番がお有りと同じように、丸山さんに対しても、じゃあ、

どのような書き方をしたらいいかなということですね。 

 そしてご自分の立場というか、ご自分の状況からして、丸山さんはどの位置におられる方なの

かということをきっちり分かられて書かれていくことが良いと思いますし、あくまでも丸山さん

の指導を受けるということは、丸山さんのやり方を受け入れて付いて行かせていただきますとい

うことをですから、他のものは入れないようにされていくと良いですね。 

 それにしましても、私の皆さんへのするお話しの仕方が非常に悪かったので、このようなこと

になってしまいまして、本当にYMSさんには申し訳ありませんでしたね。 

 まあ、今、私が言ったことをもう一度、YMSさんは鵜呑みにしないで、良くご自分の中で整理

されて、そして、ご自分が本当に納得された上で、お手紙を書かれるようにして下さい。宜しく

お願い致します。 

 

（SNT・KN子） 

 (YMSさんの出来事を見聞きさせていただいて、法も心に落とさないといけないし、色んなこ
とをしなければならないので、大変、大変という思いで過ごさせていただいています。周りでは
息子のこととか・・・） 
 

 SNTさんも、もう少しご著書を読まれますと、どの部分を息子さんに言って上げたらいいのか

が分かってくる、閃きとして出てきますよね。例えば息子さんだけでなく、目の前に困っている

方がおられるとしたら、「この人に何を言ってあげたらいいのかしら」と思ったときに、バツと

出てくるようになりますからね。 

 

（YSD・CHZ） 

 (大字宙大神霊・仏様、いつも本当に有り難うございます。お陰様で主人の胃も良くなってきま
した。本当に有り難うございます。最近SRと少し大きな公園に行きますと、色々な子供たちと出
会いを頂きます。滑り台の階段が、SRには少し高いので、付いていきますと、意地悪したり、砂
場で遊んで、滑らせてくれない子もいます。 
 大抵の子は表情も少し暗く、お母さんが仕事に出ている子供や、お母さんが公園で一緒に遊ん
でくれない子供のようです。 
 こちらから色々話しかけると、急に良くおしゃべりをし、優しく素直な子になります。寂しく
て親にかまって貰いたいという気持ちがこんな小さな子の心に大きく大きく影響していることに
気づかされます。 
 また、お父さん、お母さんに話しかけて貰って一緒に遊んでいる子は、良い表情で生き生きし
ています。親の愛、母親の愛が子供の心の形成の全てに繋がると、改めて色々な親子と出会いを
頂いて分からせていただきました。それには、いつも心がSRに向いて、何がSRに一番良いのか、
SRは何をして欲しいのか、無心に接していきたいと思います。 
 また、感謝の思いは報恩ですが、まだまだ感謝の心が足りません。特に両親に対しては反省が
足りないようで、申し訳ない気持ちになっても、その心が生きる感謝や報恩にならないのです。
もっと感謝の心が探くなるようになればと思います） 
 

 皆さんも、ご自分の子供の頃を思い出してみたら、分かると思うんですけれども、やっぱりお
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父さんお母さんが出発点になっていますよね。 

 幼いお子さんにとっての世界は特に、家族が自分の大きな世界でしょう？ 外の世界を知らな

いわけですから、その最初のつながりのお父さんお母さんに対して、自分がどのように思うか？ 

 いっぱい愛情を受けた子は、親に対してもわだかまりもないし、信頼もしてるし、不安も何も

ないから、生き生きしてきます。ところがそこで関係が上手く行ってないと、子供は親の顔色を

見たり、子供の頃から色々と思い煩うことが出てくるわけです。 

 子供がそこまでの気持ちを持ってなくても、寂しいとか、「お母さん、こっち向いて」とか、

「お父さん、どうして見てくれないの？ 私が嫌いだから？ 私が可愛くないの？」 このような

言葉しか、子供はあまり心を動かさないわけです。 

 だから一緒に遊んで貰ってる、お母さんやお父さんに遊んで貰ってる子が羨ましいんです。自

分もそういう風にして貰いたいのに、「あの子は何で」っていう風になってしまいますから、そ

こで話しかけて貰うと、自分の母親に言いたいこと、聞いて貰いたいことをお話しする、下らな

いことでも何でも、子供にしたら大きいことなんです。 

 親は、そんな怪獣がどうだとか、今日の学校であったこと、それが別段自分には、忙しいとき

にはどうでも良いことに思えますよね。ところが子供の世界では、ものすごく重要なことなんで

すよね。 

 何々さんと遊んだ、学校でこんなことをしたとか、自分のその日の一日にしたことの悦び、一

番心につかえてるものから子供は話をしていきますから、それを聞いて貰えないのは、自分を拒

否されたように感じてしまうのです。 

 だから、自分が愛されてると思って育った子は、いつも不安も不満もないわけですよ。何かこ

っちで嫌なことがあっても、お父さん、お母さんが受け止めてくれるっていう思いになりますか

らね。 

 ですから、帰れる場所があるというか、安心感がいつもありますから、意地悪されても気にし

なかったりという風になるわけですけれども、心が埋まっていない、愛情で満たされていない子

は、どこかマイナス的なものを引き出すことになります。 

 皆さんも、例えば人を信じられないだとか、疑り深いとかそういうものをお持ちの方でしたら、

子供の頃のお父さん、お母さんとの関係を見てみたら、必ずそこに原因があるんです。 

 元々持っているカルマも少しはありますよ。けれども例えば、疑り深いカルマを持っているお

子さんだとしますと、そこへお父さんお母さんの一杯の愛情を与えて上げると、この子どものカ

ルマは少しずつ消えていくんです。丸くなるんです。人を信用するということが生まれてきます

から、疑り深いということがなくなっていくんです。 

 自分の最初の愛する存在、自分が又、天上で選んできた相手です。「お父さん、お母さんにな

って下さい」と。 

お父さんお母さんも、「よし、自分たちの子供として生まれて下さい」ということで来た相手

に、愛されている信頼というものがあると、｢ああ、人を信用して良いんだな」という風になって

来ますから、カルマが修正されていくようになるんです。それが消えてしまう場合もあるんです。

その深さによっては。 

 けれども、その様なカルマを持っている子、又、持っていないにしても、母親が、｢ねえねえ、

これして」と呼びかけてるのに、「今、忙しいから待ってて」とか、「今、これしてるから」っ

て言われると、「どうして？」っていう風になるんです。 

 それが積み重なっていくと、「又してくれるかどうか分からない。お母さんに言っても、どう

かな？」っていう風になります。そうしますと、「いつ、お母さんに言っても大丈夫」というの

ではなく、「お母さん、今、これしてるからダメかな」、「今、座ってるから、言っても大丈夫

かな？」、「今、お母さん、お茶飲んでるから、言っても良いかな？」と、子供は親の状況を見

て、状況を把握していくようになります。 

 でも、そのお母さんが例えば、憩いの場でお茶を飲んでいるときに、そんなことを言われたり

したら、「後で、今、お母さん、これしてるでしょう！」とか言われたら、又ショックを受ける

わけです。 

 そうすると段々、親に対する信頼感が薄れていくんです。「ああ、お母さんに又、拒否された」
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と。子供は分からないわけですからね、お母さんが忙しいとか、どういう状況下ということも分

からなくて。 

 ですからそこの部分で、手を止めて、「な～に」って聞けるぐらいの心の余裕があれば良いん

ですけれども、なかなか思いっきり子供さんと遊べない、若しくは遊んでいても、色んなことが

気にかかって、お子さんに100%心が向かない、そうするとお子さんはそれとなく感じたりする

わけです。 

 ですからそういう一つ一つの積み重ねが子供さんの心を形成していくようになるということで

す。 

 ですから理想は、奥さんは、お子さんが生まれる前から自宅に出来るだけ居るようにして、お

子さんが生まれたら、専業主婦になって、お子さんといっぱい時間が過ごせるお母さんになって

上げるのが一番いい形なんです。 

 けれども事情も色々あって、出来ないご家庭もありますから・・・（テープ反転） 

 ・・・オモチャも与えて貰ってるし、洋服もいいものを着せて貰ったりとかしていても、心が

満たされてないですよね。お母さんに愛されてる、お父さんに愛されているという実感がない。 

 子供の実感って何でしょう？ 子供の話を聞いてくれる、自分を見てくれている、これが実感

です。些細なことから大きいことまで、その積み重ねになるわけですから。 

 天上界から地上に降りてこられる子供たちは、親を頼ってくるわけです。地上に慣れていくた

めに、自分の心磨きをするためにもそうですけれど、親を頼って下生するわけですからね。 

 ですから親に裏切られるということになると、親は裏切っているつもりはないんですが、でも

自分はこれをしたいという感じで、子供にとっては一つ一つが凄く傷つけられるんです。 

 特に兄妹がいると、比較してしまうんです。○○ちゃんにはして上げているのに、僕は、とか

私は、とかいうようにもなってしまいます。 

 まあ、それを伝えられる子であったら、親とのコミュニケーションも出来てきますけれども、

言葉をなかなか言わない子だと、親は、何も言わない子だから、「この子はこういう子なんだ」

と思ってしまいますからね。 

 子供は三つまで、自分の心を自由に表します。こんなことをしたら悪いことなんだなと、子供

も分かってくるにつれて、自分も相手との接し方を考えてくるようになりますけれども、何が良

いか悪いか分からないときは、自分の思いでいっぱいです。良い悪いは分からず、自分の思いを

素直に伝える、そういう状況の時です。 

 ですからそういう状況の時に、なるべく、「この子はこういう個性を持った子なんだ」「この

子はこういう子なんだな」ということを理解して差し上げて、大人になるにつれて、理性が働く

ようになったら、「これは言ったらいけない」「これはしたらいけない」という部分があって押

さえるようになったとしても、基本的に心の中はその状態においてなんですよ。 

 例えば、「これ、ダメでしょう？」と言って、「うん、そうね」とすぐに聞けるような子は、

なんでもものわかりも良いし、そんなに自分を押し通そうとする子でもないし、自分を引けると

いうこともできる子なんだなということになります。 

 「いや、やって欲しい。やって欲しい」と主張する子は、我慢するようにはなっても、心の中

では「やって欲しいのに」っていう思いがあるわけです。 

 ですからそういうときは、又、後で出来なかったことを、「さっきはご免ね」って謝って、子

供の心に向かっていくとか、フォローして差し上げたらいいんですけれども、なかなか親は子供

に対しては、取っ掛かりがないんですよね。 

 どんな親でもそうですけれど、親は一生懸命、子供に愛情をかけていると思っていますが、子

供の方は、期待とか親に対する愛が強い分、何々されたとか、して貰えなかったという思いが残

ります。 

 だから親がそれをちゃんと分かっていれば、フォローできるんですけれども、「まあ、あの子

も今、機嫌良く遊んでいるから、わざわざ謝らなくても、そんなに大したことでもない」と、そ

ういう風になっていきます。 

 ですから、お母さんがお子さんに対して接する期間が長いので、お母さんがどのようにお子さ

んと関わっていくかで、子供の心が大きくなったり小さくなったり、カルマを形成するというこ
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とにも繋がっていきます。 

 いつもお子さんがどのような心でいるのか、どのような心の信号を出しているのか、それをい

つも敏感に察知されたらいいわけですけれどもね。やっぱり、お父さんお母さんが大好きな子は、

大人になっても、お父さんお母さんの近くにいます。反対に、愛をいっぱい貰えなさすぎて、お

父さんお母さんに愛情が欲しいと言って離れられない子もいるんですけどね。 

 でも、お父さんお母さんに愛情をいっぱい貰ったお子さんは、お父さんお母さんをいつも案じ

ておられますし、いつも側にいたい、あまり離れられないというか、状況が整えば近くに住みた

いという風になっていきます。 

 本当は皆さん、子供を預かってるということですから、身体を大きくすることだけが目的では

なくて、心を大きくして上げる、そのお手伝いをさせていただくのが親の役割ですからね。 

 それが分かれば良いなと思うんですけれども、なかなかお母さんもお父さんも一人の人間です

から、色々やりたいこともあるわけでしょうし、僕も、私も休みたいという気になっていきます

しね。 

 ご主人も、お母さんとお子さんが遊んでおられて、御飯の仕度が遅くなった、掃除が出来てい

ないとか、「それほど楽しく遊んでたんやね。良かったね」と言えるぐらいのご主人様だったら

いいんですけどね。 

 お父さんがそう言ってくれると、お母さんも心が安定して、お子さんに行かないでしょう？ や

はり夫婦間が上手くいかれていないところは、｢何故御飯作ってないんや？」という風になってい

って、「夢中で遊んでいて、今から作るから」とかいう風になると、お母さんも又、「そんなこ

と言ったって」という風になると、その波動で子供さんと接するようになりますからね。 

 ですから夫婦の調和といいますか、それが子供さんにも形成されていくということになるわけ

です。その辺は、お父さんもお母さんも修行ですよね。 

 ですからいつもお子さんの立場に立って考えて上げられるように、それ位、お子さんの方に心

を向けられていけば、お子さんは悪い方には絶対行きません。明るく、伸び伸びした優しい子に

育っていくと思います。 

 皆さんも、何か満たされないという思いがあったら、それを遡っていけば、ご両親に当たると

思うんですね。ご両親がほとんど鍵になっていますからね。ですから、ご両親の反省が大事とい

うのは、そこなんですけどね。 

 これからYMSさんやSNTさんも、お子さんたちが結婚されたり、お子さんが生まれるようにな

っていかれると思いますから、その辺を、ふんわりとでもお話しして差し上げると良いですね。 

 ですから結婚する時は、その方を信頼して、この人だったらと思えるような人でないと、なか

なか色んなことを乗り越えていけないですからね。一寸した躓きというか、些細なことでも、こ

の人と一緒に居られないという人が、今は多い世の中ですから。 

 楽しい時は誰とでも過ごせるんですよね、人は。けれども、苦しい時にも、この人と助け合っ

ていきたいと思う人と一緒にならないと、やはり結婚というのは良いことばかりではないですか

らね。特に女性はそうですよね。 

 子育てするのも結局、お父さんお母さんが愛一杯で満たされていないといけないし、それには

お互い夫婦が調和されていないと、どこか何か思っていることがマイナス的なものであったら、

子供にも、100%の気持ちで接して上げることが出来ないときもありますからね。 

 

（YSD・TKO） 

 （今度の就職の試験を通じて、感謝の心が小さいんだなということを、しみじみ感じさせてい
ただきました。自分では反省が出来ていると思っていたんですが、恥ずかしながら、全然出来て
いなかったんですね） 
 

 それは、あなたの心が、感謝というものがどういうものか分かったからですよ。誰でも感謝し

てますよね。何にでも。感謝がないという人でも、何かして貰ったらやっぱり、特定の人に対し

てだけであったとしても、「有り難う」という言葉が言えるということは、自分には感謝がある

と、誰でも思ってます。 
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 でもその感謝は、人それぞれの深さが、みんな違うんですよね。感謝のない人間は居ないんで

すけれど、感謝の深い人はなかなか居ないんですよね。 

 「じゃあ、感謝って何だ」ってなったときに、感謝とはこういうことだよというのがあなたの

中で一寸分かってきたから、自分は感謝の薄い方の人間だなということが分かられたのじゃない

のですか？ 

 そうです。たった一日のことでも、心の底から感謝したことは、決して忘れません。ずっとず

っと覚えています。何年経とうが、何十年経とうが、あの日のことが蘇ってきて、有り難いねと

又、同じ気持ちになる。 

 そして人様にも、自分もそういう風にして差し上げなければという気持ちに、本当になってこ

なければ、本物ではないですね。どこまでそれを、その思いを実践出来るかによって、その感謝

が違うわけです。 

 そして又、常に感謝、感謝、感謝ではなくて、自然に心から感謝が出来るようになるのが本物

の感謝ですからね。意識してなくてもやっぱり、自然に口から「有り難う」って言えるというか、

言わせて貰いたいという気持ちになるのが感謝の表れですからね。 

 まあ、ご自分でどこまで、日々の感謝にしろ、何にしろ、出来るかということですよね。嫌な

人に対しても、自分に取って良い人に対しても、いつも、その方達のお陰で生かさせて貰ってい

るということを感謝することですよね。 

 それで自分が感謝が薄いなと思ったら、とにかく周りの人に、自分が出来ることを率先してさ

せていただけるということを、感謝してやらせていただくことですね。 

 今、YSDさんは、朝のゴミ拾いを通して、感謝の心を広げるよう、努力されてると思うんです

けれども、その成果も現れてきたのではないですか？ だからあなたは、感謝が何かなというこ

とが分かってきたのではないですか？ 

 だから、それにしましても、毎日掃除をさせていただくことに対しても、また感謝する、それ

から、お天気を守って下さる方に対しても感謝、そして「掃除をしたらいいですよ」と仰ってい

ただいた丸山さんにも感謝でしょう？ 

 ですから感謝といっても、一つ感謝をしたら、尽きることはないんですよ。それになったこと

に対する感謝が次々、生まれてくるわけです。 

 YSDさんもお分かりだと思うんですけれども、何でも結果が全てではないんですよね。 

 先程YSDさんが、職安に行く間に光芒を見せていただいて、それなのに落ちてしまいましたが、

その様に努力していくのですよと、光芒を見せていただいたのかなとお話ししておられましたが、

まさしくそれですよね。見させて貰ったから良くなるとか、そういうことではなくて、あなたの

努力の仕方で良いですよということです。 

 結果を見ていると、あまりいい風には行かないですよね。でも何が大事かといったら、終わり

ではなく、自分がそれに一生懸命になれるというか、一生懸命努力しているということが、どう

いう風に努力したかということが、素晴らしいことの訳でしょう？ 

 ですからあなたも今は、就職に対して熱心になっていますから、奥さんがマイナス的なことを

言ってカッとなったという気持ちも分かるんですけれども、奥さんが例えば不安な思いを口にし

た時に、何故そう思うの?と聞いて上げる心の余裕を持たないといけないですよね。 

 そこであなたが奥さんの言葉を聞いて、「何でそんなことを思うんだ！ やめてくれ！」って

いう風にすると、お互いにマイナス的な思いを出すことになるわけでしょう？ 

 ですからもし、自分がプラスに思っていても、相手がマイナスのエネルギーを出すのならば、

「何故あなたはその様に思うの？」って聞いて、「そうか、でもこの様に思えば良いんだよ」と、

プラスにさせて上げれば、お互いプラスの考え方になるわけですよね。 

 それをいちいち面倒くさいとか、そういうふうに思っていたら、いつまで経ってもプラスの方

には行きませんよね。 

 YSDさんもかなり努力されているようですけれども、YSDさんも、あまり自分でムッとしてい

るとか、あなたは不平不満の一つ一つの思いが少ない方なので、あまり自分でムッとしていると

か、見えないようなんですけれど、やはりムッとしたり、カッとなったりする部分が少しずつ溜

まっていきますからね。 
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 そしてある時、奥さんの何気ない一言だとか、誰かの何気ない一言に、腹が立ってしまうとい

うか、吹き出してしまうという形になるようですけれども、奥様の言うことや周りの方に何か引

っかかるな、心からそうだなと思えないときは、心の点検をしてみないといけないですよね。 

 そして奥さんに対して例えば、「こうこう、こういうふうに思ってしまう」としたら、最後ま

で話を聞いて上げて、「どうしてそう思うの？」「こうこう、こういうふうな形でやっているん

だから、何も心配要らないよ」って、奥さんの不安をあなたがきっちり光に導いて上げないと、

誰がそれをして上げるんですか？ 

 奥さんが自分で出来るのならば、不安の気持ちを持つはずがないでしょう？ 自分で処理でき

ることではないですか？ それを出来ないで悩んでいるから、こういう悩みがある、不安を持っ

てしまうっていうのですから、それを「また、言ってる」とか、「又か！」っていう風な思いで

は、あなたも自分で毒を食べてしまうということになるんですよね。 

 ですから、「あゝ、そういう風に思うのか？」って受け止めて差し上げて、「どうしてそうい

う風に思うか分かる？」とか、「何故、そういう風に思うの？」と聞いて上げて、「こういう風

に思えば良いんだよ」と、何度でも何度でも、どんな小さなことでも、言って差し上げることが

ポイントですよね。 

 でないと又、奥さんが不安に思ったりしている、こんなことを言っているとなったときに、奥

さんのその不安がそこで消えたら、次の不安はでませんけれども、不安の心が消えなかったら又、

何かのきっかけで言葉を発してしまう。そうするとあなたは何回か似たような言葉を聞いている

内に、「又か、又か！」という思いになって、腹が立ってくるようになりますよ。 

 そうすると、あなたが最初にして上げることでお互いプラスになって終わることが、いつまで

もマイナスを引きずっていることになるんですよね。ですからあなたは元々あまり言葉をかける

ことが得意ではないですし、ですから、その練習を奥様にさせて貰っているという気持ちで奥様

のお話を聞いて、導いて差し上げるようにされると良いですね。 

 YSDさんはそれから、皆さんにもそうですけれど、人のお話を聞かれるときは、必ず心の中を

空にしないと、ご自分の思いを入れて聞いてると、聞き漏らしが出てきますよ。 

 まあ、夫婦調和されていくことが、ご家庭の円満に繋がるし、お父さま、お母さまに対しても、

孝行にもなりますし、お子さんの成長に対しても響いてきますからね。 

 お父さん、お母さんが発している言葉や、お父さん、お母さんが為されていることが、そのま

ま子供に映っているわけですから、真似をなさいますよ。 

 お父さん、お母さんが常に調和されていて、どなたにでも微笑みを持たれていれば、お子さん

は誰に対しても心を開いて同じようになりますけれども、お父さんお母さんが何か引っかかりが

あるというような行動を為されたり言葉を発しておられると、子供は必ず取っ掛かりや引っかか

りのある子供になっていきますからね。 

 夫婦仲良く、円満に行くにはどうしたら良いのかっていうことを、奥様でも、ご主人様でも、

どちらかがマイナス的な行動を取ったり、マイナス的な言葉を発したら、片方がカバーして、プ

ラスに導いて上げるというふうに為されて行かれると良いですね。 

 皆さんの今の心の感謝をドンドン大きくされて行かれるように、ご自分なりに広げていってい

ただけたらと思うんですよね｡そして人様から言っていただくことは、どんな言葉であれ感謝して、

頂くというか、まあ、心に入れない方が良いものもありますが、「何でも自分のために言って下

さっているんだな」っていう思いの言葉はどんな言葉であれ、感謝していただくというようにし

て下さい。 

 まだまだどうしても先に自分の感情が出て、「何だ！」とか、「何よ！」とか、そういう風な

反発の思いが出てくる部分があると思うんですけれども、相手が自分のために、例えば自分の気

持ちを本当に考えられて、考えて考えてお話しをされて下さる方もいらっしゃいますからね。 

 ですからどんな言葉であれ、本当に有り難く頂くというふうに、特に自分と子供さんだったら、

誰でも子供に嫌われようと何でも言えますけれども、自分が親から言われるというふうになると、

これは又、別なんですよね。 

 親の心を思いやってではなく、自分は子供には、子供に嫌われても、子供のことを思ったら一

生懸命言ってしまうのに、親には同じようにされると、反発してしまうんですよね。 
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 ですから、自分を見たら、親の気持ちも理解して、又、許せる、感謝の気持ちになられて行か

れるのではないかなと思いますけれども、人様に対してもそうですよね。ご自分が相手のためを

思って言えることはやっぱり、「こんなことを言ったらどうかな？」と思いながらも口にします

けれども、人に言われたら、「言われた！ 何で？」という反発の思いが出てきてしまったりし

ますからね。 

 自分に関係のないものは自分には起こらないものですから、やっぱり何か自分の心の中に映し

出される原因があるわけですからね。感謝していただくというふうに、そして謂れのないもので

あるならば、祈って差し上げるというふうにすることですね。何でも自分の周りに起こることは、

自分の成長のためにあるわけですから。そのお陰で生かさせていただいているわけですからね。 

 ですから心に余裕を持って、いつも明るい心でいられるように。そしてまあ、厳しいことを言

われたりしたら、その時は自分の思いで一杯でしょうけど、それを言わなければいけなかった相

手の痛みも、同様に感じられるとするならば、感謝の心が出て来るようになられると思うんです

よね。 

 例えそれが親であったとしても、親も言いたくもないことを言うわけですよ。自分が子供に言

うときもそうでしょう？ これぐらいは分かっていると思うんだけど、やっぱり心配だからと思

って、つい口を挟んでしまうという部分、子供もこんなことを言われてイヤかも知れないな、傷

つくかなと思っているように、親もやっぱり、毎回毎回言ってどうかなと思うけど、言わずには

おれないという気持ちがあるわけですからね。 

 でも、子供はいつも自分の立場でだけものを考えてしまいますから、親に対する思いやりとい

う気持ちが欠けてしまうんですよね。 

 ですからまあ、それを言わなければいけなかった相手の気持ちに立って考えると、「相手もこ

れを言うときに、随分気遣ってたろうな。随分悩んだだろうな。苦しんだだろうな。また気遣っ

てくれたんだろうな」っていう思いが見えてきますから、感謝という気持ちに繋がっていくので

はないのでしょうかね。 

 良いことを言って下さる方には自然に感謝できるんですけれども、厳しいことを言って下さる

方には感謝は出来ませんよね。そこに自分の気持ちをどういうふうに持っていくかで、また、感

謝の心も広くなっていきますし、いい人ばっかりで包まれていたら、自分の成長はない、そこに

あぐらをかいてしまうことになりますから、枠を自分で狭めていくことにもなりますからね。 

 だからといって、罵られても、「はい、はい」と言うようになりなさいと言ってるわけではな

いんですけれども、要らない言葉は流してしまって、相手を祈って待つというか、祈らせて貰う。

厳しいことを言っておられても、そこに相手の人が感情的になっていない部分を見たとするなら

ば、相手は自分のことを気遣って、どうやったら自分に分かって貰えるだろうか、というふうに

話してくれてるんだなという部分が見えてくると思うんですよね。そうするとそれは、良い、悪

いではなくて、自然に感謝に繋がっていくと思いますよね。 

 親子の関係の場合ですと、自然に力が入っていきますから、「あなたのことを思って心配して

るのに」というふうに、一寸感情的になる部分もあるんですけれどもね。 

 ですから、「ああ、うるさいな」と思ったら、「ああ、私のことを思ってくれてるんだ」と、

一つ一つ発想転換して行かれるようになられたら良いんですけれども、なかなか最初は難しいで

すから、そういうふうに思われたら、「自分は子供にどういうふうに話しているかな」っていう

ことを見ていけば、「ああ、親も一緒だな」ってことにも気づいて行かれると思うんですよね。 

 自分の身の回りの人、それから感謝でも、謝るというような場合でも、気持ちをきちんと伝え

なければ、相手には届きませんからね。祈っているばっかりでも、相手には届きません。「有り

難う」って言われたり、「ごめんなさい」と言われて初めて相手の心に響くものですから、もう

少し皆さんは、心に素直に「有り難う」とか「ごめんなさい」という言葉を、ご自分の身の回り

の方々に、お話しされて行かれたらいいですね。 

 

 私は提案として言うだけですので、またYMSさんが考えて下さったらいいんですけれども、

YSDさんが何カ月間か、丸山さんに出されたレポートがあるわけですけれども、それを一度、ご

覧にならせていただいたら如何でしょうか？ 
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 勿論、あなたはあなたの書き方というものがあると思いますけれども、そこから感じるものを

あなたのヒントになされたらいいのではないですか？ そのまま真似をしなさいとか、それが正

しいものですよと言うわけではなくて、YSDさんの書かれるものの書き方というか、それにあな

たが何か感じられるものがあれば、あなたの書かれたものとの違いがヒントとして感じられるの

ではないですかね。 

 勿論それは、あなたがどうされるか、YSDさんがどういうふうにされるかで変わってきますか

ら、よく考えられてお話ししてみてもいいと思うんですけれども。飽くまで、参考としてですけ

れどもね。 

 

 皆さまとも後一月になりましたけれども、どのような形になったとしても、皆様は心を天に向

けて、これから高橋信次さんが残された法を、そしてそれを受け継いで下さっている丸山さんの

元で、頑張っていこうという強い意志が今、お有りですから、その心を無駄にしないように、今、

自分が自分に誓っていることを無駄にしないように、いま思っている熱い強い思いを絶やすこと

なく、暖めて、自分の心を開く、心を開くということは何でも話をするということではなくて、

これはどうかなということを正しく見極めていくということも必要なのではないかなと思うんで

すけどね。 

 自分の心を裸に、そして又、自分の心を正しく見つめていく、素直に話をしたらいいからとい

って、何でもかんでも相手に話したら、相手は傷つくとか受け入れられないということにもなる

わけですから、その言葉を正しく選んで、素直に表現して行かれると良いですね。 

 皆さま、本当に、ここまでよく頑張ってこられたなと思います。でもそれは一人一人が自分の

心を美しく、天に向けて頑張っていこうという気持ちがあったからこそ、ここまで来られたわけ

ですから、ご自分を本当に誉めて差し上げる、そしてまた頑張って、これから又、一から、ゼロ

からといった方が良いでしょうか、新しく正法を学ぶという気持ちで邁進していって頂きたいと

思います。 

 来月は、これまでの自分自身との卒業式という形になります。又、皆さんとお目にかからせて

いただく日を楽しみにしています。有り難うございました。 

 

 

【2003-12/22】 
 皆さん、法というものがどういうものか、心に分かりかけて下さっているようで、大変嬉しく

思います。 

 OYMさんとお会いしたり、他の先生方とお会いしたこと、それを決して後海しないようにされ

ることですね。  

 もし今後ご自分が、丸山さんの所であっても、他の所であっても、高橋信次さんの説かれた法、

正法を一生懸命に学ばれて、自分が本当に心から平安になって輝いたとき、過去の方も全部、生

かされてくることになるんです。 

 正法の目から見て、正法じゃないものを教えて下さった方々も、ご自分が、この方だったらお

話を聞かせていただこうとか、学ばせていただきたいと思われた方には、やはりそれだけのもの

があったと思うんですよ。 

 そしてその方も持てるものの中で、持っている自分の心の大きさの中で、皆さんに精一杯自分

の伝えられることを皆さんに伝えてきたわけですから、その方々が自分を生かして下さって、今

の自分にたどり着いたわけですから、反省して、これは要らないなと思ったものは抜かせていた

だいたとしても、それらのことにも感謝して返すことですね。 

 そして必要ないと思ったものは、お返ししますという気持ちで、反省して、自分の心から抜く

作業をしていく、そして感謝して返す、それがその方々をも生かす報恩となるのではないでしょ

うかね。 

 一つ、自分が正しいものに出会うと、今までのは全て間違いだったと言って自分を責める方や、

相手を批判したり、無理に消そうとする方がいらっしゃいますけれども、それは自分の足跡も否

定することになるわけです。 
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 ですから自分が歩いてこられた道を感謝して、その先生方をも感謝する、そして本当に自分が

出会ったことの中で喜び一杯に満ちたこと、そしてそれらを生かす、そして、「もうこれは不要

になったな」というか、必要でないなと思ったものは感謝してお返しするということですね。 

 自分が歩いてこられた道、反省をして抜くということは大変な作業ではあるかもしれないです

けれども、これから出会うべき法といいますか、心に落として行くべき法の悦びといいますか、

そちらに目を向けて、自分の心の中にしまっているものがたくさんあったら、新しいものを入れ

られないなと思ったら、心の中を整理して出していかないといけないわけですから、新しいもの

に生まれ変わる自分といいますか、新しく出会う自分を悦びに変えて、整理をされていくと、そ

んなに辛くはないと思いますよ。 

 そして又、一挙に抜こうとする人もいらっしゃいますが、一生かけて反省していくとか、感謝

されていくとかしていかないと、終わりというものはないんですよね。どこにも無限的になるわ

けです。 

 お父さん、お母さんに対する反省感謝にしても、ご自分のパートナーにしても、お子さんたち

にしても、これは無限的にある訳なんですよね。 

 そして又、過去のことというのはいつまで経っても逃げないといいますか、心の中にずっとあ

るものですから、それにばっかり目を囚われていても、今、自分がしようとしていることがどう

かなということにもなっていきますから、自分が出来る範囲での反省、着眼できるものからされ

ていかれる、無理のないようにされていかれるということが大事なのではないでしょうか。 

 皆さん、丸山さんに出会う前も、皆さんそれぞれ、自分を変えようという思いで精進されてこ

られたわけですからね。そして丸山さんに会って、今までの自分のやり方と違う、今までやって

きたことは何やったんやろかという思いで、衝撃を受けられた方もいらっしゃると思うんですけ

れど、どの方に出会っても、その方に師事されるということは、ゼロからの出発点になるわけで

すから、あまり、衝撃を受けたことに固執しないで、反省は反省として、それを悦びとして、そ

して又、これからの自分を楽しみに精進されていかれるという形、あんまり落ち込みすぎたりす

ると、そこに囚われを作って自分の心が大きくならないところもありますからね。 

 皆さん、ご自分の持っているものを生かしてやっていっていただきたいと思うんですよ。です

けど、どこで学ぼうとされても、どの方と一緒にいても、人と比較して自分を卑下したり、上に

置いたりということには、気をつけていただきたいと思いますね。 

 自分の方が出来ている、若しくはあの人はあんなに出来ているのに自分は足りないとか、こう

いう風に人と自分を比較して、悩みを作るといいますか、囚われを作っている人が多いわけなん

ですよね。その部分を私は皆さんにも、持たないで欲しいといいますか、飽くまでも自分の道と

いいますか、揃ってないものにばかり目を向けても駄目なんですが、自分と自分の中の神という

ことで、道を見つけていくといいますか、輝かせていくようになれば、人のことは余り気になら

ないようになるのではないですかね。 

 相手の方がいらっしゃるお陰で、自分の心磨きをさせていただくわけなんですけれども、「あ

あ、この人はこういうことで悩んでるんだな」というところはいいですけれども、「だから駄目

なんだ」と、そういう部分に入ってしまいがちになるんですね。自分の感情を入れて考えてしま

いがちになる部分が出てきます。 

 そこで自分が上とか、自分が下とか、周りの人は優れている、余り進んでいないとか、そうい

う風になるわけですけれども、皆さんそれぞれその方のダイヤモンドというのは持っているわけ

ですからね。 

 人と人との関わりというのは、縁があって、どなたでも出会ってるわけです。縁なくして出会

ってる方は、一人もいないわけですよ。自分が今、あの人、どうも嫌だな、合わないなと思って

いる人も、自分にとって必要だから、その人は、縁を生じて現れて下さってる方です。 

 ですから感謝して、「嫌みを言ってくれて有り難う」「怒ってくれて有り難う」と、いつもそ

の気持ちで対していくようになって、ドンドンどんな人が出ても、嬉しい嬉しいという気持ちも

出てきますね。 

 それには自分の心もよく点検して、要らない部分といいますか、「イカンイカン、こんなこと

思ってたらイカンな」という思いがあるとしたら、それを反省して原因を探るとかしていかない
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と、「有り難う」と素直に思えるまでには、人により差があるかもしれませんが、自分を見つめ

ていかれる勇気を持って臨んでいかれるといいのではないかと思いますね。 

 形はどうであれ、皆さんは、高橋信次さんの法が分かられたんです。だからあなた方は、この

法を求めて、自分はこれを実践を一つでもしようと、心を輝かせようとして、今のあなた方があ

るわけではないですか。それには丸山さんについて勉強させていただこうとか、高橋さんのご著

書をもっと読ませていただいて、自分の心をもっと磨こうとか、その思いを大切にされることで

すよ。 

 ご自分の友人の方にも勿論感謝していくこと、丸山さんに入会を許していただいたことにも感

謝する、高橋さんにも法に出会わせていただけるように導いて下さったことにも感謝です。 

 だけれども、自分がこれをしようと思われたわけですから、どんな形であれ、皆さん、素直に

喜んで、自分がそう思えたことに自分で拍手して上げていいんですよ。なかなか皆さん、分から

ないんですよ。 

 ですから本当に、この法に出会わせていただけた悦びを、大事に大事に、一つずつ繋げていっ

ていただきたいと思いますね。まず、この法が分からなければ、実践しようとは思わないでしょ

う？ 

 この大宇宙には、たった一つしかない法が、整然と、皆さんが意識しようと意識しまいと、そ

れは仕組みとしてあるはずです。それに皆さん、分かられたわけですよ。 

 他のどれでもいいどれかではなく、皆さんは唯一のこれをしようと思われたんです。形はどう

であれ、自分でそれを選択しようと思われたんです。だからその自分の心を、拍手して上げてい

いんですよ。 

 そしてそこから進めていくしかないわけです。その原点をいつも思っていなければ、進んだ気

持ちになったり、人よりもどうだこうだという気持ちが出てきたり、人と比較したり、自分を落

ち込ませたり、必要ないものを取り入れたりするわけです。 

 けれどもいつも自分が初心に返って、この法を学べる悦びといいますか、自分が唯一、この絶

対ある法に携わっているという悦びを、皆さん、今の気持ちを分かっていただけたら、少し問題

があっても、皆さん勇気を持って、自分の壁を乗り越えていけるのではないでしょうか。 

 この何年間の間で皆さんは、大きく変わられましたよね。最初は力のある方向、現象の方、見

えない世界の見えるもの、聞こえない世界の聞こえるもの、そちらに心を奪われたり、色んな現

象に目を向けられていた方もいたわけですけれども、それでも皆さん、今、この素晴らしい唯一

のものに目を向けられ、それは本当に素晴らしいことですよね。 

 出会っても分からない方も沢山いらっしゃるわけですからね。ですから、それに出会えたこと、

どんな形であれ、自分がそれに気づかせて貰えたこと、それに導いて下さった高橋さんにお礼を、

皆さん、感謝の心を持って行かれたら、いいと思います。いつもいつもあなた方を導いて下さっ

ている天上の主ですからね。 

 私はこの何年間か、皆さまとこうやってお話しをさせていただいてきたわけですけれども、私

としても、皆さまの邪魔をしてしまったこと、足枷になってしまったこと、沢山あったと思うん

ですよね。 

 ですから本当に皆さんが、こうやって高橋さんが現世に出られて残された本当に偉大なる功績

といいますか、それに皆さんが目を向けられて、進んで下さったこと、本当に嬉しく思います。 

 私などは本当に皆さんのために出来ることを、本当にさせて貰ったのかどうか、いつもいつも

反省するばかりでございますが、それでも皆さんがこうして一生懸命、私の話を聞こうとして下

さったこと、私の元に集おうとして下さったこと、それだけでも私はとっても嬉しく思います。 

 けれども皆さんを少しでも本当のものに目を向けれる方向に、私は導いてきたのだろうかと思

うと、本当に情けない気持ちでいっぱいです。皆さんにはまだまだ、伝えきれないことも沢山あ

ります。けれども皆さんは、ご自分の歩みの中で、それを一つ一つ分かられていかれるのではな

いかなという思いも、私はしています。そしてそれを祈っています。 

 今まで皆さん、私の話を真剣に聞いて下さり、本当に有り難うございました。もう私が皆さん

にお話ししてきたこと、それらを本当にいつまでも思っているのではなくて、皆さん一つずつ、

私を通り越して、壁を通り越して、また新たにゼロから高橋さんと向き合うという気持ちで学ば
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れていかれるように、皆さん、精進していって下さい。 

 私のことなどは返って足枷になるだけです。皆さんの心の、本当にあなた方の天上の主を私の

替わりに、あなた方の心の中に柱として、しっかり刻み込んで下さい。 

 私ではなく、主を思い起こせるように、それぐらいに私を捨てて下さっていいのですよ。 

 あなた方を、私はいつも見守っています。あなた方をいつも、本当に愛しています。私はそれ

を、全て、高橋さんに預けます。ですから、あなた方は主を慕い、本当に尊敬し、主に向かって

突き進んで下さい。 

 そして、私が高橋さんに託しているように、高橋さんが託しておられる方に、真剣に心を開い

て、皆さん、進んでいって下さい。 

 勿論、心を開くというのは難しいことですね。全て何でも洗いざらいお話しさせていただくと

いうことなのかというと、それは基本はそうなんですが、やはりその中に、お話しすべきことな

のか、こういう言葉遣いをしていいのか、こういうお話しの仕方をしていいのか、それは少しず

つ選ばなければいけない部分もあるでしょうし、でも、あなたに向いて、疑いも何もありません

という気持ちで開いていくことですよね。 

 相手の方に、例えば強い口調で厳しく叱られたり、強い御指導を頂いたとしても、ひるまない

心といいますか、その方に向かっていく心、時には自分にとって厳しいことも沢山お話しされる

こともあるかもしれません。しかしやはり心を開いて、その方についていくという気持ちで、進

まれていけば、後ろに戻ることはありません。 

 皆さまが今、その心の中で、毎月毎月、色んな形でご自分を見つめていかれる姿、真剣に求め

ていかれている姿、これを大事に大事に、今の心を大事に突き進んでいけば、必ずいつか、自分

が巡り会いたかった本当の心の安らぎに巡り会うことが出来ますよ。 

 今の心から少しでも遠ざかると、それは少し遅くなるかもしれませんが、今あるご自分を見つ

めよう、ご自分をしっかり光らせよう、そして正しく法を学ぼう、正しく突き進もう、この気持

ちが熱い内は大丈夫です。 

 そして仮にご自分で、「ああ、又こういう心が出てきた。全然進んでないやんか」と思っても、

それはやはり、進んでいることになるわけですよ。気づきも早くなるし、今までは気づいていな

かった部分が気づいてきたということですから、それもそれも、感謝感謝に変えて、進まれてい

って下さい。 

 あなた方のご生存中の内に、こんなことを口にしては大変申し訳ない、失礼な、恐縮なことな

んですが、何れあなた方が師と仰いでおられる方も、帰られるときが来るかもしれません。その

時になっても、自分を支えてくれる師が居なくなったとあわてることなく、どんなときでも、い

つもご自分の中の主を信じて、生きていかれることですね。 

 そしていつもいつも、丸山さんが仰って下さったこと、導いて下さったことを、心にあるかど

うか点検していけば、必ず皆さんはその安らぎの世界に入っていかれるようになっていかれると

思います。 

 ですからまず、信じることですね。全面的に信じる、これが心を開く一歩になっていきます。

そして皆さんの心の中にある自分を信じる。それが信じ切れないということは、何か自分が一生

懸命することに、何か足りない部分があるということですね。 

 例えば自分はこれをしようと思っていることが一日でも欠けたとか、出来なかったとか、それ

は厳しい世界ではありますけれども、何かご自分が決意されたこと、しようと思ったことは、成

就されないというか、上手くいかなかった、そういうときはご自分の心が知ってますから、どう

も自分に納得がいかないとか、自分が信じ切れないという部分があるかもしれませんけれども、

自分が自分に対して思っている、これをしようとか、あれだけはするぞとか思ったことを、本当

に一生懸命精進していかれれば、段々自分の心、自分自身を心底、信じ切れるようになっていき

ますからね。それはおごりという部分ではないですよ。 

 いつも天上から全て与えられている、天上からいつも見守って下さっている、それが分かって

いる内は、心から分かっている内は、決して自分が驕るということはないと思います。もしその

様な気持ちが出てきたようなときは、自分が自分で生きていると思っている部分が出てきたとき

ですね。 
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 皆さんそれぞれ、本当に愛の心、今の心の次元での自分の愛の心を一生懸命精進されていかれ

ること、そしてご自分で決められたことを、無理なときは仕方ないときもありますけれども、決

めたことを実行していくようにされていかれること、ご自分を心底信じられるようになることで

すね。 

 そうすると、ドンドンドンドン、また違った意味で自分の中での気づきといいますかね、それ

が早くなっていかれると思うんです。 

 

 本当に、最初、皆さまとお話しさせていただいた日、皆さまこれからどのようにして正法に携

わっていかれるんだろうかと思ってきましたけれども、皆さん、見事にこの正法に目を向けて下

さいましたよね。本当に嬉しく、有り難く思っています。 

 いつもご自分の心に耳を向けて、目を向けて、そしてご自分のありのままの心の声を素直に、

第三者的な目で見る、聞く、そうすると一番強力な自分のサポーターといいますか、自分の師が

出来るわけですね。 

 その見ている自分が、どんなに自分が認めたくない自分があるにせよ、それを認めない限りは

又、変えていくこともできないわけです。 

 これぐらいいいじゃないかとか、これは本当に自分の姿じゃない、こういう風に思っていると、

変えようと思っても、なかなか変えられるものではありません。それにはやはり、強い勇気や努

力も必要となってくるでしょうけれども、きっと皆さんだったら出来ると思いますよ。 

 それぞれ持っているものといいますか、自分が越えなければいけないハードルといいますか壁

といいますか、その持ち合わせは皆さんそれぞれ違いますからね。又お互いに支えあってもいけ

るんじゃないでしょうか。 

 来月で最後の会になりますが、その後は、七人の会は解散ということにさせていただきます。

それは何故かと言いますと、皆さん、違ったものを持っている方々とお話しされるというのは、

どこかで感銘を受けたりとか、それはそれでいいんじゃないと、自分の中で納得するというと変

ですけれども、やっぱり相違ったものを持っている方とお話しされていると、どこかで妥協して

譲らないといけない部分も出てきますよね。 

 そうすると、相手の方が一生懸命になってくると、「まあそれでいいじゃないですか」という

ことになったときに、ご自分が毒を飲まれたり、若しくはそれを受け入れてしまったり、どちら

にしてもこれは、良くない部分も出てくるわけですね。 

 半年に一度か何カ月に一度、お顔が見たくなったなといってお会いするという形はいいにせよ、

必然的にお互いお話しも合わないということで、あまり会いたくないという風にも、お互いに思

うかもしれませんけれども、私の方からハツキリ、解散という形でお話しをしたいと思っており

ます。 

 そして学修会という形で、皆さん学修会が終わられてからの時間では、法の話をする時間は短

いと思うんですよね。ですからひと月に一回、若しくは二ケ月に一回、皆さんの無理のない程度

でお集まりいただいて、こうやって皆さんでお話しするのが、私はいいことではないのかなと思

います。 

 それは一つには、ご自分で正法のご著書を読んだり、ひかり誌などを拝読したりして、心に入

れていかれる部分はあると思うんですけれども、どこか自分流になってしまい勝ちなところが出

てくる、又お互いに自分の日頃の話や、今まで自分が気づかなかったこともお話しの中でいただ

けるという部分もあるということですね。 

 ですから、励みにもなるし、お互いに支え合っていく、少しでも法の話に触れておかれる方が

いいということで、私は、皆さまは、この四人の皆さまは、出来ればひと月に一回、学修会とは

別にお会いされた方が、今後の皆さまのためにいいことなのではないかなと思いますね。 

 私が来るとか、他の方が来なければそういう会は意味がないことなのではないかと、思われる

方もいらっしゃるかもしれませんが、それは違いますよ。 

 集まって法の話をするということは、ご自分の安らぎといいますか、ご自分の学びのステップ

にもなりますし、他のそういう話を聞いてもあまり、と思われるのではなくて、そういう話を聞

くということは、自分の心の中に点検すべきものがないだろうかとか、自分もこういう風に思っ
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てたとか、何かそこでステップになる鍵があるはずですからね。 

 ですから例えばSNTさんやYMSさんが、ご家族の中ではお話しされるのは無理がありますから、

かといってお友達とお話しされるのも無理があると思いますし、お電話でというのもやはり、長

電話は無理がありますからね。 

 またYSDさん夫妻にしても、夫婦で話をしてても、夫婦はやはり一つの意見になっていきます

から、その一つの意見がどちらかに偏っても、これもまた、見えない部分も出てきますからね。 

 そういうのもありますから、学修会では、発表されたとしても、聞く方がメインになってきま

すし、それを又、どういう風に生かしてるとか、こういう風に思ったんだけどどういう風に思う

とか、また日常の中でこういうことがあったとか、こういう風にした、ああいう風にしたよとか、

そういう話を出来るだけ触れていかれた方が、皆さんの心の中には励みにもなるし、気づきやス

テップが沢山繋がっていくと思うんですよね。 

 それは私の一つの提案となりますから、皆さんで後はよく話し合って、どうされるか、決めて

いかれたらいいことではあるんですけれども、私はそれを一つ、提案させていただきたいと思い

ます。 

 

（休憩） 

 

 皆さんの、ここはといいますか、何か道しるべがあった方がいいなというときは、私はもう来

れないと思いますけれども、どなたか、光の存在が降りてこられることもあるかもしれませんか

ら、皆さん、当分の間は、その様なこともあるかもしれませんからね。 

 ただ、そういうことは別にして、皆さんがお話しされるということが一番だと思うんですね。

お話しを光の存在から聞くということは、それはそれで大変有意義なことだと思うんですけれど

も、皆さん、聞くことに集中されることになって、自分の心を発するといいますか、自分の意見

を発言するとか、そのお話を聞かせて貰って実践した話とか、それらをお互いに話しすることに

よって、自分の心の状態が見えてくるわけです。 

 ですからそういうことはとても大切なことなんですね。最初の内、皆さんとの会の中で、私は

なるべく早い時間を選んで、皆さんの所に来てたんですけれども、この頃は、皆さんはお帰りが

遅くなって大変申し訳ないと思いつつも、皆さんがお互いに話を聞かれて、その中で自分の中に

頂いたものも得てから、そしてまた私がお話しをさせていただくというふうにさせていただく方

を選んだんです。 

 それはお互いに会話することで、皆さんが持っているもの、それぞれみんな違うことで頑張っ

ているんだねと、この人もこういう痛みをもっているんだねとか、そういう分け合う気持ちとい

うものも、これは大変重要なことなんですよね。 

 深入りしすぎて、そこに毒すものを作るというのは、これは良くないことですけれども、第三

者の思いといいますか、相手の立場に立って同じ痛みを分かって上げられるようになれば、大分、

自分が、例えば回ってくる種というものが少なくなるわけですね。 

 例えばYSDさんなりYMSさんなり、SNTさんなりCHZさんなり、別の形で誰かが、いま自分

が起こしていない問題を、誰かが代わりに代表で何かをして下さっているときに、それが自分の

問題として受け止められる方は、自分はその問題の中に入っていかないで済むことも生じて来る

んですけれども、「あれはあの人の問題だ。勝手にやればいい」とか、「自分で蒔いた種だから、

自分で刈るのが必要だね」、こういう思いで人ごととして見ていると、必ず自分にもよく似た問

題が出てくるわけです。 

 それを自分の心を毒さない限りで、「ああ、あの人は大変なんだね。何か自分も、お役に立て

る何なりさせて貰おう」とか、「ああ、そうそうそう、自分もそうだった」とか、「自分もそう

だったけど、私はそこまで反省しなかったな。感謝してなかったな」とか、いつも自分のことの

ように受け止められて心を整理されていかれる方は、同じ所に突っ込んでいかなくてもいい部分、

助けて貰う部分、相手の方によって自分の芽を摘み取って貰う部分、逆に救われる部分があるわ

けですね。 

 「ああ、これはあなたの問題でしょう。これはあなたの問題でしょう｣、これは楽でいい部分も



168 

 

あるし、さばさばしてていい部分もあるんですけれども、自分が同じ種を持っていたらやっぱり

廻ってくる、いつか開花することになるんですね。 

 ですから大変素晴らしい表現だと思うんですけれども、自分ではなく、代わりにその方が自分

の姿を見せて下さっている、代表でして下さっているという思いで、その方のことを、自分を通

して見せていただく、自分のことのように感じられる、それに応じて自分に出来る範囲でこうし

て差し上げようとか、こうしようとか思って、そういう風に心の整理をされていかれると、自分

にはその様な問題は起こってくるということはないですよね。 

 勿論、家族の方で強力にその種を持っておられたら、もしかすると同じような状況になるかも

しれません。その時でも、誰々さんが私の先を歩いて下さって見せて下さったんだと、解決の道

も早くなっていきますよね。 

 

 思えば、何年か前、見回してみて、皆さんが法に出会うまで、少しずつ時間をかけられて、自

分を取り戻してこられた姿、その時、その時なりに精一杯、皆さん、自分を生かしてこられたと

思うんですけれども、そして今こうして、皆さんは新しい海路に出発しようとしています。 

 本当におめでたいといいますか、嬉しいことですね。 

 これまで皆さんと接してきまして、私も少し感情が入るといいますか、寂しい思いは勿論、あ

るんですけれども、でも、こんな嬉しいこともないですね。皆さんがそれぞれ、本当の自分、本

当の心の安らぎといいますか、自分の心の宝を大きくする、それを本当に皆さんが選んで下さっ

たのですから、そして心の中に、この人と信じ込める方が本当に見つかったのですから、こんな

に嬉しいことはないですね。 

 ですから私と別れるということは、皆さんにとっては、とても、とても、とても、素晴らしい

ことなんですよ。 

 これまで本当に私を慕って下さり、私の話を真剣に耳を傾けて、それぞれ実践して下さって、

本当に有り難うございました。 

 

 YMSさんは本当に真っ直ぐ、真剣に、いつもご自分を見つめていかれています。そのお心に、

もっともっと大きな大きな悦びを、心に根づかせて下さることを、いつも祈っています。 

 あなたのその一生懸命さは、本当にあなたの宝物ですね。そして今まで一生懸命歩いてこられ

たが故に、自分を信じ切るといいますか、そしてご自分を一生懸命生きてこられて、時に自分が

一生懸命になりすぎて、自分の考え方とか、それに少し固執してしまって、周りの皆さんに心を

開けなかったことがあったようですけれども、それをあなたは徐々に徐々に、自分で溶かし、自

分の道を真剣に求められ、そしていつも決めたことは、自分の中で一生懸命忠実に守ってこられ

た方です。 

 あなたはそれにもう少し、心の寛容さ、相手の方を受け止める大きさを持って、そしてもっと

もっと自分を表せる、自分の心を開いて表せる、その様になっていけば必ず、あなたの中に大き

な光といいますか、あなたが求めていた安らぎが生じられるのではないでしょうか。 

 あなたの今後の心の道を応援しています。そしてあなたは自分を、その光の道を信じて、どこ

にいても、誰といても、あなた自身を、自分が目指す道を信じて、自分の光を大きく現していっ

て下さい。 

 今後をお祈りいたします。有り難うございます。 

 

 SNT・KN子さん。今までありがとうございました。 

 あなたは私を一度、助けて下さったと言いますか、バラバラになったHS会（我々七人が作って

いた会の名前）を、私がこれからしようと思っていたことに、あなたは助け船を出して下さった

方ですね。 

 あの場で皆さん、バラバラになっていたら、皆さんは今、私は皆さんと話しをすることができ

なかったでしょうから、その場であなたが言って下さった一言が、今の私が皆さんとお話しをさ

せていただける、提供の場を与えて下さったということになります。 

 色々な道を求める中で、一生懸命に自分を高めよう、自分を精進させようと、いつも奮い立た
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せてこられたことと思います。そして前向きに生きて来ようと努力されたことと思います。 

 そしてあなたはこの法に、これからはもう、絶対に正しく生きるんだというか、その様な決心

をあげられました。それをとても嬉しく思います。 

 あなたは誰よりも誰よりも「私」って思って下さる部分があるようですけれど、私はあなたの

心の中にいますから、それはそれでいいんですけれども、これからは第一は、仏といいますか、

主を思うように、あの方が全てを担って下さっていますから、主を思うように心を置き換えてい

って下さい。あの方を思うのは、私を思うのと同じですからね。 

 ですからいつも太陽を見てお話しして下されば、必ずどなたの思いも見届けて下さっています

よ。私以上に地球人類を思う気持ちは誰にも負けない、本当に素晴らしい偉大な魂の方です。そ

の方を信じて、そしてその方に続いている方を信じて、あなたはあなたの心の道を、しっかり輝

かせていって下さい。それができる方だと思います。 

 それと、自分にあれもこれもしないといけないと思って、それが上手く行かなかったときに、

自分を責め込むということではなくて、反省をしたら、又悦びに変えて、切り替えていくという

風にされたらいいいと思います。 

 そして今されているように、自分が少し気持ちが滅入るとか、自分がどうかと思うときは、昼

間の内は有り難いことに、いつどこを向いても太陽が存在していますから、太陽に向かってお詫

びをしたりとか、お話しをしたりとかして、自分の心の中を整理されていかれるようにされたら

どうかなと思います。 

 そして又、SNTさんだけでなく、皆さん、ご著書をお持ちですから、ご著書には主の写真も載

せられていますからね。夜、もし、対話するときが必要なときは、皆さん、お写真をご覧になら

れたらいいと思いますよ。 

 無闇にお名前を呼ぶのはやめて下さいというのも言われているようですけれども、「仏様」と

か、「主」とか、そういうような感じで対話をされると言いますか、反省をされていかれるよう

にしたら宜しいのではないでしょうか。 

 

 それからYSDさんですね。 

 まあ、YSDさんはこれまで、だからといったら変ですけれども、お子さんの小さいときで、お

母さんを必要としているSRチャンをいつもいつも育児を代わりにして下さって、そのことで私が

この様に話しをさせていただけるのですから、本当にYSDさんには感謝しています。ありがとう

ございます。 

 YSDさんはもう少し気持ちを、優しすぎる部分を、もう少ししっかり持たれるといいますか、

強く持たれるといいますか、そうするとご自分のもっと素晴らしさが出てこられると思います。 

 あなたは反省も、自分なりの今の次元でされていますし、本当にない時間の中で、一生懸命さ

れていると思うんですよ。けれどもそこに、男の人には希な優しさみたいな部分がありますので、

その部分を今後のお仕事の方に使っていただくというか、専念して出していただくことにして、

自分にもう少し強い部分を持って精進されていかれると、強い目標をしっかり持って進まれてい

かれると、あなたに必ず、ご自分の平安に、巡り会えると思います。 

 頑張って下さい。ありがとうございました。 

 

 CHZさんも、本当に今日までありがとうございました。まだ後一回は、お話しさせていただか

ないといけないんですけれども。あなたは今まで、自分に降りてこられた光の存在を疑う部分を、

自分で自己嫌悪をしたり、そうではなくこれは正しいことなんだ、自分のしていることは間違い

なんじゃないか、いやもし間違っていたらなんてことを思っているんだと、自分を苛んだりして

揺れていたようですけれども、だからこそ私が又あなたを通してお話しさせていただくこともで

きました。 

 確かにまだまだ未完成といいますか、心の方ももう少しきれいにきれいにされていかれる方を

進んでいって頂かないといけないところもありますから、自分をよく分かっておられるあなたは、

私があなたを通してお話しをすることにかなり抵抗があったようですけれども、今日までこうし

て皆さんにお話しする場をお与え下さって、本当にありがとうございました。 
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 その、何にでも素直に突き進むところと、そうやって疑ってみるところ、二面するからこそ真

実のところが見えてくるところもありますからね。そういう、ひたむきに法を求める、真剣に自

分が納得するまで掘り下げていく、その今の気持ちを持つ、そして又、素直に何でも心を開いて

いかれるところを大事にされていかれれば、あなたも必ず自分の安心できるといいますか、これ

という自分に出会うことができると思います。 

 又、人から誤解される部分も随分多いと思いますけれども、例え相手の方がそう思っても、惑

わされない強い自分を作らなければいけません。心の波動を読むことが出来るといったら変です

けれども、自然に分かったりする部分があって、相手がお話ししなくても、自分がそれをキャッ

チして悲しくなったりすることがあるかもしれませんが、その部分は流されないといいますか、

しっかりした自分を作ることです。 

 口に出す、出さないは別として、大なり小なり、どの人間でも、受け入れられる人間もあれば、

受け入れられない、受け入れてくれない人間も、これはもう、つきものです。 

 この3次元にいる限りは、100人が100人、自分を支持してくれる方、そういうことは存在し

ません。自分の味方になる方も沢山いれば、自分の味方になってくれない方も沢山います。それ

は全ての方に対して同じです。 

 それをよく心に入れるようにして、どんなことを相手の人から波動として投げられたとしても、

それを打ち返す、まあ、気にかけないといった方がいいですかね、気にかけない強い心を持って

下さい。 

 良いことを送られても、悪いことを送られても、それらの心に動じない心を、これから作って

いかれるといいと思います。 

 ありがとうございます。 

 

 今、一人一人の方に、いま見えているものでお話しさせていただいたので、これがその人の全

容ということではないですので、皆さん、それに又、囚われないように気をつけていって下さい。 

 そして一人に送ったメッセージは、今はその方に対するメッセージですけれども、同時に皆さ

んに送っているメッセージでもありますから、自分の中で、「ああ、これは自分にも頂いている

メッセージだから」と、聞いていかれるようになさって下さい。 

 心から感謝いたします。 

 そして心から、皆様方のこれからの平安をお祈りいたします。 

 まだまだ私としては、お話ししたいことも沢山あるんですけれども、私も皆さんに対しまして、

どこまでお話しして良いのか、あまりお話ししすぎても、今後の皆さんに影響があっても困りま

すし・・・。 

 皆さん、ご卒業、おめでとうございます。 

 これからは新入学として又、ゼロから、一から、ご自分の道をしっかり輝かせていかれるよう

に、しっかりと歩んでいって頂きたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 皆さん、私に長い間、お付き合い下さいまして、本当にありがとうございました。そして何度

もくどいように言うかもしれませんけれども、皆さんがどういう形であれ、この正法が分かられ

たのですから、誰がこうこうこうして貰ったからではなく、それはそれで自分を導いて、直接そ

れをお手伝いして下さった方々にお礼を言って下さって、感謝の気持ちを捧げて、悦びに変えて

進んでいかれたらいいと思いますけれども、同時にご自分にも、喜んであげて、祝福してあげて

下さい。 

 そしてその悦びの気持ちといいますか、素晴らしいことをいつも胸に刻むといいますか、「今

日、又一から、今日、又一から」という気持ちで、進んでいかれることをお望み致します。お祈

りさせていただきたいと思います。 

 これまで皆さまと関わりを持たせていただきまして、本当にありがとうございました。ありが

とうございます。 
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【2004-1/11】七人の会／最終 
 たくさん色んなことを一遍にしようと思うのではなくて、もう一度ゼロの地点に戻って、どの

ように自分は自分の道を歩こうとしていくのかと、いつも、常に自分に問いかけるといいますか、

強くゼロに返って持つ、そしてそのためには、自分がどのようにしていけばいいのか、どのよう

なことをまず、目の前のことをクリアーにしていかなければいけないのか、一つ一つ、自分で確

認しながら進めていくことですね。 

 この数年間、皆さまとともに、私も学びをさせていただいたわけですね。皆さんはこれまで、

過去何年間、皆さまそれぞれ、初めて神の道といいますか、心の道に入られた原点といいますか、

それは皆さまそれぞれスタート地点は違うと思いますが、ドンドンドンドン自分で自分の道を模

索しながら、こうかなああかなと思いながら気持ちを固めて、その時の自分なりの心の中での道

を定めて、気持ちを固めて、これまでずっと一緒にやってきたわけです。 

 こんなことをいきなり言うのも皆さん、驚かれるかもしれませんけれども、前々から皆さんに

はいつまで私が皆さんと一緒に会で、一緒に学ばさせていただくというか、話しをしていこうか

といいますか、いつまでも皆さんとともにしていく訳ではないですよということをお話ししたこ

とがあったと思うんですけれども・・・。 

 最初はもう少し沢山の方と一緒に、皆さんとともに会を重ねてきまして、それが段々七人の会

のように、七人となってやってこられたわけですけれども、今日は七人ではなく、五人しかいら

っしゃいませんけれども、本来ならば昨年の年末で、YMSさんのお宅で会を催していただいたと

きにお話しさせていただこうと思ってたんですけれども、去年ではやはりお話ししにくいところ

もありましたので・・・。 

 この新年の、この会を持ちまして、一応、七人の会でともに学んできたこの私と皆さまと、共

に談話しながら、対話しながら、共に高め合う会というのは、今月の会にて終了とさせていただ

きます。 

 もう皆さんもこれまで、神といいますか、精神世界といいますか、そちらに足を踏み入れられ、

そして又、自分自身で、心の中で模索といいますか、自分探しをしながら、それぞれ今の皆さん

に至っていると思いますけれども、もうそれぞれご自分の中で定めていく道筋といいますか、自

分のこれから変えなければいけない点、何が自分の大きな壁となっているのか、自分がどのよう

に変えなければいけないのか、そのためには又、何が必要なのか、それがもう、見えているとき

だと思うんですよね。 

 それぞれが自分で、自力で立ち上がっていくときだと思うんです。もう、私の手は必要はない

と思うんです。私の手を必要とすべきところがあるとするならば、これまでの皆さんとの対話の

中で、私が皆さんにお話ししてきたところであると思いますから、これから先、私が皆さんに言

葉をかけさせていただくものは、もうないのではないかなと思うんですよね。 

 親が子供を育てていく中で、子供が巣立っていく時を迎えたら、今度は後は、見守る側に親も

なっていきますよね。それと同じように、皆さんももう、巣立ちの時が来ていると思うんです。 

 これからはご自分の足で、ご自分がどのように考え、ご自分の目の前にあるハードルと言いま

すか、壁と言いますか、乗り越えなければいけないものは、自分で解決していく鍵は、皆さんも

う握っていると思うんですよね。 

 分からないというふうなことを仰るかもしれませんけれども、それはご自分で分かっていても、

別の方法はないかなとか、こうではなくて、ここでもう少し知らない振りをして、黙っていた方

が楽ではないかなとか、そういう気持ちがあるだけのことで、皆さん本当は、皆さんそれぞれに

ご自分がどのようにしていかなければいけないことなのか、どのようにしていくものなのか、そ

れが見えてきているときだと思います。 

 これ以上私がいることは、返って皆さんの足枷、手枷になっていくことだと思いますから、そ

れぞれが巣立つと言いますか、卒業と言いますか、その時期に来ているのではないかなと思いま

す。 

 この数年間、私の話す一言、一言に真剣に耳を傾けて下さる方もいらっしゃいました。そのこ

とには本当に、深く、深く感謝しています。 

 どんなことでもそうですけれど、参考にしているときと、そのひとつ一つのことを実践されて
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いくのとでは、大きく道が違ってきます。参考にしているのは、いくらでも知識は、自分の中の

本棚と言いますか、その部分はたくさん沢山になってきますが、その人自身は全然輝いてきませ

ん。ところが知識はなくても、ひとつ一つのことを真剣に見つめて実践していく方は、ドンドン

ドンドンその方の光が出てきます。 

 例えば女性の方であれば、色んな料理の仕方は分かっていても、実際に料理をしていかなけれ

ば、全然、腕が上達していかないのと同じですよね。それと同じように、この心の道でも、同じ

ですよね。 

 いくらでも、色んな知識はどこからでも入ってくるし、どこからでも蓄えられます。けれども

実践しない限りは、その人の輝きは、どこからも出てきません。ご自分がされた分だけしか、ご

自分に返ってきません。 

 それを為すか為さないかは、飽くまでも自分自身です。これまで皆さんと歩んできた中でも、

色んな方が色んな問題を抱えておられて、その度毎に私は、その時点で皆さまにお話しできる範

囲で、皆さまが出来る範囲での、皆さまが分かって下さる範囲での、その中での皆さまにとって

のベストの方法といいますか、やり方をお話しさせていただきました。 

 ですから、これからご自分に立ちはだかってくる問題であったり、心の中で見えない部分があ

っても、今までの皆さんが心の中に得ているもので、十分皆さん、それを紐解いていけば、ご自

分の中で分かるもの、答と言いますか、しなければいけないことというのは、皆さんそれぞれ、

分かられるのではないでしょうか。 

 もちろん皆さんが崇拝される諸先生方だとか、光の存在だとか、その様な方からいただいたも

のの中で得たものもあるでしょうけれども、そういう中で皆さんがもう十分にこうした、ああし

た、これをすべきなんだろうな、こういう場合にはこうするんだろうね、それが皆さん、もう見

えているんだろうと思うんですね。 

 後はそれに確証といいますか、「そうですよ」と言って欲しいかどうかとか、これはもう少し

おいときたい問題かなとか、ご自分が動くか動かないか、そこの鍵にかかっているだけだと思う

んですよ。 

 そうは言いましても、どんなときでも、心を素直に持つこと、それは必要ですね。心を素直に、

例えばご自分があまり尊敬できない方であったとしても、その方が話される言葉を聞く余裕とい

うものを持つと言いますか、ご自分の中にもこの人のようなところはないかなとか、あの人はも

うああいう人、この人はこういう人、それで終わりではなくて、自分に関わるということは、何

か自分の中にもそういうところがあるのかな、ああいうところがあるのかなと、点検していくと

いうか、素直に起こった現象といいますか、起こってくる現象に対して、素直にご自分にもどう

かなと、また自分に降り懸かってくることに対して素直に、感謝とか、反省とか出来る方は、ド

ンドンドンドン、深さも出てきますよね。 

 ですけれども、あれはあの人の問題、これはあの人の問題、この人の問題、そうやって自分と

他人とを切っていくといいますか、そうすると、ご自分の進み方も変わってくることにもなりま

すしね。 

 色々と皆さん、これまで共に歩いてこられて、ご自分の中には、どうかなと思ったり、まだま

だかなと思ったり、いや十分満たしているよとか、色んなものを持ってると思いますけれども、

自分は自分の信じる道をしっかりと持って、とにかく何であれ、いま自分が信じていることを一

生懸命やる事です。 

 それを人から間違っているよと、例え言われたとしても、それが正しいと思うのならば、一生

懸命やる事ですね。そうしている内に、していく内に、本当に間違いであったならば、一生懸命

やっていれば、「ああ、これ、何か違うぞ」って、気づく部分も出てきますし、「ああ、やっぱ

りおかしいかな」とか、「足りてないな」とか、何か違うぞと見えてくる部分もありますよね。 

 ですが、中途半端にやっていると、いつまで経っても、見えてこないものは見えてきません。

誰に何を言われても、私はこれをやるぞという信念の強さを持っていくことです。例え一人にな

ったとしても、私はこれを進むというくらいの強い信念を持たなければ、なかなか色んなことは

難しいですよね。 

 皆さんも経験していると思いますけれども、これまで一緒に学んできた友達の中で、「ああ、
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この人とは一生、友達としてやっていくんだろうね。こんなに気が合うし、こんなにこの人とい

たら楽しいんだから、この人とは何でも分かり合えるし、一生、この人と友達としてやっていこ

う。向こうもそう思ってくれているはずだ」と思っても、道が、例えば自分と違う方向を向いて

しまったときは、「あれー」と、こう悩んだり、立ち止まったり、そういうときが来るかもしれ

ません。 

 でもその人に引っ張られるのではなく、自分の心に信ずるが如く、一生懸命にその道を歩いて

いくことです。そしてその時に、もし自分が間違いであったとすれば、また引き返す勇気を持て

ばいいことです。 

 ともかく自分がやると決めたことを、一生懸命、なさることですね。そして、一生懸命やると

いうことにも、心に余裕を持つということも、もちろん必要です。でなければ、意固地になった

り、頑固になったりして、自分の進んでいることだけが正しいんだということで、見えてくるも

のも見えてこない場合もありますし、何でも過ぎると毒になりますからね。 

 自分をうまく管理できるというか、心の面でも何でも、生活習慣とか、そういうものでもそう

ですが、自分をうまくコントロールといいますか、管理といいますか、それをご自分でうまく、

いい方向にもっていくのは、自分でしかないわけですからね。 

 自分の進む方向は、自分のみがうまく乗せていけるといいますか、どんなに相手のことを思っ

ても、その人を無理に引っ張ってくることは出来ないでしょう？ それと同じように、自分のこ

とは、人様から引っ張ってもらうというわけにはいかないものですからね。 

 どれだけ一生懸命、お話しをして下さったとしても、自分が｢そうだな」とか、「OK」と思わ

ない限りは、自分は動けないですよね。ですから相手に依存というと変ですけれども、相手がど

うこうしてくれるわけではなくて、やはりご自分で動かなければいけないんですからね。 

 自分を救うのも、そうでなく、自分を殺してしまうのも、全部、自分にかかってくるわけです。 

 「まあ、これぐらい、良いよね、それで何が悪いの？」って仰る方もいるかもしれないけれど

も、それはそれで、その方の進めるペースで良いですよ。それはいつか自分で又、摘み取らなけ

ればいけないものということで、自分にいつか巡ってくるものであるだけで、遅いか早いかだけ

で、やっぱり、自分が動かないと、誰も、何もしてくれません。 

 自分の心の中の問題は、自分でするしかないわけです。他の人は何もしてくれませんよ。自分

で解決していくしかないわけですからね。 

 これまで皆さんにはいろいろとお話ししてきましたし、お話しさせていただきましたし、そし

て皆さんも、私が色々言わなくても、もう皆さん自身でも、「ああ、これはこういうことだね。

あれはああいうことだね」と、判断できるといいますか、そこにはもう、至ってると思います。 

 ただ本当に、自分で進め方といいますか、方法といいますか、手順というのはそれぞれ皆さん

が選ぶことですから、自分が至りたい道とか、自分が光らせたい道に、自分がどれを選んでいく

のか、その選択肢は、それぞれ皆さんあると思いますけれども、こういう問題にはどういう風に

向かっていけばいいのかとか、自分の越えなければいけないものとか、自分は何が足りないのか、

そういうものはもう皆さん、ご自分で分かられているわけでしょう？ 

 ですから、そのために必要な手順といいますか、手段といいますか、それは皆さん自身がご自

分で、自分に一番合うものを選ぶしかないというと変ですけれど、やはりそれも、自分が頷ける

もの、頷ける方法、自分に合ったものでなくては、こちらから「これが良いですよ。あれが良い

ですよ」と言ったとしても、自分に合わなかったら苦しいだけですからね。 

 それは今のご自分の心の時点で、一番自分に納得するものを、自分で心から頷けるものを、自

分で選ぶしかないわけですから、それは人それぞれ皆さん、違ってくることになるかもしれませ

ん。 

 けれどももう、ご自分の今、足りない、足りないと言うと変ですけれども、修正しなければい

けないこと、自分の壁には、どのような部分に立ち向かっていかなければいけないのか、どうい

う風に心を持って行くべきなのか、それは皆さん、見えているのではないでしょうか？ 

 まあ、七人、皆さんそれぞれご自分の道と言いますか、ご自分の進むべき道を、しっかり見据

えて、もう一度、皆さんそれぞれ、自分の原点をしっかりと見極めて、これからの道を自分が進

めていく道を、しっかり見つめていって欲しいと思います。 
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 まあ、一方的なお話しの仕方で申し訳ありませんけれども、これまで皆さんとおこなってきた

会というものは、終了という形に、今月をもって、させていただきたいと思います。 

 今後、皆さんが会うとか、会を設けるとか、そのようなことは皆さんで、お話しし合って決め

られたらいいと思いますけれども、これまで集ってきたような会の形と言いますか、仕組みとい

ったら変ですけれど、形というものは、今月にて終了とさせていただきます。 

 取りあえずここで、皆さん、ご歓談下さい。 

 まあ、一方的なお話しの進め方で、申し訳ないと思いますけれども、どうぞ皆さん、理解のほ

ど、お願い致します。 

 

【2004-1/11 他の光の天使からの助言】 

 まあ、先程、色んなお話しがでてまして、皆さん、それぞれご納得されていたようで、問題は

ないと思いますが、私たちと皆さんの光の兄弟、守護霊たちとお話しをして、取りあえず、まと

めたお話しをさせていただきます。 

 先程のお話しにもありましたように、今月、新年明けましたこの月をもちまして、皆様との心

の交流の会は、終了、解散、どのような形であれ、終わりとさせていただくことになりました。 

 これから先は、もし皆さまが又、心を寄せて、たまにお会いしたいなと思ったときに、同窓会

的に会うという形になさったら如何ですか？ 

 それ以外では皆さん、ご自分の光の道をそれぞれ進められて、ご精進なさっていく形で、皆さ

まの光の兄弟達の同意を得られました。 

 皆さまは如何でしょうか？ 

 あなた方の相談が先ず、第一でしたが、そのことについてあまり話し合っておられないようで

したので、こちらの方でお話しをさせていただきました。色々と揃っていないところ、来られて

いない方もいますから、その中で色々と集っている方、メンバーたちだけでお話しをする、決め

てしまうということもできたかと思いますが、二人の方も、今回欠席という形ではなく、もうこ

このところ、ずっと欠席という形を取っておられますから、今おられるメンバーで決められても

別に差し支えはないのではないでしょうか？ 

 しかし皆さま、あまりお話しされていなかったですので、色々と後々、電話でお話ししたりと

か、何人かだけで連絡を取り合ってみるとか、そういう形ではなく、今、この場をもちまして、

しっかりとお話しといいますか、話しをまとめておいた方が良いのではないかと、それぞれの各

自の光の兄弟達からも意見もでましたので、名残惜しいかどうかは分からないですけれども、今

日、この日をもちまして、お互いに突然のことであったかもしれませんけれども、ひとまず、一

区切り、卒業という形にされて、それぞれ、巣立っていく形を取るという風にされては如何でし

ょうか？ 

 思えば皆さま、早いようで長い道のりでもありました。今、それぞれ、その方、一人一人なり

に、ご自分の歩むべき道とか、歩みたい道とか、それぞれ、強いものを持ちかけたり、持ってお

られる方向にあります。 

 今、自分が為すべきところ、為すべきこと、それをご自分で、しっかりと把握していかなけれ

ばいけません。 

 ただ何となくでは、歩きにくいものです。自分の指針をしっかりと持って、あなた方が今、そ

の自分の道において、自分が今、一番必要な友、自分にとってのパートナー、それは信念ではな

いでしょうか？ 

 もしその信念が弱ければ､やはり自分にも弱くなりますし、目標、信念、高く持っていかなけれ

ば、やはり簡単に、色んな囁き、マイナス的な方に引っ張られることでしょう。 

 どんなことでも、先ずは自分をよく知ること、自分の良いところも悪いところも包み隠さず、

ご自分で素直に受け入れること、そしてその上で、これから先の信念を強く持って、打ち克つ勇

気、克服する努力、これらが皆さまの最大のパートナーになっていくのではないでしょうか？ 

 それぞれ持っている壁、修正すべき点、それぞれ、あります。皆さまは、それをご自分でキッ

チリと見つけておられるでしょうか？ 

 まだまだこの先の皆さまの心の発掘、掘り下げていくべき点、たくさんあります。 
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 課題がきっちり見えておられる人は幸せな方です。今、課題が見えておられない人は、増上慢

がないか、自分に少し再点検なさって下さい。 

 そしてご自分の歩むべき道にいつも、ご自分で胸を張って生きられるようになって下さい。相

手の方を責めるのではなく、いつも自分の心の中に、鍵があるということを忘れないで下さい。 

 人を責めるのは簡単です。人のせいにするのも簡単です。けれども自分の心はよくなりません。

いつまで経っても、陰や色んな汚れで、曇ったままです。ご自分の心を綺麗にするのは、自分で

自分を点検し、勇気と努力を持って、克服していくことです。 

 相手の方、どんなことがあっても、どんな言葉を言われても、どんな人が現れようと、ご自分

の心はいつも平常、安らかな心でいられるときこそ、あなたは本物に近づいていったことになり

ます。 

 皆さま、いつも、神、主が例えに出されますが、太陽があなた方に分け隔てして、熱・光を与

えているでしょうか？ Aさん、Bさんには、心がいいからたくさん上げよう。Cさんは心が悪い

から、あまり上げない。この様なことをなさるでしょうか？ 

 どの方に対しても、平等ではないですか？ 悪人であっても、親切な人であっても、同じ太陽

の熱・光、エネルギーを皆さまに与えてはおられないですか？ 

 皆さんはどうですか？ Aさん、Bさん、Cさん、それぞれ自分の心の持つ光のエネルギー、愛、

同じように与えられますか？ まだまだAさんに不足、Bさんに不足、Cさんに不足、それぞれ持

っておられるのではないですか？ 

 不足は、Aさん、Bさん、Cさんにあるのではなく、あなたの心に不足の種があるのです。Aさ

ん、Bさん、Cさんが悪いのではなく、あなたの心に鍵があるのです。 

 自分を、心を点検せず、相手の人はこうだから、相手の人がああなんだから、これは違います

ね。どんな方であっても、どんな人であっても、いつも自分の心が安らぎ、悦びに満たされてい

る姿勢、どんなに不調なときも、どんなに病めるときであっても、いつもいつもこの心に変えて

いく、いつもその心がある状態、それが本物、神の心に近づいていってる証拠です。 

 先程お話しされていたように、色んな些細なことに、まだまだ心が動くようなことでは、まだ

まだ精進、足らないです。奥様の一言、ご主人様の一言、友の一言、子供の一言、一つの行動、

それが心に引っかかるのは、まだまだ心ができていません。 

 いつも丸く豊かに光輝く心を、それぞれ皆さん、養っていって下さい。いつも謙虚に、心明る

く、悦びに、安らぎに、どんな方であっても、憎むことなく、争うことなく、いつもいつもご自

分の心の磨きのために相手がいるのだということを忘れないで、自分の心を磨いていって下さい。 

 相手は自分のどんな厭な相手であっても、自分の最高の教科書、先生であります。相手のお陰

で、自分の悪いところを変えれます。厭な方がいる、厭な方が悪いのではなく、あなたの心がそ

の方を厭だなと思う、その心が卑しいのです。 

 相手のこんなところ、厭だな。相手のこんなところ、変えて欲しいな。その心こそ、変えなけ

ればいけないところなのです。あの人が悪い。そう思う、あなたの心が悪いのです。そう思って

いる内は、丸い豊かな心ではありません。 

 どうぞ、そういう心が少しでも減るように、いつもいつも丸い心を養っていく。そして輝かせ、

大きく光らせていけるご自分作りをなさっていって下さい。 

 そしてご自分の引っかかる点を、「ああ、こんなことも引っかかっている」と、見過ごすこと

なく、一つ一つ、正しく点検していって下さい。相手の方に、いつも感謝する心を持って下さい。

どんな厭なことを言われようと、どんな厭な存在だろうと、感謝できる心が必要です。 

 自分に親切な人、感謝できて当たり前です。自分に厭なことをしてくれる人、その人に感謝し

て下さい。どんな方にも感謝の心を、悦びの心持てたとき、あなたは誰にも負けない、誰にもな

い、あなただけの一人の華を、たくさん心に持てるようになっているときでしょう。 

 どの方にも心を、どの方にも感謝の心を、どの方にも悦びの心を合わせ持っていけるように、

生かしていって下さい。 

 今まで自分が歩いてきた道も、その軌跡の一つです。まだまだこれから先、たくさんたくさん、

歩いていかなければいけません。 

 素直になることです。心を開くことです。心を閉じていては、自分の本当の心、見えません。 
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 皆さんの一人一人の心の中は、SRちゃんやラン丸ちゃん（犬）のように、いつも伸びやかに自

己表現しているはずです。その自己表現の心を、「いや、私はこんな風に思わないよ」とか、「私

はこんなことで怒ったりしない」、「これは私かなあ？」、「いや、どうだこうだ」ではなく、

皆さんのその心の中にある精進している声をよく見て、それをよく見て受け入れない限り、あな

た方は変わっていくこと、できません。 

 自分を過大評価したり、又は過小評価するのではなく、ありのままに自分を見つめて、そして

修正すべきところは、勇気を持って修正していく。一つ一つ、時間をかけて修正していく勇気が

必要です。 

 どんなことでも、一足飛びにはいきません。それに行き着くまで、たくさんたくさん、時間を

作ってきます。そしてたくさんたくさん、その倍の時間をかけて、一生かけてでも、それを克服

しようという強い信念がなければ、「ああ、どうせダメよ」とか、「これぐらいしょうがないわ。

私今まで、これ、やってきたんだから。急には無理よ」、色々と流されるのではなく、いい方向

に持っていって下さい。 

 できなかったとき、落ち込むのではなく、「急には無理よ」と、言って上げてもいいです。だ

って最初から、「私今まで困難だったんだから、無理よ。それでいいよ」と言ってたら、何にも

変わりません。何にも修正できません。 

 人を変えるのではなく、自分を変えること、これを始めていきましょう。皆さん、まだまだ、

人を変えたいと思っていますね。自分の周りにいる人、自分の都合のいいように変えたいと思っ

ています。 

 相手は変わりませんよ。自分を変えるのも難しいのに、相手を変えようなんていうことを、実

際、難しいことです。相手の方の色んな現象、現状に囚われることなく、ご自分の心が囚われな

い心を作ることこそ、大事なことです。 

 花が囚われますか？ 太陽が囚われますか？ もし太陽が、そのような囚われの心を持ったと

したら、この地球は、一秒たりとも存在できなくなります。 

 皆さま、神の心、神仏のような心、高い心になりたい、そのように仰りますが、本当のそのよ

うな心とは、太陽の心ではないですか？ 

 太陽の心になるためには、太陽がそのように囚われることなく、ご自分を、皆さまのために尽

くすといいますか、皆さまを分け隔てなく与えるように、ご自分の心もそうならなければいけま

せん。 

 妻が、夫が、友が、父が、母が、子供が、周りの友人が、ではなく、ご自分の心を変えること

です。 

 厭なことを言われたら、厭なことを言われてるその心を見て下さい。厭だと思う心を見て下さ

い。引っかかる心を見て下さい。そして、修正して下さい。他に何もありません。人を変えるの

ではなく、自分の心を変える、それです。それが自己確立に繋がっていきます。相手は関係あり

ません。自分の心、それが自分と神ということです。 

 自分と神ということは、相手は関係ない、相手と自分は関係ないとか、そういうことではなく、

自分の心を丸く磨く道。ですから相手を変えるのではなく、自分を変えていく、それが自分と神

の道です。 

 あの人がこうだから、違う道を行くから、イヤこうだから、だから関係ないとか、言ってもダ

メとか、それはまだ、相手を変えようとしているということです。 

 そのようなことではなく、どのような人であっても、どのようなことを言われたとしても、そ

れに動かされない心造りをする、そして、今の自分の心の状況、相手との状況、正しく見つめて、

その上で、して差し上げなければいけないことを、して上げられる最大限のことをするというこ

とです。 

 何でもかんでも手を貸すというのも違いますし、｢それはあなたの問題でしょう？」と何でもか

んでも知らん振りをする、これも違います。「それはあんたと神の問題だから、あんたが自分で

解決する問題だ」というもの違います。 

 正しく、今のその人の状況、自分の状況、全てを見つめた上で、して差し上げられる最大限の

ことをするということです。 
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 自分の心を見つめるためだから、相手の人が苦しいとか、「こんなことになってるけど、私は

関係ないわ」、このことだけを、自分の心磨きをするためだけに相手がいるので、それだけでも

違います。 

 けれどその中で、これはあの方が自分で解決しなければいけない問題だなと思ったときは、相

手のために祈るとか、相手の心を思いやる、祈る、そのように変えるとか、その状況を、正しく

見なければいけません。それには、私意を入れないことにもなります。 

 自分の感情が入って、自分がある中で、「あの人は正しい」とか、「いけない」とか、そうい

うことではなく、第三者的な目、今の自分の成長段階での第三者的な目で見ることも必要です。 

 色んなことがありますが、結局、自分の心を豊かに丸くする、自分と神とのつながりの道では、

結局、それだけです。誰にも分け隔てなく、同じ心を持って、同じ愛の心を出すということです。 

 同じ愛の心を出すといっても、Aさん、Bさん、Cさんでは、その人の立場に立って、同じよう

にするということではなくなってきます。 

 そして人から色々言われたとしても、自分はこれを進むとか、自分はこれをやり遂げるという

強い信念を持つことが必要だと思います。 

 周りの、自分の尊敬する人、自分の愛する人、その人が自分と同じ意見でなくなった、同じ道

を行かなくなったとしても、自分はその道を進むというくらいの強い信念を持たなければいけま

せん。 

 どうぞ皆さまももう一度、原点を見つめられて、そして、ご自分の行くべき道に必要なものを、

自分で選択して、進まれていって下さい。 

 皆さま、ご卒業、おめでとうございます。 

 ご質問はございますか？ 

 今日まで共に学んでこられた皆さまそれぞれ、お互いに、激励といいますか、感謝と激励の言

葉を皆さんでかけられて、最後の時間を過ごされて下さい。 

 これまで、皆さま共に学び、共に成長できまして、本当にありがとうございました。 

 そしていつもいつも、本当に本当に、根気よく、私たちに本当に、愛の時間をもたらして下さ

いました神と主に、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 皆さま、ありがとうございました。 

 頑張って、又、形は違いますけど、共に、心の道を歩んで参りましょう。 

 いつも皆さまと共に。ありがとうございます。 

 

 

【2004－3／3：他の光の天使からの助言】 
 皆さま、七人の会の時に、私たちも暖昧なお伝え方をしてしまいまして、誠にあの時は、皆さ

まにご迷惑をお掛けいたしましたことを、先ず最初にお詫び申し上げます。 

 その節は皆さまに、紛らわしい受け取り方、受け取らせ方をしてしまうようなお話しの仕方を

してしまいまして、申し訳ございませんでした。 

 私どもは、私は、私たちは、以前にこちらで打ち合わせをしていたため、皆さま既に了解いた

だいていると思い込んでしまい、また私たちは、先にお話ししていた神の言葉が皆さまに十分届

いているものと思い、あのようなお話しの仕方をしてしまいまして、混乱の元を作ってしまいま

したことをお詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。何度も皆さん、お手間を取らせて

しまいまして、申し訳ございませんでした。 

 その後、皆さまの身辺で、色んな出来事があったようですが、皆さま、いつも心をしっかりと、

神の方に結びつけておくことです。そして如何なる時も、自分と神に於いての道を歩んでいるこ

とを忘れないようにして下さい。 

 どの場所に於いても、どの時を過ごしていても、結局、自分の心が第一になります。と言いま

すのは、皆さん、勿論、学修会に行くことは、とても素晴らしいことです。あの場で勉強させて

いただく、あの場にいるだけで、皆さん、いただける気づきが、たくさんあります。 

 でも、学修会は、ゴールではありません。学修会で学ぶ、それから耳にしたこと、心に感じた
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ことは、実践しなければ、何の意味もありませんし、自分の生活の場に生かし、日々の心を点検

して、それを自分自身で行わない限り、いくらドンドンドンドン、いい学修会に参加しようと、

どのようないいものを聞いても、何にもなりません。そういう自分が第一になります。 

 そして、あれもこれもできれば素晴らしいですが、そんなに一遍にうまく行くようにはなって

おりません。自分の、たくさんある修正しなければならない中からでも、皆さんそれぞれ、自分

なりのテーマというものは見えてきていると思います。そのテーマに沿って、自分の進み方、コ

ースがあります。 

 例えばマラソンランナーの育成に於いても、1Okm、皆さん、走るとしますと、全く体力のな

い方、まあまあ体力がある方、それから1Okm、優に走れる方、そのような方と、同じ練習メニ

ュー、同じ毎日の筋肉の鍛錬をしていても、同じように必ず、成長するわけはありません。 

 例えば食べ物のバランスが悪かったなどは、食べ物のバランスから行くこと、また、筋肉をつ

けるために、基礎の面から自分が行わなければいけないもの、また、基礎が十分できても、まだ

まだ走り込みができないもの、それぞれのメニュー、それぞれの各自に合わせてのメニューが用

意されます。 

 それと同じように、皆さまの一人一人、事前に、一番適切、一番的確に合うものを今、いただ

いております。ですから、目の前にある一つ一つを焦ることなく、じっくりじっくり、感謝をし

て受け止めて、そしてご自分の心を精進されていくことです。自分と他を比べる必要、ありませ

ん。 

 例えが悪いかもしれませんが、もう一つ、例を上げます。 

 例えば小学校一年生、三年生、五年生、また中学生、様々います。小学校一年生の子にとって

は、小学校一年生の学科の勉強も、ものすごく大変です。10+30、40、小学校五年生だったら、

それ以上だったら、もっと簡単に答、出せます。 

 でも小学生にとってみれば、10+30が40でも、難しいものもあります。国語の勉強にしても、

漢字も難しいです。覚えること、たくさんあって、今まで幼稚園、保育園、楽しく遊びながら学

んできたのに、急に授業一本になって、10+30、40です。これは「した｣、読みます、「うえ」

読みます、言われても、今までの遊びの中から覚えるのではなく、先ず覚えなければいけないと

いうことを、覚えていく学習することだけでも、これ、大変なことです。 

 その一年生の子がすること、大変です。でも三年生にしてみれば、10+30は簡単です。五年生

にしたら、1+1=2というように、もっと簡単です。中学生、高校生、当たり前の世界です。 

 でも小学生にとっては、とても大きな問題です。それを同じように、「私はできますわ」と言

っても、「当たり前でしょう｣、言われるでしょう？ 

 しかし一年生の子が、10+30が40になるのはどうしてだろうか、次、20＋40、60、できま

した。先生、とても素晴らしい、誉めますね。「あなた、偉いね。上も下も上手に書けました。

正しい書き順です」 

 でも三年生の子が、「僕もそれぐらい書けるよ」、小学校五年生の子が、「僕もそれぐらい、

何でもできますよ」、中学生の子が、「当たり前に書けますよ」、誰も誉めませんね。 

 そして中学生の子が､「僕なんかはベクトルもできますよ。かけ算、わり算できますよ」、自慢

したところで、「当たり前でしょう」、言われるでしょう？ 「あなたは中学校一年生の英語を、

もっときっちりやりなさい。小学校の所に足を踏み入れて自慢しても、あなた、何が偉いのです

か？」、言われます。 

 この例えは難しいというか、余り良い例えではないと思いますけれども、皆さん、それぞれ自

分のこれまでの魂の修行に於いて、そして今生に於いての学修、今までの年月、費やしてきた心

の業、心の道、それらに於いて、いま一番自分にとって必要な場所と、必要な課題をお与えいた

だいています。 

 その上において、みんな平等です。皆さんに今、一番必要な状況、事柄、色んな課題、与えら

れています。ですから、「あなた、出来ない」とか、「私、出来ます」とか、「あの人、素晴ら

しい。この人、いいね」ではなくて、いいことは素直に喜んでもいいし、悪いことを注意して上

げてもいいけれども、裁きの心を持ってはいけません。 

 いつも自分がその人の話を聞いて、自分も学ばせていただけることに感謝し、そして自分の道
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に於いて点検したり反省したり、いろいろとまた人の話を聞くことによって、自分をも学び、生

かされているというふうに取ることですね。 

 皆さま、『ひかり』誌を読んで素晴らしい、学修会に出席して素晴らしい、けれども丸山さん

が、ある方を誉めたり、ある方を注意したりしたら、まだまだその表面に囚われているところも

あると思います。 

 確かに皆さんよりも進んでいらっしゃる方もいらっしゃいますし、皆さんより修行を怠ってい

る方もいます。でもそんなことは、何にも関係ありません。いま言ったように、中学生の子は、

中学生のものを学ばなければ、同じように小学生のところに来て学んだとしても、意味がないで

しょう？ 

 その人が進んでいようが、その時点でやらなければいけない学び、課題はいただいています。

それを人のところに割り込んで、「私、できますよ」と言ったって、その人の心の道、止めてし

まいます。 

 誰でも修行していけば小学校一年生の子も、二年、三年、四年と上がって行くし、やがて中学

生、高校生になります。ところが中学生がいつまでも、「私小学生の勉強できますよ」と言って

たら、どうなりますか？ 

 やがて小学生の子が進んでいったら、置いて行かれますよ。小学生が中学生の問題を解けてい

ても、中学生、まだ、解けませんよ。まあ、悪い例ではありますけれど。 

ですが、何れにせよ、自分は色んな諸現象に惑わされずに、ご自分の精進を一生懸命すること

です。 

 学修会、これはどこにいても素晴らしいものです。「ひかり」誌も素晴らしいです。けれど、

色んな日常、皆さん、抱えています。そこの学修会に行かせていただける方は、お悦びなさって、

精々、ご勉強され、それをできなかった人にお裾分けしたり、ご自分もそれを学び生かすという

努力をすることです。 

 また、学修会に出席できない状況であったとしても、ひがむことも、悲観することもありませ

ん。今、自分に与えられている環境の中で、精一杯やっていくことが肝要です。そして、それを

一つ一つやっていくからこそ、次にまた、繋がっていくのです。 

 色んな見えないものの現象、自分に分からない器の、自分に分かる範囲の器のことで、色んな

ことを計っても、これ、分かりません。 

 例えば中学生と小学生を見てても、中学生は自分の方が優れてるように思うかもしれませんが、

勉強は優れてても、心は劣っている場合もあります。また、運動能力は、子供より劣っているこ

ともあります。 

 それでも自分が歳を取っている、自分が中学校に行っているだけで、自分の方が偉い、言いま

す。それは自分の知ってるもので計ってるから、自分が偉いと思います。 

 しかし、もっと遠くの存在から見たら、確かに歳は取って中学校には行っているけれど、やっ

ていることは小学生の子の方が、心ができているねとか、これをやらせたら、小学生の○○ちゃ

んの方が良くできてるねとか、あるはずです。 

 ですが自分の方が進んでいると思っている中学生の目には、それが分かりません。自分が進ん

でいるように勘違いしているだけです。 

 でも、もっと遠く離れた存在からしたら、皆さん、そんなに差はない。同じようなところを歩

いているようなものです。何しか、ご自分の与えられた環境をもっと祝福、感謝して、その中で

自分を一生懸命、生きる。ありがたいと思って一生懸命、その中で心を磨く、精進なさる、その

努力を皆さん、もっとされて下さい。 

 例えば学修会に参加されてたとしても、偉大な主のご著書を正しく読まない、また、正しく学

修会の話しを聞けなかったら、行っててもいいことかどうか分からないこともあります。 

 一方で、学修会に行けずとも、主のご著書をしっかり拝読し、それを日々の生活の中に生かし

ていけば、悦びいっぱい生まれることもあります。 

 人にはそれぞれ、その状況に応じ、その人の心の状況に応じて、いろいろと、いただけるもの

をいただけるはずです。早く何々しなければとか、こうしたい、ああしたい、勿論、個々に、こ

うしたい、ああしたいという思いを強く持つことは必要ですが、マイナスの思いを引きつけるよ
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うなことはなさらないようにすることです。 

 人の幸せ、悦びは、勿論、ともに悦び、でも、やっかみとか羨む必要もありません。また人が、

自分より困難な状況にあったとしても、それを共に悲しみ、自分のことのように分かち合い、ア

ドバイスしたり支えて上げる。  

 そのことで又、どのように相手の人に、もし自分がそのことについての何かものを、例えば分

かっておられるとき、アドバイスして差し上げられるときは、どのようにしたら相手の方に分か

って貰えるだろうか、自分の持っている知識や智慧を、どのように相手の方にお伝え、お与えで

きるかという、そのような状況をいただくお話しの仕方、人に教えて差し上げる、自分だけ分か

っていたって、何も分かち合うことはできないです。 

 けれども自分の分かっていることで、相手の分からないことがあったら、それをそっと差し上

げることで、相手は生かされますし、悦びになりますし、自分も又、嬉しくなります。 

 だけれども、正しく伝わらなかったり、自分のものにしてしまったら、相手の人は生かされな

い。だから、そのような状況の場をいただいている、話しをする機会をいただいている、そのよ

うな状況を作って貰っていると思って又、お話しする。 

 皆さん、例えば家族に伝道するということになったとしても、家族の心の次元まで降りていっ

て上げなければ、法の伝道はできません。自分の心の次元で伝道しても、相手は押しつけられて

いるというものを感じたり、分かって貰えません。「あなたは好きなことをやったら、それでい

い。私たちにはそれ、要らないです」と言われます。 

 けれども相手の立場の心の次元まで降りて差し上げて、そして伝道をする、悦びを話して上げ

る。「こういう風に考えるように実施して、私、幸せになったよ。悦び、溢れたよ」と言うと又、

話しは違ってきます。 

 知識の切り売りや、ただ一生懸命に自分の心の次元で分かったことを伝道したり、教えて上げ

ようと思っても、必ず相手とぶつかることがでてきます。 

 ですから、人様に何かを教えて差し上げるときは、そのように自分の智慧や、相手の方に分か

って貰おうとするそのようなお話しの仕方の、何度も同じ練習、伝道の時の練習とか、そのよう

になっていくのではないでしょうか？ 

 今の世の中で伝わっている営業といえば、さっきYMSさんが言ったように、悪いものもたくさ

んあります。正しく営業をしない、正しく人々に本当のことを言わない、これも怒ったときに謝

ったりとか、処置の仕方を考えていたりして、最初の段階では、欠陥のあるものでも売ったり、

悪いことと知っていても、相手を勧誘したりします。 

 けれども本当の正しい営業といいますか、正しいものを人様に伝えるということに於いては、

伝道も営業も同じ、通じるものがあります。人様にお話しする、全く知らないものを人様にお分

けして、分かって貰うことをしなければいけない。伝道も同じでしょう？ 

 全く今日まで正法を知らない人、神仏を信じてない人に、神の話しをするときに勇気、要りま

す。どのように話したらいいだろうかということになります。 

 営業も全く一緒といったら、行き過ぎになるかもしれないけれども、夢中の人、自分が持って

いるもの、全く知らない人を相手にお話しすることに於いては、同じものがあります。 

 ですから全てに於いて、不必要なことは何もありません。自分にとって足りないもの、必要な

ものをお与えいただいています。皆さんそれぞれ、そのような状況の中で今、ご自分の学びをさ

れています。 

 ですから、焦ることも、悲観することもなく、人の悦びは悦びとして十分に分かち合い、自分

は自分で一生懸命やればいいわけです。誰も彼も、優れてる、劣ってる、ありません。 

 自分が一生懸命、自分の道を精進して、邁進して光らせていったとき、その人は一つの優れた

功績を残して、世に輝きがでるかもしれないけれども、その前の段階で、色々思う必要はないの

です。 

 そして、正法を正しく行じていけば、誰も彼も又、光るわけですから、又そこで、誰も彼も優

れているわけではないのです。正しく行じていくか、怠るか、それだけの差なのです。 

 ですから、人と自分を比べる必要はありません。ただ、人のことも、自分だったらどうするか

なとか、そのように考えて自分の点検をしたり、自分の心の修正を図ったり、相手の立場に立っ
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て考える、又もしくは、自分にして差し上げられることをして差し上げる。 

 色々と学ぶ必要のあることを相手からいただくことはあるでしょうけれども、それに於いて

色々と感情を出す、裁いたりとか、自分を裁くか人を裁くか、そこで変わってくるわけでしょう

けれども、良い話しを聞いたら、「あの人はいいな。素晴らしいな。自分はどうだろうか？ あ

かんな」、そうやって自分を裁くか、人の話を聞いて、「ああ、あの人、あんなことを言ってる

ようでは全然あかんね」と言って、人を裁くか、とにかく、批判したり、裁いたり、そのような

思いを持っているところがあるならば、直ちに反省して、方向転換し、修正するようにお努め下

さい。 

 そして今与えられている環境全てに感謝して、過ごして下さい。自分の置かれている状況一切

は、あなたの今の心に必要なもの全て、神仏様がお与えいただけています。 

 生活する環境も、毎月いただくお給料も、それからお米の一粒一粒、服から、毎日飲む水、食

べ物、全てあなた様は、神仏様によっていただいているものと感謝して受け取って下さい。 

 家族もそうです。明日、自分のご主人様や奥様、お父さん、お母さん、それから子供たち、生

きている保証はどこにもありません。今日の夜、生きて皆さま、再会できる保証、どこにもあり

ません。そして夜に、家族皆が団らんできる保証も、どこにもありません。 

 そうしていただけていることは、皆、神仏様のお計らいであります。全てのことにとにかく、

心から感謝して下さい。そうしたときに、あなた方は又、自分の中に、自分のものとして受け取

れる何かがあるはずでございます。 

 まだまだ自分の於かれている環境に対して、不平不満、不足もお有りでしょうし、不平不満ま

でいかないにしても、もっとこうすれば、もっとこうなればとか、もっとこうして欲しいと相手

に何か要求があったり、色々とあるようなところはございませんでしょうか？ 

 全て全て感謝、あなたに必要なものをお与えいただけています。あなたに必要な奥様、ご主人

様、神仏様が用意されます。あなたに必要なお子さま、用意されます。あなたに必要なお仕事も、

あなたに必要な一切のものをご用意下さいます。 

 それは生活の保証や肉体の保証という意味ではございません。あなた方の魂に於いての糧とい

うわけです。 

 もっとこうすれば、ああすれば、それはご自分の自我我欲ではございませんか？ そしてもっ

ともっと心が調和していけば、あなたが欲しいとか、あなたが望まなくても、神仏様が全てご用

意下さいます。必要なものは、益々与えられていくようになります。心が整えば整うほど、その

ような状況をいただけるようになります。 

 ですから今の状況に於いて、必要なもの、あなたにとってのものを、全てお与えいただいてい

るということになります。あなたが出された分、天に、神仏に、多くの皆さまに出されたものを、

あなたが受け取っているのです。 

 それは今生だけのことではなく、カルマが大きい、カルマ、業、因縁、そういうものが深いと

きは、今生のものだけではなく、今生は十分良いことをしてきたと思っても、まだ何か足らない

ということもあるかもしれませんが、カルマの業の深さということもあるかもしれないし、相手、

例えば家族のどなた様かのことで、そのようになっているときもあります。 

 しかしそれに於いても、不服を言うという心自体がもう既に、感謝とは離れています。心を毎

日浄化、清める、自分の心の針をしっかりと神仏に繋がっていくよう、努力なさって下さい。 

 如何なることも感謝して下さい。一つ一つのことに感謝して下さい。与えられる一切のものに

感謝して下さい。 

 朝起きて、目が覚めたときに、肉体、五官、全て正常に動いたら、これはもう感謝、肉体細胞

に感謝です。 

 朝起きたときに、歯磨きする、歯ブラシにも感謝、歯磨き粉にも感謝、チャンと水が出る、そ

の与えられた水にも感謝です。 

 トイレにも感謝です。御飯を作ってくれた奥さん、料理のできる奥さん、全て、全て感謝です。 

 仕事に行って下さるご主人、無事に帰ってきてくれたご主人、無事に学校から帰ってきてくれ

た子供たち、仕事から帰ってきた子供たち、全て、全て、一切、感謝です。 

 履かせていただく靴下、洗濯できる靴下も、全て全て、感謝です。 
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 あなた方が住んでいる家も、全部、神仏様から与えられているものです。「いや、私が買いま

した」「いや、私の名義です」、そういう問題ではありません。 

 もし、地震が来たり、火事が起こったら、あなたたちの住む家が保証される理由、どこにもあ

りません。いつでも取り上げられることもできます。 

 でも神仏様は、それを取り上げようとはなさらず、今日も、あなたのものとして下さったので

す。 

 一つ一つが感謝ではございませんか？ 全て全て、感謝の心で受け取らせていただく。悦びを

大きくして、いただくようになって下さい。 

 

 この大自然、この地球、全て神仏様のお身体です。何も心配すること、ありません。あなた方

が、明日の朝、目覚める保証もありません。でも、神仏様は生かせていただき、その日、一瞬一

瞬の一日一日を修行する機会を又、お与え下さったのです。 

 皆さま、当たり前のように受け取って、不平不満、怒り、愚痴、色々なマイナス想念、まだま

だお有りのようではないでしょうか？ 持ってしまったものは仕方ないです。でも、修正するよ

うに自分で努力なさって下さい。 

 そして如何なる時も、決して人を羨んだり、人をさげすんだり、又ご自分自身にも、そのよう

な思いを持ってはいけません。 

 勿論、反省はしなければ、前進はありませんよ。ご自分の悪いところは素直に認めなければい

けません。そして一念発起して、勇気を持って、修正していかなければいけません。 

 そしたら、悦びと希望と勇気が満ちます。そこに、どうしてさげすむ心、でてきますか？ さ

げすむ心、悲観する心、正しく反省できていない証拠です。もし自分が、「あかんなあ」と自分

が落ち込んだり、悲観したりしたら、もう一度反省し直すことを始めて下さい。 

 そして希望、悦びに満ちて、もう一度心を大きく温かくして、その自分のカルマに打ち勝つ勇

気を持って臨んで下さい。 

 人様が良いふうに行ったら、それも大きく悦ぶことです。自分もそのように大きな悦びになら

せていただけるようにしようと思えば、それで良い。それがあなたの糧になれば、それはそれで

良いことです。 

 「あの人、良いなあ。あの人みたいになりたいなあ」、その気持ちは、自分のプラスというか、

自分の糧になる一つのポイントですが、そこに気持ちが囚われたら、「自分なんて」とか、自分

をさげすみ、人を羨みすぎて、マイナスの心がでてきます。 

 もっともっとご自分が、ご自分に自信を持てるような反省をなさって下さい。いろいろと原因、

結果、必ず皆さん、お持ちです。何か自分ができないこと、蹟くこと、執着すること、囚われる

こと、そのようなものには必ず、原因があります。例え過去世から受け継いでいるものでも、今

生、何かそれを引き出すような大きな作用があるはずです。家族とのかかわり合いの中に、父親

や母親とのかかわり合いの中にあります。 

 それを、自分で原因を見つけて、そしてそれに引っ張られない、囚われない、流されない強い

心を、一念発起して、一つずつ片づけていって下さい。そして、できたことを、少しでもできた

ことを悦ぶことです。 

 小学生の子が、中学生の問題、できるはずがありません。自分は自分の中で、一つずつ、問題

をクリアーしていくことしかできません。 

 最初から何でもできるほど、そんなに法は、甘くありませんよ。自分の心もそんなに甘くない、

そんなに簡単なら、皆んな、聖人に、すぐなれます。けれどもかつての聖人たちも、皆んな色々

と、自分を律し、厳しく見つめ、そして勇気を持って打ち克ったからこそ、彼らの心になってい

ったのです。 

 焦る心は自分を苦しめます。そして何でも、一つのことでも、少しでも心に落とそうとする努

力こそが大切であって、結果を見ては急ぎすぎる、焦ったり、どこか手落ちになります。 

 そのことを一生懸命やっていれば、結果は後から付いてくるものなのです。ですから過程を疎

かにして、いい結果が生まれるはずはありません。心はそんな風にして、マニュアル通りには、

機械を動かすようにはうまく行きません。 
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 どうぞご自分で、ご自分自身の点検をなされ、勇気を持って修正しなければいけないところ、

方向転換しなければいけないところは、ハンドルを切り直し、正しい、元の道に戻していって下

さい。 

 心を明るく、大きく持っていきましょう。 

 あなた方は既に、神仏様から愛され、見守られています。今、正しい神の法、神仏様の法に今、

結びつけていただいているだけでも、その証拠ではありませんか？ 

 後はご自分がどのように、悲観することなく、ご自分を、焦ることなく、如何に自分を生かし、

自分が悦びを持って、毎日過ごせるようになるかが肝心ではないでしょうか？ 

 大きな悦び、今の心にありますか？ 大きな安らぎ、今の心にありますか？ 今、ご自分を、

心から幸せだと、祝福できますか？ 

 どんなときでも常に、ご自分を祝福し、私はこんなに幸せなんだよと言える自分になって下さ

い。 

 与えられた環境、肉の目に見えるものに振り回されてはなりません。借金があったり、いま仕

事がないとか、食べるものが少ないとか、こんなところに住んでるとか、そんなことではなく、

どんな状況に於いても、幸せなものは幸せである。悦びに膨れるものは、悦びに溢れます。ご自

分の心一つではないですか？ 

 常に神仏様は、皆さまを見ておられます。地球人類、一人一人のことを見ておられます。それ

を自分で繋げて、パイプを太くするか、細くして蹴ってしまうか、それは己自身の心に委ねられ

ています。 

 誰々さんはこう、誰々さんはこう、ではない。それはあなたの次元の問題で見ている、小さい

狭い枠の中で見ている問題のことです。神仏様の目から見て、見ること、思うことは又、違いま

す。あなたが自分をどのように生きるかが大切なことです。 

 人がどのように生きるかが大切ではありません。あなたがどのように生き、どのように心を磨

き、どのように生かしていくかです。 

 あなたにとって当たり前のこと、人にとって当たり前にできないことを、あなたが当たり前に

できても、神様は誉めませんよ。 

 あなたが自分のことに於いて、修正して打ち克っていくこと、あなたにとって大変なことを修

正して打ち克っていくとき、神様は、「あなたはよく頑張ったね」と言います。 

 人と自分を比較しても、あなたの中に生まれるものは何もありません。自分の心をどれだけ磨

いていけるか、どれだけ悦びを持って生きられるか、そしてその悦びをどれだけ多くの人に返し

て差し上げられるか、どれだけ多くの人にその悦び、あなたの心の幸せを皆さまにお渡しできる

か、それを神仏様は見ておられるのです。人と自分を比較してどうのこうの、そういうことを言

っておられるのではありません。 

 一人一人皆さまが、今生に於いて為さねばいけないこと、自分のカルマの修正と自分がこうし

よう、ああしようと決めてでてこられたこと、そして、「こういう風にしていきます。仏国土、

ユートピアのために、私はこうします、ああします」とご自分がご自分で決めてこられたことを、

正しくされるかどうかということを見ておられるのです。 

 それをあなた方は、ご自分たちで忘れかかって、どうだこうだと決めておられるのです。私た

ち、一人一人、皆さまのお心、いつも見ています。あなた方は常に、神仏様にお見守りいただき、

そしていつ如何なる時も、神仏様からお与えいただけないことは、一つもありません。 

 それは、あなたの心に必要なあらゆる状況を、神仏様は全力で作って下さいます。不平不満、

不足、そのような心、ご自分で望んでおりながら、「これ、要らない」 

子供が今日はハンバーグを食べたいといって、お母さんが愛情を込めて作りました。ハンバー

グでてきました。「ハンバーグ、要らない。スパゲッティ、欲しかった」、これと変わらないで

しょう？ 

 「ハンバーグはもう要らない。スパゲッティ、欲しい。ハンバーグなんか、要らんかったのに」

『あなたはハンバーグを食べたいと言いました。だから私、作りました』「その時はそう思った

けれど、いまはスパゲッティの気分なんだ」、こういう子供のダダをこねるのと、何も変わりま

せん。 



184 

 

 「そのお菓子、欲しい。こっちのオモチャ、欲しい」、お父さん、お母さん、買いました。家

に帰ったら、「やっぱり、あのオモチャ、欲しかった。これ、要らない。これより、あれがよか

ったな」、そう思っている子供と何も変わりません。 

 あなたが欲したものを与えていただいているのに、いざ、お与えいただいたら、「こんな奥さ

んじゃ厭なんだ」「こんな旦那さんじゃ厭だった」「こんなことであるはずなかった」「この人、

いや。あの人、いや」「これはダメ。あれ、ダメ。ああだ、こうだ」、そういうことを言ってる

のと、何も変わりありません。 

 私たちは大きな、この神仏様のみ光に触れられたあなた方を、とても嬉しく見守っています。

ですが、私たちがいくら嬉しく思っていても、あなた様たちが、どれだけご自分に嬉しく感じ、

悦びに思っておられ、そしてそれをどう生かすかは、あなた方一人一人の持ち前のものではない

ですか？ 

 気持ちをもう一度、点検されてみて下さい。そしてお渡しできるのもは、どなた様に於いても

悦んでさせていただく、悦んでさせていただけないときは、少し考える。ちょっと間をおいて、

そうさせていただけるようになるまで考えるか、「いや、やろう」と思ってやるときは、本当に

喜びを持って差し上げなければ、結局不平不満がでるようでは、自分も相手も生かされません。 

 例えば、人の誕生日プレゼント、お父さん、お母さんの誕生日プレゼント、子供の誕生日プレ

ゼント、50円のものでも、愛情を持ってすれば、素晴らしい価値あるプレゼントです。 

 100万円出そうが、いくら出そうが、心がこもってなかったら、その人貰っても、最初は嬉し

いかもしれないけれども、段々大切に扱わなくなるのと同じです。何の価値もありません。 

 心が全てです。物の大小でもありません。心です。心こそ、真心こそ、一番のプレゼントです

ね。もう少し色んなことに皆さま、もう少し毎日、ご自分の心を点検、チェックされてみられて

は如何ですか？ 

 そしていつ如何なる時も、神仏様に見守っていただき、最高の宇宙の法にいつも触れさせてい

ただける感謝を、皆さま精々していって下さい。今日はありがとうございました。 

 もう一つ、宜しいですか？ 

 感謝も段階、反省も段階があります。どのことに於いても、感謝も反省も、尽きること、あり

ません。感謝も大きくなればなるほど、自分がもっともっと心が洗われていき、もっともっと何

かさせていただきたい、それに報いることをしていきたいと思います。 

 反省もそうです。自分をもっともっと反省されていき、悦びに満ち溢れたら、まだまだ心が安

らぎに満たされていくようになります。 

 感謝も反省も終わることはありません。深く深く、いつもいつも勇気を出して、自分でも練習

されては如何でしょうか？ 自分で今されている感謝、反省、認識できるものを大きくするのは、

それをいつも自分が自覚する努力、大きくする努力をしなければ、それも大きく育っていくもの

ではありません。 

 本当に感謝してたら、いつも言葉にでてきます。何々してくれて有り難う、何々の状況をいた

だけています、有り難う、そのような言葉が自然と口について出てくるようになってこられます。 

 後から、「ああ、有り難う」、後から「ああ、有り難う、言い忘れたなあ」とか、「有り難う、

言えなかったな」とかいうときは、まだまだそれだけの心が膨らんでいないということです。 

 ご自分でも、どうしたら感謝の心が大きくなるのか、反省する深さが出てくるのか、それもご

自分なりに皆さんは、深められていく努力を為されてみては如何でしょうか？ 

 又、人様からいただくというか、感謝の大きい人がどのようなことをなさっているのか、反省

を深くされている方が、どのような反省をなされているのか、人からいただくというものも、自

分に生かしていく一つの点検にもなるのではないでしょうか？ 

 人様からいただいた悦びの中で、「ああ、あの人、よかったね」と思うことがあったら、ご自

分の中に生かされていく努力もなされてみては如何でしょうか？ 

 本日は有り難うございました。 

 

 

【2004－4／28：他の光の天使からの助言】 
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 皆さまは、一日一日、ご自分のそれなりのテーマを見つけられて、発見され、そして悦びに変

え、ご自分を変えられる努力をし、神の心に向けて、皆さま、精進されておられると思います。 

 時に、皆様の心に、大きく高橋信次先生、天上の主を、心にしっかりと根づかせ、そしてご自

分の師をしっかり丸山さんと心に決められ、精進されて行かれてるようで、とても嬉しく思いま

す。 

 やはりそれぞれで学ばれて行かれても、正しい心に指針というものが、まだまだしっかり心に

法が落ちていないこともありますから、正しい指針、ご自分の判断をしっかり持つために、正し

いご著書の拝読、それが最初の基本、そしてやはり、次の基本、ご自分で突っ走らないようにす

るためにも、正しい自分の責任者、監督、そのような方として、丸山さんをしっかり、心に思わ

れることは、とてもよいことだと思います。 

 皆さん、日、一日と、心のそれがよく、ご自分に持たれて行かれているようで、嬉しく思いま

す。少しずつご自分でも気づかれないところで、大きく自分の中で、皆さん、成長されて行かれ

ていることと思います。 

 私たちは、今日、色々と相談しました。皆さまとこうしてお話しする前に、色々と相談して、

どうすべきか、考えましたが、やはりお話しさせていただいた方がよいのではないかと思いまし

た。気を悪くされたら申し訳ないですが、皆さまに少し、お話しさせていただこうと思います。 

 どこにいても、何をするときでも、やはり自分の心の動き、心の在り方一つで、感謝一杯にも

なりますし、悔やみ、悲しみ、苦しみ一杯にもなります。 

 日々、一日、皆さまに与えられたこのありとあらゆる環境の中で、全てに於いて感謝で始まり、

全てに於いて感謝で終わり、そのような日々、時間の過ごし方に、皆さま、日、一日と、近づか

れていくことを努力されていることと思います。 

 そして皆さまは益々、自分の心の中に、この正法をしっかりやろう、今生、生きている間に、

学びとれるものは全部学びとって、来世に繋げようと心に決められていると思います。 

 そしてそのためには、先を色々思い煩うことではなく、この一瞬一瞬を、如何に大きく悦びに

変え、ご自分の心を光に満たせるかということだということも、気づかれて行かれていると思い

ます。 

 それぞれ皆さま、この四人も、四人が相寄る中で、それぞれ揺らぎがある、問題、悩みがある

ようにも思いますが、その悩みがあってこそ、ご自分の成長に繋げられることにもなります。 

 例えばYSDさんは、営業を一日、大変だと思います。けれども、ご自分の回らせていただく、

一つ一つ断られても、そこの一軒一軒の方々と出会い、そしてご自分の足をその家に進められた

ことに対して、感謝、ありますでしょうか？ 

 「断られた」とか、「OKされた」とか、その上辺だけではなく、今日一日、仕事させていただ

けている、そのことに対しての大きな悦び、そういうことをもっと心に持つことも必要なのでは

ないでしょうか？ 

 人と人との出会いは、全て全て、いつ如何なる時も、縁によって生じます。縁なくして、出会

いも別れもありません。そういう意味に於いて、そのひとつ一つ、一瞬一瞬に出会う方々に対し

て、もっと感謝と悦びを、大きく持たれていっても良いのではないでしょうか？ 

 私の練習、色んな意味に於いてのカルマの解消、練習、そのような気持ちで回らせていただけ

ている？ 今日、仕事がある悦び、それをもっと噛みしめてゆかれても良いのではないでしょう

か？ 

 悦びが心に少ない、しんどいと思っている心の方が大きいと、やはりその人から流れ出る念、

念波、オーラ、そのようなものもやっぱり、曇りがちになります。 

 人間は、見た目で判断してるように思いますが、やっぱりその奥の念波も、心の念も受け取っ

て判断しますから、念が、心が悦びに溢れている人、愛が大きい人には、自然に磁石として、人

は寄ってきます。 

 やっぱり、心が暗い人には、人々は、寄ってきにくくなりますから、そのようなこともありま

す。そしてお客様が居ても居ないときでも、「一日、何軒回らせて貰って、今日の私の仕事が無

事、終了しました。有り難うございます。私は今日は、このようなことを学ばせて貰いました。

有り難うございます」と、そのひとつ一つのことを感謝して行かれるようにされたらいいのでは
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ないでしょうか？ 

 今、YSDさんは、自分の状況がうまく行かないで大変なことはたくさんお話しできますが、悦

び、それについて自分が味わった悦びは、まだまだお話しできないのではないでしょうか？ 

 やっぱり、その全ての出来事に於いて、悦びが大きく育っていくことが、何事に於いても大事

なのではないでしょうか？ 

 もちろん大変、肉体も大変ですし、時間もとられ、精神的に参ることも一杯いっぱいあると思

いますが、今はご自分の感謝の心を育てるため、毎朝のゴミ拾いもこれまでやってこられ、又、

郵便局の仕事を終えて、人様に奉仕することも学ばれて、そしてご自分がやっとやりたいと思っ

た仕事に就かれたわけですから、もっとそれらを生かして、悦び一杯の心で回らせていただくよ

うにしなければいけないのではないでしょうか？ 

 今はやっぱり、生活とか会社の方針とか、そちらのことに心が動いていて、ご自分の置かれて

いる状況に、あまり感謝できていない、これは、肉体のことにとらわれているのではないですか？ 

 私たちはそれぞれ、もちろん、生活は大事ですから、肉体修行する上に於いても生活できなか

ったら修行できませんからね。だけれども、毎日御飯も食べれている状況、眠れる家もあります

し、憩いの部屋もありますし、お風呂も入れるし、お腹が満たされるだけ食べれるし、休める環

境があります。 

 ですからもっと、感謝。それを取り上げられて大変な状況ではないのですから、それもお与え

いただいているし、お仕事、好きなことをさせていただいているという悦びを、もっと表してい

く。 

 あなたは、神仏様には、必要なものは十分与えられているのですから、後はどのような形で報

恩、どのような形で自分を表す、表現して行くかどうか、自力を出して、感謝に変えて、一歩一

歩進められていく努力、精進、見つめてみては如何でしょうか？ 

 でなければやっぱり、感謝の心の気持ちが少ない、それから目先のことに心が奪われて、今に

集中できないときは、光が届きにくい。光が届きにくいから、益々、自分の自我、自分の感情、

自分の考えで色々、思い悩みます。 

 すると益々、うまく行かない。益々うまく行かないから、又、悩み、苦しみ、そして、光が届

かない、又、自分の考えで考える、それの繰り返しの輪廻が来ます。 

 ですから感謝の心、大切。そしていつもいつも、一日いただいていることに感謝していって下

さい。そうしている内に、又、閃きとか、自分がどのように動くか、そのようなことも分かって

くるのではないでしょうか？ 

 そして人様の整体は、他の仕事でもそうですけども、特に人様の身体、健康を預かるのですか

ら、もっともっと人様の下、自分を下に置かなくてはいけません。 

 お客様とお話しするとき、お客様に施術させて貰うとき、ご自分を一番下に、仕えさせて貰う、

足を洗う気持ち、それを大事にお話しさせて貰う、仕事させて貰う、整体させて貰う、そのよう

な心で一つ一つ怠ることなく、気持ちを込めて、相手の方と話しをする、相手の方に施術する、

そのように心掛けるようにされていけば如何ですか？ 

 後、そうしている内に、相手の方の気心、本性、性格、色々見えてきますから、お喋りいっぱ

いした方がいい人、お喋りがあんまり要らない人、「この人はこういうことを求めている」、そ

れが分かってくれば、それに合わせての自分の進め方も見えてくるのではないでしょうか？ 

 今は一つ一つ感謝で埋めて、そして何事も、どんなに忙しいとき、どんなに大変なときでも、

ご著書の拝読とお祈り、心行・祈願文、健康祈願文、きっちり上げられる、上げようという念を

強く持って、しっかりやっていただきたいと思います。 

 これ、基本になりますから、基本を怠ると、色々障害がでてきます。頑張って下さい。 

 あなたは、奥様や他の人に対してのアドバイスは、大変適切です。ですから、ご自分のことも、

もっと後ろに自分を置いて、自分をどなたかから相談されているお話しとして自分のことを見る

ならば、自分は一体どのように答えて上げられるだろうかとか、そのようにもっと客観的に見る

努力もなされてみては如何ですか？ 

 それはどなたでも言えることなんですけれどもね。他人なら私意がないから、「ああ、それ、

こういう風に考えると良いね」「あなた、こういうところ、こういう風にしたら良いよ」、これ、
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どなたでも、結構やり易いですね。 

 ところがご自分のことは、ご自分の感情がしっかりありますから、「いや、私はこうしたいの

よ」「私の願望はこうなのよ」「ああ、それをすると、私が不利に、私が・・・、私が・・・」、

この思いが先に立ってしまうために、客観的に見れません。 

 これを私自身が、誰々さん、○○さん、△さん、CHZさん、YSDさん、SNTさん、YMSさん、

それぞれの方から聞いたお話として伺ったら、「あら、あの人、こんな風に私が悩んでるのに、

何を悩んでるのかしら。こうすればいいのに」とか、もう少し又、違った回答が見えてくるもの

も生まれてくるのではないですかね。 

 ですから客観的に自分を見る、客観的に自分とつき合う、少し離れて見る、これ、とても大事

なことだと思います。気をつけて、皆さまもご自分と対話される、ご自分とつき合う、その時、

感情に流されないように、やっぱり感情を置いて見ると正しくご自分のことも見られない、自分

の感情が先に立つと、正しく見れない。感情を一旦脇に、どうしても考えて解らなかったら、ノ

ートに書いて整理してみる、自分はどういう風に思っているか、客観的に見たときにどうしたら

いいかとか、こういう風にすべきだと思うが、これは法からしたらどうか？ など、ご自分で考

えてみる。 

 しかし、それをするに当たっても、やっぱり法が心に落ちてないとご自分の思想で計るように

なります。だから最初、法とは何々なんだと心にすっと入ってくるまではやっぱり、ご著書の拝

読、とてもとても大事です。 

 そのご著書の拝読を一生かけてやったとしても、その度毎に、驚きと悦び、発見が必ずついて

回るから、何回読んだから終わりとか、そのようなものは決してない、不思議な書でございます。 

 皆さま、感謝して、もっともっと心を低くして読む、そして、今月、先月、丸山さんの発行さ

れている「ひかり」の中のある女性の方がありましたが、「本日、私は、ご著書の拝読の中で、

このような部分を大変感銘いたしました」と、神仏様に報告できるぐらいに心に残すことが生ま

れてくると良いですね。 

 それはたった一つでも構いませんから、ここの所が解らせていただけましたとか、ここの所が

大変心に響きましたとか、今までの私に於いてはこのような考え方をしていたけれども、そうで

はなくこういうことだったんだなと、この部分を読んで解らせていただけましたとか、何かご自

分で悦びの発表をやって行かれても良いのではないでしょうか？ 

 そのように皆さま、悦び、これ今、YSDさんを中心に話ししましたけれども、それぞれYMS

さんの職場とか、SNTさんのご家族とか、仕事場でのこととか、色々まだ心が揺らいだり、苦し

みをつくったり、迷いをつくったりするようなことがあると思いますけれども、それらを感謝す

るというか、惑わされないというか、そのように自分の中で悦び一杯に、惑わされないというか、

そのようにご自分で指針を持って、一つ一つされて行かれたらいいのではないかと思いますね。 

 

 何か質問とか、ございますか？ 

 「・・・」 

 皆さま、随分、心正直、素直になってこられましたね。けれどもまだまだ、「ご自分が」って

頑張っておられるところもありますので、人様から例えば「こうしたらいいんじゃないですか？」

｢ああしたら良いんじゃないですか？」って言われても、「いや、私自身が納得しないので、私自

身が・・・」と頑張ってる部分も、それはある意味で頑張らなければいけない、ご自分で解決し

なければいけないから、ご自分が納得しないと進めないからという部分はあると思いますが、や

っぱり、いただく言葉、特に人様が何度も何度も言って下さるという言葉には、直接、その人が

言ってるのではなく、後ろの何かが言ってくれてるのではないかと、それを感謝して、素直に、

もう少し受け止めてみられる努力、そのようにされても良いのではないですかね？ 

 思いあたる節、ありますか？ 

 

 別にご質問など、ございませんでしょうか？ 

 「・・・」 

 この前、私たちの同志がお話しされたときに、学修会のことについてお話しされていました。
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その時は学修会にとらわれる、言い方悪いけれども、学修会に参加することではなく、どこにい

ても法を実践する、そういう心が大切だというような話しをされてましたね。 

 それは確かにそうです。でも、機会がある、チャンスがある、ならば、それに参加されて行か

れた方が、それはもちろん望ましいことです。どうしても自分の感情からして、難しいとき、望

めないとき、それはもちろん、そこに行きたいととらわれるのではなくて、自分の中でやらなけ

ればいけないこともあるでしょうし、ご自分の置かれた中で、努力、精進、それが何事に於いて

ももちろん大事ですが、学修会に行くからそれでいい、それで全部適う、良い、素晴らしいとい

うわけではなく、やっぱり日頃の、今の一瞬一瞬を大切に生きることが何よりも肝要、心の一瞬

一瞬の心が何よりも肝要です。 

 でも、その状況が、少しでもチャンスがあるならば、やはり参加されて行かれた方がもちろん、

それは望ましいです。執着するのは良くない。でも、チャンスがあるならば、参加させていただ

けたら、それはそれで有り難いことだと思います。 

 如何ですか？ 大体、分かっていただけたかなとも思うのですが・・・。 

 YMSさん、実は私たちは、このことを今日、言おうかどうしようか、随分、皆さんで相談しま

した。でも矢張り、あなたの心もある、あなたの心がやっぱり一番、あなたの意志、決定する権

限はあなたです。しかしチャンスがある、チャンスが巡ってきたら、矢張り無駄にしないで貰い

たいです。 

 私たちは、そのチャンスを無駄にして欲しくないと思うのと同時に、あなたはあなたでの努力

の・・・、それはそれでやって行かれること、あなたのペース、あなたのやって行かれる努力を

休むというか、間違っているという事を言っているのではなくて、矢張りチャンスというものが

巡ってきたときには、素直に心を開くことも、それはそれで素晴らしい、自分の心、まだ早いか

なと思っても、自分の課題、これだけしてからという風に思っても、参加できても、それは出来

ます。 

 参加しても出来ます。あなたが今やろうと思ってること、あなたがこれを克服しようと思って

いることは、並行して出来ると思うのです。 

 ここに行くまでに、これとこれを達成しよう、その心もそれはそれで尊いと思います。でも、

こうと決めるのではなくて、そういう風に、もしもチャンスがあるのならば、そういう風に書か

せていただく中で、又、ご自分のテーマで進める、そしてそこで又、いただくものもいただく、

そして又ご自分のものはご自分で進められる、その様にされて行かれたら、素晴らしく、相乗効

果になるのではないかなと思うのです。 

 ちょっと突っ込みすぎてますでしょうか？ 

 

 「よく理解いたしました。ありがとうございます」 
 

 ちょっとプライベート、入るかもしれませんけれども、仙台に帰った彼女から、あなたは一つ

の提案を受けましたね。 

 

 「はい」 
 

 彼女は一所懸命あなたに話されましたね。 

 この前、YSDさんところに来られ、二人一緒に帰りました。帰りの電車の中で、彼女はあなた

に言いました。「あなたが普段実行されて、お母さまや奥様、そして色んな方と調和できるよう

になって、あなたがそれをお話しされたら彼女はとても喜びました。それはとても良い話、悦び

の話だから、それを一度書いてみられたらどうですか」、言いました。 

 その時のことを覚えていらっしゃいますでしょうか？ 

 

 「はい」 
 

 あなたはどう思われましたでしょうか？ 
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 「そうしようと思っています」 
 

 それを私たちは、早急というと余り早く書いて、色々見過ごしても困るとも思うんですけれど

も、それを直接、丸山さんではなくて、先ずはお世話の係の方に送ってみられて、皆さんに読ん

でいただく、例えば、SNTさんとかYSDさんに読んでいただ<、そして仙台の彼女にも出来たら

見ていただけたら良いとも思うんですけれども、彼女が言ったときに、GOで動いて欲しかったで

す。申し訳ありませんね。 

 あの時、私たちは話したかったです。でも彼女いるから、来れませんでした。彼女の話と共に、

お話しをあなたにさせていただきたかったですけれども、矢張り彼女がいる場面では私たち、降

りること出来ません。 

 ですから今日までずっと待ってました。時々、彼女から送って貰うようにしました。何度かサ

イン、受けられた覚え、ございませんか？ 

 

 「はい」 
 

 これ、強制ではないです。そしてあなたもその様にしようと心を動かされてきておられますか

ら、それはそれで良いのですが、タイミング。しよう思うとき、お話し貰うとき、何か動いてい

るとき、全て全てが人から言われたから全部その様にすべきかというと、そうでもないときもあ

りますが、何度か言葉を貰うということは、何か、その裏に何かあるのではないかと、少しおい

てどなたでもお考えになられたら、良いのではないかなと思います。 

 あなたの心の中では、大体しようと思っていたのにと、今、私が話したことでちょっと心を傷

つけているかもしれませんけれども、お許し下さい。それ実行、必ずして欲しいから、敢えて又、

お話ししました。 

 あなた、きっちりしてますから、何でもご自分で、もちろんきっちりすること、大切ですよ、

自分の心が動かないのに何か行動を起こす、これは間違い、失敗する元にもなりますから、きっ

ちりして下さって良いんですよ。でも、心、素直、もう少し素直にして、堅く思いすぎても柔軟

性、生まれません。 

 言って下さる気持ち、ありがとうございます。でも、言って貰っても心動かないときはやむを

得ないですからね。 

 でもやっぱりチャンスというか、チャンスというものは矢張り、乗っていく時期というもの、

自分が違うと思っていても、自分にとってチャンスというものがあります。 

 チャンスというものは、その時廻ってくるものがいつもいつも廻ってくるのじやなくて、必要

な時期、自分がこうだからと思ってても、何か知らないけど動かされて行ったら良かったとか、

そういう体験を皆さん、したことがあると思うんですけれども、その時期、貰うタイミングとい

うものもある、自分が乗っていく流れというものもあることもありますから・・・。 

 ですから大事に、もう一度ご自分の心に収めていただいて、それを形に現していただけないも

のでしょうか？ 

 

 「少し宜しいでしょうか？ それを書くということ自体私は、今すぐということではなかった
んですが、しようと思っておりました。ただ、それをするということが、学修会に復帰させてい
ただくためにすることに、非常に抵抗がございました。だから、手代木さんの話にすぐにという
か、素直に乗れなかったということがあるんですけれども・・・」 
 

 分かりますよ。 

 まあ、結果としてその様なことに結びつくかもしれないということですからね。 

 一つ一つのこと、それは、仮にですよ、その様に彼女が言ってきて、あなたは、「その様にな

るのはイヤだな。自分の悦びが何だかそういうことに使われるというか。そういう風になるのは

何か納得がいかない。私は悦びとして書くんだから、それに参加させて貰うために書くのではな
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い」 

 では、そこで断ち切ればいい。学修会のことはどちらでもいい。私は私の喜びを素直に書かせ

ていただけたらそれで良いねと、切ればいい。 

 切ればいいというのは、表現が悪いかもしれないですけれども、仮に向こうがそのつもりで話

をされてたとしても、あの方はあの方で、そうなればいいのになというあなたに対する思いやり、

愛情ですよね。 

 でもあなたとしては､学修会に参加する、出来ないに関わって来るんだったら、それによって書

くというのはちょっとどうかなと、そこに引っかかりを持つ。 

 でも仮に、それが関係してくるかどうかということは別にして、あなたはそれを上の方から教

授されているわけではないでしょう？ 

 例えばお世話係の方やあなたの師から、何々書いて下さい、それによって参加させましょう、

させません、その様なことを言われているわけではないのです。 

 その方がそうなればいいね、そういう風になるから書いてみたら、それはその人の思いつきで、

あなたに対する思いやりでお話しして下さっていることです。 

 ですから、「ああ、そうだね。でもそういう風になるのはイヤだな」と思っても、それはこっ

ちの脇に置く。この人は、それ程までに私のことを考えて下さっているんだなと思う。 

 例えば彼女にしてみれば、学修会は最高の場、自分の魂を磨く最高の場だと思っています。自

分で学ぶこともたくさん出来るし、ご自分の心の精進の在り方、それがもちろん大事です。でも

彼女にしてみれば、それも大事かもしれないけれども、こちらに来ればもっと良くなる、2倍で

良くなるのに勿体ないと思う、やっぱり彼女にしてみれば、とても大きな愛で、あなたにお話し

してる。 

 でもどなたでもそうですけれども、まだまだ完壁の領域にはいかないから、つい熱くなるとい

うか、自分がこれが素晴らしいと思ったらお話しする、強くなる、だから彼女はそこの部分に熱

くなって、あなたにこうして欲しい、ああして欲しいという思いに、あなたは大きく影響を受け

たというか、心に残った。 

 (CHZさんのSRちゃんにこうなって欲しい。そうすれば、私も楽だけど、この子も楽になると

いう思いの話から） 

 そこを止観してみれば、「お母さんもそういう思いがあるかもしれないけれども、根本は僕の

ことを思ってくれているから、僕に対してちょっと言葉は厳しくなったり強くなったりするんだ

ね。ありがとう」っていういう風に、まだ子供ですからそれは無理だけれども、もし、そうやっ

て止観できたら、そういう風になる。だから別に僕自身が言葉を話せても、きちんとおむつが外

れても、別にお母さんのためにやるんじゃなくて、僕が悦びだからそれで良いんだと、整理がつ

いて思えるようになります。でも彼の場合だとそこまでいかないから、お母さんの強い思いの方

に行く。 

 それとちょっと似ていると言ったら気分を悪くするかもしれないけれども、彼女もあなたに対

して、熱く言葉を語り、表面的には言葉は優しくなったとしても、あなたはその裏の波動の強い

部分を強く心に受けられた。だから、「自分は書くことは結構なんだけれども、手段としてする

のはイヤだな」と、そちらの方が大きく心に残ってしまわれたのではないですか？ 

 しかし仮に彼女の思いがどうであれ、自分の目の前に現れる相手は、神仏様が遣わして下さる

場合もありますから、その様な場合には、「この人はこの様に言っているけれども、こういう風

な自分の心を見せてくれるために、この自分の心がこっちに向くためにこの人が来てくれたんだ

ね」と、YMSさん、仕事の場で思えるようになってこられたでしょう？ 

 それと同じように、「こういう風なところを強く持って言われているけれども、それは脇に置

いて、神様がこちらの方に進みなさいよって、この方を通して言って下さったのかな？」と、思

えば、結果はどうであれ、脇に置くことができます。 

 あなたは喜びの心一杯で書けば、それはそれで良いことで、その思いは全部外して、脇に置け

ば良いんです。こちらの人がその様な思いであっても、その様な思いでなくても、あなたは関係

ない思いで、あなたは悦び一杯ですればいい。 

 それがどう動こうと、あなたには関係ない。あなたのその心の上においては関係ない。あなた
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が喜びいっぱいだったら、関係ない。 

 例えば「正法と生活｣、皆さん書かれてあるのも、もちろん、丸山さんが依頼する場合もありま

す。「あなたこの道、とても良い発表したから、それ、全国の皆さんに知って貰うために書いて

欲しい」、依頼する場合もあります。 

 でも殆どの方は依頼されない。自分の悦び、先生に報告したい、先生に聞いて欲しい、その思

いで書きます。結果としてそれがとても素晴らしい、皆さんに読んで貰ったらもっと素晴らしい

から、「正法と生活」に載る。 

 もし仮に、他の人が、他の投稿した人に、「あなたはいつも素晴らしい原稿を書いて、このた

めに書いてるんですか？」という風に言われたら、気分を悪くする部分もあるでしょう。 

 『いや、私は、「正法と生活」に、ひかり誌に載せて貰うために書いたのじゃないのに。私は

丸山先生に悦びを分かって欲しいから書いただけのこと』と思いますでしょう？ 

 もしその様なことに囚われたら、その方も今後、「又、喜び、こんなこと実践して、私、嬉し

い、嬉しいになった。丸山先生に又、報告させて貰おう。先生も喜んで下さるかしら」と思って

も、もしこれが「正法と生活」に載るようなことになったら、又そういう風に言われたらイヤだ

から、書けないわ、そういう風になってしまうことになるでしょう？ 

 そういう結果は後のものであって、自分の悦びで書かせて貰って、それがその様に結果として

なっても、自分には関係ない、まあ、関係ないと言ったら心に傷つくかもしれないけれども、関

係ないと割り切る、その形のものは横に置いといて、自分が、「そういえばそうだね。こんなに

私、悦び貰っているんだね。皆さんに話できて、自分もそれによって嬉しいなと思える程の私の

体験、私の悦び、こんなに大きくなってこの法を実践することによって､私はこんなに喜び一杯に

なったんだな。人様にも喜んで貰えるようになったんだな。ああ、嬉しいな」、その思いだけで

書かせて貰ったらいいのではないかなと思います。 

 いま仮にあなたが学修会に参加できてる状態だったら、一も二もなく、そうですねと言って書

かれたかもしれません。でも、今、こういう状況だから、何かそれをすることでその様になると

いうようなことがもしあるのならば、何か書きたくないなと思ってしまわれた、それ、分かりま

すよ。 

 でもそれはあなたの(自己)中心的な思い。失礼します、傷つけるかもしれないですが、でもそれ

は結果として、あなたがその様に思われたらイヤだなというのは、例えそうであっても、そうで

なくても、矢張り自分中心の思いでしょう？ 申し訳ありませんね。 

 ですからそれは脇に置いて、例えば彼女でなくても、他の人であったとしても、それは脇に置

いて、フィルターにかけて、脇に置くものは置いて、悦びのところだけ、「そうだね」、それを

素直にしていく。 

 あなたもう、できますよ。あなたは職場でも、それはできているでしょう？ だからこちらに

置いてもできます。ですからその様にされていく、その引っかかりを脇に置いて、「ありがとう」

で彼女に返して、それ、してみて下さいませんでしょうか？ 

 と言いますのも、あなたは頑張っておられますし、ご自分でも自分の課題を見つけてやられる

ほど自分で一生懸命やって下さっています。だからこそ、私たちもそういうチャンスがあれば、

波に乗って、また出れるとか出られないとか、そういうことは自分の中で色々葛藤あるかもしれ

ないけれども、そういうことは脇に置いて、素直に、それによって巡ってくるものを、「ワー、

ありがとう」って、して貰ったらいい。 

 例えば今のYMSさんの心でいくと、仮に他のことで「嬉しい、嬉しい」ということがあったか

ら、これちょっと、先生、他の人にでも、悦びの報告書きます、そして出しました。 

 「ワー、これ、とても良いから、丸山先生に見て貰いましょうか」とか、「ひかり誌に載せら

れるように頼んでみましょうか？」、それはそれで、その人がそう思ったことで、「ああ、あり

がとうございます」で、その方には、その時の思いであっても良いかもしれませんけれども、そ

こで頑なに、「いえ、これは別に丸山先生に読んで貰うために書いたんではないし、ひかり誌に

載せて貰うために書いたんではありません。その様に書くなら、もう少しちゃんと書きますよ。

これは良いです」とするのではなく、結果としてその様になったんだったら、それはそれで良い

んだなって、脇に置くといいますか、そういうちょっと、頑ななところが出てますから、そこ、
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今のあなたなら十分できる筈なので、そこ、脇に置けますよ。 

 だから凄く私たち、お話しするの、考えました。相談しました。あなたに話しなくても、あな

たは何れそうするだろうし、でも、お話しすることによって、少しでもその機会、時期が早くな

るかな、色々色々考えて、相談しましたけれども、結果として私の意見に賛同する人が多かった

から、話させて貰いました。 

 気分、とても害されたら申し訳ございませんね。でも、こう、気持ちが乗ってる、気持ちが熱

い、本当に熱いときは、ドンドン熱いシャワー、熱い杭を打って貰って、益々相乗させて欲しい、

これ、我々の願いでもあります。 

 例えばSNTさんは、学修会に、ご自分でお気づきかお気づきでないか分かりませんが、SMT

さんも熱いものを持っていても、学修会に行かれることで、違うものあるでしょう？ 

 毎月毎月の心の思いというか、それから貰うものの有難み、自分のテーマもありながら、こっ

ちで貰う吸収と、こっちで貰う吸収と、右手と左手とあるわけでしょう？ 

 ですから、YMSさんも勿体ない。一生懸命されている、だからそのチャンスあったらもっとも

っと生かして欲しい。心の種、植えて欲しい。 

 例えば他の方から学修会、こんな良いこと聞きました、あんな良いこと聞きました。それを聞

くのも、それはそれで良いことです。でも、その場に行って聞くものは、聞いたものよりもっと

大きいです。 

 例えば人様から10個、教えて貰いました。これはこれでとても素晴らしい。でも人が聞いたら

どうでもいい話が、自分にとっては100になる、ものすごい原動力の時もあるわけです。 

 丸山さんが話したこと、どなたかが発表されたこと、ひかり誌に載らない取るに足りないこと

でも、自分にとってはものすごい宝石のような言葉の時もあるのです。 

 それは人それぞれ、違いますからね。だから、それらの部分も吸収できるなら、吸収して欲し

い。 

 きっと、あなたにしてみれば、あなたの心として、一つ一つああしてこうしてというものがあ

るから、今、私たちが話しても引っかかる部分があるかもしれないですけれども、願い、気持ち

は、私たちはあなたにそうして欲しい。 

 少しでもチャンスがあるならば、それに乗っていって欲しい。それ、私たちの本心、希望、願

い、あります。 

 申し訳ありません。お節介、図々しい。突っ込みすぎる。申し訳ありません。 

 でも少しそういう遠慮といいますか、そういう部分は、あなたは今、修正できていける波の時

でもあるから、お話しさせて貰いました。 

 申し訳ありません。出しゃばりすぎました。 

 SNTさんも、今の状態で、一生懸命頑張られている、それで、ドンドンドンドン、肥やしして

いって下さい。 

 良かったですね、SNTさん。大きな悦び、いっぱいでしょう、今。心、いつも、光の雨が降っ

てる状態。嬉しいです。頑張って下さい。 

 まあCHZさんも、皆さんのお話しをして分かっておられると思いますし、そしてご自分で分か

っておられると思いますし、時間の関係もあるから、省かせて貰いますけれども、あなたも、今

までと違って、こうやって行かせて貰えるときは、ドンドンドンドン参加させて貰う。 

 でも逆に、行けないときがあったとしても、行けないではなくて、行けないときは自分と自分

の周りの環境に専念する、そのような状況になってるということにして、マイナスに、決して考

えないようにして、行けるときは思いきり悦んで、色々吸収をいっぱいする。 

 行けないときは、行かせて貰って聞いたことを発表して生かすようにする、そのようにしてい

っていただけたらなと思います。 

 皆さま、どうも有り難うございました。これからも、精進、楽しみにしております。有り難う

ございました。 

 今日は、出すぎたことをいっぱい話しまして、ご気分を害されましたら、申し訳ございません。

有り難うございました。 
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【2004-7/28：他の光の天使からの助言】 
 皆さまの周りの方々で、皆さまに接触してこられる方が多くなってきていると思いますが、気

をつけないといけない方々もたくさんおられますので、その時に止観なさって、少し心を静めて、

良く考えてからプレゼントなさったりして下さい。 

 やはりお会いしたとき、自分にいただいたから、全て伝道に繋がるという方ばかりでもござい

ませんので、お気をつけなさった方が宜しいかと思われます。 

 良く、その時のその方の反応とか、その方のお話しの具合とか、その方に自分が感じるもの、

お会いしたとき、お話ししたときの印象ですとか、この方は一生懸命に自分がなされていること

を伝道しているけれど、もっと他のものを求めてるようにも思われる。そのように思われたとき

は、ドンドン伝道なさって下さっても構いませんが、その時のその方の反応により、やはり毒や

悪い想念がご自分のところに来ることもありますので、良く気をつけてから、送られるようにし

た方がいいと思います。 

 例えば今、SNTさんが仰っていたゴミ拾いのときに出会われるような方の一人、何人かいらっ

しゃる中の一人の方に、例えばご著書や「ひかり」誌をお渡しして、「良かったら読んでみて下

さい。もし必要なかったらお返し下さい」、そのように言ってお渡しした場合、ごみ箱に捨てら

れたり燃やされたりする可能性がある方々が居ます。 

 そのような方に、不用意にお渡ししたりすると、SNTさんの方に、その方達の念が来るばかり

でなく、やはりいろんな問題も出てきますから、相手の方を良く見る、止観する、それも重要な

ことと思われます。 

 それから今、皆さまは高橋信次先生の法を学ぶ会に於いて、一生懸命、法が分かり始めて、こ

の素晴らしい法を皆さまにも広めたい、そして嘗ての友人達にも伝道したい、そのように思われ

ておられる、その心は尊いものと思います。しかしこの時も、相手の方の心の状態を良く把握す

ることも必要です。 

 自分の悦びの話、その話をされても、（良い表現かどうか分かりませんが）求めておられる方

であれば、ドンドンあなた方の仰る話に飛び込んできますが、そうでない方は、求めているので

はなく、参考にしたり、一時の逃避に利用しているだけです。そのような方との付き合いは、自

分もどのようにつき合っていくか、よく止観、考えて、相手とのつながりを持つことが必要です。 

 例えば自分流にやりたいとか、自分流にやっていくに於いても、心許ないからその法を少しか

じりたい、聞きたい、そのように思われている方々に対して、一生懸命お話しなさることも良い

ことではありますが、相手の心如何によっては、法を冒涜することにも繋がります。あなた方が

冒涜することに繋がることにもなるんです。 

 何でもかんでも与えて良いというわけでもなく、相手の方の心に応じたものをお与えするとい

うことが必要です。 

 ご自分は一生懸命お渡しして、そのことにより自己満足したり、それでどうにかなるだろうと

思うこともあるかもしれませんが、相手の心により、迷惑だなと思って、遠のいてしまわれる方

もいらっしゃるでしょうし、又、逆に、疎んじられたりとか、返って逃げ道を作るだけのように

用意していることにもなります。 

 色んな方が連絡を取ってきても、相手の方の心を良くご覧になる、相手の方の話を良く聞く、

手紙の場合は良く見て、良く真意を汲み取る、そしてその上で本当に必要なものだけを差し上げ

るような努力をして下さい。要らないものまで差し上げる必要はありません。 

 皆さまも、毎日食べる食べ物の中で、買い過ぎてしまうと、結局食べきれないで、ものを腐ら

せるだけになります。正しい例えでないかもしれないけれど、同じように、求めていない方にあ

り余るほど上げても、その方に届かなければ、そのものは腐ります。 

 そしてその方が求めていらっしゃらなければ、その時皆さまがお渡ししたもの、皆さまはお渡

ししたその時点でもう、その方にはこれをお渡ししたから済んでいる、終わったと思ってしまい

勝ちになりますが、その方が消化、食べきれずに捨ててしまっていたら、結局その方に伝わらな

い、相手にも何も入らないし、伝えた方も、このことはもう伝えた、彼、彼女は分からなかった、

だから今度、どうしたらいいか分からなくなる。今度どうしたらいいか、もう、今度欲しいと思
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っているときに、そのものを上げられる、嘗て過去にこれをしたけれどダメだった、違う対策を

練ろうとか、違う話をしようとか、そういう風に自分で考えてしまうことにもなります。 

 その時に、相手が欲している量、欲しているものだけ、差し上げる。そして相手の方が、その

差し上げたものに対してどういう反応、とっても喜ぶ、嬉しがる、もっと聞きたい、そのような

感じに見えたときには、もう少しお裾分けして、又その方の反応により、差し出せばいいのです。 

 例えば人様をお家にご招待して、食べ物を出すときもそうです。一度に御飯、デザート、お菓

子、果物、全てテーブルに載せても、皆さま、食べ切れません。相手の方が御飯を食べ終わって、

1時間、2時間、経って、少しお腹に余裕出てきました。 

 では、果物どうですか？ お菓子どうですか？ そのようになっていくでしょう？ そのよう

に心の方も、相手の方に相応しいものを少しずつ。一度に全部与える、それは自分はたくさん分

かってることを相手の方に差し上げて、自分は満足するかもしれないけれども、相手の方は、そ

れ全部、食べきれるか、消化できるかどうかは、別のことです。 

 たくさん、自分が食べられない量を、皆さまの前に差し出されても、残したら悪いからと思っ

て､一生懸命食べることに夢中になって食べるかもしれないけれど、味は良く分かりませんね。 

 一生懸命食べるだけに専念し、味は分からない。もしくは、もう要りませんと言われたり、お

腹をこわしましたとなります。それではせっかく作ったものも、料理も、食べ物も生かされませ

んね。 

 それよりは相手の方の反応を見て、「ああ、少し何か食べられそうね。何か、つまみ、出そう

ね」、そういう風になったときに差し出すと、相手の方も嬉しいし、出した方も嬉しい。食べて

くれてありがとう。食べさせて貰ってありがとう。これ、双方に生かされます。 

 しかし、そうでない相手に一生懸命しても、それは自分の「ああ、この人にこれ、して差し上

げられたわ」という悦び、満足の次元であって、相手の方に入らない場合もあります。 

 もちろん、それだから全然伝道できないわとか、そういうことではなくて、少しのものをおま

けにチョットお土産を持たせて上げる。その工夫を、「ああ、この方にはちょっと言ってみよう

かな」と思う場合は、お土産をプレゼントされるようにすればいい。 

 でも、お土産を差し出したものに対して、皆さんでも、「これどうぞ」とお菓子を貰いました。

タオルを貰いました。自分はとても気に入った。これ、いいもの、いいお菓子、いいタオル、あ

の方にプレゼントした、きっと喜んでくれただろうと思い、次に会ったときや電話のときに、「あ

のタオルありがとう」とか「あのお菓子、とても美味しかったわ」と言われたら、「ああ、あの

お菓子は、どこそこの店で売ってて、美味しいですよ」とか、その話で膨らみますけれども、「お

菓子、ありがとう」とかお菓子の話題もなく、「この前はありがとう」も言われなかったら、自

分から｢お菓子どうでした？」「ああ、美味しかったですよ｣、これで終わってしまったら、その

後、押しつけるわけにもいかないでしょう？ 

 「どうでしたか？」と聞いて、「ああ、済みません。忘れてました。とても美味しかったです。

どうもありがとうございます」、こうなったときに、「ああ、私もいつも、あのお菓子、美味し

くいただいているんですよ」「ああ、そうなんですか。とても美味しいですね。どこで売られて

るんですか？」、こういう風になってきて、お菓子の話は広がりますけれども、何にも言わなか

ったりすると、「ああ、この人は、私は良いと思ったけれども、あまり喜んでないわ」と思った

場合、「もう、この話はやめよう」と思うでしょう？ 

 それと同じように、噛み合わせ、相手の投げてくるものと自分が投げるものと合うかどうか、

それのチェックも必要ですね。相手によっては、与えて上げないといけない場合、相手によって

は、引かなければいけない場合、それを上手に、無理であったとしても、今の自分でできる範囲、

最大限の止観を通して、もっと反応する。 

 皆さん､突然の出来事に、心を奪われるばかりで、正しく相手のことを見れない、うわべの起こ

った現実に対して、「こういうことを言ってきたから、ああかな？ こうかな？」、このところ

でだけ見ていると、必ず何か余計なことでトラブルが起きる原因が生まれます。 

 もう少し注意してみて下さい。 

 何でもかんでも、相手の方に、色々お話しする、相手の方がどう思っているか分からない場合、

しばらく待つことも必要です。色々する、これもまあ、一つの愛の表現ではありますけれども、
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放っておくのも愛の表現でもあります。 

 相手の方が今、どういう心の状態か、自分に何を求めているのか。ただ、求めていらっしても、

その人にとって良いことかどうか、考えることも必要です。 

 子供がお菓子いっぱい食べたい。「お父さん、お母さん、お菓子欲しい」、もしそれ以上食べ

たら、晩御飯を食べられないとか、虫歯の原因になる。もしくは今、身体の状態が悪いという場

合、お菓子、与えますか？ 子供が欲しいと思っても、与えますか？ 

 心を鬼にして、与えない。子供が泣き叫んでも与えない。 

 逆に子供が、晩御飯もちゃんと食べて、生活リズムも整えてて、お客様から何かいただいた。

少しくらい食べてもいいわと思う場合、「もっと良いよ」と言うでしょう？ 「もっと食べて良

いよ。これどう？ あれ、どう？」と奨めて上げても、これはOKでしょう？ 

 その状況に応じて、子供が欲しいと思っても、それを聞いて差し上げて良いかどうか、これら

は違ってきますよね。又、相手の方の心が「こんなん、してくれなくても良いですよ」という反

応を見せていたとしても、やっぱり、して差し上げなくてはいけない場合、「そんなことを言っ

てたら、あなた、この先、どうなるか分からない」という瀬戸際のような場合、自分が言わなけ

れば「この人、右、左、大きく変わる」、この時は相手がどうのこうのという問題ではなくて、

やっぱり、言って差し上げなければいけない場合もあります。 

 「こんなことを言ったら嫌われるし、相手は求めてないから良いわ」、その人、とても大変に

なりました。あの時、言っておいて上げたらよかった。もう遅いです。 

 その時に、相手の方をよく見つめて、その時に自分が差し出すカード、差し出すお土産、それ

が何が良いか、もう少し考える心の余裕を持ちましょう。その時、すぐに分からなかったら、何

日か経ってからでもいい問題もありますからね。 

 皆さま、今日、色んな話をされて、反省、それから愛の実践の話をされてました。それに当た

って、遅いということもありませんし、何でも、何を始めるに当たっても、遅いということはあ

りません。 

 いくつの方に対しても、抱きしめて上げたら宜しいのです。何十歳でも構いませんよ。例えば

ご主人様でも、奥様でも、遅いということはないですよね。人は、心が寂しいとき、どなたでも、

誰かに無条件で愛されたい、自分を抱きしめて欲しいと思うものです。 

 逆に、自分がこの人生の中で、一番孤独だったときのことを思い起こして下さい。その時、人

様に、どのようにしていただいて嬉しかったのか、それともその時人様に何もして貰えなかった

ら、自分は一体、どのようにしていただきたかったのか、それを人様に、自分の相手の方、目の

前の方にして差し上げることです。 

 長年、友達関係、家族関係、親子関係、色んなものに於いても、自分の目で見た相手の価値観、

それは全て自分のその時の自己中心的に見たものを、それを皆さん、未だに引きずっています。 

 その時に相手の方と会話した、それが過去のものであっても、「ああ、あの人はこうだったよ

ね。だからきっと今もこれに近いことをする。これを言っても、なかなか分からない。こんなこ

とをしても無駄だ」、それは全部、自分の思い込みのものです。一部分しか見てない。 

 例えば親子であっても、夫婦であっても、24時間、ずっと一緒にいられるような関係であった

としても、それでもその人の心の奥底のもの、その人全体を見ることはやはり、無理。それでも

自分が、「この人はこういう人だ」と、思ってしまう。そこに問題がある。 

 誰だって愛されてる人は自信がある。何でもしてみようと思う。例えば、何でもできる人であ

ったとしても、皆さんから、自分の家族から相手にされなくなったり、自分が不必要な人間だと

感じたときは。ドンドン自信が無くなります。 

 誰かに必要とされている、だから自分は自信に溢れてくる。誰のために頑張ろうとか、「自分

はこういうことをしよう」、受け止めてくれる人がいたら、勇気と自信に満ち溢れてきます。 

 例えば夫婦間の間でも、うまく行かない場合、ご主人様、一生懸命働くけれども、奥さん、評

価しない。会社に行っても、やる気、出ない。そうすると、会社からの評価も下がる。 

 益々自分は、何もできない人間、そういう風に一度、自信を失うと、さっき正法の話してまし

た。元に戻ったら、今度戻るとき、エネルギーが必要だ。でも、正法だけではない。心は、何か

を失ったとき、それを取り戻すのは、とても時間がいる。 
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 自信喪失もそうだし、又、逆に、自信を取り戻す、それも一生懸命、色んな方から支えられて

いるという、自分の感謝が薄いということも一つの原因かもしれない。では、何で感謝が薄くな

ったのか？ 

 子供の頃からの原因もあるけれども、その後、出会った人たちからも、愛を貰えていないケー

スも多いです。 

 その人自身にも問題はありますよ。例えば、自分はどうせこうだから、私はこうだから、そん

なことをいつも言っている人に、周りの人は明るく思える人、なかなか少ない。 

 「何を言ってるの、元気だしてね」と言ってても、その人の抱えている問題が、マイナスの問

題が多かった場合、その元気の言葉、それの持っているものよりも上回ったものを貰わないと、

自分のもの、なかなか回復しない。 

 YMSさん、お母さんの話してました。「お母さんが、奥からじっと見てるだけだ」と。 

 そうです。YMSさんが、家に来てくれるようになって、お母さんも、凄く嬉しい。けれどもや

っぱり、まだまだ、「こうやって来てくれて嬉しいけれども、私の側までは寄ってきてくれない。

私のことを本当に考えていたら、もっと、こうしてくれるかもしれない」、そういう思いが心の

底にあったとき、心、開けない。やっぱり、どこかで、お荷物と感じてるけれども、「私が哀れ

だから、放っとけなくて来ているのではないか？」、色んな思いがでてきます。 

 例えば、マイナスに考える人、良いふうに考えられない人は、その時間だけ、人様から愛を貰

ってない、温かい言葉を受けてないし、温かいものを貰えなかった人は、何でも懐疑心、猪疑心、

凄く大きくなります。 

 だから、こんだけの悩みがあったり、こんだけ心が開けなかったら、その何倍もの愛で、たく

さん貰ったとき、初めて「ああ、この人、信じて良いかな？ この人は、私のことを本当に思っ

てくれてる」、そう思わない限り、なかなか、鍵、開かないです 

 例えばさっき、CHZさんも、かつての友達に手紙を出した話をしてました。でも一度で、それ

の信頼全部、自分に向けさせることは困難です。だって、今まで当たり障りのないことを言って

て、いきなり、「ああ、CHZちゃんの全部の気持ち、これか」と思っても、一度貰っただけで、

それ、開けないです。次、どうなるか分からないと思ったら、自分の本心、さらけ出すこと、で

きません。 

 そういうことが何十回、何百回、自然に続いたときに、「ああ、この人、信じられる。私に心、

開いてるね」と思ったとき、本心、出せます。 

 誰でもそうでしょう？ 例えばYMSさん、SNTさん、YSDさん、CHZさんでも、初めての方、

会いました。この人、どういう人か分からない。何度も何度も接している間に、「ああ、私のこ

と、分かってくれているんだわ、この人」と思ったときに、初めて自分の本心、言えます。でも、

それまでは皆さん、当たり障りのないこと、自分の本心、なかなか言わない。 

 それは何故かと言いますと、今までも皆さんもそういうことで、相手の方に勝手に、他の人に

話をされた、もしくはそのことによって自分はものすごく傷ついた嫌な思いをした経験があるか

ら、なかなか人様に、お話しできない。自分を裸にできない。自分を守ることを考えます。 

 その量は、人によって、大きく別れています。だから皆さん、自分の判断で、「普通、これだ

け話したら分かるでしょう」とか、「普通、これだけ話したら、こうなるでしょう？」、これは

全て、自分中心の秤でしょう？ 

 その方の秤じゃなくて、自分の秤、過去から自分が得た時間の中で、「私だったら、こんだけ

して貰ったらこうするわよ」「自分だったらこうするよ」、それは自分の秤であって、相手の秤

と同じではないから、相手の方もそうして上げようと思ったら、もっともっと出さないと。 

 相手の方が本当に「この人は私のことを心から思ってくれてるんだ」、その時、初めて、自分

のもの、安心して、出せるようになる。 

 どんな方でもそうです。そして、そういう方々は、本当に自己中心的であったら、わがままを

言ったり、色々と相手に無理難題を言いますけれども、それができないというのは、自分も相手

に迷惑をかけてるということがもっと辛いという方々なんです。 

 「自分はこれはできない。あれはできない」、自信喪失になっている。その上に、自分が相手

に迷惑をかけていると思うのが、もっと辛い。だから、どこにも逃げ場がない。 
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 普通、心が自信喪失の場合の方であると、皆んなから愛情を貰って、「ああ、この人、信用で

きるな」とか、「この人、まあまあ、優しいな」と思ったら、逆に、わがまま、無理難題、言う

人もいます。 

 でも、わがまま、無理難題、言わずに、細々していたり、相手の様子を見ながら自分を出す、

それは自分も迷惑をかけたくない、相手の重荷になりたくない、相手の重荷になりたくないけれ

ども、自分は寂しい、自分のこのやるせない思い、虚しい思いも、どうにもならない。 

 でも、出す発散するところがない。だからいつまでも、自分の心の殻に閉じこもって、誰かに

叩いて貰うのを、一生懸命、待っている状態ですよね。 

 例えば親子関係にしても、何年かかって今の状態になったのか？ 夫婦関係にしても、何かの

問題があったりする場合、何年かかかって、その問題になってるわけだから、それを昨日、今日、

一ヶ月、二ヶ月で、一気に取り戻そうとするのは、なかなか大変です。 

 もう、自分が本当に、「この方に対して、一生かかってでも、この人と一緒にやるよ、この人

を何とかしよう。この人を愛一杯にしよう。この人の満たされない思いを、包んで上げよう」、

これぐらい自分の心が豊かにならないと、相手が変わるのを待つ、これは難しいです。 

 親子、夫婦、友人、その時間を、いままでかかって、そうなった。例えばご夫婦、親子にして

も、お父さんが、例えば借金をした。そんなのはお父さんの問題で、息子、娘には関係ない。「私

たちには関係ないでしょう。お父さんがのたれ死にしたって自分で返せばいいんだ」、こういう

風になった場合、「何で私たちに迷惑をかけるか？」、こう思った原因は、何十年かある。 

 お父さんがそう思われるに値しての、何年間があるわけです。この時間の積み重ねが今の、そ

の子供の心を作ってる。もし、子供とお父さんと、心のスクラムがかっちり組めてたら、まあ、

ある程度、子供によっては、迷惑だなと思うかもしれないけれども、「放っとけない。お父さん、

私たちも、いくらかしかないけれども、これだけだったら用立てできるよ」「これだけしかでき

ないけれど、これ、使ってね」、言えます。 

 でも、それ、言えないのは、お父さんとのしがらみが、例えば息子が34歳だったら、34年間

の中に、そういうものの積み上げたものがあります。娘、女の子が27歳だったら、27年間に亘

るお父さんとのやりとりの中で、そのようなものを築き上げてしまっている。 

 夫婦でも冷めた仲になってしまった。それは結婚してから今までの期間に、自分たち二人でそ

の時間を積み上げてきているわけです。 

 それを、「ああ、私は神理に触れた。正法に触れた。ああ、分かったんだ」と、相手の方は一

遍に、何十年を一気に取り戻そうと思っても、それは難しい。 

 相手の方にしたら、今も昔も、自分の親であり、自分の娘であり、息子であり、夫であり、妻

でありますから、自分が本当に、「この人、変わったんだ」と、「この人は法によってこう変わ

ったんだ。この人、本当に変わったんだ」という、ある本当に自分の満たされていない思いを汲

み上げる、何かに触れて、その倍のものに触れて初めて、「ああ、変わったのかもしれない。あ

あ、この人の言うこと、本当かもしれない。色々あるかもしれないけれども・・・」。 

 ・・・相手も、本当に変わったねとは、なかなか思い難い。相手の人も今までの自分のご主人

様像、奥様像、夫像、お子さん像、親像、父親像、母親像、子供の像、それぞれ皆さんあります

から、なかなかそれを砕けない。 

 娘が急に変わった、最近どうしたんかな？と思っても、まだその程度でしょう？ 

 ところが娘が、どれもこれも、今まで自分が思ってた像を打ち破ってきて初めて、「ああ、娘

は本当に変わったんだ」と納得する。息子でもそうでしょう？ 一つのことが変わっても、「あ

あ、何かちょっと変わったみたい。どうしたんやろか？」 

 これを次々、自分の思ってたピンを外していって初めて、｢ああ、本当にあいつ、変わったな。

あいつ、本当にこうだな」と思い始める。それと同じなんですよね。 

 そして又、親子であったり、夫婦であったり、友人関係であっても、その一度溜めたりとか、

何かで一度ぎくしゃくしたり、そういうものを埋めようとした場合、短い時間を望んで、一月、

一生懸命実践したけれども、あまり手応えがない。半年経つたけど、手応え無い。これはもう最

初から、結果に囚われて物事を実践するということになるでしょう？ 

 変わって貰うという結果、変わるか変わらないか、それを望んでの実践。でも、本当の実践っ
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て、そういうものではないでしょう？ 相手の方に時間をかけて、今まで自分がしてきて貰った

分、できなかった分を穴埋めさせていただくつもりで、穴埋めだけ終わってもダメでしょう？ 穴

埋めの上に、与えて上げないといけないでしょう？ 

 どれだけ相手の方の今まで、してこられたか？ 自分がして上げられたか？ 全然、足りてな

いと思われた場合は、穴を埋めて上げるだけでなくて、もっとその何倍も、相手の方が満足され

るように、「お前と一緒になって良かった」「あなたと一緒になって、本当に俺は幸福者だ、私

は幸福者だ」「お前みたいな子供を持って、本当に私は幸福者だよ」と、相手の方が思ってくれ

るようになる。 

 それ以上に、それを言われても、言われなくても、自分がそれをさせていただける悦び、それ

は実践していかなければ。変えるためにやるんではなくて、自分が愛を与えるために、相手の方

にして貰えたら・・・。 

 例えば状況が全部どうだったら、自分の心が豊かなのかどうか分からない。平穏だったら、分

からないでしょう？ 

 ものは考えよう。色々、考えようです。例えばYMSさんの場合でも、お母さまと、家が別です。

だから、行くときはいっぱいいっぱい、与えて上げるようにする。でもこれが、一緒に家に住ん

でいるようになったら、24時間、家にいる間中、一生懸命、お母さんの方にだけ目が向くかとい

うと、難しい点もありますよね。 

 奥様にも、自分が居ない間、お母さまを面倒見て貰うのに対しての思いやり、息子さんたちへ

の理解、そういうものも必要になってくるし、もっと、いろんな問題が出てくる。だから今は、

お外にお母さま、住んでいただく替わりに、行かせていただいている間の時だけは、お母さまの

ことしか考えない、その思いやりを、一生懸命、生かしている場の環境を与えて貰ってる。 

 今だったら、行かせて貰っている間は、お母さまのことに専念できる。家に帰ってきたら他の

こともできる。だけどこれ、一緒に住んでいると、そうは行かないでしょう？ 

 やっぱり、お母さまが居たら気になるし、奥様に対しても、もっと自分の親に対してして貰っ

てる感謝、色々配慮、息子さんたちへの配慮、そして又、自分がお母さんに対し、一番この家に

来て貰って気兼ねなくして貰わないといけないという、もっともっと思いやりを出さなければい

けない。それは、ものすごく大きい課題になるでしょう？ 

 でも、今の心の磨きは、家で一生懸命できるし、そしてお母さまのところに行っている間は、

お母さまのことに専念できる。このありがたい状況を今、いただいている。自分の思いやり、愛、

親孝行、それらの報恩感謝の機会をいただきながら、そして今日のお母さまに対しての自分の思

いやりは、本物だったか、どれだけして差し上げたか、それを止観する時間もいただける。その

ようなありがたい状況、環境をいただいている。 

 もしこれで、例えばお兄さまが何か問題があって、見れなくなった。誰かお母さま、替わりに

見て下さい。自分が名乗りを上げて、お家に来ていただいたとしても、そこからは今までは外の

家だったのが、家の中に全て来ると、今まで通りいかないこと、いっぱい出てきます。 

 でも、ありがたい状況に、別々に居るので、奥様に対して、お子さまに対して、自分がもっと

もっと気にかけるところは脇に置いて、自分のこともできるし、その家族の時間もできる。色々

調節できる。だから、お母さまと離れている分、お母さまの家に行かせていただくときは、お母

さまのことしか考えない。お母さまのことしかしない。そのようにしてるうちに、もっともっと、

お母さまに会いたくて会いたくて仕方がなくなって、一週間に何日でも行きたい気持ちに変わっ

てきますよ。 

 そうすると、今までは、この日にしよう、来月はこの日、今週はこの日と思ってたのが、段々

段々もっともっと距離が縮まってくる。お母さまは、そういうのを望んでおられるのかもしれな

いですね。 

 「ああ、Kちゃん（YMSさんのこと）はいつも、このときに来てくれるね。でも、それ以外も

来てくれたら、もっと嬉しいのにね」って思ってるかもしれないし、「もっと私のこういうとこ

ろを知って欲しいな。でも、そこまではわがままだよね。あの子も仕事もあって、家庭もあって、

色々忙しいのに、皆んな忙しくて来てくれないのに、あの子は私を気にかけて、こんなに来てく

れる。それだけで十分だ。これ以上わがままを言っちゃいけない」 
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 お母さんの中ではお荷物になりたくない。あの子に迷惑をかけたくない。来てくれるのは嬉し

いよ、でも迷惑はかけたくない。その気持ちがあるのも事実でしょう？ 

 あなたが逆の立場だったら、分かるでしょう？ お子さんたちはそれぞれ、巣立って子供がで

きて、それぞれの家庭の事情で忙しい。もし、架空の話は失礼かもしれないけれども、奥様に先

立たれたて、自分は男手一つで生活している。子供たちも独立して、それぞれが違う場所で働い

て、子供もできて、それなりに皆んな仕事に追われて忙しい。 

 自分はもっともっと子供たちと会いたい、孫にも会いたいけど、来てくれたら嬉しいけど、も

っと来てとも言えない。もっとこうして欲しいとも、子供のお荷物になりたくない。子供の邪魔

になりたくないと思ったら、こうして欲しいって、矢張り親だから言いにくい。 

 だから、子供の方から歩み寄る。そのようにして上げることによって、「ああ、甘えても大丈

夫なんだね。自分の言いたいことを言っても大丈夫なんだね」っていう感情ができてきたら、も

っともっと違う角度からの親子の関係ができていくと思います。 

 これは親子関係でも、夫婦関係でも一緒ですよ。人間の心と心のつながりは、親子でも、夫婦

でも同じです。自分の子供にして上げられるように、妻にできたか、してきて来れたか？ 例え

ば子供には一生懸命、愛情を与えてきたけれども、妻には、夫には、「それぐらいできるでしょ

う。それぐらい、自分でやりなさい。これが妻の役割だ、夫の役割だ」と、ものすごく、子供を

見る温かい目よりは、伴侶に対して厳しい目でしてこなかったか？  

 自分が奥様の場合であったら、ご主人様は、奥様の兄であったか？ 父親にもなったりしたか？ 

友達にもなったりもしたか？ 妻が何でも自分に話をできる環境をいつも与えて上げたか？ そ

ういうことも反省しなければいけない。奥様が何でも自分に話して貰えるような環境であった

か？ 奥様が自分で、子供のことや家庭のことを、抱え込んでいるような状況でなかったか？  

 又、奥様は、ご主人様が外で働いて下さっていることに対して、ねぎらいの心があったか？ 感

謝の心があったか？ その感謝の心があったならば、十分にご主人様に尽くしてこられたか？ 

ご主人様を傷つける言葉を言わなかったか？ ご主人様をいつも励まし、仕事に全力投球できる

心作りをしてこられたか？ 

 奥様の心がいつも笑っておられるような環境、奥様がいつも家の中でニコニコしてこられるよ

うな状況を、ご主人様も、奥様も、お互いに作ってこられたか？ 安らいだ心のある生活、時間、

それを一緒に積み上げてきたかどうかとか、子供たちに対してはどうか？ お父さん、お母さん

の不調和が、子供に影響を与えたことはなかったか？ 自分の子供は同じように、自分を愛する

ように、パートナーも愛してるか？ 自分の夫も妻も、母として、そして子供は双方に同じよう

に愛しているのか？ 

 そういう状況を、自分たちの家庭､夫婦は作ってきたのか？ 作れなかった場合、自分に何が原

因があったのか？ 夫が子供や自分を見てくれなかった、家内が自分のことばかり、子供と自分

のことにしか専念してこなかった、お互いに、その積み上げたもの、時間があるから、そのよう

になってしまったのであるから、それを取り返そうと思ったら、変えようと思ったら、自分も変

わる、そして相手の人の心を受け止めて上げる、抱きしめて上げる、その心の余裕、もっともっ

と奥様に対して、ご主人様に対して、ご両親様に対して、本当に愛しい、愛しいっていう気持ち

に持っていく。それは形からでもいいから実践する。 

 そして抱きしめるというのは、相手の温度も感じるでしょう？ 相手の心の温度、相手の身体

の温度も感じるでしょう？ 形からであっても、そうしているうちに、ドンドンドンドン、「あ

あ、この人、愛しいな」と思えてきます。そういう、抱きしめるというものには、パワー、力も

あります。 

 それから、何も話さない、なかなか心が通わないからもう、どうというのではなくて、自分か

ら動いて話しかけて上げる。自分が「できない。これできない。あれしたくない」と言うなら、

「自分がして上げようか？ 自分が聞いて上げようか？」、お父さん、お母さんになる。 

 YMSさんの場合でしたら、お母さんは自分の母親に当たる方ですけれども、お母さまがいろん

な方から、お父さま、お母さまから愛情をいただけないのであった立場であったなら、子供とし

て愛をたくさん差し上げるのと同時に、自分が又、お母さまを、甘えられなかった分を埋めて上

げる。友人、ベストフレンドになる、お兄さんの立場になる、そのような気持ちで接して上げる。 
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 お母さんを本当に愛しいと思う気持ちで抱きしめて上げる。そうすると又、自分の心から、最

初は形であっても、「本当にお母さん、今までご免ね」とか、「本当にありがとう」とか、自分

が又、お母さんに対して、いろんな思いが出てくるようになるのではないでしょうか？ 

 SNTさんも、色々、ご主人様、お父さん、お母さん、それから息子さん、娘さん、いろんな環

境に於いて、できることをして上げる。 

 それから、先程からもお話ししてきてこられてますけれども、迷惑をかけても、例えば丸山さ

んに迷惑をかけても、聞かなければいけない問題もあるし、迷惑をかけるから、聞いてはいけな

い問題もありますけれども、迷惑をかけてでも、この人を救って上げたい、そのような気持ちに

高ぶらせるというか、例えばそれで丸山さんに、「あなたは非常識な人ですね。こんな時間に電

話をかけて」とか、「あなた、ご著書を十分に読んでないから、分からないんですよ。私が言っ

たとしても分からないんでしょう」とか、自分が聞きたくないような言葉を言われるにしても、

そんなことも厭わない、構わないというぐらい、他のことに関してでも、ご主人様に対する自分

の感情が、例えば見つからないとすれば、何でそんなようになったのかとかという原因を見るこ

とも必要ではないでしょうか。 

 例えばご主人様が、「こうだ、ああだ」、その状況で、常に判断していくことも必要なので、

それはそれでいい部分もあるのですが、でも同様に、「ああ、大変なんだ。今、どうにかしてあ

げないと、この人、本当に、どうなるか分からないね。私がこの人と供に一緒に頑張らないと」

と思った場合、もっと、ご主人様に対して、「早く何とかしなければ」という、藁をも縋るとい

うか、そのような気持ちに、どうしてもなり得ない。 

 「チョット、この人と私の間に、大変かもしれないけれど、しょうがないよね」とか、「この

人にも頑張って貰わないと、主人には主人で頑張って貰わないといけないわ。私はこれをするけ

ど、後はこの人の問題よ」とか、チヨット切れるような、冷めたような思いが自分の中にあると

したならば、それはご主人様に対して、例えば可愛い娘がそうだったら、息子だったら、ご主人

様と同じ状況だったら、それでも自分は同じなのか？ 

 自分は安心して、「まあ、しばらく見つめるしかないわ。私は母親として、これとこれをしま

しょう。後はあの子たちの問題よね」、これ、子供だったら、そのような気持ちで見られますか？ 

やっぱり、そうは思っても、グルグルグルグル、どうにかどうにか、誰かに何か、「これを変え

てくれる現状を知っている誰かいないかしら。どうにかならないかしら」、もっと違う気持ちが

もしあるとするならば、それはあなたが元々そういう人ではなくて、ご主人様に対するあなたの

思いが何か問題がある。 

 子供もご主人様も、そして他の誰かも同じような環境で、ご主人様のことも、それが子供であ

っても親であっても、他の誰かの話であっても、自分が同じように行動する、自分が同じように

思う、それならば、あなたの個性、あなたの性格で、チョット変えなければいけない問題もある

かもしれないという、そのような部分の問題ですね。 

 でも、「子供に対しては、こういう思いになるが、主人に対してはそういう思いになれないね。

お父さんに対して、お母さんに対して、だから、もしかしたらこう思うかもしれないけれども、

チョットこの人は違うね。娘だったら、息子だったらと思うだけで、ぞっとするわ」、そのよう

な思いである場合は、ご主人様に対して、何か愛が溢れ出ないような原因がある。 

 だからそれを自分で、色んな一つ一つの反省を見ることも必要ですけれども、どうしてそのよ

うな思いでご主人様を見てるのかという、思いの原因を見ることも必要かもしれません。 

 そして、自分の中で、「これはどうなのかな？」と思ったときに、迷惑をも顧みないで、行動

するものなのか、「いや、これは自分の家族の中で処理できる問題。もう少し時間をもって、待

てる問題」なのか、本当に、冷静に、止観して、もう一度考えてみる。 

 相手に迷惑をかけるからしない、これもあなたの愛情かもしれないけれども、時と場合によっ

ては、相手に迷惑をかけても、して貰わなければいけないこと、して欲しいことというのも、あ

る場合もありますよね。 

 後先、考えられない。さっき、色んな話の中でありましたけれど、例えばご自分の愛する家族

が、一刻を争う怪我をした、命に関わる何かがあったら、ゆっくりと時間を見てと、そういうこ

とを言ってられません。例えば夜の十二時であったとしても、もう朝まで保つかどうか分かりま
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せんと言われたら、やっぱり、連絡するのではないでしょうか？ 

 それはその時の状況によって違いますけれども、やっぱり「相手に悪いな。でも、これはどう

しても、そうは言ってられない状況だ」「いや、これは待っていい問題なんだ」、これを少し止

観してみる。 

 どれもこれも迷惑をかけるからと、自分を押さえる、これはこうだからと、マニュアルではな

くて、本当にどうなのかというのを見る、それも必要なのではないでしょうか？ 

 そしてご主人に、「あなたのことを見る人がいなくても、私や私の家族、私たちがいるでしょ

う？」と、こう、ご主人様が、「ああ、俺には誰も味方がいなかったとしても、こいつがいるな。

僕には家内がいるな。愛する家族が、妻がいるな。それだけで十分だな」、そう思えるそれぐら

いご主人様を、満たされる、自信溢れるぐらいにして上げる。 

 例えば、障害を持った人で、「腕がないから人の中にでられない」という人がいます。でも、

五体が不満足でも、皆さんと、堂々とお話しできる人もいます。 

 これ、何が問題ですか？ やっぱり、お母さまやお父さまに、どこか、腕がないことで、責め

を負わされるようなものを感じている人は、自然にそうなるし、腕がなくとも、足がなくとも、

不都合なことがある子でも、親が、「お前は素敵な、自分らの、私たちの宝物だよ」と、この子

が自信がつく、愛されてるという自信を持つ人がいたら、子供は自信に溢れる。 

 例えば「こいつは腕はないぞ、足がないぞ」と言われても、「ああ、僕、腕、ないんです。足、

ないんです。あはははは」と笑えるぐらいの子供もいます。「あんなヤツ、気にしない。あいつ

の心はかわいそうやなあ。きっと、他でイライラしたから、俺に当たってるんやろう」と思える

ぐらいの心の子もいます。 

 でも、「あいつ、腕がないな」と言われただけで、「あっ、僕、おかしいと思われてる。何か

されるんじゃないか？ もっと、何か言われるんじゃないか？ 明日行ったら、もっとこうされ

るんじゃないか？」、それは腕に問題があるのじやなくて、心に問題があるからそう思うわけで

しょう？ 

 お父さん、お母さんが、「お前は腕がなくても、立派な人間なんだよ。お前はこういう素晴ら

しいところがあるよ」、そういう風に言われた子は、別に腕がなくとも、「いいわ、これはもう、

個性の一つだ」と思える子もいるし、腕がないことで、折角の豊かな心も全部、しぼんでしまう

子もいます。 

 それは、愛されてるという実感がない子は、何に対しても、引っ込み思案になってしまうし、

悪いふうにしか、物事を考えられない。自分がこういうことをしたら、もしかしたら、「夫はこ

う思ってるんじゃないか？」「家内はこう思ってるんじゃないか？ 俺はきっと家族にとって、

お荷物になってるんじゃないか？ 本当は、俺なんかと一緒になって損したと思ってるんじゃな

いか？」「私なんかと一緒になって厭やった。誰々さんと一緒になった方が良かったと、夫は思

ってるんじゃないか？」、こんなことを思ってたら、妻としても、夫としても、心が生き生きし

てこない。自信が無くなる。 

 一番身近な家族に愛されてないと思っている人はやっぱり、どこか、心に丸みがない。何か言

われたことも、カ－ッと大きく、「ちょっと大変ですね」と言われただけで、心に大きく思って

しまうこともあります。簡単に、こんだけ言われても、本当に何にも気にならない方もいます。 

 それは全て、心がどうかということになってきますよね。 

 ですから、分からない部分であるならば、お母さんに聞く。「ご主人は、どんなことが嫌いで、

どういうことをしたら、どうだったのか？」とか、話しても、子供の頃のことを教えてくれない

とか、そういうのだったら、お母さんや兄弟に聞くとか、別に、ご主人様に全部、「ああ、聞い

ても無駄」とか、「話したくないから、もう、聞かんとこ」じゃなくて、その人を囲んでる人に

聞いてみてもいい。その中で、「ああ、こういうところが原因だったんやね」と思ったり、埋め

させて貰う。 

 あなたの子供と一緒ですよ。夫も妻も、自分の家族でしょう？ 夫である、妻である、そして

自分の子供でもある、自分の友達でもあるし、自分の恋人でもあるし、親になってくれる存在で

もあるし、子供になってくれる存在でもあります。 

 だから、心を、今、自分が、ご主人様と、お子さまと、それから他の人に対しても、同じ問題
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が起こったとき、全て同じ処理を、自分はするかどうか、判断したときは、又、違う反省の仕方。 

 でも、この人とこの人とでは差があると思ったときは、そう思えない何か原因があるというこ

とだから、その原因を自分の中で見てみる。それも一つの方法ですね。そしてその方法で、原因

が見つかったときはきっと、「ああ、こういうことだったんだ」と思ったことに反省して、重ね

ていくことによって、又、違うものも見えてくる。でなければ、相手の方を本当に愛しいと思え

なかったら、なかなか実践は難しいです。 

 今、言った、身体にちょっと故障のある方、例えば子供が腕がない、そういう子供を持った場

合、その子のことを全身全霊愛していたら、手がないことなんか、親には関係ないでしょう？ そ

れを考えられないほど、愛を与えて上げようとする。 

 ところが親が自己中心、親が、自分の親から愛を貰えてなくて、自分が愛を欲っしてばかりの

人だったら、「ああ、こんな子供ができた。どうしたらいいんだろう？ 子供は可愛いけど、不

偶にも思うけど、どうしたらいいんやろ？ 私も世間からどう思われてるんやろ？ あんな子の

お父さんとかお母さんとか思われてるんやないか？」、そういうような、親が不安に思って、子

供に愛情を与えられない、そのような状態であったら、問題があるでしょう？ 

 やっぱり愛情を与えられないでしょう？ 子供に100%、あるだけの愛を与えられない。自分

が100％の中から、自分のことばかり考えて、30になったり、70になったり、ムラがあって、

その時は100、この時は70、30、子供はいっぱい、満たされないでしょう？ 

 与えられない何か原因があって、子供に向かない。親の心に問題がある。自分の心に問題があ

る。彼に対しても、彼女に対しても心から愛しいと思えない、何か原因がある。 

 そしたら、「こんな実践しなさいよ」「あんな実践しなさいよ」「こうしたらいいと思います

ね」って言われても、形、一生懸命してても、しんどくなってくるとき、ある。 

 「一生懸命やってるのに、この人、変わらないじゃない。この人一体、何よ。私一生懸命やっ

てるのにさ」、色んなふうな思い、出てくる場合、ある。 

 本当に子供に対して、友人に対して、何か人様にして上げようと思うとき、自分の心が溢れて

なかったら、なかなかして差し上げられない。 

 友達関係でもそうでしょう？ 「こんなにしてやったのに、何さ」「こんだけ言ったのに、何

さ」「もう分からないわ。しょうがないわね」、皆んなそういうふうに排他っていうか、仕事場

一緒で働いてる人でも、「あの人はああなんよ」「この人はこうなんよ、いくら言っても分から

ないわ。あの人はいつも同じ」、自分の目線で見ているだけ。 

 そして、たまに自分がお土産を上げたものに対して、無かったらもう、「あの時、あんなに一

生懸命したけど、やっぱりあかんね」、自己中心的に判断を下し、点数つけてるだけになるでし

ょう？ 

 次にその人が何かあったときに、いつも自分が、「ああ、あの人はああいうところもあるけれ

ども、こういう点もあるよね。今は分からないよね」、こう、反応していると、何か問題があの

人に、この人にあったときは、ふーつと一生懸命にその人のことを思ってできるけれども、そう

いうふうに思っていると、知らず知らずに、「あの人、何か苦手だ。厭だ。嫌いだ」、そう思っ

てるから、何か問題があっても、して上げた方がいいんだろうけど、身体が動かない。 

 「まあ、こうして上げるのがいいことだから、ちょっと、これだけでもして上げるか」、躊躇、

ためらい、いっぱいあるような行動。そして、そのことに対して、相手が喜んでくれなかったり、

迷惑だっていうふうになったら結局、「こんなことなら、しなければよかつた。やっぱりあの人

はこういう人だね」、又これも循環に・・・ 

(テープ反転) 

 ・・・聞いてみたらいいと思いますよ。答がどうこうとか、あまり考えないで、ただ、ご主人

様に対して、自分ができることをこうやってして差し上げてしたらいいけれども、それでもやっ

ぱり、「この上でこうしたらいいのかなあ？ ああしたらいいのかな？」っていう不安とか、そ

ういうものがある場合は、聞かれたらいいのです。 

 それで、「あなた、何でそんなこと、聞いてきたんですか？ それぐらい分かるでしょう？」

って言われれば、「ああ、今のやり方でいいのか。自分で勉強して、探してみたら分かる範囲の

ことだから、こういう風に言ってくれている。自力を出しなさいと言ってくれているんやね」っ
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て思えばいいだけのことであって、そんなことで、忙しいから、確かに大変なことは大変だけれ

ども、迷惑だなんて、丸山さんは、思わないですよ。 

 ただ、忙しいねっていうのは、それは本当ですよ。でも、「そんなことをよくも聞いてきたな」、

この様には思われません。ただ、この方にはこの時、こう言って差し上げるのがいいだろうとい

う、強い口調になるときもあります。 

 「どうしてあなた、それぐらいのこと、自分で分からないんですか？ その前にあなた、ご主

人様に、何をしたんですか？」とか、例えばそういう強いことを、誰かに言われる場合もありま

すけれども、その丸山さん自身の心で、「こんなことを聞いてきて、馬鹿だな」とか、「この人

は何にもまだ、分かってない。本当に迷惑だ」、こんなことは一切、思いません。 

 ただ、「ああ、何とかして差し上げないと」と思って、その時にこの方に、どう言って差し上

げたらいいかと思ったら、口が言います。だからその時に言われた内容が、例えば「私は忙しい

んですよ。あなたのそんなことにつき合ってられますか」と、例え言われたとしても、|~ああ、こ

れが私に対しての答なんだ。私は自分で探せるだけのものを、自分でまだ探してないということ

なんだね。その上で相談すればよかったってことか」とか、そのように考える努力をする。 

 言われる前に、先に自分で「こうだね。ああだね」っていう判断をするのではなくて、そうい

うふうに努力する。それは他力ではないですよ。 

 他力っていうのは、何でもかんでも、自分で考えない、何か問題があったら、自分で何事も処

理しようとしないで、すぐ聞く、もしくはちょっと蹟いたら、「どうしよう。ああしたら、こう

したら」となるけれども、でも、自分で一生懸命止観して、「こうかな？ ああかな？ でも分

からない」とか、「どうすればいいんだろう？」と思うときは、遠慮なしに聞いていい。それが

結局、丸山さんの悦びになるでしょう？ 

 もし、そんなことを知らないで、大変なことになったら、「何でこの人、もっと早く言ってこ

なかったんだろう？ そうしたら、助けて上げられたのに」と思って、丸山さんは自分を返って

責めますよ。「私に問題があったんだな」と。 

 返って先生のためにいいことと思ったことが、先生にとって悪いこと、それは丸山さん自身の

反省の中のことなので、皆さんにいちいち公表し、言わないけれども、自分の中で、「ああ、私

は会員の皆さまが何でも相談できるような、まだ先生ではないんだな」と、自分で自分を反省す

る材料にもなる。 

 だから、「これは相談していい内容かどうか？」「これは、先生に迷惑をかけても、一刻を争

っての相談したい内容」「ああ、これはFAXでいい内容」「これはもうちょっと自分で考えなけ

ればいけない内容」、これを自分で止観して、皆さまという意味ですよ、色々考えられて、「あ

あ、やっぱりこうだ」と思ったときは、する。 

 だって、悦びで溢れてる、知って貰いたい、どうして高橋信次先生の「感謝と誓いの式」に出

た人が、レポートを何十枚も出すか。感動して感動して、感謝して、悦びに満ち溢れ、それを先

ず、丸山さんに報告したい、丸山さんに聞いて貰いたいと思うから、皆さん、そうなるわけでし

ょう？ 

 先生、忙しいよね。先生、大変なんやからと思ったら、悦びの声も届かないし、そういうこと

はないでしょうけど、もうそうせずにおれなくなるから、そうするわけでしょう？ 

 だから、何でもかんでも、迷惑、迷惑、迷惑と考えるんではなくて、やっぱり、「これはどう

しても先生にも喜んで貰いたい内容だから、先生に送らせて貰おう」「これは迷惑になるかもし

れないけれども、やっぱり先生に伝えて、教えていただかなくては、もっと後で先生にご迷惑を

かけることになるかもしれない」、これを、自分で、どういう問題なのかと、ちょっと考えて見

てみる。 

 その時に、「ああ、やっぱりこれは、した方がいいね」と思ったら、山田さんに相談されて、

行動を起こす。そうするときっと、繋がっていく。 

 まあ、あまり介入しないでおこうと思ったのに、つい話しすぎてしまいまして、本当に、皆さ

ま、申し訳ございません。 

 それからYSDさん、もう少し、お父さま、お母さまに対して、頻繁にお電話して上げたりされ

たらどうですか？ 離れてる分、まあ、あなたのお父さんは、すぐにお電話を切りたがるような
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傾向があるので、奥様も、YSDさんも、遠慮してしまい勝ちになるかもしれないけれども、本当

は、待ってますよ。 

 やっぱり子供のことを思わない親、無いでしょう？ だから、兄弟から電話、かかったとき、｢最

近、TKO（YSDさんのこと）は何か言ってきたか？ TKOは何か話ししてたか？」って、聞い

てますよ。「どうか？」って。 

 奥様のご両親様も同じですけどね。 

 それからYSDさんは、今まで色んなところに行かれて、この仕事に就かせて貰ったことを、感

謝してるって仰ってましたけれども、その感謝をしてるなら、どういう報恩で現したらいいか、

それをご自分にちょっと、考えて見て下さい。感謝の気持ちを。 

 感謝、感謝、感謝しただけでなく、本当に感謝が溜まったら、「こうしてはおられない。何か

して差し上げなければ」という気持ちになるでしょう？ それはどういう形で、あなたは返して

いくのか、自分の中で、止観して下さい。貰いっ放しではいけませんよ。 

 まあ、ちょっとお話ししすぎてしまいました。帰りが遅くなってしまって申し訳ございません。 

 それから、今までも丸山さんのところへの学修会に行かせて、皆さんに行っていただいている

のに、色々、私たちが介入してきたこと、謝ります。本当に申し訳ございません。 

 これからは、この介入を、なるべく少なくしていきます。皆さん、自分で考えていってること

を、ドンドンドンドンしていただくということもあれなんですけれども、丸山さんが使ってる言

葉と私たちが使ってる言葉と、ときどき、合わない言葉を使ったりもします。 

 そうするとやっぱり、皆さまに影響を受ける。これはこっち、これはこっち、もっと分けられ

るようになったら、又お話しできること、増えてくるかもしれないけれども、まだ、丸山さんも、

私たちの言葉も全部一緒になっているので、これ、一緒にしてると、それがスムーズに丸山さん

のレポート、学修会で話したときに、他の人に影響受ける場合あります。 

 丸山さん自身、「ああ、こういうことか」と思っても、他の人は、そう聞かなかったら、必ず

波紋になるので、そういうことはやっぱり、同じ言葉、同じやり方、例えば「善我に聞く」、こ

こには神仏にも繋がってる。善我、自分の兄弟、魂の兄弟、全てに繋がっているから、普通、「守

護霊に聞く」という言葉を出しても、同じだと思う方もいるかもしれないけれども、｢善我に聞く｣、

同じと取らない人もいるでしょう。 

 「何で守護霊に聞くんだ？ 善我に聞くんじゃないのか？ 良心に聞くんじゃないの？ 守護

霊に聞くのは問題ある。そんなんで悪霊に繋がったらどうするんだろうか？」とか、そういうふ

うに思う人もいる。 

 でも皆さんだったら、今までのことが繋がってるから、善我に聞くってことは、全てに繋がっ

てる。だから、守護霊に聞くっていう言い方をしてもおかしくないじゃないかって思われる方も

いる。 

 これ、こんな、割れていくと、色んな人、何人も集まってくると、「これ、おかしいよね。あ

れ、おかしいよね」、色々、波紋でてくること、あります。そうすると、丸山さんが一生懸命や

ってきたことが台無しになるので、と言うか、分けて考えられる人もいれば、同じに考える人も

いるし、それはもう、人様々だし、ご自分たちの中でも、例えば皆さんは、学修会で聞いたこと

をあまり討論されない、話し合われたりしない。 

 先生、こう言ってた。私、こう思った。あの人のこれとこれ、素晴らしいと思った。もっとそ

れも、話し合っても、私たち、いいと思います。でないと、もしかしたら、自分流に聞いている

かもしれない。正しく聞けてないかもしれない。正しく聞いて、正しく思えてないかもしれない

けれども、それ、話し合わなかったら、自分のもの、相手のもの、分からないまま、それで、何

かに問題ありました、話ししました、「その時先生、こう言ってたよね、ああ言ってたよね」「あ

の時、こういう話ししてたよね」「ああ、そこ、聞き漏らしてる」「ああ、そういうことも言っ

てたけど、こういう風に聞いてた」、こういうことも自分ではちゃんと聞いてると、皆んな思っ

てます。 

 でも、やはり、漏れてる部分、自分流に解釈してる部分、あります。だからそういうこともも

っとお話しされたら、「私はこの話しに一番感動したね」「先生のこういう話しがよかったね」、

そういうことも、日々の日常の話しも大切ですけれども、そういうことももっと、お話しされる
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ことを、自分が感動した話し、悦びを話しすることによって又、自分で、「ああ、この話が又、

よかったね。実践しよう」とか、色々思うふうにも膨らんでいかれるのではないでしょうか？ 

 皆さまのお手伝い、したいと思ってるんですけれども、そのお手伝いが足枷、手枷になるとき

もあったようで、そのことを本当にお詫び申し上げたいと思います。この場を借りて、申し訳あ

りませんでした。本当に申し訳ありません。 

 皆さま、いつも応援してますよ。本当に皆さまの、正法に対する熱い気持ちと、偉大な神仏様

に対しての皆さまの気持ちが、じりじりと私たちにも熱く熱く響いてくるようになりました。そ

の気持ちを、大事に大事に育てて、ご自分の心豊かに導いていって下さい。 

 どうもありがとうございました。 

 お気をつけて。申し訳ございません。 

 

 

【2004-9/22：他の光の天使からの助言】 
 YMSさん、私たちの書き留めたものを拝読していただいて、大体の趣旨を分かっていただけま

したでしょうか？ 

 

 「はい、分からせていただきました。有り難うございます」 
 

 SNTさんは如何ですか？ 

 

 「分かりました。有り難うございます」 
 

 レポートは、レポート、お手紙、何でもそうですけれども、正法といいますか、そのような自

分の悦びをお話しする場合についても、どなたかに会員のお勧め、法の伝道をなさるにしても、

ご自分が話すのではなくて、必ず経緯というものを、「私がこの本を読んで感動し、そして今、

こういう会の丸山さんについていただいて、こういうふうに教えていただいた」とか、そういう

ふうに、人様に必ず、ご自分が説くということは、これ、今まではOKです。これ、分からない、

法を、以前まではOKです。けれども、もう今から、正しい法に目覚める、法に行き始めた時点か

らは、これは必ず、省いてはなりません。 

 もちろん、時と場合によって、いちいち出せないことも、こういう話しを聞いたことあります

よと言っても、これは別に構いませんけれども、自分の判断、自分の考え、自分の思想など、自

分のものとしてお話しするということ、これには少し問題があります。 

 先程、話しに上がったように、大山さんが説いてたように、他の先生が説いてたように、自分

のものとして、それを話しをする、これ、法に於いて問題、罪に問われることに繋がっていきま

す。 

 そして相手の方も、「ああ、それは素晴らしい話しだ。そういうことを書いている本を読んで

みたい。そういう人に会ってみたい」、ここの部分を切ってしまうようになってしまいます。 

 ですから、何に於いても、法によっての体験、法によって救われた話、法によって気づかせて

いただいたもの、法によって感動をいただいたこと、伝道したいと思うこと、経緯を省くと、問

題があります。 

 そして自分がそれについて、こう思って行動した、それによってこういうふうにしている、そ

うするとこういうふうになった、これはOKですけれども、こういうふうなことを教えて貰ったと

いうことを、そのままお話しするのは少し問題があります。 

 それから、如何なる文章を書かれるときも、必ず、相手、読む人が人間であっても、人間に読

んで貰うのではなくて、必ず偉大なる主が目を通される文章、目を通す、主に読んでいただく、

主に差し上げる文章と思って書かれることです。 

 文章の省略、正法に於いて、正法の文章に於いて、正法の手紙に於いて、文章を省略する、主

語、述語、きちんとつなぎ合わせるような言葉を使うように、皆さん、心掛けて下さい。 
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 ご自分の心、そのままにと思って書かれています。全て自分の思ったとおりに書きますと、つ

いつい普段、自分が使っている言葉をそのまま書き足すようになってしまい勝ちですが、これは

問題があります。 

 例えば後から「何々しました｣、これはこういう意味だったからつけ足そうと、｢何々しました

と」とか、「何々で」とか、そのように文章を省略してしまうときは、面倒くさくても、もう一

度書き直すように、皆さん、心掛けて下さい。 

 最終的には、いつもそのレポートを書くとき、その内容、議題について書かせて貰うとき、自

分の心を悦び一杯にして、膨らませてから書く努力をなさることです。 

 「あのことを書いた方がいいよね」、｢あのことを書きたいと思っている｣、でも、ご自分の心

を点検されて、「ああ、悦び一杯に書けないな」と思うときは、余程この期限までに提出下さい、

「これ、三日までに書いて下さい」、こういうときはやむを得ず書かなければならないときもあ

ると思います。でも期限がなく、書いて下さいというとき、自分の心が高まらないとき、色々書

こうとしても、色々問題が出てきます。 

 相談したい、相談しようと思っていても、心をそのままに、例えばそういうとき、問題を抱え

て相談したい、その文章を手紙に書こうとしているとき、心を落ちつかせないで逆に、手紙に自

分が打ち明けたいと思って書くときは、自分の心をぶつけるだけの内容になります。 

 「こういうことでいつもお世話になってます。いつもご指導いただいて有り難うございます」、

必ず自分の深い悦びであっても、「このようにならせていただきました、こういう風に考えられ

るようになりました。そのことを感謝申し上げます。所でこういうところが分からない、悩んで

います。どうしたらいいでしょうか？」、こういう風に繋げていくようにしなければ、自分の心、

「これ心配、早く解決したい」、そのまま書いたら、自分の気持ちばかりで、相手を思いやる、

そういうような心、出てきません。 

 ですからその場合は、心を落ちつかせることです。悦びのことを書きたいときも同じです。ひ

とまず心を落ちつかせるようにして、書く。けれども悩み、心配の相談の時は、更に落ちつかせ

て書くことです。これ、ポイントですね。 

 それからどのような文章であったとしても、丸山さんが読む、他の人が読む、そのようなこと

であっても、他の人を意識しないで、偉大なる神仏様、偉大なる主のことだけを考えて書かれて

下さい。 

 そうすれば、文章、暖昧な点など出てきません。例えば人様と話しをするときは、少々おかし

い言葉遣いをしても、「まあ、良いか」になるんです。皆さんの心の中では「まあ、良いか、許

して貰えるよね」と思ったとしても、目の前の主に対してご報告差し上げると思ったときは、文

章を省略して話さないでしょう？ 

 時に甘えて、何でも分かってくれてるからと思って、言葉を省くというのも、これも少し間違

いです。神、自分より目上の先生、確かに皆様方よりも、あなた方の心の中のことを全て熟知し

てます。けれども、分かっているからといって、先与えは、これ、出来ません。相手の方がその

ボールを投げてきたら、それに見合ったボールをお返しするようになってます。 

 本人は全然、気づかない、本人に全然言っても難しいことを、一生懸命お話ししても、ついて

来れないでしょう？ それから、分かっているのに、話ししない、例えば、「これ、分かるでし

ょうと思う」、これもあなたを上に置いてるから、そのような気持ちになる。 

 自分が「ご指導下さい、ご指導いただいてます、有り難うございます」、そのような気持ちに

なってるときは、相手が私の気持ちぐらい分かってますよねという気持ちであっても、「このよ

うな気持ちにならせていただきました、こうこうこうで、こう感じることが出来ました」、これ

を言葉にしない限り、相手には伝わりません。 

 「分かってますよね？」では、これ、済みませんよ。例えばそれだけの言葉を言って、「ああ、

この人はこの内容を言おうとしてるね」と思ったときに返ってくることはありますけれども、そ

れ以外のことで、「分かりますよね？」「分かって貰えますよね？」、これは相手に、他力にな

っていくことにもなります。 

 相手に甘えていることにもなる。場合によっては自分を上に置いて、「これぐらいしてくれる」

「これぐらい分かってくれる」、このようなところに置いてることにもなります。 
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 神仏様、それからあなた方の崇拝する、師とする丸山さんは、全て、自分たちが分かっていな

い根っ子の部分も見えてますけれども、全て全て自分たちが反応したこと、相談したこと、それ

から悩んでること、悦びに満たされたことが返ってきて初めて、お渡しするようになります。 

 あなた、これもこれもこれも言っても、理解できないし、実践できないし、努力できない。色

んなことをいっぱい聞いてもなかなか、うまく行きません。 

 これ、今までの、皆様方の会の場合に於いては、いつかは手放す、この会に皆様を結びつける、

そのために何れその時が来たら分かります、これがあるから、先取りして、たくさん教えて、言

葉をたくさん発した部分もあったと思いますけれども、これ、普通は自分が投げたものに対して

戻ってくるものです。 

 ですから、これまでもそうだったから、ちょっとこうしてくれるかと、上の人はこうする、神

様や仏様は分かってるからこうして下さる、これは他力になります。自分が出したものを、必ず

それを補ってくれることになります。 

 それから、皆さまも大分、丸山さんに対しての尊敬と、神仏様に対して、偉大なる主に対して

の思いが、皆さんそれぞれの中にあると思いますけれども、その思いこそが重要なのです。それ

がなかったら、偉大なる主が書かれたご著書も軽視しますし、丸山さんの言われることも軽視し

てしまいます。 

 例えば、先程のお話しで、会の中の法友のお話しがたくさん出ていましたけれども、色んな方

がいます。何年もやっていく内、自分でしてるつもりになる。これ、何年やってなくても同じで

す。 

 皆さまもそうでしょうけれども、以前から私たちとの接点がある、それだけでなくて、色んな

本も読んでいる、色んな人の話も聞いている、これにより、ある程度、まっさらな所から正法を

学ぶ人と違って、入ってるものがあるから、例えば丸山さんが学修会で話しても、「あっ、それ、

こういうこと、聞いたことあるわ」とか、「ああ、それ、そういうことね」と聞く。そういうと

ころ、皆さまにも、多少なりともあるでしょう？ それは、前のもので計ってる、今のものを計

ってるということになるのです。 

 まっさらのままで正法を勉強する人、「ワー、凄い凄い」、何でもかんでも嬉しい、丸山さん

の仰ること、ご著書に書かれてること、全て全て、一言一句、いとおしい、何でも知りたい、分

かりたいと思う必死の時は、ドンドンドンドン、それに追求するけれども、前のものを持ってる

と、仲々、引き算になってきます。 

 それから、この言い方はきついかもしれないけれども、今までの所で学んだものを、例えば小

学校を例えていうと、皆さまは転校して、そのクラスに入ったのではなく、入学して入ったと思

うようにしなければ、難しい問題が出てくると思います。 

 今まで他で学んできて、こちらに転入しました。こちらの新学校に転入しました。今まで普通

の学校で勉強してきました。「この新学校に転校しました」ではなく、「今までの学校、卒業し

ました。入学させて下さい。入学をもう一度、し直します」、この思いでする。初心に戻る。 

 今いる方々がどんな人であっても、自分、「ああ、ちょっとこの人、おかしいよ。この人も法

を分かってないようだね。何年も先からこの人たち、私たちより勉強してきているよね」そう思

える人がいたとしても、現在の自分をおかなくてはいけません。 

 そして人を気にしない。誰かが自分のことを言ってたり、色んなことを言ってても、気にしな

いことです。 

 人間にはねたみ、羨み、不平不満、怒り、色んなマイナスの思い、ない人いません。例え丸山

さんぐらいの人でも、カチッとくること、あります。 

 「何遍言っても分からないな、何回ご著書を読めと言っても何故しないんだろう」、これも怒

りの一歩の前の気持ちですよね。 

 でも、「ああ、分からないね」と、丸山さんなら、パッと切替えが出来ます。その思いも、皆

さんとは違います。少し思う、本当に、少し思う。皆さんは、自分の中で少し思ってるだけと思

うかもしれませんけど、その引っかかりは、丸山さんと比較にならないほど深いです。 

 その中で又、切り替えていく、その幅は違うけれども、皆さん、同じものを持ってるのは、変

わりありません。 
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 例えば会の方に対して、そう思ったとしても、譲れる気持ちあったとしても、先程からお話し

あったように、会社の中で会う仲間や社会生活していく人の中で、「ああ、正法やってないね」

と思っても、「ああ、かわいそうに」と思ったり、そこで切り替えられる部分もあれば、更に相

手のことを蔑視する、差別視するような思いが出てくることもあります。場合によっては自分を

上に置くことにもなる。 

 結局、会の中でやってる人と変わらないところもあるわけでしょう？ 

 人のことは気にしない。自分をどれだけ磨けるか、それだけを気にすることです。 

 そして常に自分を一番下、例え自分が心が成長してきても、丸山さんから、「あなた、頑張っ

てますね。素晴らしいですね。皆さんよりも素晴らしいですよ」、そのようなことを言われたと

しても、常に自分を一番下の所においとかなければ、人間は知らない間に、鼻が高くなることが

出てきます。 

 「あかん、あかん。いや、見てる、見てる」と思っても、仲々難しいです。心を一生懸命、鍛

錬、修練、色々して、重ねていくことによって、少しずつ、「ああ、有り難い。又、頑張ろう」

という気になりますけれども、最初の内は難しい。 

 それから知らず知らずに、自分はそんなつもりはなくても、「ああ、この人よりも私の方が、

先に進んでいるかもしれない」、このような気持ちを持つだけでも、他の思い、バツと膨らみま

す。気をつけなければいけない。 

 そして、先輩の法友さんたち、確かにそういうところがあるかもしれないけれども、自分の知

らない素晴らしい所もあるということを、自分が分からない部分でたくさんあるということです。 

 何故なら、同じ所で学ぶ権利を、皆さん与えられているんです。「本当にこの人は相応しくな

い。何見ても駄目」、そのようなときはバチッと、言われてる。 

 例えば丸山さんに、「こんなこと、ありました」と報告します。丸山さんから、お電話いただ

いて、「あなた、何？ これ、やってますか？ こういうことをしているときではないでしょう？ 

もう、これ、しなさいよ」、自分が言わなくても、気づいておられる方が、自分の師が、その方

に応じたものをキッチリと与えられている。 

 自分の側からしたら、「ああ、自分はこういうことをしないように気をつけよう。この人のこ

ういうところ、自分にないかな？ こういうことはしてはいけないよという見本かな？」、そう

いう風に思って、それ以上入らない。 

 「何であんなこと、するんだろう？ 何で？ 何で？」と、あまり深入りしないことです。そ

の次元まで行く、そして自分の中でそれをすることはOKですよ。「ああ、私もそういうところ、

あるかもしれないよね」と思ったときに、「何で私は、そんな風に考えるのかしら」と思うこと

はOKですけれども、相手の方は何でそういう風に思うのかしら？」と言ってる内に、相手を責め

る行為になっていきますから気をつける。 

 正しく見ても、感情を入れない。例えば「この人、こういう人。こういうとこ、ある人」でも、

「ああ、この人、こんなんよね。あの人あんなんよね」、そこで判子を押してはいけません。 

 その人は自分より先を歩くようになるかもしれない。自分の先生になる人かもしれないし、自

分に何かを与えてくれる人かもしれないのに、判子を押してしまいます。 

 「こういうところを持ってる人なんだなあ」という風に、違う見方をすることです。 

 どなたであっても、怒りもあるし、例えば皆さんバラバラの時期に学ばれて、丸山さんの所に

入ってるから、まだそんな感情はないかもしれないけれども、例えばですよ、自分と同じ時期に

オブザーバーで七人ほど入って、七人、同じように学修会する。 

 調べてみたら、正法に出会ったのも大体同じ年月日ぐらいに、皆さん同じくらいに正法に出会

い、ご著書を読み始めた。丸山さんのご指導を受け始めた。このようになったとき、どうですか？ 

 自分よりいつも素晴らしい発表する人、自分より嬉しくない、いつも不安、不満の発表なさる

人。自分が素晴らしい人を見たら、「何であんな発表できるんやろ。私、何が足りないんやろ？」

と、不安になることもある。 

 それから丸山さんにご自分が叱られてばかりだとしたら、「何であの人ばかり誉められるんや

ろ？」という気持ちも出てくる。 

 それから自分よりも、お話しする内容も、いただくものも、例えばあまりいいものでなかった
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ら、「この人、何をやってるのかしら。毎日、ご著書を読んでるのかしら」、そういう相手を批

判する思いにも変わったりする。 

 その、自分が知ってるものだけで図って、良かったり、羨んだり、不平不満を持ったり、そし

ったりするようになるわけでしょう？ 

 自分の知らないところで、何か先に入ってる人たちはどんな思いがある、それを全部見ること

は不可能でしょう？ 

 最初から入れない。言ったって仕方ないでしょう？ ただ、「そのような思いを持ってるんだ

な」、後、「そのような気持ちは自分にもないかな？」と点検する。必ず、人を批判するような

気持ちを作らないことです。 

 どんなことを言われても、気にしないことです。あなた方は、人に認めて貰う、人に見て貰う

のではなく、神様に見て貰う、それで良いのですよ。誰に認めて貰おうではなく、神様に、仏様

に見て貰える、主に見て貰う、それで良いのです。 

 いろんな人、いますよ。どこにいても、あるのは普通なんです。そこで一生懸命やってる、皆

んな一生懸命やってるつもりなんですよ、どの方も。だから、「もっと一生懸命、拝読しなさい」

というご指導を、何回も何回もいただいても、「私、一生懸命、読んでるわ」って、皆さん、思

ってます。 

 「何で私、いつも、それしかいただけないんだろう？」と思う。でも一生懸命、それを追求し

ない。追求しても分からない人もいるかもしれないけれども、「何遍、私、一生懸命読めと言わ

れて、じゃあ、一生懸命読むか。今まで以上に読んでみようか。読み方を変えてみようか」、こ

うする人も少ない。 

 でも、その原因はともかくとして、本人は一生懸命やっていると思っているのであれば、丸山

さんにしたら、「じゃ今、私が話したように、投げたボールに対し、ボールを返します」「この

人、ここまで分かったから、次のボールを上げよう」「ああ、この人はここまで来たんだから、

もう少し言葉をかけて上げよう」。 

 「でも、私たち、前から一生懸命やっているのに、あの人には先生、嬉しそうに対応するが、

あの人に騙されてるんじゃないか？」とか、いろんな疑問の気持ちが出てくる人もいることも確

かでしょう？ 

 でも、そんなこと、気にしなくても良いです。いろんな方、います。本当にいますよ。どこに

いてもこれ、いるんです。 

 でも、違いも一つ、ありますね。何か？ 偉大なる主を、どこまで信じているか？ 丸山さん

をどこまで信じてるか？ 

 先程、知津さん、言ってたでしょう？ 「いままで信じてると思ってたけれども、これ、形式

だったと気づきました」、これ、彼女にとってプラス、良いことだと思うんですけれども、これ、

もっともっとドンドンドンドン信じるパイプが太くなったら、呼び方、ご指導貰うことも全部違

ってくる。感謝も全部、違ってくる。 

 どれだけ今、自分が恵まれて、幸せなところにいるのか。魂が聞いて、この今生、法に出会わ

せて貰えたことが、どれほど偉大で、どれほど素晴らしいこと、どれほど幸せなことなのか、そ

の悦びも違ってくる。 

 先程、言ってたみたいに、高橋信次先生、この方がどれほど偉大な方なのか、天上界の主と言

われる方がどれぐらいの方なのか、そして丸山さんは、この地球で言う、いま正しい法をご指導

できる人ですけれども、その方に出会わせていただいたこと、出会えたことがどれほどの素晴ら

しいことなのか、これ、二人を認める、信じる力がどれくらいかによって、実践の仕方も大きく

違ってくる。法を求める気持ちも違ってくる。 

 全てこの土台がなかったら、いくらご著書を読んでも、「普通の本よりチョットいいかな」「あ

あ、今までの先生方より素晴らしいことが書いてあるな」、これ、その人、本人の中では一生懸

命読んでるんですよ。その人の今の心の次元で、一生懸命読んでいる。でも、そこの部分が分か

らない限り、それ到達できない。もっと読めない。入らない。それ以上は入らない。 

 偉大なる主、それがどれくらい偉大なのか、その方が出てこられてせっかく正法に出会わせて

いただけた悦びがどれほどのことなのか。そして正しくご指導いただけていることが、どれほど
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のことなのか。この悦びを大きくしない限り、いつもこれを有り難く思い、幸せに思い、感謝し

ない限り、これ、難しいです。 

 ご著書の読み方、入り方が変わってくる。「ひかり」誌の読み方、変わってくる。人の伝道も

変わってくる。 

 伝道、こんな素晴らしいこと、黙っておけないと思うようになるでしょう。こんな素晴らしい

こと、伝えなくちゃ。躍踏していられなくなるでしょう？ 

 それ、全て、そこですよ。鍵はそこです。ターニングポイント。それを自分の中で自分の心の

次元の中で、どれだけ信じられるかということですよね。どれだけ悦びを大きくできるか、これ

がポイントになると思います、これからも。 

 今の時点でも、「ああ、幸せだな」と思っておられると思いますけれども、もし本当に、もっ

ともっと入っていったら、現れる行動も出てきます。 

 他の方よりは、今まで学んできた友達、仲間の人の間で分からなかった、「高橋信次先生と言

われる方は、このように素晴らしい方なのか」、それ、皆さんよりはたくさん分かります。 

 これ後、どれくらい素晴らしいかは、ご自分自身、ご著書を拝読したり、学修会で聞いたこと

を実践を、皆さん言われたこと、ご指導いただいたことを現していただく、悦びで太くする。こ

れ、何日でも、この中でサイクルですね。 

 信じてるから実践もできる。信じてるからご著書も読める。そしたら又、分からせて貰える。

いただけるものが多くなった。又、信じられる。これ全部、良い方向のサイクルの循環ですけど

ね。 

 でも、その、信じてる、信じてると言いながら、出来ない、ご著書読めなかったり、実践しな

さいと言われたことが出来ない、これ何故か？ 軽視してるからです。 

 やっぱり、有り難いなあと思っても、参考にしている。何故参考にするか？ 信じてないから

でしょう？ 信じる力、弱いからでしょう？ 本当に信じてたら、するでしょう？ 

 例えばYSDさんの例で言えば、奥さんが仕事を反対した。国立病院に行かなくてもいいように

言いました。何故行くか？ 大分、討論しました。でも、YSDさんは譲らない。丸山さんが「国

立病院に行け｣、言いました。「行きなさい｣、言いました。 

 ｢私が話したことは間違いかもしれないけれども、丸山さんが行きなさいと言って下さったこと

は、もっともっと意味があるかもしれない。行って、何もなかったらそれでいい。行って何か貰

えるか、それは分からないけれども、ともかく行きなさいというんだから行こう」、これ、信じ

てるからそうするんですよね。 

 もし信じてなかったら、自分中心に考えて、丸山さんのことを棚にしまって、「もう良いよ。

こうこうこうナンダから、良いよね」となり勝ちなんですよね。 

 何故か？ 

 彼は信じてる。今までに、たくさん、丸山さんにご指導いただいて、丸山先生の言ったとおり

にしたから、全部うまくいった。より一層信じられる。 

 学修会でいろんな人の話を聞く。「先生の言った通りしましたら、私こうしました。私、こん

な悦び出ました。こうしたから、こんな悦び、貰いました」、○○さんにいつも聞きました。そ

したら、「ああ、本当だ。丸山先生の言うことを聞いたら、そうなるよね」、そう思ってるから、

「行こう」と思いました。 

 一方でCHZさんは残念ながら、学修会に行けないし、その疑いの気持ちが生まれた。それも仕

方がないところもありますけれども、全部が見えなかったから、そのまま受け取ることができな

かった。 

 これ、仕方がない部分もありますけれども、ここに差が出てくる。丸々、言ってることを信じ

る、自分の思い、言える、これですぐするか、しないか、全部出てくるわけでしょう？ 

 そういう風に言うと、いつも学修会で、人の話を聞いたら、「ああ、あの人、丸山さんの言う

ことを信じてないね」って、そういう風な見方になるかもしれないので、余り言えないんですが、

結局、何かといったら、自分の心の中に於いて、その偉大さが分かっている、信じてる気持ちが

強かったら、信じてる人の言うことはするでしょう？ 

 例えば、「こうしなさい」、「どうなるんやろ」と思って、自分が軽視している人に「こうし
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なさいよ」と言われてもまあ、「聞いておく、聞いておく。ああ、そう」になるでしょう？ 

 ところが例えば丸山さんと自分のお父さん、お母さんでも良いです、丸山さんと自分のお父さ

ん、お母さんと、自分が悩んでることとか、「こんなこと、あってん。どうしよう」と言ったと

き、両方から意見を貰った。 

 例えば同じようなことを言われたとしても、先にお父さん、お母さんに、「こんなこと、あっ

てん。どうしようか？」、「こうしなさいよ」と言われたら、それが自分の意見にそぐわないこ

とを言われたときに、「うーん、そうかも知れへんけど、まあ、聞いておくわ。一応、聞いてお

くわ」、こんな感じでしょう？ 

 ところが丸山さんから言われたら、「こうしなさい」、「ああ、やっぱりお父さん、お母さん

の言ってた、そうすればよかったなあ」、こう、大きく差が出てきます。ここ、何、差があるか？ 

 丸山さんに対する信頼、大きい。お父さん、お母さんに対しての見方、軽視している。ここの

差があるということでしょう？ こちらの方が信頼、厚い。こちらの方が薄い。だから自分にと

っての取り方も大きく差が出てくる。 

 でもこの信頼の度合いも、どれぐらい信頼している、信用しているかによっても違ってくる。

だからどれぐらい素晴らしいのか、どれぐらい自分は素晴らしい方に教えていただいている、素

晴らしいものに出会ってるか、ここを見とかないと、自分も知らず知らずの内に、例えば自分が

少し、一つできた、二つできた、段々自分をその人と同じところに持ってくるようになってしま

う。 

 でもこの人はこんなに素晴らしいんだということが分かっていれば、自分が積み重ねていって

素晴らしくなっても、並ぼうとしない、ずっと敬意を払える、そこに丸山さんと他の指導者、他

のことを教えている、まあ正法を教えていると本人が思っている人たちとの差、出てきます。 

 他の人は、自分も例えば色んなことが分かるようになった、人の心も分かる、過去も分かる、

大体未来も分かる、そういうことが大体分かるようになってきた、そうすると、その深さのとこ

ろは見ないで、同じようなことができるようになったら、自分もその近いところに置いてしまい

勝ちになる。ここに盲点、出てきます。 

 そんなものに及ばないところに主を置いていれば、自分は一生謙虚に生きられるけれども、自

分が少しでもそこに近づいた、偉大なる主のお心に少しでも近づきたい、この気持ちは素晴らし

いけれども、自分が人様から一つ誉めていただけるような、二つ誉めていただけるような、三つ

誉めていただけるような、そして自分でも気がついたら、こんなにも大きな気持ち、安らぎも悦

びもいっぱい持って、自然自然にここ、隣り合わせるまでは行かないにしても、本当に近い位置

に置き勝ちになる。 

 そうすると、自分もできた、自分も同じことができるようになった、ここに、その深さを見て

ないがために、自分も分かるんだから自分が説いてもいい、これ、知らず知らずに思いがちです

よね。 

 そんなこと、意識してないと思いますよ。自分ができるようになったんだから、自分も説いて

も良いよ、そんなことを思ってないと思うけれども、これは知らず知らずに潜伏する思いです。 

 かつてもYMSさんたちが学んでいた中であれば、覚醒する。覚醒は悟りじゃない。でも、皆ん

な覚醒＝悟りだと思っている。そういう世界では、自分が例えば過去のことを一つ思い出した、

二つ思い出した、それだけでもう、偉大なる偉大なる主の近くに自分を置いてしまう。 

 いろんな自分の過去が見えるようになった、未来も大体見通せるようになった、天上界の交信

もできていました、そうする内に偉大な主が悟ったことも、自分の思いとして分かったのであれ

ば自分で説いてしまう、これ、勘違いになります。 

 ここに本当に、常識、礼儀、感謝を引用すれば、主に対しての尊敬、主がいたから皆さん、今、

いろんな方が分かられるんでしょう？ 主に触れてなかったら、自分から、そんな、分からない。

一から皆んな、開かない。   

 正法、偉大なる主が残された八正道にしても、神仏のことについても、解き明かしたのは主で

しょう？ それを元に皆さん、精進して、自分たち、それなりの、自分たちなりの納得するもの

を心に得られたわけでしょう？  

 なら、誰のお陰か、主のお陰、偉大なる主のお陰です。これが分かっていたら、おけますか？ 
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下におけますか？ でも、人様として、人間としてみた場合、・・・でしょう？ 

 自分もできるようになった、例えば会社員で働いていたときのことを思い出して下さい。自分、

新入社員、何も分からないから、いつも下になる。教えて下さい、教えて下さい、謙虚になりま

す。 

 どうしたらいいですか？ これどうしましょう？ 先輩から教えて貰う。「ああ、そうですか」、

すごく下です。下の気持ちでいます。 

 ところが先輩から教えて貰って、自分もそこそこ仕事ができるようになって、もっと仕事がで

きるようになるともう、先輩と並んだ気持ちになるでしょう？ 先輩がそして仕事が、仲々伸び

悩む方だったら、自分が横に並び、そして自分を上に置いてしまい勝ちになる。 

 同じことができたら、その深さを考えて見、部長であっても、相手が自分より上の次長であっ

ても、「ああ、部長はあんなことをしているから、あかんのやわ。課長はあんなことをしてるか

ら、成績が今一歩なんやわ」、そういう見方になってしまうでしょう？ 

 どういう努力をしてどうとか、でもここにこういうところもあるよとか、入社したときに部長

や課長にこうやって育てて貰ったから自分がある、これ、忘れてしまい勝ちになるでしょう？ 

 自分ができるようになったら、どうしても自分が、部長と、課長と同じ仕事ができるようにな

ったと思いがち、そして同じように新入社員で入った人たちが、自分より仕事ができなかったら、

自分を上に置いてしまい勝ち。 

 このような心の現れ方は、正法の面でもいえてくる。教えて貰った、できるようになった、近

づいて自分もこれができた、自分もこういう風になった、そうすると、主に近づいたような気持

ちになってくる。 

 そしたら自分も同じようなんだから、皆んな自分が教えて上げたらいい、主のことは別に言わ

なくても、それは意図的でなくても、知らず知らずにそうなってしまいます。 

 これ、難しい問題なんですけれども、又、参考にして足り、どこまで主と関わったかというの

でも大きく違います。何よりも、ご本人様のその気持ちに於いては、自分はそうだと思っておら

れる。これ、比べることとか、人の心、同じ人間同士では仲々図れないから分からない。ところ

がずっとその人より心が深くなったら見えてくることですよね。 

 そして偉大な主とか、高橋先生にこんなことをして貰ったと思ってても、その尊敬だとか、感

謝の思いがどこまで深いか、どこまであるかによっても変わってくる。 

 これ、丸山さんにご指導いただいている人も皆んな、同じです。丸山さんが例えば天上界に帰

られた後、丸山さんに教えた貰ったことを、「嘗て私は丸山さんから、こういう風に教わりまし

た。丸山先生はこういう風に教えて下さいましたよ。高橋信次先生のところで丸山先生は悟られ

て、そして私たちにこういう風に教えて下さいましたよ」と、こう仰る方もいれば、自分が丸山

先生から教えて貰ったことがあって、分からせて貰ったことを、例えば人様から相談されたとき

に、「それ、こうしたらいいねん。こういう風に考えたらええねん」、そのままになってしまう。

これも皆さん、どういう風に出てくるか、その人の深さで出てくるものですよね。 

 だから信じるものがどれほどのものか、信じる力というか、分かる力というか。分かる、求め

る、その思いの強さによって出てくるものも違ってくるということです。 

 皆さんはまあ、丸山さんを信じてますし、高橋信次先生が偉大なる天上の主であられることも

自分の中で信じておられると思いますけれども、そのパイプはもっともっと太くしていかなけれ

ば・・・。それ、努力なさることですね。 

 自分でそのパイプを太くなさる、それは平等に、例えば高橋信次先生に、正法に出会った方、

皆さん、もうその時点で、糸のようなものを天上界からいただいているわけです。 

 平等です、その糸。救いのロープといっても良いかもしれませんけれども、救いのロープ、平

等に落とされます。というのは、救いのロープというのは、本物しか救われないでしょう？ 偽

物、いくらやっても、人の思想やっても、結局、救われない。本物をやらないと救われない。 

 その時点で救いのロープ、皆さん、平等に降ろされます。そのロープを後、太くする、頑丈に

する。太くするか、そのまま細いままか、これ、自分の努力次第です。 

 それまでのもの、皆んな、平等です。貰うもの、平等です。それを大きくする、太くする、そ

のまま細いまま、もしくは切る、これ、自分次第です。 
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 そしてこれ、太くしたら又、その分、返ってくる。繋がってるもの、受け取るもの、返すもの

で又、太くなる。 

 まあ、ロープよりも花の種の方がいいかもしれないね。 

 例えば、皆んな幸福になるお花の種、上げましょうと言われる。高橋信次先生、信じます。ご

著書、読みます。丸山先生、出会います。その時点で、その前に種を貰って、「ああ、これ、や

ろう」、その時点で種を貰うということですね。 

 そして次に丸山先生と出会います。でも、この種、どんな土に植えて、水の上げ方はどうか、

肥料はどうか、これ、丸山さんが今、教えて下さっていることでしょう？ 

 「花の種、持ってますか？ 持ってますか？」というのが､「ご著書読まれてますか？ チャン

といつも、種、ありますか？ 時期が来たら植えようね」と、これ、いって下さっているところ

でしょう？ 

 そしてご自分が大体、土、揃えました。これ、土を揃える段階、肥料を揃える段階、これ、ご

著書を読んでて揃えていく段階でしょう？ そしたら今度、丸山さんが、「この時期に土に植え

なさい。一日に何回、水をやりなさい」。芽が出てきましたら、いつ頃どうですか、その状況の

仕方、教えてくれます。 

 チャンとした人は、大輪の花が咲くだけでなく、ドンドンドンドンひまわりのように、大きく

花咲かせたり、伸びていくようになる。でも、それをしなかったら、「ああ、芽が出たけれども、

芽が枯れました」「花咲きかけたんですけど、ダメでした」、こういう風になってしまうんです

よね。 

 皆んな平等に貰ってるけれども、後、自分でやるしかない。誰もしてくれない。隣の庭、掃い

て、やってくれますか？ 自分でやるしかないでしょう？ 

 そして何よりも先ず、不幸というと変ですけど、一番大切にしないといけない、それができな

いとダメだということは、自分の主を信じることと、自分の今入ってる正法を説かれた人、丸山

さんの会でもありますよね、会員になるときの誓約、仏、法、僧に帰依した人、当たり前でしょ

う？ 自分がこれからやろうとしている人のことを信じないでできますか？ できないでしょ

う？ 

 そこです。それを太くするかしないか、信じるか信じないか、これ、本当に基本なんです。だ

から皆さん、ご自分の中で、自分にとって丸山先生はどうなのか、偉大なる主はどうなのか、も

う一度ここ、考える要素、大切ですね。 

 だから、何でこのようなことを私が話しをするのかということもお話ししたいですけれども、

ご自分の中で、何故だろうと思ってみて下さい。 

 皆さん誰でも、自惚れる、傲慢になるのは早いです。謙虚になるのは難しい。倣慢になるのは

簡単。そして倣慢を取り戻すのは、とても、もっと難しい。謙虚になるより難しい。 

 何故なら、「ああ、自分は倣慢だった」と思っても、少し倣慢を控えようと思ってもこれ、階

段を一個ずつ下がるしかない。謙虚というのは、最初から、底辺にいられる。でも倣慢からいき

なり謙虚にはいかない。なかなか謙虚になろうと思っても、一歩ずつしか下がっていけない。急

にここまで上がったものを、ここにいけない。 

 「ああ、私、倣慢だったわ」と気づいても、これは一個ずつしか、謙虚というものがどういう

ものか分からない限り、一個ずつしか下がれない。だから難しい。何でも難しいけれども、自分

の足りないもの、自分というものをそのまま受け入れられない限り、受け入れる、これ、シヨッ

クなことも多いけれども、これ受け入れない限り、先に進まない。悦び一杯になれない。 

 そして自分に欠点が分かったときにショックを受けるか、悦び一杯になるか、ここでも差が出

てくる。ショックを受けるということは、まだまだ自分をもっといいものと思ってたということ

でしょう？ でも、「ああ、私、こういうところ、あるんやわ」と思えるということは、その心

の方を見てる、中心に見てる、だから「これを直したら、私悦びになるんやわ」って分かる。だ

から嬉しいというのは、自分の心の喜びの、その謙虚の中で、行こうとしてる、その見方も色々

自分で発見することによって、自分の本当の姿も、薄々見えてくるようになる。 

 けれども一番大事なのは、丸山さん、丸山先生を信じること。口ではいくらでも言えるけれど

も、どれぐらい素晴らしいかとか、皆さん、信じて下さい、これ、いくらでも言えるけれども、
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本当にどれぐらい素晴らしいかと言ったとき、皆さん、もっと何か悦び、今の悦び、何十倍にも

膨らみますよ。 

 もったいないと思います。ただ神仏様に対して、今、生かさせていただいていることに対して、

ファーッという感動が出てくるようになってくると思います。これは今後だと思うんですよね。 

 そうすると今、自分が存在している、皆さん今、存在しているからこの正法に出会った悦びを

いっぱいいただいているんでしょう？ 魂の学びをさせていただいている。 

 それ、どうしてできたか？ 誰のお陰か？ 自分の両親のお陰でしょう？ そしたら両親がい

たから、今、自分がこんな悦びがある。こんな幸せなことに出会わせて貰えた。そしたら両親に

対して、感謝がぱ－んと出てくる。実は、そういうことに深く繋がってる。 

 これとこれ、感謝、別個じゃない。繋がってる。お芋さんと一緒です。引っ張ったら全部、繋

がっていきます。コロコロ転がって、これだけ出てくる感謝はまだ、この感謝とこの感謝は違う、

これ、まだまだ。 

 自分に感謝できないけど、誰々さんには感謝できる。神仏様、丸山さんに感謝、こちらの方は

簡単ですよね。自分を指導して下さる方、この悦びに出会ってるのは、誰のお陰ですか？ 

 お父さん、お母さんがこの世に出してくれたから。そしてその気づきをいただいている、学び

をさせていただいている、そして又いつも温かく迎えてくれる家族のサポートがあったからとい

うことでしょう？ 

 周りの人がいるから、自分の魂の学びをさせて貰えて、これはどうかなということを神仏様と

丸山さんに研究させていただいたり、教えていただいたり、悦びにさせて貰ったりしています。 

 嫌いな人もいなかったら学べないでしょう？ いろんな人がいるから、自分の学びができる。

自分を愛してくれる、自分をサポートしてくれる仲間がいる、だからもっと頑張れる。厭な人が

いても、その人たちに励まされて頑張れる。これも又、感動でしょう？ 

 全てつながっている、お芋と一緒。引っ張ったら、繋がってくる。これ、感謝です。全て感謝。

回っている。 

 丸山さん、高橋さんだけ、心の感動大きいに越したこと、もちろんありませんけれども、これ、

繋がっています。 

 さっきCHZさんが言ってたリンゴと一緒。どこを切っても感謝にならないといけない。この人

は感謝ができる、この人は感謝ができない、これ、もっと、磨かないといけません。 

 もっと感謝になったら、どの人もどの人も、嬉しい。お父さんお母さんが世に出してくれたか

ら、今、私、これ、学ばせて貰える、嬉しい。あの人、この人がいるから学ばせて貰える、嬉し

い。 

 高橋先生、丸山さんが、高橋信次先生のお陰で、丸山先生は心に法を落として、皆さんにご指

導して下さっている。その人たちに出会えたから、今の自分の学びがある。もう全部、嬉しい。 

 お父さん、お母さん、妻がいる、夫がいる、子供たちがいる、支えられて生きている。自分が

させて貰っていることは、本当はほんの僅かなはずと気がつくはずですよ。そうするともう、嬉

しくてたまらない。 

 嫌いな人よ、ありがとうになる。厭な人よ、ありがとうになる。「ああ、この人のお陰で私、

厭なところ、自分のこういうところをハッキリできたんだわ」「この人いなくて、好きな人ばっ

かりだったら、気づかないところだった。嬉しい」になるでしょう？ 

 「ああ、今日、あの人とあの人に出会えたお陰で、こういうところを分からせて貰えたわ。あ

りがとうございます。そして法によってこのような勉強させて貰い、修正できるんだ。ありがと

うございます。ウワー、本当に自分って幸せね。これもお父さん、お母さんが世に出してくれた

からだわ。誰々さんと誰々さんのお陰だわ」、これ、全部、繋がっていく。輪になっていく。 

 そしてこれ、いつも、感動、感謝を口に出したり、悦びを持てたら、もっと大きくなる。 

 まあ－つの目安として、これを「こうだ！」と聞いたら又、こうなるので、あれなんだけれど

も、ですから、一番は、私たちの言葉とか、今までエホバ様がたくさん語って下さった言葉を大

事になさることもとても嬉しいことだと思います。 

 でも今は丸山さんと偉大なる主が、皆さんの一番のあれです。私たちは、例えばさっき、ご著

書の拝読を言ってましたね。「心の発見」と「人間釈迦｣、これ、七冊が基本。そして後の書かれ
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たご著書は、時間のあるとき、参考にしていいと言ってました。 

 私たちは、参考グループ。あなたたちに今、必要なのは、丸山さんと、偉大なる神仏様です。

そこがあなたたちの基本で、こっちは参考。こっちに重点がかかると、問題がありますよ。だか

ら、こっちを重点、ね。 

 でも、大切に思ってくれる気持ちも、とっても嬉しいんですよ。けれどもそうすると、この丸

山さんの言葉、ご著書を読むときも、「ああ、聞いた、聞いた」とか、軽視になるでしょう？ こ

れ、問題ありますからね。 

 実際、今、全力を挙げて、いつもいつも思って下さっている方、誰ですか？ 丸山さんでしょ

う？ 偉大なる神仏様、高橋先生、偉大なる主でしょう？ 

 皆さん、ご存じない、丸山さん、いちいち言わないけれども、皆さんの悩みのことを聞く度に、

お祈りなさる。 

 例えば会員の方に厳しいことを仰る、「あんた何でそんな、できないか？ こんなことを言っ

てたらダメだ」と、丸山さんが仰っても、チャンと神仏様にお祈りしている。「あの人が良くな

るように。気づいてくれるように、どうぞ宜しくお願いします。光をお与え下さい。心に安らぎ

をお与え下さい」と、お祈りをしています。 

 そんなこと、言わないよ。言わないし、言っても又、誰に対してたくさん祈ってるとか、そう

思っても大変なので、それを言わないけれども、チャンとされています。 

 後は神仏様が、丸山さんの思いとは別に、「ああ、この者はだけど、あげられん」とか、「こ

の者にはちょっと頑張ってるからもう少し、こうしようか」とかがあるかもしれないけれども、

丸山さんの純粋な思いとしては、いつも会員の皆さまのことを思ってる。だから皆さんのことを、

即、瞬時に分かる。 

 いつも思ってない人のことを、会って、分かると思いますか？ 分からないんですよ。私たち

は分かるけれども、次元が違うから分からない。でも丸山さんはこの世界にいて、皆さんのこと

を思って、分かる。 

 それは何故か？ いつも皆さんのことを思ってるからです。皆さんと会ってないときも、皆さ

んのことを祈っていますよ。 

 まあ例えば自分の、この時間はこうするとか、ご著書を読まれる時間、お祈りする時間、心行

を拝読する時間を決められて、一日を終えられるときに、「誰々さん、誰々さん、誰々さん、悩

みがあって、一生懸命話しをしたけれども、あまり分かって貰えたかどうか」と、いつも気にか

かる。 

 「自分の言い方、あれで良かったか？」と気にかかる。反省なさる。そしてチヤンと受け取っ

て貰えるように、その人たちがうまく進めるようにお祈りする。そのような心があるから、次に

会ったとき、「ああ、やってる」「やってないな」、その人のことを深く思ってるから分かる。 

 それがなかったら分からないです。自分の思いで見る、形として現れることだけを見る世界で

しょう、この世界は。それは分からないです、心の深さがなかったら。 

 私たちには、皆さんに色々お話しさせていただいていても、次元が違うから、皆さんの心が見

える。  

 「ああ、こんなことを考えている」「ああ、あんなことをしてるから危ないな」、これ、次元

が離れてるから分かるのは当たり前と言ったら、その次元によっても、見えるものは違うんです

けれども、私たちのいる次元では、当たり前のことです。 

 でも、この世界で、当たり前ですか？ 違いますよね。 

 例えば皆さん、親だから分かると思いますけれども、自分の子供のことを案じたり、心配した

り、思い出すときは、子供が大体「次はこうするな」、「ああするな」、帰ってきたときに、「あ

あ、うまくいかなかったな」と、分かるでしょう？ 

 娘、こんなこと、悩んでる、息子、こんなこと、悩んでる、一生懸命あなたたち、「気にしな

いで元気だしてね」と言って上げる。次の日、仕事に行きました。遊びに行きました。帰ってき

て、顔を見たり、色々、娘や息子は元気に振る舞ってるけれども、「ああ、この子は心配しない

ようにしてるけれども、解決してないね」、何故、分かるか？ 

 息子、娘に、心が行ってるからです。その人のことを思ってるからです。でも普通は、自分の
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子供とか、自分の気にかかる相手だけでしょう？ せいぜい分かっても、それぐらいです。 

 でも丸山さんは、皆さんのことを思ってます。皆さんのことを思ってるから、あなた方以上に、

見えない世界を、丸山さんの心の次元で全部、あなた方のことを、全部ひっくるめて分かる。 

 その愛、どれほどのものか！ もっと皆さん、敬意を払うと言ったら変ですけれども、感謝す

る、そして一人一人を平等に思ってる。けれども受け取り方は、皆んな違う。これ、仕方ないね。

自分が出してるものをいただく、これ、法則だから。これ、仕方ない。自分がしたら、これ、反

応、来る。 

 うそをついたら分かるでしょう？ だって、いくら先生が誉めても、次のご指導を貰いたいか

ら一生懸命背伸びして、「こんなこと、分かりました」「あんなこと、分かりました」と言って

も、余計に悲しい。 

 「何で、できないことをできるようになった、何で、分からないことを分かると言うか？」、

悲しくなるだけで、本人は、そこまで分かると思ってないから、一生懸命、話しをするのに、皆

んなを自分の目で見るから、自分は全然大したことがないと思ってる人の実践の話しで、「何で

あの人に、先生、感動するのか、分からない」という人もいるわけです。 

 さっき、SNTさんが言ってたでしょう。YMTさん(会員の女性)が話してた時、こう、手をこづ

いてたって。ある方々に於いては、別に大したことがない話の人もいるわけですよ。 

 「自分たちにしたら普通じゃない。何よ、あんな話し、何よ」と思ったり、「そんなことに気

づけた、あんなことに気づけた。そんなこと、私たち、とっくに気づいているよね」とか。丸山

さん、話しします。「何であの人にだけ一生懸命話しして、嬉しそうにするか」と思ったりする

ときもある。 

 自分の心で計ってるからですよ。だけど丸山さんにしたら例えば､「他の誰々さんがこんな心の

ところがこんなに大きくなった、こんな風に気づいた悦びも話してくれるようになった」、嬉し

いですよね。嬉しいでしょう？ 

 できないことができるようになった、それが本当の気持ちが出てくるようになった、嬉しいで

すよね。 

 子供に、例えばですよ、サッカー習わせてたとします。サッカー、うまくなって欲しい。でも

サッカー行きたくない。行きたいと言って行かせて貰ってたけど、段々行きたくなくなってきた。 

 それを、嘘のはんこを押して、行ってきたというカードを見せて貰って、「ああ、行ってきた

んやね。上手になったって言ってくれた？」「うん、上手になったって先生に誉められたよ。何々

が上手になったって、先生、言ってくれたよ。コーチ、言ってくれたよ」と聞いたら、「ああ、

嬉しいね」と思うけれども、実は自分で書いたと思ったら、悲しいでしょう？ 

 その人にしたら、先生に悦んで貰おう、お母さんに悦んで貰おうと、色々考えているんだけれ

ども、その人の心の次元で計ることは分からない。でも神仏様や丸山さんが計ってることは、全

てに対して平等なんです。誰に対しても。 

 その人一人の全てを見ておられる。過去も見ておられるし、現在も見ておられるし、それに対

して頑張ったねというときは、こうして下さるし、例え他の人が聞いたら、「ふん、あんなくだ

らん話」というようなことでも、先生は同じように悦んで下さる。それ以上に悦んで下さる。自

分の悦び以上に。 

 親の愛、神仏様の愛と一緒になって悦んでくれるから、「ウワー、凄いね」と、自分で感動し

ている以上に悦んで下さる。だから、丸山さんと神仏様だけ意識してたらいいですよというのは、

そういうことなんです。 

 他の人は、自分の器で計っているだけのことです。そんなのに振り回されていると、そっちに

引っ張られる。だからといって、「あんたはあんた、私は私」というようなことになっても、そ

れはまた、あまり宜しくないことでもあるんですが、堅くならないで処理するように、皆さん、

心掛けて下さい。 

 誇らないことです。人のことは決して言ってはなりません。毒、作ります。法に於いては、余

計に作りますからね。 

 済みません、長くなりました。申し訳ありません。 
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【繋がり、日時不明】 
 でも、例えば人を殺すことを知らない人に、何で殺したか、皆んなが中傷しても、本人は悪い

と思ってなかったんだから、反省しようがないでしょう、何が悪いのかって。本人の意識レベル

のところですから、何故それをすることがいけないのかを教えて、本人が分かったところで反省

しない限り、本当に悪かったと、悔い改めができないですよね。 

 ですから、分からない間のことをいくら言っても仕方がない。分かった時点で、｢ああ、自分は

何てことをしたんだろうか」、その時に、分からないから、亡くなった人はどうなるのか、そう

いう問題になるわけでしょう？ 分からないからしょうがないよね。でも亡くなった人は確かに

いる、この事実はあるわけです。 

 だから分かった時点で、それを反省しなければいけないわけでしょう？ 今まではしょうがな

いねとなるけれども、分かったんだから、チヤンと反省しましょう。分かっている人に、何故反

省しないかと、今度は責めをしても、これは当然でしょう？ 

 今までみたいに、「いや、分かったけれども、もう、こうしてしまったんだからしょうがない

でしょう？」、これ、通りませんね。他の人に通りますか？ 

 「いや、私ね、人を殺すのを悪いと分からなかったんですよ」、これ、本当の時点では、「そ

うか」と、皆んなカッと来るような気持ちであっても先ず、「じゃあ、教えにゃいかんね」と。 

 先ず教えて、何故悪いかを一生懸命話しをする。そして分かった時点で、反省さ・・・ 

 （テープ反転？） 

 ・・・分からなかったんです｣、これ、通用しますか？ 

 この時点では、分かった時点では、きっちり反省しないといけないでしょう？ 罪が償えない。

いつまでもそれが残る。罪となるでしょう？ 

 それと同じように、今まで分からなかった部分に於いては許される部分があるけれども、分か

った時点で反省しないといけない部分もあるということですよね。 

 皆さん、今日、私が言いたかったのは、偉大なる主を信じ切る、そしてご自分の今、指導いた

だいている丸山先生を信じ切る、そして素直に現す、実践する、パイプを太くする、悦びのパイ

プを太くする、そして今、如何に自分が幸せなのか、どれだけ自分にとって凄いことをいただい

ているのかということを知って貰いたい。それを自分で確認して貰いたい。だからお話ししまし

た。 

 そのような気持ちを、ご自分の心に持たれるようになったら、色んなこと、レポートを書くに

当たり、手紙を書くに当たり、もっと違う緊張が芽生えてくると思います。 

 いろんな方と話をするときでも、違ってくると思います。だから少しお話しして、ご自分の中

でどうかなというのを見て貰いたかったのです。 

 そして自分の中で、「ああ、まだまだ自分は軽視している」とか、「分かってないんだな」と

思われたときは、パイプを太くする努力をなさって下さい。どれぐらいの期間が必要か分かりま

せんけれども、必ず皆さんの心の中に、不動の悦び、幸せが来ると思います。 

 応援してます。有り難うございます。 

 


